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る10ڈ 1݄日ɺERINA͸ઃ しཱてຬ25年のه೦日をܴ͑ɺه೦シンϙジ΢ムとॕ լ会を։ͤ͞࠵ていͨͩいͨɻERINAઃཱの経Ң΍
25年ؒのาΈについて͸ɺ10 に݄h ERINA25年ه೦ࢽ をɦ発ߦしɺ本ࢽಡऀに΋お送Γ͞ ͤていͨͩいͨのͰɺ͝ 参রいͨͩ͘ と͜としてɺ
本߸Ͱ͸ه೦シンϙジ΢ムのৄࡉをಛूする1ɻ

日　　時　　2018年10月1日(月)　14:00～17:30
会　　場　　朱鷺メッセ4階「マリンホール」
次　　第　　あいさつ　　ERINA代表理事・所長� 河合　正弘

祝　　辞　　新潟県知事� 花角　英世
新潟市長� 篠田　　昭
外務省欧州局日露経済室長� 島　　桂一
経済産業省通商政策局韓国室長� 伊集院健夫

記念講演「北東アジアの中の日本」� 公益財団法人国際文化会館理事長　明石　　康
パネルディスカッション「北東アジアを展望する」

パネリスト� 早稲田大学政治経済学術院教授　深川由起子
日揮株式会社取締役　鈴木　正徳

一般社団法人東北経済連合会専務理事　小林　正明
新潟国際情報大学学長　野崎　　茂
ERINA代表理事・所長　河合　正弘

コーディネーター 公益社団法人日本経済研究センター首席研究員　伊集院　敦

͸ɺERINA͕ઃཱࢯԋͰ明石ߨ調ج Εͨ͞1993年͕حし͘ ΋国連の大ܕฏ࿨ҡ࣋׆動UNTAC（国連࢑ఆ統࣏機ߏ）によͬ てΧン
Ϙジア͕ฏ࿨とຽ主主ٛ΁の門ग़をܴ͑ͨ年Ͱ る͋͜ とを͛ڍͳ ら͕ɺ北東アジアにおけるෳࡶͳྺ史と࣮ݱにٴݴするとと΋にɺ͜ Εから
の北東アジアにおける貿易・投資の׆発化ɺ人材ҭ成΍人త交流΁のظ଴をड़΂ͨɻ
パωルデΟスΧッションͰ͸ɺ第1ラ΢ンドͰ北東アジア経済におけるݱঢ়と՝୊についてɺ第2ラ΢ンドͰ͸͜ Εからの国際経済連ܞ΁の
展๬΍ظ଴についてɺ֤ パωϦストの専門෼໺（国際経済ɺରϩ経済協力ɺ地ํの経済交流ɺ新ׁ県の視఺ɺERINAの視఺）から議
࿦を交Θしͨɻ
ERINA͸ม༰する北東アジアにॊೈにରԠしつつɺ北東アジア経済の調査・研究の国際తͳڌ఺としてɺͦ の׆動をいͬ ͦ͏ ਂΊてい

͘͜ ととしているɻઃཱ25प年ه೦事業͕北東アジア地域಺֎の関܎機関との連ܞ・交流を·す·すڧ化してい͘ 機会とͳͬ ͨͳら͹ɺ๬
֎のتびͰ る͋ɻ

&3*/"ઃཱ��प೥ه೦γϯϙδ΢Ϝͷ֓ཁ
ERINA�企画・広報部長
中村俊彦

1�本ಛू͸ɺ౰日の࿥Իを΋とに·とΊ ΋ͨのͰɺ文੹͸ERINAに る͋ɻ発ݴに る͋「日本ւ」͸発ऀݴのදݱを΋とにදهしͨɻ

特集1： ERINA設立25周年記念シンポジウム
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Special�Feature�1��ERINA�25th�Anniversary�Symposium　　0verview�of�ERINAʟs�25th�Anniversary�Symposium

This past October 1, ERINA marked the 25th anniversary of its establishment by holding an anniversary symposium and party. In October, 
ERINA 25th Anniversary, a publication outlining the background to ERINA’s establishment and its achievements over the last 25 years, was 
sent to readers of ERINA Report (Plus). In this edition, we present a special feature focused on the 25th Anniversary Symposium1.

Time and date: 14:00-17:30, Monday, October 1, 2018
Venue: Marine Hall, 4th Floor, Toki Messe
Agenda
Welcoming Address
KAWAI Masahiro Representative Director and Director-General, ERINA
Congratulatory Addresses
HANAZUMI Hideyo Governor of Niigata Prefecture
SHINODA Akira Mayor, City of Niigata
SHIMA Keiichi  Director, Japan-Russia Economic Affairs Division, European Affairs Bureau, Ministry of 

Foreign Affairs
IJUIN Takeo  Director, Korea Office, Trade Policy Bureau, Ministry of Economy, Trade and Industry
Commemorative Address
Japan in Northeast Asia
AKASHI Yasushi Chairman, International House of Japan
Panel Discussion
The Prospects for Northeast Asia
Panelists
FUKAGAWA Yukiko Professor, Faculty of Political Science and Economics, Waseda University
SUZUKI Masanori Director, JGC Corporation
KOBAYASHI Masaaki Senior Managing Director, Tohoku Economic Federation
NOZAKI Shigeru Chancellor, Niigata University of International and Information Studies
KAWAI Masahiro Representative Director and Director-General, ERINA
Moderator
IJUIN Atsushi  Lead Economist, Japan Center for Economic Research

In his keynote address, Mr. Akashi commented on the remarkable coincidence that 1993, the year of ERINA’s establishment, was also the 
year in which the United Nations Transitional Authority in Cambodia (UNTAC), a major UN peacekeeping operation, opened the door to 
peace and democracy in Cambodia. Noting Northeast Asia’s complex history and present, he expressed the hope that trade and investment in 
the region would intensify in the future and that human resource development and interpersonal exchange would take place.

The panel discussion featured two rounds: the first was focused on the current state of the Northeast Asian economy and the challenges that it 
faces, while the second addressed prospects and expectations regarding future international economic cooperation. Panelists discussed the 
topics the perspectives of specialist fields (international economics, economic cooperation with Russia, regional economic exchange, and the 
perspectives of Niigata Prefecture and of ERINA).

ERINA intends to pursue its activities as an international hub for Northeast Asian economic research in even greater depth, while responding 
flexibly to the changing face of Northeast Asia. We would be more than delighted if the project to mark the 25th anniversary of our 
establishment proved to be a catalyst for further strengthening partnership and exchange with relevant institutions, both within Northeast Asia 
and elsewhere.

Overview of ERINA’s 25th Anniversary Symposium

NAKAMURA Toshihiko
Director, Planning & PR Division, ERINA

1�This�special�feature�has�been�compileE�on�the�basis�of�recorEings�of�the�event�anE�responsibility�for�the�worEing�lies�with�ERINA.�The�term�ʠSea�of�
Japanʡ�is�useE�where�the�speaker�actually�useE�this�term�in�their�remarks.

Special Feature 1: ERINA 25th Anniversary Symposium
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ERINAのઃཱ25प年とい͏ 大มおΊ
Ͱͨいه೦日に͋ Γͨɺ心からのܟҙとॕ
ҙをද明しɺ͜ の研究所のҰ૚の͝発展
に͘ڧ ଴ਃし্͛ͨいɻظ
ERINA͕ઃཱ͞Εͨ1993年とい の͏

͸ࢲにとͬ て΋大事ͳ࣌Ͱ͋ͬ ͨɻとい͏ の
͸ɺ1992年ɻ 1993年ɺྫྷ ઓ͕ऴΘͬͨ 新
しいงғؾの中Ͱɺࠓ·Ͱにͳいよ͏ ͳ大
動UNTAC（国連࢑ఆ׆のฏ࿨ҡ࣋ܕ
統࣏機ߏ）を東南アジアのҰ֯ɺΧンϘジ
アͰ展։する͜ ととͳͬ ͨからͩ ɻΧンϘジ
アをɺ20年ଓいͨ಺ઓからɺશ͘ 新しいฏ
࿨ͳ国΁࡞Γ্ ͛るとい͏ 大ม໺心తͳ
企てͩͬ ͨɻϙル・ϙト೿による෢力఍͕߅
Γ͋ɺੈ ք中のϚスコミ͸಺部の৭ʑͳ૪
いのͨΊにɺ国連͕企画するࣗ ༝બڍ͸
ࣦഊにऴΘるͩΖ͏ とい͏ ൵؍తͳ؍ଌを
しͨɻͦ のよ͏ ͳ中Ͱ΋ɺզʑ͸Ͱきるͩ け
の͜ とを΍ てͬΈよ͏ とɺΧンϘジアにおける
ฏ࿨બڍ・ຽ主બڍを展։しͨの͕1993
年5݄ͩ ͬͨ ɻ֖ を։けてΈるとɺ͘ڻ ͳか
ΕɺΧンϘジアの༗ऀݖの໿90ˋ͕ɺঁ
性の৔合͸Ұ൪の੖Εணをணてɺتʑと
して投ථ所にग़かけるとい͏ 大มخしい
発展͕͋ͬ ͨɻզʑ͕す΂ての࢓事をऴ
͑ɺΧンϘジアをఫऩする͜ と͕ Ͱきͨ の͸
93年9݄ͩͬͨ ɻෆ޾にしてɺ日本におい
て͸ΧンϘジアPK0に೿ݣ Εͨ͞文ຽܯ
察׭の高ాܯ視とɺ国連ϘランテΟアに参
加していͨ中ా੨年のೋ人のوい٘ਜ਼͕
͋ͬ ͨɻ日本のϚスコミ͸とか͘ PK0のՌ
しͨͨੵۃతͳ成ՌよΓ΋ɺ͜ い͏͏ ٘ਜ਼の
ଘࡏを࠾Γ্ ͛る͕޲܏ る͋と͏ࢥ ͕ɺΧン
ϘジアにおけるPK0͸ͦのલޙのナミビ
アɺモβンビークにおけるPK0の中֩తͳ
΋のͰ͋ͬ とͨ͏ࢥ ɻ͞ らにͦのޙɺ国連͸
ルワンダɺϢーゴスラビアにおいて΋大มͳ
೉に౰໘し͕ͨɺとにか͘ࠔ アジアのҰ֯ɺ
ΧンϘジアにおいて国連͕成し਱͛ͨ大き
ͳ金ࣈౝ͸๨Εて͸いけͳいと͏ࢥ ɻ

のΧンϘジアにおいて͸ɺフン・センۙ࠷
੓͕ݖ長ظ化しɺಠࡋ化をਂΊている͜
とに関心͕ٴΜͰいるɻしかしɺ͜ Ε͸్
্国においてԟʑに઎ΊらΕる։発ಠࡋ
తͳ޲܏Ͱ る͋ɻࢲ͸͜ い͏͏ 事ଶに౰໘
して΋ɺຽ主主ٛの成 とཱい͏ の͸Կे年
΋ɺ࣌ に͸Կඦ年΋かかる͜ とͰ る͋からɺ
·͋Γ୹ظతにྺ史తͳ事ฑを൑断する
の͸ૣܭͰ Γ͋ɺྺ 史の発展͸ԟʑにし
て͘ Ͷ͘ ͶしておΓɺ௚ઢతͰ͸ しܾてͳい
とࢥ てͬいるɻཐટܥのܗͰগしͣつྑ͘
ͳͬ てい͘ の͕ྺ史の流ΕͰ͸ͳいかɻ
ERINAのՏ合ਖ਼弘୅ද理事͕ฤू

しɺ͜ のͨびग़൛ Εͨ͞北東アジア研究૓
ॻ7h 北東アジアの経済成長―ߏ଄վֵ
と域಺協力 ͸ɦɺͦ い͏͏ ҙຯͰෳࡶͳ北
東アジアの࣮ݱのྺ史をɺͦ の中の主ͳ
流Εを෼ੳతにӶ͘ ͨͬޠ ໊ஶͰ る͋ɻ
第ೋ࣍大ઓޙの北東アジアにおいて

͸ɺ日本͕経済成長の第Ұランナーとして
50年୅から70年·Ͱ໨֮·しい׆動を਱
͛ͨɻͦ Εにଓいて韓国͕60年୅から70
年୅ɺ80年୅にࢸるؒに大きͳ成Ռを示
しͨɻͦ して中国͕1970年୅からࡏݱ·
Ͱ発展をଓけɺ2010年に͸զ͕国を௥い
ൈいてGDPੈք第2Ґの地Ґを達成して
いるɻ
৚໿క݁40प޷年͸ɺ日中ฏ࿨༑ࠓ

年をܴ͑ているɻ͜ のฏ࿨༑޷৚໿͕݁
͹Εͨ年に͸中国の第Ұの࣮力ऀͰ͋ͬ
ͨ↾খฏ͕൷准ॻを࣋ͬて日本を๚Ε
ͨɻͦ のؒɺ↾খฏとত࿨天ߖのؒͰɺ
྆国の໾人͕ͨͬ࡞シナϦΦを཭Εͨ本
౰のҙຯͰの「ਅ心のର࿩」͕ ͋ͬͨ と
ͤظとの༧ߖΘΕるɻ↾খฏ͸ত࿨天ࢥ
͟る཰௚Ͱ੣࣮ͳ会࿩に動か͞ Εͨɺとい
࿥͕ه͏ る͋ɻ
ઑֳ໰୊について͸ɺ↾খฏから͸൴

らしいプラグϚテΟζムにຬͪ 「ͨղܾ͕
Ͱきͳい໰୊͸ɺզʑよΓ΋ݡいएいੈ୅

に任ͤΕ͹よいͰ͸ͳいか」とい͏ 発͕ݴ
͋ͬ ͨɻ·ͨ ɺ΋͏ Ұつ↾খฏ͕ͨͬݴ ༿ݴ
に஫໨しͨいɻ͜ の৚໿の中ͰҰ൪の໰
୊にͳͬ ͨの͸ɺ೼ݖ（ϔήモニー）の໰
୊についてͰ る͋ɻ΋ͪ ΖΜ日本͸ϔήモ
ニーをऔるつ΋Γ͸ͳいɺ中国΋ͳいɺとい͏
とͩ͜ ͬͨ ͕ɺ↾খฏ͸「中国 ΋͕し΋ϔή
モニーをѲΖ͏ とするよ͏ ͳ͜ と͕ ͋ͬ らͨɺ
ੈք中͕中国を൷൑して΋ࣗ ෼͸·ͬ ͨ͘
ͨͬݴΘͳい」とζバϦとߏ ɻ日中ؒに͸い
ΖいΖͳ໰୊͕ る͕͋ɺ↾খฏ͕࣋ てͬい
よͨ͏ ͳϦアϦζムɺプラグϚテΟζムによͬ て
日中関͕܎কདྷと΋にղܾ Ε͞るͳら͹ɺ
素੖らしい展๬にͳるͩ Ζ͏ と͏ࢥ ɻ
北東アジア地域͸2020年୅においてɺ

域಺ॾ国の経済協力のҰஈ高いϨベル
の達成͕見ࠐ·Εるɺとい͏ の͕大ํの見
ํ とͩ͏ࢥ ɻ͜ の地域͸ੈքの஫໨のతに
ͳͬ ているɻฏۉण໋の高 Ͱ͞͸日本と韓
国 ト͕ップクラスを૸ てͬいるɻ国際ڝ૪力
をとͬ てΈるとɺ日本ɺ中国ɺ韓国の3Χ国
͕先頭を૸ てͬいるɻ
しかしɺզ͕国をとͬ てΈるとɺରGDP
の関܎Ͱগし࢒೦ͳ と͜΋い͘ つか͋るɻ
貿易΍௚઀投資のରGDPൺ͕ҙ֎に௿
いと͜ Ζに る͋͜ とͩ ɻ0ECDをߏ成してい
る35Χ国の中ͰɺアϝϦΧに࣍いͰԼから
2൪໨の34Ґに日本͸Ґஔしているɻւ֎
企業のडけೖΕにおいて΋ɺର಺௚઀投
資ֹ͸Θͣかに3.8̀ ɺ0ECD35Χ国中の
ԼҐに࠷ る͋とࢦఠ Ε͞ているɻ
ͦのよ͏ ͳ中Ͱɺ޾いにしてཱྀߦऩࢧに
関して͸ۙ࠷大෯ͳվ善͕見らΕɺ日本
の経ৗऩࢧの黒ࣈを助けている࣮ଶ͕͋
るɻ日本を๚໰する֎国からのཱྀऀߦの
国・地域ผॱҐ͸ɺ中国ɺ韓国ɺ台࿷ɺ
ɺアϝϦΧとい͏ߓ߳ ॱにͳͬ ているɻしか
しɺ日本から中国΍韓国΁のཱྀऀߦの਺
͸ ·͋Γ্ ঢしていͳいɻ্ ঢしていͳいͲ
Ζ͜かɺ੓࣏໰୊͕ىきる͝ とにݮগする

記念講演
ʮ๺౦ΞδΞͷதͷ೔ຊʯ
公益財団法人国際文化会館理事長
明石康
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北朝鮮に関して͸ɺよ͏ ΍͘ 交বஈ֊に
ೖͬͨ と֩ミαイルの໰୊͕ۃΊてॏཁͰ
Γ͋ɺಛにͦのݫਖ਼ͳূݕɺ͜ Εにରする
ྫྷ੩Ͱਫ਼៛ͳ議࿦をきͪ Μと·とΊͳけΕ
͹ͳらͳいɻ΋ͪ ΖΜɺ፮கをؚΉ人ݖの
໰୊΋͋ Γɺ1953年の朝鮮ઓ૪ޙに݁͹
ΕͨٳઓをɺͲのよ͏ にしてٱ߃తͳฏ࿨
৚໿にɺ北朝鮮にとͬ て΋ॏཁͳ΋のに࡞
Γ্ ͛る͜ と͕ Ͱきるのか΋ॏཁͩɻ·ͨ ɺ
していͳい日朝国交ਖ਼ৗ化΋ݱͰ࣮·ࠓ
に達成するとい͏ظૣ ニーζ͕ݱΕてきて
いると͏ࢥɻզ͕国͸ɺถ中韓౳にཱͪ
஗Ε͕ͨײ る͕͋ɺզ͕国の࣋つ経済力
にରするظ଴ɺ北朝鮮にରするࢧԉ͕ظ
଴ Ε͞る͕࣌ഭ てͬいるのͰ͸ͳいかɻඇ
֩化͕先かɺٳઓ協ఆのٱ߃化͕先かɺ
Ͳ ら͕ͪ先にདྷる΂きかを࿦͡ ている࣌ظ
Ͱ͸ͳいと͏ࢥ ɻ྆ऀをڞに達成するとい
シ͏ンクϩナイθーションɺきͪ Μとし タͨイム
テーブルを࡞Γ্ ͛るの͕ɺ交বऀにظ଴
Ε͞ている΋の とͩࢲ͸৴͡ るɻ
զʑ日本国ຽの಺޲き޲ࢤ͸૬౰ び͜

Γついているよ͏ Ͱɺ͜Εをม る͑の͸༰易
ͳ͜ とͰ͸ͳいͩΖ͏ ɻ֬ かに経済׆動͸
ͦの中Ͱ΋࠷΋ॏཁͳ͜ とのҰつ͕ͩɺͦ
Εͩけを国際化する͜ と΋ɺアジア޲ࢦに
ม る͑͜ と΋ɺෆ可能Ͱ る͋よ͏ に͡ײ るɻզ
͕国શମをɺಛに中౳・高౳教ҭを΋ͬ とア
ジアとੈքに޲け ΋ͨのにする౒力͕ඞ
ਢͳのͰ͸ͳいかɻָޘ中心のテϨビのଘ
΋໰୊ࡏ とͩ͏ࢥ ɻ·ͨ ɺޮ Ռ͕ ·͋Γ͋ るよ
に͏見͑ͳい֚ܗ化しͨޠ学教ҭをൈ本
తにมߋする͜ と΋ඞཁ とͩࢥ ɻ͏学Ϳऀ
いにޓ͕ しܹ͘ ɺ·ͨ しָ͘ ɺগ人਺Ͱ学び
͋ る͑よ͏ ͳڥ؀を࡞Γ্ ͛る͜ ととɺͩ らͩ
らと長͘ ษڧするのͰ͸ͳ͘ ɺ୹ظにू中
తͳ学शをߦ ɺ͏いΘΏるイϚージョンによ
る教ҭを学Ԃ಺֎において࣮ߦする͜ と
を文部科学省にظ଴しͨいしɺ࣮ してよߦ
いとい͏ งғ͕ؾͰきてきていると͏ࢥ ɻ
զ͕国͕北東アジアのҰ֯を઎Ίつ

つɺͦ の北東アジアをੈքに広͛てい͘ ͜
とに関しɺ͜ Εから΋ࣗ らの໾ׂをՌͨす͜
とをࢲ͸心からظ଴しているɻ͜ に͜おらΕ
るօ༷において͸ɺERINAをҰつのखஈ
としてɺ؀日本ւの֤ಓ෎県͕ らࣗをよΓ
性化する͜׆ とに໋ݒにͳるͳら͹ɺඞͣ
΍日本શମをよΓੈ քに໾ཱつଘࡏにし
てい͘ Ͱ Ζ͋͏ とࢲ͸֬৴しているɻ

৅͕見らΕるɻզ͕国の国ຽ͸ɺ家଒ݱ
΍ϚスコミのӨڹ΋͋ ると͏ࢥ ͕ɺかͳΓ୯
७ͳ安શ主ٛに Γ͕ؕ ͪͰ͸ͳいかɻͦ の
എܠとして͸ɺ΍͸Γ͜ の国 と͕て΋ॅ Έよ
ɺ͘฻らしよ͘ ɺศརͰ΋͋ るͨ ΊͰ͸ͳいか
と͏ࢥ ɻ
しかしɺ͜ の国ຽの中Ͱ޾いにしてɺ大
学ੜ΍高ߍੜの͏ͪ ൺֱతҙࣝの高い
人ͨͪ ͸ɺඇৗにੵۃ性に෋ΜͰいるとࢲ
͸͡ײ ているɻ࣍ੈ୅Ϧーダーཆ成क़とい
の͏͕ɺશ国の高ߍੜをूΊɺ北۝भに
おいてຖ年ՆにߦΘΕているɻͦ Εからɺ
日中韓3Χ国のϢースフォーラム͕ る͋ɻ͜
Εに΋ࢲ͸ຖ年参加している͕ɺ͜ Εに参
加する日本の学ੜのɺ中国ɺ韓国の学ੜ
にޔしてデΟベート΍ҙ見交׵に·ͬ ͨ͘
᪳᪯しͳい࢟をࢲ͸大มخし͘ 見ているɻ
しかしɺ日本の大学のҰ部に·ͩ ଘࡏする
大教室のٛߨͰ͸ɺと΋すると教ࢣから学
ੜ΁のҰํ通ࠓ͕ߦͰ΋͋ るのͰ͸ͳい
かɻࣗ ෼のߟ に͑ͮجいて࣭໰しɺҙ見を
ड़΂る学ੜ͸ɺۙ࠷͸ଟ͘ ͳͬ ている͕఻
統తに·ͩ ·ͩ গͳいしɺ֎国にൺ΂て΋
গͳいと͡ײ ているɻ
զ͕国͸ࠓɺগࢠ化΍高ྸ化͕ඇৗ

に心഑ Ε͞ているɻしかしɺ࣮ 際に࿑ಇ力
として参加する人の࣮਺͸ ·͋Γݮগして
いͳいɻ͜Ε͸ɺՏ合୅ද理事の本の中Ͱ
΋ࢦఠ Ε͞ている͜ とͩ ͕ɺお らͦ͘ ঁ性͕
͸際ཱۙ࠷ てͬੵۃతに࿑ಇに参加する
よ͏ にͳͬ ͨ͜ とɺͦ Εからシニアの人達΋
݈康ण໋にܙ·Εて࿑ಇ཰͕݁ߏ高いと
い͏ ೋつの理༝による΋の とͩ͏ࢥ ɻ
しかしɺ͜ のೋつのཁ素にいつ·Ͱ΋ظ
଴しているΘけに͸いかͳいͩΖ͏ ɻ長ظ
తに͸ɺフランス΍ス΢Σーデン͕΍ てͬき
よͨ͏ にɺ日本の合ܭಛघग़ੜ཰をࡏݱの
1.43̀ からɺ人ޱをࠓのਫ४にҡ࣋するͨ
Ίにඞཁͳ2.07̀ に࣋ てͬい͘ ౒力͸す΂
きͩ とࢥ てͬいるɻ΋し͜ Ε͕達成 Ε͞ とͨ
して΋ɺࡏݱ進ߦ中の人ݮޱগ͕ࢭ·る·
Ͱに͸ɺ推ఆ50年かかると見らΕているɻ
として͸ɺ΍͸ࡦ性ର࢈తͳੜظɺ長ہ݁
ΓҠຽを૿΍すしかͳいとい͏ ݁࿦にͳる
のͰ͸ͳいかɻしかしɺ͜ Εに͸国಺のอ
क૚΍ɺ࣌ によͬ て͸࿑ಇ૊合౳の൓発
を΋ͨ らす と͜にͳるか΋しΕͳいɻϤーϩッ
パ΍アϝϦΧのྫを見て΋ɺຽ主੓࣏΍議
会੓࣏͕ఆணしͨ国において͞ ͑ɺҠຽ

にରする൓ײɺϙϐϡϦζム΍ナショナϦζ
ムの発ੜ͕見らΕているɻ
北東アジア地域Ͱ͸Ԥถにൺ΂ɺ大ن

໛ͳ人ޱの国際తͳҠ動͸ͳかͬͨ とࢥ
ɻ͏ۙ ୅にೖ てͬから͸ɺ国ຽ国家͕成ཱ
しɺͦ Εに൐い国家主ݖの理೦ͳͲ͕֎
からのಇきかけにରする൓発としてੜ·Ε
てきていると͏ࢥ ɻ日本に関して͸ɺϖϦーఏ
ಜ͕江ށ੓෎຤ظにおいてདྷ๚しɺ大き
ͳ国ຽతͳ൓発を΋ͨ らしɺ明࣏ҡ新のछ
を͘ࢃ と͜とͳͬ とͨࢥ ɻ͏զ͕国͸19ੈل
の中ࠒにͳͬ てɺۙ ୅国家のମࡋを整 る͑
と͜にͳΓɺ明࣏ҡ新Ҏޙɺྡ 国にରする
༏ӽײを࣋ͪ࢝Ίɺ日࿐ઓ૪Ҏޙ͸明ら
かにఇ国主ٛ化しɺついに第ೋ࣍ੈք大
ઓのഊ北とഁ をܴہ る͑͜ とにͳͬ ͨɻ
զ͕国における֎国人࿑ಇऀのಋೖ

͸ɺࡏݱのٕ能࣮शੜに見るよ͏ ͳɺ೶
業ɺړ業ɺ中খ企業の୹ظతɺͳし し่త
ͳ΍Γํ Ͱ͸΍ てͬいけͳい事ଶ͕དྷつ
つ る͋と͏ࢥ ɻ·ͨ ɺආけらΕͳい文化のি
ಥ΍社会తຎࡲをͰきるͩ けগͳ͘ する౒
力をしつつɺ関܎する࿑ಇऀの人ݖଚॏ
΍文化のڞੜについて長い࣌ؒをかけて
してい͘ݱ࣮ と͕͜ ཁ੥ Ε͞ていると͏ࢥɻ
しͦて長ظతに͸ɺҠຽに関するきͪ Μと
しͨ法཯の࡞成΍ɺҠຽிのよ͏ ͳ΋のの
ઃ ΋ཱ౰然ߟ る͑΂きͩ と͏ࢥ ɻ
͸Տ合୅ද理事͕ఏҊしておらΕるࢲ

よ͏ にɺ北東アジア地域શମの成長を໨ࢦ
しɺ中国΍韓国の成長力を日本にऔΓࠐ
ΉҙࠐؾΈを࣋ てͬ事に౰ るͨ͜ とɺ·ͨ ɺ
日中韓3Χ国͕ϩシアɺ北朝鮮ɺモンゴル౳
にとͬ てඞཁͳ׆性化を先ಋする໾ׂを
Ռͨすߏ૝͕ਖ਼しいのͰ͸ͳいかと͏ࢥ ɻ
しͦてɺͦ の͜ と͕ 日本経済をよΓ։์తͳ
΋のにしてい͘ のͰ Ζ͋͏ ɻ
۩ମతにਃし্͛るとɺ日中韓FTAの

క݁΍ɺASEANをؚΉRCEPの࣮ݱɺイ
ンフラビジωスのڧ化ͩɻྫ ͑͹ɺ中国を中
と֩するアジアインフラ投資ۜߦ（AIIB）と
アジア։発ۜߦ（ADB）とのڞଘに関し
て΋ɺADBの中ඌ෢彦૯ࡋ͸࣍のよ͏ に
ݴ てͬおらΕるɻͦ Ε͸ɺ͜ Εら͸ڝ合する
΋のͰ͸ͳ͘ ɺ૬ޓをඞཁとしておΓɺADB
͸ͦの༏लͳスタッフの助けͰAIIBのͨ
Ίにਚ͘ す と͕͜ Ͱきる͸ͣ しͩɺ͜ い͏͏ ΋
のを׆༻す΂きͩ Ζ͏ ɺとい͏ とͩ͜ ɻࢲ΋ͦ
の通Γͩ と͏ࢥ ɻ
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̦ɽରGDPൺにおいてɺ日本の貿易・投
資͕Լからから2൪໨ とͩい͏ お࿩ͩͬͨ
͕ɺͲ し͏て͜͜ ·Ͱڝ૪力͕ͳいのかɻ
にɺ0ECD35Χ国ͰͲ͜ٯ ͕1Ґɺ2ҐͰɺ
Ͳ͏ してͦ͜ ͸ڝ૪力͕͋るのかɺ教͑て
し́いɻ

̖ɽ（Տ合 ERINA୅ද理事）アϝϦΧͳ
Ͳ経済大国͸ɺ経済ن໛͕ඇৗに大き
い෼ɺରGDPൺͰ貿易のྔ͸ൺֱతখ
͞いɻアϝϦΧのֹ͕ඇৗにখ͞いとい͏
の͸ࣗ然ͳ͜ とͩ ͕ɺ日本のよ͏ ͳ国Ͱ͸ɺ
΍͸Γ貿易のྔ͕·ͩ·ͩগͳいɻͦΕ
に加͑てɺ明石先ੜのお࿩に͋ͬ ͨ通Γɺ
ର֎௚઀投資͸0ECDの中Ͱ΋࠷ԼҐ
Ͱ͸ͳい͕ɺର಺௚઀投資͸࠷ԼҐͩɻ
࣮͸北朝鮮よΓ΋ൺ཰͕௿͘ ɺ΍͸Γ日本
の市৔͕いΖいΖͳܗͰ։かΕていͳい
と͜ ΖにݪҼ͕ る͋のͰ͸ͳいͩΖ͏ かɻ
　1Ґɺ2Ґについて しৄ͘ ͸هԱのݶΓͰ
͸ͳい͕ɺルクセンブルグͳͲϤーϩッパの
中のൺֱతখ ͳ͞国͕貿易Ͱ΋௚઀投資
の্Ͱ΋ରGDPͰඇৗに大きいɻ൴ら͸
΍͸Γ貿易をߦいɺ投資をͬߦてɺ国際
తに׆動しているɻ日本͕Ұؾにͦ͏ い͏
所·Ͱ͘ߦ の͸೉しいと͏ࢥ ͕ɺͦ Εを΋ͬ
と΍ͬてい͘ とい͏ の͕日本の進Ή΂きํ
ͳのͰ͸ͳいかɻͦ޲ の と͜によͬ てɺ新
ׁ県΍日本ւଆの地域΋΋ͬ と׆性化して
い͘ と͏ࢥ ɻ
　（明石）アϝϦΧと日本͸਺ࣈతに͸ࣅ
ている͕ɺՏ合୅ද理事͕͝ࢦఠのよ͏
にɺアϝϦΧ͸19ੈلからモンϩー主ٛ౳
͕ Γ͋ɺかͳΓのఔ౓ɺҰ国Ͱ΋΍ てͬい
ける͜ と͕ ଟいɻͦ Εにൺ しֱて日本の৔
合͸ɺͦ ·͜Ͱ͸いかͳいɻͦ のアϝϦΧ͕ɺ
にͳͬل21ੈ てҰ国主ٛを࠶び主ுする
よ͏ にͳͬ てきているの͸ɺ大ม࢒೦ͳ͜ と
Ͱ΋͋ Γɺ΍͸ΓアϝϦΧ͸ଞの先進国とڞ
にଟ国ؒ主ٛɺ国連に͸ܽ ΋ؕଟい΋の
の国連中心主ٛɺͦ い͏͏ グϩーバルͳࢦ
にͰきるͩ޲ けૣ͘ ෮ؼしてཉしいɻ

̦ɽ大学教ҭについて৮ΕらΕͨのͰɺ
࣭໰しͨいɻ先ੜ͕おͬ しΌͬ よͨ͏ にɺい
·ͩ に100人ɺ200人の͕ٛߨଘࡏする͜

と͸ؒҧいͳいɻͨ ͩɺ新ׁ大学Ͱ͸ɺ
教員1人౰ Γͨの学ੜ਺͸10人を੾Γɺ9
人 ΐͪͬ とͩ ɻしかしɺ東京のཱࢲのϚン
モスߍにͳるとɺ教員1人౰ Γͨ20人ɺ30
人にͳるɻ͜ Ε͕日本の高౳教ҭの࣮ݱ
Ͱɺͦ の中Ͱখ ͳ͞グループͰ΍ てͬい͘
とい͏ の͸ɺ教員の࿑ಇ力をཁするɻͦ ͏
い͏ と͜΋͋ Γɺࣗ ෼のҙ見をड़΂る͜ と͕
Ͱきる日本の学ੜ ·͕ͩ ·ͩ গͳい͜ と͸ɺ
զʑ΋ඇৗにؾにしているɻ͜ Ε͸高౳教
ҭɺ大学の教ҭͩけͰղܾͰきる໰୊ͩ
Ζ͏ かɻ大学Ͱ΋ͣ いͿΜ޻෉している͕ɺ
ͦのલに る͋ఔ౓ɺྫ ͑͹Ԥถのよ͏ にࢠ
Ͳ΋のࠒからデΟベート教ҭをडける͜ とͳ
ͲをऔΓೖΕͳいとղ しܾಘͳい໰୊ͳの
Ͱ͸ͳいかɻ

̖ɽࢲ͸ޠ学教ҭの専門家Ͱ͸ͳい͕ɺ
大学ੜɺ高ߍੜɺ࣌ に͸中学ੜのセミナー
΍研म会ɺ国際తͳू·Γに΋টかΕてい
るɻ෱Ԭ県फ૾市Ͱ͸ຖ年Նɺ200人を௒
͑る高ߍੜをूΊɺ͜͜4ʙ5年͸韓国΍
中国から΋एऀ達͕ೖ てͬきているɻͦ ͜
Ͱの会議を見るとɺ本౰に͜ Ε͕日本の学
ੜかとࢥ よ͏͏ ͳ׆発Ͱ明る͘ తͳ学ۃੵ
ੜ͕参加しているɻ͜ Εにग़る͜ とをָし
ΈにɺϚϨーシアの૯理大ਉとして෮ؼし
ͨϚϋテΟール͞ Μ͕Ҏલ͸ݩ૯理として
ग़੮しɺࠓ年͸ݱ৬の૯理に෮׆してɺ·
ͨདྷて͘ Εͨɻ日本の੨年ͨ とͪஸʑ発ࢭ
΍Γ合͏ と͜をແ্の しָΈとして΍ てͬདྷ
るɻ͜ の200人の学ੜに1࣌ؒの࿩をする
とɺ࢒Γの30෼Ͱ200人の͏ ͪ൒෼͘ らいの
人からख্͕͕るɻ͜ Μͳにخしい と͜͸
ͳいɻָ し͘ 明る͘ ɺ૬౰ しܹい΍ΓऔΓ΋͋
るɻͦ い͏͏ ΋のに日本人͕ෆಘख とͩい͏
と͜Ͱ͸ͳいɻͦ い͏͏ と機会͕༩ܹࢗ ら͑
ΕΕ͹ɺ日本の学ੜ΋ཱ ೿に参加Ͱきるɻ
　先ੜଆの໰୊͸ɺ͝ ఠのとおΓͩࢦ とࢥ
ɻ͏ࢲ͸学ੜͩけをཹ学にग़すのͰ͸ͳ͘ ɺ
先ੜํを先ͣཹ学ͤ͞ɺ΋ͬ とࣗ ৴を࣋ͬ
て教 ら͑Εるよ͏ にしͳ͘ て͸いけͳいとࢥ
ɻ͏ࢲ͸日本の文科省に͸学ੜの可能性
を஌らͳい人͕かͳΓଟいؾ し͕ているɻ
　͜の新ׁ県͕ഐग़しͨখ࿨ా͞߃Μ
͸ɺ֎຿࣍׭ɺ国連大࢖を΍Γɺۙ࠷·
Ͱ国際司法ࡋ൑所の൑事を຿Ίͨɻখ
࿨ా Μ͞͸ɺಉ͡ 日本ւଆのळా県ग़਎
Ͱ͋るࢲと਌しいؒฑͩɻզʑ͸大学に

ೖる·Ͱ֎国人を見ͨ と͜΋ͳかͬͨ ɻ大
学ͰアϝϦΧ人のٛߨをॳΊてฉい とͨきɺ
͸90ˋҎ্෼らͳか͕ͬͨɺ1年経ͬࢲ
てӳ会࿩に׳Εる͜ と͸ͦΜͳに೉し͘ ͳ
かͬͨ ɻ会࿩ͩけを΍Ζ͏ として΋Ͱきる͸
͕ͣͳいしɺඞཁͰ΋ͳいɻしかしɺզʑ
の਎の回Γにಉ͡ 関心を࣋ͬている֎国
人͕いるͳら͹ɺͲ͏ して΋࿩͟͞ るをಘͳ
いɻ࿩ ͳ͞いとɺչしいࢥいをする͜ とにͳ
るɻ֎国ޠを学Ϳ と͜ ΋͕ͬ と਎ۙͳにͳ
る͜ と͕ ɺとて΋ॏཁ とͩ͏ࢥ ɻͦ す͏Ε͹ɺ
日本人΋ஏͣかし͕らͣにฏؾͰ発ݴす
る͸ͣͩɻ

̦ɽզ͕国͸ɺզ͕国を৵ しུて͸͹か
らͳい国ʑにғ·Εているɻ日本国ຽの
݂੫を࢖ てͬࢧԉして΋ɺ൓日教ҭにいͦ
しΉ͹かΓͩ ɻͦ い͏ͬͨ 国ʑとͲのよ͏ に
෇き合 てͬい͘ ΂きかɻࢲ͸৻ॏͰ る͋΂
きͩと͏ࢥɻ੓࣏と経済͸݁びついてい
るɻ経済のΈ͕੓࣏ൈきにಥͬ૸ てͬよい
΋のかɺ大มෆ安ͩɻ

̖ɽࢲ΋ɺ੓࣏ɺ経済ɺ社会ɺྺ 史͸ີ
઀に݁びついている΋の とͩ৴͡ るɻ経済
ͩけͰ済Ή と͜Ͱͳ͘ ɺ北朝鮮の֩の໰
୊ɺ安શอোの໰୊͕ Γ͋ɺ੓࣏家の心
理を؆୯に዁౓する͜ と͸Ͱきͳい͕ɺ੓
࣏家ಉ࢜の૬ޓ৴པの໰୊΋͋ ると͏ࢥ ɻ
ͪ͜ らのཁٻと先ํのཁٻとಥき合Θͤ
てɺҰํతにԶの͜͏ݴ とを先に΍Εɺと
い͏ の͸ແ஡ͳ とͩ͜ɻޓいにಉ࣌తに
੣ҙを示しɺ΍Εる͜ とɺ΍る΂き͜ とɺҰ
つҰつ΍る͜ と͕ 大事 とͩ͏ࢥ ɻ
͸ɺ日本人͸༏しいฏ࿨తͰ明るいࢲ　
国ຽ とͩࢥ てͬいるɻしかしɺզʑ͸ౡ国
にॅΜͰきͨ 国ຽͰ る͋͜ と΋ɺٙ いͳいɻ
ͩからɺ国と国とのੜषいଈ෺తͳ෇き
合いに׳Εていͳいと͜ Ζ΋͋ るɻ·ͨ ɺܾ
しておޓいのྺ史を๨Εよ͏ としている༁
Ͱ͸ͳい͕ɺ๛ਉल吉による朝鮮൒ౡ৵
ུといͬͨ ΋の͸ɺͦ のඃऀ֐達にとͬ て
͸๨ΕらΕͳい とͩ͜ ͕ɺ加ऀ֐にとͬ て
͸๨Εͨい͜ とͩ ɻخۙ࠷͕ࢲしいとͬࢥ
ているの͸ɺ日中韓3Χ国のؒͰɺൺֱ
తएいྺ史家͕ͨͪ؍٬తにおޓいの
ྺ史をൺ΂合お͏ とڞಉ研究を࢝Ίͨ͜ と
ͩɻ͜ の8݄຤にι΢ルͰɺ日中韓の学ऀ
のू·Γをഈௌしͨɻޓいのྺ史の都合
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よ͕い΋のͩけͰͳ͘ ɺෆ都合ͳɺࢥいग़
しͨ͘ ͳい と͜΋ޓいに見ͤ合いɺڞಉの
ྺ史をஙき্͛てい͜͏ とする新しいଉਧ
を͡ײ औる͜ と͕ Ͱきɺਂ いײ໏をडけͨɻ
　ྺ史を͞ かの΅る͜ と͸ɺ૬खを൷൑す

るͩけͰ͸ͳ͘ ɺڞ通のྺ史を͜ Εから࡞
Γ্ ͛る্ͰඞཁͳҰཬ௩と΋い͏ ΂き΋
のͰ͸ͳいかɻドイπとフランス͕ڞ通の
ྺ史教科ॻを࣋つにͨͬࢸ の΋ɺ大มͳ
に͋ͬͨޙ業͕എ࡞ とฉいているɻҰา

Ұาɺͦ い͏͏ る͜دいにาΈޓに޲ํ と
によͬ てɺݻݎͳฏ࿨のج൫͕࡞らΕてい
と͘ࢲ͸͑ߟているしɺ͝ ࣭໰΋ͦ い͏͏ झ
の΋のͰ͋ͬࢫ ͨかと͏ࢥ ɻ

ಛू1�ɿ�ERINAઃཱ25प年ه೦シンϙジ΢ム　ه�೦ߨԋ「北東アジアの中の日本」
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伊集院：͜ のデΟ
スΧッションの
テーϚ͸「北東ア
ジアを展๬する」
とͳͬているɻ֤
෼໺からパωϦス
トとして参加いͨ きͩɺ·ͣɺࠓの北東アジ
アのঢ়گをͲのよ͏ にΈるかとい͏ と͜ Ζか
らೖ てͬいきͨ いɻERINAઃཱの1993年
とい͏ とɺベルϦンのน่յからすͰに4年
͕経ͪɺ中国͸↾খฏの߸ྩͰ社会։์
੓ࡦに͞ らにഥंをかけていͬͨ ɻͩظ࣌
ϩシア΍モンゴル΋ͦ Εを௥ てͬɺ市৔経
済化のಓをาΈ࢝Ίͨɻ長͘ ର しཱていͨ
中国と韓国ɺ中国とϩシア΋国交を݁びɺ
南北ର࿩΍朝鮮൒ౡ৘੎に΋大きͳม化
͕๚Εͨɻ日本国಺Ͱ΋ɺࣗ ຽౘɺ社会ౘ
を中心とする55年ମ੍͕ऴΘΓɺ಺֎と΋
に東੢ྫྷઓのऴ݁とい͏ ΋の͕࣮͞ײΕ
ていͨ࣌୅ͩͬͨ ɻͦ のޙのาΈをߟ る͑
とɺ北東アジアに͸౰ॳのظ଴通Γͩ ͬͨ
部෼とɺͨͬࢥ と͜とҧ 部͏෼΋͋ るとࢥ ɻ͏
·ͣ 第1ラ΢ンドͰ͸ɺࠓの北東アジアのঢ়
をɺগし長いαイクル΋ؚگ ΊてɺͲのよ͏ に
͝覧にͳるかɺパωϦストͦ ΕͧΕのཱ৔
からɺお࿩しいͨ きͩͨ いɻ

深川：ۙ࠷ɺいΖ
いΖͳߏ଄ม化
きているɻશى͕
ମとしてɺし͹ら͘
のؒɺグϩーバϦ
θーション͕ܹٸ
に発達してい͘ ͕ͨͬ͋ظ࣌ ͕ɺࠓ͸大き
ͳసظ׵にདྷているのͰ͸ͳいかɻ·͞ し͘
地੓学͕ද໘化してい͘ ࣌୅にೖ てͬདྷ
ͨのͰ͸ͳいかɺとい͏ と͜を࿩しͨいɻ

　グϩーバϦθーション͕ඇৗに進Έɺ
1990年୅͙ らい·Ͱɺ΋の͕動き回る࣌୅ɺ
貿易のࣗ༝化͕ඇৗに進Μͩɻͦ のޙ
1990年୅から2015年͙ らい·Ͱの25年ɺ·
に͞ERINAのྺ史͕ͩɺࠓ౓͸コミϡニ
έーションのコスト͕ す͘͝ Լ͕ てͬいͬͨ ɻ
ͦΕによͬ てαービス業のܗଶ΋มΘͬͨ
しɺ貿易のϦンέージɺ貿易ମ͕ܥมΘͬ
ͨɻੲ͸࢈業ؒ貿易とい͏ と͕͜ よ͘ いΘΕ
てい͕ͨɺコミϡニέーションのコスト͕ Լ
͕るとಉ࣌にɺαプライチΣーンのޮ཰化ɺ
機能తͳ国際෼業͕進ΜͰいͬͨ のͰ͸
ͳいかɺとい 議͏࿦͕͋るɻ࠷ऴతにɺ通
৴͕安͘ ͳͬ ͨͩけͰͳ͘ ɺ人ؒのҠ動͕
؆୯にͰきるよ͏ にͳͬ ͨ͜ とによͬ て΋ɺ෼
業ମ͕ܥมΘ てͬきͨ ɻࠓɺスタートアップ
とかɺ人と人を͙ܨ ビジωスɺプラットフォー
ムとしてビッグデータをͨͬ࢖ ΋のͳͲ͕ͨ
͘͞ Μग़てきている͕ɺ΍͸Γɺ人͕Ҡ動Ͱ
きてɺかつࣗ༝にҙ見をઓΘͤる͜ と͕؆
୯にͰきるよ͏ にͳͬ ͨ࣌୅にଇしてɺ「ม
Θ てͬきている」とい͏ 議࿦͕ る͋かと͏ࢥ ɻ
　しかし࢒೦ͳ ら͕ɺ人͕動͘ とい͏ と͜͸ɺ
ミϡニέーションͩけͰͳ͘ Ϧアルに໨のલ
に人͕དྷてし·͏ のͰɺͦ Εを८るいΖいΖ
ͳ᫁᫟΋ੜ͡ ているの͕࣮ݱかと͏ࢥ ɻトラ
ンプ大統ྖ͕͜のલの国連૯会Ͱɺࣗ ෼
͸グϩーバϦθーションとܾ ผするɺとい͏ ࿩
をしͨɻબڍରࡦを ΓׂҾい とͨして΋ɺお
らͦ͘ 本౰にͦ͏ ࢥ てͬいるのͩΖ͏ ɻͦ す͏
るとɺࠓ·ͰアϝϦΧ Ϧ͕ードしɺかͳΓのఔ
౓ルールઃఆしてきͨ ΋の͕ɺ૬ରతにか
ͳΓখ͘͞ ͳ てͬきているɻしかしɺͩ からと
い てͬɺ中国にルールセッターにͳΕるͩ け
のιフトパワーと法࣏力͕͋るかとい͏ とɺ
ͦΕ͸ͳいɻ新ڵ国とアϝϦΧの関܎から
するとɺ新ڵ国のଟ͘ ͸ɺかつてワシントン・

コンセンαスとݺ͹Εるաܹͳࣗ༝主ٛ
తվֵを΍ら͞ Εてࠅい໨にૺͬͨ とͬࢥ
ているɻアϝϦΧの力͕མ るͪとɺ૬ରతに
ͦ͏ い͏ 人ͨͪのパワー্͕͕ てͬきてɺඇ
ৗにෳࡶͳɺ༧૝ෆ可能ͳ࣌ظにདྷてい
ると͏ࢥ ɻ
　 と͋͸ɺԤभ͕ಛにͦ͏ とͩ͏ࢥ ͕ɺҠຽ
΋͕ͨ らす ·͟͞ ·ͳ᫁᫟の໰୊͕ੜ͡ て
いるɻগͳ͘ と΋ຽ主主ٛɺ法のલのฏ౳ɺ
法࣏主ٛとい͏ Ձ஋͕؍ಉ͡ ͳらɺҰॹに
΍ てͬいけるとࢥ てͬきͨ ϤーϩッパͰ͞ ͑
΋ɺBreYitɺ「ݏͳ΋の͸ݏ」とい͏ ࣌୅に
ͳͬ てし·ͬ ているɻグϩーバルにラップアッ
プして͘ Εるߏ଄͕ແ͘ ͳͬ てし·͏ とɺいͪ
͹Μۙ͘ の਎ۙͳと͜ ΖにフォーΧス͕౰ͨ
Γɺ地੓学の࣌୅͕΍ てͬきつつ͋るのͰ
͸ͳいかɻ
　͜͜ 北東アジア͸ɺ「北東アジアの࣌୅」
とい͏ ֻけ੠͸いつ΋͋ る΋ののɺͳかͳか
೉しい地域ͩͬͨɻ資ݯ΍エωルΪー͕
͋るからϙテンシャル͕͋るとい てͬ΋ɺ͋
Ε͹いいとい͏ ΋のͰ͸ͳ͘ ɺͳ·͡ 資͕ݯ
͋るͨΊに࣮力にൺしてඇৗに高いҝସ
Ϩートにઃఆ Ε͞てし·͏ とɺ੡଄業の輸ग़
͸೉しいしɺͦ の資ݯརݖをΊ͙ てͬඇৗ
にෆಁ明ͳߏ଄͕Ͱき΍すいとかɺ国Ӧ
企業͹かΓ͕ ͦΕを運Ӧしているとかɺい
ΖいΖͳ໰୊͕͋ͬ よͨ͏ に͏ࢥ ɻ
　第ೋにɺ΋と΋と཮Ͱ͕ܨ てͬいる地域ͳ
のͩからɺランドブϦッジͰ෺流をつ͘ てͬい
け͹ɺԤभと΋アフϦΧと΋つͳ͕るɺ·͞ し͘
中国の「ҰଳҰ࿏」のよ͏ ͳ࿩͕いつ΋͋
る͕ɺ北のํ͸݁ߏ೉しいと͜ Ζ͕͋るɻ
΋ଟいしɺւのルートにൺ΂るとɺࢁいしɺפ
෺流コスト͸ͦ͏ ؆୯に͸Լ ら͕ͳいɻしか
΋国ڥઢを通Γɺ中国にରする൓発͸ࠓͰ
΋͋ るɻ·ͨ ɺ北東アジア͸શମとして高ྸ

パネルディスカッション
ʮ๺౦ΞδΞΛల๬͢Δʯ
パネリスト� 　早稲田大学政治経済学術院教授　深川由起子

　日揮株式会社取締役　鈴木正徳
　一般社団法人東北経済連合会専務理事　小林正明
　新潟国際情報大学学長　野崎茂
　ERINA代表理事・所長　河合正弘

コーディネーター� 　公益社団法人日本経済研究センター首席研究員　伊集院敦
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ಛू1�ɿ�ERINAઃཱ25प年ه೦シンϙジ΢ム　�パωルデΟスΧッション

化͕進ΜͰい͘ 地域ͳのͰɺ人͕ؒѻ てͬ
ूੵするαービス΍΋ののधཁ͸Ͳ らͪか
とい͏ と南のํ͕大き͘ ɺ੡଄業のൺॏ΋
ѹ౗తにASEAN΍インドのํ͕͘ڧ ͳͬ
ているɻインフラをͨͬ࡞ として΋ɺඞ しͣ΋
ͦの通Γに͸いかͳいのͰ͸ͳいかɺとい͏
議࿦͕ る͋ɻ
　三൪໨としてɺ人త資͕ݯ る͋の͸݁ߏ
ͳ͜ とͩ ͕ɺ中国΋ϩシア΋2030年Ҏ߱͸
高ྸ化してい͘ しɺ韓国΋2030年Ҏ߱͸人
໘にೖるɻとい͏ہるݮ͕ޱ と͜ͰɺͲ͏ して
΋南のํにൺॏ͕ Γ߱てい͘ ײ͡ ͕͋ると
ࢥ͏ ɻ
　ͨͩɺࠓ·Ͱ北朝鮮͕ੈքからཱݽし
ていͨͨΊにۭന地ଳにͳ てͬɺランドブ
Ϧッジとͬݴて΋͕ܨらͳい部෼͕͋ͬͨ
とࢥ ɻ͏ݸ人తに͸ しܾて༰易Ͱ͸ͳいと
ࢥ てͬいる͕ɺ΋し北朝鮮͕本౰に国際社
会に෮ؼしͨ৔合ɺ北東アジアの地੓学
Ͱ݁ߏมΘる఺͕ る͋͜ とをఏىしͨいɻ
　Ұつ͸ɺ韓国と中国͸ඇৗにۭؾのԚ
છにۤしΜͰいてɺエωルΪーを天然ガ
スにҰ੪に੾Γସ͑ɺϩシアから北朝鮮を
通 てͬ天然ガスをҾいてエωルΪー回廊
のよ͏ ͳ΋のをつ͘ る͜ とをɺͣ とͬݴ てͬい
るɻ北͑͞ 国際社会に෮ؼして͘ ΕΕ͹࣮
性͸ݱ る͋ɻ
　ランドブϦッジについて΋ɺ韓国と北朝鮮
͸͑ߟている͜ と͕ࣅている΋の͕͋るɻ
「զʑ͸ϩシアɺ中国ɺかつて͸日本とい͏
にғ·ΕているのͰɺઈରに୭かにڧྻ
༩する͜ とͳ͘ ΍ てͬいきͨ い」とい͏ 発૝
ͩɻ韓国と北朝鮮に大きͳ෺流ϋブを通し
て΍ てͬいけ͹いいɻ「ҰଳҰ࿏」͸中国
͕Ұੜ໋ݒ΍ͬている͕ɺ日本と朝鮮൒
ౡの部෼͸ۭനにͳͬ ているɻ͕͕͜͜ܨ
Ε͹ɺ෺流コストをམとしていΖΜͳ͜ と͕
Ͱきると韓国Ͱ͸よ͘ ΘΕているɻ韓国͸ݴ
಺心ɺ中国と࠷ ΋ۙΊ と͕͝ ଟ͘ ɺͰきΕ͹
ࣗ෼Ұ人Ͱ΍るよΓ΋日中韓の࿮૊Ͱ΍ͬ
ていきͨ いɻ北朝鮮΋ɺ日本͕いͣΕ͸ࢧ
ԉして͘ Εるͩ Ζ͏ からרきࠐΜͰいきͨ いɺ
とい͏ と͜͸ る͋と͏ࢥ ɻ
͸北朝鮮࠲ɺ౰͕ͩݯに人త資ޙ࠷　
の人త資ݯの回෮͸ඇৗに大ม とͩࢥ
ɻ͏ベトナムの࣌΋ͦ ͏ͩ ͕ͬͨɺ長いؒの
ӫཆࣦ調から人ؒ資ݯを回෮ͤ͞ͳけΕ
͹ͳらͳいɻ北朝鮮の人ޱ͸2500ສɻ韓
国の人ޱ͸1960年୅に2500ສͩͬͨの

͕ɺࠓ͸5500ສͩɻ΋し北͕5500ສにͳͬ
て͘ ΕΕ͹ɺ韓国の人ݮ͕ޱ てͬい͘ ΋の
のɺ1ԯをগし੾る͘ らいの大きͳ経済ݍに
ͳͬ てい͘ ɻ౰࠲͸大ม͕ͩɺ長ظతに見
Ε͹ɺ新しい展։͕ग़て͘ るɻ北朝鮮に͸
資͕ݯҰ部 る͕͋ɺج本͸お らͦ͘ 韓国モ
デルͰ࿑ಇू໿ܕ੡଄業を΍るとࢥΘΕ
ているɻͦ す͏るとɺͦ に͜΋͏ Ұつの新しい
੡଄業ブϩック͕ Ͱきて͘ るのͰɺଟগͳΓと
΋ɺ明るい展๬͕ग़て͘ るのͰ͸ͳいかɻ

鈴木：౰社͸֤
国に1ܭສ໊の
社員͕いるɻ࢓
事の7ɺ8ׂ͸֎
国Ͱɺ横඿の本
社ビルͩけͰ40
Χ国の人͕いるɻ͝ ൧を৯΂るときに஫ҙ
をしͳ ら͕৯΂ͳけΕ͹いけͳいɺとい͏ ͜
とをຯΘ てͬいるɻ
日͸北東アジアといࠓ　 てͬ΋ϩシア中心
にͳ てͬし·͏ ͕ɺࢲͲ΋͕ ϩシアͰߦ てͬ
いる主ͳ3つのプϩジΣクトɺヤϚルプϩジΣ
クトɺϋバϩフスクの໺޻ࡊ৔ɺ΢ラジΦスト
クのϦϋビϦセンターを中心にઆ明をしɺࢲ
ͳΓに͡ײ ͨ͜ とをお࿩ししͨいɺ
　·ͣ ɺヤϚルのLNGプϩジΣクトͩ ɻヤϚ
ルとい͏ 「Ռての地࠷」Ͱޠ地ݱ༿͸ɺݴ
とい͏ ҙຯ͕͋るͦ͏ ͩɻ北ۃւに໘して
おΓɺީؾ৚݅͸ඇৗにݫし͘ ɺౙの࠷௿
Թ͸Ϛイナス50ʙ60ؾ に̂΋ͳるɻしかしɺ
資ݯ͸ඇৗに๛෋ͩɻੈ քの天然ガスຒ
ଂྔの20ˋ͸͜の地域に͋るといΘΕて
いるɻ資ݯ͸͋る͕ɺ資ݯを׆༻するͨΊ
のプラントのݐઃ͕ͰきͳいとݴΘΕてい
ͨɻͦ Εを可能にしͨの͕ɺ͜のプϩジΣク
トͩ ɻ
　年ؒ1ྻܥͰ500ສʙ550ສトンのLNG
をੜ࢈するよ͏ ͳプラントをヤϚルの৔合3
つ͘ྻܥ てͬいるɻ2017年12݄からLNGの
ग़ՙを࢝Ίɺ19年に͸1650ສトンɺੈ քの
のधཁの5̀ࠓ するよ͏څڙをڧ ͳプϩジΣ
クトにͳるɻ
　ౙ͸ւ͕ౚ てͬいる͕ɺߓのと͜ Ζをݪ
ණધ͕ͣࡅ力ࢠ とͬ動いているɻͦ ΕͰ
ණをࡅかͳいとݻ·ͬ て動きͮ ら͘ ͳるから
ͩɻౙ৔のݐઃ͕ࠔ೉ͳのͰɺՆ৔にݐ
ઃすΕ͹いいͩΖ͏ と͏ࢥ ํ͕いらͬ しΌる
ͩΖ͏ ͕ɺՆ৔͸΋ͬ と大มにͳるɻౚ౔͕

༹けてし·いɺい͘ らパイルを地໘にଧͪࠐ
΋͏ として΋ଧͪࠐΉ と͕͜Ͱきͣ ɺݐઃ͸
ΉしΖౙ৔にߦ てͬいるɻ
法とい͏޻͸新しいモジϡールͪͨࢲ　 ݐ
ઃํ法を։発しͨɻॏ 4͞0ສトンのプラント
をつ͘ るときɺ通ৗ͸パイプ΍మࠎをݱ地に
࣋ てͬߦ てͬつ͘ るの͕ͩɺ中国΍韓国ͳ
ͲのヤードͰプラントを·ͣつ͘ てͬし·いɺ
ͦΕをҰ౓੾断しɺ੾断し ΋ͨのをધͰ運
ΜͰい͘ ɻͨ しͩɺધͰ運Ϳときに༳Ε͕͋
るのͰɺ関東大਒ࡂฒΈのڧ౓を෇けͳ
けΕ͹いけͳいɻ͜ のモジϡール޻法をࢲ
Ͳ΋͕։発しɺ中国ɺフΟϦϐンɺインドωシ
アɺ韓国のヤードͰ事લに૊Έཱてɺ159
のモジϡールに෼けて運ΜͰͨͬߦ ɻ大き
ͳ΋の とͩɺモジϡールのॏ ͸͞໿7000トン
にͳるɻࢲͲ΋͸࣍にΧナダͰプϩジΣクトを
͕͏ߦ ɺͦ の৔合に͸໿1ສトンにͳるとࢥ
ɻ͏
　͜のよ͏ ͳ޻法を։発しɺซͤてɺͪͨࢲ
͸北ۃւߤ࿏をར༻しͨɻ北ۃւߤ࿏を
શମの3෼の1ɺ70਺回の輸送にͨͬ࢖ ɻ
北ۃւߤ࿏を商業తに本֨తにͨͬ࢖
の͸ɺお らͦ͘ ͜のプϩジΣクト͕ ॳΊて とͩ
ࢥ ɻ͏ݐઃ࣌に北ۃւߤ࿏をͩͨͬ࢖け
Ͱͳ͘ ɺLNGの輸ग़の際に͜の北ۃւߤ
࿏を࢖ てͬアジアにLNGを運Ϳɻアジア޲
け΋݁͋ߏるɻ日本の商ધ会社͕北ۃւ
けのLNG輸送ધを3੭࣋޲ てͬいてɺͦ Ε
らを࢖ てͬ運ΜͰい͘ ɻ
　ϋバϩフスクͰ͸໺޻ࡊ৔をͬߦてい
るɻ先日のબڍͰෛけてし·ͬ ͕ͨɺ౰࣌
のϋバϩフスク地ํ஌事から「ͥͻと΋安
શͳ໺ࡊをڅڙして し́い」とཔ·Εて࢝
Ίͨɻ年ؒ1300トンの໺ࡊをੜ࢈してい
るɻ஋ஈ͸高い͕ɺඈͿよ͏ にചΕているɻ
ϋバϩフスクͰౙにചらΕている໺ࡊͰɺ
いͪ͹Μ安いの͸中国࢈ɺͦ の͕࣍モスク
ワから࣋ てͬきͨ ΋のɺࢲͲ΋の޻৔の΋の
͸かͳΓ高いɻͦ ΕͰ΋ɺඈͿよ͏ にചΕて
いるɻ
　ϩシアの人にҰੜ࡞໋ݒ てͬ΋らいɺͦ
ΕをパッΩングしɺൢ ചしているɻͨ しͩɺੜ
ज़͸日本の΋のͰɺ北ւಓのํからٕ࢈
ಋをして΋らͬࢦ ているɻԹ室಺͸ と́ΜͲ
ࣗ動化͞Εている͕ɺऩ֭に͸人ؒの力
͕ඞཁͩɻ࡞ てͬいるの͸ɺトϚト΍Ωϡ΢
ϦɺパプϦΧͩɻ࣍ ͸ͥͻイチゴを࡞Γͨ い
とࢥ てͬいるɻͨ ͩɺイチゴの৔合ɺ日本か
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らබを࣋ てͬ͘ߦ ときにɺϩシアのڐ可のऔ
ಘに5年かかるといΘΕておΓɺͦ Ε͕೉఺
とͳͬ ているɻ
　΢ラジΦストクͰ͸ϦϋビϦセンターを࢝
Ίͨɻϩシアのҩྍঢ়گを調΂てΈるとɺ
モスクワに͸すͰにϤーϩッパの企業͕い
ΖいΖೖ てͬきておΓɺビジωスとして成Γཱ
ͨͳいɻ΢ラジΦストクͰ͸ϦϋビϦ͕ ͳΘߦ
Εておらͣɺྫ ͑͹଍のखज़をして2年経
つとɺ·ͨ खज़しͳけΕ͹いけͳいとい͏ ঢ়
ɻ北ւಓଳ広市の北ేප院のํ͕ϩͩگ
シア人をࢦಋしてɺϦϋビϦをߦ てͬいるɻ
ඇৗにधཁ͕高い͕ɺϩシア人の݄څか
らすると1回౰ Γͨの࣏ྍ୅͸かͳΓ高いɻ
௿Ͱ΋10回΍࠷ てͬ΋ら͏ のͰɺଟ෼ɺ2ʙ3
Χ݄ ෼のڅྉ͕ඈΜͰし·͏ ͩΖ͏ ɻͦ ΕͰ
΋ຬ員Ͱɺ༧໿͕2Χ݄ 先ͰͳけΕ͹औΕ
ͳいとい͏ ঢ়ͩگɻ先ൠ΋Ԋւ地ํ੓෎か
らݺびग़͞ ΕɺԿとかしΖとݴΘΕͨɻࠓ͸
ϦϋビϦを΍ てͬ͘ Εるϩシア人の先ੜํを
૿΍ͦ͏ としているɻ
　日本のٕज़΍αービス͸ඇৗに৴པ͕
高͘ ɺ༏Εている΋の͕ る͋ɻ͜Εを্ख͘ ϩ
シアの人ͨ とͪ͑ߦ͹ɺビジωスとして΋成
Γཱ てͬ͘ߦ とࢥ ɻ͏લड़のヤϚルͰ͸ɺੜ
プラント͸日本のٕज़Ͱɺ中国΍韓国༺࢈
のヤードͰつ͘ ͬͨ ΋のを࣋ てͬߦきɺϩシア
Ͱݐઃしɺͦ ͜Ͱग़ͨLNGをアジア͕ͬ࢖
てい͘ とい͏ ॥؀͕े෼可能 とͩ͑ߟてい
るɻ

小林：人と΋のの
流Εの׆性化の
໘からɺࠓɺ東北
経済連合会（東
経連）͕ औΓ૊Μ
Ͱいるೋつのऔ
Γ૊Έを঺հしͨいɻҰつ໨͸ɺ東北・新ׁ
地域΁のインバ΢ンド؍光のଅ進につい
てͩɻ؍光ிࡦఆのビジョンͰ͸2020年ɺ
2030年の๚日֎国人のཱྀ٬ߦ਺ɺ͋ るい
͸ͦのཱྀ٬͕ߦফඅするফඅֹͳͲに
ついて໨ඪをઃఆしている͕ɺͦ ΕとฒΜ
Ͱɺ地ํͰの֎国人の延΂॓ധ日਺とい
໨͏ඪ΋ઃఆ Ε͞ているɻͪ ͳΈにɺ2020年
の๚日֎国人ཱྀऀߦの໨ඪ͸4000ສ人
͕ͩɺ2017年の࣮੷͸2869ສ人ɺ͜ の͏ ͪ
北東アジアをؚΉ東アジアからのཱྀऀߦ
͕10෼の3を઎Ίているɻ日本の東北地域

͸ɺ国಺Ͱ΋人ݮޱগɺ高ྸ化͕࠷΋進Μ
ͰおΓɺ地ํ࠶ੜɺ地域׆性化の໘からɺ
国಺֎からの交流人ޱをੵۃతにऔΓࠐ
ΜͰɺগしͰ΋͜ のঢ়گをิ͏ ඞཁ͕ る͋ɻ
　東北・新ׁ県΁の๚日֎国人ཱྀऀߦの
延΂॓ധ਺͸ɺ2011年の਒ࡂͰ大き͘ མ
લのϨベルをࡂɺ2015年に਒ޙΜͩࠐͪ
্回Γɺͦ ΕҎ߱΋ॱ調に৳びてきている
͕ɺ࢒೦ͳ͕ら東北ͩけͰ見るとɺશ国の
シΣア͸1.6ˋɻ新ׁ県΋ؚ Ίて΋2.1ˋにと
Ͳ·ͬ ているɻ͜のݱঢ়をվ善するͨ Ίに͞
·͟ ·ͳऔΓ૊Έ͕ඞཁ͕ͩɺ௚઀ɺ東北・
新ׁにདྷて΋ら͏ ଍の֬อ΋ͦ のҰつ とͩ
ߟ て͑いるɻ
　東北・新ׁの֤ۭߓの国際ཱྀ٬ఆظ
ศのबߤঢ়گ͸ɺ東経連Ͱ΋֤ 県΍東北
光؍してւ֎からのܞと連ߏ光推進機؍
٬の༠கにऔΓ૊ΜͰいる͕ɺ࢒೦ͳ ら͕
国際ఆۭظ࿏͸੨৿ɺઋ台ɺ新ׁɺՖר
の4ۭߓͰि38ศɻ͜ の͏ ͪɺ北東アジアに
ͬ·ると4࿏ઢɺि16ศにとͲݶ ているɻ͜の
ͨΊɺ؍光のコンテンπの։発ɺຏきかけを
図るඞཁ͕͋る͕ɺ֎国人のཱྀ٬ߦを௚
઀ࠐݺΉ「東北イン」に加 て͑ɺ東北からア
΢トɺग़国していͨͩ͘ 人の流Ε΋֦ 大ͤ͞
る͜ とͰɺఆظศのबߤの֦大を図 てͬい
ඞ͘ཁ͕͋るɻしかしɺͨ い΁Μ࢒೦͕ͩɺ
2017年12݄ࡏݱの東北6県のパスϙート
อ༗཰͸12.2ˋにとͲ·ͬ ているɻશ国ฏ
23.5͕̀ۉ ͳのͰɺͦ の൒෼に΋ຬͨͳいɻ
インバ΢ンドにཔるͩけͰͳ͘ ɺア΢トバ΢ン
ドの૬ޓԟདྷ͕Ͱきて͜ ͦɺ長ظに安ఆし
ͨ国際交流に݁び෇͘ とߟ て͑いるɻ
　΋͏ Ұつɺ東経連͕インバ΢ンドͰ力をೖ
Εているの͕ɺ֎ߤクルーζધの༠கͩɻ
2017年ɺ日本શ国のクルーζધのߓد回
਺͸ɺ֎国ɺ日本のધ会社を合Θͤてલ
年ൺ37ˋ૿の2764回ͩͬͨ ɻશ国130の
਺のߓدし͕ͨɺߓدにクルーζધ͕ߓ
શ国第1Ґ͕തଟߓの326回ɺ第2Ґ͕
長࡚ߓの267回ɺ第3Ґ͕ԭೄ・ಹ೼ߓの
224回とͳͬ ているɻҰํɺ東北・新ׁを見
るとɺいͪ͹Μଟかͬͨ੨৿ߓͰ΋22回ɺ
28ҐにとͲ·ͬ ているɻͦ の࣍にळాߓɺ
ઋ台・Ԙߓזとଓいてɺ͜͜新ׁ͸ೖߓ਺
8回Ͱ47ҐにとͲ·ͬ ているɻクルーζધの
にͳͬگ਺͸明らかに੢高東௿のঢ়ߓد
ているɻͨ ͩɺクルーζધの༠கͰޙΕを
औ てͬきͨ 東北・新ׁ͕ͩɺ͜͜にきてɺೋ

つの理༝から༠க֦大のチャンス͕౸དྷ
しているɻ
　Ұつ͸ɺクルーζધのお٬に͸Ϧϐー
ター͕ଟ͘ ͳͬてきていてɺધ会社͕͜Ε
·Ͱߓد回਺のগͳかͬͨ東北の؍光
資ݯに໨を޲け࢝Ίているɻ΋͏ Ұつ͸ɺク
ルーζધの大ܕ化͕進ΜͰいてɺધ会社
͕10ສトンҎ্のધ͕ೖߓͰきるߓを୳
す中Ͱɺ東北に͸ɺ新ׁの東ߓ΋ؚΊて8
するɻͤࡏଘ͕ߓ かͬ͘ の͜ のチャンスをੜ
かしてɺクルーζધの༠க֦大につͳ͛る
ͨΊに΋ɺϋード໘Ͱ͸ೋ࣍交通΋ؚΊͨ
࿷機能のॆ࣮ɺιフト໘Ͱ͸ັ力ߓ る͋؍
光資ݯɺコンテンπの発۷・։発ɺ·ͨ ɺ地
ΊらΕていٻ化͕ڧのडけೖΕଶ੎のݩ
るɻ東経連として΋ޙࠓɺͦ い͏ͬͨ ιフト໘
のॆ࣮のおख఻いをしていきͨ いと͑ߟて
いるɻ
　東経連Ͱ͸2016年のय़Ҏ߱ɺւ֎のク
ルーζધ社のΩーパーιンを東北΍新ׁ
のߓ࿷΍؍光地にট੥するͳͲɺੵ తۃ
ͳ༠க׆動をߦ てͬきているɻ͜ し͏ͨऔΓ
૊Έ͕࣮を݁びつつ Γ͋ɺ3000人ن໛の
৐٬を৐ͤる新ͨͳ大ܕクルーζધのد
してきているɻ2019年に͸ݱʑと࣮͕࣍ߓ
新ׁ東ߓに11ສトンڃの「ダイヤモンド・プ
Ϧンセス」͕ ॳೖߓ΋ؚ Ίて2回ɺೖߓする
と͜にͳͬ ているɻ
　北東アジアの関܎Ͱ͸ɺ日本をप༡する
֎国クルーζધ͸ɺඞ్ͣ中ͰҰ౓ɺւ֎
のߓにߓدするඞཁ͕ る͋ɻ͜Ε·Ͱ͸ז
中心͕ͩͬͨࢁ ͕ɺޙࠓɺ東日本ɺ東北΁
の૿͕ߓد加して͘ るとɺ΢ラジΦストク΍
αϋϦン・コルαコフ΁のೖߓ΋૿ ͑てདྷる
΋のとࢥ ɻ͏ͦ し͏ͨҙຯͰ͸ɺϩシアଆの
ೖ国खଓきの୹࣌ؒ化΍地ݩのडけೖ
Εଶ੎のڧ化に大いにظ଴しているɻ

野崎：དྷ年1݄1
日ɺ新ׁ։150ߓ
प年とい͏ ΊͰͨ
いタイミングをܴ
る͑ɻࠓ͕ࢲいる
新ׁ国際৘報大
学΋ɺERINAઃཱの൒年͙ޙ らいに૑ཱ
Ε͞ɺ25प年にͳるɻ
　օ Μ͞よ͘ ଘ͡ޚ のɺイβベラ・バードとい
イ͏ΪϦス人のཱྀߦ家͕いͨɻ൴ঁ͸ɺ新
ׁ։ߓの10年 Ͳ́ޙにདྷ日しɺ1878年7݄
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に1िؒ Ͳ́新ׁにཹ·Γɺ͋ ͪ͜ ͪ見てา
いているɻͦ のཱྀهߦによるとɺ「新ׁ͸人
とい͏ޙ5ສ人の大都市Ͱɺӽޱ 広͘ て人
の大きい地ํの主都Ͱޱ る͋ɻ日本の日本
ւଆに る͋།Ұの։ߓ৔Ͱ�」とい͏ のͩ
͕ɺ「։ߓ৔Ͱす͕ɺւ֎交易͸ͳ͘ ֎国
人ऀॅډ΋́ とΜͲい·ͤΜɻࡢ年΋ࠓ年
΋ɺ͜͜のߓを๚Εͨ֎国ધ͸Ұ੭΋ͳい
のͰす�」とい͏ ͨい΁Μखݫしいコϝント
をग़しているɻ͜Ε͸ͻと͑ にɺ新ׁ͕ߓ৴
ೱ川ɺѨլ໺川とい͏ ྆大Տ͕運ΜͰ͘ る
౔࠭のおか͛Ͱਫਂ͕大มઙ͘ ɺ͋ るい
͸ౙ৔͸೾͕͘ߥ てੵΈԼΖし͕大มෆ
ศ とͩい͏ と͜Ͱɺͤ かͬ͘ のॏཁͳߓͰ͋
Γͳ ら͕ɺ࢖ΘΕͳい··ऴΘ てͬきているɺ
とい͏ コϝント͕ ग़͞ Εているɻ
　ଞํɺ新ׁのҹ৅について͸ɺ「新ׁの
७日本ࣜ֗۠͸見ͨ と͜΋ͳい Ͳ́きͪ Μ
としていてਗ਼ܿͰɺとて΋ډ心地ྑͦ͞ ͳ͏
ொͰ�」「運Տ͸事্࣮のಓ࿏Ͱすɻͦし
て運Տのԑに͸໦͕২͑て Γ͋ɺଟ͘ ͸し
ͩΕ༄Ͱすɻ運Տ͸新ׁのとて΋ັ力త
ͳಛ௃とͳͬ てい·す」と大ม্࣋ͪ͛ͨ
ॻきํ にͳͬ ているɻ
　しかし「新ׁ͸෩لのཚΕている͜ の
地」「ಓಙ͕؍ତམしている」「ڙࢠにӕ
を教 る͑͜ とͰ る͋」と大มखݫしいɻ൴ঁ
͸日本人についてɺ「日本人 Ͳ́ڙࢠをか
Θい͕るຽ଒͸いͳい」とい͏ Ұൠతͳコ
ϝントをग़しているɻͳͥɺ新ׁにདྷてͦ͏ い
しいコϝントをग़しͨのͩΖ͏ݫ͏ ɻ新ׁに
͸ࣉொとい͏ 通Γ͕ Γ͋ɺͦ のยଆに͸΄
΅ͦのશ長にΘ Γͨ෹教ࣉ院΍ૐཿのॅ
·い͕͋るɻと͜ Ζ͕ಓ࿏をڬΜͰ൓ରଆ
に͸ঁ࿠԰͕͋るɻお らͦ͘ ɺͦ Μͳと͜ Ζ
からݫしいコϝントをग़しͨのͰ͸ͳいかɺ
とߟ て͑いるɻ
　新ׁߓを中心に発展しͨ新ׁの֗に
関連しͨࢥいग़࿩をしͨいɻࢲのখ学ߍ
࣌୅ɺ北朝鮮のؐؼધ͕ग़ていͨɻ1959
年に第Ұધ͕ग़てɺͪͨࢲ͸ضをৼ てͬ
見送ΓにいͬͨهԱ͕͋るɻ͋ るい͸ɺত
࿨30年୅のऴΘΓから40年୅ॳΊかとࢥ
͏͕ ɺ౰࣌ɺι連ધ͕よ͘ ໦材をੵΜͰೖ
していͨɻͦߓ のધ員͕ͨͪɺ新ׁ市のݹ
ொɺ本ொ市৔Ͱങい෺をしɺ大きͳखఏ͛
ାに෺を٧ΊࠐΜͰɺߓ΁ؼ てͬい͘ ɻͦ
のߓ΁͘ߦ バスのఀཹ所に͸ɺϩシア文ࣈ
Ͱߦき先͕ॻかΕていͨɻ

　ͦΜͳࢥいग़͕ͨ͘ ͞Μ͋る新ׁͩߓ
͕ɺࠓҰつɺ࢖ΘΕํ͕গͳいɻ交易・通
商 ΋্ར༻౓͕߇ ໨͑かɻߓとい͏ とよ͘ ҟ
国৘ॹ͋;Εる؍光資ݯにͳͬ ている͕ɺ
新ׁߓ͸͸ しͨて؍光資ݯとして༗ޮͳ
໾ׂをՌ しͨているͩΖ͏ かɻ৴ೱ川ɺѨ
լ໺川のԭੵエϦアにͰきͨ をҰߓͰɺߓ
๬のԼに၆ᛌͰきる৔所͕ͳい͜ と΋؍光
資ݯとして新ׁ͕ߓい·ͻとつಇいていͳ
い理༝のҰつͳのͰ͸ͳいかɻ日ߤϗテル
の্࠷֊に͘ߦ とɺ新ׁ市をҰ๬Ͱきる素
੖らしい展๬台͕ る͋ɻよ͏ ΍͘ らݯ光資؍
しい΋の͕Ұつ͜ に͜Ͱきͨ とい͏ ؾ し͕て
いるɻ
　͜の新ׁߓを中心としてɺ北東アジアの
։発にͲ औ͏Γ૊ΜͰいͬ らͨいいのかɺ
1990年୅のॳΊɺ౰࣌のฏࢁ஌事から
࿩をͨͬ࢕ と͕͜ る͋ɻͦ の࣌ɺ஌事͕おͬ
しΌͬ ていͨの͸ɺ日本ւ΍地中ւ͸಺ւ
としてಉ͡ よ͏ ͳ໾ׂを୲ てͬいるɻ಺ւを
ར༻してྡ国との交易を੝Μにしてい͘ ɻ·
に͞؀日本ւ経済ݍを্ཱͪ͛てɺ経済
ৼڵにつͳ͛てい͘ ΂きͩ ɺとい͏ とͩ͜ ͬ
ͨɻ໘ੵͰい͏ とɺ日本ւ͸100ສฏํΩ
ϩɺ地中ւ͸250ສฏํΩϩɺ౰࣌のฏࢁ
஌事の࿩をͳる́ Ͳとࢥ てͬฉいͨɻ
　新ׁに͸૯ྖ事͕ؗ韓国ɺϩシアɺ中
国の3つɺ໊ ༪ྖ事 ΋ؗモンゴルとフランス
͕ る͋ɻͦ ΕͧΕɺ۠׋؅域͸ଟ਺に౉ͬ
ているɻ͜Ε͸ɺとΓ΋ͳお͞ ͣɺ新ׁのརศ
性を͑ߟɺ͜の地に公ؗをஔ͜͏ とい͏ ֤国
の഑ྀɺ࣮͕ͬ͑ߟ ΋ͨの とͩࢥ ɻ͏新ׁ
県ɺ新ׁ市として͸ɺ͜ し͏ͨ഑ྀを͏ ·͘ ੜ
かしてɺޙࠓの発展につͳ͛てい͘ ΂きͩ
Ζ͏ ɻ

河合：ERINAઃ
ཱҎདྷ25年͕
経ͬͨ ɻ͜ の25年
のؒにɺ北東アジ
ア地域͸ඇৗに
大き͘ ม༰してき
ͨɻ6つの఺Ͱม༰してきͨ のͰ͸ͳいかと
ࢥ͏ ɻ
　第Ұにɺ日本経済͸25年લɺ北東アジア
໛の経済͕ͩͬͨɺ「ࣦΘΕͨ20ن大࠷
年」とい͏ 長ظの経済ఀ଺にؕ てͬし·ͬ
ͨɻͦ してɺগࢠ高ྸ化ɺ͋ るい͸੓෎࠴
຿のྦྷ とੵいͬ ͨ໰୊͕ Γ͋ɺ地ํ経済の

の՝୊にͳͬۓ性化͕٤׆ ているɻ
　第ೋのม༰͸ɺͦ Εとରを成してɺ中国
͕໨֮·しい経済発展を਱͛ͨɻ2010年
に͸日本経済をൈいてɺੈ ք第2の経済
大国にͳͬ ているɻアジアインフラ投資ۜߦ
（AIIB）をઃཱしɺ交易経済ߏݍ૝「Ұ
ଳҰ࿏」のߏஙを進ΊておΓɺアジアɺੈ ք
ͰのプϨθンスを高Ίているɻ
　第三にɺ韓国͸1997ʙ1998年の金༥
଄վֵߏ機に際してɺかͳΓのఔ౓のة
にऔΓ૊ΜͰ成長を回෮しͨɻಛにϋイテ
ク部門を中心に成長を֦大し͕ͨɺ֨ ࠩ
の֦大ɺগࢠ高ྸ化Ͱ͸ൺֱత日本とࣅ
ͨ໰୊に໘するよ͏ にͳͬ ているɻ
　第࢛͸ɺϩシアとモンゴル͕資ݯを大き
するよ͏༺׆͘ にͳ てͬきͨ ɻ྆ 国と΋資ݯ
Ձ֨の্ঢによͬ てɺ૬౰ͳ成長を਱͛ͨ
͕ɺٯに資ݯґଘによる経済のෆ安ఆ性
΋໨ཱつよ͏ にͳͬ ているɻϩシア͸ɺͦ Εに
加͑ɺクϦミア൒ౡのซ合ɺ΢クライナ東部
のฆ૪հೖを͜͏ߦ とͰɺԤถによる経済
に໘しているɻࡋ੍
　第ޒのม༰としてɺ北朝鮮͸1990年୅
൒ɺඇৗにޙ しۤい͕࣌ͬ͋ظ ͕ͨɺ2000
年୅にೖ て࣮ͬ֩ݧ΍ミαイル։発を͏ߦ
と͜Ͱɺ北東アジアの安શとฏ࿨をڴかす
よ͏ にͳͬ ͨɻͨ ͩɺࠓ年6 に݄ྺ史తͳถ
朝ट೴会談͕ߦΘΕɺ事ଶ͸޷సするか
΋しΕͳいといͬ ͨঢ়ͩگɻ
　第࿡にɺ͜ Ε͸ついۙ࠷のม༰͕ͩɺ
ถ国トランプ大統ྖのԼͰถ中貿易ઓ૪
͕࢝·るɻͦしてͦΕ͕ɺ北東アジアをऔΓ
ר͘ 貿易ɺ経済のෆ࣮֬性を高Ίているɻ
北東アジア地域͸ޙࠓ΋ண࣮ͳ成長と発
展を਱͛てい͘ ΋のとࢥΘΕる͕ɺ͕ࢲい
·ड़΂ よͨ͏ ͳ地域಺֎のม༰͸ɺ͜の地
域におけるダ΢ンαイドのϦスク͕ ඇৗに大
きい΋のͰ͸ͳいかとい͏ と͜を示 しࠦてい
るɻྫ ͑͹ɺ中国Ͱ͸金༥ෆ安のஹީɺ所
ಘ֨ࠩɺ地ํ֨ࠩの໰୊͕ݱΕているɻ
໰୊΋ਂڥ؀ にͳͬࠁ ている্にɺถ中貿
易ઓ૪によͬ て成長཰͕大෯に௿Լする
Ϧスクに໘しているɻ͋ るい͸ɺ中国のҰଳ
Ұ࿏のݐઃ͕ɺいΘΏるԊઢ国の࠴຿໰
୊をҾき͜ىす໰୊͕͋る͜ と΋ࢦఠ Ε͞
るよ͏ にͳ てͬいるɻ北朝鮮とถ国のؒの
とൺ΂Ε͹؇࿨しظு͸ɺҰ࣌ۓ事త܉
ている͕ɺඇ֩化を८ てͬ͸ถ朝ؒのೝ
ࣝのҧい͕ る͋よ͏ にࢥΘΕɺ朝鮮൒ౡͰ
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の܉事ฆ૪の可能性͕·ͬ ͨ͘ ແ͘ ͳͬ ͨ
とい͏ ΘけͰ΋ͳいɻ·ͨ ɺϩシアとԤถとの
͕͞܎ு関ۓ らに高·る可能性΋͋ るɻ
　Ҏ্のよ͏ ͳダ΢ンαイドϦスク͕͋ると
ಉ࣌にɺ北東アジア地域͸アップαイドの
可能性に΋໘しているɻ中国͕ண࣮に らࣗ
の経済ߏ଄తͳ՝୊をղܾしてい͘ ɻྫ
͑͹ɺڅڙଆのߏ଄վֵを進Ίɺ国಺金
༥໰୊をͳΜとかղ しܾɺ֨ ࠩ໰୊ɺڥ؀
໰୊にରॲしɺถ国との貿易ઓ૪を協調
తͳܗͰऴΘらͤてい͘ のͰ͋Ε͹ɺ࣋ ଓ
తͳ成長・発展͕๬ΊるのͰ͸ͳいかɻ·
ͨɺ「ҰଳҰ࿏」ߏ૝͕参加するԊઢ国
の経済తͳ໘をਅに高Ίる΋のͰ る͋ͳら
͹ɺ北東アジア地域に΋プラスのӨڹを࣋
つ΋のとࢥΘΕるɻ北朝鮮͕ඇ֩化を਱
͛ɺ経済のվ ・ֵ։์࿏ઢをとΓɺ国際社
会のҰ員として北東アジアの地域経済協
力に加Θるよ͏ にͳΕ͹ɺ͜ の地域શମ͕
ダイナミックに動きग़しɺ経済統合͕大き͘
進Ή可能性͕͋るɻ͋ るい͸ɺϩシア͕国
際協調࿏ઢに෮ؼしɺ日ϩ経済協力΋े
෼に進Ή͜ とにͳΕ͹ɺ日本とϩシアͩけͰ
ͳ͘ ɺ中国ɺ韓国΋ؚΊてɺ経済త૬ޓґ
ଘ関܎ ΋͕ͬ と大き͘ લ進する可能性͕͋
ると͏ࢥ ɻ
　明石先ੜから΋͝ ঺հいͨͩい͕ͨɺ
਺Χ݄ લにERINAからh 北東アジアの経
済成長 とɦい͏ 北東アジア研究૓ॻの第7
をग़൛しͨɻͦר の中Ͱɺ北東アジア地域
の経済協力のビジョンをड़΂ているɻ国際
光ɺ貿易・投資ɺインフラの連݁性とい͏؍
三つの໘Ͱɺ経済協力͕લに進ΉのͰ͋
Ε͹ɺアップαイドの成長可能性を΋ͬ とޙ
ԡしする͜ と͕ ͰきるのͰ͸ͳいかとࢥ てͬ
いるɻ

伊集院：͜ Ε·Ͱ北東アジアのݱঢ়につい
てɺͦ ΕͧΕのཱ৔から࿩をͨͬ࢕ ͕ɺ第
2ラ΢ンドͰ͸ͦΕ΋౿·͑ てɺ「 の͜先Ͳ͏ し
てい͘ のか」ɺޙࠓの地域の国際連ܞの
展๬΍ظ଴についてޠ てͬいͨ きͩͨ いɻ
展๬とݴ てͬ΋ɺ୯ͳるئ๬Ͱ͸ͳ͘ ɺ࣮ݱ
にࠜ しࠩてண࣮ͳલ進を図 てͬい͘ に͸Ͳ
し͏ らͨよいかɺ՝୊のࠀ෰に͸Կ͕ඞཁ
かɺͦ し͏ͨվֵのఏݴ΍ཁ๬΋ؚΊɺ国
のす΂き͜ とɺ企業΍地域社会͕΍Εる͜
とɺ΍る͜ とɺ֤ ʑのཱ৔からお࿩をいͨͩ
きͨ いɻ

深川：ࢲのલ൒の࿩͸ɺ͕ڥ؀とて΋ม
Θ てͬきているのͰɺいΖいΖͳ͜ と͕খ͞
ͳ୯ҐͰͰきるよ͏ にͳͬ ͨɺとい͏ と͕͜ Ұ
つのϙイントͩ ͬͨ ɻҎલ͸国͕લ໘にग़
てɺࣗ ༝貿易協ఆを݁Μͩɻ΋ͪ ΖΜɺͦ Ε
͸ͦΕͰྑいの͕ͩɺࠓ͸ݸ人΍企業΍
地ํɺ͋るい͸市ຽ団ମ౳ɺখ い͞交流の
୯Ґ͕ີ઀にͰきるよ͏ ͳڥ؀にͳ てͬき
ͨɻ͜ Ε͸͋るҙຯͰ地੓学෮׆の中心
かɺとࢥ てͬいるɻ
　ྫ͑͹ɺインバ΢ンドͰ人͕དྷるとɺͦ Ε
ͩけͰ͸ऴΘらͳいɻ日本Ͱお౔࢈をങͬ
ていきɺͦ Ε と͕て΋ت͹Εてޙࠓ΋ཉしい
৔合ɺeコϚースͰ؆୯にߪೖしͨいɺとい
੎͏い͕大き͘ 広͕ͬてきているɻͦ い͏͏
ҙຯͰɺݸ人Ͱ交流Ͱきる範ғ と͕て΋広
͕ てͬきているɻ
　ͨͩɺͦ のよ͏ にϚーέット͕ ൓Ԡしてい
͘ੈ քとɺଞํͰɺ安શ性に໰୊͕͋るか
らɺݕӸ͕͋るから౳ɺ国に交বしていͨ
ͩ͘ しかͳい໘͕ る͋ɻ
　地੓学తに北東アジアを見ͨ৔合ɺ΍
͸Γ国のน͕高いɻ日本とϩシア΋長͘ 関܎
͕ѱかͬͨ ɻ中国・韓国と͸ৗにྺ史໰୊
౳͕͋ͬ て国と国とͰ͸஥͕ѱい͕ɺݸ人
΍企業͕΍ てͬいる෼に͸進Ήと͜ Ζ͕ͨ
͘͞ Μ る͋ɻ
　大きͳ流ΕͰ͸ɺ地੓学Ͱ্ख͘ い͘ ࣌
きているよ͏͕ظ に͑ࢥるɻ先 Ͳ́Տ合୅
ද理事から΋ɺ͜ の࢛൒ੈلͰ૬ରతに
日本の力͕མͪɺ中国͕ු༲しɺ韓国͸北
を๊͑て͜ ΕからͲ͏ するかɺとい͏ ໘ͩہ
とい͏ ࿩΋͋ ͬͨ ɻ
　ͦ͜ ͰɺҰつ͸ɺݸ人୯ҐͰͰきる͜ とを
いΖいΖ進Ίていͬͨ らよいと͏ࢥ ɻ北朝鮮
͸͕࣌ؒかかるɻ֩ ͸ࢭΊて し́いのͩ
͕ɺ׬શにࢭΊて΋ら͏ ·Ͱに͸長い࣌ؒ
͕かかるɻ日本΋アベノミクスのग़ޱをͲ͏
にか୳ ͳ͘͞ て͸いけͳいɻͦ ΕͧΕダ΢ン
Ϧスクを๊ る͑中ͰのҰつのํࡦ͸ɺݸ人
とݸ人のܨ Γ͕͸؆୯にյΕる΋のͰ͸ͳ
いのͰɺͦ し͏ ΋ͨのを΍ てͬい͘ とい͏ と͜
ͩɻ
　΋͏ Ұつ͸ɺ͜Ε·Ͱインフラ輸ग़の大߸
ྩͰϋードインフラ輸ग़を΍ てͬきͨ ͕ɺ΍
͸Γ୯Ґをখ͘͞ してい͘ と͜の大事͞から
ߟ る͑とɺ人材のҭ成΍ٕज़の協力౳͕
日本の໾ׂとして͸とて΋大き͘ ɺँײ Ε͞
ると͜ Ζかと͏ࢥ ɻ

　北朝鮮͕෮ؼしてきͨ ৔合ɺಓ࿏を࡞
るɺ橋を͛ܨるɺి 力څڙする౳のϋード
インフラ͸韓国΍中国Ͱ΋े෼Ͱきるɻ͋
るҙຯɺ日本よΓ΋て とͬΓૣ͘ Ͱきるɻしか
しɺچι連ܕ社会主ٛͩͬͨ ڥに؀ظ࣌
をྼ化ͤͨ͞可能性΋͋ るɻͦ Μͳ中Ͱɺ
0ECDのڥ؀調࿨コード౳に関܎ͳ͘ ɺと
にか͘ ΍Γ·すとい͏ ΍Γํ Ͱ͸ࠔるのͰɺ
日本と韓国͕૊ΜͰڥ؀調࿨తͳԉ助を
展։するͳͲɺιフトパワーをしͬ かΓ΍ てͬ
い͘ ඞཁ͕͋るとࢥ ɻ͏しかしɺ࢒೦ͳ͕ら
韓国΋·ͨ ナショナϦステΟックͳと͜ Ζ͕͋
るɻ
　経済ԉ助΍経済協力においてɺ北東ア
ジアに͸ڞ通するಛ௃͕ Γ͋ɺͦ Ε͸ٌ͑
ͨ͜ と͕ る͋͜ とͩ ɻ日本のઓޙɺ韓国の朝
鮮ઓ૪の௚ޙɺ北朝鮮のつい࠷ ·ۙͰɺϩ
シアのι連の่յͳͲɺຽੜੜ׆の่յ
とい͏ ΋のを΄΅経ݧしͨ と͕͋͜るɻͦ Ε
をઈରにආけͳけΕ͹いけͳいとい͏ と͜
Ζからɺ୯Ґをখ͘͞ ग़発するとい͏ と͜͸
る͋と͏ࢥ ɻࣗ ෼の国͕͜͏ ΍ てͬྑ͘ ͳͬ て
きͨ からɺࠔࠓ てͬいる国͸͜͏ い͏ と͕͜
༏先するのͰ͸ͳいかとߟ る͑ɻͦ い͏͏ ҙ
ຯͰɺ日本と韓国͸΄΅ಉ༷ͳパターン͕
きているのͰɺとて΋ྑ いドナーコーデΟωー
ション͕本དྷ͸Ͱきる͸ͣͩɻ
　しかしɺ࢒೦ͳ͕ら成ޭしていͳいɻ韓
国͸ͨ͘ Μ͞のFTAを݁ΜͰいる͕ɺ韓国
͕北朝鮮につ͘ ͬͨ։৓޻業団地とい͏
の͕ Γ͋ɺͦ に͜͸韓国企業͸ଟいΘけͩ
͕ɺͦ ͜Ͱͬ࡞ ΋ͨのの࢈ݪ地を「MaEe�
in� North� Korea」Ͱ͸ͳ͘「MaEe� in�
South�Korea」としてೝΊて͘ Εɺとい͏ ࿩
を経済協力৚ と߲してશ部のFTAを݁Μ
ͩ૬खにݴ てͬいるɻ長ظతに見て北朝
鮮にཱࣗして΋らΘͳいとࠔるのͰɺपล
国をרきࠐΈɺバッフΝとして׆༻してい͜
と͏い͏ 発૝Ͱ΍ てͬきているɻしかしɺ͜の
FTAҰつ͞ ͑Ͱきͳい関܎Ͱ͸ɺ୯Ґをい
かにখ͘͞ して΋ɺͰきる͜ とに͸ݶք͕͋
るɻ
　 Ε͜͸北朝鮮の࿩ͩけͰͳ͘ てɺྫ ͑͹
ミャンϚー͕͋るɻࢲ΋先िߦ てͬΈ͕ͨɺ
北朝鮮とͨࣅ地੓学を࣋ てͬいるɻҰํ
に中国ɺଞํにインドと国ڥを઀しɺ長い国
ઢをकらͳ͘ڥ て͸いけͳいのͰɺͩ いͿ
ॖ ·ͬ͜ てきͨ ɻ国際社会に෮ؼしͨのͰɺ
྆ํの国ڥઢのバランスをऔ てͬ΍ てͬい
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きͨ いɺͲ らͪかͩけに΂ͬͨ ΓにͳΓͨ ͳ͘
いɻͦ い͏͏ 国を८ てͬɺ日本΍韓国͕ͬߦ
ているԉ助のํࣜ͸࣮͸とて΋ࣅているɻ
しかしɺ࢒೦ͳ ら͕৘報ڞ༗΋コンαルタン
トの人材ڞ༻΋Ͱきていͳいɻ
　北͕֩をࢭΊて͘ Εるかとい ໨͏のલ
の໰୊をղܾするの΋ɺとて΋࣌ ͕ؒかか
る先の長い࿩͕ͩɺ中国΋·ͨ ࣗ෼͕͜͏
΍ てͬශ๡から୤ग़してきͨ からɺ΍͸Γイ
ンフラ͕ͳけΕ͹్্国͸ବ໨ とͩい͏ ɺ
かͳΓ֬ ཱ Εͨ֓͞೦͕͋るɻͦ Ε͸Ϥー
ϩッパ人のߟ る͑「ࢪし」のよ͏ ͳප院΍教
ҭ͕先とい͏ ΋のと͸ҧいɺ日本΍韓国に΋
通する΋のͰɺ΍͸Γインフラ͕ͳけΕ͹ڞ
とい͏ ɺ「ڕ͹かΓ͋ ͛ଓけるΘけに͸いか
ͳいからɺ௼Γ؄͕ͳけΕ͹ͩΊͩ」とい͏
発૝とಉ͡ ͩɻ
　ͩから͜ ͦɺͦ い͏͏ ιフトパワーͰϦー
ダーシップをऔ てͬい͘ と͕͜大事Ͱ͋るɻ
見ӫ͑するϋード͸ɺ੓࣏家にとͬ て͸ྑ
いのͩΖ͏ ͕ɺͦ の͏ ͪͦ͏ い͏ ΋の͸օ๨
Εるɻしかしɺ͋ の࣌学ΜͰす͘͝ ྑかͬͨ
とい͏ Εてい͕͘ܧΓޠにڙࢠԱ͸ه ɻ日
本のࠓのཱͪҐஔ͸ɺ国力から見て΋ɺͦ
のลをバランスよ͘ ΍ てͬい͘ の͕北東アジ
アͰϙジションをऔΕるಓかͳとࢥ てͬい
るɻ
͸北朝鮮の専門家Ͱ͸ͳい͕ɺ೶業ࢲ　
΍೶村͕中心ͩͬͨ中国のվ ・ֵղ์と
ҧいɺ北に͸ҧ ৚͏͕݅͋るɻͦ Ε͸都市
化཰͕とて΋高͘ ɺ国͕খ͘͞ ɺ܉人͕とて
΋ଟいとい͏ とͩ͜ ɻ࢈܉ମ੍をࢭΊ とͨき
にɺ͜の܉人ͨ をͪ৯΂ͤ͞てい͘ とい͏ ໰
୊に௚໘してし·͏ ɻΉしΖখ い͞東Ԥ΍چ
ι連ܕのॳظ৚݅を࣋ͬているのͰɺͦ
のҙຯͰ΋人材ɺ人ؒにରするࢧԉ͕大
事ͳのͰ͸ͳいかɻ日本の໾ׂ͸·ͩ ͋る
と͏ࢥ ɻ

鈴木：ࢲ΋ਂ川先ੜの͝ҙ見に賛成する
と͜ Ζ͕ଟいɻインフラ΋ඞཁ͕ͩɺιフト໘
のݙߩとい͏ と͜Ͱ༥合͕図ΕるのͰ͸ͳ
いかとࢥ てͬいるɻࠓɺ࣮ 際にビジωスを΍
る中Ͱɺٕ ज़ɺͦして日本人にରする৴པ
͕ඇৗに大きいとい͏ と͜を࣮ײしているɻ
　先 Ͳ́ਃし্͛ͨ北ۃւߤ࿏͸ɺ商業
తに͜͏࢖ と͸ແ理とݴΘΕてい͕ͨɺ͜
Εを可能にしͨの͸΢Σβーニϡーζ社
͕Ӵ੕画૾Ͱණのް を͞ղੳͰきͨ と͜ɺ

ら͞にɺඈລ͕ౚ てͬધのバランス่͕Ε
てし·͏ ணණϦスクを΢Σβーニϡーζ社͕
෼ੳͰきͨ と͜ɺͦしてɺトータルのコントϩー
ルシステムをߦ͕ڞࢲͳͬ ͨɻ͜ し͏ٕͨज़
Ͱɺ北ۃւߤ࿏͕࢖ る͑よ͏ にͳͬ ͨɻ
͸ϩシアと中国ɺ韓国を݁ΜͰいるࠓ　
͕ɺ日本からニϡーϤークに͘ߦ ときに΋ɺパ
ナϚ運Տ経༝よΓ΋北ۃւߤ࿏をͨͬ࢖
ํ͕25ˋ Ͳ́ؒظを୹Ͱきるɻコストతに
΋ɺྫ ͑͹アϝϦΧのϝΩシコ࿷ͰシΣール
ガスからLNGにしɺパナϚ運Տを通 てͬ日
本に࣋ てͬ͘ る৔合とɺ先ఔਃし্͛ͨヤ
Ϛルから日本に࣋ てͬ͘ る৔合とͰ͸ɺヤϚ
ルから北ۃւߤ࿏Ͱ࣋ てͬ͘ るํ͕安いɻ
　ͨͩɺ1つ՝୊͕͋るɻ͜ の北ۃւߤ࿏
をపఈతに࢖お͏ とするとɺ北東アジアͰ
࢓ւۃ地͕ඞཁとͳるɻ北ج大ͳ෺流ڊ
༷のધ͸೩අ͕ѱ ɺ͘長 ૸͘Ε͹૸る΄
Ͳɺコスト͕ かか てͬし·͏ ɻ΋ͪ ΖΜɺΧター
ル౳からLNGを࣋ てͬきͨ ํ͕輸送ྉ͸
安いɻしかしɺધ長ग़਎の౰社の人ؒᐌ͘ ɺ
「コストͩ けͰ͸ͳいɻ北ۃւߤ࿏͸ɺණ
͸͋るけΕͲ΋ւ଑͸いͳい」ɻණ͸ٕज़
ͰରԠͰきる͕ɺւ଑͸ٕज़Ͱ͸ରԠͰき
ͳいと΋ݴ てͬいͨɻ
　·ͨ ɺ日本人にରする৴པ͕ඇৗに高
いɻ਺ઍトン΋のモジϡールを中国΍韓国
Ͱ࡞ てͬいる͕ɺͦ のݱ৔に日本人͸ඞͣ
ඞཁͩɻ͜Ε͸ٕज़໘Ͱ΋ඞཁ͕ͩɺෆࢥ
議ͳ͜ とにɺ日本人͕いるとݱ৔の人͕ฉ
いて͘ Εるɻ͜Ε͸ɺ中国΍韓国ͩけͰ͸ͳ
いɻྫ ͑͹ る͋中東のݱ৔ とͩɺࠓɺ2ສ人
の人͕ಇいていてɺͦ に͜いる日本人͸10
໊ͩɻと͜ Ζ͕日本人から఻ る͑とɺฉいて
Ε͘るɻͳͥͳら͹ɺ日本人͸্から໨ઢͰ
͸ͳいからͩɻ૬खの と͜を理ղしよ͏ とい
るのͰ日本人͸ඞཁͩͳɺと͕͋ͪ࣋ؾ͏
い͏ と͜をݱ৔Ͱ͡ײ ているɻ
　΋͏ Ұつɺ日本人にରする৴པͰ࿩しͨ
いɻ΢ラジΦストク΍ϋバϩフスクに͘ߦ ඈ
Ͳ΋を連Εͨएい家଒ࢠ機の中Ͱ͸ɺߦ
͕ඇৗにଟいɻ8ׂҐ΋いる͜ と΋͋ るɻ7݄
に΢ラジΦストクにͨͬߦ ࣌にɺখ学ੜのҰ
団͕΢ラジΦストクのۭߓにいͨɻͲ に͜ߦ
の͘かとฉい とͨ͜ Ζɺ日本にम学ཱྀߦに
ߦ͘ と͏ݴ ɻ日本͕໠ॵの࣌ͩͬͨ のͰɺؾ
のಟにͨͬࢥ ΋のͩɻ
　とにか͘ 日本のブランドɺ໺޻ࡊ৔の໺
͸ɺ高͘ࡊ て΋ചΕるɻ日本にରする৴པɺ

日本人にରする৴པ͕ڧいɻ北東アジア
͸エωルΪー΋͋ るしɺੜݱ࢈৔΋中国ɺ韓
国ɺ日本ɺ͞·͟ ·ͳと͜ Ζに͋るɻ͜ Εに加
͑て日本のٕज़と日本にରする৴པɺ͜Ε
を্ख͘ ༥合ͤ͞てい͘ と͕͜大事ͳのͰ
͸ͳいかと͏ࢥ ɻ
　ͨͩɺݒ೦͕Ұつ る͋ɻͦ Ε͸ɺ΍͸Γ੓
࣏͕安ఆするかͲ͏ かͩɻガラϦと੍౓͕
มΘ てͬし·͏ とɺ企業として͸༧ଌ可能性
͕௿͘ ͳるのͰɺͦ に͜ରする投資を੾Γସ
͑てし·͏ ɻ੓࣏͕安ఆすΕ͹ɺ͜ の地域
͸日本͕֩とͳ てͬ༥合してい͘ と͕͜可
能 とͩ企業として͸͡ײ ているɻ

小林：ࢲから͸ɺੜڌ࢈఺とൢചڌ఺の
視఺から࿩しͨいɻ͝ ଘ஌のよ͏ にɺかつて
͸安い࿑ಇ力にظ଴してɺ東北・新ׁから
΋ɺ中国東北三省にଟ͘ のੜ޻࢈৔͕進
ग़しͨɻしかしɺࡏݱ͸中国の࿑ಇ௞金΋
্ঢしɺࠓ΍日本の2෼の1の所ಘਫ४に
ͳ てͬいると΋ฉいているɻͦ のͨΊɺͤ ͬ
か͘ 進ग़しͨ޻৔΋ࠓとͳͬ て͸ఫୀしɺ͋
るい͸ɺよΓ人݅අの安い東アジアの国に
Ҡసする事ྫ͕ग़てきているɻ
　8݄Լ०に大連に͋る日ܥ企業の޻৔
を4つ Ͳ́見学する機会͕͋ͬͨɻͦ ͜Ͱ
͸ɺ中国国಺のطଘの޻৔をؚΊɺ人݅
අݮ࡟とい͏ ҙຯͰੜ޻࢈ఔのࣗ動化͕
ෆ可ආͳ࣌୅にきていると͡ײ ͨɻ
　ҰํͰɺݱ地における所ಘਫ४の্ঢ
͸ɺॅ ຽのߪങҙཉ΍ফඅҙཉを高Ίる
と͜に͕ܨるのͰɺല大ͳϚーέット͕ 北
東アジアɺ東アジアにଘࡏしている͜ とをҙ
ຯするɻし͕ͨ てͬɺັ 力͋る商品΍αー
ビスを্खにPRしͳ͕らఏڙする͜ とͰɺ
人ɺ෺の交流͕͞ らに׆発化していけるの
Ͱ͸ͳいかとߟ て͑いるɻ
　ͦ͜Ͱɺ東経連Ͱ͸ࠓ年౓から۝भ経
済連合会と連ܞしてɺ߳ けに地域޲ߓ
品の輸ग़にऔΓ૊Έ࢝Ίͨɻ۝経連Ͱ࢈
͸ ら্ཱࣗͪ͛ͨ地域商社を通͡てɺす
Ͱに߳ߓの大खスーパー「Dairy�Farm�
Group」と೶࢈෺౳のऔҾをߦ てͬいるɻ
ଟछଟ༷ͳ೶࢈෺΁のधཁ͕ る͋͜ とか
らɺ۝भと東北とい͏ ΍෩౔͕ҟͳるީؾ
地域͕連ܞしɺ地域による࢈品のҧい΍ɺ
ऩ֭࣌ظのҧい౳ɺおޓいをิ׬し合ͬ
てൢ࿏を広͛てい͜ と͏い͏ Έͩɻࢼ
　東経連として͸ޙࠓɺ͜ の߳޲ߓけの
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商流に東北のෳ਺の地域࢈品をҰॹに
৐ͤらΕるよ͏ ͳऔΓ૊Έを࣮ݱしͨいɻͦ
͜Ͱɺ֤ ࣏ࣗମと連ܞしͳ͕らɺ輸ग़に関
する૭ޱの機能を図 てͬいきͨ いと͑ߟて
いるɻকདྷతに͸ɺ東北・新ׁにおける広
域తͳ輸ग़ମ੍のߏஙɺ地域ಠࣗの෺
流・商流機能のڧ化に౒ΊɺͰきΕ͹北東
アジアの輸ग़ルートを֬ しཱていきͨ いɻ
　ͦ͏ しͨ中Ͱɺ՝୊΋見͑てきͨ ɻͦ のҰ
つとしてɺ๛෋ͳ品ͧΖ͑ ͕ܽかͤͳい中
Ͱɺੜ࢈ҙཉの͋るੜऀ࢈の৘報͕๡し
い͜ と͕ らΕるɻ͜Εについて͸ɺ֤͛ڍ 県
の࢈業࿑ಇ؍光部΍JAの協力を͙ڼ し
かͳいとߟ て͑いるɻ·ͨ ɺ୯県ͩけͰ͸商
品のϩット਺͕ෆे෼Ͱɺͦ Εをղܾする
ͨΊに͸ɺෳ਺の県を·ͨ いͩࠞࡌ౳をҾ
きडける地域商社の発۷͕౰໘の՝୊
ͩɻͦ し͏ͨ中Ͱ新ׁに͸ɺにい͕ͨ࢈業
૑଄機ߏ（NIC0）とい͏ ૊৫΋͋ Γɺͥ ͻ
連ܞしていきͨ いとࢥ てͬいるɻ
　·ͨ ɺ国際෺流の日本ւଆのઓུڌ఺
としてɺ新ׁ΁のظ଴΋·す·す高·ͬ てき
ていると֬৴しているɻERINAઃཱから
25年とい͏ とͩ͜ ͕ɺݴい͑׵Ε͹ɺ࢛ ൒
લからɺ北東アジアの国際経済協力لੈ
のॏཁ性を෼ てͬいͳ ら͕ɺݱঢ়͸·ͩ ෆ
े෼とݴΘ͟るをಘͳいɻ͜のؒɺ੓࣏తɺ
社会తɺ੍ ౓తͳϋードル΋高͘ ɺ国と国と
の関ݫ͕܎しい࣌ظ΋ଟかͬͨのͰ͸と
ࢥ͏ ɻͨ ͩɺ֎国のྖ事ؗを見てΈるとɺ東
北6県に͸ઋ台に韓国ྖ事͕ؗҰつ͋る
ͩけ͕ͩɺ新ׁ͸韓国ɺϩシアɺ中国の3Χ
国のྖ事͕ؗͦΖͬ ているしɺモンゴルと
フランスの໊༪૯ྖ事΋いらͬ しΌるɻ新
ׁに͸ͥͻɺͦ し͏ͨϝϦットを׆かしɺ؀日
本ւの経済交流の日本ւଆの୅දとして
Ϧーダーシップを೗Կͳ͘ 発شして し́いɻ
·ͨ ɺERINAの研究・ఏݴに΋ඇৗにظ଴
しているɻ

野崎：1990年୅にҰ࣌ɺ؀日本ւブーム
ىきר͕ Γ͜ɺͦ Ε͕アジア経済ة機ɺ͋ る
い͸ϦーϚンショックとい͏ よ͏ ͳ͜ と΋͋ てͬ
ԼՐにͳͬ ·ͨ·にͳͬ ているɻ
　しかしɺ2000年୅にೖΓɺガス・石༉を࢈
ग़するの͕ϩシア東部Ͱ Γ͋ɺ࠶び日本ւ
をͬ࢖てɺԿとかͰきͳいかとい͏ 機運͕
ग़てきͨ ɻ΍͸Γɺ日本の໋運をѲるの͸エ
ωルΪー໰୊Ͱ͋るɻLNGͰ࣋ てͬ͘ るの

かɺ͋ るい͸ɺ৔合によͬ て͸パイプライン
を通すのかɺとい͏ 議࿦΋ىきているɻ
　日本ւଆに る͋LNG�डけೖΕج地͸ɺ
新ׁ東ߓɺ௚江௡ߓɺࠓ年からの෋ࢁ新
にͳࡏॏͳଘوとɺ大มߓ てͬいるɻいͬ
ͨΜԿか໰୊͕ىきͨ ときɺ͜のج地をͲ͏
΍ てͬ࢖ てͬい͘ かɻ͋ るい͸ɺ෺流につい
て΋ɺҰଳҰ࿏とい͏ よ͏ ͳ新しいコンセプト
とと΋にいΖいΖͳ࿩͕ग़ているɻ
　ERINA͸΋と΋とɺシベϦアランドブϦッジ
ͳͲɺ日本からϤーϩッパに޲けての輸送
ルートについての研究をҰੜ໋ݒに΍ てͬ
おらΕͨɻシベϦアランドブϦッジ΍ɺ北ۃւ
࿏とい͏ߤ よ͏ ͳ新しいルートɺ͋ るい͸中
国を中心にチャイナランドブϦッジ北回Γɺ南
回Γ౳いΖいΖͳߏ૝͕ Γ͋ɺ෺流につい
て日本΋͜ Εから৯いࠐΜͰいける可能性
͕ग़てきているɻ͜Εをいかに্ख͘ かし׆
てい͘ かをߟ て͑い͘ と͕͜ ඞཁͩɻ
͸新ׁग़਎とい͏ࢲ　 と͜Ͱɺ新ׁدΓの
࿩の進Ίํにͳͬ ているのͰ͸とռΊてい
る͕ɺERINA͸੨৿ɺؠखɺٶ৓ɺळాɺ
ɺ石川ɺࢁഅɺ෋܈ɺ෱ౡの東北6県ɺܗࢁ
長໺とい͏ ۙྡॾ県ɺ日本ւଆॾ県のग़
፷を௖いて׆動している団ମͰ る͋ɻ͜ し͏
ͨɺ֤ 地ํ࣏ࣗମとखを૊ΜͰɺ͜ の日本
ւとい͏ 大มͳ資࢈を্ख͘ してい͘༺׆ ɺ
ͦ͏ い͏ 視఺͕ඞཁͳのͰ͸ͳいかɻͦ し
てɺ横の連ܞのΈͳらͣɺͦ ΕͧΕの࣏ࣗ
ମにおいて΋ɺ県΍市ɺ͞·͟ ·ͳϨベルͰ
の協力͕ඞཁにͳͬ て͘ るの とͩ͏ࢥ ɻ
　ྫ͑͹ɺ؍光Ωャンϖーンɺクルーζધの
Γ΋1Χ所ͩけͰ͸ඇৗにັ力の๡دཱͪ
しい΋のにͳͬてし·͏ ɻ͜ Εを্ख͘ ૊Έ
合Θͤͳ͕らɺ進Ίてい͘ ͨΊに͸ɺ横の
連ܞɺॎの連ܞɺいΖいΖͳ連͕ܞඞཁͳ
のͰ͸ͳいかとߟ て͑いるɻ日本ւをऔΓר
͘͝ ྻ੮のօ༷とのޙࠓの連ܞをظ଴し
ているɻ

河合：ਂ 川先ੜ͸ɺ国と国との関܎ Ͳ͕͏
ͳͬ て΋ɺ人と人との関͕܎ॏཁ とͩݴΘ
Εͨɻಉ͡ と͜͸ɺビジωスとビジωスの関܎
Ͱ΋ݴ る͑のͰ͋Ζ͏ ɻͦしてɺখྛ༷΍໺
ΘΕݴ͕༷࡚ よͨ͏ ͳ地ํと地ํの関܎
͸ɺ国Ϩベルと͸ҧ Θ͏けͩからɺ国の੓
性を࣋つ΋のͰ݈͋ؤにରしてよΓߋมࡦ
Ζ͏ とͨͬࢥ ɻ
　ビジωスとビジωスの関܎性Ͱ͸ɺླ ໦

༷͕日ϩؒのビジωス協力͸日本のブラ
ンドにରする৴པ͕ײඇৗにڧいとおͬ
しΌͬ ͕ͨɺࣗࢲ਎΋日本人のํ͑ߟɺ૬
खのཱ৔にͳͬ てベストͳ΋の͸Կかをߟ
͑てい͘ と͕͜ඇৗにॏཁͩΖ͏ とࢥ ɻ͏イ
ンバ΢ンドとい͏ の͸ɺインバ΢ンドにݶる͜
とͰ͸ͳい͕ɺ人と人との઀৮͕ॏཁͳと
Ζͩ͜ ɻ
　学ੜ交流͕明石先ੜの࿩に΋ग़てきͨ
͕ɺいΖいΖͳܗͰの人と人との交流͕͋
Γಘると͏ࢥ ɻビジωスとビジωス΋ͦ ͏ͩ Ζ͏
しɺインバ΢ンドの৔合͸ɺとΓΘけ中খ企
業にとͬ てඇৗに大きͳインパクト͕ る͋෼
໺ とͩࢥ ɻ͏地ํにߦ てͬɺいΖいΖͳ΋の
をങ と͏いͬ とͨきに͸ɺ中খ企業͕ඇৗ
にॏཁにͳるɻ
　ਂ川先ੜ͕eコϚースの࿩を͞ Εͨɻ
ւ֎から日本にདྷてɺいい΋のを見つけて
ങ てͬ͘ Εるɺしかし΋͏ དྷるඞཁ΋ͳいɻ新
ͨͳデジタル経済΁のରԠ΋૬౰ॏཁͳ
΋のにͳͬ て͘ るのͰ͸ͳいかとͨͬࢥ ɻ地
ํؒの協力について΋ɺ΍͸ΓいΖいΖͳ͜
とを΍ てͬいかͳいとɺ૬ରతにཱͪ஗Ε
るͩ Ζ͏ ɻ
　ҰଳҰ࿏の࿩͕ग़͕ͨɺ第三国Ͱの日
本と中国の企業におけるڞಉ事業͕日本
と中国のؒͰ協議 Ε͞ておΓɺ企業ؒͰ΋
い͘ つかの࿩͕進ΜͰいると͜ Ζͩɻͦ の
৔合ɺ日本と中国のインフラにରする哲学
͸૬౰ࣅていると͜ Ζ͕࣮͸͋るとࢥ ɻ͏
経済ࢧԉをߦ ɺ͏ͦ してインフラをڧ化す
るɺͦ の と͜Ͱ貿易΍投資を׆性化してɺ
૬खの国の経済発展をଅすɻͦして͜ らͪ
ଆ΋ར益をಘるɻ͜ い͏͏ アプϩーチ͸·͞ に
日本͕औ てͬきͨ アプϩーチͰ Γ͋ɺ1970
年୅から80年୅ɺとΓΘけରASEANɺର
中国にରする日本の経済ࢧԉ ·͕͞ にͦ͏
Ͱ͋ͬ ͨɻج本తͳ哲学としてɺかͳΓॏͳ
ると͜ Ζ͕ る͋ɻ
の中国のҰଳҰ࿏にରして͞ࠓ　 ·͟ ·
ͳ൷൑͕ग़ているɻྫ ͑͹ɺ૬खの国の࠴
຿のฦ済可能性をߟ ͳ͑いͰա大に しି
෇けるとい͏ よ͏ ͳ໰୊΍ɺҊ݅の経済合
理性を͋ ·Γߟ ͳ͑いͰ΍ てͬし·͏ とい͏ よ
ͳ͏໰୊͕͋ͬ ͨɻしかしͦの఺ɺ日本͸૬
खにきͪ Μとฦして΋らお͏ とࢥ てͬࢧԉを
するɻ༗ঈࢧԉの৔合͸ɺ૬खにฦして΋
ら͏ と͕͜ 大લఏͳのͰɺ૬खの࠴຿のฦ
済可能性をいつ΋ߟ ͳ͕͑らߦ ɻ͏Ҋ݅に

ERINA REPORT PLUS No.145 2018 DECEMBER
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ಛू1�ɿ�ERINAઃཱ25प年ه೦シンϙジ΢ム　�パωルデΟスΧッション

ついて΋ɺ経済合理తͳ΋のͰͳけΕ͹お
金͸ฦ てͬ͜ ͳいɻ安ഒ੓ݖ 「͕࣭の高い
インフラ」とい͏ いํをしている͕ɺ中国ݴ
の΍Γํ とɺ日本の΍Γํ のいいと͜ ΖをҰ
ॹにしてɺ૬खの໨ઢにཱ てͬインフラࢧ
ԉを΍る͜ と͸ྑいํ޲ とͩ͏ࢥ ɻ
　ϋードインフラͰɺ΋͏ Ұつ頭の中にೖΕ
ておきͨ い と͜͸ɺインフラ͸ݐઃすΕ͹ͦ
ΕͰいいとい͏ のͰ͸ͳ͘ ɺͦ Εを͏ ·͘ ͑࢖
るよ͏ にしͳ͘ て͸ͳらͳいɻҡ ・࣋मસのͨ
Ίのコスト͕ ɺインフラを࡞るとඞͣ൐ ɻ͏イ
ンフラを࡞るଆ͸ɺকདྷのҡ ・࣋मસのコス
トを೦頭にஔきͳ ら͕ɺインフラのݐઃのܾ
ఆをしͳけΕ͹ͳらͳいɻ࠷ॳに高いコスト
Ͱྑいインフラを࡞Ε͹ɺޙͰमસඅ͕અ
໿ Ε͞るɺとい͏ と͜΋͋ るɻͦ Εをトータルに
ߟ て͑インフラをݐઃしてい͘ と͜によΓɺイン
フラの૬ख国にとͬ ての૯合తͳෛ୲を
らしてい͘ݮ とい͏ と͕͜ ɺとΓΘけ日中のイン
フラ協力において͸ॏཁͳのͰ͸ͳいかɻ
͜͏ しͨҊ݅͸͜ Εから΋いΖいΖと日中ؒ
Ͱग़て͘ ると͏ࢥ ɻ

伊集院：͜ Εからの՝୊としてɺιフトパ
ワーのॏཁ性ɺωットワーΩングɺҡ࣋コス
トɺ日本の࣭の高い協力ɺ͜ し͏ ΋ͨのをͲ
かしてい͘׆͏ のかɺといͬͨ よ͏ ͳ͞ ·͟ ·
ͳ՝୊͕見 て͑きͨ と͏ࢥ ɻ
Γの࣌ؒ͸ɺフϩアーをΦープンにし࢒　
てɺօ༷からの࣭͝໰΋おडけしͨいとࢥ
ɻ͏

Q．ۙ࠷ɺ北東アジア地域において͸地੓
学తͳ΋の΋ؚΊてҰ連のプラスのม化
͕見らΕɺೋ国ؒɺଟ国ؒの協力の機運
͕高·ͬ て͘ るとࢥ ɻ͏΋ͪ ΖΜɺ日本と中国
の໾ׂ͸大きいとࢥ ɻ͏しかしɺ͕ࢲฉきͨ
いの͸ɺ北東アジア地域における中日協力
の໾ׂͩɻ͜ の地域において͸ɺ中日྆国
の協力をൈいて͸Ͱきͳいしɺインバ΢ンド
΍人తࢧԉ΋ؚ Ίɺඞͣ૬ޓ理ղに͕ܨ
ると͕͏ࢥ ɺ͞らに しৄい示ࠦをいͨ きͩͨ
いɻ
　·ͨ ɺ北東アジア地域のઓޙのྺ史を
ߟ る͑とɺアϝϦΧからのӨڧ͕ڹいɻアϝϦ
Χをൈきに北東アジアのকདྷを展๬Ͱきる
のかɺ͋ るい͸Ͳ͏ アϝϦΧに޲き͋ てͬい
け͹いいのͩΖ͏ かɻ

A．（Տ合）北東アジア地域Ͱの日中ؒの
経済協力ɺಛに日本と中国の東北三省と
のؒの協力ͰҰ൪ऑいの ビ͕ジωス協力
Ͱ͸ͳいかɻビジωスとビジωスの協力ɺ人
と人との協力ɺͦして地ํ੓෎ؒの協力ɺ
͜の3つをऔΓ͋ ͛てΈるとɺ΍͸Γビジωス
の協力͕Ұ൪ऑいと͜ Ζかとࢥ ɻ͏日本企
業 Ͳ͕ ·͜Ͱग़てߦ てͬɺ地৔の企業のํ
ͨ とͪҰॹにビジωス׆動をߦ てͬいける
かɺ͜ Εを΋ͬ とଅ進してい͘ と͕͜ඇৗに
ॏཁͰ͸ͳいかɻ人と人の交流ɺ学ੜؒ
の交流΋ͦ ͏ͩ と͏ࢥ ɻ
　地ํؒの協力Ͱ͸ɺྫ ͑͹クルーζધ
る͋い͸ఆظศを࡞ てͬい͘ と͕͜ る͋ɻͩ
͕ɺ東北三省の৔合͸ɺ大連͸すͰに͋
る͕ɺ黒龍江省ɺ吉ྛ省とつͳ͛てい͘ ͨ
Ίに͸ɺϩシアを経༝する͜ とにͳるのͰɺ
Ε͜͸΋ͬ とෳࡶにͳͬ て͘ るɻ·ͨ ɺ国際ߤ
ۭศͰの連݁性を΋ͬ と高Ίてい͘ よ͏ ͳ͜
と΋ɺ地ํ੓෎ し͕ͬかΓと協力してい͘ ͜
と͕ ඞཁͳのͰ͸ͳいかɻ
　アϝϦΧからのӨڹ͸ɺ͋ るҙຯͰෆ可
ආతͳと͜ Ζ͕͋るɻ日本とアϝϦΧ͸安શ
อোの໘ͰҰ൪ີۓͳ関܎を࣋ てͬいる
のͰɺ安શอো໘Ͱのྀߟをͤ͟るをಘ
ͳい৔合͕ग़て͘ るɻ国と国とのؒͰ໰୊
͕ੜ͡ とͨきに͸ಛにͦ͏ ͳのͰɺビジωスɺ
人ɺ地ํ੓෎の݁びつきを΋ͬ とڧ化して
い͘ と͕͜ よΓ安ఆతͳ関܎をҡ し࣋てい͘
্ͰॏཁͰ͸ͳいかと͏ࢥ ɻ

A．（ਂ川）中国にとͬ ての東北ɺϩシアに
とͬ てのۃ東͸ɺ΍͸Γ中ԝとのڑ཭とい
໰͏୊͕ る͋と͏ࢥ ɻͳ·͡ 資͕ݯ る͋ͩ け
にɺۃ東͕޷きউखͳ͜ とをして͸ବ໨ͩɺ
きͪ ΜとモスクワからグϦップしていかͳ͘ て
͸ବ໨ͩ ɺとい͏ と͕͜ ͣ とͬ͋ ͬͨ ɻ中国Ͱ
͸Ұ࣌ظɺ東北にԿとか๛かにͳͬ て し́
いҰ心Ͱลڥ貿易౳を΍ てͬいͨࠒ͸東
北のଆに݁ࣗߏ༝౓͕ Γ͋ɺいΖいΖͳ͜
と͕ Ͱきてい とͨ͏ࢥ ɻしかしɺ΍͸Γ資ݯを
࣋つ国とのエωルΪー安ఆڅڙに協力す
るとい͏ よ͏ ͳɺ国Ϩベルの࿩͕ग़てきてし·
ɻ͏つ·ると͜ Ζɺ中ԝ੓෎と地ํとの関܎
͸ඍົͳと͜ Ζ͕͋るɻখ͞い୯ҐのϨベ
ルについて૬౰の੍ن؇࿨をしɺࣗ ཱをೝ
Ίて΋ら͏ と͕͜ ɺ第Ұาかと͏ࢥ ɻ
　日本΋গしલ·Ͱ͸ɺ中ԝのإ৭を見ͳ
͕らɺとい͏ งғ͕ͨͬ͋ؾ かとࢥ ɻ͏ࠓ͸

ͩいͿ؇ΜͰきていると͏ࢥ ͕ɺྫ ͑͹イン
フラ整備をする৔合ɺۙ ྡಉ࢜Ͱ整備͕
進Ί͹よいとࢥ Ұ͏ํɺ日本Ͱい͑͹東京
ɺϩシアͰい͑͹モスクワͦのଞの大都ݍ
市ݍɺ中国Ͱ͋Ε͹Ԋ؛の大都市͕ Γ͋ɺ
Ͳ らͪを༏先するかとい͏ ໰い͸ る͋ɻͦ の
఺Ͱ͸ɺ地ํの࣏ࣗݖɺࣗ ཱの֦大͕中
ԝϨベルͰ΋͋ ͬͨ ΄͏ ͕よいかとࢥ ɻ͏中
ԝ͸શମしか見ͣにɺ地ํؒのࡉかい݁
びつきの͜ と͸஌らͳいしɺ஌Ζ͏ と΋ࢥΘͳ
いのͰɺͤ かͬ͘ のチャンス͕ͳ͘ ͳͬ てし·
可͏能性͕͋るɻͩ から͜ ͦɺ͋ るఔ౓の
地ํのࣗ༝౓͸大事Ͱ る͋ɻ
　΋͏ Ұつɺج本తに日中ؒの੓࣏͸とて
΋೉し͘ ɺϋイϙϦテΟクスの໰୊͕ͨ͘ Μ͞
͋るのͰɺͨͬࠔ と͜にରして͸Ұॹにର
ॲしてい͘ とい͏ 経͕ݧ大事ͩɻ
　ྫ͑͹東北の人ͨ ΋ͪɺついۙ࠷·Ͱ大
౾͸アϝϦΧから安い΋のをങ る͑から΋͏
らͳ͘࡞ ていいとݴΘΕɺࢭΊ らͨいきͳΓ
関੫͕かか てͬし·いɺࠓ౓͸大૿ しΖ࢈
とݴΘΕࠔ てͬいるとࢥ ɻ͏アϝϦΧ͸い͟
とͳͬͨらԿͰ΋ࣗ ෼Ͱ࿫͑る国͕ͩɺ日
本΋中国΋韓国΋ϩシア΋৯ྉࣗڅ཰͕௿
いɻしか΋ɺͲΜͲΜ᩵୔にͳͬ ているɻͦ Ε
にରするڞ通の౴͸ɺ͋ るఔ౓ੜ࢈性の
͋る೶業͕ඞཁ とͩい͏ とͩ͜ ɻ中国Ͱい
͑͹ɺ大౾のੜ࢈性を্͛る͜ と͸·ͩ Ͱ
きるとࢥ ɻ͏日本͸࢒೦ͳ͕ら大ن໛೶業
͸ͰきͳいのͰɺとにか͘ ࣭を্͛てい͘ し
かͳいɻ೶業のੜ࢈性のվ善΍ɺͨͬ࡞ ΋
のをधཁの͋ると͜ ΖにͲΕͩけޮ཰よ͘
࣋ てͬいけるかとい͏ ෺流システム౳Ͱ協
力する͜ と͸い͘ らͰ΋Ͱきるͩ Ζ͏ ɻ෺流͸
ຽؒのノ΢ϋ΢のմͳのͰɺ੍نの部෼͸
͋る͕ɺ෺流ノ΢ϋ΢と৘報のシΣアϦング
を日中ؒͰ΍ てͬい͘ とい͏ と͕͜ Ұつのಓ
かと͏ࢥ ɻ

Q．ࢲ͸大学人としてɺ国と国の関܎に΋ͬ
と΋Өڹをडけͳいの͸教ҭͰ͸ͳいかと
ࢥ てͬいるɻಛに高౳教ҭ͸ɺ国と国の関
ಉ研究΍学ੜ交流౳ڞѱい࣌Ͱ΋͕܎
͕ଓいているɻͦ い͏͏ 教ҭをडけͨ人材
͸ɺͦ の国と関͕܎ѱい࣌Ͱ΋༑達͕Ͱ
きɺൺֱతۙいকདྷに社会Ͱಇ͘ 人ؒͰ
る͋ͨ Ίɺ高౳教ҭ΍大学教ҭɺͻいて͸
人と人の関܎ɺビジωスの関܎ɺ地ํとの
関܎に΋つͳ͕ てͬい͘ のͰ͸ͳいかとࢥ
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͏͕ いか͕かɻ

A．（Տ合）おͬ しΌる通Γͩ ɻ日本の教ҭ࢈
業Ͱ֎国人ཹ学ੜをडけೖΕるとい͏ の
͸ɺ日本の教ҭαービスのఏڙとい͏ ҙຯ
΋͋ Γɺ日本੓෎として͸トランプ੓ݖのよ͏
に༰易にͦΕを൱ఆする͜ とに͸ͳらͳい
ͩΖ͏ ɻྑ い学ੜにདྷて΋らいɺ学ੜに෇
加Ձ஋をつけɺ学ੜを社会に送Γग़すとい
の͏͸ɺ大学のॏཁͳ໋ͩ࢖とࢥ ɻ͏͞ら
にɺͦ の学ੜをɺ日本͋るい͸地域શମと
してऔΓࠐΉとい͏ 性͕ඇৗにॏཁ޲ํ
とͩࢥ ɻ͏ビジωスとビジωスɺ人と人ɺ地ํ
と地ํに加͑ɺ大学͸ඇৗにॏཁ とͩ͏ࢥ
のͰɺͥ ͻؤு てͬいͨ きͩͨ いɻ

伊集院：ࠓ日͸ERINAの૑ཱ25प年とい
͏͜ とͰɺ「北東アジアを展๬するとい͏ 」と
い͏ タイトルͰɺ͜ の地域のチャンスとϦスク
について׆発ͳ議࿦をお͜ ͳͬ ͨɻࠓのঢ়

͸大きͳҧい͕گと25年લのঢ়گ る͕͋ɺ
΍͸Γ͜ の地域に͸可能性・જࡏ力͕͋
るɻ地域連ܞを͞ らに進Ίてい͘ ͨΊの՝
୊΋ͣ いͿΜࢦఠ Ε͕ͨ͞ɺチャϨンジして
い͘ に஋する可能性・જࡏ力͕͋るとվΊ
て͡ײ ͨ ΋ํଟいのͰ͸ͳいかと͏ࢥ ɻ
　北東アジアの経済と੓࣏の྆໘Ͱ大き
ม͘Θる可能性͕ग़てきているɻͦ の新し
いடং࡞Γに日本 Ͳ͕のよ͏ に関༩してい
の͘かɺとい͏ と͕͜ Ε͜からඇৗにॏཁに
ͳͬ て͘ るのͰ͸ͳいかɻͦ の࣌に日本͕ɺ
新しいடং࡞Γについて۩ମతにͲのよ͏
ͳプϩセス΍プランを࣋ てͬいるかɺιフト
パワーを׆かしてい͘ ビジョン͕ る͋かɺとい
よ͏͏ ͳ͜ と͕大きͳϙイントにͳ てͬ͘ るの
Ͱ͸ͳいかɻͦ い͏ͬͨ ΋の͕ͳいとɺग़དྷ
্͕ てͬい͘ 新しいடংを௥ೝするͩ けに
ͳͬ てし·いɺԼखをするとπέを෷Θ Ε͞
るͩ けとい͏ ঢ়گ΋ݒ೦ Ε͞るɻ
　ͦの఺ɺERINA͸͜Ε·Ͱの׆動の

中Ͱɺ北東アジアの໰୊をแׅతにɺしか
΋地域にࠜࠩしͨݱ৔主ٛͰ研究と交
流を進Ίて ら͜Ε とͨい͏ イϝージ͕͋るɻ
「ERINAの25年」とい͏ 日の഑෍資ྉࠓ
Ͱ΋ɺ͜ Ε·Ͱର؛との交流にかけてきͨ
地域社会のଉͮかいを͡ײ るɻ΋ͪ ΖΜɺ
のϋイϙϦテΟックスɺੈࠓ քのை流͸ແ視
Ͱきͳい͕ɺͦ のை流に਎をҕͶているͩ
けͰ͸企業΍人΍地域͕ුか͹Εͳいと
Ζ͜΋͋ るɻ࣮ 際の地域ؒ協力のੵΈॏ
Ͷ΍ݱ৔主ٛの調査研究に͸ɺ͜ し͏ͨ
࣌୅ͩけにٯにઆಘ力͕͋ると͜ Ζ͕͋
るɻ地域からの৘報発৴ɺ地域ؒ交流の
औΓ૊Έ͕ɺ国の੓ࡦ΍国際関܎に΋Ө
を༩ڹ る͑͜ と΋͋ Γಘると͏ࢥ ɻ
　25प年をܴ͑ͨERINAと͜ の地域の
関ऀ܎のօ༷のޙࠓの׆動に大いにظ
଴しɺ͜のセッションのకΊのݴ༿に͞ ͤて
いͨ きͩͨ いɻ
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ಛू2�� 朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国の経済発展にد༩する科学ٕज़

ͷ特ूͰ͸ɺே઱ຽओओٛਓຽ߸ࠓ
ʢҎԼɺ๺ே઱ͱするʣͷࣾձՊࠃ࿨ڞ
ֶӃॴଐͷऀڀݚにΑる�ຊͷ࿦จΛ঺
հする͜ ͱͱ͠ ͨɻ
·ͣɺே઱ࣾձՊֶӃڀݚࡁܦॴ௕
Ͱ͋るۚ఩ࢯにΑる࿦จʮே઱に͓͚る
Խֶۀ޻ओମԽͷੵۃతਪਐに͍ͭ
ͯʯ͸ɺ๺ே઱に͓͍ͯԽֶۀ޻に͓͚
るओମԽʢࠃ಺ͷݪྉɺ೩ྉɺٕ ज़Ͱੜ
͜͏ߦΛ࢈ ͱ͕ Ͱ͖ るମܥΛ੔උする͜ ͱʣ
ͷݱঢ়に͍ͭͯ঺հΛͯͬߦ ͍るɻ๺ே
઱͸ݪ༉Λ࢈ग़͠ ͳ͍ͨΊɺ఻౷తにԽ
ྉͱ͠ݪͷۀ޻ֶ ͯੴ୸ʢແԎ୸ͱ׊୸ʣ
Λར༻͠ ͖ͯ ͨɻ����೥୅ͷΤωルΪʔ
ֵ命Ҏ߱ɺੴ୸Խֶ͸͍Θ͹ʮ࣌୅஗
Εͷٕज़ʯͱ͠ ͯɺଟ͘ ͷࠃͰ͸ੴ༉Խֶ
にྗΛೖΕ͖ͯۀ޻ ͨɻۙ ೥にͳΓɺ๺ே
઱Ͱ͸$�Խֶۀ޻Λࣗ ڌͷٕज़にґࠃ
ͯ͠ৼͤ͞ڵɺੴ୸Խֶۀ޻に৽ͨͳ෩
Λਧ͖ ΋͏ࠐ ͱ͠ ͍ͯるɻ
࣍にɺே઱ࣾձՊֶӃڀݚࡁܦॴࣨ
௕Ͱ͋る๿੒఩ࢯにΑる࿦จʮۙ࠷ɺே
઱ͷۚଐۀ޻ͷൃలに͓͍ͯ੒͠ ਱͛Β
Ε͍ͯる੒Ռʯ͸ɺ๺ே઱ͷۚଐۀ޻ɺ
特に੡మۀに͓͍ͯ͜ Ε·ͰߦΘΕ͖ͯ ͨ
ίʔΫεΛ使Θͳ͍੡మ๏ʢి࿍΋ؚΊɺ
Ε͜ΛʮओମమʯͱݺΜͰ͍るʣͷੜ҆࢈
ఆԽͱ大ྔੜ࢈ͷͨΊͷ౒ྗに͍ͭͯ঺
հ͠ ͍ͯるɻ๺ே઱Ͱ͸ɺίʔΫεͷݪྉ
ͱͳる೪݁୸ ͱ͕ΕͣɺίʔΫε͸ओにத
Βͷ༌ೖにཔ͔ͬͯࠃ ͖ͨ ɻ͠ ͕ͨͬͯ ɺ
ίʔΫεΛ使ΘͣにమΛੜ࢈する͜ ͱ͸๺
ே઱ͷ൵ئͰ Γ͋ɺۙ࠷にͳͬͯ ঃʑに

ίʔΫεΛ使ΘͣにమΛੜ࢈する͜ ͱ͕ Մ
ೳにͳͬ ͖ͯ ͨɻͨ ͩ͠ ɺੜ͕ࣔྔ࢈ Ε͞
͍ͯͳ͍ͷͰɺ࣮ ༻Խͷఔ౓Λ൑அする
ͱ͜͸Ͱ͖ ͳ͍ɻ͠ ͔͠ ɺҎલͱൺֱ͠ Ϋͯ
ϦΞす΂ ͱ͖͞ Εるٕज़͕૿Ճ͍ͯ͠る͜
ͱ͔ Βɺͦ ΕͳΓͷਐల͕ る͋΋ͷͱߟ Β͑
Εるɻ
ڀݚࡁܦにɺே઱ࣾձՊֶӃޙ࠷

ॴڀݚһͰ͋るཥળඣࢯにΑる࿦จʮ࠷
ۙɺே઱ͷՊֶٕज़෼໺に͓͍ͯ੒͠
਱ Β͛Ε͍ͯる੒Ռʯ͸ɺ๺ே઱に͓͍ͯ
ʢ�ʣ৘ใٕज़ɺφϊٕ ज़ɺੜ෺ٕज़Λ͸
͡Ίͱする֩৺ٕૅجज़ͱ৽ࡐྉٕज़ɺ
৽ΤωルΪʔٕज़ɺӉ஦ٕज़Λத৺ͱす
るੈքతͳڝ૪ྗΛٕ࣋ͭज़ͷ։ൃに
஫ྗ͠ ͍ͯる༷ࢠɺʢ�ʣݪྉɺ೩ྉɺઃ
උͷࠃ಺Ͱͷ֬อɺٕ ज़։ൃΛ௨͡ ࠃͨ
ͬߦతͳਪਐに͍ͭͯ঺հΛۃԽͷੵ࢈
͍ͯるɻ
๺ே઱͕ਪਐ͍ͯ͠るڀݚૅجͷ֦

大ͱՊֶٕज़ͷݱۀ࢈৔΁ͷੵۃతԠ
༻͸ɺۀ࢈װجͰ る͋ॏԽֶ͚ͩۀ࢈Ͱ
ͳ͘ ɺܰ に΋֦ۀ΍೶ۀ޻ ͕ͬͯ Γ͓ɺࠃ
಺ͷ ·͟͞ ·ͳۀ࢈෼໺に͓͍ͯޮՌΛ
্͛ͭͭ͜ ͱ͕ ఠࢦ Ε͍ͯ͞るɻ
๺ே઱͸੍౓্ɺશࠃຽ͕��೥ʢֶ

�೥ɺߍதֶڃ�೥ɺॳߍલ�೥ɺখֶߍ
ҭΛड͚る͜ڭ�೥ʣͷٛ຿ߍதֶڃߴ ͱ
ͱͳͬ ͯ Γ͓ɺࣝ ͱଝ৭ࠃ཰͸೔ຊ΍ؖࣈ
ͳ͘ ɺதࠃΑΓߴ΋ ͍ɻ·ͨ ɺब৬ޙにߴ΋
౳ڭҭɺٕ ज़ڭҭΛड͚るػձ͕อূ͞
Εͯ Γ͓ɺݱ৔ͷ࿑ಇऀɺٕ ज़ऀに৽ͨ
ͳٕज़Λීͤ͞ٴるͨΊͷ੍౓͕੔ͬͯ

͍るɻ๺ே઱ࠃ಺Ͱɺ৽ͨͳٕज़͕։ൃ
͞Εɺ͋ る͍͸֎͔ࠃΒٕज़͕ಋೖ͞Ε
Ε͹ɺ͜ ΕΛੜݱ࢈৔にԠ༻͠ ͍ͯ͘ ͱ͜
͸ͦΕ Ͳ́೉͠ ͍͜ ͱͰ͸ͳ͍ɻ
ಓに৐Γɺ௿ίεトͰي͕࢈ɺੜޙࠓ

҆ఆతͳੜ͑ߦ͕࢈るΑ͏ にͳΕ͹ɺࠃ
Γ࢈ज़にΑٕ࢈ Λۙ୅Խする৽ͨͳஈۀ
֊に͞ ͔͔͠るՄೳੑに͍ͭͯݕ౼Λߦ
る͑Α͏ にͳるͩΖ͏ ɻಉ࣌にɺ๺ே઱ͷ
ඇ֩ԽͷਐలにΑΓɺถே関͕܎վળ͞
Εɺࣾࡍࠃձͷ๺ே઱にରする҆શอ
ো্ͷ༕ྀ͕ղܾ Ε͞るͱすΕ͹ɺࡍࠃ
࿈߹҆શอোཧࣄձܾٞにͮ͘ج ࡍࠃ
త੍ࡋ΍೔ถؖͳͲͷಠ੍ࣗࡋͷղআに
ΑΓɺ๺ே઱ͷΤωルΪʔڥ؀΍ࡐݪྉɺ
ٕज़ͷ༌ग़ೖͳͲɺߦݱͷࡁܦ੓͕ࡦ
ॴ༩ͷલఏͱ͠ ͍ͯる৚݅Λ大͖͘ 変 る͑
ঢ়͕گੜ·ΕるՄೳੑ͕͍ߴɻͦ ͷ৔߹
にɺࡏݱ։ൃ Ε͍ͯ͞るٕज़ Ͳ͕Ε͘ Β͍
ੜ͖ る͜࢒ ͱ͕ Ͱ͖ るͷ͔に͍ͭͯɺΑΓৄ
ͳ෼ੳͱ൑அ͕ඞཁͱ͞ࡉ ΕるͰ͋Ζ͏ ɻ
ͦͷҙຯͰ͸ɺཥળඣ࿦จ͕঺հ͠ ͍ͯ
るੈքతͳڝ૪ྗΛٕ࣋ͭज़ͷ։ൃ͸ɺ
ඇ֩Խޙに΋௨༻するٕज़։ൃͷਪਐͱ
΋ଊ͑る͜ ͱ͕Ͱ͖ ɺ๺ே઱ͷՊֶٕज़
։ൃ͕ɺ͔ ͳΓ௕͍εύンͰݕ౼ Ε͍ͯ͞
る͜ ͱΛ֞ؒݟる͜ ͱ͕ Ͱ͖ るͱ΋͍ る͑ɻ
に͸ɺࡍする౼ݕΛࡁܦɺ๺ே઱ޙࠓ

ͦͷૅجͱͳるՊֶٕज़にର͠ ΋ͯΑΓ஫
ҙΛ෷͍ɺৄ ͯͬߦΛ౼ݕͳࡉ ͍͘ ඞཁ
͕ る͋ͱݴ る͑ͩ Ζ͏ ɻ

ಛू�ʮே઱ຽओओٛਓຽڞ࿨ࠃͷൃࡁܦలʹ
ʹ༩͢ΔՊֶٕज़ʯد ͋ͨͬͯ

ERINAௐࠪ研究部ओ೚研究員
村ޫ弘ࡾ
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In this special feature for this edition, we introduce three papers 
by researchers from the Academy of Social Sciences of the 
D emocratic People' s Republic of K orea (hereinafter referred to as 
the “ D PRK ” ).

F irst, the paper entitled “ On the Active Promotion of the 
Increasing of the Self- Reliance of the Chemical Industry in the 
D PRK ”  by K im Chol— D irector, Institute of Economics, 
Academy of Social Sciences, D PRK — undertakes an introduction 
of the current situation for the increasing of self- reliance [ J uche]  
(the putting in place of systems enabling production using 
domestic raw materials, fuel, and technology) within the chemical 
industry in the D PRK . As it doesn’t produce crude oil, the D PRK  
has traditionally utiliz ed coal (anthracite and lignite) as the raw 
material for the chemical industry. Since the energy revolution of 
the 197 0 s, coal chemistry, as so to speak “ outdated technology” , 
has been stepped up in the petrochemical industry in many 
countries. In recent years in the D PRK , they have promoted the C1 
chemistry industry, relying on the country’s own technology, and 
have been striving to put fresh wind into the sails of the 
petrochemical industry.

Next, the paper entitled “ The Results which H ave Recently 
B een Achieved in the D evelopment of the Metal Industry in the 
D PRK ”  by Pak Song Chol— D epartment D irector, Institute of 
Economics, Academy of Social Sciences, D PRK — introduces the 
efforts for the stabiliz ing of production and large- scale production 
in a steelmaking method (they call this “ J uche [ self- reliant]  steel” , 
including electric furnaces) which doesn’t use coke and which has 
occurred in the metal industry of the D PRK  to date, and in the 
steel industry in particular. In the D PRK , they can’t get coking 
coal as the raw material for coke, and for coke they have depended 
primarily on imports from China. Conseq uently, producing steel 
without utiliz ing coke is the ardent desire of the D PRK , and 
recently it has gradually become possible to produce steel without 
utiliz ing coke. H owever, because the volume of production has not 
been disclosed, it is not possible to gauge the degree of its actual 
utili z ation. Then again, from the increase, compared with 
previously, in technology viewed as needed to overcome this, it 
can be seen that there has been a certain amount of progress.

L astly, the paper entitled “ The Results which H ave Recently 
B een Achieved in the Area of Science and Technology in the 
D PRK ”  by Ri Son H ui— Researcher, Institute of Economics, 
Academy of Social Sciences, D PRK — undertakes an introduction 
of:  (1) the state of the pouring of energy into the development of 
technology having global competitiveness centered on core basic 
technology, with information technology, nanotechnology, and 
biotechnology foremost, and new materials technology, new 
energy technology, and space technology, and (2) the proactive 

promotion of the move to domestic production by means of the 
domestic acq uisition of raw materials, fuel, and eq uipment and 
facilities and by the development of technology within the D PRK .

As regards the expansion of basic research and the proactive 
application of science and technology to industrial sites which the 
D PRK  is promoting, not only heavy and chemical industries, 
which are core industries, but also light industry and agriculture 
are expanding, and the raising of effectiveness in various 
industrial sectors domestically has been highlighted.

In the D PRK , in systemic terms, the whole population receives 
12 years of compulsory education (1 year of kindergarten, 5 years 
of primary school, 3 years of junior middle school, and 3 years of 
senior middle school), and the literacy rate stands comparison with 
those of J apan and the ROK  and is higher than that of China. In 
addition, even after starting work, opportunities for receiving 
higher education and technical education are guaranteed, and a 
system for disseminating new technology to workers and 
technicians in the field is in place. Within the D PRK , if new 
technology is developed or introduced from abroad, it will not be 
that difficult to apply it in the places of production�

In the future, if production gets off the ground and stable 
production at low cost can take place, then investigation into the 
possibilities to approach a new level for moderniz ing industry via 
home- grown technology can be carried out. At the same time, if, 
via progress in the denucleariz ation of the D PRK , US– D PRK  
relations improve and the causes of concern in terms of security of 
international society vis- à - vis the D PRK  are resolved, through the 
lifting of international sanctions based on United Nations Security 
Council resolutions and the autonomous sanctions of J apan, the 
United States, the ROK  and others, there is a high likelihood of a 
situation arising which will greatly change the conditions 
premised on existing economic policy, such as the D PRK ’s energy 
environment, raw materials, and imports and exports of 
technology. In that event, as to how long the technology currently 
being developed can survive, more detailed analysis and 
evaluation will be necessary. In that sense, the development of 
technology having global competitiveness, which Ri Son H ui’s 
paper introduces, will be able to tackle the development of 
suitable technology even after denucleariz ation, and it can be said 
that it is possible to get a glimpse of the examination over a 
lengthy timespan of the development of science and technology in 
the D PRK .

When examining the D PRK  economy in the future, it can be 
argued that it is necessary to pay closer attention to its underlying 
science and technology, and to continue carrying out detailed 
investigation.

[ Translated by ERINA]

On the Special Feature 2: The Science and Technology 
Contributing to the Economic Development of the 
Democratic People’s Republic of Korea

MIMURA Mitsuhiro
Senior Research Fellow, Research Division, ERINA

ERINA REPORT PLUS No.145 2018 DECEMBER



18 ERINA�REP0RT�PLUS

ಛू2�� 朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国の経済発展にد༩する科学ٕज़　�朝鮮における化学޻業主ମ化のੵۃత推進について

Μ͜にͪ朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国（Ҏ
Լɺ朝鮮とする）の人ຽ͸ɺ社会主ٛ経済
ઃにおいて૯力をू中͞ݐ ͤる͜ とにରす
るౘの新ͨͳઓུత࿏ઢを高͘ てɺ͛ܝ
経済ݐઃ大進܉を力͘ڧ Γ広͛ているɻ܁
経済ڧ国ݐઃɺ経済ݐઃ大進܉におい
てɺ化学޻業の主ମ化に大きͳ力͕஫͕
Εているɻ
͸ࢤಋऀɺ金ਖ਼Ըಉࢦ高࠷Ѫするܟ
࣍のよ͏ にड़΂ͨɻ
「化学޻業͸޻業のૅجͰ Γ͋ɺ経済
のཱࣗ性をڧ化ͤ͞ɺ人ຽੜ׆を্͞޲
ͤる͜ とにおいてॏཁͳ໾ׂをՌ しͨ·
す」ɻ
朝鮮人ຽの力ڧいಆ૪によͬ てɺۙ 年
朝鮮Ͱ͸ɺ化学޻業の主ମ化のͨΊのಆ
૪Ͱଟ͘ の成Ռ͕成し਱ ら͛Εͨɻ国の化
学޻業を発展ͤ͞て͜ ͦɺ人ຽ経済の͞ ·
͟·ͳ部門Ͱཁ͞ٻΕるݪྉɺ資材の໰
୊を成Ռతにղ しܾてい͘ と͕͜ Ͱきてɺ国
の経済తજࡏ力を ·͋すと͜ Ζͳ͘ 発༲͞
ͤる͜ と͕ Ͱきるɻ
朝鮮࿑ಇౘと国家͸石୸ガス化を࣮ݱ

してɺ朝鮮の๛෋ͳݪྉݯઘにపఈతに
ґڌしɺ化学޻業を発展ͤ͞る͜ とをҰา
Γͨと΋ৡาͰきͳいݪଇɺมΘる͜ とのͳ
いੜ໋ઢとして推進してきͨ ɻ͜ し͏てɺ朝
鮮Ͱ͸ۙ࠷ɺ南ڵ੨年化学連合企業所
ͰແԎ୸ガス化による主ମංྉੜ࢈ମܥ
をཱ֬するތらしい成Ռを成し਱͛ͨɻ
南ڵ੨年化学連合企業所ͰແԎ୸ガ

ス化によるංྉੜ࢈ମཱ͕֬ܥ Εͨ͜͞
とによͬ てɺංྉ޻業の主ମ化ً͕かし͘
ݱ࣮ Ε͞ɺංྉੜ࢈を画ظతに৳͹しɺ人
ຽͨͪの৯の໰୊すͳΘͪ৯ྉ໰୊をԁ
ຬにղܾする͜ とにੵۃతにݙߩͰきるよ
に͏ͳͬ ͨɻແԎ୸ガス化によるංྉੜ࢈
ମཱ͕֬ܥ Ε͞るલ·Ͱɺ͜の企業所Ͱ͸
ංྉੜ࢈にඞཁͰ͋る஠素とਫ素をɺݪ
༉を加޻する࣌の෭࢈෺Ͱ͋るナフαに
୸ࢎΧϦ΢ムをࠞͥて೤෼ղするํ法Ͱ
நग़していͨɻ

࢈の際にੜ޻༉加ݪ Ε͞るナフαのྔ
͸ɺݪ༉ྔのΘͣか7ʙ9̀ しかͳいとݴΘ
Εているɻͦ ΕΏ͑ɺ͜ の企業所のす΂て
のੜܥ࢈統をՔಇͤ͞よ͏ とするとɺຖ年
ඦ਺ेສトンのݪ༉͕ඞཁͰ͋ͬͨɻ൓
動͕ࡦࡋ࿨国ఢର੎力ͨͪの経済੍ڞ
日૿しにڧ化͞Εてい͘ ৚݅Ͱɺ͜ Εͩけ
のྔのݪ༉をຖ年輸ೖするとい͏ と͜͸事
্࣮ඇৗに೉しいɻ݁ ɺナフαͩけに͜ہ
ͩΘΕ͹ɺいつにͳͬ て΋ංྉੜ࢈をਖ਼ৗ
化ͤ͞る͜ と͕ Ͱきͳい͜ ととͳͬ ていͨɻし
かしɺແԎ୸ガス化͕࣮ݱ Ε͞る͜ とによͬ
てɺංྉੜ࢈にඞཁͰ͋るਫ素と஠素を
朝鮮に๛෋ͳແԎ୸にґڌしてɺ安શに
நग़する͜ と͕ Ͱきるよ͏ にͳͬ ͨɻ
ແԎ୸ガス化によるංྉੜ࢈ମܥを֬

ཱするͨ Ίの事業͸ɺڵ南ංྉ連合企業
所を͸͡ Ίとする大ن໛ංྉੜج࢈地に
おいて力͘ڧ Γ広܁ ら͛Εているɻࡏݱɺڵ
南ංྉ連合企業所Ͱ͸ɺແԎ୸ガス化に
よるංྉੜ࢈能力֦ு޻事্͕͛࢓の
ஈ֊Ͱ推進͞Εているɻ͜ の޻事͕׬成
するとɺ朝鮮Ͱの主ମංྉੜ࢈の౔台͸
よΓҰ૚ڧ化 Ε͞る͜ ととͳるɻ
石୸ガス化によるංྉੜ࢈ମܥを֬

ཱするとಉ࣌にɺ朝鮮の๛෋ͳݪྉにґ
業を成ޭཫにଟํ໘に発޻してɺ化学ڌ
展ͤ͞るͨ Ίの事業΋力͘ڧ 推進 Ε͞てい
るɻ
ׇރ第に͕࣍ݯ༉資ݪքతにੈࡏݱ

している事৘によΓɺ石୸と天然ガスをݪ
ྉとするC1�化学޻業を૑ઃしてɺ発展͞
ͤるํ޲に޲か てͬいるɻC1化学޻業Ͱ
͸ɺ石୸΍天然ガスにਫとۭؾをఴ加し
てɺ༗機合成のج本ݪྉとͳる合成ガス
（Ұࢎ化୸素とਫ素）をநग़しɺͦ Εを௚
઀·ͨ ͸ؒ઀にॲ理してɺϝタンɺϝタノー
ルɺエチϨンɺエタノールɺϝチϨングϦコー
ルɺプϩϐϨンɺブタジエンɺベンκールɺガι
ϦンɺਣࢎͳͲのૅج༗機合成੡品を࡞Γ
ग़す と͜にͳるɻ
ͩ·͕ݯ༉資ݪ ։発 Εͣ͞ɺ石୸資ݯ

͕๛෋Ͱ͋る朝鮮の৚݅ͰC1化学޻業
を૑ઃして発展ͤ͞る͜ と͸ɺ化学޻業の
ཱࣗ性と主ମ性をよΓҰ૚ڧ化ͤ͞るͨ Ί
のࠩしഭͬͨ ཁٻとして͛ܝらΕているɻ
朝鮮Ͱ͸ɺ国の۩ମత৚݅とੈքతͳ化
学޻業発展の਼੎ɺ化学޻業のཱࣗ性と
主ମ性をよΓҰ૚ڧ化する͜ とにରするཁ
業を発展ͤ͞る͜޻からग़発しɺC1化学ٻ
とに大き͘ 力をೖΕてきͨ ɻ͜ のͨΊɺ科学
院ᄎڵ෼院Ͱ͸ϝタノールͰ͞ ·͟ ·ͳ化
学੡品をੜ࢈するͨ Ίの研究ج地と研究
力ྔɺ中ؒ޻ݧࢼ৔をཱ೿に֬อしɺ科
学研究事業を力͘ڧ ߦ てͬきͨ ɻ
業を૑ઃする޻朝鮮Ͱ͸ɺC1化学ࡏݱ

ͨΊのॳஈ֊としてɺॱ 川地۠Ͱ਺ेສト
ン能力のϝタノールੜ޻࢈ఔݐઃ͕力ڧ
推͘進͞ΕておΓɺͦ の࣮ݱͰཱͪ͸ͩか
る͞ ·͟ ·ͳ科学ٕज़త໰୊をࣗ らの力Ͱ
ղ しܾているɻC1化学޻業を૑ઃする͜ と
においてɺ֩ 心とͳるϝタノール合成と௿ڃ
ΦϨフΟン合成޻ఔにରする研究͕推進
͞Εてɺ加ѹガスਗ਼ড়ମܥを新ͨにཱ֬
しɺϝタノール合成൓Ԡثを౳Թࣜ൓Ԡث
にվ଄するͨΊの科学ٕज़తอূ͕༻
ҙ Εͨ͞ɻ
C1化学޻業の૑ઃにおいてॏཁͳの

͸ɺ৮ഔ໰୊を成Ռతにղܾする͜ とͰ͋
るɻC1化学޻業Ͱ͸ɺର৅とͳるݪྉと合
成൓Ԡ͕ඇৗにଟ༷かつෳࡶͰ Γ͋ɺ͜
͜Ͱ࢖ΘΕる൓Ԡ৮ഔのछ ΋ྨ·ͨ ɺඇৗ
にଟいɻ石୸と天然ガスから合成ガスをಘ
てɺ͜ ΕよΓC1Ҏ্の༗機化学੡品を合
成しよ͏ とするとɺ高性能の৮ഔ͕ඞཁと
ͳるɻզʑ͸C1化学޻業を૑ઃしɺ発展͞
ͤる͜ とにおいてඞཁͳ͞ ·͟ ·ͳ৮ഔ΋ɺ
զʑのݪྉとٕ ज़Ͱ࡞Γग़す と͜に成 しޭ
てɺ৮ഔ調整能力をஈ֊ผに高Ίる͜ と
͕Ͱきる֬ͨݻる展๬͕։けているɻ͜Ε
とと΋にɺེ ྉとするݪナトϦ΢ムをग़発ࢎ
୸ࢎιーダੜ޻࢈ఔをվ善ɺ׬備ͤ͞る
ͨΊのಆ૪΋力͘ڧ Γ広܁ ら͛Εているɻ
朝鮮の͞ ·͟ ·ͳ地域Ͱࡏݱ·Ͱ୳査͞

ே઱ʹ͓ Δ͚Խֶۀ޻ओମԽͷੵۃతਪਐʹ͍ͭͯ
ே઱社会Պ学院経済研究所長
ۚ఩
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ΕེͨࢎナトϦ΢ム資ݯのຒଂྔ͸ɺ࣮ に
਺ԯトンに達しているɻ国の๛෋ͳེࢎナ
トϦ΢ム資ݯ͸化学޻業においてɺ朝鮮ࣜ
Ͱ୸ࢎιーダをੜ࢈するͨΊのग़発ݪྉ
とͳͬ ているɻ
ιーダ͸ɺԘ΍天然ࢎքతに୸ੈࡏݱ

ιーダを΋ͬ てੜ࢈する͜ と͕Ұつの਼੎
とͳ てͬいるɻしかしɺ朝鮮Ͱ͸ɺ୸ࢎιー
ダと՗性ιーダをੜ࢈するのにඞཁͰ る͋
ナトϦ΢ムݯઘをེࢎナトϦ΢ムを΋ͬ てղ
ܾするํ޲Ͱɺͦ の޻業化を࣮ݱするͨ
Ίのಆ૪͕力͘ڧ Γ広͛らΕているɻེ܁
ナトϦ΢ムとེࢎナトϦ΢ム͸ེࢎ Χルシ΢ࢎ
ムのෳԘとͳͬ ているナトϦ΢ムとΧルシ΢ム

͸ࢤಋऀɺ金ਖ਼Ըಉࢦ高࠷Ѫするܟ
朝鮮࿑ಇౘ中ԝҕ員会第7ظ第3回શ員
会議Ͱશౘɺશ国͕社会主ٛ経済ݐઃ
に૯力をू中ͤ͞る͜ とにରするઓུత
࿏ઢをఏ示してɺͦ の؏పのͨΊの՝୊と
ํ法を明らかにしͨɻ
զʑ͸ɺ社会主ٛ経済ݐઃの力ڧい

推進力Ͱ る͋ࣗ 力ߋੜਫ਼ਆと科学ٕज़を
ݎతにٱ߃ し࣋ɺ化学޻業を͸͡ Ίとする
経済のཱࣗ性と主ମ性をよΓҰ૚ڧ化す
るͨΊの事業に૯力をू中する͜ とによͬ
てɺ͜ の地にੈの中の人ʑ͕તΉ経済ڧ
国をඞͣ΍ݐઃするͰ Ζ͋͏ ɻ

ʦ朝鮮ߘݪޠをERINAにて຋༁ʧ

のེࢎԘ߭෺Ͱ Γ͋ɺͦ Εを͞ ·͟ ·ͳํ
法Ͱ化学ॲ理をするとɺ୸ࢎιーダ͕ಘら
Εる͜ とにͳるɻ
ナトϦ΢ムࢎΘΕているེߦ朝鮮Ͱࡏݱ

をग़発ݪྉとする୸ࢎιーダੜ޻࢈ఔͰ
͸ɺ୸ࢎιーダとེ安ංྉɺ石ߣをج本੡
品としてੜ࢈する͜ とにͳるɻ朝鮮の࣮৘
にଈする主ମతͳੜํ࢈法Ͱ るེ͋ࢎナ
トϦ΢ムをग़発ݪྉとする୸ࢎιーダੜ࢈
ํ法͕よΓҰ૚վ善׬備͞Εるとɺガラス
ੜݪ࢈ྉと೶業༻ංྉɺセϝントੜ࢈にඞ
ཁͰ͋る化学੡品をܭ画通Γにしͬ かΓと
ੜ࢈する͜ と͕ Ͱきɺ化学޻業のཱࣗ性と
主ମ性͸よΓҰ૚ڧ化 Ε͞るɻ
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ಛू2�� 朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国の経済発展にد༩する科学ٕज़　ۙ࠷�ɺ朝鮮の金ଐ޻業の発展において成し਱ ら͛Εている成Ռ

ઃに૯力をूݐɺ社会主ٛ経済ۙ࠷
中している朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国（Ҏ
Լɺ朝鮮とする）Ͱ͸ɺ金ଐ޻業の発展に
おいて大きͳ成Ռを成し਱͛ているɻ
͸ࢤಋऀɺ金ਖ਼Ըಉࢦ高࠷Ѫするܟ
࣍のよ͏ にड़΂ͨɻ
「金ଐ޻業部門Ͱ͸ɺ主ମతͳ੡మ・
੡ٕ߯ज़をよΓҰ૚׬成しɺమのੜ࢈能
力を֦ுしɺ金ଐ材ྉの࣭をܾఆతに高
Ίɺ人ຽ経済のమ߯材धཁをॆ଍ͤ͞ͳ
けΕ͹ͳΓ·ͤ Μ」ɻ
朝鮮Ͱ͸ɺ·ͣ 金ଐ޻業の主ମ化をよΓ
Ұ૚高いਫ४Ͱੵۃతに࣮ݱしているɻ
朝鮮においてɺ金ଐ޻業͸ཱࣗ経済の発
展をࢧ る͑ؤৎͳபͰ Γ͋ɺ経済ݐઃと人
ຽੜ্޲׆をݻڧにอূするૅجとͳͬ
ているɻమ߯材͕ଟけΕ͹ଟい Ͳ́զʑ
の力とٕज़Ͱݱ୅తͳ機ցઃ備をͲΜͲ
Μ࡞Γग़す と͕͜ Ͱきɺ人ຽ経済の先ߦ部
門Ͱ る͋ి力޻業と石୸޻業ɺమಓ運輸
部門΋発展ͤ͞る͜ と͕ Ͱきɺ人ຽੜ޲׆
্のͨΊのج本ݐઃ΋推進しɺܰ 業੡޻
品とྨࠄੜ ΋৳͹す࢈ と͕͜ Ͱきるɻݴ�い
業を発展ͤ͞て͜޻Ε͹国の金ଐ͑׵ ͦ
経済のཱࣗ性と主ମ性をڧ化ͤ͞る͜ と
͕Ͱきɺࣗ ཱ経済のڊ大ͳੜ࢈જࡏ力を
·͋すと͜ Ζͳ͘ 発༲ͤ͞る͜ と͕ Ͱきるɻ
経済のཱࣗ性と主ମ性をڧ化ͤ͞ɺࣗ
ཱ経済のڊ大ͳੜ࢈જࡏ力を ·͋すと͜
Ζͳ͘ 発༲ͤ͞る͏ ͑Ͱの金ଐ޻業͕઎Ί
るҐஔと໾ׂからɺΘ͕ౘと国家͸主ମ
化を金ଐ޻業発展のج本ํ޲とఆΊɺͦ
の࣮ݱに大きͳ力をೖΕてきͨ ɻ金ଐ޻
業における主ମ化の࣮ݱと͸ҰݴͰい͑
͹ɺమ߯材ੜ࢈においてඇコークス化を
する͜ݱ࣮ とをҙຯするɻコークス͕国࢈
化ͰきͳいΘ͕国の৚݅ͰɺコークスͰమ
をੜ࢈するとい͏ と͜͸ɺ金ଐ޻業の໋ߝ
を֎国に任ͤる͜ ととมΘらͳいɻ͜ のͨΊ
Θ͕国Ͱ͸ɺඇコークス੡మ・੡߯法の׬

成をɺҰา΋ৡΕͳいݪଇతཱ৔としてܝ
͛ɺͦ の࣮ݱのͨΊのಆ૪をҎલから͜ つ
つ͜と進Ίてきͨ ɻ͜ し͏てɺۙ࠷Ͱ͸ɺ主
ମమੜ࢈ମܥの׬成をશੈքにએ෍す
るح੻తউར͕ͳしと͛ らΕɺͦ の成Ռに
いてɺ主ମతͳ੡మ・੡ٕ߯ज़をよΓͮج
Ұ૚׬成ͤ͞ɺかつ֦大するͨ Ίの事業
を本֨తに推進しているɻ
の͜աఔͰɺզʑの金ଐ޻業のཱࣗ性

と主ମ性͸よΓҰ૚ڧ化 Ε͞ているɻ2017
年ͩけとͬ て΋ɺ۶ࢦの大໶金ج地Ͱ る͋
金ࡦ੡మ連合企業所Ͱ朝鮮ࣜのࢎ素೤
法༹߭࿍্ཱ͕ͪ Γ͕ɺ2018年1݄にͦ
のࢼ運స͕成ޭཫにߦΘΕͨɻ͜ し͏てɺ
国のమ߯ੜ࢈において大きͳシΣアを઎Ί
ている金ࡦ੡మ連合企業所においてɺΘ
͕国に Γ͋;ΕているແԎ୸Ͱયమੜ࢈
をਖ਼ৗ化する͜ と͕ Ͱきる֬ͨݻる展๬を
։͘ と͜にͳͬ ͨɻ͜ のͨびɺ金ࡦ੡మ連合
企業所Ͱ朝鮮ࣜのࢎ素೤法༹߭࿍をཱ
্ͪ͛るҰํɺݱ୅化΋ಉ࣌に推進しͨɻ
ମ࡞びૢٴ素೤法༹߭࿍の૯合؂視ࢎ
ܥఔૢॎମ޻ɺܥ؅理ମ࢈ɺੜܥ しͦて
にରする๲ܥ統ࣗ動化ମܥ素෼཭機ࢎ
大ͳૢॎプϩグラムと૯合デΟスプϨイプϩ
グラム࡞成ɺ࿍の運Ӧࢦඪとఆ਺ܾఆɺ
ྫྷౚྫྷ٫ശઃܭ੡࡞౳ɺ਺ଟ͘ の科学ٕ
ज़త໰୊をࣗ らの力Ͱղܾする͜ とによΓɺ
しͨ͜ݱ୅化を࣮ݱ素೤法༹߭࿍のࢎ と
͸ͦの୅දతͳ࣮ྫͰ る͋とݴ る͑ɻ
੡మ・੡߯ํ法のඇコークス化࣮ݱに

おいて成し਱͛らΕ ΋ͨ͏ Ұつの成Ռ͸ɺ
৔Ͱ޻年8݄中०に෋ೡ合金మࡢ らࣗの
力とٕज़にґڌしͨ׊୸ཹס法による൒
成コークスੜ޻࢈ఔཱ֬Ͱ る͋ɻ׊୸ס
ཹ法による൒成コークスੜ޻࢈ఔཱ͕֬
Ε͞る͜ とによΓɺΘ͕国にແਚଂにຒଂ
Ε͞ている׊୸Ͱ൒成コークスをੜ しɺ࢈
͜Εによͬ て࣭のྑい合金మをよΓଟ͘ ੜ
ڙるอূ͕ఏͨݻͰきる֬࢈ Ε͞る͜ とと

ͳͬͨɻ͜ の޻৔Ͱ͸ɺすͰにҎલから
੢部地۠のແԎ୸による合金మੜํ࢈
法をཱ֬する͜ とによͬ てɺ輸ೖコークスに
よる合金మੜ࢈にऴූࢭをଧͬͨ ɻしか
΋ɺ͜ の౓の׊୸ཹס法による൒成コーク
スੜ޻࢈ఔを新ͨにऔΓೖΕる͜ とによͬ
てɺ੢部地۠のແԎ୸Ͱ͸ͳ͘ ɺ北部地
۠の׊୸を合金మੜ࢈Ͱར༻する͜ とに
ͳͬ ͨɻࡏݱ の͜޻৔Ͱੜ࢈ Ε͞ている׊
୸による合金మの࣭͸ɺແԎ୸を࢖ てͬい
ͨ と࣌ൺ΂てよΓ高いとݴΘΕているɻͦ し
てɺ׊୸޻ཹסఔͰग़て͘ る෭࢈෺Ͱ る͋
タール͸ɺి するݱの主ମ化を࣮࢈ੜۃ
と͜にޮՌతにར༻͞ Εているɻ
͜のよ͏ にɺզʑのݪྉɺ資ݯによる主
ମమੜ࢈ମܥ よ͕ΓҰ૚పఈతにཱ֬͞
Εる͜ とにつΕてɺΘ͕国Ͱ͸長いࡀ に݄
Θͨるコークスによる੡మ・੡߯法にऴࢭ
ූをଧ てͬɺす΂てのిؾ࿍をフルՔಇ͞
ͤるͨΊにඞཁͳ੡߯ݪྉをࣗ らの資ݯ
にґڌしてɺよΓଟ͘ のੜ࢈をอোͰきるよ
に͏ͳͬ ͨɻ
すͰにஙかΕͨ主ମమੜ࢈の౔台 よ͕

Γ大きͳޮՌをग़しɺ金ଐ޻業のཱࣗ性と
主ମ性をよΓҰ૚ڧ化ͤ͞る͜ とにおいて
か޲ཱͪ ΂͏き΋͏ Ұつのॏཁͳ໰୊͸ɺ
する͜ݱ化を࣮࢈の国ۃి とͰ͋るɻա
をɺۃ࿍にඞཁͳిؾɺΘ͕国Ͱ͸ిڈ
߯ยを輸ग़しͨ୅金Ͱ輸ೖするํ法Ͱղ
しܾてきͨ ɻ
しかしظ࣌ݱɺి すݱ化を࣮࢈の国ۃ
る͜ と͸ɺ主ମమੜ࢈ମܥのཱ֬にଈし
てɺ金ଐ޻業のཱࣗ性と主ମ性をよΓҰ૚
化ͤ͞る͜ڧ とにおいてඇৗにॏཁͳ՝
୊としてఏى Ε͞ているɻ朝鮮の金ଐ޻業
部門Ͱ͸ɺҎલからࣗ らの科学ٕज़తજ
してɺిڌ力にґࡏ すݱ化を࣮࢈の国ۃ
るͨ Ίのಆ૪を力͘ڧ Γ広͛てきておΓɺ܁
ͦのաఔͰిۃにରするधཁをࣗ らอো
Ͱきる֬ݻ るͨ展๬を։いͨɻ

͍͓ͯʹͷൃలۀ޻ɺே઱ͷۚଐۙ࠷
੒͠਱͛ΒΕ͍ͯΔ੒Ռ

ே઱社会Պ学院経済研究所室長
๿੒఩
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朝鮮͸黒Ԗ資͕ݯ๛෋ͳ国Ͱ Γ͋ɺͦ
の࣭΋ൺֱత高い΋のとして஌らΕてい
るɻ໰୊͸զʑの黒Ԗ資ݯͰ࣭のྑいి
すると͜࢈をੜۃ Ζに る͋ɻి の࣭͸黒ۃ
Ԗの品Ґとと΋に性能のྑいిۃプϨスを
備͑ͨ成޻ܗఔによΓܾ ఆ Ε͞るとݴΘΕ
ているɻ
朝鮮Ͱ͸ɺ国のແਚଂにຒଂࡏݱ Ε͞

ている黒Ԗ資ݯにґڌしてɺ高७౓黒Ԗ
をੜ࢈する͜ と͕Ͱきる先୺ٕज़の։発
を֬ݻとして推進しているɻͦ してɺ羅南
୸߭機ց連合企業所にۙ୅తͳిۃプ
Ϩスを੡࡞する͜ と͕Ͱきるੜ࢈౔台΋ங
かΕておΓɺڵ南ి޻ۃ৔のॏཁੜ޻࢈
ఔ͕高いਫ४Ͱۙ୅化͞Εͨ と͜によͬ
てɺి する͜ݱ化を࣮࢈の国ۃ と͕ Ͱきる
ݻ֬ るͨอূ͕ఏڙ Ε͞るよ͏ にͳͬ ͨɻ
するͨΊのಆ૪ݱ化を࣮࢈の国ۃి

の中Ͱɺۙ 年Θ͕国Ͱ͸໶金࿍にͳ͘ て͸
ͳらͳいࣗমࣜిۃをࣗ らの力とٕ ज़ɺݪ
ྉͰղܾするތらしい成Ռ͕成し਱͛ら
Εͨɻ
ࣗমࣜిۃ͸໶金޻ఔ͕連ଓతにߦ
ΘΕる合金మ࿍ɺアルミニ΢ムిղ࿍ͳͲ
に࢖ΘΕるిۃとしてɺコークスɺ黒ԖͳͲと
ϐッチを120ʙ150 に̂してࠞ࿅するํ法Ͱ
ੜ࢈する͜ と͕Ұつのੈքత਼੎にͳͬ
ているɻしかしɺ͜のよ͏ ͳੜํ࢈法͸ͦの
ガス͕ͨ͘֐Ͱɺ༗ࡶఔ͕ෳ޻ Μ͞ग़るͨ
Ίにਂࠁͳڥ؀໰୊をҾきى し͜ているɻ
朝鮮Ͱ͸ͦの国࢈化のͨΊのݪྉ資
ͳい͏͕ݯ ͑にɺ国際市৔ͰのՁ্͕֨
Γ͕ଓけているコークスͰ͸ͳ͘ ɺ๛෋ͳແ
Ԏ୸を༻いてɺ経済త࣮ར͕大き͘ ɺかつ
公֐を͜͞ى ͳい新ͨͳٕज़を։発しɺࣗ
মࣜిۃのੜ࢈にར༻しているɻզʑ͕
らࣗの力Ͱ։発しͨແԎ୸によるࣗ মੜ
ఔと͞޻にඞਢのڈのٕज़͸ɺա࢈ Εͨ
Ұ部෼をؙ と͝ͳ͘ してɺੜ޻࢈ఔを୯७
化する͜ とによͬ てɺແԎ୸の೤ॲ理とࠞ
࿅にೖΕていͨి力と೩ྉを࢖Θͣにɺͦ
のੜ࢈性を8ʙ10ഒ΋高ΊらΕるとݴΘΕ

మੜ࢈を৳͹す と͕͜ Ͱきるํ法をऔΓೖ
Εɺ主ମమਫੜ࢈において新ه࿥を૑଄
しͨɻ
ԫւ੡మ連合企業所Ͱ͸ࢎ素೤法༹

߭࿍において2018年にೖΓɺ2017年のಉ
にൺ΂て1.5ഒҎ্の主ମమをੜظ࣌͡
する成Ռを成し਱͛ているɻ企業所Ͱ࢈
͸主ମమのੜݪ࢈ྉと೩ྉを࠷大ݶอ
োする͜ とを先ͤ͞ߦͳ ら͕ɺ޻ఔؒの連
をվܞ しྑɺ成Ռ͕Ҿきଓき֦ 大 Ε͞るよ͏
にしているɻ
৓௡੡߯連合企業所の5 1݄7日޻৔

の主ମమ৬৔と回స࿍৬৔においてɺै
དྷの࿍ૢ業ํ法から大୾にൈけग़してɺ
朝鮮ࣜの新しい࿍ૢ業ํ法を૑Ҋɺಋೖ
しɺઃ備Քಇ཰͕աڈにൺ΂よ͏ ΋ͳい
Ͳ́に৳びͨɻ主ମమ৬৔༹ղ第2࡞業
൝の࡞業൝員ͨͪ͸新しい࿍ૢ業ํ法を
औΓೖΕる͜ とに合Θͤてɺٕ ज़نఆの
ཁٻ通Γにઃ備؅理ɺٕ ज़؅理を੹任を
࣋ てͬ͜͏ߦ とによͬ てɺシフト͋ Γͨ30トン
༨Γのه࿥をଧ しഁɺ40トンͻいて͸50トン
·ͰҾき্͛る新ج४ɺ新ه࿥を૑଄し
ͨɻ
2018年4 2݄0日にߦΘΕͨ朝鮮࿑ಇౘ

中ԝҕ員会第7ظ第3回શ員会議Ͱ͸ɺ
社会主ٛ経済ݐઃに૯力をू中する͜ と
にରする新ͨͳઓུత࿏ઢ͕ఏ示͞Ε
ͨɻܟѪする࠷高ࢦಋऀɺ金ਖ਼Ըಉࢤ͸
શ員会議Ͱɺౘと国家のશൠ事業におい
てɺ経済事業を༏先視しɺ経済発展に国
の人తɺ෺తɺٕ ज़తજࡏ力を૯動員す
る͜ とにରする໰୊を͸͡ Ίとしɺ新ͨͳઓ
ུత࿏ઢをపఈతに؏పするͨ Ίの՝୊
とํ 法を明示しͨɻ
朝鮮の金ଐ޻業部門Ͱ͸ɺ朝鮮࿑ಇ

ౘ中ԝҕ員会第7ظ第3回શ員会議Ͱఏ
示 Εͨ͞՝୊を؏పするͨΊのಆ૪を力
ڧ͘ 業の主ମ化を਱に޻Γ広͛てɺ金ଐ܁
͸࣮ݱしɺ人ຽ経済のమ߯材धཁをよΓ
Ұ૚ԁຬにอোしてい͘ Ͱ Ζ͋͏ ɻ

ʦ朝鮮ߘݪޠをERINAにて຋༁ʧ

ているɻ
国の۩ମత৚݅と࣮ݱత৚݅にଈし

てɺ朝鮮ࣜͰ新ͨに։発しͨ͜ のٕज़͸
෋ೡ合金మ޻৔ɺਗ਼௡੡߯所ɺ金ࡦ੡
మ連合企業所ɺԫւ੡మ連合企業所を
͸͡ Ίとする਺ଟ͘ の୯Ґにಋೖ Ε͞ɺమ
߯材のੜ࢈ͰޮՌ͕දΕておΓɺ金ଐ޻
業のཱࣗ性と主ମ性をڧ化する͜ とに大き
しているɻݙߩ͘
朝鮮Ͱ͸࣍にɺ主ମతͳ੡మ・੡ٕ߯

ज़にͮجいてɺమのੜ࢈能力を֦ுし
てɺ金ଐ材ྉの࣭を高Ίɺ人ຽ経済のమ
߯材धཁをॆ଍ͤ͞るͨ Ίのಆ૪におい
てɺଟ͘ のੜ࢈成Ռをͳしと͛ ているɻ߱
ઋ（༁ऀ஫ɺઍཬഅ੡߯連合企業所）の
࿑ಇ֊ڃ͸2018年新年のॳઓಆに進ೖ
しɺೋ日ؒ連ଓͰҰ日の߯మੜܭ࢈画を
্回 てͬ਱ߦするֵ新を૑଄しͨɻ͜ Ε͸
2017年のಉ͡ にൺ΂て1.2ഒɺલ݄ظ࣌
のҰ日のੜྔ࢈にൺ΂て2ഒఔ౓に達す
る࣮੷Ͱ る͋ɻ
金ࡦ੡మ連合企業所Ͱ͸ࢎ素೤法༹

߭࿍ૢ業ҎདྷҰ日の主ମమੜྔ࢈を連
ଓͰಥ しഁているɻ2018年3 1݄日から高
いੜ࣮࢈੷をه࿥しͨ൴ら͸3 1݄2日に͸
およͦ 2ഒにɺ13日に͸ͦのه࿥を࠶びಥ
しഁɺ2.5ഒにҾき্ ͛るֵ新をى しͨ͜ɻ
·ͨ ɺಉ企業所Ͱ͸ࢎ素೤法༹߭࿍から
੡࿉しͨ主ମమਫͰॳのѹ延߯材ݧࢼ
ੜ͕࢈成ޭཫにߦΘΕͨɻ
主ମమਫによるѹ延߯材͕ੜ࢈ Ε͞る
と͜によͬ てɺ৳びているమ߯材धཁをԁ
ຬにอোしɺ金ଐ޻業の主ମ化をよΓҰ
૚高いਫ४Ͱ࣮ͤ͞ݱる͜ と͕Ͱきる෺
࣭ٕज़తอূ͕ఏڙ Ε͞る͜ ととͳͬ ͨɻ
͸࿍のͪͨ޻素೤法༹߭࿍の༹ղࢎ

運ӦをよΓҰ૚科学ٕज़తにߦいɺ࿍の
༹ղ࣌ؒを୹ॖͤ͞ɺ֫ ಘ͋ Γͨのమਫ
ੜྔ࢈を৳͹す と͕͜Ͱきる合理తͳ࡞
業ํ法をଟ͘ ୳究ɺಋೖしͨɻ༹ղͨ޻
とͪ連合企業所ٕज़ू団͸ैདྷにൺ΂
てɺແԎ୸ফඅྔをԼ͛ͳ͕ら΋ɺ主ମ
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ಛू2�� 朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国の経済発展にد༩する科学ٕज़　ۙ࠷�ɺ朝鮮の科学ٕज़෼໺において成し਱ ら͛Εている成Ռ

　朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国（ҎԼɺ朝
鮮とする）Ͱ͸朝鮮࿑ಇౘ第7回大会Ҏ
ઃݐ国ڧ国を社会主ٛڧɺ科学ٕज़ޙ
において·ͣ ౸達しͳけΕ͹ͳらͳいॏཁ
ͳઓུత໨ඪとして͛ܝてɺ科学ٕज़発
展にಛผͳ力をೖΕているɻ
͸ࢤಋऀɺ金ਖ਼Ըಉࢦ高࠷Ѫするܟ　
࣍のよ͏ にड़΂ͨɻ
　「զʑ͸科学ٕज़ڧ国ݐઃにഥंを加
͑ɺ୹ؒظ಺に国の科学ٕज़発展Ͱ新ͨ
ͳඈ༂を成し਱͛ɺ科学Ͱӫ る͑࣌୅を੾
Γ୓きɺ社会主ٛݐઃにおいてֵ໋తస
を΋ͨ׵ ら͞ ͳけΕ͹ͳΓ·ͤ Μ」ɻ
　科学ٕज़を経済ڧ国ݐઃの機関ंと
して先にཱてɺ科学Ͱ人ຽのָԂをݐઃ
しɺ科学Ͱੈքに先Μ͡ てい͜ と͏する͜ と
͸ɺ朝鮮࿑ಇౘの༳る͗ ͳいҙࢤͰ Γ͋ɺ
ܾ心Ͱ る͋ɻ
͕ࢤಋऀɺ金ਖ਼Ըಉࢦ高࠷Ѫするܟ　
2016年のݩ୴に21ੈلのશຽ学शの大
఼ಊͰ͋る科学ٕज़఼ಊのॡࣜ޻にग़
੮しͨ͜ と͸ɺ科学ٕज़Ͱ෋ڧൟӫの׆
࿏を੾Γ୓きɺੈ քに先Μ͡ てい͜ と͏する
朝鮮࿑ಇౘの֬ͨݻるҙࢤを಺֎にએ
෍しͨɺಛهす΂きྺ 史తܖ機とͳͬ ͨɻ
　2016年5݄にߦΘΕͨ朝鮮࿑ಇౘ第7
回大会Ͱ͸ɺ科学ٕज़ڧ国ݐઃにഥंを
加͑ɺ୹ؒظ಺に国の科学ٕज़発展Ͱ新
ͨͳඈ༂を成し਱͛ɺ科学Ͱӫ る͑࣌୅
を੾Γ୓きɺ社会主ٛݐઃにおいてֵ໋
తస׵を΋ͨ らすͨΊの՝୊とํ法͕ఏ
示 Εͨ͞ɻ
　朝鮮の科学ऀɺٕ ज़ऀͨͪ͸朝鮮࿑
ಇౘのߏ૝とҙ図を؏పするͨ Ίの科学
研究事業を力͘ڧ Γ広͛る͜܁ とによͬ てɺ
先୺科学ٕज़部門と人ຽ経済のཱࣗ性
と主ମ性をڧ化しɺࣗ らの೩ྉɺٕ ज़にґ
ఔをཱ֬するͨ޻࢈୅తͳੜݱしͨڌ Ί
の事業においてଟ͘ の成Ռを成し਱͛て
いるɻ

　第Ұにɺ先୺科学ٕज़෼໺において
ੈքతڝ૪力を࣋ͬͨ ٕज़を։発するͨ
Ίの事業を力͘ڧ Γ広͛ているɻ৘報ٕ܁
ज़ɺナノٕ ज़ɺੜ෺ٕज़を͸͡ Ίとする֩
心తͳٕૅجज़と新材ྉٕज़ɺ新エωル
Ϊーٕज़ɺӉ஦ٕज़ͳͲを主ͨる։୓෼
໺としてఆΊてɺ力をू中しているɻ
　৘報ٕज़部門Ͱ͸ɺ高性能ฒྻコン
ϐϡーターによる科学ٕज़ࢉܭମܥを֬
しཱɺ෼ૢܕࢄॎମܥ「ະདྷ102」ɺコン
ϐϡーター断૚ࡱӨ૷ஔ CTૢॎମܥと
経済ܕCNC૷ஔを։発するとڞに਺ଟ͘
のプϩグラムを։発しͨɻ
　ナノٕ ज़部門Ͱ͸ɺ先୺ナノ材ྉͰ る͋
グラフΣンにରする研究事業をෆ断にਂ
化ͤ͞ɺࡏݱグラフΣンを大ྔに合成Ͱき
る新ͨͳํ法を֬ しཱておΓɺ஝ి஑を͸
͡Ίとする͞ ·͟ ·ͳର৅にద༻しɺͦ のޮ
Ռ性を֬ূする成ՌをऩΊͨɻ
　ੜ෺޻学部門の科学ऀͨͪ͸朝鮮࿑
ಇౘのछํֵ໋ࢠ਑を高͘ てɺ଱Ԙ͛ܝ
性のڧいイωと଱פ性のڧいイωɺ౶ؚྔ
の高い଱Ԙ性αト΢Ωビ品छのҭछを࣮
地のాׁׯいイω͸ڧしͨɻ଱Ԙ性のݱ
ാͰ安ఆしͨऩ֭をऩΊる͜ と͕Ͱきるɻ
଱פ性のڧいイω͸ബບを࢖Θͣにɺྫྷ
চබをҭてる͜ と͕ Ͱきɺ౶ؚྔの高い଱
Ԙ性αト΢Ωビ͸࠭౶໰୊をղܾする͜ と
にੵۃతにར༻Ͱきるɻ
　೶࡞෺成長ଅ進ࡎトϦスエチルアミン΋
朝鮮のੜ෺޻学部門Ͱ成し਱͛らΕͨ
先୺研究成ՌのҰつͰ る͋ɻੈ քతに೶
෺のऩ֭高を高Ίるํ法のҰつとして࡞
਺ଟ͘ の೶࡞෺成長調整ࡎとϨーβーɺ
࣓৔ͳͲによるछࢠॲ理ٕज़͕։発͞
Εɺ೶業෼໺Ͱ広͘ ར༻͞ ΕているɻトϦス
エチルアミン͸ਫ਼ີ化学੡品として先୺
ਫ४のਫ਼ີ༗機合成ٕज़を࣋ͬている
Ұ部の国ͩけͰੜ࢈ɺ੡଄する͜ と͕ Ͱき
ると͞ Εてい͕ͨɺ朝鮮の科学ऀͨͪ͸ͦ

のジンクスをଧ しഁɺ͜ の೶࡞෺成長ଅ進
の੡଄ํ法を科学ٕज़తにղ明しɺ大ࡎ
ྔੜ࢈Ͱきる޻ఔを֬ しཱてɺશ国త範
ғͰࠄ෺࡞෺のछࢠをॲ理する͜ と͕ Ͱ
きるしͬ かΓとしͨ౔台をஙいͨɻ
　Ӊ஦ٕज़ɺ֩ ٕज़ɺ新エωルΪーٕज़
ͳͲの先୺科学ٕज़෼໺において΋地ٿ
Ӵ੕؍ଌ「光明੕‒4」߸の発ࣹ成ޭɺ新
Ӵ੕運ൖϩέット༻大ग़力エンࢭの੩ܕ
ジンの地্෾ग़ݧࢼの成ޭ౳のڻҟత
ͳ事ม͕ىきているɻࣗ らの力とٕ ज़にґ
ଌӴ੕「光明੕‒4」߸͸発؍ٿしͨ地ڌ
ࣹ台から͸͡ Ίɺす΂てのٕज़తࢦඪ͕
ैདྷにൺ΂てɺよΓҰ૚高いڥ地に্͕ͬ
ͨɻ·ͣ ɺӉ஦ڧ国の໘๴をنఆするॏ
ཁͳ৅௃のҰつͰ͋る発ࣹ台͕2012年
の50ϝートルから67ϝートルに高·Γɺϩέッ
トのඈؒ࣌ߦ΋2012年の9෼27ඵから9
෼46ඵに৳びͨɻ·ͨ ɺ಑ମの2ஈ໨の長
͕͞長͘ ͳͬ てɺ಑ମの3ஈ໨͸「光明੕
‒3」߸2߸機よΓ͞ らにԕい所·Ͱඈߦして
མԼしͨɻͦ してɺϩέットの1ஈ໨と2ஈ໨
͸発ࣹͦޙΕͧΕ6෼ɺ14෼ͰམԼする
と͜によͬ てɺ෼཭͕࣌ؒ4年લよΓ3෼ɺ6
෼΋୹ॖ Ε͞ɺ推進力͕͸るかに͘ڧ ͳͬ
てɺ࢟ ੎ҡ࣋ૢॎ૷ஔ΋ઃஔ Ε͞ɺૢ ॎ
ٕज़΋よΓҰ૚ਫ਼޼にͳͬ ͨɻ
　਺学ɺ෺理学ɺ化学ɺੜ෺学౳のૅج
科学部門Ͱ͸ɺ科学ٕज़発展のݪ理తɺ
ํ法࿦తૅجをஙきつつɺੈ քత研究成
Ռをग़すͨΊの科学研究事業͕力͘ڧ ܁
Γ広͛らΕているɻ਺学ɺ෺理学ͳͲの
科学部門のະղ明໰୊ղܾのͨΊૅج
の研究においてɺ朝鮮の科学ऀ͕ͨͪग़
しͨ先୺理࿦とٕज़ɺ新ͨに発見しͨޮ
Ռ͸科学理࿦తଆ໘ͩけͰ͸ͳ͘ ɺԠ༻
࣮ફతଆ໘Ͱ΋ॏཁͳҙຯを࣋つ と͜に
よͬ てɺ発ද Ε͞る΍いͳ΍ੈքのࣖ໨を
ूΊɺ大きͳ൓ڹをҾきى しͨ͜ɻੈքの
科学ք͸朝鮮の科学ऀͨͪ の研究݁Ռ͸

͍͓ͯʹɺே઱ͷՊֶٕज़෼໺ۙ࠷
੒͠਱͛ΒΕ͍ͯΔ੒Ռ

ே઱社会Պ学院経済研究所研究員
ཥળඣ
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「΋ͬ と΋ཱ ೿Ͱ先Μ͡ ͨ݁Ռ」ɺ「ޙࠓの
研究にڧいিܸを༩ る͑݁Ռ」ɺ「͜Ε·
Ͱ੢ଆに஌らΕていͳかͬͨ ඇৗにڵຯ
る͋݁Ռ」ͳͲと高͘ ධՁしͨɻ
　第ೋにɺ人ຽ経済のཱࣗ性と主ମ性を
ྉɺ೩ྉɺઃ備の主ମ化を࣮ݪ化しɺڧ
するͨݱ Ίの科学研究事業においてɺ大
きͳֵ新͕ىきているɻ
　朝鮮Ͱ͸ɺ経済のཱࣗ性と主ମ性をڧ
化してɺݪྉɺ೩ྉɺઃ備の主ମ化を࣮
する͜ݱ とにおいてɺ科学ٕज़とੜ࢈を༗
機తに݁合ͤ͞る໰୊をॏཁͳํ法のҰ
つとして͛ܝているɻͲの国Ͱ΋࣮ Ͱきͳݱ
かͬͨ ཆබ৔の統合ૢॎମܥ౳のແ人
化 Εͨ͞ੜ࢈ମܥのख本ཱ͕֬ Ε͞ɺඍ
খॏ༉ணՐٕज़ɺ߭ 石光બผ機ɺ௒Ի
೾Ϩールُ྾୳஌機を͸͡ ΊとするՁ஋͋
る新ٕज़ɺઃ備͕ి力ɺ石୸ɺ金ଐɺమ
ಓ運輸ͳͲ人ຽ経済の ·͟͞ ·ͳ部門に
ಋೖ Ε͞ɺ大きͳޮՌをग़しているɻ͜ Εら
の成Ռ͸金ଐ޻業ɺ機ց޻業ɺ科学޻
業ɺܰ 業ɺ೶業を͸͡޻ Ίɺ人ຽ経済の
す΂ての部門ɺす΂ての୯ҐͰઈ͑ͣ૑
଄͞Εていてɺ朝鮮の経済発展を力͘ڧ
推進ͤ͞ているɻ
　金ଐ޻業部門Ͱ͸ɺ主ମతੜ޻࢈ఔ
を֬ しཱɺࣗ ཱత経済ߏ଄を׬備ͤ͞る͏
͑Ͱఏى Ε͞ている科学ٕज़త໰୊を成
Ռをग़しͳ ら͕ղ しܾているɻैདྷ࢖ てͬ
いͨコークスとॏ༉を·ͬ ͨ͘ Θͣに朝࢖
鮮のແਚଂのݪྉと೩ྉにґڌしͨమ
ੜ޻࢈ఔを֬ しཱɺ国のమ߯材धཁをอ
োする͜ と͕ Ͱきる֬ͨݻる౔台をஙいて
いるɻ
　ԫւ੡మ連合企業所Ͱ͸ɺࢎ素೤法
༹߭࿍による主ମమੜ࢈ମཱ͕֬ܥ Ε͞
ͨɻอࢁ੡మ所Ͱ͸ɺ回స࿍による主ମ
మੜ͕࢈৳びͨɻઍཬഅ੡߯連合企業
所Ͱ͸ɺ高Թۭؾ೩মٕज़のಋೖによͬ
てɺ加೤࿍を͸͡ Ίɺ͞ ·͟ ·ͳੜ޻࢈ఔ
においてॏ༉ ·͕ͬ ͨ͘ ඞཁͳ͘ ͳͬ ͨɻ金
ࢎ੡మ連合企業所Ͱ͸ɺ能力の大きいࡦ
素೤法༹߭࿍͕ݐઃ Ε͞ɺੜ࢈を։ し࢝
てɺԫւ੡మ連合企業所の20トンࢎ素࿍
のݐઃ͕޻׬ Ε͞ɺ朝鮮の੡మ෼໺にお
いてɺコークスによるયమੜ࢈に׬શにऴ
をଧつ͜ූࢭ とにͳΓɺ߯ మのੜ࢈速౓͕
ඇৗに͸΍͘ ͳͬ ͨɻ
　金ࡦ੡మ連合企業所Ͱ͸ɺ೤ؒѹ延

推進 Ε͞ているɻ
　アクϦルܥృྉੜ޻࢈ఔの׬備͸朝鮮
の科学ऀɺٕ ज़ऀͨ とͪੜऀ࢈大ऺの૑
଄త஌ܙを合Θͤて成し਱͛らΕͨ成Ռ
Ͱ Γ͋ɺ͜ ͜Ͱ͸ɺੈ քに௅ઓしてɺੈ ք
の֊ஈをの΅るͨΊにฃಆしてきͨ 朝鮮
人ຽの೤きѪ国の஭৘とݙ਎తͳ౒力͕
ΊらΕておΓɺ先୺ਫ४に達しͨ朝鮮のࠐ
科学ٕज़の໘๴を֞ؒ見る͜ と͕ Ͱきるɻ
　南ڵ੨年化学連合企業所Ͱ͸ɺガス
発ੜ࿍とม成ガス୤ེౝを͸͡ Ίɺ10छ
༨Γɺ਺े台のංྉੜ޻࢈ఔઃ備をࣗ ら
の力Ͱ੡࡞ઃஔしɺഇ৮ഔを৮ഔのੜ࢈
ྉとしてར༻する͜ݪ とに成ޭしͨ と͜に
よͬ てɺ主ମංྉのୌ͕ Γ߱஫͙ 成Ռを成
し਱͛ͨɻ
　朝鮮Ͱ͸ɺい͘ つかの国のಠ઎෺とͳͬ
ていͨ第4ੈ୅プϩϐϨンॏ合৮ഔを։発
しɺͦ Εにͮجいて朝鮮の࣮৘にଈしͨ
ણҡ༻ϙϦプϩϐϨンੜํ࢈法を֬ しཱɺ
౔地อ࣪ࡎͰ͋るテラコッテムの主ݪྉ
のアクϦルࢎの७౓をैདྷよΓ͸るかに高
Ίる͜ とに成 しޭてɺ৮ഔ׆性と୤ེ޻ఔ
の科学化を࣮ݱしͨɻ
　ϙϦԘ化ビニルܥ೤可઼性஄性ମの੡
଄ٕज़を։発しɺੜ࣮࢈ફにऔΓೖΕͨ͜
とɺࣗ らのݪྉとઃ備ɺࣗ らのٕज़にґڌ
して੡࡞しͨԘੜ࢈の޻業化を࣮ݱする
と͜においてॏཁͳҙٛを࣋つւਫೱॖ
༻イΦン交׵ບɺԡし௵しڧ౓΍଱ౚ性
౳の࣭తࢦඪ͕高いਫ४に౸達しͨ׬
શに朝鮮ࣜの྘৭材ྉͰ͋る౔ড়化ࡎ
の։発΋科学ٕज़とੜ࢈のҰମ化を࣮ݱ
する͜ とによͬ てɺ成し਱ ら͛Εͨ成ՌͰ͋
るɻ
朝鮮の科学ऀɺٕظ࣌ݱ　 ज़ऀͨͪ͸
C1化学޻業૑ઃのͨΊのٕज़४備を力
ڧ͘ 推進しɺੜ޻࢈ఔཱ֬のͨΊの޻事
をଅすとと΋に化学੡品ੜ࢈の主ମ化࣮
ٻͰཁݱ Ε͞る͞ ·͟ ·ͳ৮ഔを։発して
いてɺེ ࢎྉとする୸ݪナトϦ΢ムをग़発ࢎ
ιーダੜ޻࢈ఔをվ善׬備するͨ Ίの事
業を׆発に展։しているɻ
業部門Ͱ͸ɺࣗ޻ܰ　 らのݪྉと೩ྉɺ
ઃ備にґڌしͨ੡品をੜ࢈するͨ Ίの科
学ٕज़׆動͕よΓҰ૚׆発に܁Γ広͛ら
Εていてɺ੡品の国࢈化ൺॏ͕日 し૿に
高͘ ͳͬ ているɻ
　朝鮮の商ඪを෇けͨ৯ྉ品͸人ຽͨ

のཱ֬ɺԫւ੡మܥఔの統合ૢॎମ޻
連合企業所Ͱ͸ɺフΣϩϚンガンੜ࢈の
主ମ化࣮ݱɺ主ମతͳ߯మ޻業発展に
ඞਢの௒高ి力ిؾ࿍ిۃの国࢈化࣮
ɺ࣭ݱ のྑい߯మをੜ࢈する͜ とにおいて
֩心とͳるࢎ素స࿍༻ਧきࠐΈノζルの
国࢈化࣮ݱ౳のͨ͘ Μ͞の成Ռ΋金ଐ޻
業のཱࣗ性と主ମ性をڧ化する͜ とに大き
༩しているɻد͘
　機ց޻業部門Ͱ͸ɺۙ ୅తͳ機ց੡
品をੜ࢈するͨ Ίの科学研究事業におい
て成ՌをऩΊているɻ
　金੕トラクター޻৔とউརࣗ動ं連合
企業所Ͱ͸ɺੜ޻࢈ఔのۙ୅化͕推進͞
Εてɺ大安ॏ機ց連合企業所を͸͡ Ίと
する۶ࢦの機ց੡ج࡞地と֤地機ցੜ
ઃ備をۙ୅తにվ଄しɺ޻୯ҐͰ΋ɺ加࢈
Θ͕ࣜの機ց੡品をੵۃతに։発ੜ࢈
するͨ Ίのಆ૪͕力͘ڧ Γ広͛らΕてい܁
るɻ
　金੕トラクター޻৔Ͱ͸ɺ新ܕのトラク
ターੜ࢈Ͱఏى Εͨۙ͞୅化 Εͨ͞ंࣃ
֯加޻൫と਺ेछのઃ備ɺ૷ஔを国ٕ࢈
ज़Ͱ੡࡞しɺトラクターੜ࢈の国࢈化ൺ཰
を98.7̀ とする͜ とによͬ てɺ科学ٕज़を機
関ंとして社会主ٛڧ国をݐઃしよ͏ とす
る朝鮮人ຽのҙࢤを力͘ڧ 示しͨɻތ
　大安ॏ機ց連合企業所Ͱ͸࠲ඪϘー
Ϧング൫を͸͡ Ίとする加޻ઃ備をۙ୅化
ͤ͞ɺੜ޻࢈ఔを׬備ͤ͞る͜ とによͬ てɺ
Ր力発ి所のคࡅ機༻大ंࣃர߯品の
ੜ࢈を৳͹してɺి ѹとి流をҰॹにม
成ͤ͞てଌఆする͜ と͕ Ͱきる新ܕのҰମ
ࣜిѹʖి 流ม成ثを։発׬成しͨɻ
　ָԂ機ց連合企業所Ͱ͸ɺ新੡品։
発において΋ɺすͰに る͋੡品を໛฿する
のͰ͸ͳ͘ ɺ研究։発を͜͏ߦ とに力をೖ
Εɺۙ ୅తͳ朝鮮ࣜのコンクϦートࠞ 合෺
ѹ送ϙンプを։発׬成しɺݐઃͰ࣭と速
౓を高ΊらΕるよ͏ にしͨɻ
　朝鮮の科学ऀͨͪ͸ڥ؀にӨڹを༩͑
ͣにɺݪՁをݮらしてɺ੡品のण໋を10ഒ
に延͹す と͕͜Ͱきる新ͨͳ亜Ԗค຤֦
ज़を։発してɺベアϦング߯の国ٕಁਁࢄ
するͨݱ化を࣮࢈ Ίの研究事業をਂ化͞
ͤɺࣗらの力とٕ ज़ɺ材ྉͰベアϦング߯を
ੜ࢈Ͱきる科学ٕज़త౔台を֬ しཱͨɻ
化学޻業部門Ͱ͸ɺ科学ٕज़とੜ࢈をີ
઀に૊Έ合Θͤるͨ Ίの事業͕ੵۃతに
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ಛू2�� 朝鮮ຽ主主ٛ人ຽڞ࿨国の経済発展にد༩する科学ٕज़　ۙ࠷�ɺ朝鮮の科学ٕज़෼໺において成し਱ ら͛Εている成Ռ

ͪの޷Έと৯ੜ׆のश׳に合Θͤɺͦ の
छྨ͕日͝ とに૿͑てɺ࣭ ͕高͘ ͳΓɺध
ཁऀͨͪの޷ධをಘているɻॏཁͳの͸ɺ
ͦのҰつҰつの੡品 ·͕͞ にࣗ らのݪྉを
΋ͬ てɺࣗ らのઃ備とٕ ज़にపఈతにґڌ
してۙ୅化 Ε֤ͨ͞ੜ޻࢈ఔͰੜ࢈ Ε͞
ている͜ とͰ る͋ɻ
　ฏ৕޻࢈ࠄ৔Ͱ͸ɺ޻৔ۙ୅化を推
進するとಉ࣌にɺݪྉ投ೖから੡品แ૷
·Ͱにࢸるす΂てのੜ޻࢈ఔを らࣗઃܭ
しɺࣗ らのखͰͨͬ࡞先୺ઃ備を׬ᘳに
ଗ て͑ɺ国࢈化ൺ཰を95̀ Ҏ্にอোす
る成Ռを成し਱͛ͨɻ
　ฏ৕化হ品޻৔Ͱ͸ɺ৭素を͸͡ Ίと
するఴ加ࡎの国࢈化を࣮ݱしてɺ化হ品
をͦのޮ能によͬ てҰൠ化হ品ɺ機能性
化হ品ɺ࣏ ྍ༻化হ品に۠෼してɺ࢖༻
部Ґと࢖༻໨తɺ機能性のఔ౓ɺ࣏ ྍޮ
Ռɺ੡品ܗଶによͬ て΋۩ମతに෼ྨͰ
きるΘ͕ࣜの化হ品෼ྨମܥとํݧࢼ法
をཱ֬する͜ とによͬ てɺ国の化হ品޻業
発展のͨΊのしͬ かΓとしͨ科学ٕज़త౔
台をஙいͨɻ
　༄޻ۺݪ৔Ͱ͸ɺす΂てのੜ࢈および
運Ӧ࣌ؒをϦアルタイムͰ؂視ૢॎͰきる
エωルΪーઅ໿ܕ統合ੜ࢈ମܥをߏங
するとと΋にɺ੡ۺ૊Έཱてラインを͸͡ Ί
としてɺ87छに1600台༨Γのۙ୅తͳઃ
備をࣗ ら੡࡞ઃஔする͜ とによͬ てɺ国࢈
化ൺ཰を87̀ Ҏ্にอোしɺ࿑力をݶۃ
·Ͱઅ໿Ͱきるよ͏ にݪྉ഑合ɺࡋ断ɺࣹ
ग़ɺ੡ۺɺࡋ๓ͳͲの޻ఔのࣗ動化૊Έ
ཱてラインを࣮ݱしͨɻ
　೶業部門Ͱ͸ɺ科学೶業の೤෩をרき
ڧすͨΊの事業͕力͘͜ى Γ広܁ ら͛Εて

いるɻ༏ྑछࢠとଟऩ֭೶法ɺ能཰తͳ
೶業機ցを大ʑతにऔΓೖΕてɺ೶業を
科学తにߦいɺࠄ෺ੜ࢈໨ඪをඞͣ達成
する͜ と͕ 朝鮮࿑ಇౘのҰ؏しͨ೶業੓
Ͱࡦ る͋ɻ
　国家経済発展5Χ年ઓུ਱ߦのॳ年౓
（༁ऀ஫2016年౓）に朝鮮Ͱ͸ɺ30छの
の品छ͕国家品छとしてొ࿥ݸ෺に47࡞
Ε͞ɺछを২͑ɺҰொา౰ Γͨͦ ΕҎલよΓ
͸るかによΓଟ͘ を࢈ग़するαπϚイモをҭ
छしてɺト΢モϩコシछࢠඃ෴ࡎを։発ಋ
ೖしͨɻͦ してɺۙ ୅తͳݦ部ఙܗछࢠ
ඃ෴ࡎੜ޻࢈ఔを新し͘ ཱ֬する͜ とにཱ
ͪ͸ͩかる科学ٕज़త໰୊をԁຬにղܾ
してɺイωබচ૯合ӫཆࡎɺ೶業༻ナノࡴ
とナノέイ素ංྉ͕։発ࡎە Ε͞ɺ೶業ੜ
༩しͨɻナノੜ෺成長ଅ進دの発展に࢈
ɺナノ機能性ബບࡎ化ڧɺナノ光合成ࡎ
ͳͲଟ͘ の೶ༀをઅ໿しͳ ら͕΋ޮ Ռ性の
大きい展ணࡎと೶業߅ੜ素ɺ延നฏ໺地
۠Ͱのイω௢མݱ৅を๷͙ ͨΊの૯合࠿
ഓٕज़の研究ಋೖɺଟ機能౔৕෼ੳثɺ
高ೱ౓ϦンΧϦෳ合ӫཆӷ「෮1ڵ」の։
発ͳͲの成Ռ͸ଟऩ֭೶法の࣮ݱをอূ
しているɻ
　೶業部門において͸͡ Ίてとͳる統合
ੜ࢈ମܥを։発しɺ೶業࡞ઓとشࢦɺ経
Ӧ؅理ͳͲを࠷新৘報ٕज़によͬ て࣮ݱ
Ͱきるよ͏ にͳΓɺ೶࡞࢈業の機ց化ൺॏ
を高Ίるͨ Ίの事業において΋大きͳ科学
ٕज़తલ進͕成し਱͛らΕͨɻ͜ ΕҎ֎
に΋ɺ科学ٕज़を発展ͤ͞るͨ Ίの事業͸
ਫ࢈業ɺҩ学ɺమಓ運輸ͳͲ国のす΂て
の部門ɺす΂ての୯ҐͰ੎いよ͘ Γ広͛܁
らΕているɻ朝鮮Ͱ࣮ࢪしているਖ਼しい教

ҭࡦࢪと教ҭɺ科学研究部門に·Θ͞ Ε
るല大ͳ国家త投資ɺ大ऺతٕज़ֵ新
運動͸科学ٕज़෼໺Ͱの成Ռをݻݎに
อ しূているɻ
　朝鮮Ͱ͸ɺ専門の科学ऀɺٕ ज़ऀͨͪ
ͩけͰ͸ͳ͘ ɺす΂てのੜऀ࢈大ऺ͕参
加する大ऺతٕज़ֵ新運動を׆発に܁Γ
広͛ɺੜ֦࢈大と経Ӧ؅理վ善にݙߩす
るՁ஋͋る科学ٕज़成ՌͰ経済発展を
推進ͤ͞ているɻ大ऺతٕज़ֵ新運動の
աఔͰٕज़ऀɺٕ 能ͪͨ޻ の૑଄త஌ܙ
と協力͕ڧ化 Ε͞ɺੜ࢈にଈ࣌ಋೖͰき
るଈ࣌తͰ࣮རతͳ新ٕज़͕連ଓͰ։
発 Ε͞ているɻ
　2018年4݄にߦΘΕͨ朝鮮࿑ಇౘ中
ԝҕ員会第7ظ第3回શ員会議Ͱ͸ɺશ
ౘɺશ国͕社会主ٛ経済ݐઃに૯力を
ू中ͤ͞る͜ とにରする新ͨͳઓུతス
ϩーガンをఏ示しɺͦ の࣮ݱのͨΊにɺす
΂ての部門ɺす΂ての୯ҐͰࣗ力ߋੜɺ
଍のスϩーガンを高ࣗ͘څࣗ てɺ科学͛ܝ
ٕज़にపఈతにґڌしてɺࣗ 力をઈ͑ڧ
ؒͳ͘ ૿大ͤ͞ɺ科学教ҭ事業において
ֵ໋తస׵を΋ͨ らす と͜にରするྖߝ
త՝୊をఏ示しͨɻશ朝鮮人ຽ͸朝鮮࿑
ಇౘ中ԝҕ員会4݄શ員会議Ͱఏ示 Ε͞
ͨ՝୊を高͘ てɺͦ͛ܝ の࣮ݱのͨΊに力
Γ広͛ているɻ܁いಆ૪をڧ
　朝鮮࿑ಇౘのݡ明ͳྖಋのԼͰ朝鮮
͸ɺԕからͣ 科学ٕज़ڧ国の高いࢁ௖に
ಊʑとొ ΓつΊる͜ とにͳる͜ とͰ Γ͋ɺ科学
ٕज़の力Ͱ社会主ٛڧ国ݐઃを܁Γ্
͛るͨ Ίの朝鮮人ຽのಆ૪͸ඞ しͣ΍উ
རするͰ Ζ͋͏ ɻ

ʦ朝鮮ߘݪޠをERINAにて຋༁ʧ
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1ɽީؾ�มಈのࡏݱͱকདྷにؔす
る展๬

の気候と気候変動ࡏݱ  1�1
モンゴルのީؾ͸ݫし͘ ɺ大཮తީؾ
Ͱ Γ͋ɺͦ Ε͸ɺϢーラシア大཮の中心に
Ґஔしɺ高いࢁにғ·Εɺੈ ք中のւか
ら཭ΕてҐஔしているとい ಛ͏௃తͳ地
理తཁҼによる΋のͰ͋るɻし͕ͨ てͬɺ
モンゴルのީؾの主ͳಛ௃͸ɺ࢛ ͕͋ق
·Γに͸ きͬΓしている఺΍ɺؾԹのม動
͕大きい఺ɺ߱ ਫྔ͕গͳい఺ͳͲͰ͋
るɻͲのࢦީؾඪを見て΋ɺͦ の෼෍͸
Ң౓΍高౓のई౓Ͱ͸ きͬΓと෼ける͜ と
͕Ͱきるɻ年ؒฏؾۉԹ͸アルタイɺϋ
ンガイɺϔンテΟ΍フブスグルのؒࢁ部͸
Ϛイナス4ˆɺؒࢁ部から大きͳ川の୩に
Ԋ てͬ͸Ϛイナス6ˆから8ˆɺ૲ݪから࠭
യの地域͸2ˆఔ౓Ͱゴビ地域南部Ͱ͸
6ˆͰ͋るɻ年ؒ߱ਫྔ͸ɺ高ࢁଳͰ͸
400ᶱを௒͑ɺϋンガイɺフブスグルɺϔン
テΟのؒࢁ部΍ɺ東部のϋルϋ川流域Ͱ
΋300ᶱから400ᶱの߱ਫྔɺモンゴルア
ルタイ΍৿ྛと૲ݪの地域Ͱ͸250ᶱか
ら300ᶱɺ૲ݪ地域Ͱ͸150ᶱから250ᶱ
Ͱɺゴビ΍࠭യ地域Ͱ͸50ᶱから150ᶱ
Ͱ͋るɻ૯߱ਫྔの85ˋ͸4݄から7݄に
かけて Γ߱ɺ50̀ から60̀ ͸ɺ7݄から8݄
にかけて߱る（MEGDT1,�2014）ɻ
モンゴルશ地域48Χ所の؍ଌ所Ͱଌͬ

ͨ1940年から2016年の地ද෇ۙのؾ
Թとɺͦ の年ؒฏۉ஋͸ɺ2.26ˆ্ঢし
ておΓɺͦ の্ঢ͸域಺શମͰͬ͜ى て
いる（図1）ɻԹஆ化޲܏͸ɺַࢁ地域
ͰよΓ高͘ ɺ૲ݪ΍ゴビ地域Ͱ͸௿いɻ͜
の77年ؒͰ࠷΋Թஆ化͕進展しͨ10年
ؒ͸2000年からの10年ؒͰ͋る（MET,�

2018）ɻ
モンゴルͰ߱ਫྔ͕࠷΋ଟいの͸Թஆ

ͳقઅͰ Γ͋ɺౙ৔に͸3̀ ҎԼの߱ਫྔ
͕ઇとして؍ଌ Ε͞るのΈͰ͋るɻฏۉす
ると年ؒ߱ਫྔに関して͸ա77ڈ年ؒɺ
໨ཱͬͨม化͸ͳ͘ ɺ7ˋの߱ਫྔݮগし
か؍ଌ Ε͞ていͳいɻしかしɺౙ৔のઇ͸
૿加޲܏に͋るɻ1940年Ҏདྷ22ˋ૿加し
ておΓɺ1961年からのؒظ͸40ˋの૿加
཰に·Ͱ大き͘ ͳͬ ͨɻ1971年から2015年
にかけてණ఺Լ͕؍ଌ͞Εͨ日͸ɺ15日
গしɺՆ日͸19日૿加しͨɻ݄ݮ ؾ高࠷ؒ
ԹとҰ日の࠷高ؾԹ͸ɺ2.6ˆ্ঢしてお
Γɺ݄ Թ͸ɺ0.3ˆ্ঢしͨɻԹஆؾ௿࠷ؒ
化の౓合いをଌるࢦඪとして༻いらΕる
8SDIのࢦඪ΋13日·Ͱ૿加しͨɻ1940年
Ҏདྷׯ͹つ͕؍ଌ͞Εるよ͏ にͳΓɺಛに
連ଓしてׯ͹つ͕見らΕる年͕2000年
Ҏདྷ܁Γฦし؍ଌ͞Εているɻ΋しՆにܹ
しいׯ͹つに見෣ΘΕɺͦ の年のౙ৔の

ঢ়ଶ΋ݫしいよ͏ ͳঢ়ଶͰ͋るͳら͹ɺଟ͘
の家சのଛࣦ͕ٸ速に૿͑る͜ とにͳる
（͕BatKalgal,� 2000）ɺݱ地のݴ༿Ͱ͸͜
ΕをκドとݺͿɻطଘ研究Ͱ͸ɺ1990年୅
Ҏ߱κドの૿加͕޲܏モンゴルͰ見らΕ
ているɻ1999年から2000年ɺ2001年から
2002年ɺ2009年から2010年にかけてのκ
ド͸ಛにݫしい΋のͰ Γ͋ɺͦ のඃ֐とଛ
ࣦ͸よΓ大きい΋のとͳͬ ͨɻ（GDPの10ˋ
Ҏ্に૬౰するඃ֐）ɻ

1�2  কདྷの気候変動
モンゴルにおけるౙɺՆɺ年ؒのฏۉ
Թと߱ਫྔのকདྷ༧ଌ͸ɺ2016年かؾ
ら2100年をର৅にɺԹ室ޮՌガスの高
ഉग़シナϦΦ（RCP8.5）2ɺ中ഉग़シナϦ
Φ（RCP6.0）ɺ௿ഉग़シナϦΦ（RCP2.6）
を૝ఆしてɺ10ݸの大ؾҰൠ॥؀モデル
（GCM）の݁Ռをアンαンブルฏۉし ΋ͨ
の͕推ఆ͞Ε （ͨMET,�2018）ɻީؾม

�ʦ༁ऀ஫ʧϞϯΰϧڥ؀άϦʔϯ։ൃޫ؍লʢ.JOJTUSZ�PG�&OWJSPONFOU�BOE�(SFFO�%FWFMPQNFOU�BOE�5PVSJTNʣɻ
�ʦ༁ऀ஫ʧ3$1͸୅දతೱ౓ܦ࿏Λද͢ݴ༿Ͱɺ͜ Ͱ͜͸γφϦΦ্ͷഉग़ͷେ͖ Λ͞ද͢ɻ

Ϟϯΰϧʹ͓͚Δީؾมಈͱ
༺࢖ੜՄೳΤωϧΪʔͷ࠶

࢖มಈʹؔするϞンΰルಛ໋大ީؾ
バトジャルガル・ザンバ

ਤ̍　年ؒฏۉ気Թとฏ߱ۉਫྔͳらͼに1��1�1���年ϕースϥΠン͔らのဃ཭の推Ҡ

出所：モンゴル環境観光省 (Ministry of Environment and Tourism ; MET)(2018)
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Ϟϯΰϧʹ͓͚Δީؾมಈͱ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔͷ࢖༻

ΦͰ10̀ ҎԼの૿加͕ΈらΕるɻౙ৔の
ઇについて͸ɺシナϦΦによͬ てۙいকདྷ
Ͱ͸10.1から14.0ˋの૿加͕ΈらΕる͕ɺ
ͦのޙの༧ଌͰ͸ɺͦ ΕͧΕのシナϦΦ
と͝に15.5̀ から50.2̀ の૿加͕示 Εͨ͞

（ද1）ɻ

動の推ఆ݁Ռ͸ɺلੈࠓのલ൒·Ͱ͸ɺ
ͲのシナϦΦͰ΋ಉ༷の推Ҡを示している
͕ɺͦ のޙ年を経るにし͕ͨ てͬঃʑにҟ
ͳる݁Ռをಋ͘（図2ɺ図3）ɻۙいকདྷを
ؚΉ2016年から2035年にかけて͸ɺ推
ఆ͞ΕͨؾԹม化͸2.0から2.3ˆの෯に

͋る͕ɺ2081年から2100年の ら͞に先の
কདྷͰ͸ɺͦ ΕͧΕのRCPシナϦΦによͬ
て2.4から6.3ˆの༧૝͕ͳ͞ Εているɻ߱
ਫྔのม化について͸ɺౙ৔のઇ͸૿加
する͜ と͕ ༧૝ Ε͞ɺՆ৔のӍ͸ と́ΜͲ
ม化͕ͳいとい͏ ༧૝Ͱɺす΂てのシナϦ

ද1　Թࣨޮ果Ψスഉग़シナϦΦผモンゴル気候のقઅ変動ʢ1�モデルのアンαンϒルฏۉʣ

出所：MET（2018）

ԹࣨޮՌΨε
ഉग़γφϦΦ ɹઅق

͍ۙকདྷʢ����ô����ʣ ԕ͍কདྷʢ����ô����ʣ

ԹมԽʢˆʣؾ ߱ਫ֬཰ͷ
มԽʢˋʣ ԹมԽʢˆʣؾ ߱ਫ֬཰ͷ

มԽʢˋʣ
3$1��� Winter ��� ���� ��� ����

Spring ��� ��� ��� ����
Summer ��� ��� ��� ���
Autumn ��� ��� ��� ���

3$1��� Winter ��� ���� ��� ����
Spring ��� ��� ��� ����
Summer ��� ��� ��� ���
Autumn ��� ��� ��� ����

3$1��� Winter ��� ���� ��� ����
Spring ��� ��� ��� ����
Summer ��� ��� ��� ���
Autumn ��� ��� ��� ����

ਤ̎　ౙ৔ʢaʣとՆ৔ʢbʣの気Թ変化ʢ2�1�ô21��年ʣ

出所：MET（2018）

ਤ̏　ౙ৔ʢaʣとՆ৔ʢbʣの߱ਫྔ変化ʢ2�1��21��年ʣ

出所：MET（2018）
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2��  ৿ྛඃ෴の変化
ۙ年モンゴルにおける৿ྛのඃ෴͸ؾ

ީม動と人ҝత理༝によΓ明らかにม化
しているɻ௚઀తに͸െ࠾ɺ৿ྛՐ͕ࡂ
සൟͳ発ੜɺ֐஬の大ྔ発ੜ΍߭業に
Ҽするɻ৿ྛ調査によるとモンゴルのى
৿ྛ໘ੵ͸ɺ2015年に͸1230ສϔクター
ルと推ఆ Ε͞ている͕ɺ1999年に͸1310
ສϔクタールͩͬͨ ɻ͜ Ε͸ɺ80.6ສϔク
タールのݮগをҙຯしておΓɺ6.6ˋに૬
౰する（およͦ 年౰Γ5.04ສϔクタールの
গに૬౰）ɻ1999年ݮগͰɺ0.41ˋのݮ
から2015年の統ܭによるとɺ͜ の国Ͱ͸
1110ສཱํϝートルの໦͕െ͞࠾ Εている
（330ສϔクタールの৿ྛ໘ੵに૬౰）ɻ
৿ྛՐࡂによるӨڹ͸ɺ2010年から

2015年に65.08ສϔクタールのমࣦ໘ੵ
に૬౰しɺ͜ Ε͸ɺমࣦのม化཰にして
38.1̀ （年౰Γ13ສϔクタールͰɺ7.5̀ の
মࣦに૬౰）をҙຯするɻ·ͨ ɺ৿ྛྖ
域͸֐஬によΓɺಉؒظに7.6ສϔクター
ルの৿ྛ໘ੵɺ127̀ のӨڹをडけている
（MET, 2017a）ɻ
৿ྛՐࡂの݅਺とՐࡂのӨڹをडけ

ͨ範ғの大き͞ ͕य़のס૩（Նのׯ͹つ
ঢ়ଶ）とڧい૬関を΋つとい͏ 研究݁Ռ͕
示 Ε͞ておΓɺ૬関܎਺͸0.62に্るɻ
௿地Ͱ͸ɺ৿ྛݮগ͕ΈらΕるɻҰํ

Ͱɺ高地において͸ɺӬٱౚ౔の༥ղ΍ɺ
ੜ෺のੜҭؒظの長ظ化ɺͦ Εに൐͏ 光
合成のޮՌによΓ஝ੵ͞ Εͨ೤のޮՌによ
Γɺ৿ྛڥքの্ํシフト͕ 見らΕるɻ
GCMのい͘ つか͕示すと͜ Ζによるとɺ

ฏۉతͳ৿ྛの෼෍͸4�6̀ ఔ౓ݮগす
るとΈらΕるɻྫ͑͹ɺい͘ つかのϤーϩッ
パアΧϚπのよ͏ ͳछのݮগ཰͸ɺۙ いক
དྷ4̀ ఔ౓に૿加すると͞ ΕɺシラΧンバの
よ͏ ͳछ͸2ˋఔ౓に૿加するといΘΕて
いる（MET,�2018）ɻ

2��  Ӭٱౚ౔の分෍
モンゴル北ํと高ࢁ地域͸ɺ広範ғの
Ӭٱౚ౔΍఺ܕࡏの΋の͕ଘࡏしておΓɺ
ͦΕ͸ɺアルタイɺϋンガイɺフブスグルɺ
ϔンテΟのַࢁ地域に川の୩͋いにԊͬ
て఺ࡏしているɻۙ࠷のӬٱౚ౔෼෍の
研究によるとɺ1970年୅に͸໿63ˋ͕఺
ͨͬͩܕࡏ ͕ɺࡏݱͰ͸29.3̀ ͕఺ܕࡏ
とͳͬている（JambalKav�et�al.,�2016）ɻ

の1地ܗ図Ͱ͸535.0ฏํΩϩϝートルと͞
ΕているɻLANDSATӴ੕によるとණՏ
ྖ域͸ɺ2011年に͸389ฏํΩϩϝートル
Ͱ͋ͬͨɻつ·Γ2000年から2011年のظ
ؒ中に13.75ฏํΩϩϝートルのණՏ͕ফ
しࣦͨ͜ とにͳるɻ͜ Εらのデータを参রす
るとɺա70ڈ年ؒͰණՏྖ域͸29.9ฏ
ํΩϩϝートルফ しࣦͨ可能性͕͋るとい
͑るɻණՏྖ域͸ɺ1990年୅Ҏ߱ফࣦ
とॖখをଓけておΓɺա10ڈ年ؒͰ࠷΋
大きͳਁ৯͕発ੜし （ͨDavaa,�2015）ɻ

2�2   ਫԹにؔΘる気候変動の͜れ͔
らのӨڹ :
ฏۉਫԹ͸1986年から2005年ؒظの

Թ౓とൺֱしてɺ́ ΅す΂てのGCMͰ
্ঢする͜ と͕ ༧ଌ Ε͞ているɻGCMに
よΓ示 Εͨ͞年ؒฏ߱ۉਫྔ͸1986年か
ら2005年ؒظのฏۉとൺ しֱてɺΘͣか
ͳ૿加として༧૝ Ε͞ている（図3）ɻ
։ਫ໘の年ؒฏۉৠ発 （ྔ4݄から10

݄）͸ɺকདྷにおける߱ਫྔのΘͣかͳ
૿加を͸るかに্回る૿加として༧૝ Ε͞
ているɻ
Տ川流域のਫऩͩࢧけをऔΓग़して

༧૝し ΋ͨのを参রするとɺ2016年から
2035年のؒظにおいて͸ɺ߱ ਫྔに͸΄
とΜͲม化͕ͳ͘ ɺ流ࣦྔ΋́ とΜͲม化
していͳいとい͏ ༧૝͕ͳ͞ Εているɻし
かしͳ ら͕ɺ։ਫ໘の年ؒฏ4݄）ۉから
10݄）のৠ発ࢄのܶతͳ૿加ྔ͸ਫऩ
の発ੜを示ߧۉෆࢧ しࠦておΓɺՏ川流
域にᏢᲆ͕ى る͜可能性͕ る͋ɻ

2ɽީؾ�มಈのӨڹͱ੬ऑੑɺ
ɹ��దԠにؔするධՁ

2�1  ஍දਫにおけるݱঢ়の変化
1978年ҎདྷɺՏ川の年ؒ流ਫྔ͸ม
化しておΓɺ1993年の࠷大஋Ͱ͋る78.4
ཱํΩϩϝートル·Ͱঃʑに૿加しͨɻͦ
の1996ޙ年Ҏདྷɺ௿流ਫྔの࣌୅͕長
ଓ͘きɺ2002年に͸16.7ཱํΩϩϝートル
の࠷খ஋に·Ͱ達しͨɻ2015年࣌఺Ͱ૯
流ਫྔ͸22.7ཱํΩϩϝートルͰ Γ͋ɺ長
஋よΓ΋11.9ཱํΩϩϝートルগͳいۉฏظ
（図4）ɻ
かつて4296の͕͋ބΓɺ地දの1ສ
5514.7ฏํΩϩϝートル͕ބਫͰ෴ΘΕ
てい͕ͨɺ͜ Ε͸1940年୅にとらΕͨ大
にしͨॖई10ສ෼の1地جのࣸਅをؾ
໘のބͰ͋るɻࣈ図からಘらΕͨ਺ܗ
データ͸ɺLANDSAT Ӵ੕ɺETM Ӵ
੕ɺTMӴ੕とL8Ӵ੕画૾からಘらΕ
΋ͨのͰɺ͜ のデータによると2015年にބ
の਺͸3464とͳΓɺ地දのބਫ໘ੵ͸1
ສ4312.6ฏํΩϩϝートルとͳͬているɻ
1940年データをج४とするとɺބの૯໘
ੵ͸2015年に͸7.8ˋに͋ͨる1201.9ฏ
ํΩϩϝートルݮগしɺ832の͕ބফ͑ͬڈ
ͨ͜ とにͳるɻ
にൺֱすࡉʑの大ණՏのྖ域をৄݸ

るͨΊにɺผのデータιースを༻いるɻ͜
Ε͸ɺ1940年台に࡞成 Εͨ͞地ܗ図Ͱ͸
大ණՏྖ域͕ա৒推ఆ Ε͞ている޲܏に
͋るͨ ΊͰ͋るɻණՏྖ域͸42のණࢁͰ
成ߏ Ε͞ておΓɺ1940年୅のॖई10ສ෼

ਤ̐　モンゴルの年ؒՏ઒૯ྲྀྔの変化ʢῼʣ

出所：MET（2018）
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Ϟϯΰϧʹ͓͚Δީؾมಈͱ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔͷ࢖༻

ࡏݱ20年ؒͰ明らかにഁͨΜしͨɻڈ
શମ਺に઎ΊるヤΪの਺のൺ཰͸ɺ40̀
Ҏ্Ͱ͋るɻΧシミア市৔のधཁ૿加に
൐いɺヤΪの਺͸明らかに૿加しɺ͜ Ε
によΓ明らかに経Ӧऀの所ಘ͕૿加し
ͨɻഎの高い຀૲をཁするڇの਺͸ɺ
1960年から1990年にかけて૯਺の9.7ˋ
΄ͲͰ͕͋ͬͨɺ1999年から2000年の
κドの࣌ظのޙに͸6.6̀ に·Ͱݮগしͨɻ
ౙ͕قよΓݫし͘ ͳͬͨɻ͜ Ε͸ɺౙقの
߱ਫྔ͕ઇとい͏ Ͱ૿加しͨͨΊͰ͋ܗ
ΓɺよΓසൟによΓݫしいࣗ然֐ࡂに見෣
ΘΕるよ͏ にͳͬ ͨͨΊͰ͋るɻظྫྷפの
ઇとਧઇ͸ɺச࢈業にରして大きͳෛ と̔
ͳͬ ているɻ
কདྷのީؾม動༧ଌによるとɺᏢᲆ

とݫౙ（κド）͸ɺモンゴルͰよΓ進ΉとΈ
ͳ͞Εている（MET,�2018）ɻۙいকདྷ
に༧૝͞Εる家ۑのଛׂࣦ合͕ɺ中ఔ
౓のԹ室ޮՌガス（G)G）ഉग़シナϦΦ
（RCP4.5）の΋とͰɺকདྷのᏢᲆɺݫౙɺ
κドに関する統ࢦܭඪと家ۑଛࣦ਺のシ
ミϡϨーション஋との関܎から推ఆ Εͨ͞ɻ
͜のシミϡϨーション஋͸ɺաڈのモンゴル
のީؾをシミϡϨーションするのに࠷΋ྑ い
と見ࠐ·Εる10ݸのGCMの݁Ռのアン
αンブルฏۉからࢉग़ Ε͞ ΋ͨのͰ͋るɻ
͜Εによると年ॳにܭଌ͞Εͨ家ۑ਺の
ଛࣦ཰͸لੈࠓの中ظͰ͸5.5 と̀ͳΓɺ
຤に͸7.6ˋに·Ͱ達すると༧૝لੈ Ε͞
るɻつ·Γ家ۑのଛࣦ速౓͸لੈࠓの中
ఔ·Ͱに໿50̀ ૿加する͜ とをҙຯしてお
Γɺいいか る͑とࡏݱの家சଛࣦ཰͕ഒ
૿する͜ とをҙຯするɻ家சのଛࣦの明
らかͳ૿加͸ɺ家சの࠶ੜ࢈にରしてѱ
Өڹを΋ͨ らしɺ͜ Ε͸経Ӧऀのੜܭと৯
に௚઀関連する΋のͰڅڙྐ る͋ɻ
ա20ڈ年ؒɺモンゴルの と́ΜͲの地

域Ͱɺީؾม動によΓ২෺のੜ࢈性とੜ
ҭ͕ऑ·ͬ ͨɻ国౔の中部ɺ΋し͘ ͸東部
の੢ଆ地域のよ͏ ͳ৔所Ͱ͸ɺ1961年か
ら1990年のؒに5ʙ13ˋݮগしͨɻ͞ ら
にީؾม動͸ɺ์ ຀と家ۑのମॏに΋޷
·し͘ ͳいӨڹを΋ͨ らしているɻ1980年
から2015年にかけてモンゴルの家ۑのମ
ॏ͸明らかにݮগ޲܏に る͋ɻଌఆ݁Ռ
͸ɺ家ۑのମॏのม動͕ۙ年明らかに
֦大している͜ とを示しͨɻ৯೑΍༽ໟの
ྔ͸ɺՆからळにかけての家ۑのମॏと

ターンのモデルͰ΋຀૲͕ऑΓɺ২෺の成
長ɺੜҭを๦͛ɺࠜ をऑらͤるとい͏ ݁Ռ
を示しͨɻ͜ ͜Ͱड़΂ͨす΂ての事ฑ͸ɺ
຀૲地のྼ化と࠭യ化の ら͞ͳる進展を
൐ ΋͏のͰ͋るɻ地࣭と২෺ੜҭのݮୀ
の進展͸ɺ຀૲地のա์຀と関Θる΋の
Ͱ͋るɺつ·Γɺ৿ྛʵ૲ݪ地ଳ΍૲ݪ
地ଳにおけるީؾม動ཁҼを示す΋のͰ
る͋（MET,�2017a）ɻ
ۙ年ɺ֐஬΍्֐の広域తൟ৩͕ɺ

Ꮲᲆの発ੜ΍ީؾม動のޮՌを助長す
るͳͲのඃ֐を見ͤ （ͨMET,�2017b）ɻ
ྫ͑͹ɺアϨチωζミとバッタの大発ੜ͕
૲ݪ地域Ͱى Γ͜ɺ2000年から2002年
にかけてのᏢᲆ࣌ظに૲ݪ地域に明ら
かͳඃ֐を΋ͨ らしͨɻ͞ らにɺ͜ の֐஬
の大ൟ৩͸ɺ࡞ߞ地域に΋広͕Γɺ࡞
෺のଛ֐を΋ͨ らしɺ͜ のؒظのऩ֭ྔ
のݮগを΋ͨ らしͨɻީؾม動Լにおけ
る֐஬ඃ֐のධՁについてɺバッタの෼
෍ ͕ RegCM4�EC)AM5と RegCM4�
)aEGEM2モデルの݁ࢉܭՌを΋とに推
ఆ Ε͞ているɻධՁによるとɺバラベンシス
グラスϗッパーの大ൟ৩͕لੈࠓॳ頭に
Θͣかͳڥ؀ධՁのѱ化を΋ͨ らす可能
性͕ Γ͋ɺͦ のޙバッタのൟ৩によΓީؾ
ม動ޮՌのѱ化を΋ͨ らす と͕͜ ༧૝ Ε͞
るɻ

2��  生෺ଟ༷ੑにରするӨڹ
モンゴルのҨ੻エϦアと12のᄡೕྨɺ
ௗྨɺࠛ ஬ྨ͕ੜଉするエϦアについてɺ
1986年から2005年のؒظをج४にɺ
2016ô2035年ɺ2046ô2065年ɺ2080ô
2100年 の ক དྷ ༧ ଌ を RegCM4�
)aEGEM2とRegCM4�EC)AM5によΓ
推ఆしͨ調査݁Ռ͕ る͋ɻ͜ の݁Ռ͕示
すの͸ɺ́ ೕྨɺௗྨɺࠛ ஬ྨの三つに
ついてのੜҭྖ域͸ɺݸମ਺͕ݮগする
ͩΖ͏ とい͏ と͜Ͱ る͋ɻ

2��  ச࢈にରするӨڹ
家சの਺͸1940年から20ੈل຤·Ͱ

ඇৗに安ఆしておΓɺ2000ສから2500
ສ頭の範ғͩͬͨɻͦの1990ޙ年୅
から࢝·ͬ ͨச࢈部門のຽӦ化によΓɺ
2017年に͸6000ສ頭とい͏ͦ Ε·Ͱ達
しͨ と͜のͳいਫ४に·Ͱܹٸに૿加し
ͨɻ఻統తͳ家சの܈Εのछผ͸ɺա

Ӭٱౚ౔のԹ౓͸͜の10年ؒຖ年0.04
から0.29ˆ্ঢしଓけているɻӬٱౚ౔
に༗る井ށのؾԹ͸ɺ͋ る研究によると͜
1͜0年ؒͰຖ年0.15から0.22ˆ্ঢして
いる΋ののɺダルϋッドۼ地に͋るモングッ
シϡס૩地ଳに る͋井ށのؾԹ͸ɺ10年
Ͱ0.29ˆ্ঢしͨɻӬٱౚ౔のม化に関
するকདྷ༧ଌ͸ɺTT0P（Ӭٱౚ౔の্
໘ؾԹ）モデルによΓ推ఆ Ε͞るɻ
地域ީؾモデル（RegCM4）とԤभ地
域―ϋンブルグ大ؾモデル（EC)AM5）
の݁Ռからɺੈ քのӬٱౚ౔のݮগ͸ɺ
2016年から2035年のؒに͸4.61̀ とͳΓɺ
ͦΕらの50ˋҎ্͕広域のӬٱౚ౔の
地域Ͱ る͋と͞ Εているɻ
૯͡ てɺ͜ Εら2つの研究݁Ռを౿·͑

るとɺモンゴルのӬٱౚ౔͸ɺ2016年か
ら2035年にかけて16.46ˋから18.31ˋݮ
গしɺͦ のよ͏ ͳݮগ͸ͦのޙ΋ܧଓしɺ
2046年から2065年にかけて33ʙ61.23ˋ
のݮগɺ2080から2099年にかけて͸74
ʙ94.7̀ ͦΕͧΕݮগする͜ と͕ 示 Εͨ͞
（MET,�2018）ɻ

2�5   ์຀஍Ͱ؍ଌ͞れている変化と
༧૝͞れる変化
モンゴルの国౔の໿82̀ ͕ࣗ然の์຀
地Ͱ Γ͋ɺ家சの主ཁͳݯڅڙͰ る͋とと
΋にɺੈ քͰ࠷大の૲ݪੜଶܥを֬ しཱ
ておΓɺͦ Ε͕ੜདྷɺݻ༗の࢟を࢒してい
る৔所ͳのͰ る͋ɻしかしͳ ら͕ɺӴ੕画
૾によると明らかにモンゴルの地࣭͸ྼ化
͕進ΜͰおΓɺ国౔͸人తӨڹとީؾม
動のޮՌに֐ Ε͞ているとΈらΕているɻ
モンゴルの࠭യ化・地࣭ྼ化の調査݁Ռ
によるとɺ76.8̀ の国౔͸࠭യ化と地࣭ྼ
化のӨڹをडけていると͞ Εている（MET,�
2017a）ɻ์຀地ྼ化のཁҼ͸ա์຀ɺ
つ·Γɺ家சの਺΍Ꮲᲆɺס૩によΓ຀૲
地のڐ༰ྔを௒ る͑์຀͕お ͳ͜ΘΕて
し·͏ と͜による΋のͰ る͋ɻ
モンゴルの地࣭΍຀૲地のকདྷ
の ঢ় ଶ ͸ɺRegCM4�EC)AM5と
RegCM4�)aEleyグϩーバルڥ؀モデル
（)aEGEM2）によΓࢉग़͞Εͨ༧૝デー
タをجにɺ「センチϡϦーモデル」によΓ推
ఆ Ε͞ている（MET,�2018）ɻ
຀૲地にରするෛՙ͕大きいঢ়ଶのԼ

ͰのシミϡϨーション݁Ռを࢖ と͏ɺͲのパ
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連動してɺݮগ޲܏に る͋ɻಉ༷の޲܏
͸ɺ༽΍ࢁ༽のܭଌ݁Ռに΋දΕているɻ
大の໰୊࠷の࢈ม動に関Θるசީؾ

͸ɺਫ資ݯのොଘྔม化に൐͏ ຀૲地に
おけるਫڅڙの໰୊Ͱ る͋ɻ͜ Ͱ͜い͏ ਫ
͸ҿྉਫとڥ؀༻ਫの྆ํをࢦすɻ明ら
かͳ຀૲地のফࣦ͸ɺಛにモンゴル੢部
Ͱ͸ַࢁ地ଳのණՏফࣦによる΋のと༧
૝ Ε͞るɻ

2��  খഴ生࢈にରするӨڹ
খഴऩ֭༧૝͸ɺRCP8.5のシナϦΦを
�ม動モデルRegCM4ީؾしͨ地域༺࠾
)aEGEM2と RegCM4�EC)AM5の シ
ミϡϨーション݁Ռを΋とにɺ೶業ٕज़Ҡ
సܾఆࢧԉシステム（DSSAT）4.6൛の
モデルͰ推ఆ Ε͞ているɻখഴのੜ࢈ม
化推ఆ͸ɺج४とͳるީؾのখഴੜ࢈ঢ়
ଶとൺֱしてɺRCP8.5シナϦΦの৔合に
2020年ɺ2050年ɺ2080年のฏۉతͳখ
ഴੜҭঢ়ଶ͕Ͳ ͳ͏ てͬいるかͰධՁし
ているɻモデル෼ੳの݁Ռによると2つの
地域ީؾモデル（RegCM4�)aEGEM2と
RegCM4�EC)AM5）によΓ༧૝͞Εͨ
DSSAT4.6൛͕推ఆしͨখഴのੜ࢈ঢ়
͸ɺRCP8.5シナϦΦͰ͸2020年ɺ2050گ
年ɺ2080年にͦΕͧΕ9̀ ɺ18̀ ɺ37̀ ݮ
গするとい͏ ༧૝Ͱ る͋ɻ͜ の݁Ռについ
て͸ɺࡏݱのӍྔをج४にߟ ら͑Εてい
る࡞෺ྔ͕ɺෆ࣮֬性を൐ ఺͏について
΋஫ҙ͕ඞཁͰ Γ͋ɺߦݱの৯ྐੜ࢈推
Ҡ͕ܧଓするかの༧૝΋Ӎྔのม化によ
Γࠨ ӈ͞Εるɻଞに΋఻統తͳᕲᕱ೶࡞
地に関連してݒ೦͕ Γ͋ɺͦ Ε͸ණՏの
ԸܙによΓ৯ྐ΍໺͕ࡊ安ఆతにੜҭɺ
ੜ࢈Ͱきているとい͏ ఺Ͱ る͋ɻݱঢ়のණ
Տのফࣦとͦ の༧ଌ͸ɺᕲᕱ೶業にとͬ
てෆརͳ΋のͰ Γ͋ɺͦ Ε͸ɺ͜ の国Ͱඦ
年Ҏ্の఻統తͳ೶法をଓけてきͨ 経
する可能性غを࣋つ೶家͕೶業を์ݧ
をҙຯするɻ͜ Ε͸֤地域の社会に大き
ͳෛのӨڹを΋ͨ らす と͜にͳるとߟ ら͑Ε
るɻ

2��  ࣗવ֐ࡂ΁のӨڹ
ա10ڈ年ؒモンゴルͰ͸ɺ͞ ·͟ ·ͳࣗ
然֐ࡂに見෣ΘΕɺ社会ੜ׆ɺ経済部
門にରしてਂࠁͳඃ֐を΋ͨ らしͨɻͦ の
と́ΜͲ͕大ؾのม化による΋のͰ͋るɻ

͜の国Ͱ͸ɺࣗ 然֐ࡂを社会経済΁のϦ
スクとい͏ ఺ͰॱҐ෇けするとɺᏢᲆɺκ
ドɺ৿ ・ྛ૲ݪՐࡂɺਧઇɺߑਫɺפݫ
͕主ͳ΋のとしてߟ ら͑Εるɻ1989年Ҏ
߱の統ܭによるとɺモンゴルͰ͸ຖ年49
の଴機のม化にىҼするҟৗؾ৅ɺࡂ
࠷20年ؒをର৅とするとڈͰ͋るɻա֐
ॳの10年Ͱ͸ຖ年໿30のҟৗؾ৅ɺࣗ
然؍͕֐ࡂଌ Ε͕ͨ͞ɺ10年໨Ҏ߱͸2
ഒに؍ଌ਺͕૿͑ͨɻモンゴルͰͬ͜ى
ͨҟৗؾ৅ɺ֐ࡂの中Ͱɺڧ෩΍ಥ発
తߑਫ・ཕӍ΍スコール͸࠷΋සൟに͜ى
る֐ࡂとΈͳ͞ ΕておΓɺͦ ΕͧΕશମの
22.4̀ ɺ22.4̀ ɺ15̀ を઎Ίるɻ2004年か
ら2015年のؒにかけて308の人ʑ͕ҟৗ
によΓ٘֐ࡂ৅΍ࣗ然ؾ ਜ਼にͳͬ ͕ͨɺͦ
の40.0ˋ͕ڧ෩にɺ24.0ˋ͕ߑਫɺ16ˋ
͕ཕによる٘ਜ਼ऀͰ る͋ɻモンゴルͰ͸߽
Ӎɺߑਫɺスコール΍ڧ෩ɺᯔɺཕ͕ٸ
ܹに૿加しておΓɺݥة΍ඃ֐につͳ͕る
よ͏ ͳέース͕20年ؒͰ年͋ Γͨ2ഒのඃ
を΋ͨ֐ らしている（MET,�2018）ɻ
GDPにରする֐ࡂଛࣦのൺ཰͸ɺ

2000年から2001年のؒͰ͸7.5ô11.5ˋ
Ͱ Γ͋ɺҰ国の経済͕ਂࠁͳଛ֐をडけ
ͨɻ2010年ɺ໿23ˋの家ச͕κドによΓ
ࣦΘΕ とͨきɺͦ のࣗ然֐ࡂによるඃֹࡂ
͸GDPの6.22ˋͰ͋ͬ （ͨલ年のGDP
にରするパーセンテージ）ɻ
のม化によるࣗ然ؾの大ظ中لੈࠓ

ม動シナϦΦにީؾのස౓͸ɺͲの֐ࡂ
ै てͬ΋23ô60ˋ૿加すると༧૝ Ε͞てい
るɻᏢᲆ΍κドのকདྷධՁ͕ɺͦ の༧ଌ
ඪを推ఆする͜ࢦ とͰߦΘΕているɻ͜ の
༧ଌࢦඪ͸ɺグϩーバルީؾม動モデル
によΓモンゴルのީؾকདྷ༧ଌに΋༻いら
Εている݄ Թɺ߱ؾؒ ਫྔのデータによΓ
ఆن Ε͞る୅දతͳՆقɺౙقのঢ়ଶを
දす΋のͰ͋る（GomboluuEev,�2014）ɻ
Թ室ޮՌガスの中ഉग़シナϦΦの৔合Ꮲ
ᲆの発ੜ͸5ô15ˋ૿加しɺ高ഉग़シナ
ϦΦͰ͸5ô15ˋ૿加すると༧૝͞Εてい
るɻൺֱత૿加෯͕大きい（15ˋの૿加
を示す）の͸ɺ2020年·Ͱと2050年·Ͱ
の南部の༧૝݁Ռとɺ中ഉग़シナϦΦに
ͮ͘ج 2080年の中ԝ部の༧૝݁ՌͰ͋ͬ
ͨɻ高ഉग़シナϦΦͰ͸ɺ2020年୅に੢
部と東部Ͱの15ˋの૿加͕༧૝͞Εͨɻ
ら͞に2050年と2080年に͸ͦΕͧΕ20ʙ

25̀ と30ʙ45̀ の૿加͕༧૝ Εͨ͞ɻ
κドのස౓͸ɺ中ഉग़シナϦΦͰɺ5ʙ
20ˋの૿加͕ɺ高ഉग़シナϦΦͰ5ʙ40ˋ
の૿加͕ࢦఠ Ε͞ているɻ΍΍大きͳ૿加
（15ˋ）͕ 中ഉग़シナϦΦの際にلੈࠓ
຤に東部と北部Ͱ؍ଌ Ε͞る͜ と͕ ༧૝͞
ΕるҰํͰɺよΓݦஶͳ૿加（40ʙ45̀ ）͕
モンゴル北部Ͱ༧૝ Ε͞るɻ

2�1�  ެऺӴ生΁のӨڹ
Ԛؾม動に関連する೤೾΍大ީؾ

છɺߑਫɺᏢᲆɺਫෆ଍ɺ͋ るい͸೶業
΁のީؾのӨڹͳͲ͸௚઀ɺؒ ઀の経࿏
を通͡ て国ຽの݈康にӨڹをٴ΅すɻؾ
ީม動のӨڹ͸ɺثٵݺ・॥ܥث؀の࣬
ප΍ɺͥ Μͦ͘ ɺԼཀྵ性࣬ױɺӫཆࣦ調ɺ
છ঱΍ଞの఻છපの国ຽのؒͰの૿ײ
加ɺಛにڙࢠのؒͰの૿加を൐͏ 可能性
͕ る͋ɻજࡏతにͰ͸ る͕͋新ײڵછ঱
΍ײڵ࠶છ঱͕૿加している可能性͕͋
るɻܥثٵݺの࣬ױ͸ɺ೤೾にىҼす
る可能性΋ࢦఠ Ε͞ている（NatsagEorKi,�
2008）ɻ৿ྛにੜଉするダニ͕ダニഔհ
性೴Ԍの఻છを加速ͤ͞ とͨい͏ 事 ΋࣮い
つ͘かࢦఠ Ε͞ているɻ国ཱ人्ڞ通ײ
છ঱センターの調査݁Ռによるとɺ2005
年から2015年にかけて7人の人্໋͕ड़
のײછ঱ͰࣦΘΕているɻ͜ の関܎からɺ
地ٿԹஆ化の΋とͰ৿ྛのダニをײછݯ
とするダニ͕ഔհする࣬පのጶױ཰͕૿
加してい͘ 可能性͕高͘ ͳる͜ と͕༧૝͞
Εる（MET,�2017b）ɻ͜ Εらに関連する
༧૝݁Ռとしてɺダニഔհ೴Ԍのײછݯ
の਺͸ɺلੈࠓの中൫·Ͱに80̀ ૿加しɺ
຤に͸2ഒに૿加するか΋しΕͳلੈࠓ
いɻ

2�11   気候変動にରする૯߹的ͳ
੬ऑੑとϦスΫのධՁ : 

ੜଶܥに関Θるࣗ 然తཁ素ɺྫ ͑͹ɺ
ਫ資ݯɺ৿ྛɺӬٱౚ౔ɺ໺ੜ動෺ɺ
์຀地΍ࣗ然֐ࡂɺ͞ らに社会・経済に
関する࡞ߞ地ɺச࢈業΍公ڞӴੜͳͲと
いͬͨ ཁ素からߏ成 Ε͞るީؾม動のධ
Ձࢦඪ͸ɺグϩーバルɺ͋ るい͸地域の
ΘΕてきߦม動動学モデルを༻いてީؾ
ͨɻ
͜のධՁにおいて͸ɺ2046年から2065
年·Ͱのؒのଟ部門のධՁ݁Ռ͕࢖Θ
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Ϟϯΰϧʹ͓͚Δީؾมಈͱ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔͷ࢖༻

Εてきͨ ɻ͜ Ε͸ɺRegCM4�EC)AM5と
RegCM4�)aEGEM2を༻いて༧ଌ Εͨ͞
΋のをج४とし ΋ͨのͰ͋るɻͦ ͜Ͱ͸؀
ঢ়の੬ऑݱ΍社会・経済部門におけるڥ
性ɺϦスクに関するࢦඪ͕モンゴルͰ্ঢ
している͜ と͕ 示 Εͨ͞ɻ૯͡ てɺݱঢ়の
ධՁ͸「੬ऑ」とい͏ クラスͰ Γ͋ɺ2046
年から2065年に͸ͦのධՁ 「͕૬౰ة
にมΘるͩΖ͏「ݥ と༧૝ Ε͞るɻީؾม
動の༧૝によるとɺ੬ऑ性ɺϦスクධՁの
ඪ͸モンゴルのす΂ての地域をର৅にࢦ
して্ঢしてい͘ とߟ ら͑Εている（MET,�
2018）ɻ

�ɽީؾ�มಈ΁のରॲͱ؇和の
ͨΊの੓ࡦɾઓུ

��1  ໰୊にରするదԠ
దԠと؇࿨のରࡦ͸ɺ「グϦーン発展
ઓུ」ͳͲの੓ࡦにҰఆఔ౓൓ө Ε͞て
いるɻಉઓུ͸ڥ؀と社会・経済׆動に
おける調整に関連する΋のͰ る͋ɻモンゴ
ルにおける と́ΜͲの経済׆動͸ɺංཊ
ͳ౔৕ɺ์ ຀地ɺਫ資ݯͳͲのࣗ然資ݯ
の։発Ͱ る͋ɻ地理తม༰に൐いɺ຀૲
地のੜҭのม化΍࡞ߞ機会のม化͕見
らΕɺ͋ るಛఆの地域において͸ɺ࡞෺
のੜҭのվ善΋ΈらΕるɻしかしͳ͕らɺ
΄とΜͲの೶業ੜऀ࢈͸ɺީؾม動΁
のରॲͨΊの૬౰の投資をඞཁとしてい
てɺͦ し͏ͳけΕ͹ਙ大ͳଛࣦをडけるͩ
Ζ͏ ɻਫ資ݯに๡しい地域におけるਫ資
合のඡഭ化に関連するϦスク΍ɺਫڝݯ
に関連する地域社会のްੜ΁のӨڹのϦ
スク͕ ଘࡏしているɻし͕ͨ てͬ੓෎のؾ
ީม動ରࡦ͸ɺҎԼの主ཁͳ໰୊に໨を
けͳけΕ͹ͳらͳい（MEGDT,�2015）ɻ޲
Ұつ͸ச࢈業Ͱ Γ͋ɺ఻統తͳੜ׆࢈動
とݱ୅తͳノ΢ϋ΢を૊Έ合Θͤͨํ法
によΓ෇加Ձ஋཰の高いੜ࢈෺のੜ࢈を
֦大してい͘ と͕͜ ඞཁͰ͋るɻೋつ໨͸
೶業Ͱ࡞ߞ Γ͋ɺ国಺धཁを࣮֬にัଊ
する͜ と͕ ΊらΕるɻ͜ٻ Ε͸ɺީؾม動
のѱӨڹを؇࿨しɺよいӨڹを׆༻しͳ
ら͕ɺ国಺の৯ྉとசࣂ࢈ྉの֬อ͕ٻ
ΊらΕるとい͏ と͜をҙຯしているɻ三つ໨
͸ਫ資ݯͰ Γ͋ɺਫ資ݯに関ΘるϦスクの
௿͕ݮඞཁとͳるɻ͜ Εに͸ɺਫ࣭のอ
શ΍࣋ଓ可能ͳ国ຽੜ׆ɺ੡଄業ɺ೶

業΁のਫڅڙを֬อする͜ ととߑਫඃ֐
の༧๷ؚ͕·Εるɻ࢛ つ໨͸৿ྛ資ݯͰɺ
をڹらしɺよいӨݮをڹม動のѱӨީؾ
ޮ཰తに׆༻するͨ Ίのྛ業における人
材の։発とҭ成Ͱ る͋ɻޙ࠷͸公ڞӴੜ
Ͱ Γ͋ɺ国ຽ͕໔Ӹを࣋ͨͳい֎部から
のײછݯによる࣬පの৵ೖのよ͏ にɺؾ
ީม動によΓ΋ͨ ら͞ Εる公ڞӴੜを֐す
るཁҼをഉআするよ͏ ͳରॲ能力のվ善
とڧ化をඞཁとするɻ

��2  Թࣨޮ果Ψスのഉग़ܰࡦݮ
Թ室ޮՌガスഉग़ݮ࡟໨ඪҊ

（INDC）に関連してߦΘΕͨ༧ଌによ
るとɺす΂ての経済主ମのエωルΪーध
ཁの૯ྔ͸ɺ2030年·Ͱに2.7ഒに૿加
すると༧૝ Ε͞ている（MEGTD,�2015）ɻ
エωルΪー部門のԹ室ޮՌガスഉग़͸ɺ
૯ྔの൒෼に૬౰するɻೋ൪໨に大きい
ഉग़ݯ͸೶業部門Ͱ Γ͋ɺエωルΪー部
門にഭ てͬいる͕ɺ੡଄業とエωルΪーϩ
スのׂ合͸໿1̀ とͳͬ ている（図5）ɻ΋し
ਫ力発ి΍ɺ෩力ɺιーラーిݯͳͲの
؇࿨2030͕ࡦ年·Ͱに࣮ߦ Ε͞Ε͹ɺԹ
室ޮՌガスഉग़૯ྔ͸ೋࢎ化୸素ݪ୯
Ґ37308�kt からɺ33431�ktにݮ࡟ Ε͞る
とΈͳ͞ Εているɻ੓෎によるࡦࢪ͸エω
ルΪーଛࣦ཰を7.8̀ ·Ͱ௿Լͤ͞る͜ とを
໨ࢦしておΓɺ2014年にϩスしている෼の
5.4ˋ෼に૬౰するɻエωルΪーϩス͸高
ޮ཰のর明૷ஔのಋೖ΍ɺधཁαイド͕
エωルΪーফඅのܭ画を؅理する͜ とͰ
গͤ͞る͜ݮ と͕ 可能Ͱ る͋ɻ
ඇ࠶ੜ可能エωルΪー͕大ଟ਺を઎

ΊるエωルΪー部門͸ɺԹ室ޮՌガス
ഉग़にରするد༩͕࠷大Ͱ͋る（MET,�

2018）ɻエωルΪーの࠷దͳߏ成をཱ֬
する͜ と͸ɺి 力ޮ཰をվ善しɺԹ室ޮ
Ռガスのഉग़をݮ࡟するɻ先進ٕज़のಋ
ೖと送ిϩスのݮ࡟͸ɺۙ いকདྷにおけ
る࣮ํࢪ਑͕示 Ε͞ているɻ࠶ੜ可能エ
ωルΪーのׂ合を૯ి力の30ˋに·ͰҾ
き্͛るとい͏ プϩジΣクトの࣮ߦとɺখܕ
ਫ力発ిɺ෩力発ి΍ଠཅ光発ిシス
テムɺ地೤発ిのಋೖ͕ɺ統合ܕエωル
Ϊーシステムશମのޮ཰性に大き͘ すݙߩ
るとߟ ら͑Εるɻ೤څڙについて͸ɺ3つ
に大ผ Ε͞るシステム͕ Γ͋ɺ地域೤シス
テムɺ中খن໛೤システムɺͦ して௿ѹ
೤ਫϘイラͰ る͋ɻখن໛೤システムと௿
ѹϘイラのಋೖ͕ݮগする中ɺ地域೤ڙ
システム͕஫໨をूΊておΓɺ͜څ の͜ と͸
೤ޮڅڙ཰のվ善とよΓॏཁͳԹ室ޮՌ
ガスのഉग़について΋ݮ࡟するとߟ ら͑Ε
るɻ石୸͸࢖༻೩ྉの96̀ を઎Ίているɻ
石୸͸安͘ ๛෋にଘࡏしている͕ɺڥ؀
΁のѱӨ͕ڹආけらΕͳいɻ೤ਫੜ࢈の
ͨΊの石୸೩মٕज़とコールベッドϝタン
の࢖༻͸明らかに༗֐෺࣭΍Թ室ޮՌ
ガスഉग़をݮ࡟するɻ断೤ٕज़のಋೖ΋
主ཁͳి力ফඅݮ࡟のཁ素とߟ ら͑Εɺ
エωルΪーのઅ໿と究ۃతに͸Թ室ޮՌ
ガスのഉग़ݮ࡟にد༩するɻ
੡଄業からのԹ室ޮՌガスഉग़͸ɺ߭

業・۷࠾業の発展に൐い૿加しているɻ͜
Εにରしてɺྫ ͑͹セϝントのࣜס੡଄の
ಋೖͳͲԹ室ޮՌガスഉग़ݮ࡟のͨΊの
ରࡦ΋औらΕているɻ
家ச部門において͸ɺ「࣋ଓ可能ͳ຀

૲؅理の࣮ࢪ」のよ͏ ͳ຀૲地ଳのอશ
に関するٕज़͕຀૲地ྼ化の޲܏を཈
͑るとظ଴͞Εているɻഉग़ݮ࡟のͨΊ

ਤ̑　モンゴルのԹࣨޮ果Ψスഉग़ߏ成ʢ2�1�年ʣ

出所：MET（2018）
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のํ法͸ɺ家சੜ࢈の૿加཰にࢭࣃΊ
をかけるとい͏ ΋のͰ Γ͋ɺͦ Ε͸つ·Γ地
域社会Ͱ所ಘをੜΈग़すํ法を見௚しɺ
と国際市৔΁の参༺࢖୅తͳٕज़のݱ
ೖによΓ高い෇加Ձ஋ੜ࢈を࣮ݱする͜ と
をཁするɻ
モンゴルͰ͸ɺഇغ෺؅理͕ෆे෼Ͱ
Γ͋ɺ́ とΜͲの࢈業ഇغ෺͸ͦの··ࢁ
とͳͬ ているとい͏ の͕ࠓ日·ͰมΘらͳい
ํ法Ͱ͋るɻ͜ ΕにมΘΓɺܗݻഇغ෺
からのϝタンܥのར༻΍͝Έ೩মによΓエ
ωルΪーをੜΈग़すٕज़のಋೖ͸ɺ؅理
をよΓޮ ཰తにするɻҰํͰܗݻഇغ෺
のऩू΍෼ผ͸ɺ人のੜݍ׆のҐஔ΍
地ํのੜ༷ࣜ׆のଟ༷͞から主ཁͳ՝
୊Ͱ る͋ɻ͜ し͏ͨ؍఺からɺഇغ෺の؅
理において͸ɺ࠷大࠶ݶར༻するɺ఻統
తͳमસٕज़を׆༻するɺݱ୅తͳٕज़
を໛ࡧするとい͏ と͜をݪଇとしてɺ՝୊に
き合͏޲ と͕͜ ΊらΕるɻٻ
モンゴル͸௿୸素発展モデルを௥ٻ

しɺԹ室ޮՌガスऩࢧθϩをকདྷ達成す
るͨ Ίのɺ高いグϦーン発展ઓ （ུGrDP）
の໨ඪをઃఆしているɻۙ年׬成しͨモ
ンゴルのԹ室ޮՌガスインベントϦ（ഉग़
Ұ覧ද）とִ 年報告ॻ（BUR）͸ɺ͜ の໨
ඪઃఆ͕࣮ݱ可能Ͱ る͋͜ とを示している
（図6）ɻͦのͨΊに͸ɺモンゴル͕ա์
຀ঢ়ଶをղফし์຀地を؅理する͜ と͕
Ͱきɺ৿ྛՐࡂ΍஬֐ɺҧ法െ࠾ͳͲを
ؚΉଞの ら͋ΏるཁҼから৿ྛݮগを৯
いࢭΊる͜ と͕ Ͱきる͜ と͕ ৚݅Ͱ る͋ɻ

�����ԹࣨޮՌΨεഉग़ݮ࡟ͱΤω
ϧΪʔ෦໳の発展

��1   Թࣨޮ果Ψスഉग़ݮ࡟の੍ن
੍౓
モンゴルの主ཁͳエωルΪー資ݯ͸
石୸Ͱ Γ͋ɺ1730ԯトンのොଘྔ͕͋ると

推ఆ Ε͞ているɻ石୸のՐ力発ి͸2015
年࣌఺Ͱి力૯ྔڅڙの96.1ˋͰ Γ͋ɺ
૯ి力ྔ͸5541.74G8hͰ͋る（MET,�
2018）ɻ࠶ੜ可能エωルΪーを૿΍しɺエ
ωルΪーޮ཰を高Ίる͜ とͰԹ室ޮՌガ
スのݮ࡟を໨ࢦす੍ن͸かͳΓの਺͕ଘ
څڙしているɻ「モンゴルのエωルΪーࡏ
における2030年の࣋ଓ可能ͳ発展໨ඪ」
͸ɺ2030年·Ͱにモンゴルの国಺ి力ध
ཁを100ˋ国಺ిݯͰڅڙする͜ とɺ国಺
ి力څڙの30ˋのڅڙを࠶ੜ可能エω
ルΪーによる΋のとする໨ඪを示しているɻ
シݮによるܰ༺࢖ੜ可能エωルΪー࠶

ナϦΦをऔΓೖΕͨԹ室ޮՌガスഉग़ྔ
͕ɺ長ظエωルΪー୅ସܭ画（LEAP）
モデルを༻いてࢉܭ Ε͞ている（ද2ɺ�図
7）ɻ
ද2͸ɺ࠶ੜ可能エωルΪーܰݮシナ

ϦΦͰ͸ɺલड़のよ͏ に2030年·Ͱにɺエ
ωルΪー部門͕Թ室ޮՌガスഉग़をೋࢎ
化୸素ݪ୯Ґ37308kt（参ߟシナϦΦ）か
ら33431kt·Ͱݮগͤ͞ಘる͜ とを示して
いるɻ

ਤ̒　モンゴルのԹࣨޮ果Ψスഉग़ऩࢧʢ1����2�1�
 ୯Ґ: Mt CO2 eʣ

出所：MET（2018）

ද2　再生可能エネルギーによるܰݮシナϦΦにおけるԹࣨޮ果Ψスഉग़ྔ
ʢ୯Ґ : ೋࢎ化୸ૉݪ୯Ґ Ltʣ

出所：MET（2018）
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ਤ̓　再生可能エネルギーのܰݮシナϦΦ΁のد༩
ʢԹࣨޮ果Ψスഉग़ྔ
 ୯Ґ: ೋࢎ化୸ૉݪ୯ҐLtʣ

出所：MET（2018）
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モンゴルの「࠶ੜ可能エωルΪー法」
͸ɺ2007年にঝೝ Ε͞ɺ2015年にվਖ਼͞
Εͨɻͦ の໨త͸ɺ࠶ੜ可能エωルΪー
をిݯとする発送ిのنଇを整備する΋
のͰ Γ͋ɺ࠶ੜ可能エωルΪー༝དྷのి
力͕બ͹Εるよ͏ ͳ法త࿮૊Έをઃఆす
る͜ とによΓຽؒ資金͕発ిプϩジΣクトに
流Εるよ͏ ଅす と͜Ͱ͋るɻエωルΪーの
଴ظ͕ݙߩにおいて༺׆ Ε͞る΋ののҰ
つ͸ɺビルからのഉ೤ϩスͰ る͋ɻ「グϦー
ン発展੓ࡦ」͸2030年·Ͱに40̀ のഉ೤
をݮ࡟する͜ とを໨ࢦしておΓɺͦ のͨΊに
ங෺の断೤΍新しいエωルΪーݐଘのط
ޮ཰ج४を新نのݐ෺にద༻するɻ「モ
ンゴル省エωルΪー法」͸ɺ2015年11݄
26日に国会Ͱঝೝ Ε͞ （ͨBolor�ErEene�
B,�2018）ɻ͜ の法཯͸大ޱのి力ফඅ
ऀにエωルΪー؂査と報告をٛ຿෇ける
とಉ࣌にɺͦ のܭ画と׆動のエωルΪー
ফඅをͤ͞ݮ࡟る΋のͰ͋るɻ૯ి力の
70ˋのফඅに૬౰するモーターの෼໺に
おいてɺエωルΪーޮ཰の高いモーター
のಋೖ͕ظ଴͞ΕておΓɺ͜ ΕによΓ明ら
かͳ省ి力とજࡏతͳి力ফඅのઅ໿
͕20̀ Ͱ る͋とظ଴ Ε͞ているɻ

��2   ౷߹的ͳిྗൃ展੓ࡦにおける
再生可能エネルギーとͦの動向 : 
モンゴル中部のి力―ੜ࢈とফඅ͸ɺ

͜の地域の人ूޱ中ɺ経済׆動の׆発
͞からΈてɺ国のকདྷのి力ੜ࢈―発
展の࢟を൓өする΋のͰ͋るɻ2018年
຤のモンゴルの中部の૯ిڅڙݯ能力
͸ɺ1255.8M8に達するɻͦしてͦの
87.2ˋに͋ͨる1095.8M8͸Ր力発ి
による΋のͰ Γ͋ɺ࢒Γの12.74ˋに͋ͨる
160M8͸෩力発ిとଠཅ光発ిͰ͋
る（Myagmarsuren,�2018）ɻಉ༷に͜
の地域のి力システムにରするి力धཁ
͸ɺ年ʑ૿加している（ද3）ɻಉ࣌に࠶
ੜ可能エωルΪー΋૿加しているɻྫ͑
͹2014年に͸Θͣか2.25̀ ͩͬͨ ΋の͕ɺ
国会Ͱɺ2020年·Ͱに20ˋにɺ2030年·
Ͱに30̀ にとい͏ ໨ඪ஋を൐͏ 「グϦーン発
展੓ࡦ」͕ ঝೝ Εͨ͞ɻしかしͳ ら͕ɺ中
部地域について͜ の໨ඪ͸ද4に示 Ε͞る
よ͏ にૣظに達成 Εͦ͞͏ Ͱ͋る（2019年
に͸およͦ 22̀ にͳる）ɻ

���   モンゴルにおける再生可能エネ
ルギーに·つΘるݱঢ়の՝୊ :
ঢ়についてɺBavuuEorK�（2018）にݱ

よるとエωルΪー੍نҕ員会͕ঝೝしͨ
ଠཅ光発ిઃ備͸༰ྔ727M8૬౰の
29݅ɺ෩力発ి͸502.4M8 ૬౰の5
݅ɺଞの࠶ੜ可能エωルΪー（バイΦϚス
ͳͲ）͸299.4M8૬౰の5݅Ͱ͋る（ද
5）ɻ合39͕݅ܭ༰ྔ1528.8M8૬౰の
ڐੜ可能エωルΪー発ిઃཱのಛผ࠶
可をಘているɻ͜ し͏ͨຽؒの投資͕࠶
ੜ可能エωルΪーに͘޲ よ͏ にͳͬ きͨͬ か
け͸ɺ2015年の࠶ੜ可能エωルΪー法
の国会Ͱの成ཱͰ͋るɻҰํͰݱঢ়の
ू中ܕエωルΪーڅڙグϦッドのシステム
͸ɺ෩力΍ଠཅ光ͳͲ安ఆڅڙに޲かͳ
いి力の参ೖに合Θͤて（ݮগして）い͘
Θけに͸いかͳいɻ
モンゴル中部地域のエωルΪーシステ

ムのౙのϐーク࣌͸ɺ100M8૬౰のエ
ωルΪー輸ೖをཁしているɻݱঢ়ɺ࠶ੜ
可能エωルΪーによる発ి͸100M8෼
Քಇしているɻ࠶ੜ可能エωルΪー͸断
ଓతͳエωルΪーݯͰ Γ͋ɺ໿100M8
の෯Ͱม動するෆ安ఆͳిݯͰ る͋ɻݱ
2機の෩力発ిと2機のଠཅ光発ి͕ࡏ

Քಇしている͕ɺ日中のܭ画஋から70�
90M8のม動をしているɻ෩力発ి͸ɺ
༦ํのϐーク࣌のؒ͸ܭ画্80�60M8
のม動をしているɻଞの໰୊として送ి
༰ྔ͕͋る（BavuuEorKi,�2018）ɻྫ͑
͹「チョイル―アイラグ―αインシャンド―
βミン΢ド」の110k7 ۭ中送ిઢ͸AC�
ಋઢͰ͋る͕ɺ「アイラグ―αܕ150�24
インシャンド―βミン΢ド」のۭ中送ిઢ
͸AC�120�19ܕಋઢ͕࢖ΘΕているɻ
Նقの送ి༰ྔ͸「チョイル―アイラグ」
110k7 ઢをͬ࢖て60M8ɺ「アイラグ―
αインシャンド―βミン΢ド」110k7 ઢを
の「チョイルقて50M8Ͱ͋るɻౙͬ࢖
アイラグ」110k7 ઢ͸80M8Ͱ͋るɻՆ
の「アイラグ―αインシャンド―βミン΢ق
ド」地域のి力धཁ͸8M8ɺౙق͸
18M8Ͱ͋るɻ調査の݁Ռɺナランテグ
の15M8ଠཅ光発ిプラントとαインシャ
ンド55M8෩力発ిのՆقの送ి༰ྔ
͸ɺ2018年から2019年にかけてすͰに
に達すると༧૝ݶ্ Ε͞ているɻ
͜のよ͏ ͳঢ়گ͸エωルΪー大ਉとエω
ルΪー੍نҕ員会にରする࠶ੜ可能エ
ωルΪー法վਖ਼のѹ力とͳͬ ておΓɺ࠶ੜ
可能エωルΪーࢧԉิ助のࡏΓํ をม͑

ද�　モンゴル中෦ిྗܥ౷の主ͳध要

出所：Bavuudorj（2018）
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ද�　中෦஍Ҭのエネルギーシスςムのڅڙ༰ྔ

出所：Bavuudorj（2018）
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よ͏ としているɻ
ಛผڐ可をಘͨす΂てのエωルΪーݯ

͕商業໨తͰՔಇ Εͨ͞৔合ɺ࠶ੜ可能
エωルΪーࢧԉิ助͸136.37�トΡグルグ�
K8に達する͜ ととͳΓɺ͜ Ε͸エωルΪー
੓ࡦの財੓తͳ࣋ଓ可能性にとͬ てのॏ
大ͳ໰୊とͳるɻ͜ の఺について࠶ੜ可
能エωルΪーについての法վਖ਼をٻΊる
議࿦ɺಛにิ助金のਫ४について͸ɺڙ
とফඅऀ૒ํにとͬऀڅ て஫໨をूΊる
議࿦とͳͬ ているɻ͜ し͏ͨݱঢ়を൓өす
るい͘ つかのྫ示としてɺి 力ങऔ協ఆ
とɺิ 助金のݱঢ়ਫ४についてද6とද7
に示しͨɻ図8と図9͸ิ助のਫ४とͦ の
ੜ可能エωルΪーとの連動について示࠶
し ΋ͨのͰ る͋ɻ

5���݁࿦

ੜ࠶としてɺࡦม動の新ͨͳղܾީؾ
可能エωルΪー͸ͦの঑ྭとଅ進͕ٻΊ
らΕているɻ࠶ੜ可能エωルΪーのॳظ
投資によΓଟ͘ のඅ༻͕投͡ らΕるよ͏ にɺ
੓෎͸ɺ動機ͮけと֎部のパートナーとଟ
֯తͳ։発༥資協力΍ೋ国ؒ協力のଅ
進ͳͲɺす΂ての可能ͳાஔをऔる΂き
Ͱ͋るɻૣい࣌ظに੓෎によΓे ෼ͳ資
金を΋ͬ て࣮ߦ Ε͞ 「ͨιーラー・ήル（モン
ゴルの఻統తॅ10（ډສܭ「ށ画͸ɺ国
を͛ڍてଠཅ光発ిエωルΪーを׆༻し
よ͏ とい͏ きͬ かけとして࠷善の΋のͰ͋ͬ
ͨɻ地ํのॅډのి౮から࢝·Γɺࠓ日
Ͱ͸ɺιーラーパωル͕ ·͟͞ ·ͳ༻్に
ଳి࿩のॆిɺӴ੕テܞΘΕておΓɺ࢖
Ϩビ༻のి力ɺখྫྷܕଂݿに࢖༻ Ε͞て
いるɻରجࡦ金ɺグϦーンجީؾ金΍ク
Ϧーン։発ϝΧニζム（CDM）ɺద੾ͳ؇
࿨ߦ動（NAMA）΍ೋ国ؒクϨジット੍ ౓
（JCM）ͳͲのಛઃの࢓૊Έ͕公తɺຽ
ؒ྆ํの投資のࡏΓํ をม͑ɺよΓଟ͘ の
౰事ऀをऔΓࠐΉよ͏ に༻いらΕಘるɻ૲
のࠜの׆動から国家Ϩベルの׆動·Ͱͦ
の׆動͕広 ら͛Εる可能性͕ る͋ɻ

ʦӳߘݪޠをERINAにて຋༁ʧ

ද5　再生可能エネルギーൃిのݐ設の特ผڐ可

出所：Bavuudorj（2018）

ΤωϧΪʔݯ ಛผڐՄͷ਺ ༰ྔʢ.8ʣ
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ද�　ిྗങऔڠఆ

出所：Bolor-Erdene（2018）
注：PPAはPower Purchase Agreementの略、NETCはNational Electricity Transmission Centerの略、
NDCはNational Distribution Centerの略である。

ΤωϧΪʔݯ 11"ͷ਺ ༰ྔ
ʢ.8ʣ උ5$&/ߟ /%$

� ෩ɹྗ � � ����� クϦーンエωルΪー༗ݶ会社とクϦーンエω
ルΪーアジア༗ݶ会社͋Θͤて100M8の
૯ిݯ༰ྔ͸ɺ商業ར༻を։࢝しているɻ

� ଠཅޫ � �� ��� ιーラーパワーインターナショナル༗ݶ会
社とエϰϦデΟフΝーム༗ݶ会社͸商業ར
༻を։࢝しているɻ

� ਫɹྗ � � ����� チャージΣイトਫ力発ిプラントɺ΢ランバ
ートルਫ力ϙンプストϨージ

� ͦͷଞ � � �� ഇغ෺加ݯి޻プラント
5PUBM � �� �
���

ද�　ݱঢ়の再生可能エネルギーิॿのਫ४

出所：Bolor-Erdene（2018）
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ਤ̔　再生可能エネルギーิॿ

出所：MOE（2018）

ਤ̕　طଘのPPAと༧ఆ͞れているϓϩジΣΫτについての再生可能エネルギーิॿ

出所：MOE（2018）
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BATJARGAL Zamba
Dr., Special Envoy for Climate Change, Mongolia

This paper outlines current climate change and future 
scenarios, highlighting the associated impacts which have 
occurred and are anticipated. F ocus is given to the more 
sensitive components of natural resources, such as water, forests, 
grasslands and the associated vulnerable economic sectors, such 
as animal husbandry and crop production. The estimation shows 
that due to the possible shift of geographical transition z ones, 
pasture availability and the opportunities for arable farming 
might change. In this regard it was noted that most agricultural 
producers need to make substantial investments in order to adapt 
to climate change. Another concern is related to the risk of 
emerging competition for water resources in regions with scarce 
water resources and of water- related impacts on the well- being 
of local communities.

In a more wide- ranging fashion the paper describes the 
situation for greenhouse gas ( G H G ) emissions by sector. 
G overnment policy and the respective measures dealing with 
G H G  emission reduction and removal, including regulatory 

mechanisms, are highlighted. Special consideration is given to 
renewable energy development in Mongolia, covering present 
progress and future challenges. Regarding the concern over grid 
stability associated with solar and wind- power plants, the grid 
can be maintained by using hydropower where possible and 
developing backup systems of various kinds, not necessarily 
relying on battery- based storage alone. Continued debate on the 
construction of hydropower plants on rivers can lead to a 
common understanding if the issue is considered in a more 
comprehensive manner, including other factors like flood 
prevention and runoff maintenance, and reducing susceptibility 
to drought and other unpredictable factors. Electricity and heat 
production off the national grid, and— as alternatives to fossil 
fuels and non- renewables— the use of all possible sources of 
renewable energy within mini - grids and by individual 
householders with different livelihood needs will significantly 
contribute to G H G  emission reduction efforts and adaptations 
aiming to combat the adverse impacts of climate change.

Climate Change and Renewable Energy Use
in Mongolia (Summary)
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ձٞɾ࡯ࢹใࠂ

ୈ�ճཏઌࡍࠃ঎඼లࣔձ
ERINAௐࠪ研究部ओ೚研究員
村ޫ弘ࡾ

　2018年8 2݄0ʙ23日にɺ北朝鮮の羅先
市羅௡地۠に͋る羅先国際商品展示৔
Ͱɺ第8回羅先国際商品展示会͕։͞࠵
Εͨɻࡢ年·Ͱ͸先๝地۠に͋る先๝展
示ؗͰの։࠵Ͱ͋ͬͨ ͕ɺࠓ年͸新ஙの
とͳͬ࠵෺の3֊Ͱの։ݐ ͨɻ
　։ນࣜ͸20日ޕલ10࣌からߦΘΕɺ羅
先市人ຽҕ員会ҕ員長΍֎国投資企業
の୅දɺ中国とϩシアのறਗ਼௡૯ྖ事ؗ
の૯ྖ事ͳͲ͕参੮しͨɻ
回の商品展示会に͸ɺ北朝鮮から50ࠓ　
社ɺ中国から49社と朝中ڞಉ։発ڞಉ؅
理ҕ員会ɺ日本からERINAをؚΉ2社ɺド
イπɺΧナダɺถ国から֤1社の参加とͳͬ
ͨɻ中国企業͸ඇ֩化ޙの展։を͑ߟて
かɺ東北三省Ҏ֎の省から΋ଟ͘ དྷてお
Γɺ家ి੡品΍調理ث۩といͬͨফඅ財
ͩけͰͳ͘ ɺ部品΍޻৔ઃ備ɺச࢈ઃ備ͳ

Ͳの中ؒ財΍ੜ࢈財をൢചする会社͕૿
͑ていͨɻ国連安อ理ܾ議による国際త
化͞ΕているͨΊɺαンプルをڧ͕ࡋ੍
࣋ てͬ͘ る͜ と͕Ͱきͣ ɺΧタϩグ΍આ明資
ྉͩけͰ商談を଴ てͬいる企業͕ଟいの
͕ҹ৅తͰ͋ͬ ͨɻ
　ཌ21日に͸ɺ朝中ڞಉ։発ڞಉ؅理ҕ
員会の新ிࣷͰ投資આ明会͕ߦΘΕɺ
羅先経済貿易地ଳ΍朝中ڞಉ։発のߏ
૝͕આ明 Εͨ͞ɻࠓ年͸ɺ֎国投資企業
୅දの事業঺հ͸ͳかͬͨ ɻ
　投資આ明会Ͱ͸ɺ羅௡ߓを通͡ ͨ෺流
ルートの༏Ґ性͕આ明 Ε͞ておΓɺ新ׁߓ
͕日本ւଆの୅දతͳߓ࿷としてઆ明の
ର৅とͳͬ ていͨɻ投資આ明会に͸ɺ主に
֎国からのग़展企業関͕ऀ܎ଟ͘ 参加し
ていͨɻ
　଺ؒظࡏ中ɺ羅௡ߓを参؍する機会͕

͋ͬͨ ɻࠓ回͸ɺ第3෈頭΁の๚໰͕かͳ
Θͣɺ第1෈頭͸޻事中との と͜Ͱɺ第2෈
頭のΈの๚໰とͳͬ ͨɻ第2෈頭から見ͨ
第3෈頭に͸石୸のࢁ΋人Ө΋ͳ͘ ɺؓ とࢄ
していͨɻ
　第2෈頭のҰ部に͸石୸͕ੵࢁΈに
ͳͬ てい͕ͨɺ̔ ໾͸ߦΘΕておらͣɺͪ͜
ら΋ؓ としていͨɻࢄ
　଺ؒظࡏ中ɺ羅௡市৔を参؍する機会
͕͋ͬ ͨɻ羅௡市৔͸ࡏݱのҐஔにҠస
してからɺ৯品΍ࡶ՟のച৔ͩけͰͳ͘ ɺ
羅先市を中心としͨ地ํの国Ӧ企業の௚
ചళ͕ଟ͘ ೖډするよ͏ にͳΓɺࣸ ਅ7のよ͏
にɺݸผのళをߏ る͑よ͏ にͳͬ てきているɻ
　৯品ച৔΋ߏ಺͸ਗ਼ܿにอͨΕてお
Γɺ北朝鮮の市৔の中Ͱ͸ݱঢ়Ͱ࠷΋「߽
՚」ͳઃ備をތるとݴΘΕているɻ

ࣸਅ1　ཏઌࡍࠃ঎඼展ࣔ会ͰߦΘれた։ນࣜ

（出所）චऀࡱӨ

ࣸਅ2　ి気あΜ·ػの展ࣔଈച

（出所）චऀࡱӨ
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ࣸਅ�　όΠΦؔ࿈ا業の展ࣔ

（出所）චऀࡱӨ

ࣸਅ�　౤ࢿઆ໌会のҰ৔໘

（出所）චऀࡱӨ

ࣸਅ5　౤ࢿઆ໌会のࢀՃऀ

（出所）චऀࡱӨ

ࣸਅ�　ཏ௡ߓୈ2෈಄͔らݟたୈ�෈಄

（出所）චऀࡱӨ

ࣸਅ�　ཏ௡ࢢ৔のߏ಺の༷ࢠʢԞ͕৯඼ച৔のݐ෺ʣ

（出所）චऀࡱӨ
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8 2݄7日ɺ延ล朝鮮଒࣏ࣗभ企業連合
会・企業家協会͕主࠵する「第5回北東ア
ジア企業発展フォーラム―࣮ଶ経済と੡
଄業」͕ 延ล朝鮮଒࣏ࣗभ（延ลभ）の
भ都・延吉市のനࢁϗテルͰ։࠵ Εͨ͞ɻ
ಉフォーラムに͸国֎からERINAの΄
かɺ韓国経Ӧऀ૯協会ɺϩシアԊւ地ํ
商޻会議所からग़੮͕ Γ͋ɺ地ݩの企業
家ら໿50人をؚΊɺશ部Ͱ໿90人͕参加
しɺ日中韓ϩ4Χ国のಉ࣌通༁ͰߦΘΕ
ͨɻERINAから͸ؙࢁ༝明業຿ࣥߦ理
事とචऀ͕参加ɺ発දしͨɻ
ཌ28日から31日に͸ɺ第12回中国延吉・
図們江地域国際投資貿易商談会（図商
会）͕ ಉ͡ 延͘吉市の延吉国際コンベン
ションセンターͰ։࠵ Ε͞ɺ視察しͨɻ延ล
भ人ຽ੓෎ɺ吉ྛ省経済ٕज़合ہ࡞ɺ
吉ྛ省商຿ிɺ吉ྛ省貿易ଅ進会ɺ吉
ྛ省؍光ҕ員会͕主࠵しɺ延吉市人ຽ
੓෎ɺ延ลभ経済ٕज़合ہ࡞ɺ延ลभ
商຿͕ہ主؅しͨɻ

̍ɽ�ୈ5ճ๺౦ΞジΞۀا発展
ϑΥʔϥム

の͜会議͸2013年からຖ年։࠵ Ε͞て
いるɻࠓ回のテーϚ͸「࣮ଶ経済と੡଄
業」Ͱɺ北東アジア֤国の఻統తͳ੡଄
業のアップグϨードɺ࿑ಇੜ࢈性の্޲ɺ
ੜڥ؀࢈のվ善ɺٕ ज़։発΍イノベーショ
ンの׆性化ͳͲについて৘報・ҙ見交׵を
ͨͬߦ ɻ

ʢ1ʣ֤ ୅දஂによるجௐ講演
ᶃ Ԇล朝鮮଒࣏ࣗभا業࿈߹会会௕

金੽ਔ
ɺશ国ظ年্൒ࠓ GDPの成長཰͕
6.8̀ Ͱ る͋ͳかɺ吉ྛ省͸2.5̀ ɺྒྷ ೡ省

͸5.6̀ ɺ黒龍江省͸5.5̀ Ͱɺ東北地ํ
の経済成長཰͕いͣΕશ国ฏۉをԼ
回 てͬおΓɺ経済৘੎͕޷·し͘ ͳいɻ東
北地域経済の໰୊͸ɺ市৔経済౓合の
௿͞ɺ国༗企業のؾ׆のແ͞ɺຽӦ企業
発展のෆे෼ ͳ͞Ͳに る͋ɻ໰୊をղܾす
るͨ Ίに͸࢈業のアップグϨード͕ඞཁͰ
Γ͋ɺ企業における஌తੜ࢈のීٴɺ࢈
業のインターωット化ɺ੡଄業における࠶ੜ
可能エωルΪー΁స׵ͳͲのର͕ࡦඞཁ
ͩɻ·ͨ ɺ北東アジア֤国の経済૊৫・企
業団ମؒの連ܞをڧΊɺ投資・貿易のଅ
進ɺ域಺෺流ルートの׆性化ɺಛにᘦय़
―βルビノߓ―ଋ૲の෺流ルートをҰࠁ΋
ૣ͘ ։しͨいɻ韓国೶心企業͕延ลभ࠶
Ͱੜ し࢈ ミͨωラル΢ォーター「നࢁਫ」を
韓国޲けにྦྷܭ 50 ສトン輸ग़しɺ՟෺ྔ
͸໰୊Ͱ͸ͳいɻ

ᶄ ERINA 業຿ࣥߦཧࢁؙ　ࣄ༝໌
新ׁ県に͸৯品加޻業ɺ機ց੡଄業ɺ

金ଐ加޻業ɺి ޻੡଄業ɺ化学ث機ࢠ
業ɺણҡ࢈業において୅දతͳ企業͕͋
るɻͦ の発展プϩセスに͸ɺ事業֦大よΓ΋
͕࣭ؾΉ新ׁ企業家の޷調ͳ経Ӧをݎ
Γ͋ɺৗにٕज़ֵ新をॏ視しɺ企業ؒڝ૪
よΓ΋ڞಉൟӫをॏ視する࢟੎͕ る͋ɻ

ᶅܚঘ北ಓܦӦऀ૯ڠ会　ৗ೚෭会௕
　ுӬދʢジϟン・Ϥウンϗʣ
年͸南北ट೴会談ɺถ朝ट೴会談ࠓ

しɺ朝鮮൒ౡ͸大きͳターニングϙݱ࣮͕
イントをܴ て͑いるɻ南北をつͳ͙ మಓݐઃ
ͳͲɺ朝鮮൒ౡをؚΉ北東アジア地域にお
ける෺流の׆性化͸֤国の੡଄業に発
展とม化を΋ͨ らすͩΖ͏ ɻ

ᶆϩシアԊ海஍ํ঎工会議所会಄
　ϘϦス・スτΡϓχπΩー
2017年にϩシアのGDP͸1.8� ૿加しɺ

2年連ଓの௿໎からվ善しつつ る͋ɻੈ ք
経済͕回෮に޲かいɺ中国経済の発展͸
ґ然として高いਫ४をҡ し࣋ɺϩシアのエ
ωルΪー資ݯ・੡品にରするधཁ͸高いɻ
ੈքエωルΪーՁ֨͸ϩシアの༧૝よΓ高
ͳ͘Γつつ Γ͋ɺকདྷ͸ظ଴Ͱきるɻ
ۙ年ɺϩシアۃ東地域Ͱ͸「先ߦ発展

۠」ɺ「΢ラジΦストクࣗ ༝ߓ」ͳͲの੍౓͕
࣍ʑにಋೖ Ε͞ɺビβ੍౓の؆素化ɺ੫関
通աαービスのޮ཰化΋࣮ しているɻ͞ࢪ
らにɺ投資企業にରするߦ੓खଓきの؆
素化΍ɺ੫੍໘Ͱの༏۰ાஔͳͲɺϩシア
͸整備ڥ東に投資؀ۃ Ε͞つつ る͋ɻ

ʢ2ʣ֤ 業Ոの講演಺༰اࠃ
ᶃ ٢ྛᏉ東ༀ業集ஂԆވ٢份༗࢘ެݶ

ཥᜐ҆　ࣄ౹
⿠�中国の੡ༀ࢈業͸先進国とൺ΂てੜ
プϩセスの部෼Ͱ発展࢈ज़΍ɺੜٕ࢈
͕஗Εているɻ国಺Ͱ͸໿6000社の੡
ༀ企業͕͋る͕ɺͦ の と́ΜͲ͸ੜ࢈
性͕௿い΋のͰ Γ͋ɺ஌తੜ࢈の理೦
について͸·ͩ 学शஈ֊Ͱ る͋ɻ
⿠�஌తੜ࢈の理೦を࣮ݱするͨ Ίɺ2015
年8݄ɺ国֎の੡ༀઃ備੡଄企業と連
ラインにઃ備࢈してɺフϦーζドライੜܞ
をಋೖしてɺੜ࢈プϩセスのデジタル
化ɺ੡଄・؅理の৘報化ɺੜ࢈աఔの
可視化を図ͬͨ ɻͦ の݁Ռɺ੡଄コスト
の12ˋݮ࡟ɺ人త資ݯの໿8ׂઅ໿ɺ
ༀ品の品্࣭޲を࣮ݱしͨɻ

ᶄਆ๛情報技術ʢԆลʣ༗࢘ެݶ૯ܦཧ
　ཥӬय़
⿠�2005年8݄にトϤタࣗ 動ंのྻܥ会社

ʮୈ�ճ๺౦ΞδΞൃۀاలϑΥʔϥϜʯ
ʮୈ��ճதࠃԆ٢ɾਤ၇ߐ஍Ҭࡍࠃ౤ࢿ๵қ঎ஊձʯ
ձ ɾٞ࡯ࢹใࠂ
ERINA経済ަྲྀ部経済ަྲྀਪਐ員
ᤚ੟ऎ



39ERINA�REP0RT�PLUS

のग़資によΓઃཱ Εͨ͞延ลभ།Ұの
日ܥಠ資の IT企業Ͱ る͋ɻ
⿠�会社の主力商品として͸ɺࣗ 動ंϚーέ
テΟング؅理システムɺ企業ERPシステ
ムɺࡏݱ෺流؅理システムɺ企業人事؅
理ωットワークɺి औҾ༻プラットフォーࢠ
ムの։発とϝンテナンスɺスϚートフォンと
3DプϦンターのϦンク・੍ ͳͲ͕ޚ る͋ɻ·
ͨɺۙ࠷ビジωス・プϩセス・ア΢トιーシン
グ（BP0）डୗ業຿΋ߦ てͬいるɻ
⿠�ઃཱ౰ॳɺݱ地の事৘をྀͣͤސに本
社の੍౓をͦの··దԠし とͨ͜ Ζɺ人
材流ग़の໰୊͕発ੜしͨɻ·ͨ ɺ2008
年のϦーϚン・ショックɺ2011年の東日本
大਒ࡂのӨڹͰɺ日本からの発஫͕ݮ
Γɺഁ のੇલにؕͬͨ࢈ ɻͦ のޙɺऔక
໾会Ͱ企業経Ӧについて࿩し合いɺ大
·かͳ部෼について͸日本ํࣜを参র
する͕ɺࡉかい部෼͸ݱ地の事৘に合
ΘͤてॊೈにରԠする͜ とͰ合ҙしͨɻ
⿠�ͦ のޙɺۈ຿࣌ؒの調整ɺ人材ҭ成プ
ϩセスɺ࿑ಇ૊৫のઃཱと׆動のఆظ
化ɺ଴۰アップと௞金؅理੍౓のվ善ɺ
会社理೦の࡞成ɺERPシステムのಋ
ೖɺ࠾༻のݱ地化（吉ྛ省಺ݶఆ）ͳ
Ͳを࣮ࢪしͨɻͦ の݁Ռɺ཭৬཰͕50̀
から10̀ ҎԼ·ͰԼ Γ͕ɺ৬ྺ3年Ҏ্
の社員の཭৬͕΄΅ͳ͘ ͳͬ ͨɻۙ年ɺ
社員਺をຖ年20ˋ૿΍しɺ5ޙࠓ年Ҏ
಺に100人·Ͱɺ10年Ҏ಺に200人ʙ
300人·Ͱ૿΍すܭ画ͩɻ
⿠�中国の IT ໛͸2008年のن業の࢈
7,572.88ԯݩから2015年の42,847.92
ԯݩ·Ͱ成長しておΓɺ年ฏۉ成長཰
͸28.09ˋͰɺ国のGDP 成長཰を্
回 てͬいるɻ
⿠�日本のIT࢈業によるア΢トιーシング͸
1990年୅から北京ɺ্ ւɺ大連ͳͲの
大都市ݍにू中しているɻ人・݄ ୯Ձ͕
͸30ສԁʙ35ສԁ·Ͱ্ঢするͳۙ࠷
Ͳɺԁ安΍中国の෺Ձ্ঢにつΕࢉ࠾
͕合Θͳ͘ ͳΓɺすͰに北京ɺ্ ւɺ大連
の企業͸日本市৔から国಺市৔に੾Γ
ସΘͬͨ と͜ Ζ͕ଟいɻ͜Εにରして日本
͸গࢠ高ྸ化のӨڹͰAIɺੜ࢈ઃ備
のࣗ動化ͳͲのधཁ͕ଟ͘ ɺ͜Εから΋日
本企業の発஫୯Ձ͸্ঢすると༧ଌす
るɻ͜Ε͸延ลのよ͏ ͳ中国の地ํ都市
にとͬ て͸チャンス とͩ͏ࢥ ɻ大都市にൺ

΂て延ลの௞金͸௿͘ ɺ෺Ձ΋安いのͰɺ
人・݄ ୯Ձ20ສԁͰे෼ັ力を͡ײ るɻ
⿠�延ลの IT࢈業のಛ௃͸ɺଞ地ํにൺ
΂て日本ޠ人材͕๛෋Ͱ Γ͋ɺ日本のア
΢トιーシングडけೖΕのଶ੎͕Ͱきて
いるɻ
⿠�延ลの IT࢈業の՝୊͸ɺྵ 企業͕ࡉ
ଟ͘ 企業ؒの連͕ܞऔΕていͳい͜ とɺ
ԉ͸ϋードル͕高͘ࢧ੓からのߦ て中
খ企業にಧかͳいͳͲ͕ る͋ɻ·ͨ ɺ企
業にとͬ て͸人材ҭ成のෛ୲͕ଟ͘ ɺߦ
੓͕人材ҭ成をख఻ てͬ͘ ΕΕ͹大ม
助かるɻྫ ͑͹ج金をઃ しཱてɺͦ のج
金Ͱ人材をҭ成して企業にब৬ͤ͞る
ͳͲのํ法をݕ౼してཉしいɻ
⿠�延ลの IT࢈業ҭ成について͸ɺ·ͣ 日
本のア΢トιーシングधཁをऔΓࠐΈɺ地
࢈の企業・専門人材をҭ成してɺITݩ
業のूੵ地をܗ成してい͘ と͜ɺকདྷ͸
国಺の੡଄業を͑ࢧる地域にͳる͜ と
ͩɻ

ᶅ ـژಓܦӦऀ૯ڠ会෭会௕　جޖხ
ʢΦ・ギιϓʣ
⿠�韓国の੡଄業͸ڱい಺ध市৔のࠀ
෰ɺ֎՟֫ಘɺઃ備投資のけΜҾɺ研
究։発による国家ٕज़ڝ૪力の্޲ɺ
࿑ಇ市৔の安ఆ化ͳͲにおいてॏཁͳ
໾ׂをՌ しͨͨɻ

⿠�2016年࣌఺Ͱɺ韓国のGDPにରする
੡଄業の෇加Ձ஋のൺॏ͸27.6̀ Ͱɺ
͜Ε͸ੈքฏ（ˋ15.6）ۉɺアϝϦΧ
（11.6̀ ）ɺ日本（21.0̀ ）ɺドイπ（20.6̀ ）
よΓ高いɻ通ৗ࢈ɺ 業͕ҰఆのϨベル·
Ͱ発展しͨޙɺGDPにରする੡଄業෇
加Ձ஋のൺॏ͸ݮগにస͡ る͕ɺ韓国
͸ྫ֎ͰࠓͰ΋૿ 加する޲܏Ͱ る͋ɻ
⿠�2017年ɺ韓国のGDPにରする輸ग़の
ൺॏ͕43̀ Ͱ૬ରతに高͘ ɺ輸ग़の͏ ͪ
੡଄業͕શମの9ׂを઎Ίているɻ輸
ग़品໨͸ࣗ動ंɺ൒ಋମ࢈業にू中し
ているɻ
⿠�韓国の੡଄業͸0ECDॾ国とൺ΂る
とɺ෇加Ձ஋཰͕௿͘（0ECDͰ25Ґ）ɺ
࿑ಇੜ࢈性΋௿い（0ECDͰ29Ґ）ɻ͞
らにɺ国಺から͸௞金্ঢのѹ力΋͋
るɻ·ͨ ɺ輸ग़におけるର中ґଘ౓͕高͘
（24.8ˋ）ɺ中国の経済成長ಷ化による
輸ग़ෆৼ΍ɺ中国੡଄業の࣮力্޲に

よるڝ૪力の૬ର௿Լɺա৒څڙɺՁ
૪ͳͲのϦスクを๊ڝ֨ て͑いるɻ

⿠�韓国ɺ中国ɺ日本の3Χ国͸ੈք࠷大の
੡଄業ج地Ͱ Γ͋ɺ日本͸ϋイエンドٕ
ज़・部品素材機ثにɺ韓国͸ミドルエン
ドٕज़・੡品にɺ中国͸ϩーエンドٕज़・
੡品にͦΕͧΕಛ化してきͨ ɻ͜ Εにক
དྷɺ北朝鮮͕参加すΕ͹ɺ北東アジア
の੡଄業に大きͳม化と成長を΋ͨ らす
と͜にͳるͩ Ζ͏ ɻ

⿠�北朝鮮のインフラ։発と経済発展のͨ
Ίの投資の׆性化͸ɺ北東アジア経済
の新ͨͳ成長のݪ動力にͳΓ͏ るɻୠしɺ
ͦのલに ミ֩αイル໰୊のղܾ΍ɺ৴
པ関܎の回෮ͳͲղ しܾͳけΕ͹ͳら
ͳい՝୊͕ଟ͘ ɺ৻ॏに઀ۙするඞཁ
͕ る͋ɻ

ᶆ٢ྛؖਖ਼ਓࢀ༗ࣄ౹࢘ެݶ௕　ཥॏࢍ
⿠�ಉ社͸ɺ韓国人参公社͕ग़資して延ล
भͰઃཱ͞Εɺ2014年7݄から「Ը௝
とい͏「ݯ 新نブランドͰ市৔に進ग़し
ͨɻ
⿠�౰ॳ͸高ྷ人参のอ݈৯品を中心に
事業を展։する༧ఆͩͬͨ ͕ɺอ݈৯
品のൢചڐ可͕ԼΓͳかͬͨ ͨΊɺݱ
ൢ・͸Ұൠ৯品Ͱ੡品を੡଄ࡏ ചして
いるɻෆ合理ͳ੍نɺෆ׳Εͳビジωス
ブランドのཱ֬ͳͲͰ૑業نɺ新ڥ؀
͸ۤ࿑しͨɻͦظૣ のޙɺ商品のޮՌ
と品࣭͕ঃʑにফඅऀにडけೖΕら
Εɺࡏݱのച্͸৳びているɻ
⿠�ۙ 年ɺ中国人の৯品にରする安શҙࣝ
と݈康৯品にରするधཁ͕年ʑ૿͑て
おΓɺޙࠓ΋高ྷ人参とߚ参の市৔͸
֦大するͩΖ͏ ɻࡏݱ「Ը௝ݯ」͸吉ྛ
省の༗໊ブランドにબఆ͞ΕておΓɺࠓ
しているɻࢦ͸中国のஶ໊ブランドを໨ޙ

⿠�延ลの੡଄業にରする助ݴとして͸ɺ
ٕज़ऀෆ଍の໰୊のղফɺੜ࢈ઃ備
およびࢧԉࢪઃにରする部品څڙɺϝ
ンテナンスମ੍のཱ֬ͳͲ͕ る͋ɻ延ล
の੡଄業インフラෆ଍の໰୊をղফす
るͨ ΊにɺICTɺIoTɺビッグデータɺAIɺ
クラ΢ドコンϐϡーテΟングͳͲを׆༻する
スϚートフΝクトϦーのઃཱ͕ඞཁにͳる
ͩΖ͏ ɻ
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会議・視察報告

ʢ�ʣ会議の所ײ
延ลに進ग़している֎資企業の཰௚ͳ
ҙ見͸大ม参ߟにͳͬ ͨɻ会議Ͱ͸໰୊
ఏىからղܾࡦのఏҊ·Ͱ෯広͘ 議࿦͞
Εɺ延ลの࢈業を஌るॏཁͳ機会とͳͬ
ͨɻ·ͨ ɺ੡଄業のΈͳらͣɺIT企業の
࿩΋ฉ͘ と͕͜ Ͱきͨ の͸༧૝Ҏ্の成Ռ
ͩͬ ͨɻ
ۙ年ɺ延ลͰ͸高ྷ人参による݈康৯
品࢈業の΄かɺ؍光に΋力をೖΕていると
の͜ とͰɺޙࠓ͸ɺ؍光ɺ෺流をؚΉαー
ビス業について΋৘報औ しूͨいɻ

̎ɽ�ୈ12ճத国Ԇ٢ɾਤ၇ߐ஍Ҭ
国ࡍ౤ࢿ๵қ঎ஊձ

ʢ1ʣࢀՃऀ
主ऀ࠵発දによΕ͹ɺ4日ؒの։ظ࠵
ؒɺ໿1ສ人͕会৔に๚Εͨɻ͏ ͪɺ投資
໨తの参加ऀ͸໿3260人（国֎から͸໿
500人）ɺग़展໨తの参加ऀ͸໿1530人ɺ
バイヤー͸໿6000人ɺフォーラム΁のট଴
ऀ͸໿112人ͩͬ ͨɻ
国֎から͸ɺ韓国ɺ日本ɺϩシアɺドイπɺ

イタϦアɺϋンガϦーͳͲ໿30Χ国の国・地
域から੓෎ɺ経済団ମɺ企業ɺ学ऀͳͲ
໿800人͕参加しͨɻ

ʢ2ʣग़展ࠃ・ϒース਺
શମのブース਺͸406コϚͰɺ԰಺͸
224コϚɺ৔֎͸182コϚɺ国಺͸287コ
Ϛɺ߳ ϚΧΦ・台࿷͸24コϚɺւ֎͸95・ߓ
コϚͩͬ ͨɻग़展国͸日本ɺ韓国ɺϩシア
ͳͲのपลॾ国に加͑ɺ「ҰଳҰ࿏」のԊ
ઢ国家およびアフϦΧからの参加΋͋ ͬͨ ɻ
北朝鮮ɺモンゴルɺイランɺインドɺパΩスタ
ンɺガーナɺタイɺインドωシアɺドイπɺΦラ
ンダɺイタϦアͳͲの25Χ国からग़展͕ Γ͋ɺ
ͦの͏ ͪ19Χ国͸ॳ参加ͩͬ ͨɻ本国から
୲౰ऀ͕དྷͨのͰ͸ͳ͘ ɺ中国Ͱの୅理
ళ͕ग़展しͨέース͕ଟかͬͨ ɻ延ล͸
主に朝鮮ຽ଒৯品ɺҩ ・ྍ݈ 康༻੡品ɺ
地ݩの資ݯͳͲを展示しͨɻ

ʢ�ʣ֤ छΠϕンτ
ಉ࣌ظにɺ「中国ҩༀ品品࣭؅理αミッ

ト・ರ化ҩༀ৓フォーラム」ɺ「ರ化市શ域

光プϩモーション会議」ɺ「中国ɺ北朝؍
鮮ɺ韓国ϋングル৘報ॲ理ٕज़セミナー」ɺ
「図們江地域ࣗ༝貿易۠ݐઃフォーラム」
ͳͲの16回の会議・セミナー͕։͞࠵Ε
ͨɻલड़の「北東アジア企業発展フォーラ
ム」΋ͦ の1つͰ る͋ɻ

ʢ�ʣ成果
貿易部門Ͱ͸国֎औҾ金ֹ͸合ܭ
3000ສドルͰɺલ回ൺ6.4̀ ૿加しɺ国಺
औҾ金ֹ͸合1675ܭສ人ຽݩͰɺલ回
ൺ34̀ ૿加しͨɻ
投資について͸ɺ合21݅ܭの投資͕݁

͹Εɺ投資૯ֹ͸207.38ԯݩに達しͨɻ
投資ن໛Ͱ͸ɺ10ԯݩҎ্のҊ͕݅5
݅ɺ5ԯݩҎ্のҊ͕݅4݅ͩͬ ɻ࢈ͨ 業
ผ投資݅਺と金ֹ͸Լهの通ΓͰ る͋ɻ

਺金ֹҰཡ݅ࢿ業ผ౤࢈
業࢈ Ҋ݅ 投資 （ֹԯݩ）

ࣗ動ं部品੡଄ 1 60

光・αービス؍ 2 25
ҩༀ・݈ 康 5 17.6
石༉・化学 1 40
業ણҡ޻ܰ 3 11
৘報ࢠి 2 2
໶金ݐங材ྉ 2 1.5
インフラݐઃ 1 4
೶࢈෺加޻ 6 46.28

延ลͰ͸ࣗ動ं部品੡଄業ͳͲڵຯ
ਂい΋の͕ る͋ͳかɺࠓ回͸؍光・αービス
についてઆ明しͨいɻۙ年ɺ延ลभͰ͸
長നࢁɺ๷川ܠ （۠中朝ϩ国ڥ地ଳ）ͳͲ
の؍光資ݯのPRに力をೖΕておΓɺ؍光
地の։発͕ٸ速に進ΜͰいるɻචऀ͸ࠓ
回΋ᘦय़市の๷川۠ܠにͨͬߦ ͕ɺᘦय़
市಺から๷川۠ܠ·Ͱのಓ࿏の྆ଆ͸ɺ
ϗテル΍؍光関連ࢪઃ͕ݐઃ中ͩͬͨ ɻ
Θͣか1年લに大図們イニシアチブ
（GTI）第6回北東アジア؍光フォーラム1�

の会৔Ͱ流Ε プͨϩモーションビデΦのө
光։発のスϐー؍෺とͳΓɺ延ลのݱ͕૾
ドにগしڻいͨɻ

1�&3*/"�3&1035ʢ1-64ʣ/P����ʢ����೥��݄ʣΛࢀরɻ

（出所）චऀࡱӨ

北東アジアا業ൃ展ϑΥーϥムの会৔

（出所）චऀࡱӨ

৔಺展ࣔϒース
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「モンゴル・ドルノド県の2025年における
ビジョンとドルノド県の北東アジア経済統合
参加の機会」と୊する国際ワークショップ
͕ɺ2018年9 1݄1日にモンゴル・チョイバル
αン市のドルノド県ߦ੓ϗールͰ։࠵ Ε͞
ͨɻ͜ のワークショップ͸ɺモンゴル社会ア
Χデミー（MAS）地理学・地ੜଶ学研究所
（IGG）とモンゴル地域発展੓ࡦ研究セン
ター（RCRDP）͕ ERINAと協力して։࠵
し ΋ͨのͰ る͋ɻセミナーに͸ɺ地ݩ・ւ֎
から50໊の参加ऀ͕ Γ͋ɺモンゴルの研究
機関ɺ学ज़機関ɺ中ԝ੓෎・地ํ੓෎ɺϝ
デΟア関ऀ܎の΄かɺERINAɺ中国ྒྷೡ
社会科学院から参加͕͋ͬ ͨɻ
։会のࣙͰɺドルノド県஌事のバダムス

Ϩン・Mࢯ͸ɺ「ドルノド県の2025年のビジョ
ン」͕ 2016年にঝೝ Εͨ͜͞ とɺ͜ の県͕
モンゴル東部の中心తࢧபとͳͬ ておΓɺ
北東アジアの国ʑとの協力を広͛ɺ地域
経済の統合に参加する͜ とを໨ࢦしている
と͜をड़΂ͨɻドルノド県の主ཁ࢈業͸৯
品と೶業ɺ߭ 業Ͱ Γ͋ɺଞの࢈業とインフラ
部門͸ະͩにऑいɻ͜ の͜ とからɺドルノド
県͸インフラ΍エωルΪーɺ輸送業の発
展ɺಛにトランジット輸送のԁ׈化を໨ࢦし
ているɻIGG所長のバトトグトフ・Dࢯ͸ɺド
ルノド県͕北東アジア֤国との༷ʑͳ協力
の࿮૊Έを進Ίていかͳ͘ て͸ͳらͣɺಛ
にモンゴル・日本ؒの経済連ܞ協ఆにنఆ
Εͨ͞಺༰を推進するඞཁ͕ る͋͜ とをڧ
調しͨɻ
ͦのޙɺ3つのセッションͰ議࿦͕ߦΘ

Εͨɻͦ ΕͧΕのセッションのタイトル͸「経
済協力と北東アジアの統合」ɺ「モンゴル
東部の発展੓ࡦとドルノド県の発展に関
するビジョン」ɺ「地域主ಋと北東アジア経
済統合の展๬」Ͱ͋ͬ ͨɻ
ERINAの三村光弘主任研究員͸ɺ第

1セッションͰɺ北東アジア地域における経
済の૬ޓґଘ性と統合の報告をͨͬߦ ɻ
૬ޓґଘ性のઆ明に͋ͨͬ てɺ新ׁ県े
日ொ市Ͱ3年 と͝に։かΕる「大地のܳज़
光ଅ進؍をɺ地ํのԕִ地における「ࡇ
の成ޭྫのҰつとして঺հしͨɻ報告の
中Ͱɺチョイバルαン市の中国ɺϩシア国
཭͕ͦΕͧΕ125ᶳɺ225ᶳとڑからのڥ
い͏ ಛ௃にٴݴしɺ中国―モンゴル―ϩシ
アؒのӽڥπアー͕北東アジアにおける
中国ɺϩシア΍ଞの国からのཱྀऀߦをऒき
つけるߏ૝のҰつにͳΓ͏ る͜ とを主ுし
ͨɻ
GTIの事຿ہ長トΡグルドΡル・バージー

フーࢯ͸ɺGTIの࿮૊ΈのԼͰの地域統
合に関する報告をͨͬߦ ɻա5ڈ年ؒͰ
GTIの24の研究ɺ研मɺಛఆの人材։
発ɺ։発׆動にରしてɺआ׺΍ݱ෺ࢧԉ
によͬ てUNESCAP΍ドイπ国際協力公
社GIZɺGTIϝンバー国΍国の機関ɺ団
ମͳͲパートナーから合ͤて156ສドルに
্るࢧԉ͕ߦΘΕͨ͜ と͕ ঺հ Εͨ͞ɻ͜
Εらの׆動͸ɺ༷ ʑͳ地域にবΓɺ貿易ԁ
؍ɺࡦ化ɺ省エωルΪーとエωルΪー੓׈
光ɺ運輸ɺ೶業とڥ؀ͳͲɺ༷ ʑͳ෼໺に
おける人材ҭ成΍研究プϩグラムをؚΜ

Ͱいるɻ͞ らにɺモンゴルにGTIの࿮૊Έ
の΋とͰɺ交通ωットワークɺ貿易ԁ׈化ɺ
೶࢈෺のバϦϡーチΣーンの෼໺Ͱの協
力を進Ίていけるજࡏ性͕ る͋͜ と͕ 示͞
Εͨɻ
ಉセッションにおけるଞの報告ऀの͏ ͪɺ

中国ྒྷೡ社会科学院都市発展研究所所
長の韓ࢯߚ͸ɺྒྷ ೡ省とモンゴル東部の
ؒにɺ「ҰଳҰ࿏」ߏ૝による協力の機会
͕ଘࡏする͜ とを示しͨɻ·ͨ ɺྒྷ ೡ省͕
୅シルクϩードのॏཁͳ݁અ఺Ͱݹ Γ͋ɺ
いにิ͏ޓ業を࢈ とい͏ ར఺͕ る͋ͨ Ίɺ͜
の地域͕中国―モンゴル―ϩシアの経済
回廊のॏཁ地఺とͳる͜ とを主ுしͨɻ͞ら
にɺモンゴル͕ւ΁のଠいチャンωルとɺ中
国・モンゴル経済貿易協力のޮ཰తプラッ
トフォームをߏஙしͳけΕ͹ͳらͳい と͜を
主ுしͨɻ
ଞのセッションͰ報告 Εͨ͞࿦文͸ɺ࣍

߸のERINA�REP0RT（PLUS）にࡌܝ
Ε͞る༧ఆͰ Γ͋ɺワークショップͰڞ༗͞
Εͨͦのଞのҙ見について΋ಡऀにఏڙ
する༧ఆͰ る͋ɻ
ワークショップのޙɺ参加ऀ͸ɺチョイバ
ルαン市の地ݩ企業Ͱ͋る΢ランバートル
మಓ会社バヤントΡϝンࢧళ΍ドルノド大
学ɺ北東アジアڥ؀・೶業研究所と「ζル
ήンιル」エコフΝームを๚Εͨɻ本ワーク
ショップ参加ऀのؒͰ͸ɺ報告 Εͨ͞໰୊
΍フϩアからのコϝントについて׆発にҙ
見交ߦ͕׵ΘΕͨɻ

ʦӳߘݪޠをERINAにて຋༁ʧ

ʮϞϯΰϧɾυϧϊυݝͷ����೥ͷϏδϣϯͱ๺౦ΞδΞ
ʹձʯػՃ͢Δࢀʹ߹౷ࡁܦ ͍ͭͯͷࡍࠃϫʔΫγϣοϓ
ERINAௐࠪ研究部ओ೚研究員
ΤンΫόϠルɾシϟΫμル
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தߐཾࠇࠃলཾ಄ڮμϜΛத৺ͱ͢Δ࡯ࢹใࠂ
ERINA経済ަྲྀ部経済ަྲྀਪਐ員
ᤚ੟ऎ

9 1݄7ʙ20日ɺ৯の新ׁ国際৆財団͕
主࠵し の଍੻を८る中ࢯ໺藤三࿠ࠤͨ」
国๚໰団」に参加しɺ中国黒龍江省のϋ
ルビン市・ジャムス市に๚Εͨɻ4ധ5日の日
ఔͰɺ黒龍江省三江ฏݪの龍頭橋ダムɺ
ジャムス大学֎国ޠ学院ɺ黒龍江省੓෎
֎事ห公室ɺ黒龍江省ਫར科学研究院ɺ
黒龍江省ਫརிɺϋルビン市੓෎を๚໰
しͨɻ
新ׁ県国際交流協会理事長・中ًࢁ
໵ࢯを団長にɺُ ా౔地վྑ۠理事長・
ᜊ藤ത文ࢯɺ新ׁༀ科大学教授・大௶研
Ұࢯを෭団長としてɺُ ా商޻会議所ɺ企
業ɺ報ಓͳͲ૯੎16໊͕参加しͨɻ新ׁ
県ϋルビンビジωス連བྷڌ఺と黒龍江省
຋༁協会によΓݱ地のアテンド͕͋ͬ ͨɻ
ಉ༷の๚໰団͸ա2ڈ回（2014年ɺ
2016年）͋ Γɺࠓ回͸3回໨の視察Ͱ͋ͬ
ͨɻ

�݄1�日ʢ݄ʣ
৽ׁ͔らジϟムス·Ͱ
ன12࣌͝Ζに新ׁۭߓからग़発しɺݱ
地࣌ؒ1࣌ޙޕ൒͝Ζにϋルビンۭߓに
౸ணしͨɻͦ の··ۭߓͰバスに৐Γ͑׵
てジャムス市΁Ҡ動しͨɻग़発のલにݱ地
のཱྀߦ会社からɺ高速మಓ（中国൛の新
͕（ઢװ 8݄຤に։通͞Εるとの連བྷ͕
͕͋ͬͨɺ高速మಓの։通͕༧ఆよΓ஗
ΕɺバスͰҠ動する͜ ととͳͬ ͨɻ
ϋルビンからジャムス·Ͱ͸高速ಓ࿏͕
Γ͋ɺڑ཭͸໿410ᶳɺ్ 中のؒ࣌ܜٳ΋
ؚΊてトータルͰ໿6࣌ؒかかͬͨɻಓ࿏
のঢ়گ͸おおΉͶྑ޷Ͱɺ·ͨ αービスエ
Ϧア（ࣸਅ1）΋͋ ΓɺҠ動͸շదͩͬͨ ɻಓ
࿏に͸速౓؂視༻のΧϝラ͕ଟ͘ ઃஔ Ε͞
ておΓɺドライバー΋૸ߦ中に ·͋Γスϐード
をग़͞ ͣɺ安શ運సに心ֻける༷ࢠͰ͋ͬ
ͨɻ

ࣸਅ1　ߴ଎ಓ࿏のαービスエϦア

（出所）චऀࡱӨ

ͳͪΈにɺؼ国ޙの9݄຤にϋルビンから
ジャムス·Ͱの高速మಓ͕։通し とͨの連
བྷ͕͋ͬ ͨɻࠓ͸໿2࣌ؒ൒ͰҠ動Ͱきる
とい͏ ɻ

�݄1�日ʢՐʣ
ジϟムス͔らཾ಄ڮμム·Ͱ
朝7࣌൒に॓ധ地（ジャムス江天大ञ

ళ）からग़発してジャムス市の東南໿150
ᶳに る͋龍頭橋ダムに޲かͬͨ ɻҠ動͸バ
スͰɺジャムス市಺から高速ಓ࿏（໿70
ᶳ）Ͱ૒ࢁי市ूݡ県·Ͱߦきɺͦ のޙҰ
ൠಓ࿏（໿150ᶳ）Ͱๅਗ਼県を経༝しɺ໿5
࣌ؒͰ龍頭橋ダムにணいͨɻ
ಓ࿏の྆࿬に͸ト΢モϩコシാ΍ਫా

͕広͕ てͬおΓ（ࣸਅ2）ɺ三江ฏݪの༤大
を࣮͞ײしͨɻ·ͨ ɺऩ֭のقઅに合Θͤ
て๚中しͨ͜ と΋͋ Γɺ࿏্Ͱ͸トラクター΍
コンバインͳͲの大ܕ೶業機ցを輸送す
る͕࢟見らΕͨɻઆ明によるとɺ三江ฏݪ
における೶業の機ց化͸શ国トップਫ४
とͩい͏ ɻ

ࣸਅ2　τウモϩίシാ

（出所）චऀࡱӨ

ཾ಄ڮμム
ன11࣌൒͝Ζに龍頭橋ダム（ࣸਅ3）に

౸ணしɺ黒龍江省ਫརிの৬員のҊ಺の
΋と龍頭橋ダムの視察をͨͬߦ ɻ龍頭橋ダ
ム͸黒龍江省૒ࢁי市ๅਗ਼県南部ɺᎡ
力Տ্流にҐஔするɻ೶地ᕲᕱɺߑਫ๷
光の機能を備؍を中心にɺ発ిɺཆ৩ɺࢭ
͑ͨଟ໨తダムͰ る͋ɻ1996年から2002年
·Ͱ6年かけて׬成しͨɻُ ా౔地վྑ۠
・ࠤ理事長ݩ ໺藤三࿠͕ࢯಉダムのݐઃ
にਚ力しɺࠓ回の๚໰団΋ͦ のޭ੷をه
೦する΋のͰ͋ͬͨɻҊ಺人によΕ͹ɺݱ
龍頭橋ダム͸౰ॳの໨తをॆ࣮にՌͨࡏ
しておΓɺ·ͨ ɺपลの෩͕ܠඒし͘ ɺބの
ඒຯしい͕ڕ と͜からকདྷ͸؍光໊উに
するܭ画͕ る͋とい͏ ɻ

ࣸਅ�　ཾ಄ڮμム

（出所）චऀࡱӨ

龍頭橋ダムのҊ಺൘に͸ɺダムの֓ཁɺ
ઃの経Ңɺٕݐ ज़༷࢓౳の಺༰͕ه Ε͞
ているɻ日本͕1980年୅からٕज़ऀを೿
ͨͬߦ地Ͱ合ಉ調査をݱしてݣ と͜ɺ日本
の੓෎։発ԉ助（0DA）をར༻しͨ͜ とɺ
ͦの0DA͸黒龍江省ਫརݐઃ史্ॳΊ
ての֎資ར༻とͳͬ ͨ͜ とͳͲ͕ॻかΕて
いͨɻ౰ॳɺ龍頭橋ダムのݐઃ͸日中経済
協力のシンϘル事業のҰつとしてশ ら͑Ε
てɺ日中関͕ऀ܎Ұॹにͳͬ てฒʑͳら͵
౒力の຤ɺ成ޭしͨ事業Ͱ͋るɻޙࠓɺ日
中૒ํの͞ らͳる協力をظ଴するのͰ͋Ε
͹ɺ͜のよ͏ ͳ成ޭ事ྫを΋ͬ とએ఻しͨํ
͕ྑいよ͏ に͡ײ ͨɻ
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ジϟムスେ学外ޠࠃ学Ӄ
龍頭橋ダムͰன৯͕ऴΘͬͨ ɺジャムޙ
市಺に໭ てͬɺジャムス大学֎国ޠ学院を
๚໰しͨɻジャムス大学͸1947年にઃཱ͞
Εͨ૯合大学Ͱɺ黒龍江省のॏ఺大学Ͱ
͋るɻ֎国ޠ学院に͸ɺӳޠɺࢣ範ӳޠɺ
日本ޠɺϩシアޠɺ朝鮮ޠの学科͕ Γ͋ɺͦ
の಺日本ޠ学科͸౰学院Ͱ།Ұɺ黒龍江
省ॏ఺学科にબ͹Εているɻ
৯の新ׁ国際৆財団͸ࠤ໺藤三࿠ࢯ

のޭ੷を中国のएऀに఻͑るͨΊにɺ
2016年に大学のҰ室をआΓて「新ׁؗ」
（ࣸਅ4）をઃஔしͨɻ中に͸三江ฏݪ։
発の経Ңࠤɺ ໺藤三࿠ࢯのޭ੷͕パωル
展示 Ε͞ているɻࠓ回の๚໰Ͱ͸テϨビを
௥加Ͱઃஔしてɺ財団ଆ͕ͨͬ࡞ PR動画
を流しͨɻ́ かに΋新ׁ؍光のパンフϨット
΍ܳ޻品ɺ՛͕ྨࢠ展示して る͋ɻ
ジャムス大学に「新ׁؗ」のઃཱをきͬ
かけにɺޙࠓジャムス市と日本の連͕ܞ੝
Μにͳる͜ とをظ଴しͨいɻ

ࣸਅ�　ジϟムスେ学「৽ׁؗ」

（出所）චऀࡱӨ

ジャムス大学֎国ޠ学院の๚໰中にɺ
日本ޠ学科学ੜによる日本གྷΓ΍Վの൸
࿐ɺ๚໰団との交流会͕ߦΘΕͨɻઆ明に
よΕ͹ɺジャムス大学にいる日本人の教ࢣ
から教 て͑΋らͬ とͨい͏ ɻ交流会Ͱ͸๚໰
団͕い͘ つかのチームに෼かΕてɺখ部԰
Ͱ学ੜ達とۙڑ཭Ͱ交流をͨͬߦ ɻ๚໰
団のϝンバーにฉ͘ とɺ「日本にରする学ੜ
達の೤ҙ͕す͝いʂ」とޱをଗ͑てײ૝を
ड़΂ていͨɻ

�݄1�日ʢਫʣ
লਫར科学研究Ӄߐཾࠇ
ジャムス市Ͱの視察をऴ͑てϋルビン市
に໭Γɺޙޕ͸黒龍江省ਫར科学研究院
研究センݧࢼの黒龍江省ਫར科学׋؅
ターを見学しͨɻ黒龍江省ਫར科学研究
院͸1958年にઃཱ͞Εͨɺפ地ਫར޻
ఔɺ೶業ਫརɺਫ理学ɺਫ資ݯとਫڥ؀౳
を研究する機関Ͱ͋るɻセンター಺に͸ɺ
ౚ౔࣮ݧ室ɺᕲᕱ࣮ݧ室ɺׯ͹つ؂視࣮
ઃ͕ࢪ༺ݧ室౳࣮ݧ る͋́ かɺখ中学ੜ
をର৅にしͨઅਫ展示ؗɺ೶地࠿ഓͳͲ
の教ҭ༻のࢪઃ΋͋ るɻ

�݄2�日ʢ໦ʣ
੓෎ࢢলਫརி・ϋルビンߐཾࠇ
๚໰団͸·ͣ黒ཽ江省ਫརிをදܟ

๚໰してɺޙࠓɺઅਫɺ༗機࠿ഓɺࣗ 然৯
品ͳͲの෼໺Ͱ連ܞする͜ とに合ҙしͨɻ
ͦのޙɺϋルビン市੓෎をදܟしɺϋル

ビン市のଙ⃟市長ɺํ ੓ًൿॻ長ɺ高会
ຽ֎ڛห公室主任ɺଙۄ೶業ҕ員会主
任と会談をͨͬߦ ɻ
ଙ市長͸ɺࠓ年͸中国のվֵ։์40

प年ɺ日中ฏ࿨༑޷৚໿క݁40प年Ͱ͋
Γɺ͜ の࣌ظͰの๚中団͸૒ํの༑޷交
流をଅ進する΋の とܴͩ׻のҙをදしͨɻ
ら͞に市長͸ϋルビン市のॏ఺తͳ೶業
発展ঢ়گとର日交流のঢ়گを঺հしͨ͏
͑ɺޙࠓ΋೶業と৯品加޻業෼໺Ͱ協力
して し́いとड़΂ͨɻ
͜の40年ؒͰ日中ؒのঢ়گ͸大き͘ ม
化しͨɻ中国͕ੈք第2Ґの経済大国とͳ
Γɺ日本のର中国0DA΋ऴᖼをܴ͑てい
るɻҰํͰɺ日中྆国のؒͰ͸地ํ૑ੜɺ
経済の௿成長ɺ高ྸ化社会ɺڥ؀อશͳ
Ͳڞ༗Ͱきる࿩୊͕૿͑てきͨ ɻ༷ޙࠓʑ
ͳ交流͕Ұ૚੝Μにͳる͜ とをظ଴しͨ
いɻ
40年લにࠤ໺藤三࿠ࢯをؚΉଟ͘ のํ

͕日中交流の「ಓ」を੾Γ։いͨɻ͜ の
「ಓ」をよΓଟ͘ のํに஌ てͬ΋らいɺ׆༻し
て΋らͬ てɺ࣍ のੈ୅に఻͑ていかͳけΕ
͹ͳらͳいと͡ײ ͨɻ

ʮ����ؖ೔෦඼ૉࡐ঎ஊձʯࢀՃใࠂ
ERINA経済ަྲྀ部長
҆ୡ༞࢘

̍ɹશମ֓ཁɾഎܠ

　9݄ 19日ɺ韓国京ـಓ高ཅ市の,*/5&9
（Korea� International� EYhibition�
Center）においてɺ「韓日࢈業ٕज़FAIR�
2018」（ҎԼɺFAIR）͕ ։࠵ Εͨ͞ɻ高ཅ
市͸ɺι΢ルಛผ市の北੢にྡ઀しɺ૯人
͸໿100ສ人ɻι΢ルのいΘΏるベッドタޱ
΢ンとしてɺࡏݱ΋高૚Ϛンションのݐઃ͕

進ΊらΕているɻKINTE9͸ɺ韓国࠷大の
コンベンションセンターͰɺ2005年4݄に։
業しɺ2011年9݄に͸ɺࠓ回のFAIRの会
৔とͳͬͨ 第2԰಺展示৔KINTE92͕
成しͨɻι΢ル中心部から地ԼమͰ໿׬
50෼のڑ཭に Γ͋ɺਔ川国際ۭٴߓび金
Ӝۭߓから͸௚ߦバス΋運ߦ Ε͞ているɻ
　͜のFAIR͸ɺࡢ年·Ͱ͸ι΢ル中心部
のϗテルͰ։͞࠵Εてい͕ͨɺࠓ年͸ɺ

KINTE9 外؍

（出所）චऀࡱӨ
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会議・視察報告

FAIRશମのن໛֦大に൐いɺ会৔を
KINTE9にҠして։࠵ Εͨ͞ɻ
年のFAIR͸ɺ「韓日部品素材商談ࠓ　
会」をؚΉද1に示す7݅の࠵事͕ಉ࣌ฒ
ࢪͰ࣮ߦ Εͨ͞ɻ
　ද1にࡌهの通Γɺ「韓日部品素材商談
会」͸日韓の࠵ڞͰ る͕͋ɺͦ ΕҎ֎の࠵

ද2　日ؖ๵қのঢ়گ
（୯Ґɿඦສドルɺ通関ベース）

年 日本の輸ग़
（A）

日本の輸ೖ
（B）

ऩࢧ��
（AʵB）

2013 60,029 34,662 25,367

2014 53,768 32,184 21,585

2015 45,854 25,577 20,277

2016 47,467 24,355 23,112

2017 55,125 26,816 28,309

⿝�೔ຊのओཁ༌出඼໨：൒ಋମ੡଄૷ஔ、൒ಋମ、ϓ
ϥενοΫ੡඼、మ߯൘、ϑϥοτύωルσΟεϓ
Ϩʔ૷ஔ、ਫ਼ີԽֶݪྉ、光ֶݪ、ثػಈٴػͼϙ
ンϓ、ܭଌ੍ޚ෼ੳث
⿝�೔ຊのओཁ༌ೖ඼໨：ੴ༉੡඼、మ߯൘、൒ಋମ、ࣗ

ಈं෦඼、ਫ਼ີԽֶݪྉ、ϓϥενοΫ੡඼、߹੒
थࢷ、ர஁଄඼、ᅂ޷৯඼

（出所）δΣτϩϗʔϜϖʔδ、๵қֹදはؖࠃ๵қڠ
ձʹΑる

　授৆ࣜにおいてɺ࣍ の4企業（団ମ）・2
の໊׭部長ݯ業通商資࢈人͕ɺ韓国ݸ
৆をड৆しͨɻ
ʲ企業（団ମ）r
　᷂TTS
　ERINA
　韓Ұ金ଐ޻業᷂
　北཮経済連合会
ʲݸ人ʳ
　കٕݪज़࢜事຿所　കݪහ༃୅ද
　᷂৅էプϩンテック　ᜎᖶ賛理事
　͜の韓日࢈業協力৆͸ɺ྆ 国の࢈業ٕ
ज़発展と交流・協力の૿進にݙߩしͨ企業
（団ମ）・ݸ人にଃらΕる΋のͰɺࠓ回ɺ
ERINA΋韓日部品素材商談会΁の日本
企業参加をܧଓしてࢧԉしてきͨ と͕͜ ධ
Ձ Ε͞ɺड৆しͨɻ

։会ࣜ

（出所）ؖ ೔ۀ࢈ɾٕ ज़ஂࡒྗڠ

ERINA ड৆の৆ঢ়と६

（出所）E3*NA Өࡱ

̎ɹؖ೔෦඼ૉࡐ঎ஊձの֓ཁ

ه্̍　 のશମ֓ཁ・എܠͰࡌهし よͨ͏
にɺ͜ の商談会͸韓国企業の日本市৔参
ೖをޙԡしするFAIRの主ཁ࠵事Ͱ Γ͋ɺ
2008年のॳ回Ҏདྷɺࠓ年Ͱ11回໨の։࠵
とͳるɻERINA͸ɺ主ऀ࠵Ͱ͋る韓日࢈
業・ٕ ज़協力財団と2008年にแׅతͳ交
流協力協ఆをక し݁ておΓɺ͜の協ఆにج
きͮɺ2009年からERINAのग़፷県のωット

事について͸ɺ韓国ଆ機関の୯ಠ։࠵と
ͳͬ ているɻͪͳΈにɺ͜のFAIRに͸ɺ࣍ の
എ͕ܠ る͋と͞ Εているɻ
⿝�日韓貿易におけるアンバランス（日本ଆ
の輸ग़௒ա）のղফ
⿝韓国における੨年人材のब৬೉
　参ߟ·Ͱにɺ日韓貿易のঢ়گをද2に示すɻ

　Ұ連の࠵事に先ཱͪɺશମの։会͕ࣜ
（শ・಺༰省ུܟ）ΘΕͨɻߦ
⿝։会ѫࡰ
　金䦀ɹ韓日࢈業・ٕ ज़協力財団理事長
　ੋӬ࿨෉　�日韓࢈業ٕज़協力財団専

຿理事
⿝དྷෂѫࡰ
　金ণܓ　�韓国࢈業通商資ݯ部新通商

டংઓུ室長
　長ྮ安੓　�ற大韓ຽ国日本国ಛ໋શ

࢖大ݖ
⿝韓日࢈業協力৆授৆ࣜ
　金ণܓ　�韓国࢈業通商資ݯ部新通商

டংઓུ室長

ʮ˞೔ຊब৬തཡձʯは、ࡢ೥はʮؖ೔෦඼ૉࡐ঎ஊձʯͱಉ࣌ظʹ։͞࠵Ε͍͕ͯͨ、ຊ೥は、11݄�೔ʹ佂11݄、ࢁ�
೔ʹι΢ルで։͞࠵Εる。

事໊শ࠵ 主　࠵ ໨త・֓ ཁ
韓日部品素材商談会 韓日࢈業・ٕ ज़協力財団

日韓࢈業ٕज़協力財団
金ܕɺ機ց・ࣗ 動ं部品ɺి ・ؾ
部品ͳͲの෼໺の企業ؒࢠి
におけるビジωスϚッチングを通
͡てɺ主として韓国企業の日本
市৔進ग़をࢧԉするɻ

韓日ベアϦングバイヤー
টᡈ商談会

韓日࢈業・ٕ ज़協力財団
韓国ベアϦング࢈業協会

ベアϦング੡଄෼໺Ͱの企業ؒ
におけるビジωスϚッチングを通
͡てɺ韓国企業の日本の高෇加
Ձ஋ベアϦング市৔΁の参ೖを
ԉするɻࢧ

韓日ࣗ 動ं部品商談会
韓日ࣗ 動ं部品ߪങઓུ
セミナー

韓日経済協会
韓日࢈業・ٕ ज़協力財団

三ඛࣗ動ं΁の部品ೲೖに܎
る商談会ٴびߪങઓུセミナー
を通͡ てɺ韓国੡ࣗ動ं部品の
ର日輸ग़֦大を図るɻ

日本༏लୀ৬ٕज़ऀٕ
ज़ࢦಋϚッチング૬談会

韓日࢈業・ٕ ज़協力財団 韓国企業͕ٕज़ࢦಋをر๬す
る੡଄෼໺における日本企業の
ୀ৬ٕज़ऀをটきɺ૬談会を通
͡てɺ韓国企業のٕज़Ϩベルの
ఈ্͛を図るɻ

日本ब৬ڥ؀આ明会 韓日࢈業・ٕ ज़協力財団
大韓貿易投資ৼڵ公社

韓国の੨年人材に日本Ͱのब
৬に関するਖ਼֬ͳ৘報をఏڙ
するとと΋にɺ11 に݄༧ఆ Ε͞て
いる「日本ब৬ത覧会」の事લ
広報を͏ߦ ˞ɻ

日本企業ब৬૬談会 韓日࢈業・ٕ ज़協力財団 ૯合人材αービス会社「パーι
ルϗールデΟングス᷂」の協力の
Լɺ韓国੨年人材と日本企業と
のब৬૬談会を͏ߦ ɻ

ද1　FAIR をߏ成するࣄ࠵
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ワーク౳を׆༻して企業のืूɺ参加企
業の౉ߤ調整ɺݱ地アテンドͳͲを通͡ て
商談会΁のࢧԉ・協力をߦ てͬいるɻ
回ɺ商談会に参加しͨ企業͸28社ࠓ　
Ͱɺ֤ 協力団ମ͕ื しूͨ企業਺の಺༁
͸ද3の通Γとͳͬ ているɻ·ͨ ɺै དྷ͸ɺ韓
国੡部品・素材のର日輸ग़を商談のର৅
としてい͕ͨɺࠓ回͸ɺ日本からの輸ೖ΋商
談ର৅としɺ企業ืू͕ߦΘΕͨɻ

ද�　ஂྗڠ体ื集のا業਺

ମஂྗڠूื ਺ۀاՃࢀ

೔ٕؖۀ࢈ज़ஂࡒྗڠ ��
େࡕ঎޻ձٞॴɹ �

ηϯλʔڵৼࡁܦۀ࢈ݝෞذ �
&3*/" �

߹ɹܭ ��

　韓日࢈業・ٕ ज़協力財団による商談会
の࢑ఆతͳ݁Ռ͸ද4の通ΓͰ る͋ɻ

　ERINA͕ืूしͨ1社͸ɺ韓国企業8
社とର日輸ೖの商談を࣮ࢪしͨɻ
　͜の商談会͸ɺ୯に韓国からの部品・素
材の調達先を発۷するͩ けͰͳ͘ ɺ૬ޓの
ൢ࿏։୓ɺੜ࢈ҕୗɺڞಉ։発ɺٕ ज़ఏ
͞༺׆౳のパートナー։୓の৔としてܞ Ε
ているɻ日本の財຿省貿易統ܭによΕ͹ɺ
2017年の日本の韓国との貿易૯ֹ͸9ஹ
1280ԯԁ（ରલ年ൺ໿18̀ ૿）Ͱɺ͜のֹ
͸日本のର中国ɺରถ国貿易に͗ܧ 第3Ґ
を઎ΊておΓɺ地理తۙ઀性΍࢈業ߏ଄
ͳͲからɺ日本にとͬ て韓国͸ޙࠓ΋ॏཁ
ͳ貿易૬ख国Ͱ Γ͋ଓけるとߟ ら͑Εるɻ͜

し͏ͨঢ়گɺ͞らに͸ɺ韓国からの輸ೖ商談
を͏ߦ 日本企業に͸౉ߤඅを韓日࢈業・ٕ
ज़協力財団͕ෛ୲するͳͲɺインセンテΟ
ブ΋༻ҙ͞Εている͜ とを౿·͑ るとɺ͜ の
商談会͸ɺ日本のɺಛに中খ企業にとͬ てɺ
ビジωスパートナーを発۷する޷దͳ৔Ͱ
Γ͋ɺ༷ ʑͳܗଶのビジωス૑ग़に׆༻Ͱ
きるとߟ る͑ɻ
　参ߟ·ͰにɺFAIRにおける౰֘商談会
Ҏ֎の࠵事についてɺ主͕ऀ࠵։࠵લの
ஈ֊Ͱ೺Ѳ・発දしている参加企業౳の
਺をද5にهすɻ

̏ɹऴΘΓに

　FAIR։会ࣜͰの関ऀ܎ѫࡰにおいて
΋ٴݴ Ε͕ͨ͞ɺ本年͸ɺ1998年10 に݄౰
࣌のখᔹܙ三ट૬と金大中大統ྖとの
ؒͰɺ྆ 国のະདྷ޲ࢤの関܎を͏ ͨͬͨ
「日韓ڞಉએل21ੈ―ݴに޲けͨ新ͨͳ
パートナーシップ」͕ ॺ໊͞Εてから20प
年のઅ໨の年に౰ るͨɻ
　財຿省貿易統ܭによる1998年の日韓ؒ
の貿易૯ֹ͸3ஹ5818ԯԁͰɺ୯७にൺ
ֱするとɺ2017年Ͱ͸9ஹ1280ԯԁと໿
2.5ഒに૿ て͑いるɻ·ͨ ɺ྆ 国の人のԟདྷ
΋ɺ1998年͸๚日・๚韓の合͕ܭ໿272ສ
人Ͱ͋ͬͨ ͕ɺ2017年Ͱ͸合ܭ໿945ສ
人と໿3.5ഒに૿͑ておΓɺ2018年Ͱ͸
1000ສ人を௒ る͑͜ と͕ 見ࠐ·Εている1ɻ
͜の20年ؒͰɺ਺ࣈの্から΋྆国ؒの
経済交流ɺ人త交流͸ண࣮に進展してお
ΓɺERINAとして͸ɺޙࠓ΋韓日࢈業・ٕ ज़
交流財団を࢝Ί韓国ଆ関܎機関とີۓ
に連ܞしɺ韓日࢈業ٕज़FAIR΁の協力ͳ
Ͳを通͡ てɺ͜ の流Εをࢧ る͑྆国の地域
ؒ交流の׆発化にݙߩしͨいと͑ߟてい
るɻ

1�����೥ͷ๚೔ؖࠃਓ໿��ສਓɺ๚ؖ೔ຊਓ໿���ສਓɻ����೥ͷ๚೔ؖࠃਓ໿���ສਓɺ๚ؖ೔ຊਓ໿���ສਓɻग़ॴɿ೔ຊ੓෎ہޫ؍ɺؖ ࣾެޫ؍ࠃ
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ද�　ؖ日෦඼ૉࡐ঎ஊ会の࢑ఆ݁果

（出所）ؖ ೔ۀ࢈ɾٕ ज़ஂࡒྗڠ
˞೔ຊब৬環境આ໌ձٴͼ೔ຊۀاब৬૬ஊձʹ͍ͭͯは、։ޙ࠵の਺஋。

事໊শ࠵ 参加企業౳

韓日ベアϦングバイヤーটᡈ商談会 韓国企業ɿ21社ɺ日本企業ɿ7社

韓日ࣗ 動ं部品商談会
韓日ࣗ 動ं部品ߪങઓུセミナー

韓国企業関܎ ɿऀ໿50໊
三ඛࣗ動ं関܎ ɿऀ5໊
商談݅਺ɿ12݅

日本༏लୀ৬ٕज़ऀٕज़ࢦಋϚッチング૬談会 韓国企業ɿ37社ɺ日本人ٕज़ ɿऀ56໊
૬談݅਺ɿ67݅

日本ब৬ڥ؀આ明会˞ 韓国੨年人材（ٻ৬ऀ）ɿ໿200໊

日本企業ब৬૬談会˞ 韓国੨年人材ɿ162໊ɺ日本企業ɿ16社
૬談݅਺ɿ280݅

ද5　ؖ日෦඼ૉࡐ঎ஊ会Ҏ外のࢀࣄ࠵Ճا業౳の਺
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会議・視察報告

2018年9 2݄0日ɺ北京Ͱ大図們江イニ
シアチブ（GTI）運輸部会の第8回会合と
GTI運輸専門家グループの会合͕։͞࠵
Εͨɻචऀ͸ɺGTI 運輸専門家グループ
のҰ員として͜ Εらの会議に参加しͨɻ運
輸部門Ͱの協力͸ɺGTIのԼͰの༷ʑͳ
෼໺ผ会合の中Ͱ΋࠷΋先ߦしてきͨ ɻ運
輸部会Ͱ͸ɺ2013年に6本からͳるGTR
横断輸送回廊をಛఆしɺ加ໍ4Χ国͕協
力して整備΍ར༻ଅ進を図る͜ ととしてい
るɻ本ߘͰ͸ɺࠓ回の会議Ͱの֤国୅ද
からの報告΍議࿦ͳͲを঺հする͜ とによ
ΓɺGTR横断輸送回廊の整備に関する動
きをಡ とऀڞ༗しͨいɻ
౰日の会議͸ɺ·ͣ運輸専門家グルー

プの会合͕ɺͦ のޙに੓෎関ऀ܎による
運輸部会会合͕։࠵ Ε͞るとい͏ ॱংͰ
͋ͬ ͕ͨɺ͜ Ͱ͜͸ٯに੓෎ؒ会合Ͱの֤
国のݱঢ়報告の಺༰঺հから࢝Ίͨいɻ
·ͣɺ中国͕北東アジア֤国との運輸
部門Ͱの協力の進展౳について報告し
ͨɻアムール川（黒龍江）にՍかる黒Տʙ
ブラゴベシチΣンスクಓ࿏橋について͸ɺ
2016年にண޻しɺ2019年޻׬༧ఆͰ͋
るɻಉ༷にɺಉ江ʙニジニϨニンスコエの
మಓ橋の޻事͸ɺ2017年にண޻しɺ2019
年中͝Ζに׬成する༧ఆとͳͬ ているɻ国
際輸送回廊「プϦモーϦエɻ 1」ɺ「プϦモー
Ϧエɻ 2」の整備について͸ɺ2017年7 に݄
中ϩ྆国ؒͰ協力֮ॻを交ΘしておΓɺͦ
のޙɺ協力の۩ମ化に޲けてɺ྆ 国ؒͰ
の調整͕ଓいているɻ中国͕Ԥभ౳との
ؒͰ運ߦしている国際コンテナྻ 「ं中
Ԥ൝ྻ」の͏ ͪɺຬऱཬ経༝（ϩシアルー
ト）およびೋ連ߒಛ経༝（モンゴルルート）
の2018年্൒ظの運࣮ߦ੷͸合ܭͰ
1100本に達しɺ͜ Ε͸中Ԥ൝ྻશମの3
෼の̍ を઎Ί ɻ（Γ͸Χβフスタン経༝࢒ͨ）

中国͸ɺ2017年にTIR ৚໿（国際ಓ࿏
運送खாによる୲อのԼͰߦ ՟͏෺の国
際運送に関する通関৚໿）の加ໍ国とͳ
Γɺ2018年1 1݄日からਖ਼ࣜに運༻͕։࢝
Εͨ͞ɻࡏݱɺ先ߦతに੍౓ద༻ର৅と
ͳͬ ている国ڥ通ա఺͸ɺϗルゴスɺイル
έシϡタムɺೋ連ߒಛɺຬऱཬɺំ ᢹՏお
よび大連の6Χ所Ͱ る͋ɻ国ڥ通ա఺のվ
善΋進ΊらΕておΓɺྫ ͑͹ɺំ ᢹՏʙϙ
グラニチψイのಓ࿏国ڥͰ͸ि7日12࣌
ؒ։ிମ と੍ͳͬ ている́ かɺຬऱཬͰ͸
「中Ԥ൝ྻ」޲けに365日24࣌ؒの༧໿
通関αービス͕ఏڙ Ε͞ているɻ中ϩؒの
ಓ࿏交通Ͱ͸ɺ北 ・ేGL0NASSとい͏ 2
つのӴ੕ଌҐシステムのݧࢼར༻͕࢝
·ͬ ているɻ
࣍にɺモンゴル͕ࣗ国の交通インフラ整

備ঢ়گ΍ܭ画౳をઆ明しͨɻフートʙψム
ルグ（スンベル）ؒ మಓݐઃプϩジΣクトɺ
αインシャンドʙバルン・΢ルトʙフートʙビ
チクトؒ మಓݐઃプϩジΣクトɺチョイバル
αンʙエϨンπΝフؒమಓվमプϩジΣクト
について͸ɺいͣΕ΋ج本ઃܭ（FEED）
׬͕ しྃているɻ天௡ʙ΢ランバートルʙ΢
ラン・΢デのルートͰのデモンストϨーション
՟෺輸送͕2016年に࣮ࢪ Εͨ͞ɻβミン・
΢ド（ର中国国ڥ）における地域ϩジステΟ
クスセンター΋׬成済ΈͰ る͋ɻޙࠓのプϩ
ジΣクトとしてɺ国を南北にॎ؏するアルタ
ンブラクʙ΢ランバートルʙβミン・΢ドؒの
ಓ࿏վमプϩジΣクトͳͲ͕͋る͕ɺ資金
֬อ͕ඞཁͰ る͋͜ とをઆ明しͨɻ
韓国͸ɺ文ࡏಪ大統ྖ͕朝鮮൒ౡに

おける「ฏ࿨とൟӫ」の࣮ݱを໨ࢦす中Ͱɺ
「東アジアమಓڞಉମ（East � As ian�
Railway�Community）」をఏএしている͜
とを঺հしͨɻ韓国Ͱ͸ɺ朝鮮൒ౡのকདྷ
తͳ国౔ߏ଄としてɺ൚ԫւ経済ベルトɺ

൚東ւ（日本ւ）経済ベルトおよびඇ෢૷
地ଳ（DMZ）ベルトの3つのベルトからͳる
「新ͨͳ経済地図」΋ఏ示しているɻ朝鮮
൒ౡͰのమಓ連݁について南北ؒͰ合
ҙしている͕ɺର北朝鮮੍͕͋ࡋるͨ Ίɺ
࣮地調査に͸ࢸ てͬいͳいɻ韓国͸ɺچ東
ଆॾ国によͬ てઃཱ Εͨ͞国際మಓ協力
機ߏ（0SJD）に加 しໍͨɻ͜ΕによΓɺ北朝
鮮通ա͕可能にͳΕ͹ɺ͞らにͦの先の
Ϣーラシア大཮ॾ国との統ҰルールのԼ
Ͱのྻं運ߦのಓ͕։かΕͨ͜ とにͳるɻ
ϩシア΋ɺ中国とಉ༷ɺブラゴベシチΣン
スクʙ黒ՏɺニジニϨニンスコエʙಉ江の
橋ྊプϩジΣクトの進௙にٴݴしͨɻ中国
とのؒͰ͸ɺ2018年6 8݄日にӽڥಓ࿏交
通に関するೋ国ؒ協ఆ΋క݁しͨɻ૬ख
国಺Ͱのࣗ国の՟෺ࣗ動ंの運ߦルート
についての੍໿͕ͳ͘ ͳͬͨͨΊɺ「ドア・
πー・ドア」の輸送͕可能とͳͬ ͨɻ·ͨ ɺલ
ड़の通ΓɺGL0NASSと北ేの連ܞ΋։࢝
Εͨ͞ɻϩシアͰ͸ɺトラックからಓ࿏通ߦྉ
を௃ऩする「PLAT0N」とい͏ ੍౓͕ Γ͋ɺ
の͜財ݯを׆༻しͨಓ࿏վम延長͸2000
ᶳに達しているɻ
Ҏ্のよ͏ ͳ֤国৘੎の報告のޙɺࠓ

画౳について議࿦͞Εͨɻܭ動׆のޙ
GTI 運輸部会Ͱ͸ɺ2018年·Ͱの中ߦظ
動ܭ画͕ࡦఆ済ΈͰ る͕͋ɺ͜ Ε ·͕΋ͳ
をܴݶظ͘ る͑͜ ととͳるɻࠓ回の会議Ͱ
͸ɺߦݱ中ߦظ動ܭ画に୅Θる新ͨͳܭ
画のࡦఆを見送Γɺඍमਖ਼をࢪしͨ͏ ͑
Ͱɺ2019年·Ͱ延長する͜ ととͳͬ ͨɻͦ の
͏͑ Ͱɺ新ن事業としてɺ北東アジア地域
における統合ϩジステΟクスωットワークに
関する調査を࣮ࢪする͜ とɺおよびۃ東連
๜大学（ϩシア）をベースに「輸送および
ۭؒϩジステΟクス」に܎るम࢜プϩグラム
を։発する͜ と͕ 本合ҙج Εͨ͞ɻͪ ͳΈ

େਤ၇ߐ஍Ҭʢ(53ʣԣஅ༌ૹճ࿓ͷ੔උʹؔ͢Δಈ͖
ʕୈ�ճେਤ၇ߐΠχγΞνϒʢ(5*ʣӡ༌෦ձձ߹
͓Αͼ(5*ӡ༌ઐ໳Ոάϧʔϓձ߹͔Β
ERINAௐࠪ研究部長・ओ೚研究員
৽Ҫ༸࢙
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にɺલऀの調査の成Ռにͮجいて࣍ظ中
ఆする͜ࡦ画をܭ動ߦظ と͕૝ఆ Ε͞て
いるɻ
ͳおɺ͜ Εら2݅の新ن事業について
͸ɺޕલ中に։࠵ Εͨ͞専門家グループ
会合の中Ͱɺϩシアのミϋイル・ϗϩシャࢯ
͕プϨθンをͨͬߦ ɻ݁Ռとしてɺ運輸部
会͕専門家からのఏҊをडけೖΕͨܗと
ͳͬ ているɻ͜ の΄かɺ専門家グループ会
合Ͱ͸ɺ日中韓͕ڞಉͰ運༻しているコン
テナ෺流৘報ఏڙαービスͰ͋る「北東
アジア෺流৘報αービスωットワーク
（Northeast�Asia�Logistics�Information�
Service�Network��NEAL�NET）」のプϨ
θン΋ߦΘΕɺGTI加ໍ国ؒͰಉ༷のシス

テムをߏஙする͜ と΋ఏҊ Εͨ͞ɻϩシア΍
モンゴルの౰ہ ΋ऀ関心を示しɺৄ ͳٕࡉ
ज़৘報ͳͲをఏڙしてい͘ と͜にͳͬ ͨɻච
ऀから͸ɺERINAとしてɺ中国東北部か
らϩシアۃ東ߓ࿷経༝Ͱ日本·Ͱコンテナ
をݧࢼతに輸送する͜ とをݕ౼中Ͱ る͋͜
とを঺հしͨɻ
議長国にબग़ظにɺモンゴルを࣍ޙ࠷

してɺ会議͸ऴ しྃͨɻ
ͨͬ࢒回の会議Ͱҹ৅にࠓ の͸ɺ主に

2఺ る͋ɻҰつ͸ɺ韓国のੵ࢟ۃ੎Ͱɺ南
北༥࿨͕進Ήঢ়گを׆かして地域協力を
進Ίͨいとい͏ ೤ҙを͡ײ ͨɻͨ しͩɺమ
ಓ連݁プϩジΣクトҎ֎に ·͋Γ۩ମతͳ
議࿦͕ͳ͘ ɺҙཉ先ߦとい͏ ҹ৅をडけͨɻ

΋͏ Ұつ͸ɺ中ϩؒͰ༷ʑͳ઀৮・調整͕
ΘΕているとい͏ߦ ఺Ͱ͋るɻ中国からの
進௙報告Ͱ঺հ Ε߲ͨ͞໨のଟ͘ ͸報ಓ
౳によΓ明らかにͳͬ ている΋のͰ͸͋ͬ ͨ
͕ɺͦ ΕらをҰ しׅてฉ͘ とɺ྆ 国ؒͰ͸
ਫ਼力తに協力͕進ΊらΕている͜ と͕࣮
ײ Ε͞るɻଞํͰɺલ回の会合·Ͱॏཁ
՝୊としてऔΓ্ ͛らΕていͨβルビノͰ
のࠄ෺ターミナル事業についてɺࠓ回の会
議Ͱ͸ と́ΜͲ͕ٴݴͳかͬͨ と͜͸ɺಉ
プϩジΣクトのߦき٧·Γを示している΋のと
ݴ よ͑͏ ɻいͣΕにͤよɺ中ϩؒの協力に
͸֎から見͑に͘ い部෼΋ଟい͕ɺ日本ւ
෺流΁のӨڹ΋大きいのͰɺҾきଓき஫視
していきͨ いɻ

ʮ����ʢୈ��ճʣେ࿈೔ຊ঎඼లཡձʯ࡯ࢹใࠂ
ERINA経済ަྲྀ部長　҆ୡ༞࢘
ERINA経済ަྲྀ部経済ަྲྀਪਐ員　ᤚ੟ऎ

　9 2݄1ʙ23日にྒྷೡ省大連市の大連ੈ
քത覧広৔Ͱ։࠵ Ε͞ 「ͨ2018（第10回）
大連日本商品展覧会」を視察しͨɻ

1����େ࿈ࢢの֓ཁɾ೔ຊͱのؔ܎
౳

　ॳΊにɺ大連市の֓ཁٴび日本との関
について৮Εてお͘܎ ɻ大連市͸ɺྒྷ 東൒
ౡ࠷南୺にҐஔしɺͦ の経済తॏཁ性か
らɺ中国のߦ੓ڃผによるランクͰ͸ɺ省ク
ラスのࣗ主ݖを࣋つと͞ Εる「෭省ڃ市」
にࢦఆ Ε͞ているɻ໘ੵ͸1ສ2574ὕͰɺ
Ε͜͸新ׁ県の໘ （ੵ1ສ2584ὕ）と́ ΅
ಉ౳の広͞Ͱ͋るɻ૯人ޱ͸໿600ສ人
（ྒྷೡ省の人ޱ͸໿4378ສ人ɺ省都・ᖟ
ཅ市の人ޱ͸໿825ສ人）Ͱ る͋ɻ
　日本の地ํ࣏ࣗମとの主ͳ࢞ຓ関ٴ܎
び地ํ࣏ࣗମ事຿所のઃஔঢ়گ͸ද1ɺ
2のとおΓͰ Γ͋ɺ日本との交流の෯͕広い
と͜を࢕Θͤるɻ

ද1　େ࿈ࢢと日本の஍ํ࣏ࣗ体との
　　  ࢞ຓؔ܎

日本の地ํ࣏ࣗମ క݁日

෱Ԭ県北۝भ市 1979.5.1

京都෎෣௽市 1982.5.8

Ѫඤ県（༑޷経済交流協ఆ）1994.10.27

੨৿県（༑޷経済交流協ఆ）2004.12.24

長໺県ਡ๚市（؍光協ఆ）2008.10.11

（出所）2018೥�  ݄δΣτϩେ࿈ࣄ຿所ʮେ࿈گ֓ࢢʯ

ද2　େ࿈ࢢにおける日本の஍ํ࣏ࣗ体
گ຿所の設ஔঢ়ࣄ     　　

地ํ࣏ࣗମ໊ ઃཱ年݄

ਆಸ川県大連事຿所 1990.2

北۝भ市大連事຿所 1991.7

新ׁ県大連経済事຿所 1997.3

෋ࢁ県大連事຿所 2004.4

ख県大連経済事຿所ؠ 2005.4

৓県大連事຿所ٶ 2005.4

੨৿県大連ビジωスαϙートセンター 2005.5

（出所）2018೥�  ݄δΣτϩେ࿈ࣄ຿所ʮେ࿈گ֓ࢢʯ

　日本との௚ۭߤߦศ΋ද3のとおΓස回
に運ߤ Ε͞ておΓɺビジωス΍؍光にརศ
性をڙしているɻ

ද�　 େ࿈ࢢと日本との௚ߦศʢ2�1�
年�݄ࡏݱ、਺ࣈ͸ि と͝のศ਺ʣ

成　ా 22 ԰ݹ໊ 4

広　ౡ 5 ෱　Ԭ 7

北۝भ 2 ෋　ࢁ 2

関　੢ 18

（出所）2018೥�  ݄δΣτϩେ࿈ࣄ຿所ʮେ࿈گ֓ࢢʯ

（出所）E3*NA ੒࡞
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　2017年10 1݄日ࡏݱの֎຿省「ւ֎ࡏ
ཹ๜人਺調査統ܭ」によるཹࡏ๜人਺͸
4840人ɺ進ग़日ܥ企業਺͸1550社ɻ·ͨ ɺ
2017年5݄ࡏݱɺ大連日本商޻会に加ೖ
している会員਺͸773݅ͳͲɺ大連市͸中
国東北部における日中ビジωスのڌ఺とҐ
ஔ෇けらΕるɻ
　日ܥ企業の進ग़΍ビジωス͕੝Μͳഎ
人材͕๛ޠのҰつに͸ɺ大連市͸日本ܠ
෋ͳ͜ と͕ らΕるɻ大連市に͸18の大͛ڍ

学͕͋る͕ɺ大連֎国ޠ大学を࢝Ίɺす
΂ての大学に日本ޠ科͕͋るɻ中国֤都
市における日本ޠ能力ݧࢼडऀݧ਺を見
るとɺ人100ޱສ人౰ Γͨのडऀݧ਺Ͱ͸
大連市͕શ国1Ґとͳͬ ている（ग़所ɿジΣト
ϩ大連事຿所「2018年3 �݄東北3省の֓
ɻ（「گ
　大連市の2016年におけるର֎貿易ֹ
͸ද4のとおΓͰ Γ͋ɺ日本͕࠷大の貿易
パートナーとͳͬ ているɻ

΁のൢച（BtoC）΋ߦΘΕるɻͳおɺ
ERINA͸2006年10 に݄中国国貿ଅ大連
市෼会と交流協力協ఆを݁ΜͰおΓɺ協
力関܎のີۓ化を図るͨ Ίɺࠓ回ɺ視察を
ͨͬߦ ɻ
　主ऀ࠵によるとɺࡢ年の第9回展覧会に
͸ɺ日本の22都ಓ෎県から200社を௒ る͑
企業͕参加しɺバイΦテクノϩジーɺ݈ 康ɺ
エϨクトϩニクスɺҩྍ機ثɺ఻統ܳ޻品ɺ
ஙデβインɺ化হ品ɺ৯品（アルコールݐ
ҿྉؚΉ）ɺੜࡶ׆՟ɺ؍光౳ଟذにΘͨ
る෼໺Ͱのग़展͕͋ͬͨɻ3日ؒの会ظ
中ɺ延΂6.1ສ人͕དྷ৔ɺ200を௒ る͑バイ
ヤーとのؒͰ໿1058݅の商談͕ߦΘΕɺ
100݅Ҏ্のऔҾ͕成ཱɺ成໿ֹ͸1200
ສドルを௒͑ とͨしているɻ
　中国֤地Ͱ年ؒを通͡ て਺ଟ͘ の国際
見本市・展覧会΍商談会౳͕։࠵ Ε͞て
いる͕ɺ日本੡品にಛ化し ΋ͨの͸͜の展
覧会ͩけͰ Γ͋ɺ͜ の と͜͸લड़の通Γ大
連市にとͬ て日本͕࠷大の貿易パートナー
Ͱ る͋͜ とɺଟ͘ の日ܥ企業͕進ग़している
と͜ɺ地理తに΋ۙ 日͘本と͘ݹ から交流の
ྺ史͕ る͋͜ とͳͲɺ૬ޓのີۓͳ関܎を
൓өしているとݴ よ͑͏ ɻ

ʢ2ʣୈ1�ճ展ཡ会の概要
　主ऀ࠵発දによる速報஋Ͱ͸ɺࠓ回の
展覧会に͸276社（中国における日ݱܥ地
法人ؚΉ）͕ ग़展ɺ3日ؒͰ延΂6.85ສ人
͕དྷ৔しͨɻ日本の地ํ࣏ࣗମベースͰ
のग़展΋ଟ͘ ɺ主ͳと͜ ΖͰ͸ɺ新ׁ県ɺٶ
৓県ɺळా県ɺ੨৿県ɺؠख県ɺ෋ࢁ県ɺ
੩Ԭ県ͳͲ͕地ݩ企業ͳͲを൐ てͬग़展
していͨɻ

展ཡ会৔ೖޱ

（出所）E3*NA Өࡱ

　ͳおɺ中国੫関の統ܭによる2017年の
日中ؒの輸ग़ೖ貿易૯ֹ͸ɺ3029ԯ8
ઍສドルͰରલ年ൺ10.1ˋ૿ɺͦ の಺༁
͸ɺ中国のର日輸ग़ֹ1373ԯ3ઍສドルɺ
ର日輸ೖֹ1656ԯ5ઍສドルとͳͬ ているɻ
　大連市のର֎貿易のڌ఺とͳͬ ている
大連ߓの՟෺औѻྔ͸ɺ中国東北地域
大Ͱ࠷ Γ͋ɺ2016年Ͱ͸4.38ԯトンɺコンテ
ナऔѻྔ͸958.3ສTEUとͳͬている1ɻ
2016年におけるߓ࿷ผコンテナऔѻྔの
ランΩング͸ɺੈ ք第15Ґɺ中国಺第8Ґ
を઎Ίる2ɻ
　2016年8݄ɺ中ԝ੓෎と国຿院によΓɺ
ྒྷೡ省ɺᔳ江省ɺՏ南省ɺބ北省ɺॏܚ
市ɺ࢛ 川省ɺᮺ੢省の7Χ所にࣗ༝貿易ࢼ
を新ઃする۠͜ݧ と͕ ܾఆ Εͨ͞ɻ͜ のܾ
ఆにج きͮɺ2017年4݄ɺྒྷ ೡࣗ༝貿易ࢼ
ݧ （۠大連市ɺᖟཅ市ɺӦޱ市）͕ Ұ੪に
Քಇ։࢝しͨɻ大連۠域の࣮ࢪ໘ੵ͸
59.96ὕͰɺߓ࿷・ւ্輸送෺流ɺ金༥ɺ商

業・貿易ɺϋイテクٕज़౳をॏ఺෼໺としɺ
金༥の੍ن؇࿨΍通関・ݕӸの؆素化ɺ
ޮ཰化౳によΓߋͳる経済発展を図るऔΓ
૊Έ͕進ΊらΕている3ɻ

2����ʮ2�1�ʢୈ1�ճʣେ࿈೔ຊ
঎඼展ཡձʯの֓ཁ

ʢ1ʣશ体概要
　「大連日本商品展覧会」（ҎԼɺ展覧
会）͸ɺ中国国際貿易ଅ進ҕ員会ٴび大
連市੓෎主࠵のԼɺ中国国際貿易ଅ進
ҕ員会大連市෼会（ҎԼɺ中国国貿ଅ大
連市෼会）ٴび中国国際商会大連商会
͕࣮際の運Ӧ主ମとͳ てͬいるɻ2008年
のॳ։࠵Ҏདྷɺࠓ回Ͱ第10回໨の։࠵と
ͳるɻ͜ の展覧会͸ɺ中国Ͱ։࠵ Ε͞る།
Ұの日本੡品にಛ化しͨ展覧会としてఆ
ணしておΓɺ୯に商品の展示にとͲ·らͣɺ
バイヤーとの商談（BtoB）ٴびҰൠ市ຽ

1�தߓޱࠃ೥ؒ����ɻ
2�����೥ੈքͷίンςφߓϕεト��ʢhttp: / / sea- logistics.sakura.ne.jpʣɻ
3�ྒྷೡࣗ༝๵қ۠ݧࢼͷৄࡉに͍ͭͯ͸ɺਇฌh ྒྷೡলに͓͚るର೔ࡁܦ๵қͷ৽͠ ͍ల։―ྒྷೡࣗ༝๵қ۠ݧࢼΛத৺ͱ͠ ͯ― EɦRINA�REP0RT（PLUS）�
No.138ʢ����೥��݄ʣΛࢀরɻ

ද�　2�1�年のେ࿈ࢢのର外๵қ ʢֹ୯Ґɿສυルʣ

（出所）201�೥൛େ࿈౷ܭ೥ؑ、γΣΞは E3*NA でࢉܭ
注：දதの༌出はେ࿈͔Βの༌出、༌ೖはେ࿈΁の༌ೖΛҙຯ͢る。

૬　ख　国 輸　ग़ 輸　ೖ 合　ܭ シΣア（ˋ）
日 本 606,912 433,903 1,040,815 ���20.2
ถ 国 307,756 189,568 ��497,323 ����9.7
韓　　　 国 178,933 311,514 ��490,446 ����9.5
シンガϙール 218,421 �64,569 ��282,991 ����5.5
ϩ　 シ　 ア 29,211 192,226 ��221,437 4.3
ド　 イ　 π ���97,547 115,757 ��213,304 ����4.2
ͦ　 の　 ଞ 1,001,925 1,398,666 2,400,593 ���46.6
合　　　ܭ 2,440,705 2,706,203 5,146,909 ��100.0
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　新ׁ県ブース͸ɺ2011年から新ׁ県大
連経済事຿所͕ࣗ主事業としてɺ企業を
公ืしてग़展しているɻࠓ回͸ɺॳग़展1
団ମ（্ӽ市）・10社をؚΉ1団ମ・18社ɺ
14ブースとա࠷ڈ大のग़展ن໛とͳͬ ͨɻ
Ε͜·Ͱのग़展࣮੷͸ද5のとおΓɻ

ද5　৽ׁاݝ業のग़展࣮੷
։࠵年 ग़展企業・ブース਺
2011 5社（ブース਺ෆ明）
2013 6社・4ブース
2014 4社・4ブース
2015 5社・5ブース
2016 5社・4ブース
2017 7社・6ブース
2018 1団ମ・18社・14ブース

（出所）৽ׁݝେ࿈ࣄࡁܦ຿所
˞2012೥は։࠵தࢭ

　本年ग़展企業౳の市ผ಺༁͸ද6の
通ΓͰɺ主ͳग़展಺༰͸ɺਥ๪機ثɺ৯
ɺ化হ（品࢈中国ੜ）材ɺ৯品ݐɺ໦੡ث
品౳Ͱ͋ͬ ͨɻ

ද�　2�1�年ग़展ا業のࢢผ಺༁
市 ग़展企業౳਺ɺï��ð͸ॳग़展਺
新ׁ市 2ï2ð
三৚市 7ï4ð
ԏ市 4ï2ð
長Ԭ市 1
ദ࡚市 1
্ӽ市 ্ӽ市 ï1ð 1ɹï1ð
川市ڕࢳ 2ï1ð
合　ܭ 1団ମ ï1ð 1ɹ8社 ï10ð

（出所）৽ׁݝେ࿈ࣄࡁܦ຿所

৽ׁݝϒースのҰ෦

（出所）E3*NA Өࡱ

　新ׁ県大連経済事຿所によるとɺࠓ回ɺ
大෯にग़展企業͕૿͑ͨཁҼ͸ɺग़展経
コミによるޮՌ͕大きかͬͨޱ企業のݧ と
ߟ ら͑Εるとしているɻ·ͨ ɺ্ ӽ市͸ɺ本年
5݄຤に大連市Ͱ։͞࠵Ε 「ͨ北લધد

地大連フォーラム4」に参加し্ͨӽ市ߓ
長͕ɺ中国国貿ଅ大連市෼会長と໘談し
ͨ際ɺ͜の展覧会΁のग़展をఏҊ Ε͞ɺ市
಺企業1社とと΋にग़展をܾΊ とͨしているɻ
　新ׁ県大連経済事຿所͕ग़展企業に
ରしてͨͬߦ アンέート調査によるとɺ「1日
౰ Γͨのདྷ৔ऀ਺΋ଟ͘ ɺҰൠফඅऀに௚
઀PRͰきͨ 」ɺ「Ұൠফඅऀのੜの੠をฉ
͘͜ と͕ Ͱきɺޮ ཰తͳ市৔調査͕Ͱきͨ 」ɺ
「ফඅऀニーζのม化を͡ײɺޙࠓのൢ
ചઓུݕ౼の参ߟとͳͬ ͨ」ͳͲɺ֓ Ͷ高
ධՁ͕ಘらΕ とͨい͏ と͜Ͱ る͋ɻ
　·ͨ ɺؒظ中に中国国貿ଅ大連市෼会
長によΓɺ࣍ 回の展覧会の運Ӧվ善の参
とするͨΊɺ日本国際貿易ଅ進ҕ員会ߟ
΍新ׁ県大連経済事຿所ɺ੩Ԭ県ɺ金୔
商޻会議所౳ɺࠓ回の協力団ମٴび主
ͳग़展団ମの୅දとのҙ見交׵会͕։
࠵ Ε͞ɺERINA΋Φブβーバーとして参加
しͨɻ日本ଆから͸ɺ௚઀ɺҰൠফඅऀと
઀৮Ͱきるྑい機会Ͱ͋るとのߠఆతͳ
ධՁ͕͋るҰํɺ法人としてのバイヤーの
۠ผ͕つかͣɺBtoBの商談の機会͕ෆ
े෼ɺBtoBとBtoCの։࠵日を෼けるͳͲ
のԿらかの੗Έ෼け͕ඞཁとの཰௚ͳҙ
見͕ද明 Εͨ͞ɻ
　͜͏ しͨҙ見をडけɺ中国国貿ଅ大連
市෼会長よΓɺ͜の展覧会を日本とのビジω
ス交流とのプラットフォームとしてɺ運Ӧの
վ善ɺن໛の֦大ɺ省੓෎の関༩֦大ͳ
ͲશମとしてのϨベルアップを図る́ かɺক
དྷతに͸東北三省શମからバイヤーをݺ
びͨいとの展๬͕ද明 Ε͞ɺ展覧会のϗス
トとしての೤ҙとੵۃతͳऔΓ૊Έ࢟੎͕
示 Εͨ͞ɻ

中ࠃࠃ๵ଅେ࿈ࢢ分会௕とのҙ׵ަݟ会

（出所）E3*NA Өࡱ

����ऴΘΓに

　2016年における東北三省主ཁ都市の
Ұ人౰ Γͨ可ॲ෼所ಘを見るとɺ大連市
͸ྒྷೡ省の省都ᖟཅ市に࣍いͰ第2Ґの
3ສ8220ݩ（໿65ສԁ）Ͱɺશ国ฏۉの3
ສ3616ݩ（໿57ສԁ）よΓかͳΓ高いϨベ
ルに る͋（ジΣトϩ大連事຿所h 2018年3݄　
東北3省の֓گ ）ɦɻ加͑てɺ第1߲Ͱهड़
し よͨ͏ にɺ大連市͸࠷大の貿易パートナー
としての日本をॏཁ視しておΓɺ交流のྺ
史΋͘ݹ શମとして਌日తͰ͋る͜ とɺ日本
とのߤ࿏ɺۭߤ࿏΋ॆ࣮している͜ と౳を
౿·͑ るとɺ͜Εから新نに中国市৔に参
ೖを͑ߟている日本の中খ企業にとͬ てɺ
大連日本商品展覧会͸ॳาతͳ市৔調
査の機会としてे෼׆༻可能Ͱ͋るとߟ
͑るɻ·ͨ ɺۙ 年ɺ図1に示すよ͏ に中国東
北部Ͱ΋高速మಓ໢の整備͕進Έɺ主ཁ
都市ؒのҠ動においてརศ性͕֨ஈに
վ善 Ε͞ている͜ とからɺ·ͣ ͸大連Ͱビジ
ωスの࣮੷を࡞Γつつɺ吉ྛ省ɺ黒龍江省
΁のビジωス֦大を図る͜ と΋ߟ ら͑Εるɻ
৯品ɺ޻回の展覧会Ͱ͸ɺコϝɺ加ࠓ　
ジϡースɺਗ਼ञ΍মயͳͲのアルコールҿྉ
ͳͲ΋ग़展 Ε͞てい͕ͨɺ新ׁ県΋ؚ Ί10
都県Ͱੜ࢈ Ε͞る೶ྛਫ࢈෺・加޻৯品
について͸ɺ෱ౡݪ発事ނҎޙɺґ然とし
て中国੓෎による輸ೖ੍͕نଓいているɻ

4�大࿈ࢢ੓෎͸ɺຖ೥�݄຤に։࠵ Ε͞るʮ大࿈ΞΧγΞࡇΓʯΛ؍ ・ޫจԽަྲྀͷϓϥοトϑΥʔϜにҐஔ͚ͮɺ����೥ Β͔ʮத೔ޫ؍大࿈ϋΠϨϕルϑΥʔϥϜʯΛ։࠵
͍ͯ͠るɻ����೥͸ɺ̓͂ ๺લધަྲྀ֦大ߏػͱͷ࠵ڞͰʮ����த೔ޫ؍大࿈ϋΠϨϕルϑΥʔϥϜٴͼ๺લધߓد஍ϑΥʔϥϜʯΛ։࠵ɻ೔ຊ Β͔๺લધߓد஍ͷ関
ݝՃɻ৽ׁࢀ໿���ਓ͕ऀ܎ Β͔΋্ ӽࢢ௕ͷ΄͔৽ׁݝ෭஌ࣄɺ৽ׁࢢ௕ࠤɺ ౉ࢢ௕ɺົ Ճ͠ࢀ௕౳͕ࢢߴ ͨɻʢ৽ׁݝ大࿈ࣄࡁܦ຿ॴൃhߦ ৽ׁݝ大࿈Ϩ
ϙʔト��������� ʣɦ

（出所）E3*NA ੒࡞

ਤ1　中ࠃ東北෦Ͱӡߦ中のߴ଎మಓ໢
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会議・視察報告

石୸にൺ΂ると天然ガスのೋࢎ化୸素
ഉग़ྔ͸6ׂఔ౓といΘΕておΓɺͦ の͜
とからɺ天然ガスにクϦーンエωルΪーとし
てのධՁ͕ͳ͞ Εるよ͏ にͳͬてからٱし
いɻೋࢎ化୸素ഉग़にରする国際తͳ
ҙ͕ࣝ高·る中ɺڥ؀ෛՙの௿いエωル
Ϊーによる経済成長の࣮ݱについてɺ国
ຽҰ人Ұ人͕ҙ しࣝてい͘ と͜͸ॏཁͰ͋
Γɺͦ のͨΊにɺ日本΁の天然ガスڅڙ
のݱঢ় Ͳ͕のよ͏ ͳ΋のͰ͋るかを೺Ѳす
る͜ と͸ɺॏཁͰ͋るɻ2018年10 4݄日と
5日にαンクトϖテルブルグ（ϩシア）のエク
スϙフォーラムͰ։࠵ Ε͞ 「ͨ第15回北東
アジア天然ガス・パイプラインフォーラム国
際会議」͸ɺ北東アジア地域における天然
ガス資ݯのޮ཰తͳ׆༻とɺエωルΪー
協力を と࣠しͨ国際協力を໨తとして議࿦
の৔をఏڙする国際会議Ͱ͋るɻ͜ の会
議͸ɺ10 2݄日から։࠵ Ε͞ 「ͨαンクトϖ
テルブルグ国際ガスフォーラム」のҰ部とし
て։かΕ ΋ͨのͰ Γ͋ɺଟ͘ の報ಓ関ऀ܎
΍専門家の஫໨をूΊͨɻ͜ の会議に͸ɺ
ERINAから新井調査研究部長・主任研
究員とචऀ͕参加しͨɻ
ॳ日のޙޕよΓ「αンクトϖテルブルグ国
際ガスフォーラム」શମ会合͕։かΕɺͦ
͜Ͱガスプϩム社長アϨクセイ・ミϨル͕ࢯ
ొஃしɺ֤ 国の会議参加ऀをܴ͑ͨɻ
会議͸大·かにશମ会合ɺ第1セッショ

ンɺ第2セッションと෼科会ࣜܗの第3セッ
ションの と͋ด会のࣙとい͏ 流ΕͰ進Ίら
Εɺͦ Εら͸શてパωルデΟスΧッションܗ
ࣜͰ進ΊらΕͨɻ第1セッションͰ͸ɺ「北
東アジアの天然ガス市৔のگݱと͜ Εか

らの5年」と୊して4໊の専門家の報告͕
ͳ͞ Εͨɻͦ の中Ͱɺ中国のガスパイプラ
インについて報告をしͨ中国石༉経済ٕ
ज़研究院୯Ӵ国ࢯ͸ɺݱঢ়Ͱ天然ガスの
国際Ձ͕֨頭ଧ にͪͳͬ ているとい͏ എܠ
の΋とͰɺ中国のガスधཁ૿加のݱঢ়を示
しɺガスパイプラインのվֵのඞཁ性につ
いてٴݴしͨɻ୯ࢯ͸ɺޙࠓの5年ؒにつ
いてɺ中国のガスधཁに͸ෆಁ明͕͞࢒
Γɺ੓ࡦతͳ調整͕ඞཁとͳる఺ɺڅڙ
ଆについて͸ɺӷ化天然ガス（LNG）डೖ
能څڙઃ͕加速しているͳͲɺݐ地のج
力֦大の༨地͸·ͩ る͋とい͏ ఺について
示しͨɻ·ͨ ͜のセッションͰ͸ɺଞにϩシ
アɺ韓国ɺ日本からの参加ऀ͕ͦΕͧΕの
国のݱঢ়について報告をͨͬߦ ɻϩシアͰ
͸ɺガス市৔のಠཱ性をؚΉ市৔の整備
͕ॏ視 Ε͞ているとい͏ ఺ɺ韓国Ͱ͸ɺガ
スՁ͕֨石༉Ձ֨と連動して推Ҡすると
い͏ ఺ɺ日本から͸ɺエωルΪーج本ܭ画
に४ڌしてɺエωルΪーミックスのݱঢ়と見
通しについての報告͕ͳ͞ Εͨɻ
5日のޕલの第2セッションͰ͸ɺ「北東

アジア天然ガス輸送とར༻の国際協力プ
ϩジΣクトに܎る՝୊」と୊してɺଟ国ؒに
࿱る࿩୊をର৅としͨ議࿦͕進ΊらΕͨɻ
ͦの中Ͱɺ࡫川ฏ࿨財団理事長のా中
৳உࢯ͸ɺ͜ の地域のエωルΪー協力の
લఏ৚ と݅してɺถ国の石༉・ガスのڅڙ
力の૿加ɺଠཅ光をؚΉクϦーン（報告Ͱ
͸グϦーン）エωルΪーのٕज़の発展ɺ中
国のҰଳҰ࿏ߏ૝とͦ Εに൐ 中͏国にお
ける経済શମのి化とガス輸ೖの૿加と
い͏ ม化͕͋る͜ とを示しͨɻ·ͨ ా中ࢯ

͸ɺͦ し͏ͨ఺をഎܠにɺ͜ の地域の協力
のํ޲性としてɺ日本とϩシアのؒのパイ
プラインのݐઃɺ「アジアスーパーグϦッド」ɺ
「アジアスーパーϦング」といͬͨ જࡏతプ
ϩジΣクト͕ ଘࡏする͜ とをఏ示しͨɻ「ア
ジアスーパーグϦッド」と͸ɺ北東アジアか
らɺ東南アジアɺインドにࢸる·Ͱの主ཁ
国の送ిઢを݁びɺޮ ཰తͳి力څڙ
をߦお͏ とい͏ ͨ·画Ͱ͋るɻܭ ɺ「アジア
スーパーϦング」͸ɺ「アジアスーパーグϦッ
ド」の中Ͱɺ北東アジア部෼を݁Ϳ日本ɺ
中国ɺ韓国ɺϩシアɺモンゴルを݁Ϳ送ి
ઢの連݁をҙຯするɻ「アジアスーパーϦ
ング」͋ るい͸「ゴールデンϦング」と΋ݺ͹
Εる͜ のߏ૝͸ɺಛにモンゴルの෩力発
ిのよ͏ ͳクϦーンエωルΪーの׆༻をॏ
視しているɻ͞ らにɺϩシアとの関͕܎動き
つつ る͋ͦ͜ࠓ ɺ日本͕ϩシアとパイプライ
ン協力をߦ よ͏い機会Ͱ͋る͜ とをా中ࢯ
͸ڧ調しͨɻ͜ のセッションͰ͸ɺ͜ の報告
Ҏ֎にɺ中国ɺ韓国ɺϩシアから7ܭ本の
報告͕ߦΘΕɺ֤ 国からの参加ऀ͕ಠࣗ
に協力の展๬を࣋ てͬいる͜ とを示しͨɻ
第3セッション͸ɺ2会৔に෼かΕてߦΘ

Εɺචऀ͕参加しͨ会৔Ͱ͸ɺ「北東アジ
アのガスパイプラインプϩジΣクト」と「LNG
プϩジΣクト」とい͏ 2つのテーϚの෼科会
報告͕ߦΘΕͨɻ͜ のଞにผ会৔Ͱ͸ɺ
「天然ガス։発とͦ のར༻に関する新ͨ
ͳプϩジΣクトとٕज़」とい͏ テーϚの෼科
会͕։࠵ Ε͞ɺ֤ 国企業から༷ʑͳٕज़・
੡品౳の঺հ͕ͳ͞ Εͨɻガスパイプライ
ンプϩジΣクトに関する෼科会Ͱ͸ɺ中国ɺ
韓国ɺϩシアからの報告ऀ͕ɺ「シベϦアの

ʮୈ��ճ�๺౦ΞδΞఱવΨεɾ
� ύΠϓϥΠϯϑΥʔϥϜࡍࠃձٞʯࢀՃใࠂ
ERINAௐࠪ研究部研究員
ೆ川ൣߴ

　本年10 1݄9日෇け朝日新ฉه事による
とɺ中国にରする日本の೶ྛਫ࢈෺・৯品
の輸ग़ֹ͸2017年͕1007ԯԁ（ରલ年
ൺ12ˋ૿）Ͱɺ߳ ɺถ国に࣍いͰ3൪໨ߓ

のن໛といいɺ஄ΈをつけるͨΊに΋日本
੓෎͸中国੓෎と輸ೖղېに޲けͨં
িをଓけているɻ輸ೖ͕ղې Ε͞Ε͹ɺ新
ׁ県ͳͲの展覧会΁のग़展ن໛・商品΋

֦ しॆɺ日中૒ํにとͬ てビジωスチャンス
֦大につͳ͕る͜ と͸ݴ ·͏΋ͳいɻޙࠓɺ
日本੓෎͕中国੓෎΁のಇきかけをڧ
ΊɺҰ日΋ૣ い໰୊ղܾにظ଴しͨいɻ
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力」ガスパイプラインプϩジΣクトのݱঢ়ɺ朝
鮮൒ౡのガス安શอোとパイプラインプϩ
ジΣクトの展๬についての報告ɺϩシアを
中心としͨి力市৔の発展のඞཁ性につ
いての報告をͨͬߦ ɻ2つ໨のLNGに関す
る෼科会Ͱ͸ɺαϋϦン2トϨイン3のLNGプ
ϩジΣクトの֓ཁ΍ɺ韓国のLNGプϩジΣク
トにおける国際市৔のม化ɺಛにถ国の
ཁҼ͕ॏཁͰ る͋͜ とのࢦఠとɺϩシアのミ
ニLNGプラントࢪઃの঺հ͕ߦΘΕͨɻ
2日ؒの会議の中Ͱɺ参加ऀ͸ɺ日本ɺ

中国ɺ韓国とϩシアの4Χ国によるエωル
Ϊー協力΍ɺエωルΪー安શอোについ
てのݱঢ়と展๬について議࿦をਂΊͨɻ
ಛにɺ͜ の会議のテーϚ͕天然ガスɺパイ
プライン協力とい͏ ಛఆの෼໺に関する΋
のͰ͋ͬ ͨ͜ とからɺよΓਅにഭͬͨ ɺ࣮ݱ
త視఺からのҙ見交͕׵ͳ͞ Εてい とͨ
い͏ ҹ৅を࣋ͬͨ ɻ·ͨ ɺ展๬について͸ɺ
੓࣏తͳࠔ೉ ΋͞加ຯしͳ ら͕ɺඇৗに大

きͳ໨ඪを૝ఆしͨܭ画を࿦͡ 合 てͬいる
と͜΋ɺ天然ガス΍エωルΪーとい͏ 国のࠜ

ࢧをװ る͑࿩୊についての会議Ͱ る͋͜ と
をචऀに࣮ͨͤ͞ײɻ

（出所）චऀࡱӨ

会議๯಄
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ηϛφʔใࠂ

̍ɽ�ΞジΞʗੈք経済のதのத国

「東アジアのح੻」（The East Asian 

Miracle）とい͏ 報告ॻ͕͋るɻ1993年に
ੈքۜߦからߦץ Ε͞ ΋ͨのͰɺ400ϖー
ジのϨϙートͩ ɻタイトルに る͋通Γ日本ͩけ
Ͱͳ͘ ɺ東アジア地域の中Ͱ高౓成長す
る経済͕ͨ͘ Μ͞ੜ·Εてきͨ とい͏ 事࣮に
஫໨しͨ報告ॻͰ る͋ɻ಺༰として͸ɺయ
業化によͬ޻ܕతに͸輸ग़ܕ て成長しɺ
ͦΕをࢧ る͑人材͕ͦΕͧΕの新ڵ国の
中にଘࡏしɺ·ͨ Ϛクϩ経済΋安ఆతに推
ҠしているといͬͨཁҼ͕͛ڍらΕてい
るɻ͜ のϨϙート͸韓国ɺ台࿷ɺ߳ ɺタイɺߓ
シンガϙール౳を議࿦のର৅としͨɻ͜ ͜
Ͱର৅とͳͬていͳかͬͨの͕中国Ͱ͋
るɻ
͜Ε͸౰࣌の経済ن໛をかΜ͕ΈΕ
͹ɺ͋ Γ͏ る議࿦Ͱ͋ͬ ͨɻ東北アジア（日
中韓）にASEAN10Χ国を加͑ͨɺいΘ

Ώる東アジア地域の経済ن໛（GDP）を
ॎ࣠100としͨ࣌の෼෍を図1に示しͨɻ
1990年ɺ日本のバブルઈ௖ظに͸ɺ東ア
ジアのGDPの࣮に71̀ を日本ҰΧ国Ͱ઎
Ίɺ中国͸Θͣか9ˋͩͬͨɻIMFの༧
ଌͰ͸2020年に͸中国͕東アジアGDP
の58 を̀઎Ίるɻ2020年୅を೦頭にஔ͘
ͳら͹ɺアジア経済ɺͻいて͸ੈք経済を
る্Ͱ΋中国とい͏ޠ ཁҼを༗機తに૊
ΈࠐΜͩܗͰ議࿦しͳけΕ͹ͳらͳいɻ
年͸վֵ։์40प年にͳるɻ2018ࠓ

年3 に݄ߦץしͨԕ藤؀・伊藤亜聖・大ઘ
͸ɺաࢲ藤݈ଠฤ（2018）Ͱޙ・Ұ࿠ܒ
40年にੜ͡ڈ ͨアジア経済と中国経済の
関܎を࣍のよ͏ に整理しͨɻ
·ͣ1980年୅͸पғのアジアॾ国͕
中国をม͑ͨ࣌୅ͩͬͨɻయܕతに͸ɺ
↾খฏ͕1978年にシンガϙールを๚໰し
てϦー・クアンϢーに会いɺジϡϩン޻業団
地を๚໰しɺシンガϙール޻業化の経ݧ

を学Ϳとい͏ と͕͜ ͋ͬͨ ɻ日本に΋དྷͨɻ
౰࣌ɺ中国に͸Χラーブラ΢ン؅チϡーブ
をつ͘ る޻৔͕ͳかͬͨ のͰɺদԼ޾೭助
にɺͥ ͻ中国大཮ͰΧラーブラ΢ン؅テϨ
ビ޻৔をݐてて し́いとい͏ ґཔをするҰ
ນ͕͋ͬͨ ɻ΋͏ গし大きͳ文຺Ͱい͏ とɺ
ର֎։์をしɺ経済ಛ۠をઃஔしͨɻ
࣍の1990年୅ɺ2000年୅͸ɺ中国͕経

済を։͘ につΕてɺアジア経済に૊Έࠐ·
Εていͬͨ࣌୅ͩͬͨɻ͜ のؒɺ中国と
ASEAN10Χ国のؒの貿易ֹͰɺര発త
ͳ৳びを見ͤͨɻ機ց੡品ɺエϨクトϩニク
ス੡品を中心とする部品の΍ΓऔΓ͕ ɺ中
国とASEANのؒͰ׆発にىきͨ ɻいΘΏ
る東アジアੜ࢈ωットワークとい͏ ΋の͕Ͱ
きɺͦ のͳかͰ中国ɺASEANͦΕͧΕの
໾ׂ͕Ͱきɺ中国ڴҖ࿦΋͋ ͬͨ ͕ɺ݁ Ռ
తに͸ڞଘڞӫの࣌୅をܴ͑ͨɻ
しͦて2010年Ҏ߱͸ɺ中国経済͕日本

経済のGDP ໛を௒͑ɺ͞ن らに֤国Ͱ
中国との貿易ֹ͕৳びͨɻशۙฏମ੍に
ͳͬ てҎ߱に͸ɺయܕతに͸「ҰଳҰ࿏」
とݺ͹Εる広域経済ߏݍ૝͕ఏى Ε͞る
中Ͱɺ中国͕ΉしΖアジアをม͑࢝Ίるɻ
໼ҹの޲き͕ มΘ てͬき࢝Ίͨɻ経済学
の࣮ূ研究Ͱ͸ɺチャイナ・エフΣクトとい
議͏࿦͕͋るɻ中国͕国際貿易に参加し
࢝Ίͨ と͜によͬ てɺྫ͑͹ASEAN 地
域の輸ग़͕Ͳ͏ ͳͬͨかɻデΟビット・Φ΢
ターらの࿦文͸ɺアϝϦΧの地域の޻業に
༩͑ͨӨڹに関する࣮ূ研究ͩɻ中国か
らアϝϦΧ΁の輸ग़ɺつ·ΓアϝϦΧの輸ೖ
͕ܹ し૿ͨ͜ とによΓɺアϝϦΧのಛに中੢
部地域においてݮ͕༺ޏগし とͨい͏ 推
のࡲՌをग़しͨɻ໨Լのถ中貿易ຎ݁ܭ
議࿦ɺ͋ るい͸トランプ੓ݖのର中੓ࡦの

Ճ଎͢ΔதࠃͷΠϊϕʔγϣϯʵσδλϧΤίϊϛʔͱ୆಄͢ΔςοΫ౎ࢢʵ
月　日ɿ2018年8月31日
場　所ɿホςル日ߤ新潟4階「朱鷺」
講　ࢣɿ東ژ大学社会学Պ研究所।教授　伊౻ѥ੟

ERINAࢍॿձηϛφʔ

ਤ1　東北アジア・東ೆアジアの (DP 成ߏ

（出所）*M' Economic OutlooL
 201�
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എܠに͸͜ い͏ͬ ͨ໰୊ҙ͕ࣝ る͋ɻ
中国経済の高౓成長ɺすͳΘͪ2ܻ成
長の࣌୅͸طにऴΘͬͨ ɻ໨Լ6̀ 台の成
長͕ͩɺ北京の経済学ऀと࿩すとɺ൴らに
͸ਂいة機͕ײ る͋ɻ࠷大の໰୊͸人ޱ
の高ྸ化ͩɻ2020年୅ޙ൒ɺすͳΘͪ10
年ޙにੜ࢈年ྸ人ޱの͕ݮٸすͰに֬
ఆしているɻࠓੜ·Ε͕ͨڙࢠ࿑ಇ市৔
にೖる20年ޙ·Ͱのੜ࢈年ྸ人ޱの推
ఆ͸かͳΓਖ਼֬にͰきるのͰɺ࣍ の10年Ͱ
ͲΕͩけੜ࢈性を্޲Ͱきるか͕中国の
ະདྷをܾするɺとい͏ よ͏ ͳة機͕ײ る͋ɻ
͜の文຺Ͱイノベーション͕ඇৗにॏ視
Ε͞て࢝Ίているとい͏ と͜にͳるɻ中国͕
イノベーションに関Θるྖ域Ͱɺඇৗにଘ
を高Ίているとい͏ײࡏ と͜͸ɺ͞ ·͟ ·ͳ
る͜ܭඪͰࢦ と͕Ͱきるɻ΋ͬ と΋୯७ͳ
データのҰつとしてɺ0ECD͕公දしてい
る研究・։発ࢧग़ֹ͕͋るɻ国および地
域ผに෼けていてɺٸ し૿ているの͕中
国ͩɻ2015年に͸EU28Χ国の合ܭを௒
͑ͨɻن໛Ͱい͏ とアϝϦΧに͙࣍ ੈք第2
Ґの研究։発ࢧग़ֹをތるɻ͜ の΄かྫ
͑͹࿦文のग़൛਺ɺ国際ಛڐग़݅ئ਺
を見て΋ɺ֓ Ͷ͜ し͏͕ͨ޲܏ग़て͘ るɻ͜
Εらのࢦඪ͸ɺޮ ཰性͕ͳかͳか見͑ͳ
いͨΊɺお金を大ྔに投ೖしているͩ けͰ
͸ͳいかとい͏ 議࿦͕ Γ͋ಘるしɺ࣮ 際に
ิ助金͕ಛڐのग़ئを加速ͤ͞ていると
い͏ ෼ੳ΋͋ るɻ࣮ 際ච らऀ͕ͨͬߦ 企業
Ϩベルデータの෼ੳͰ͸ɺイノベーション
੓ࡦをڗडしͨ企業に͸ಛڐग़ئ਺΍
新੡品։発਺ͰのプラスのޮՌ͕֬ೝ͞
Ε͕ͨɺҰ部の੓ࡦに͸ޮՌ͕֬ೝ Ε͞
ͳかͬͨ （Ito,�Li�anE�8ang,�2017）ɻ
ಉ࣌にɺϚーέットͰධՁ Ε͞る企業͕

中国から大ྔにग़ݱしている͜ と΋ɺ͜ の
਺年明らかにͳͬ てきͨ ɻϢニコーン企業ɺ
すͳΘͪඇ্৔Ͱ る͋に΋かかΘらͣ 10ԯ
ドルҎ্の企業Ձ஋を࣋つ会社の਺を見
るとɺ2017年9݄࣌఺ͰશੈքͰ214社の
͏ͪ 107社͕アϝϦΧにू中しているɻ΢ー
バーɺ΢Οーワークɺスϖースエックス౳ɺ
໊ͩͨるテクノϩジー企業͕ग़ているɻア
ϝϦΧに͙࣍ の͕中国の55社（౰࣌）ͩ ɻ
DiEi（タクシーのライドシΣア）ɺ9iaomi（ス
ϚートフォンɺスϚート家ి）ɺDJI（ドϩー
ン）ɺۙ࠷日本Ͱએ఻しているTik�Tokと
い ア͏プϦをͬ࡞ているToutiao（ࠓ日頭

৚）ͳͲ͕ग़てきておΓɺถ中2Χ国Ͱੈ
քのϢニコーン企業の75 を̀઎Ίるঢ়گ
͕ੜ·Εているɻ
日本͸͜の౰࣌͸ϝルΧϦ1社Ͱɺࡏݱ
͸プϦフΝードワークとい͏ トϤタ౳͕投資し
ている画૾ೝࣝܥAIスタートアップ͕10
ԯドルҎ্の企業Ձ஋を࣋ てͬいるɻ࠷
新の8݄のデータ とͩɺ中国͸76社と1年
Ͱ19社૿ て͑いるɻ日本として΋ɺテクノϩ
ジーを׆༻する新しいベンチャー企業をҭ
ててい͘ と͕͜ 日本経済のアップグϨードに
つͳ͕るとい͏ ໰୊ҙ͕ࣝ Γ͋ɺྫ ͑͹安
ഒट૬͕主࠻するະདྷ投資会議Ͱ͸࠷
ۙɺ日本の中Ͱ΋Ϣニコーン企業を2023
年·Ͱに20社ҭ成する͜ とを੓෎の໨ඪ
のҰつとして͛ܝɺ進Ίていると͜ Ζͩɻ
ͦのαϙートのݱΕとしてɺۙ࠷ɺ大学発
のベンチャーɺ大学にඥ෇͘ ベンチャーΩャ
ϐタル͕૿ て͑いるɻ
中国経済のϚクϩత経済成長のݮ速

͸明らかͰɺ成長཰͕2ܻに໭るよ͏ ͳ͜ と
͸ج本తに Γ͋͑ ͳいɻ6ˋから5ˋ台に
ঃʑにམͪてい͘ の͸ෆ可ආͩɻҰํͰɺ
ニϡーエコノミーɺベンチャー企業ɺスタート
アップのྖ域Ͱɺ加速తͳ成長͕ੜ·Εて
いるɻ13.8ԯ人の経済大国・中国の中Ͱ
͸ɺ͜Ε͕ಉ࣌発ੜする͜ と͸大いに Γ͋͏
るɻ2017年౓の日本の経済成長཰͸い·
1.7ˋのϨベル͕ͩɺͦ い͏͏ 国に΋ϝルΧϦ
のよ͏ ͳؾݩͳ会社͕ੜ·Εているɻ13.8
ԯ人ɺ成長཰6.7ˋの経済Ͱɺ೾に৐ てͬ
高い成長཰をތる企業͕ग़て͘ るの͸大
いに Γ͋͏ るɻし͕ͨͬてɺϚクϩのݮ速と

ニϡーエコノミーの加速͸ซଘするɺとい͏
の͕ॏཁͳ示ࠦͳのͰ͸ͳいかɻ

2ɽՃ଎するத国のΠϊϕʔシϣン

۩ମతͳ事ྫを঺հするɻࡢ年1年ؒɺ
しͨɻͳる΂͘ࡏ研究Ͱਂ㡕大学に଺֎ࡏ
いΖいΖͳ会社を見て回ΓɺいΖいΖͳαー
ビスを࢖ てͬΈͨɻͦ のͳかͰ整理しͨの
͕ɺᶃαプライチΣーンܕɺᶄデジタルプラッ
トフォームܕɺᶅ社会࣮૷ܕɺᶆ科学ٕज़
のイノベーションͩܕ （伊藤ɺ2018a）ɻ

ᶃαϓϥΠνΣーンܕ
੡଄業पลͰのイノベーションͰ͋るɻ

ͨ͘ Μ͞のྖ域ͰいΖいΖͳέース͕͋る
͕ɺ࠷΋ΘかΓ΍すいྫ͕スϚートフォン業
քͩΖ͏ ɻද1͸2017年のશੈքのスϚー
トフォンग़ՙ台਺トップ10のϦストͩ ɻ໢ֻ
け৭を෇けている6社͕中国企業ͩɻス
Ϛートフォン市৔શମの成長཰͕2.2ˋɻ
શੈք76ԯ人の中Ͱɺࡢ年のग़ՙ台਺
͕15ԯ台ɻスϚートフォンの台਺͕ Ε͜か
らܹٸに૿ る͑とい͏ と͜͸֬かに Γ͋͑ ͳ
い͕ɺͦ の成長཰2.2̀ のϚーέットͰ2ܻ
成長をͨ きͨग़している企業͸す΂て中
国企業とい͏ ঢ়گにͳͬ ているɻ
0ppo͸طに日本市৔に΋ೖ てͬきてい

るɻとΓΘけ東南アジアɺ新ڵ国ɺアフϦΧ
΋ؚΊɺかͳΓϚーέットを֫ಘしているɻ
ถ中貿易ຎࡲのҰつの事ྫとしてग़て͘
るの͕ ZTEとい͏ 会社ͩɻ国༗ܥのഎ
を࣋つܠ と͜ ト͕ランプ੓ݖから໰୊視͞

ද1　ϝーカーผスϚーτϑΥンग़ՙ୆਺ʢඦສ୆ʣ

（出所）CounterQoint、2018೥2݄2೔ϓϨεϦϦʔεࣄه。(lobal 4martQhone 4hiQments 3eached 3ecord 
1��� Billion 6nits in C:201�

2016 2017 成長཰
合　　　ܭ 1517 1551 2.2�

α ム ス ン 310 318 2.5�
ア ッ プ ル 215 216 0.3�
՚ ҝ 139 153 10.1�
0 p p o 93 121 30.4�
v i v o 74 101 35.5�
খ ถ 62 96 56.1�
L G 55 56 1.6�
ϨノϘ（モトϩーラؚΉ） 51 50 �2.0�
ZTE（nubia ؚ Ή ） 60 45 �25.3�
ア ル Χ テ ル 34 21 �39.3�
ͦ の ଞ 424 375 �11.6�
主ཁ中国企業ग़ՙ台਺ 479 566 18.2�
主 ཁ 中 国 企 業シΣア 31.5�� 36.5� ʵ
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Εɺ͞ らにイラン΁の機ث輸ग़をしͨの͕
アϝϦΧのルールҧ൓とい͏ と͜Ͱɺクアルコ
ム社のチップをZTE͕ങ͏͜ と͕Ͱきͳ͘
ͳるɺとい͏ ࿩にͳͬ ͨɻ࣮際に͸ɺखଧ
͕ͪ͋ͬ て発動 Ε͞ͳかͬͨ ͕ɺZTE͸ク
アルコムの൒ಋମセット͕ͳいとスϚート
フォンを࡞る͜ と͕ Ͱきͳい会社ͩͬͨ ɻ͜
い͏͏ 会社΋֬ かに中国に͸ଘࡏするɻ
ҰํͰɺྫ ͑͹՚ҝ͸ࣗ社のMateシ

ϦーζɺPシϦーζの中のɺKirinとい͏ チッ
プ͕ೖ てͬいる൒ಋମ͸ɺ׬શに಺੡ͩɻ
ͦΕͩけطにɺ社಺Ͱコアの։発能力͕
෇いてきているɻ͜ のよ͏ にɺスϚートフォン
を੡଄しɺͦ ΕをϚーέテΟングするよ͏ ͳ
αプライチΣーン͕ る͋͜ と͸ɺスϚートフォ
ンҎ߱の୺຤ɺIoT ୺຤の։発につͳ
͕ てͬいるɻ
͸「ϙストスϚϗのϋード΢ΣアϚーࢲ

έット」とݺΜͰいる͕ɺయܕతに͸ドϩー
ン͕ る͋ɻドϩーン͸ඈͿとい͏ 事࣮に໨͕
き͕ߦ ͕ͪͩɺ࣮ 際に͸ɺΧϝラͰೖ てͬ
きͨ デジタル৴߸をॲ理しɺͦ Εを通৴機
能Ͱग़すɻ౰然ɺి ஑͕ඞཁͰɺࣗ ෼͕
ͲのҐஔにいるのかࠓ GPS΍ؾѹセン
αーを࢖ てͬ೺Ѳするɻドϩーン͸「ۭඈ
ͿスϚϗ」とݺ͹Εる Ͳ́ɺスϚϗと౥ࡌ
部品͕ۙいɻ
の͜ドϩーンϚーέットͰੈք1Ґの会社

͸ɺ中国・ਂ 㡕のDJIとい͏ 会社ͩɻਂ 㡕͸
౰然ͳ͕らɺスϚートフォン૊ΈཱてのҰ
大ڌ఺Ͱɺͦ い͏ͬͨ と͜ Ζからੜ·Εて͘
るɻͦ の΄かに΋ɺ360౓Χϝラ͕͋るɻදと
ཪに広֯Ϩンζ͕͋ てͬɺ2ຕのࣸਅをࡱ
るɻ্ ख͘ つͳ͛るとɺͲのํ޲΋׬શにࡱ
る͜ と͕ 可能ͩɻ͜の360౓ΧϝラのϚーέッ
トͰ͸ɺInsta360とい͏ 会社͕ る͋ɻ1992年
ੜ·Εのى業家͕つ͘ ͬͨ 会社ͩɻଞに΋
いΖいΖͳ୺຤͕ Γ͋ɺج本తに͸ɺスϚー
トフォンのαプライチΣーンを࢖ てͬ成長し
てきている（ਂ㡕のエコシステムについて͸
（伊藤ɺ2018b）を参র）ɻ
DJI͸૑業ऀ͕ᔉᕪ（Frank�8ang）

とい͏ 人෺Ͱ1980年ੜ·Εɻ߳ߓ科ٕ大
学Ͱ学びɺਂ 㡕に໭ てͬきて૑業しͨɻシ
ϦコンバϨーのセコイヤΩャϐタルɺアクセル
パートナーζからग़資をಘてɺࡏݱͰ͸ै
業員1ສ1000人を௒͑ていると͏ࢥ ͕ɺͦ
い͏͏ 成長しているɻॳΊてDJIٸ໛にن
の CM動画を؍ とͨきɺͦ のચ࿅͞にڻ

いͨɻᔉᕪ͸͜のよ͏ ͳ͜ とをݴ てͬいるɻ
「パワーϙイントのΈにཔ てͬಘらΕる෋΋
ͳ͘ ɺ·ͨ 天から߱ てͬ͘ るϋイテク΋ͳいɻ
୎ӽし ΋ͨのを௥ٻするͨΊに͸ɺۤ し͘
に;けるແ਺のਂ໷をաࡧࢥ し͝ɺ72࣌
ؒ連ଓͰಇ͘ ࣥண心͕ඞཁͰ Γ͋ɺ·ͨ ɺ
ਅ૬を大੠Ͱい͏ ༐͕ؾඞཁͩ」ɻ͜ の
༿を൴͸ɺࣗݴ 社の中国ޠのϗームϖー
ジにࡌܝしているɻ日本Ͱ͸ɺಇきํ վֵ
とݴ てͬいる中Ͱɺ72࣌ؒ連ଓͰಇ͜͏ ͳ
Ͳとͨͬݴ らඞͣԌ্すると͏ࢥ ͕ɺ͜ い͏
企͏業͕ਂ㡕に͸ Γ͋ɺώーϩーのҰ人Ͱ
Γ͋ɺ͜ の文ষをಡΜͰDJIにೖるエンジ
ニア͕਺ઍ人いるとい͏ 事࣮͕ る͋ɻ
΋ͪ ΖΜϩジックͰいΖいΖͳ中国のベン
チャー企業の成長パターン͸঺հͰきる
͕ɺಉ࣌にスϐϦットɺ࣋ ͬているϝンタϦ
テΟɺ企業を๚໰し とͨきの໨つきɺ室಺に
ஔいて る͋৸ାɺ͜ い͏ͬͨ ఺΋ඇৗにॏ
ཁ とͩ͏ࢥ ɻ

ᶄデジλルϓϥッτϑΥームܕ
͜Ε͕いͪ͹Μॏཁͩɻయܕతに͸ɺ
BAT（ඦ౓ʗバイドΡɺアϦババɺテンセン
ト）とݺ͹Εるよ͏ ͳ会社ͩɻ΋と΋と͜ Εら
の会社͸90年୅຤にインターωッ࢈ト 業の
中Ͱ成長してきͨ ɻすͳΘͪɺデスクトップ
パιコンの࣌୅に૑業しͨ会社ͩɻ2010
年୅Ҏ߱ɺPCを࢖ てͬインターωットにア
クセスする人よΓ΋ɺスϚートフォンを࢖ てͬ

アクセスする人のํ͕ଟ͘ ͳΓɺͦ のスϚー
トフォンͰ動͘ アプϦɺシステムを୭͕཈ る͑
かとい͏ ૪͕ੜ͡ڝ ͨɻBAT͸ͦΕͧΕ
ஶ໊ͳアプϦを։発する͜ とに成 しޭɺ͞ ら
ͳる企業Ձ஋を΋ͨ らしているɻ
͜のデジタルエコノミーと中国とい͏ ֻけ
に͸ඇৗにഁյ力͕͋る͜ࢉ と͕ࢦఠͰ
きるɻデジタルエコノミーのҰつのಛ௃͸ɺ
քඅ༻͕ඇৗにখݶ い͞ɻすͳΘͪɺސ
٬͕Ұ人૿͑ͨ ときに௥加తにかかるコス
ト͕ ௿いɻయܕతに͸Facebookのै業
員͸2.3ສ人ҎԼɺ٬ސ͸20ԯ人いるɻ
ら͞にधཁଆͰい͏ とɺྫ ͑͹ϝッセージア
プϦを࢖ 人͏͕૿͑Ε͹૿ る͑́ Ͳɺܹٸ
にརศ性͕高·るとい͏ ಛ௃΋͋ るɻ͜ し͏
ͨཁҼ͕ɺੈ ք࠷大のインターωット人ޱ
をތる中国Ϛーέットにおいてੜ·Ε とͨき
のഁյ力͸大きかͬͨ ɻ
中国のインターωット人ޱ͸ɺ2006年に1
ԯ人ఔ౓ͩͬͨ ͕ɺ2016年·Ͱに7ԯ人に
૿͑ͨ ɻ10年ؒͰ6ԯ人ɺຖ年6000ສ人૿
͑ているɻすͳΘͪɺ日本のインターωット人
ɺ10年ؒຖ年૿͑ଓけるよ͏͕ܭの合ޱ ͳ
事ଶ͕ੜ͡ ͨɻ中国に͸インターωット人ޱ
Ϙーナス（ࢲ͸「デジタル人ޱϘーナス」と
͕（ΜͰいるݺ る͋ɻ経済成長཰よΓ΋Ϣー
βーの৳び཰͕高かͬͨ をɺデジタルظ࣌
人ޱϘーナスの࣌ظとݺΜͰいる（図2）ɻ
֬かにɺඇৗに高い৳びを2000年୅຤か
ら2010年୅ॳ頭にかけて達成しているɻ

ਤ2　中ࠃの「デジλルਓޱϘーナス」とͦのऴᖼ

（出所）ΠンλʔωοτϢʔβʔ਺、ࡁܦ੒௕཰はh தࠃ౷ܭ೥ؑ  ɦ201�೥൛ΑΓ、 ݻఆి࿩͓Αͼܞଳܖ໿݅਺は 
*nternational Telecommunications 6nion *nternational Telecommunications 6nion σʔλΑΓ
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にɺ経済成長཰よΓ΋Ϣーβー਺طঢ়͸ݱ
の৳び͸མͪているɻ͜の事࣮を΋ͬ てɺྫ
͑͹バイドΡの李彦޺（ϩビン・Ϧー）社長
͸ɺ中国のデジタルϘーナスの࣌ظ͸ऴ
Θͬͨ とɺ͸ͬ きΓݴ てͬいるɻ日本の֮ײか
らい͏ と·ͩ ৳びている͕ ɺ൴らにݴΘͤると
「΋͏ ऴΘͬͨ 」のͰɺ中国Ͱ͸طଘのϢー
βーをਂ۷Γしてい͘ ɺ͋ るい͸AIのよ͏ ͳ
新しいྖ域に౿ΈࠐΜͰいかͶ͹ͳらͳ
いɺとい͏ よ͏ ͳ議࿦͕ىきているɻ
ͦのਂ۷Γの݁Ռɺੜ·Ε とͨ΋い る͑
の͕ɺスーパーアプϦと΋ݺ͹ΕるアプϦの
ొ৔ͩɻ10ԯ人のϢーβーのϝッセージ
ͩけͰͳ͘ ɺফඅ׆動のೖΓޱを཈ る͑͜
と͕ Ͱきるɻڧ࠷のಋઢとい る͑と͏ࢥ ɻ͜
Ε͕中国国಺にすͰにग़དྷ্͕ てͬいる
の͕モバイルエコノミーの࢟ͩɻ

ᶅࣾ会࣮૷ܕ
モバイルܾ済͕社会インフラにͳる͜ と

によͬ てɺ͞ ·͟ ·ͳ新しいαービス͕Ӎޙ
の஛のࢠの͝と͘ ग़てきているɻモバイル
ܾ済と͸ɺ୭からͰ΋ɺͲ͜からͰ΋ɺແ
人Ͱ୅金回ऩ͕Ͱきる͜ とをҙຯしてい
るɻ͜ Ε͕Ͱきるとし らͨօ Μ͞͸Կを΍る
ͩΖ͏ ɺとい͏ パζルを13.8ԯの人ޱの中
国Ͱɺօ͕ղき合 てͬいるの͕ݱঢ়ͩɻ
ͦのഎܠのҰつ͸ɺインターωットϢー
βー਺͸ Ε͜Ҏ্૿ ͳ͑いのͰɺطଘの
ϢーβーをいかにғいࠐΈにつͳ͛てい͘
かɺϚーέットにつͳ͛てい͘ かとい͏ と͜
ͩɻయܕతに͸ɺシΣアαイクルɺバッテϦー
の しିग़しαービスɺແ人コンビニɺແ人
றं৔ɺແ人商品୨ɺແ人Ϩストラン΋ग़
てきているɻ中国に࢛൒͝ظとに͘ߦ とɺ
新しいビジωス͕ੜ·Εて͸ফ͑ɺとい͏ ͜
とを܁Γฦしているɻ
シΣアαイクルについて͸ɺ࣮ 際にビジ
ωスとして成Γཱ ͪ͏ るのか·ͩ ඍົ͕ͩɺ
日本に΋ೖ てͬきているɻベルϦンに΋ワシン
トンに΋モバイク͕ ͋ͬ ͨɻϨストランの୎্
に͸ॆి͕ثஔいて Γ͋ɺ͜ Ε΋2Rコー
ドをಡΜͰܾ済するシステムͩɻ͜ し͏ͨ͞
·͟ ·ͳ社会࣮૷ͰΦンラインとΦフラインɺ
インターωットۭ ؒと࣮ݱ社会を͛ܨてい͘
αービス͕ͨ͘ Μ͞ੜ·Εてきているɻ
イノܕ͸͜のパターンを「社会࣮૷ࢲ

ベーション」とݺΜͰいるɻ日本国಺Ͱ͸
「ιαイエテΟー5.0」とい͏ ༿͕ݴ Γ͋ɺط

にֳ議ܾఆ͞ΕているҰつの੓͕ͩࡦɺ
新しいٕज़を社会にීͤ͞ٴてい͜ と͏い
੓͏෎のํ਑͕ る͋ɻいΖいΖͳプϩジΣク
トを΍ てͬいる͕ɺ日本Ͱ͸ライドシΣアɺタ
クシーの഑ंアプϦ΋͋ ·Γී していͳいٴ
しɺAirbnb（エアビーアンドビーʀ༡ٳෆ
動࢈を しିग़すϚッチングアプϦ）͸ɺいΖ
いΖͳ੍͕ͬ͋ن て事্࣮Ϛーέット͕ ॖ
খしているɻੈքతに͜ し͏ͨシΣアϦング
エコノミー͕ٸ速にීٴしている中ͰɺΉ
しΖ͕ࠩ広͕ てͬし·ͬ ているの͕日本の
ঢ়ݱ とͩ͏ࢥ ɻ

ᶆ科学技術ܕ
4つ໨のパターン͸よΓϋードͳ科学ٕज़

研究にࠜࠩしͨパターン （ͩ࣌ؒの関܎
Ͱ省ུ）ɻ

�ɽ୆಄する౎ࢢɺӽڥするۀا

中国国಺Ͱ͸ɺいΖいΖͳ地域͕ͦΕ
ͧΕɺଟগ৭合いのҧ イ͏ノベーションの
エコシステムをͮ͘ܗ てͬいるɻ北京に͸
中国࠷高ๆの大学ɺ金༥機関͕ Γ͋ɺͦ
͜から投資をडけͨى業家͕ͨ͘ ͞Μい
るɻ্ւ͸ڊ大ͳϚーέットͰ Γ͋ɺ金༥
都市ͩɻߌभに͸アϦババのϔッドクォー
ター͕ Γ͋ɺアϦババの新しいαービスɺ新
しい事業ܗଶ͕ͩいͨい͜ の地域に投ೖ
͞Εるඇৗに໘നい地域にͳͬてきてい
るɻਂ㡕に͸αプライチΣーンɺ੡଄業の
఺͕ڌ Γ͋ɺ͞ らに߳ߓとྡ ઀している͜ と
͕ൺֱత։์తͳムードを΋ͨ らしているɻ
インターωット企業 BATͰい͏ とɺ北京に
バイドΡɺߌभにアϦババɺਂ 㡕にテンセン
ト͕ Γ͋ɺ日本の東京Ұूۃ中のよ͏ ͳ͜ と
͸ىきていͳいɻ北京͸࠷΋大事͕ͩɺ
ಉ࣌にɺͦ ΕͧΕの地域にॏཁͳイノベー
ションڌ఺͕Ͱきているɻ
中国͕イノベーションをするとい͏ 新しい
͟·৅͕ɺ͞ݱ ·ͳ೿ੜతͳ࿦఺を連࠯త
に΋ͨ らしているɻྫ ͑͹ɺ中国のイノベー
ション͕ىきている地域を۩ମతに研究す
るඞཁ͕ る͋しɺͦ し͏ͨ企業͕ւ֎投資
をし࢝Ίているとい͏ ৅΋͋ݱ るɻ͋ るい͸ɺ
日本企業΋ؚ Ίͨւ֎の企業にͲのよ͏ ͳ
औΓ૊Έ͕可能ͳのか͕ɺ新しい՝୊と
ͳͬ ているɻ໨Լのถ中貿易ຎࡲ΋ɺଟ෼
にテクノϩジーの೼ݖを८るڝ૪ とͩ見る

き΋͋޲ るɻAIɺࣗ 動運సのྖ域Ͱ͸ɺ྆
国のߝҾきɺڝ૪͕ しܹ͘ ͳͬ てきているɻ
社会の໘Ͱい͏ とɺ中国のデジタルエコ

ノミーを中心としͨ࢓૊Έ͕ݖҖ主ٛମ੍
とつͳ͕る͜ とͰɺͲΜͳ社会を΋ͨ らすの
かɻయܕతに͸ɺデジタルϨーニン主ٛと
い͏ ༿͕ݴ る͋ɻドイπの੓࣏学ऀ͕ͬݴ
ている͜ とͩ ͕ɺビッグデータをԡ͑͞ る͜ と
͕ɺྫ ͑͹中国࢈ڞౘに可能にͳる͜ とに
よͬ てݴ࿦統੍をしɺ؂視社会化している
のͰ͸ͳいかɺとい͏ 議࿦΋͋ るɻ
ւ֎進ग़の事ྫͰ͸ɺ東京のిྔؾ

ൢళに͘ߦ と࠷΋ചΕている高ڃスϚϗの
Ұつ͕طに՚ҝͩɻ品川Ӻに͘ߦ とDJI
͕人材ืूをしているɻ品川Ӻのւଆに
͸ιニーのϔッドクォーターɺΩャノンの研
究所͕͋ てͬɺͦ ͜からΧϝラܥのエンジ
ニアをҾきൈ͜͏ とい͏ とͩ͜ ɻ࣮際ɺ50人
΄ͲҠͬͨɻコンビニにߦ と͘アϦϖイɺ
8eChat ϖイ͕౰ Γͨલのよ͏ に͑࢖るɻ
͜Ε͸ɺج本తに͸インバ΢ンドରԠͩɻ
中国人͕日本にདྷ とͨきにɺ΋͸΍日本ԁ
に྆ସを͋ ·Γしͳいɻ8eChat ্Ͱӽڥ
ܾ済͕Ͱきるよ͏ にͳͬ てきているɻࢁखઢ
のं྆に͸アζールϨーンとい͏ 中国੡の
ήームの広告͕͋るɻήームα΢ンドとい
͑͹日本にඇৗにڝ૪力͕͋ͬͨ ͕ɺモ
バイルアプϦのྖ域Ͱ͸日本のήームにͦ
Ε Ͳ́ڝ૪力͸ͳ͘ ɺ͜ のήーム͸্ւの
会社͕։発しɺ஌త財 ΋所༗しɺͦ࢈ Ε
を日本に展։するとい͏ ࣮ଶにͳ てͬきて
いるɻ
中国のର֎投資に઎ΊるITܥ企業の
ൺ཰を調΂てΈͨɻ南アジアをؚΉ中国
企業のରアジア投資Ͱ͸ɺͦ の17ˋ͕
IT 企業による΋のͩͬͨܥ ɻͳかͳか高
཰ しͩɺܹٸに৳びているɻయܕతに͸ɺ
アϦババ͕東南アジア࠷大のEコϚース
αイトのラβダをങऩしͨҊ͕݅ඇৗに大
きいن໛にͳͬ ている（伊藤ɺ2018c）ɻ
アϦババ͸東南アジアɺ͞ らにアフϦΧ΋
加͑ɺかͳΓੵ తに投資しているɻϚϨーۃ
シアͰ͸デジタルࣗ༝貿易ಛ۠とい͏ ΋の
͕લ੓࣌ݖ୅に͋ͬͨ ɻϚϋテΟール͕
ొ৔してɺ高速మಓのプラン͸ͳ͘ ͳるํ
਑͕ݻ·ͬ ている͕ɺϚϋテΟール͸݄ࠓ
北京を๚໰しɺͦ のલにߌभを๚ΕɺアϦ
ババ会長のジャック・Ϛーと会ͬͨɻ事࣮
্ɺお らͦ͘ ಛ۠͸ҡ࣋͞ΕるͩΖ͏ とࢲ
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͸͏ࢥɻタイ͸ɺタイランド4.0とい͏ 東部経
済回廊։発ܭ画͕ݱ੓ݖͰཱҊ͞Εて
いる͕ɺジャック・Ϛー͸͜͜ に΋৯いࠐΜ
ͰM0Uを݁ΜͰいるɻࠓ （݄8݄）ɺ
BRICS 会議͕南アフϦΧのϤϋωスブルク
Ͱ͋ͬ ͕ͨɺBRICS ट೴会議の࣍の日に
ジャック・Ϛー͕アフϦΧにདྷているɻͦ Ͱ͜
·ͨ ɺいΖΜͳコωクションを࡞ てͬいるよ͏
ͩɻ9 3݄日から中国・アフϦΧ協力フォーラ
ム͕北京Ͱ࢝·るɻ中国と新ڵ国とのؒ
の協力関͕܎中国にとͬ て͞ らにॏཁに
ͳ てͬきているɻͦ の中਎のҰつにɺ͜ ͏
いͬ ͨデジタルྖ域͕ೖ てͬ͘ ると͏ࢥ ɻ

�ɽσジλϧத国Λମͯ͠ݧΈる

͜のよ͏ ͳ新しい৘੎にɺ日本企業をؚ
Ίͨւ֎企業にͲΜͳऔΓ૊Έ͕ Γ͋ಘる
のかɻྫ͑͹ɺࡢ͕ࢲ年ॅΜͰいͨਂ㡕
の事ྫを঺հしͨいɻਂ㡕とϔルシンΩ
͕࢞ຓ都市関܎を݁ΜͰいるとい͏ と͕͜
Γ͋ɺフΟンランドのデβイナーをਂ㡕に連
ΕてきてɺϚッチングしɺ事業を֦大しよ͏
とい͏ औΓ૊Έを΍ てͬいるɻ·ͨ ɺジΣトϩ
の韓国൛K0TRA͕ਂ㡕ΦフΟスを࣋ͬ
ていてɺ韓国のスタートアップを連Εてきてɺ
ਂ㡕の企業とのϚッチングをしているɻ
日本企業Ͱい͏ とɺ੡଄業पลͰҰา
౿ΈࠐΜͩ։発ɺΧスタム化ɺとい͏ と͕͜
͋るɻྫ͑͹ɺS0N:͸લड़の0ppoと
イϝージセンαーのΧスタム化։発を΍ てͬ
いるɻ0ppo͸طにੈք第4ҐのスϚϗ
ϝーΧーͳのͰɺ൴らとの協力͸ Γ͋ಘる
બ୒ͩɻͦ Εからɺ日本のෳࣸ機ϝーΧー
͸ඇৗにڧい͕ɺෳࣸ機の中の部品͸ɺ
デスクトップPCの࣌୅の部品をલఏにઃ
ܭ Ε͞ている΋の͕ࠓ΋ଟいとい͏ ɻしかしɺ
スϚートフォンの部品を࢖ てͬෳࣸ機を࠶
ઃܭし らͨͲ͏ ͳるかɺとい͏ プϩジΣクト͕
͋るͦ͏ ͩɻͲ͜Ͱͦ͏ いͬͨ ৘報をऩू
するかとい͏ とɺਂ 㡕とい͏ と͜にͳるɻ
トϤタ΋ؚΊͨࣗ動ंܥͰ͸ɺ·す·す
ं͕スϚートフォン化しているɻ·す·すଟ
の͘チップをಋೖしɺྫ ͑͹ɺフϩントパω
ル͕ iPaEのよ͏ ͳ΋のにͳΓɺͦ のパーπ
を୭にཔΉかとい͏ とɺ౰然ɺスϚϗɺタブ
Ϩットを࡞ てͬいる人ɺਂ 㡕पลの企業を
調査するとい͏ と͕͜ きるɻى
ଞの ITܥ企業Ͱい͏ とɺ投資の໘Ͱɺ

いͪ͹Μ金ֹ͕ಥग़しているの͕ιフトバ
ンクͩ ɻ先日ɺιフトバンクにおअຐして࿩
をͨͬ࢕ ɻ中国ͩけͰͳ͘ ɺ日本企業に΋
投資をしɺAIɺϩϘットといͬͨྖ域Ͱの
投資を加速ͤ͞ているɻιフトバンクҎ֎
に΋日ܥの ITܥ企業͕中国のトップ૚の
ベンチャーΩャϐタルに5ԯԁͣつɺ25ܭ
ԯԁग़資しているɻͦ ΕらのベンチャーΩャ
ϐタル͸౰然ɺ中国の༗力ͳベンチャーの
৘報を大ྔに࣋ てͬいるɻシナジーޮՌ
の高い企業͕࣍のラ΢ンドのग़資をืる
৘報͕ る͋ときに͸ɺいͪૣ͘ ৘報をಘると
い͏ औΓ૊Έ͕ る͋ɻ
商社΋いΖΜͳ͜ とを࢝Ίているɻ先日ɺ

伊藤஧商事͕中国の新ڵE7ϝーΧーに
ग़資ɺとい͏ 事͕ग़ͨɻ伊藤஧商事͕中ه
国の2社にग़資するɻه事によるとɺ伊藤஧
のਂ㡕事຿所͕主ಋしているɻかつてɺਂ
㡕͸ͨͩの૊ཱの৔ͩͬ ͨɻ޻৔をݐてる
ͨΊに投資をしていͨの͕ɺ΋͸΍ࣗ෼Ͱ
研究։発してϚーέテΟング͕Ͱきるベン
チャー͕ग़てきͨ ɻٕ ज़΋ノ΢ϋ΢΋かͳΓ
る͋ɻͦ に͜お金をೖΕる͜ とͰシナジーޮ
Ռ͕ग़るɺとい͏ 動き͕ 広·ͬ てきているɻ
中খ企業のྖ域Ͱい͏ とɺジΣトϩ・イノ
ベーションプϩグラム（JIP）とい͏ ΋の͕͋
るɻ΋と΋と͸シϦコンバϨーͰ΍ てͬい プͨ
ϩグラムͰɺ日本の中খ企業をւ֎に連
Εてߦ てͬい͕ͨɺڈ年からJIP ਂ㡕͕
࢝·ͬ ているɻ
スタートアップの業ք͸ɺ୭͕成ޭする
かΘからͳいのͰɺコミϡニテΟɺ人と人と
のつͳ͕ΓͰॏཁͳ৘報͕΍ΓऔΓ͞ Ε
るɻਂ㡕市の中Ͱ΋南͕۠ࢁඇৗにؾݩ
いいɻ先日ɺ南۠ࢁの۠長͕東京にདྷてɺ
ौ୩۠の۠長と会ͬͨɻͦ してɺਂ 㡕を
ܾউઓ会とするスタートアップのコンϖの
༧બをौ୩Ͱ΍るとい͏ と͜にͳΓɺすͰに
先िߦΘΕ とͨい͏ ɻ͜ Ε·Ͱのよ͏ ͳ日本
と中国企業のؒの෼業関܎Ͱ͸ͳい新し
いパターン͕ੜ·Εているɻલड़の伊藤
஧商事͕中国の新ڵE7ϝーΧーにग़資
しͨ事 ΋ྫ新しいɻ日本のスタートアップベ
ンチャー企業͕中国にߦきɺベンチャー
Ωャϐタルの人ͨͪにプϨθンするとい͏ ɻ
ͦ͏ い͏ 横のつͳ Γ͕͕ Ͱきているの͸ɺඇ
ৗにڵຯਂい࿩ とͩ͏ࢥ ɻ
大ࡕ商޻会議所͕ニϡーエコノミーの

ྖ域Ͱશੈքとつͳ͕ てͬいかͶ͹ͳらͳ

いとい͏ ՝୊のԼɺͦ のҰ؀としてɺシϦコン
バϨーͩけͰͳ͘ いΖいΖͳ地域の大学ɺ
投資家౳とつͳ Γ͕を࣋ͪ࢝Ίͨɻͦ のڌ
఺のҰつਂ㡕͕ೖ てͬいるɻエクスϙートと
い͏ ࿮૊Έを࡞ てͬɺグϩーバルのビジωス・
投資৘報をベンチャー企業にఏڙしɺڌ఺
を࡞Γͳ ら͕ɺ視察ͩけͰͳ͘ Ϛッチングを΍
Ζ͏ とい͏ 動き͕ ग़てきているɻͨ ͩ中国とつ
ͳ͕Ε͹いいとい͏ ࿩Ͱ΋ͳ͘ ɺグϩーバル
のスタートアップムーブϝントの中のҰڌ఺と
してɺシϦコンバϨーɺϘストンɺベルϦンɺシン
ガϙールɺイスラエルとい͏ ฒびにਂ㡕ɺ中
国͕ೖ てͬきͨ ɻ10年લ͸ Γ͋ಘͳかͬͨ と
ࢥ る͑ঢ়͕گੜ·Εているɻ
中国Ͱੜ͡ ている͜ とを理ղする͏ ͑Ͱ

͸ɺ࣮ 際にࣗ෼のखͰɺ中国のデジタル
エコノミーに৮ΕてΈる͜ とをおקΊするɻ
ྫ͑͹ɺアϦババ͕ఏڙしているEコϚー
スαイト「アϦエクスプϨス」͕ る͋ɻͲΜͳ
΋の Ͳ͕の͘ らいͰചΕていてɺ୭͕ങͬ
ているのかを見る͜ と͕ Ͱきるɻ͜ のアプϦ
͸ショッϐングアプϦとしてࡢ年ɺੈ ք1Ґ
のダ΢ンϩード਺をه࿥しͨɻ
Tik�Tok͸ۙ࠷日本Ͱ΋かͳΓテϨビ

CMを΍ てͬいる͕ɺ15ඵఔ౓の୹い動
画をシΣアする΋のͩɻ͜ のアプϦ͸ɺ中国
の北京のスタートアップ͕࡞ てͬいてɺ東
南アジアͰ΋大人ؾɺ日本Ͱ΋ͦ ͏ͩ ɻҰ
౓企業๚໰しͨ͜ と͕ る͕͋ɺ3000人͙ ら
いいてɺฏۉ年ྸ͸お らͦ͘ とඇৗࡀ25
にएい会社ͩɻAIを࢖ てͬ画૾にいΖい
Ζͳॲ理をࢪす と͕͜Ͱきるٕज़を࣋ てͬ
いるɻ͜ のアプϦ͸ࠓ年の第1࢛൒ظの
i0S（アップル）のダ΢ンϩードランΩングͰ
ੈք1Ґͩɻつ·ΓɺFacebookよΓダ΢ン
ϩード਺͕ଟいɻॠؒ෩速Ͱい͏ とੈք
るアプϦ͕ތ大のダ΢ンϩード਺を࠷ 北京
ੜ·Εとい͏ ঢ়ͩگɻ

ʻ࣭ٙԠ౴ʼ

̦ɽデジタル人ޱϘーナスについてɺ日本
国಺Ͱ͸Ͳ͏ かɻ

̖ɽ経済成長཰よΓ΋インターωットϢー
βー਺͕৳びるとい͏ の͸΄΅す΂ての
国Ͱੜͨ͡ɻ日本Ͱ͸ງ江و文͕ࢯイン
ターωット業քͩけ͕ӈ্ݞ Γ͕に৳びて
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いるɺ経済成長཰よΓͣ とͬ高いとɺ10年΄
Ͳલにݴ てͬいͨɻインターωット͸ܹٸに
Ϙーナスࣗޱしɺデジタル人ٴී ମ͸͋ͬ
ͨɻͨ ͩɺ͜ の೾にモバイルとい ೾͏͕ॏ
ͳͬ ͨの͕お らͦ͘ 中国のಛ௃ͩɻ日本Ͱイ
ンターωットとい͏ とPCのલに޲か てͬ見る
΋のɺとい͏ ҹ৅͕͋る͕ɺ中国͸ҧ ɻ͏ී
通にスϚートフォン͕イϝージ͞ Εるɻͦ い͏
͏࣌ ୅のࠩ͸͋ͬͨかとࢥ ɻ͏·ͨ 中国の
国಺市৔͸ඇৗに大きいのͰɺϘーナスの
ϘϦϡーム͕7ԯ人とい͏ とΜͰ΋ͳいϚー
έット͕ 10年Ͱ্ཱ͕ͪͬͨ ɻ͜ のഁյ力
͸ڧ調して΋しա͗る͜ と͸ͳい͘ らいのイ
ンパクト͕ ͋ͬ とͨ͏ࢥ ɻ

̦ɽٕ ज़͕進Ί͹進Ή Ͳ͕́֨ࠩ広͕る
とい͏ ೦͕ݒ る͋と͏ࢥ ɻついてߦけͳかͬ
ͨ地域についてͲ͏ Ε͹よいか教͑て͑ߟ
し́いɻ

̖ɽ͝ ఠの通Γɺ中国の༗力ベンチャーࢦ
企業（10ԯ人ຽݩҎ্の企業Ձ஋）のཱ
地を見るとɺಛఆの地域にू中しているɻ
ྫ͑͹ɺ広東省の中Ͱ΋ਂ㡕に͸いい会
社͕ͨ͘ Μ͋͞る͕ɺਂ 㡕と広भからҰา
֎にग़るとɺ஫໨企業͸ۃ୺にগͳいɻᔳ
江省Ͱ͸56社のスタートアップɺ企業Ձ஋
にして160ԯԁ͙ らい͋る͕ɺߌभに51社
͕ू中しているɻイノベーションのಛ性とし
てɺ地理తにू中するの͸൱ఆし͕ͨい
事࣮ͩɻアϝϦΧͰ΋੢ւ؛のベイエϦアɺ
αンフランシスコからパϩアルトɺシϦコンバ
Ϩーの͋ Γͨにू中しているɻし͕ͨ てͬɺ
デジタル化͕΋ͨ らしͨ෋͕֨ࠩの֦大
につͳ͕ てͬいるのͰ͸ͳいかとい͏ 議࿦
͕ɺアϝϦΧͰ΋͋ るɻ中国について͸ධՁ
するの͕·ͩ ೉しいঢ়͕ͩگɺࣅ よͨ͏ ͳ
議࿦͸ Γ͋ಘるか΋しΕͳいɻͨ ͩɺモバイ
ルܗଶをܾͨͬ࢖済の࢓૊Έ͸地ํ都
市Ͱ΋かͳΓ進ΜͰいるのͰɺ͜ し͏ͨ新し
いαービス͕ීٴするとɺ಺཮Ͱ΋αービ

ス࢈業の্޲͸ Γ͋ಘるɻͦ の྆ํをצҊ
しͳ͕らݕ౼するඞཁ͕͋るかとࢥ ɻ͏ݱ
ঢ়Ͱ͸ɺ֬ かͳ͜ と͸ݴ ͳ͑いと͏ࢥ ɻ

̦ɽಛڐ਺͕ѹ౗తにਂ㡕の南۠ࢁに
ू中しているの͸ͳͥかɻਂ 㡕Ͱイノベー
ションに৮Ε͋ る͑৔所（ͰきΕ͹ແྉͰ）
を঺հして し́いɻ

̖ɽかつてのイϝージͰ͸ɺ南ଆに۝龍൒
ౡと߳ ͕ͬ͋ߓ てɺͦ か͜らమಓに৐ てͬ͘
ると羅ਂ͕ބ㡕の֗ɺ経済ಛ͕۠Ͱきて
広͕ てͬいͬͨ ৔所のҰつͩɻと͜ Ζ͕20
年ɺ30年と経 てͬ͘ߦ 中Ͱɺ2000年୅Ҏ߱
͸෱ా͕۠։発 Ε͞ɺ2010年୅に南۠ࢁ
͕大ن໛ͳ࠶։発をͨͬߦ ɻݱঢ়Ͱ͸ɺ南
に༗力ベンチャー企業͕大ྔに۠ࢁ る͋ɻ
テンセントɺZTEɺDJI΋南ͩ۠ࢁɻ南۠ࢁ
に͸ιフト΢Σアパーク͕͋ てͬɺ新しいਂ
㡕を見る΂き৔所ͩɻす͙ ྡに͸ਂ㡕大学
͕ る͋のͰɺࢲ͸よ͘ าいてい͕ͨɺバイドΡ
のਂ㡕ビルɺアϦババのਂ㡕ΦフΟス΋͋ るɻ
ͨ͘ Μ͞のベンチャーΩャϐタルɺベンチャー
企業͕ೖ てͬいるビル΋͋ るɻਂ 㡕Ͱ͸ɺベ
ンチャー企業を๚໰しよ͏ とࢥ てͬ΋́ とΜ
Ͳアϙ͕औΕͳいɻΉしΖ֗を見るの͕ϙイ
ントͩ ɻྫ ͑͹ιフト΢Σアパークとかɺվֵ
։์ത෺ ΋ؗショッϐングモール΋໘നいɻ
新しいαービス͕ͦ͜ ら中に る͋ɻແ人Χラ
ΦέϘックスɺແ人Ϩストランɺແ人コンビニɺ
ࣗసंɺシΣアバッテϦーͳͲɺԿͰ΋͋ るɻ
Լखに企業を見るよΓいいと͏ࢥ ɻ

̦ɽイノベーション͕発ੜするの͸ۮ然త
ཁ素（࣌の੓෎ɺ人ͳͲ）͕ 大きいのかɺඞ
然తཁ素（ಠࣗのϝΧニζム͕ ·ͨͨ ·地
域にϚッチするͳͲ）͕ 大きいのかɻ

̖ɽイノベーションをͲ͏ 加速Ͱきるかつい
て͸ɺͦ ΕͧΕの࣌୅ͰɺٻΊらΕるパ
ターン͸มΘ てͬ͘ るɻ1950年୅ɺ60年୅ɺ

70年୅にඞཁͩͬͨ と͜とɺࠓඞཁͳ͜ と
͸おͦら͘ ҧ ɻ͏ࠓのٕज़తঢ়گの࠷大
のಛ௃͸ɺ౴͕͑ͳいαービス͕ͨ͘ Μ͞
͋る͜ とͩ ɻੲ͸ɺղ૾౓の高いテϨビɺき
Εいにચ る͑ચ୕機ɺ安શͳंͳͲɺ͋ る
Ұఆのई౓Ͱ੡品の品࣭を連ଓతに図
る͜ と͕ Ͱきͨ ɻࠓのイノベーション͸ҧ ɻ͏
FacebookとInstagram͕ͳͥ人ؾをू
Ίɺͳͥ人の心にͬࢗ͞ ͨのかɺ෺ しࠩͰ
͸ଌΕͳいɻiPhoneͰすらͦ ͏ͩ ɻiPhone
͕ग़ とͨきに͸ɺ͜Μͳ࢖いউखのѱい΋
の͕ചΕるΘけ͕ͳいɺとい͏議࿦͕ଟ
かͬͨ ɻະͩにiPhone͕ചΕͨ理༝をઆ
明するの͸೉しいとࢥ ɻ͏つ·Γɺಛఆのई
౓ͰଌΕͳいɺଟ༷ͳ౴͕͑ る͋࣌୅Ͱ͋
Γɺٯにい͏ とɺͦ Εͩけ地ٿશମ͕๛か
にͳͬ とͨい͏ とͩ͜ ɻ
　ҥ৯଍Γてɺ෺ しࠩͰଌΕる΋の͸かͳ
Γطに։発͕ऴΘͬているɻ෺ࠩしͰଌ
Εͳいɺࠓのফඅऀ͕૝ ΋૾していͳい΋
の౰ͨる可能性͕͋るɻͦ のイノベーショ
ンを進Ίるͨ Ίにඞཁͳの͸ɺ投͛るٿの
਺を૿΍す とͩ͜ ɻ਺͕ͳいとશ然উෛに
ͳらͳいɻ中国͸ɺҰఆの教ҭਫ४の͋
る大ྔのएऀ͕࠷΋いるタイミングͰ2010
年୅をܴ͑ͨɻͨ ͘͞ Μのएऀ͕૑業して
いるɻアϝϦΧͰ΋ͦ ͏ͩ ͕ɺ͜の౴͑のͳい
࣌୅ɺITͰ͸ͳ͘ IoTの࣌୅にͳͬ ͨ࣌にɺ
ͲΕͩけͨ͘ Μ͞のޡࡨߦࢼをڐす と͕͜
ͰきるかɺͲΕͩけࣦഊに׮༰にͳΕるか
͕ɺ·す·すॏཁにͳͬ てきていると͏ࢥ ɻ
　ベンチャーとい͏の͸ج本తにे中
ീ۝ɺࣦ ഊする΋のͳのͰɺΉしΖɺチャϨン
ジをͨ͘ Μ͞Ͱきるよ͏ ͳセイフテΟーωットを
つ͘ る͜ と͕ 大事にͳͬ てきているのͰ͸ͳ
いかɻͦ の文຺Ͱい͏ とਂ㡕͸ɺएऀの௅
ઓをඇৗに঑ྭする෩౔΋͋ るしɺ੡଄業
のपΓに͸ඇৗに࢖い΍すい࢈業ߏ଄΋
Γ͋ɺ͜ い͏ͬͨ ཁҼ͕ॏͳͬ てɺかͳΓϩジ
Χルにઆ明Ͱきるとࢥ ɻ͏·ͨ ผの࣌୅に
͸ผのཁҼ͕ る͋とࢥ てͬいるɻ

ʻߟࢀจݙʼ
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։ձѫࡰ
東京大学GSDMプϩグラムコーデΟωーター
東京大学公ڞ੓ࡦ大学院教授
東京大学大学院法学੓࣏学研究科教授
東京大学੓ࡦビジョン研究センター෭セン
ター長

৓ࢁӳ໌

「北東アジアの経済統合に޲けて」とい
ト͏ϐックをऔΓ্ ͛るɻERINAとの࠵ڞ
セミナー͸2౓໨とͳΓɺࡢ年͸北東アジア
の֤国の։発をऔΓ্ ͛ͨɻࠓ年͸ɺ༷ ʑ
ͳ෼໺について横断తͳシナϦΦをऔΓ্
͛ていきͨ いɻ
GSDM͸ɺ学際తͳプϩグラムͰɺ研
究ؒɺ専߈を௒͑ͨ社会తͳ໰୊をऔΓ
্͛ているɻٕज़తͳղܾࡦと੓ࡦ・੍
౓తͳղܾࡦを૊Έ合Θͤて社会՝୊
΁のղܾࡦを見ग़す と͜を໨ࢦしているɻ
大学院の教員͕ͩɺ౔ࡦ੓ڞ͸ɺ公ࢲ
໦޻学ɺエωルΪーɺҩ学ͳͲ༷ʑͳ෼
໺͕関Θ てͬいるɻ地੓学తͳ໰୊΍経
済の໰୊ɺͦ してٕज़・イノベーションに関
する໰୊のインターフΣースに஫໨してい
るɻࠓ年のGSDMのシンϙジ΢ムͰ͸ɺ
։発のજࡏ性ɺエωルΪーɺ輸送インフラɺ
金༥։発ͳͲについてऔΓ্ ͛ɺ北東ア
ジアにおいてͲのよ͏ に࣮ࢪしてい͘ のかを
औΓ্ ͛る༧ఆͰ͋るɻ学ज़తͳ౼࿦に
らͣɺ࣮ݶ ຿తͳ໘Ͱの࿩΋しͨいɻݱ
৔Ͱ࢓事をしている人ͨͪの࿩を࢕ る͑͜
とを大มにخし͘ ࢥ͏ ɻ
本セミナーͰ͸北東アジアをऔΓ্͛

ている͕ɺ北東アジア͸い͘ つかのଆ໘
を࣋ͬているɻ北東アジア͸日中韓をؚ
Έɺϩシア΍モンゴルɺ北朝鮮΋ؚ Ήɻ·
ͨɺ中国東北地域ɺϩシアۃ東地域ɺ

ERINA͕所ࡏする新ׁͳͲ日本の日本
ւଆに΋஫໨しているɻ中国の東北地域
͸中国の中Ͱಛ௃を࣋ͪɺٸ速に発展し
てきͨ 地域Ͱ͋る͕ɺݻ༗の໰୊を๊͑
ているɻϩシアのۃ東地域΋ಛ༗の໰୊
͕͋るɻͦ ΕͧΕの地域の໰୊にͲのよ
に͏国際తにڞಉͰରԠしてい͘ かとい͏
と͜͸ɺ੓ࡦの؍఺΍学ज़త؍఺からڵ
ຯਂい՝୊とい る͑ɻ本セミナーͰऔΓ্
͛るい͘ つかの෼໺͸ۃΊてॏཁͳ՝୊
ͩɻͦ Εと合Θͤてɺ社会తͳଆ໘΋ॏ
ཁͰ Γ͋ɺજࡏతͳ՝୊ とͩ͏ࢥ ɻ
年͸֤国の発展についてऔΓ্ࡢ ͛ͨ

͕ɺࠓ年͸横断తͳ੾ΓޱͰ議࿦をਂΊ
ていきͨ いɻ地域ϨベルのシナϦΦをऔΓ
্͛ɺ͜ の地域Ͱ͸Կ͕Ͱきるのかとい͏
と͜をݕ౼していきͨ いɻ༷ʑͳ஌ࣝ΍研
究をجにɺ༗益ͳ議࿦をしていきͨ いとࢥ
ɻ͏

ԋߨௐج
ʮ๺౦ΞジΞの経済౷߹のͨΊの
৽͍͠ΠンηンςΟϒʯ
ถブランダイス大学教授

ϐーλー・ϖτϦ

北東アジア Ͳ͕のよ͏ に統合Ͱきるかに
よΓɺ北東アジア地域の発展ͩけͰ͸ͳ͘ ɺ
地域の安ఆɺੈ ք経済にม化を΋ͨ らすɻ
͜の地域͸ɺੈ ք経済にとͬ てඇৗにॏ
ཁͩɻ͜ の地域͕͏ ·͘ いけ͹ɺੈ ք経済
に大きͳӨڹをٴ し̈́ಘるɻ
ͳͥॏཁかとい͏ とɺ͜ の地域ࣗମ͕ɺ
地੓学తにੈքશମにӨڹをٴ΅す΄
Ͳ大きͳ経済ن໛を࣋つからͩɻ͜ の地
域の統合のϨベル͸ɺ本དྷ΋ͬ と高͘ てし
かる΂きͰ Γ͋ɺϤーϩッパɺ北ถɺ東南ア

ジアとൺ しֱてɺ統合して΋ෆࢥ議Ͱ͸ͳ
かͬͨ ɻͰ͸ɺ͜ の統合͕͕ٸΕる理༝
͸Կかɻͦ Ε͸ڴҖ͕͋るからͩɻ地域
統合͕進Ί͹ɺ͜ の地域のڴҖをղܾͰ
きる可能性͕͋るɻ͜ のڴҖ͸域಺のڴ
Җ΋ؚΉɻ国と国のؒɺ͋ るい͸地域の
中Ͱ੓ࡦの໰୊͕ る͋ɻҰํɺ֎部から
のڴҖ΋͋ るɻ࢒೦ͳ͕らɺถ国͕ڴҖ
とͳͬ ているɻͩ から͜ ͦɺ議࿦する͜ とに
ॏ大ͳҙ͕ٛ る͋と͏ࢥ ɻ
第1にɺ経済統合の性࣭͸ࠓͲのよ͏ ͳ

΋のͰ Γ͋ɺ͜ の先Ͳ͏ ͳるのかɻ第2にɺ
経済統合の্Ͱ৐Γӽ͑ͳけΕ͹ͳらͳ
い՝୊͕ る͋ɻ第3にɺ੓ࡦతͳҙຯͰɺ
͜の地域Ͱ可能ͳ͜ と͸Կかɻ͞ ·͟ ·ͳ
՝୊のղܾにɺ͜ の地域͕Ͳのよ͏ にߩ
Ͱきるかについて࿩すɻݙ
·ͣɺ͜ の地域に͸ੈքの中Ͱ΋ॏཁ
ͳ国家͕ଘࡏしているɻ経済ڧ国Ͱ͋る
中国͕ Γ͋ɺϋイテク先進国家Ͱ る͋日本
͕͋るɻ日本͸アジアの中ͰॳΊてԤถ
国家とಉ༷の๛かͳ国とͳΓɺੈ քのトッ
プの国ʑにೖͬͨɻϩシアɺ北朝鮮͸ɺ
જࡏతに安શอো্のڴҖ͕͋るɻଞ
国にରして͞ ·͟ ·ͳ連ܞのนとͳ てͬい
てɺ安ఆ化のͨΊにॏཁͰ Γ͋ɺ経済త
に΋ॏཁ とͩߟ る͑ɻ
域಺関܎͸本དྷɺ΋ͬ とਂ͘ ͋ てͬしか

る΂きͩ ͕ɺਂ ·ͬ ていͳいɻ部෼తにɺ
੓࣏తͳۓு関ྺ͕܎史తに長͘ ଘࡏし
ているからͩ ɻۙྡͰ る͋͜ と͕ ྺ史తͳ
し͘ݫを܎ு関ۓ しているɻ͜ の地域のྺ
史্の໰୊͸ɺաڈの΋のͰ͸ͳ͘ ɺࠓ
Ͱ΋࣮ͩݱɻҎલにۓு関͕ͬ͋܎ ͨ地
域ɺྫ ͑͹Ϥーϩッパ΍南ถにൺ΂て΋ɺ
͜の地域のྺ史໰୊͸ࠓの໰୊ͩɻ域
಺関܎վ善の౒力͕ඞཁͩɻ

ୈ111ճ(4%.ϓϥοτϑΥʔムηϛφʔ

ʮ๺౦ΞδΞʹ͓͚Δݟࡁܦ௨͠ͱྗڠࡁܦͷՄೳੑʯ
月　　日ɿ2018年�月7日ʢۚʣ　14ɿ1�～17ɿ00
場　　所ɿ東ژ大学本ڷΩϟンパス�μΠϫϋ΢ス石ڮ৴夫記念ホール
ओ　　࠵ɿ東ژ大学ത࢜՝ఔ教ҭリーディンάϓϩάϥϜ　　
　　　　ç「社会ߏ૝マネジメントをઌಋするάϩーόルリーμーཆ੒ϓϩάϥϜ」ʢ(4%.ʣ
　　　　çERINA
ɿ日英ಉ時通༁ޠݴ༺࢖
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বͰɺج本తにࣗ動ंを北ถͰੜ࢈する
と͕͜ ೉し͘ ͳͬ ͨɻੜ࢈コスト͕ 高͘ ͳΓɺ
北ถのࣗ動ंՁ֨͸্͕るɻGMɺフォー
ドɺクライスラー౳ɺ͋ るい͸トϤタのよ͏ ͳ
֎資Ͱ΋ɺถ国Ͱੜ࢈している企業͸コ
スト͕ ্͕るɻถ国のੜऀ࢈のڝ૪力͕
શੈքͰམ るͪɻ貿易૬ख国͸ɺϝΩシ
コのよ͏ にNAFTAに΍Ήをಘͣ合ҙす
るɻෳ਺のѱいબ୒ࢶの中ͰɺগしͰ΋
ѱ͘ ͳい΋のをとɺ΍Ήをಘͣ合ҙするɻ͜
Εから਺年ͨ てͬৼΓฦるとɺす΂てのબ
୒͕ࢶѱかͬͨ とΘかるͩΖ͏ しɺ͜ Ε͸
素੖らしいऔҾͩͬͨ とਖ਼౰化する͜ と͸
೉しいͩΖ͏ ɻϝΩシコ͕い·合ҙをし とͨ
かɺถ国のࣗ動ं業ք͕डけೖΕͨと
いͬ て΋ɺ൴らにとͬ てྑいΘけͰ͸ͳいɻ
北東アジアにରするӨڹについて͸ɺ

ถ国市৔͸อޢ Ε͞るか΋しΕͳいしɺ͋
るい͸อޢ Εͣ͞にԿか合ҙに達し とͨし
て΋ɺকདྷอޢ主ٛに૸る可能性͸࢒るɻ
αプライチΣーン͸খ͘͞ ͳΓɺ北ถの企業
͸北ถのαプライヤーにґଘするɻ੓ Ϧ࣏
スクをආけɺ୭΋͕ ༗རにͳるよ͏ 大統ྖɺ
੓࣏家ɺ׭྅に௠৘をするɻ࣌に͸ɺ෗
ഊɺԚ৬͕བྷΉ͜ と΋͋ るͩ Ζ͏ ɻ市৔ルー
ル͕࿬にԡし΍らΕɺ௠৘によͬ て੓෎に
ى動をߦ し͜て し́いとߟ る͑よ͏ にͳるɻ
トランプ੓ݖԼの貿易交বモデルをઆ
明するɻ10年ޙɺ୭΋͑ߟるඞཁ͕ͳ͘
ͳͬ ている͜ とをظ଴する͕ɺ͜ Ε͕ݱঢ়
Ͱ͋るɻ·ͣ੓෎৬員ɺ͋ るい͸׭྅の
ؒͰ交বするɻ͕࣍πイッターとͳるɻπ
イッターͰトランプ大統ྖのϝッセージを΄
΅ຖ日ಡΉ と͕͜Ͱきるɻྫ͑͹Χナダ
͸ɺถ国に大いにґଘしているのͰɺ͋ ら
ΏるアグϦーϝントをडけೖΕる可能性͕
高いɻつ·Γɺ貿易૬ख国にରしてܹし
いཁٻをしてɺडけೖΕͳけΕ͹ถ国市
৔からআけऀにするとҖ֣するɻ交বの
テーブルについて΋ɺ交বの༨地͸ͳいɻ
ถ国͸Կ΋ఏڙする΋の͸ͳ͘ ɺ૬ख国
からऔる͜ とͩ けを͑ߟているɻؒҧいͳ
͘NAFTA͸ͦ͏ ͩͬͨɻ韓国とถ国の
FTA（K0RUS）΋ͦ ͏ͩ ɻର EU΋ಉ༷
ͩɻ大統ྖ͕Җ֣しɺ࠷ऴతに͸੓෎
৬員౳͕交বのテーブルについて合ҙす
るɻ୭΋͕ ɺܾ していいํ޲Ͱ͸ͳ͘ ɺͲ
らͪかとい͑͹ѱ͘ ͳるとࢥ てͬいる͕ɺ素
੖らしい݁Ռͩͬͨ と͏ݴɻ͜ い͏͏ パター

ͳঢ়گかɻ輸ग़についての域಺ґଘにつ
いてड़΂るɻ2016年ɺ北東アジアશମの
20̀ の輸ग़先͕域಺ͩͬ ͨɻ中国͸輸ग़
の大きͳׂ合を域֎にしている͕ɺ20年
લ͸ͦ͏ Ͱ͸ͳかͬͨ ɻモンゴル͸ɺ́ とΜ
Ͳ͜の地域に輸ग़しているɻ͜ ͜Ͱɺ3つ
のಛ௃に஫໨しͨいɻ中国とϩシア͸ɺ૬
ରతに域಺にґଘしておらͣɺ域֎΁の
ґଘ͕高いɻ韓国と日本͸ɺଟ͘ の੡品
を域಺に΋輸ग़しɺ域֎に΋輸ग़するɻ域
಺ͰॏཁͳଘࡏͰ Γ͋ɺ域಺のαプライ
チΣーンのॏཁͳҐஔに Γ͋ɺ先୺੡品・
機ցを中国に輸ग़しているɻ第3にɺモン
ゴルと北朝鮮͸ɺ́ શに域಺にґଘ׬΅
しているɻ
エϨクトϩニクス中ؒ財のґଘ౓のྫを
঺հするɻ日本と韓国からエϨクトϩニクス
機ثの部品ͳͲを中国に輸ग़しɺ日韓ؒ
Ͱ͸গֹの輸ग़にͳ てͬいるɻ͜ Ε͸ඇ
ৗにޮ཰తͳαプライチΣーンͩɻϋイテ
ク部品͸日本にґଘしɺ高౓ͳੜ࢈͸韓
国にґଘしɺ࠷ऴの੡଄͸中国のαプラ
イシステムにґଘするとい͏ ɺඇৗに͏ ·͘
統合 Εͨ͞システムͰɺ͜ Εにྨするシス
テム͸ੈքにྨ͕ͳいɻ中国の輸ग़͕ͳ
ͳ͘るとすΕ͹ɺ͜ のシステムࣗମ͕ڴҖ
に͞ ら͞ Εる͜ とͰ Γ͋ɺ域಺す΂ての国ʑ
͕ಉ͡ Җに͞ڴ ら͞ Εている͜ とをҙຯし
ているɻトランプ大統ྖの通商੓ࡦ͸ɺ͜
の域಺のڴҖͰ΋͋ るɻ
·ͨɺൺֱతۙ࠷の੓ࡦมߋ΋ڴҖ
ͩɻ中国の͜の5年ɺ10年 Ͳ́ͰɺよΓ߈
ܸతͳଶ౓をऔΓ࢝Ίているɻྫ͑͹ɺ
南シナւのౡʑのྖ༗ݖについてͰ Γ͋ɺ
ຽӦ化を進ΊるのͰ͸ͳ͘ 国༗企業を΋ͬ
と͘ڧ しよ͏ としている͜ とͳͲͩɻ΋ͬ とアグ
ϨッシブͰ る͋の͸ɺྫ ͑͹ถ国΍日本か
らϋイテクٕज़をೖखしよ͏ とɺࢦಋ部の
安ఆ化を図 てͬ੓ࡦのํ޲をΩープしよ͏
とするଶ౓ͩɻ͜ Εら͕ɺੈ քの中国に
ରする൓Ԡɺ域಺の中国にରする൓Ԡに
Өڹをٴ し̈́ているɻ
ถ国΋ॏཁͳෆ࣮֬性のཁҼͰ Γ͋ɺ

域಺経済関܎をࠞಱにؕΕͨ理༝の1つ
ͩɻถ国に͸ɺෳ਺の貿易ઓ૪͕͋ると
ݴ る͑ɻ࠷΋ྑ޷ͳಉໍͰ͋ͬͨ 北ถ貿
易協ఆ（NAFTA）͸ɺ࠶交বによΓϝΩ
シコとถ国͸合ҙをし͕ͨɺΧナダ͸·ͩ
とい͏ ঢ়گにͳͬているɻϝΩシコとの交

ҰํͰɺ͜ の地域の国͸大国Ͱ Γ͋ɺ
経済力΍ϋイテク෼໺Ͱ発展しɺ地理త
に広いɺͳͲの理༝からɺ域಺ͩけͰͳ͘ ɺ
域֎のଟ͘ の国ʑとの連͕ܞଘࡏしてい
るɻ本དྷͳら΋ͬ とਂい統合͕͋ てͬしか
る΂きͩ ͬͨ ͕ɺಥ然ॏཁͳڴҖ͕ݱΕɺ
Җに͞ڴ本తͳ経済ઓུ͕ج ら͞ Εてい
るɻถ国͕1つのݪҼとͳͬ ておΓɺถ国
Ͱの市৔アクセスɺଞの地域Ͱの市৔ア
クセス͕ݥةに͞ ら͞ Εるか΋しΕͣɺ貿
易ઓ૪͕進Έつつ͋るɻถ中の貿易ઓ
૪͕ Γ͋ɺ日本΋ಉ͡ ঢ়گにͳるか΋しΕͳ
いɻ日ถ関܎͸͜ Ε·Ͱॱ調ͩͬͨ ͕ɺ͜
の先Ͳ͏ ͳるか͸શ͘ Θからͳいɻඇৗに
೉しい໰୊ͩɻ
ॏཁͳの͸ɺੈ քの貿易੍౓にରする
70年ؒɺੈڈҖͩɻաڴ քの貿易ମ੍
͸๛か に͞大きͳӨڹをٴ し̈́ͨɻアジア
ͩけͰ͸ͳ͘ ɺશੈքͰੈքの貿易ମ੍
ࣗମ͕ൟӫをҡ し࣋てきͨ ɻしかしɺ୭΋
͕ͦΕをೝΊているΘけͰ͸ͳいɻ೦頭
に る͋の͸͏ݴ ·Ͱ΋ͳ͘トランプ大統ྖͩɻ
ϙϐϡϦζム͸ɺถ国ͩけのݱ৅Ͱ͸ͳ͘ ɺ
ϤーϩッパͰ΋フΟϦϐンͰ΋南ถͰ΋͋ Γɺ
ಛఆの国ͩけͰ͸ͳ͘ の੓࣏తͳ動きࠓ
Ͱ Γ͋ɺϚイナスのӨੈ͕ڹքの貿易ମ
੍にٴびかͶͳいɻ
΋͏ 1つɺグϩーバルαプライチΣーン͕
とて΋ॏཁͩɻ͜ ΕによΓա20ڈ年ɺੈ ք
経済͕発展してきͨ ɻͦ のαプライチΣー
ン͕ڴҖに͞ ら͞ Εているɻフォード͕部
品をϝΩシコɺΧナダɺ日本ɺ韓国ɺ中国
から調達͕Ͱきͳ͘ ͳΕ͹ɺαプライチΣー
ンに੍໿をかけるしかͳいɻถ国Ͱ࡞る
ඞཁ͕ Γ͋ɺඞཁͳらコストをҾき্͛ͳ
けΕ͹ͳらͳいɻ͜ のよ͏ ͳトϨンド͸すͰ
に࢝·Γɺ؍ଌ Ε͞ているɻαプライチΣー
ン͸୹͘ ͳͬ ているɻੈքの中Ͱ࠷΋ѱい
Өڹをडけるの͸アジアͩɻアジアの経済
͸ɺޮ ཰తͰར益཰の高いグϩーバルͳ
ੜ࢈システムを࣋ てͬいるɻ͜ のよ͏ ͳঢ়
͸2年લに͸૝ఆͰきͳかͬͨگ ͕ɺ࣮ݱ
とͳͬ ているɻ1つͩけいいニϡース͕ る͋
とすΕ͹ɺ͜ の事ଶに֤国͕൓Ԡしてい
る͜ とͩ ɻとΓΘけ北東アジアのビッグ3ɺ日
本ɺ中国ɺ韓国͸ۓுの؇࿨と΋い る͑
ม化͕ͬ͜ى ているよ͏ に見 る͑ɻ͜ の఺
͸ɺޙにৄࡉをड़΂るɻ
北東アジア域಺の૬ޓґଘ͸Ͳのよ͏
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ҕ員会エωルΪー研究所の高ੈݑ෭所
長͕ERINA主࠵のワークショップͰ発ݴ
͞ΕͨエωルΪー協力ͩɻエωルΪー協
力を日中ؒͰߦ ҙ͏ຯ͸とて΋大きいɻ日
中͸と΋に新エωルΪーͨΊのٕज़։発
をߦ てͬいるɻڞಉͰ市৔を։発しɺڞ
ಉͰٕज़を։発する͜ と͸౰然͏ߦ ΂き経
済協力の可能性Ͱ Γ͋ɺ੓࣏తに΋͜ Ε
をޙԡしするงғؾにͳͬ ているɻ

ύωϧσΟεΧοシϣン

パネϦスτ
・�アジア։発ۜߦ（ADB）経済調査・協力
部長　パΫ・シンϤン
・�国連アジアଠฏ洋経済社会ҕ員会
（UNESCAP）ICT։発部長
　Ԟాರࢠ
・�大図們江イニシアチブ（GTI）事຿ہ長
　τΡάルυル・όージーϑー
・�ERINA調査研究部長・主任研究員
　৽Ҫ༸࢙
・�中国国家発展վֵҕ員エωルΪー研究
所෭所長　ݑੈߴ
・�ERINA調査研究部主任研究員
߂ଜޫࡾ　
・�ถブランダイス大学教授
　ϐーλー・ϖτϦ

モデϨーλー
・�東京大学公ڞ੓ࡦ大学院ಛ任教授
　ERINA୅ද理事・所長　Տ߹ਖ਼߂

いɻ11Χ国ͩけ しͩɺ࠷大国のถ国͕཭
୤しͨからͩ ɻͨ しͩɺTPP16にͳͬ ͨ৔
合͸経済తͳศ益͸かͳΓ大き͘ ͳΓɺ1年
ؒに4000ԯドルの্৐ͤにͳるɻ΋し中
国͕ೖͬてTPP17にͳΕ͹1.2ஹドル年
্ؒ৐ͤにͳるɻRCEP͸Կとか中国を
ҾきೖΕよ͏ とするࢼΈͰɺ日中韓͕す΂
てೖΓɺ͜ Εらの国ʑ͕合ҙͰきる؇いϨ
ベルにする಺༰ͩɻ
域಺の国ʑ͕೉しいゴールにରして連

してา·ͳけΕ͹ͳらͳい໨త͸2つ͋ܞ
るɻ第1͸ɺԿらかのܗͰ地域の੓࣏ۓு
を৐Γӽ る͑͜ とͩ ɻͦ の੓࣏ۓு͕͋ͬ
ͨのͰ連֐્͕ܞ Ε͞ていͨɻ΋͏ 1つ͸ɺ
͜のよ͏ ͳ広い国際経済交流のن範をड
けೖΕる͜ とͩ ɻ͜ Ε͸すͳΘͪɺ中国 よ͕
ΓΦープンに஌త財࢈にରしてɺ͋ るい͸
中国Ͱの投資にྟΉ͜ とͰ る͋ɻ究ۃతに
͸ɺ中国のຽӦ化とい͏ と͜にͳるɻ
3つの͜ とにࢲ͸関心を࣋ てͬいるɻ1つ

͸日本ۭߤと中国東ํ͕ۭߤ J7（ڞಉ
企業ମ）を࡞Γɺׂ ҾαービスをアジアͰ
ఏڙする͜ とͩ ɻJ7をつ͘ る͜ と͸௝し͘ ͳ
い͕ɺ日中ؒͰɺ国に関連するۭߤ会社
ಉͰアジアϚーέットをターήットとするڞ͕
と͜͸ਂいҙຯ͕ る͋ɻ第2にɺ日本の新
ઢϝーΧーと中国の高速మಓϝーΧーװ
に交বしている͜ີۓ͕ とͩ ɻڞ通ج४
について日中Ͱ࿩し合 てͬいるɻ日中とい
業͕࣮࣭తにグϩー࢈力ͳ高速మಓڧ͏
バルスタンダードをつ͘ る͜ とによͬ てɺ日中
ͰグϩーバルϚーέット΁のアクセスをڧ
化Ͱきるɻ3఺໨͸ɺ中国国家発展վֵ

ンにͳͬͨɻ੓෎৬員による交ব͸ɺ大
統ྖ͕πイッターͰ発දする͜ とにൺ΂る
とɺ͸るかに·と΋ͩ ɻ日本͸可能ͳݶΓ
͜Εにרきࠐ·Εͳいよ͏ にしていると͏ࢥ
͕ɺؒ ΋ͳ͘ Ҿきͣ Γࠐ·ΕるのͰ͸ͳいか
と͏ࢥ ɻ
北東アジアとしてରॲする͜ と͕ ඞཁͰ
Γ͋ɺͰきΕ͹アジアશମͰのରԠ͕ඞ
ཁͩɻ1つの国͝とに୯ಠͰถ国との貿
易ઓ૪に൓Ԡして΋ҙຯ͕ͳいɻ北東ア
ジアに͸ڞ通のར֐関͕͋܎るɻαプラ
イチΣーンの࿩をし͕ͨɺ͜ の地域͸とて
΋ޮ཰తにͰきているɻखを૊Ί͹ɺ੡
଄͸とて΋ڧいɻ೶業΋ॏཁͰಛผͳଘ
ɻ新しいٕज़を։発するͩ͜ࡏ と͸日中韓
Ͱڞ通Ͱ Γ͋ɺ公ڞ੓ࡦについて͸੓෎
͕Ԥถにൺ΂てよΓੵ తͩɻ͜ۃ の地域
に͸ڞ通੓ࡦアプϩーチの可能性͕͋る
͕ɺ·ͩ׬શに発͞شΕていͳいɻ新ͨ
ͳ連ܞɺ新しいパターンͰ協力してɺ貿易
ルールをߏ࠶ஙしͳけΕ͹ͳらͳいɻ
中ɺ΋し͘ߦ進ࡏݱ ͸ ΋ؒͳ͘ ্ཱ͕ͪる

とΈらΕている通商協ఆɺ貿易協ఆ͕͋
るɻ「؀ଠฏ洋パートナーシップに関する
แׅతおよび先進తͳ協ఆ（CPTPP）」
いΘΏるTPP11ͩɻถ国Ҏ֎の11Χ国
͸લ進しͨɻถ国͕ൈけͨに΋かかΘら
ͣɺ͜ のCPTPP͸༏Εͨルール͕ೖͬ
ているのͰɺ合ҙ Ε͞Ε͹ɺੈ քをルール
にͮجいͨ貿易੍౓にҾき໭して͘ Εるか
΋しΕͳいɻTPP16͸TPP11にインドω
シアɺ韓国ɺフΟϦϐンɺ台࿷ɺタイ͕ ೖͬ
ͨ৔合Ͱɺ͜ Εらの国͸CPTPPに関心
͕͋るとද明しておΓɺ΋しೖͬͨ৔合に
͸CPTPP͸΋ͬ と͘ڧ ͳるɻ中国をؚΊ
ͨTPP17͸ۃΊて೉しいͩΖ͏ ɻ΋͏ Ұ
つのアプϩーチ͕ɺ東アジア地域แׅత
経済連ܞ（RCEP）ͩ ɻ日中韓ೖるɻ͜ Ε
͸ɺ貿易ルールを΋͏ গしݎ࿚にしɺҎલ
よΓ΋広範ғの地域をΧバーするɻ͜ Εら4
つのプϩジΣクト͕ Γ͋ɺCPTPP͸進展しɺ
RCEP΋TPP16΍ TPP17よΓҰఆఔ౓
進ΜͰいるɻ
北東ア͕ܞ͸ಉ྅とと΋にɺ地域連ࢲ

ジア地域 る͋い͸ͦのଞの地域にͲの͘ ら
いӨڹするかɺ経済తϝϦット͕ ͋るかを
༧ଌし （ͨ図1）ɻかͳΓෳࡶͳ経済モデ
ルのシミϡϨーションͰҰఆఔ౓৴པͰき
る݁ՌͩɻࠓのTPP11͸͋·Γ大き͘ ͳ

ਤ1　஍Ҭ࿈ܞによる北東アジア஍Ҭとͦのଞの஍Ҭの所ಘऩӹʢ2���年ʣ
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ղͰきるしɺଞの国Ͱಇい Γͨɺ஌ࣝのҠ
సにݙߩし Γͨɺ経済ޮ཰΋よ͘ ͳるɻࠓ
研究をしているの͸ɺҠຽ΍国ڥをӽ͑
ͨ࿑ಇの流動性΋アジアଠฏ洋における
地域統合と関連͕ る͋とい͏ とͩ͜ ɻ
ݴ͏ ·Ͱ΋ͳ͘ アジア͸人͕ޱଟ͘ ɺ主ͳ

国際Ҡຽの送Γग़し地域ͩɻアジアから
ੈք֤地に人͕Ҡຽしているɻアジアか
らଞの国に͘ߦ 人ͨ とͪɺଞの地域からア
ジアにҠ動して͘ る人をൺֱするとɺアジ
ア͸ग़てい͘ 人のํ͕ɺೖ てͬ͘ る人よΓଟ
いɻアジアにདྷる人の3ഒ͕アジアからग़
て͘ ɻ੓͕ࡦΦープンͰ る͋かɺ文化తに
ΦープンͰ͋るかͲ͏ かによͬ て΋ܾ·るɻ
アジア͸ ·͋ΓҠຽにରしてΦープンͰ͸
ͳいɻྫ ֎తͳの͸਺Χ国ͩけͰɺΦース
トラϦアɺ߳ ɺシンガϙールɺニϡージーߓ
ランド͸Ұఆఔ౓डけೖΕているɻ͜ の4
Χ国Ҏ֎͸ɺҠຽにରしてൺֱతΦープ
ンͰ͸ͳいɻ
Ҡຽ͸経済ޮ཰を高Ίる͜ とに໾ཱつ

かͲ͏ かɺԿ͕プラスにͳるのかɺԿ͕͋
るとよͦ の国に͏͜ߦ とҠຽ͸ܾΊるのか
を研究しͨɻ࣮ূ研究Ͱ͋るɻ·ͣ人ޱ
動ଶɺग़਎国とडೖ国྆ํͰɺ年ྸの
଄͕Ͳ͏ߏ ͳ てͬいるのか͕ॏཁͳҙຯ
͕͋るɻಛにɺ高ྸऀのैଐ人ޱൺ཰
͕高いडೖ国ɺྫ ͑͹日本Ͱ高ྸ化͕
進ΜͰɺ࿑ಇ年ྸ人ॖ͕ޱখしてい͘ とɺ
एいಇきख͕ඞཁとͳるɻͦ の৔合に͸ɺ
よΓΦープンにしてɺ͋ るい͸ɺ΍Ήをಘͣ

統合͕αブϦージョンͰͲΕͩけ進ΜͰい
るかを見る͜ と͕ Ͱきるɻアジアの中Ͱ͸ɺ
東南アジア（ASEAN）地域͕࠷΋統合͕
進ΜͰおΓɺ࣍ ͕北東アジアとͳͬ ているɻ
΋進ΜͰいͳいの͸ɺ中ԝアジアͩɻΧ࠷
βフスタンɺ΢ζベΩスタンɺアθルバイジャ
ンͳͲ౳͸چι連Ͱ΋͋ Γɺアジアの中Ͱ
進ΜͰいͳいɻ
統合とい͏ ҙຯͰɺアジア͸ੈքのଞ

の地域とൺ しֱてͲ͏ かɻEU͸ѹ౗తに
ଞの地域よΓ΋統合のϨベル͕高いɻアジ
ア͸2൪໨に統合͕進ΜͰいるɻੈքの
ฏۉにۙ͘ ɺ南ถ΍アフϦΧよΓ΋統合͸進
ΜͰいるɻ
શମとしてɺデータ͋ るい͸ෳ合ࢦ਺の

中਎について͸·ͩ վ善の༨地͸ る͋しɺ
議࿦の༨地͸͋るɻ͜ のࢦඪ͸ɺ新しい
แׅతͳ統合をଌるπールにͳるɻ͞ らに
αブϦージョン͝ とにɺ͋ るい͸ଆ໘ と͝にɺ
Ͳ͜ いかɺऑいかを見る͜ڧ͕ と͕ Ͱきるɻ
͜のࢦඪを׆༻してɺଞの研究に໾ཱて
ていͨ きͩͨ いɻ地域統合のϨベルをଌ
る研究ɺͲのよ͏ ͳޮՌ͕͋るのかɺͲの
よ͏ に統合͕進ΜͰいるのかの研究に׆
༻していͨ きͩͨ いɻ

࿑ಇҠ動とアジアଠࡍࠃを௒͑たڥࠃ」
ฏ༸஍Ҭのࡁܦ౷߹」
統合にとͬ てのॏཁͳଆ໘の࿩をしͨɻ

人͕ࣗ༝に国ڥをӽ͑て域಺ͰҠ動Ͱき
るとɺ統合͕進Ήɻ૬खの文化をよΓ理

パΫ・シンϤン
「アジアଠฏ༸஍Ҭྗڠと౷߹」
地域経済統合をଌఆするࢼΈについて
報告するɻ経済理࿦によΕ͹ɺ地域統合
によͬ て経済తͳϝϦット͕ ಘらΕるɻ·ͣ ɺ
地域経済統合͸ɺよΓ大きͳϚーέットをつ
る͘ɻ参加国にとͬ てɺϚーέット͸よΓ大き
ͳ͘るɻ͞ らにɺインプットに関するϚーέッ
ト΋統合 Ε͞るɻ投ೖ෺をよΓ大きͳϚーέッ
トにചる͜ と͕ Ͱきるͩ けͰͳ͘ ɺ資本΍࿑
ಇ人材をޮ཰తに഑෼Ͱきる可能性͕͋
るɻ͜ のよ͏ に地域経済統合をߟ る͑とɺよ
ΓクϦエイテΟブͳ͕ํ͑ߟͰきるͩ Ζ͏ ɻ
Կ͕ݪ動力とͳͬて地域を統合する

かɻ人 よ͕Γࣗ ༝に国と国のؒをҠ動Ͱき
る͜ と΋1つの統合Ͱ Γ͋ɺ経済統合͞Ε
ていΕ͹ɺ国ڥをӽ͑ とͨ͜ Ζから෺をങ
い΍す͘ ͳるɻ北東アジアͰߟ て͑ΈΕ͹ɺ
日本Ͱ韓国΍中国の΋のを஫文する͜ と
͕༰易にͳるɻ日本の੡品͸ੈք中Ͱച
らΕている͕ɺ中国੡Ͱͳい΋のを見つけ
る͜ と͸೉しいか΋しΕͳいɻ੡଄する࣌
の投ೖ෺をଞの国から輸ೖをしͨ৔合΋ɺ
統合のҰ部ͩɻԿによͬ て経済統合͕進
ΜͰい͘ か͸ɺෳ਺のଆ໘からߟ る͑͜ と
͕Ͱきるɻͦ ͜Ͱɺ貿易・投資ɺ資金・金
༥ɺ地域のバϦϡーチΣーンɺインフラと連
݁性ɺ人のҠ動ɺ੍ ౓త・社会త統合と
い͏ 6つの෼໺Ͱ地域統合をߟ察しͨɻ෺
とαービスのࣗ༝ͳҠ動ɺ人のࣗ༝ͳҠ
動͕可能にͳΓɺ͜ のよ͏ ͳ と͜を統合の
ଆ໘とͨ͑ߟɻ
アジアଠฏ洋における地域統合のࢦඪ

（Asia�Pacific�Regional�Cooperation�
anE�Integration�InEeY��ARCII）を͜ の6
つのଆ໘にͮجいてࢉܭし （ͨ図2）ɻશ
ମとしての地域の統合͕50パーセント進
ΜͰいるときɺҰํͰͦΕよΓ্ に͋る෼
໺について͸ɺଞのଆ໘よΓ΋ॏཁͰ Γ͋ɺ
貿易・投資ɺ人のҠ動のӨ͕ڹ大きいɻ
ଞํɺ੍ ౓త・社会త統合΍資金・金༥
͸ݪ動力として͸͘ڧ ͳいɻアジアଠฏ洋
શମをߟ る͑とɺ貿易・投資͕地域統合
のॏཁͳݪ動力ͩͬͨ ɻ੍౓త・社会త
ͳ統合͕ͦΕを法తに可能としɺ͋ るい͸
൫を整備する͜جの੍ن とによͬ て人・෺・
金のҠ動をࣗ ༝にする͜ と͸ɺ地域統合に
とͬ てのݪ動力としてɺӨڹ͸ऑかͬͨ ɻ
͜のよ͏ ͳࢦඪを͏࢖ と͜によͬ てɺ地域

ਤ2　஍Ҭ౷߹のଆ໘ผࢦඪ
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する͜ݮをܰڹ とɻͦしてɺす΂ての人ͨͪ
にベωフΟットをఏڙするऔΓ૊Έͩɻ4つ
のபͰAP�ISを推進しɺ研究の࿮૊として
΋औΓ૊ΜͰいるɻ
い͘ つかの研究݁Ռを঺հするɻ·ͣɺ
ESCAP地域のݱঢ়をੈքとൺֱするɻモ
バイルに関して΋ಉ͡ よ͏ ͳデータをఏڙͰ
きる͕ɺ·ͣ ఆブϩードバンド͕ॏཁͳイݻ
ンフラͰ る͋とߟ て͑いるɻアジアଠฏ洋地
域͸ੈքのϦーダーといΘΕている͕ɺ·ͩ
北ถ΍Ϥーϩッパに஗Εをऔ てͬいるɻ中
南ถ地域に௥いつ͜ と͏い͏ ঢ়ͩگɻ
ESCAP͸アジアଠฏ洋地域62Χ国の

地理తͳ広͕͋͞る͕ɺブϩードバンドの
70̀ ͕北東アジアにू中しているɻい͘ つ
かのཁҼ͕ Γ͋ɺͦ Ε͕ブϩードバンドの
֦大にӨڹしているɻ1つ͸速౓ɻアジア
ଠฏ洋地域におけるଟ͘ の国͸ɺ઀ଓ͕
஗い国͕ଟいとい͏ ಛ௃͕͋るɻ΋͏ 1つ
͸஋͝Ζͩײɻଟ͘ の国Ͱ͸ɺ઀ଓ͕ඇ
ৗに高͘ ɺೖखしに͘ いɻϦーダー国͸઀
ଓ͕安͘ ೖखし΍すいɻ
北東アジアͰ͸ɺ中国とモンゴル͕ブ

ϩードバンドにଟ͘ の投資をしているɻ日本
͸モバイル΋ブϩードバンド΋Ձ͕֨ൺֱ
త高いɻ韓国のブϩードバンド΋ಉ༷ͩɻ
アクセス͸֦大しておΓɺブϩードバンドの
ར༻͕進化しているɻ
E S C A P͸国際ిؾ通৴連合

（International�Telecommunication�
Union）とと΋にAP�ISのঢ়گを示すϚップ
をߋ新している（図3）ɻւఈέーブルと཮

͸ଞのインフラ΋αϙートしているとい͏ ҙ
ຯͩɻྫ ͑͹ɺి 力໢ɺITS（Intelligent�
Transport�Systemɿ高౓ಓ࿏交通シス
テム）ɺ୯Ұ૭ޱの貿易ͳͲ΋αϙートし
ているɻ高౓ͳٕज़Ͱ͋るAI΍ブϩック
チΣーン͕発展しɺ͜ のٕज़のഎٸ͕ܠ
速にมΘΓつつ る͋ɻಛに北東アジアͰ͸
ஶͰɺ日中韓͕͜の෼໺における新ٕݦ
ज़のݪ動力にͳͬ ているɻ学ज़తͳ෼໺
において΋ɺա10ڈʙ20年にͦのޮՌ͕
ಛఆ͞Εてきͨ ɻICTによるϙジテΟブͳ
Ө͕ڹ Γ͋ɺোนをऔΓআ͘ と͕͜ Ͱきてい
るɻ通৴ٕज़͸Ϛーέットアクセスをվ善
しɺ経済にରしてプラスのӨڹを΋ͨ らし
ているɻ͜ のよ͏ ͳϙジテΟブͳӨ͕ڹ る͋
のͰɺ֤ 国੓෎͸༏先՝୊としてऔΓ૊
ΜͰいるɻ
ICTの発展の北東アジアにおけるಛ௃

͸ɺい͘ つかのݴ༿Ͱ·とΊる͜ と͕ Ͱきるɻ
·ͣɺ2छྨの国͕͋るとݴ る͑ɻグϩーバ
ルͳϦーダー国ɺ日中韓͸ICTのϦーダー国
ͩɻしかしɺී しているΘけͰ͸ͳいɻインٴ
フラ͸Ԋ؛部にू中しɺଞの地域よΓ΋先
しているɻ先進国とͦߦ のଞの国のؒͰ
͕֨ࠩͰきͨ ɻ62Χ国Ͱߏ成するESCAP
において͸ɺアジアଠฏ洋৘報スーパー
ϋイ΢Σイ（Asia�Pacific� Information�
Superhighway��AP�IS）とい͏ औΓ૊Έを
スタートしɺ4つのபの΋とにɺแׅతにऔΓ
૊ΜͰいるɻ光フΝイバーͩけͰͳ͘ ɺ੓ࡦ
によるऔΓ૊Έͩɻインターωット・トラフΟック
をͲのよ͏ に؅理するかɻࣗ 然֐ࡂのѱӨ

Φープンにͳͬ てҠຽをडけೖΕ͟るをಘ
ͳいɻ
͋るݸ人͕Ҡຽをܾҙするときのॏཁ

ͳフΝクター͸ɺ所ಘͩɻকདྷɺࣗ ෼ Ͳ͕Ε
ͩけՔ͙ と͕͜Ͱきるかɻडೖ国とग़਎国
とのؒͰ͸所ಘΪャップ͕͋るɻ国͕ۙけ
Ε͹ۙい Ͳ́ɺ྆ 国ؒのҠຽ͸ଅ進 Ε͞
るɻۙ けΕ͹Ҿき෇け合いɺ経済૬ޓґଘ
΋͘ڧ ɺҠຽをଅすɻڵຯਂい と͜にɺ貿易
΍地域バϦϡーチΣーン͸ ·͋ΓҠຽをଅ
ͳ͞いɻ࿑ಇ人ޱの交流͕ͳかͬͨ として
΋ɺすͰに෺品のߦきདྷ͕͋るのͰɺ޻৔
をҠసする͜ と͕Ͱきるしɺଞ国Ͱੜ࢈す
る͜ と͕ Ͱきるɻ࿑ಇ力を輸ೖしてɺࣗ ෼の
国の޻৔Ͱੜ しͳ͘࢈ て΋済ΜͰし·͏ ɻ
·とΊるとɺडけೖΕ国の高ྸ化͸ɺお
らͦ͘ ॏཁͳプルフΝクターとͳるɻͦ Εに
よͬ てҠຽをଅすɻ·ͨ ɺٕ 能の૬ิޓ
性͕׬ る͋とɺ͞ らに国ڥをӽ͑ͨ࿑ಇの
流動性͕域಺Ͱ進Ήɻ貿易とੜ࢈チΣー
ンによる経済の統合͸ɺ࿑ಇ流動性の୅
ସにͳる͕ɺଞํͰΦープンͰ͋るかͲ͏
かɺ࣮ ޮ性͕͋るҠຽ੓ࡦɺ地域શମ
Ͱのٕ能ೝূスΩーム͕͋るとプラスに
ͳͬ てɺҠຽのܾҙをし΍す͘ ͳるɻ

Ԟాರࢠ
「アジアଠฏ༸情報スーパーϋΠウΣΠ
ʢAP�ISʣと北東アジアにおけるϒϩー
υόンυ઀ଓの֦େ」
国連アジアଠฏ洋経済社会ҕ員会

（ESCAP）Ͱ͸ɺ地域協力を通͡ てSDGs
（Sustainable�Development�Goalsɿ�࣋
ଓ可能ͳ։発໨ඪ）の達成にऔΓ૊ΜͰ
いるɻ͜͜Ͱ͸ɺICT（৘報ٕज़・通৴のٕ
ज़）の෼໺についてઆ明するɻ͜Ε͸ޮՌ
తかつޮ཰తͳ社会ɺ経済తͳ発展を達
成するͨΊのπールͩɻͲ し͏て͜のٕज़
͕ॏཁͳのかとい͏ とɺԕִ地΍地ํ部΁
のଈ࣌Ͱの౸達を可能とするしɺデジタル
のܗͰ৘報αービスをఏڙͰきるϢニーク
ͳ能力͕͋るからͩɻඅ༻ରޮՌ΋高͘ ɺ
ଞの఻統తͳϝΧニζムとൺ΂るとコスト
͕安いɻし͕ͨ てͬɺଟ͘ のアプϦέーション
Ͱ݈康ɺ教ҭɺ೶業ɺビジωス౳にαービス
をఏڙしているॏཁͳπールͰ Γ͋ɺ社会
経済తͳ発展のͨΊにॏཁͳ໾ׂをՌͨ
しているɻ
ICT͸ϝタインフラとݺ͹Εているɻ͜ Ε

ਤ�　北東アジアのޫϑΝΠόーシスςム

（出所）AP-*4 Transmission MaQ at www�itu�int�itu-d�tnd-maQ-Qublic� (accessed on 21�08�2018)� Blue 
line indicates Asian )ighway routes; green dots are *9Ps; barbed line indicates Trans-Asian railway 
routes; darL red is the transmission linLs�



63ERINA�REP0RT�PLUS

্の光フΝイバーをアジアのమಓ΍高速
ಓ࿏の্にϚッϐングし ΋ͨのͩɻւఈέー
ブル͕日本΍韓国ɺ中国に্཮している͜
と͕見てऔΕるɻアジアଠฏ洋地域のブ
ϩードバンドシステム͕川のよ͏ Ͱ Γ͋ɺϝッ
シϡͰ͸ͳいとい͏ と͕͜Θかるとࢥ ɻ͏Տ
川のよ͏ に্཮する৔所͸఺Ͱ Γ͋ɺͦ ͜
から展։するΘけ͕ͩɺ͜のモデルの໰୊
͸ɺى͕֐ࡂきͨ ৔合にੇ断͞ Εてし·͏ ͜
とͩ ɻશମ͕Өڹをडけるɻͩ から͜ ͦɺϨ
ジϦエンス͕大事Ͱ Γ͋ɺ͜ の֓೦͸ICT
のインフラをอޢするɻ֐ࡂϦスクをߟ しྀ
てɺ整備してい͘ とい͏ औΓ૊Έͩɻ
北東アジアにおけるブϩードバンドの઀
ଓのಛ௃͸ɺ経済։発にରしてϙジテΟ
ブ͕ͩɺͦ のΩャパシテΟɺ加ೖ཰͸·ͩ
Ԋ؛部にू中しているɻւఈέーブル͕
中心にͳ てͬいる͜ と͕理༝ͩɻͦ してɺ
಺཮部΍಺཮国において͸े෼に統合͞
Εていͳいɻ光フΝイバーを಺཮Ͱ整備す
る͜ と͸ɺコスト͕ 高͘ ͳるからͩ ɻ·ͨ ɺࣗ
然֐ࡂにରするϦスク΋ඇৗに高͘ ͳ てͬ
いるɻ光フΝイバーをੇ断ͤ͞るよ͏ ͳ地਒
͕ Γ͋ɺఀ ىきるɻଠฏ洋においてى͕ి
きるݱ৅ͳのͰɺॏཁͳཁ素 とͩߟ て͑い
るɻブϩードバンドのޙࠓの展։において
ॏཁͳཁ素ͩɻ
人޻஌能΍ブϩックチΣーンͳͲɺ͞ ·͟

·ͳ新しいٕज़͕ग़てきͨ ɻ͜ Εらのٕज़
͸ɺ৴པ性の高いブϩードバンドの઀ଓを
ඞཁとしているɻͦ のよ͏ ͳ能力の͋る国
͸ɺよΓ先ߦする͜ とにͳるɻアジアଠฏ
洋地域Ͱ͸ɺ͞ らに͕֦֨ࠩ大するのͰ
͸ͳいかとݒ೦͞Εているɻޙ進国の৔
合ɺޮ Ռతͳ੓ࡦ΍੍نの整備ɺ投資
の૿ڧͳͲをઓུతにߦ てͬいかͳけΕ
͹ͳらͳいɻ研究΍෼ੳを通͡ てɺ͞ ·͟
·ͳ国ʑにରするαϙートをߦ てͬい͘ ɻ

τΡάルυル・όージーϑー
「(TI の࿮૊ΈのԼͰの஍Ҭ౷߹ɿ஍Ҭ
のたΊのྗڠ (TI ϓϥッτϑΥーム」
大図們江イニシアチブ（GTI）͸ɺج本
తに͸੓෎ؒの連ܞプラットフォームͰɺ
ෳ਺の෼໺をΧバーしているɻ4加ໍ国
（ϩシアɺモンゴルɺ中国ɺ韓国）のプラッ
トフォームͩɻ国連։発ܭ画（UNDP）に
おける図們江地域։発プϩグラムとしてス
タートしͨɻ

地域統合として͜Ε·Ͱɺ֤ 国͕োน
をऔΓআきɺ貿易をࣗ ༝化しɺ人・෺・࿑ಇ・
資本͕ࣗ༝に国ڥを௒ る͑͜ と͕Ͱきるよ
に͏する͜ とɺ֤国の経済ج४ɺڥ؀ɺ
Ҡຽɺީؾについてڞ通スタンダードをつ
る͘ɺとい͏ と͜にऔΓ૊ΜͰきͨ ɻGTI͸ɺ
加ໍ国͕ࢾ໰ҕ員会をߏ成しɺ೶業ɺエ
ωルΪーɺڥ؀ɺ交通・運輸ɺ؍光ɺ貿易・
投資の6セクターをΧバーしているɻ
֤国の୲౰省ிの୅දऀ͕֤ҕ員会

のϝンバーにͳͬているɻࢾ໰ҕ員͸ֳ
྅ڃϝンバーͰߏ成 Ε͞ɺ事຿ہ͸北京
に Γ͋ɺ専門৬͕਺人いて੓ࡦର࿩・会
議౳のαϙートをしているɻෳ਺の෼໺
をΧバーする໾ׂ͕ Γ͋ɺ加ໍ国をαϙー
トしてɺ地域統合をࢧԉしている།Ұの
プラットフォームͩɻ北東アジア͸6Χ国͋
る͕ɺGTI͸ͦの͏ͪ の4Χ国͕加ໍしɺ
UNDPのプϩグラムからスタートしてɺ加
ໍϝンバー主ಋのGTIにมΘͬͨ ɻ北朝
鮮͸ϝンバー͕ͩͬͨɺ国連੍ࡋのͨΊ
にൈけͨɻ日本͸ɺΦブβーバーの地Ґ
ͩͬͨ ͕ɺ北朝鮮͕ൈけてからɺ日本΋Φ
ブβーバー国を཭୤しͨɻGTI͸જࡏత
に中心తͳプラットフォームɺ中心తͳϝΧ
ニζムとしてɺ統合を推し進Ίるϙテンシャ
ルを࣋ てͬいるɻ
交通・運輸Ͱ͸ɺ連݁性ɺج本తに͸

地域を統合する交通ωットワークを͑ߟて
いるɻ地理తͳಛ௃をߟ しྀɺ཮্ɺւ
্のϦιースを֬อしɺιフトɺϋードの྆
ํを࢖ۦして連݁性を֬อしͨいɻ
貿易・投資͸ɺج本తに͸システムの
調࿨ͩɻٕज़త・法తͳΩャパシテΟビル
デΟングに力をೖΕているɻ合理化をしɺ
ԁ׈に΍ΓऔΓ͕ Ͱきるよ͏ にɺ੓෎ؒ合
ҙ΍ͦのଞのϝΧニζムͰαϙートするɻ
৘報ڞ༗を4Χ国の୲౰省ிͰ׆発に
ߦ てͬおΓɺ͞らにプラットフォームをڧ化しɺ
ビジωス交流をଅ進しɺ新しいコミϡニテΟ
に޲かいͨいɻ
エωルΪー͸ɺ͋ ·Γ׆発にऔΓ্ ͛ͳ

かͬͨ ΋࣌͋ ͬͨ ͕ɺۙ࠷͸׆࠶性化しɺ
統合 Εͨ͞スーパーグϦッドͳͲを͑ߟてい
るɻ「アジアスーパーグϦッド」͸よ͘ ΘΕ࢖
るදݱͰɺ議࿦͕進ΜͰいるɻGTI͸国
連΍ESCAPと΋協議をしɺ੓෎ؒプラッ
トフォームをつ͘ Γɺ進Ίていきͨ いとࢥ てͬ
いるɻ

؍を௒͑るڥ光͸地理తにۙい国؍
光のଅ進をしͨいɻϚーέットのプランニン
グをߦいɺ域಺֎Ͱ໨త地をઃఆしɺཱྀ
ೖすΕ͹ߪパッέージプϩグラムを͕ऀߦ
国ڥをӽ͑ͳ͕らෳ਺の໨త地をڗडͰ
きるɻ
͸ɺଟ͘ڥ؀ の՝୊͕͋る͕ɺ࠷΋ॏ

ཁͰ͕ٸΕるの͸ɺ国ڥを௒ る͑大ؾԚ
છͩɻ໰୊ղܾに͸ɺ資金͕ඞཁͩɻ
֤国と΋ɺਅ݋にऔΓ૊Ή͜ と΍ɺ大ن໛
Ͱแׅతͳ౒力͕଍Γͳかͬͨか΋しΕ
ͳい͕ɺ学ज़తͳ࿦͕ڌ๡し͘ ɺ੓ཱࡦ
Ҋ΍ҙܾࢥఆͰޮՌ͕ͳかͬͨ ɻプラット
フォームのϝΧニζムとしてݕ౼しɺू 中త
にऔΓ૊Έͨいɻ
೶業͸ɺい͘ つかのҰ࣍࢈品ɺ͋ るಛ

ఆの೶࢈෺をબΜͰɺͦ ͜からαプライ
チΣーンをつ͘ Γɺ֦ 大して域಺の೶業バ
ϦϡーチΣーンをつ͘ Γͨ いとߟ て͑いるɻ

৽Ҫ༸࢙
「北東アジアにおける༌ૹ઀ଓੑの主ͳ
՝୊」
日͸ɺ輸送・෺流෼໺Ͱの連݁性にࠓ

ついて࿩をするɻ北東アジアの輸送の連
݁性についてͲ͏ い͏ 視఺Ͱ͑ߟΕ͹いい
のかɺࢲの視఺を঺հしɺޙ࠷にएׯの
໰୊ఏىをしͨいと͏ࢥ ɻ
2002年にɺERINA͕ఏҊし 「ͨ北東

アジア輸送回廊ビジョン」͕ ͋るɻ北東ア
ジアにおける経済交流ɺ人త交流を׆発
化ͤ͞てい͘ ͨΊにɺ9本の回廊を֤国͕
協力して整備してい͘ ΂きͩ とఏҊしͨɻ
͜Εらのルート͸大き͘ 2つに෼ける͜ と͕
Ͱきるɻ1つ͸大཮ؒの輸送をいかにԁ
ߦに׈ てͬい͘ かとい͏ 視఺ͩɻͦ して΋͏
1つ͸ɺ北東アジアの地域಺Ͱの෺の輸
送ɺ人の輸送をԁ׈化してい͘ よ͏ ͳ回廊
整備を進Ίてい͘ とい͏ とͩ͜ ɻ大཮ؒの
輸送と地域಺Ͱの輸送をԁ׈化ͤ͞る΂
きͰ る͋ɻ
ঢ়を঺հするɻ大཮ؒの輸ݱのۙ࠷

送として͸ɺ北ଆのํを通ΓシベϦアమಓ
を࢖ シ͏ベϦアランドブϦッジ（SLB）ɺͦ し
てɺチャイナランドブϦッジ（CLB）とݺ͹Ε
る中国を通Γ中ԝアジアを経༝して輸送し
てい͘ ルートの2つ͕ る͋ɻ
ঢ়Ͱɺ北東アジアݱ る͋い͸東アジアと

Ϥーϩッパのؒの՟෺輸送͸ɺ主にインド
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洋経༝Ͱ輸送 Ε͞ているɻ͜ のルートにൺ
΂てɺSLB΍CLB͸ڑ཭͕୹͘ ɺ輸送
࣌ ΋ؒ୹いとい͏ ϝϦット͕ る͋ɻ
アジアとϤーϩッパのؒの՟෺輸送市৔
のߏ଄͸ɺۭߤ輸送ɺւ্輸送ɺϢーラ
シア大཮をトランジットしてい͘ ランドブϦッジ
輸送の3つに෼けらΕるɻۭߤ輸送͸速
い͕高いɻւ্輸送͸安い͕͕࣌ؒか
かるɻͦ のਅΜ中にɺ཮্Ͱ運ΜͰい͘
輸送αービスのϚーέットɺニッチͳϚーέッ
ト͕ ͋るɻϚーέットのおおよͦ のن໛͸ɺ
ւ্輸送͕年ؒ໿2200ສݸのコンテナ
運͹Εているɻమಓ͸ɺ100ສݸに達し
ていͳいɻͦΕをྫ͑͹ɺ2020年·Ͱに
Χβフスタンを通աする輸送ྔを200ສݸ
·Ͱ૿すઓུを進Ίているɻ輸送શମの
Ϛーέットの1ׂҎԼҐのと͜ Ζ͕ɺ市৔
໛とい͏ن と͜にͳるɻ
大཮ؒの輸送ルート͕ ɺ中国͕進Ίて

いる「ҰଳҰ࿏」の関܎Ͱඇৗに஫໨を
ूΊているɻ࣮ݱに՟෺のऔѻྔɺྻ ं
の運ߦ本਺͸͜͜ ਺年Ͱഒʑと૿͑てき
ているɻݱঢ়ɺ਺ेສݸとい͏ と͜ Ζͩɻ日
本΋ແ関܎Ͱ͸ͳ͘ ɺ日本通運͕2015年か
ら࣮際に輸送αービスをखֻけているɻ
࣍に地域಺の輸送を঺հしͨいɻ࣮

͸ɺҰଳҰ࿏͸੢にͩけに޲か てͬいる
ΘけͰ͸ͳ͘ ɺ東΁΋޲か てͬいるɻ中国
の北部に黒龍江省ɺ吉ྛ省͕ る͕͋ɺͦ
Εらの地域͸ϩシアのߓを通ͬてɺ南の
ํ΁運Ϳ෺流ルートを推進しているɻ·ͬ
ͨ͘ ಉ͡ コンセプトͰɺϩシアଆ΋中国のՙ
෺をϩシアのߓに輸送するルートの։発を
進Ίているɻ
͜͏ しͨ動き͕͋る中Ͱɺͦ の͏ ͪԿ͕
ॏཁͳのかɺԿ͕໰୊にͳるのかɺࢲの
໰୊ҙࣝを঺հするɻج本͸෺理తͳイ
ンフラ͕ͩɺͦ Εをੜかすに͸੍౓্の
໰୊͕ Γ͋ɺ෺流企業͕ Γ͋ɺͦ Εらを統
合するよ͏ ͳ輸送αービス企業͕͋ てͬɺ
ら͞にར༻ऀ΍ফඅऀ͕いるߏ଄とͳͬ
ているɻ連݁性とい͏ とɺインフラをつͳ͙
と͸ҙࣝを͞ ΕておΓɺమಓをݐઃするɺ
ಓ࿏をݐઃするとい͏ ࿩にͳる͕ɺॏཁͳ
の͸੍౓্の໰୊ɺ෺流業ऀɺ輸送αー
ビス業ऀͰ る͋ɻ中国とϩシアの国ڥͰ͸
మಓ͸ݐઃし͕ͨɺϨール͕ び͞ているɻ
インフラ͸ͨͬ࡞ ͕ɺͦ のΦϖϨーション͕
·͏͘ いかͳいɻͦ い͏͏ ҙຯͰɺιフトのイ

ンフラ͕ॏཁ とͩߟ て͑いるɻ

ݑੈߴ
「北東アジアのエネルギーྗڠ」
北東アジア地域͸ɺੈ քͰ1൪エωル

Ϊーফඅྔ͕大きい地域Ͱ る͋ɻͦ してɺ
エωルΪーੜ࢈΋しているɻ͞ らにɺ北東
アジア͸ɺੵ తにੈքͰエωルΪーऔۃ
ҾをしていてɺLNG・ݪ༉ചങ͕੝Μに
ͨ·ΘΕているɻߦ ɺ北東アジアͰ͸石୸
͕ଟ͘ ΘΕているɻ中国のҰ࣍エωル࢖
Ϊーの60 を̀石୸͕઎Ίている͕ɺ石୸
͸ީؾม動のݪҼに΋ͳるしɺڥ؀΁の
Өڹ΋͋ るɻ省エωɺエωルΪーޮ཰を高
Ίる͜ と͕ ॏཁͰ Γ͋ɺ中国੓෎͸ɺҰ࣍
エωルΪーに઎Ίる石୸のׂ合をݮらͦ ͏
としているɻ
࣍にɺੈ քにおけるエωルΪー։発のト

Ϩンドについてɺ3఺࿩すɻ·ͣ ɺグϩーバ
ルͳエωルΪーのधཁ͸Ұఆの速౓Ͱ૿
͑ଓけているɻͨ しͩɺগしݮ速しているɻ
धཁの૿͑ํ͸ɺ͜の10年͸高かͬͨ ͕ɺ
パϦ協ఆによΓ֤ 国͕ܾఆするࣗ 国のݙߩ
（INDC）౳についてɺ交ব͕進ߦ中ͩɻ
第2にɺクϦーンͳ化石エωルΪーと࠶ੜ
可能エωルΪー͸ɺൺֱత速͘ 成長をଓ
けているɻ࠶ੜ可能エωルΪーɺθϩΧー
ϘンのエωルΪー͕ݯ中心తにͳるͩΖ͏
しɺ天然ガス΋໾ׂ͕大き͘ ͳるͩΖ͏ ɻ3
つ໨としてɺエωルΪー調達のڝ૪͕ ら͞
にݫし͘ ͳるͩ Ζ͏ ɻ国と国との調達ڝ૪ɺ
地域ؒの調達ڝ૪͕1つͰɺLNG͸アジ
アͰ΋ڝ૪͕͋るɻඇࡏདྷܕとࡏདྷܕの
ؒͰのڝ合ɺつ·Γ఻統తͳ΋のとඇ఻統
తͳ΋のとのڝ合͕2つ໨ɺͦ してɺ࠶ੜ
可能ͳి力と఻統తͳి力・ి とのؒݯ
のڝ૪の3つ͕ る͋ɻ
࣍にɺ͜ の地域におけるエωルΪー協

力のॏཁ性と໾ׂについて࿩すɻ·ͣɺ
৴པを高Ίる͜ と͕ 大੾ͩɻエωルΪーと
੓࣏の関܎ɺ経済։発を進Ίɺڞ通の
エωルΪー安શอোをߏஙするɻधڅバ
ランスをとΓɺアジアプϨミアムとよ͹Εるྉ
金をղফする͜ と͕ඞཁͩɻ·ͨ ɺϚラッ
ΧւڦͳͲϦスク͕ る͋ルートについてɺ協
ಇするɻ͜ ΕらのͨΊに͸3つの෼໺Ͱ՝
୊͕͋るɻ1つ͸ɺ੓࣏తͳ৴པ関܎を
化するඞཁ͕͋るɻͦڧ してɺ࣮ ޮ性͕
る͋エωルΪー協力ϝΧニζムをつ͘ らͳけ

Ε͹ͳらͳいɻ͞ らにɺ地域エωルΪー協
力に関する༧備調査͕े෼にߦΘΕてい
ͳいɻコストɺٕ ज़ɺڥ؀ධՁɺΦϖϨーショ
ンのϝΧニζム͕ɺ·ͩ े෼に進ΜͰいͳ
いɻ
北東アジアにおけるエωルΪー協力の

ゴールとしてɺ୹ظతͳゴール͸ɺ貿易・
投資をࣗ ༝化しɺ統ҰエωルΪー市৔を
つ͘ る͜ とͩɻ·ͨɺ長ظతͳゴール͸ɺ
北東アジアエωルΪーڞಉମݑষをつ͘ る
とͩ͜Ζ͏ ɻエωルΪー協力のॏཁ෼໺
͸ɺ·ͣ ɺエωルΪー協力ϝΧニζムをつ͘
る͜ とɺ第2͸ڞ通のエωルΪーϚーέット
をつ͘ る͜ とɺ第3͸協ಇͰエωルΪー資
を։発する͜ݯ とɺ第4͸北東アジアͳͲ
の地域Ͱ省エωڥ؀อٕޢज़について
協力する͜ とɻޙ࠷にグϩーバルにエωル
ΪーվֵをߦいɺエωルΪーガバナンスɺ
統࣏システムをつ͘ る͜ とͩ ɻエωルΪー協
力を北東アジアͰ͜のよ͏ に進Ίͨいとߟ
て͑いるɻ

߂ଜޫࡾ
「北東アジアのࡁܦ౷߹における北朝鮮
のҐஔ」
北朝鮮͸ɺͦ のج本にͳるデータをग़し

ておらͣɺ統合に޲か に͏͸ඇৗにಓの
Γ͕ ԕいɻ北東アジアの経済統合におい
てɺ北朝鮮͸ࠓのと͜ Ζɺඇৗに࢒೦ͳ͜
とにɺ્ ཁҼにͳͬ֐ ているとい る͑ɻ
6 1݄2日のถ朝ट೴会談Ҏ߱ɺগしঢ়

ͩ·ม化している͕ɺしかし͕گ ೉しい໰
୊͕ͨ͘ Μ͞ る͋とい る͑ɻ朝鮮ઓ૪͕ऴ
Θる͜ とによͬ てɺࡏ韓ถ܉をఫऩͤͨ͞
いとトランプ大統ྖ͸ݴ てͬいͨɻしかし
࣮際のと͜ Ζɺ朝鮮ઓ૪のऴ݁をถ韓と
΋にࠓ๬ΜͰいると͸͑ݴͳいঢ়͕گଓ
いているɻ韓国の人͸ɺถ朝ट೴会談
Ͱ1つ成Ռ͕͋ͬ とͨすΕ͹ɺ1950年か
ら1953年の朝鮮ઓ૪͕ٳࡏݱઓঢ়ଶͩ
とい͏ と͜をੈքの人ͨͪに෼かͬͨ ΋らͬ
ͨ͜ とͩ とݴ てͬいるɻͦ Ε͸Ұつの৑談
͕ͩɺͦ Ε͘ らい韓国Ͱ͸͜ Ε͸ۃΊて大
きͳ社会໰୊Ͱ Γ͋ɺ2年ؒのฌ໾にߦき
ͨ͘ ͳいからແ͘ ͳる͜ とを๬Ήੈ୅΋いΕ
͹ɺ؆୯に朝鮮ઓ૪をऴ る͑͜ と͕ Ͱきͳ
い理༝΋͋ るɻ
ถ国͸ɺ朝鮮ઓ૪に国連܉として参加

しͨޙにɺถ韓ಉໍにͮجいて韓国にற
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しླཱྀているɻ͜ Ε͕ࡏ韓ถͩ܉ɻ朝鮮ઓ
૪͕ऴ݁するとい͏ と͜͸ɺ朝鮮国連͕܉
ͳ͘ ͳるとい͏ とͩ͜ ɻ韓国に る͋国連܉司
ྩ部΋ͳ͘ ͳΓɺ横ాج地に͋るग़先の日
本の司ྩ部΋ͳ͘ ͳるɻ͜ Ε͸ɺࡏ韓ถ܉
のଘཱج൫を༳る͕す と͜につͳ Γ͕ɺถ
国のアジアにおけるプϨθンスをॖখͤ͞
るとい͏ Ε͕ڪ る͋ɻ日本΋お らͦ͘ ɺࡏ韓
ถ܉のఫୀͩけͰ済ΉのかͲ͏ かɺࡏ日
ถ܉のॖখͳいし͸ఫୀにつͳ͕るのͰ
͸ͳいかとい͏ Εを࣋ڪ てͬいるɻ韓国͕
ͳしにࣗ܉韓ถࡏ 国を๷Ӵする֮ޛを΋て
ͳいݶΓɺ北朝鮮をඇ֩化に༠ಋするಓ
のೖΓ͕ޱ;͞ ͕Εているɻ
の͜9 に݄南北ट೴会談をฏ৕Ͱ͏ߦ ͜

とにͳ͕ͬͨɺͦ ͜Ͱඇ֩化΁のಓےを
つける͜ と͕Ͱきるか͸ɺඇৗに大きͳ໰
୊ͩɻ北朝鮮͸ɺඇ֩化プϩセスをΏͬ ͘
Γ΍Ζ͏ としているɻถ国͸ɺす΂ての協
力を࢝Ίるલにɺ北朝鮮͕ る͋ఔ౓本֨
తͳඇ֩化をߦΘͳけΕ͹ͳらͳいとͬݴ
ているɻ北朝鮮ଆ͸ɺͦ Ͱ͏͸ͳ͘ ɺ朝鮮
ઓ૪をऴ し݁ Γͨɺࣗ ෼͕ͨͪ安心して֙
を୤͙ ࡞をڥ؀ てͬ͘ Εとݴ てͬいるɻ北
朝鮮΁の੍ࡋに͸ɺถ国のಠ੍ࣗࡋɺ
国連安อ理の੍ࡋɺ日本΍韓国のಠࣗ
とい͏ࡋ੍ Ϩベル͕͋る͕ɺ΍͸Γถ国の
ಠ੍ࣗࡋ͸ଟ͘ ɺͦ Ε͕ղআ Ε͞ɺ日本を
ؚΊͨपล国ɺ北東アジアの国ʑのࢧԉ
͕͋ てͬॳΊてɺ北朝鮮͸ถ国のఢから
ී通の発展్্国にͳる͜ と͕ Ͱきるとݴ
る͑ɻ
北朝鮮͕ී通の発展్্国にͳると͸

Ͳ͏ い͏ と͜かとい͏ とɺ北朝鮮に経済の࣌
୅͕౸དྷするとい͏ とͩ͜ ɻࠓ͸੓࣏の࣌
୅ɺ͋ るい͸܉事の࣌୅とݴ る͑と͏ࢥ ͕ɺ
Ε͕͜経済の࣌୅にͳるɻ౰然ɺ経済を
進ͤ͞ߦるͨΊに͸͋るఔ౓のࣗ༝化͕
ඞཁにͳる͕ɺͦ Εに଱ ら͑ΕるかͲ͏ か
とい͏ ମ੍のة機の໰୊͕ る͋ɻ
ถ朝ट೴会談Ͱ͸ɺ新ͨͳถ朝関܎

のཱ֬とɺ朝鮮൒ౡにおける࣋ଓతͰڧ
ஙに関連するॾ໰୊ߏͳฏ࿨ମ੍のݻ
についてɺแׅతͰৄࡉかつ੣࣮ͳҙ見
交׵をしͨɻトランプ大統ྖ͸北朝鮮に安
શのอূを༩ る͑͜ とを໿ଋしɺ金ҕ員長
͸朝鮮൒ౡの׬શඇ֩化΁の֬ݻͰ༳
る͗ のͳい໿ଋを֬࠶ೝしͨɻ新しいڥ؀
をつ͘ るとい͏ と͜を6 に݄֬ೝしͨɻถ朝ट

೴会談のҙٛとして͸ɺ͜Ε·Ͱの௿Ґの
౰ऀہಉ࢜の໿ଋと͸ҟͳΓɺ࠷高ࢦಋ
ऀの໿ଋͰ る͋とい͏ とͩ͜ ɻถ国にとͬ て
͸ɺ大統ྖ͸มΘるし࣌୅͕มΘるのͰ
関܎ͳい͕ɺ北朝鮮にとͬ て͸ɺトップ͕ͦ
い͏͏ ࿩をしͨ͜ と͸ඇৗにॏཁͰɺମ੍と
して΋֩をࣺてるํ޲に大きͳ଩を੾ͬͨ
とݴ てͬいいɻถ国͕北朝鮮をମ੍่յ
ͤ͞る૬खͰ͸ͳ͘ ɺ交ব͕Ͱきる૬खとし
てೝΊͨ͜ と͕ ɺ大きいと͏ࢥ ɻ
8 1݄5日ɺ韓国のムン・ジΣイン大統ྖ͸

光෮અ（日本からのղ์ه೦日）のԋઆ
Ͱɺ30ޙࠓ年ؒの南北の経済協力によͬ
て΋ͨ ら͞ Εる経済ޮՌ͸গͳ͘ と΋170ஹ
΢ォン（໿17ஹԁ）に達すると༧૝͞Εる
と࿩しͨɻ։৓޻業団地と金߶؍ࢁ光を
։しɺమಓɺಓ࿏を連࠶ し݁ɺҰ部の地
Լ資ݯの։発事業を合ΘͤͨޮՌ とͩࢥ
͏ɻ4 2݄7日の第3回໨のट೴会談の൘門
ళએݴͰ͸ɺమಓ・ಓ࿏の連݁͸ࠓ年中
にணࣜ޻を͏ߦ と͜にͳͬ ているɻ6 に݄ಓ
࿏΋మಓ΋࣮ ຿ऀ会談をߦいɺ४備を࢝
Ίているɻ
の՝୊としてɺ北朝鮮໰୊͸Կらޙࠓ

かの؇࿨ͳいしղܾͳしにɺશ໘తͳ経
済統合を進Ίるの͸೉しいɻ໰୊͸ɺถ
朝͕合ҙ事߲をͲのよ͏ に۩ମ化͞ ͤてい
か͘とい͏ と͜にͳるɻ͜ Ε͸ɺถ国からす
Ε͹ɺアジアにおけるプϨθンスをͲ͏ する
かとい͏ ໰୊ɺ韓国΍日本といͬͨ ಉໍ国
のෆ安をͲのよ͏ にղফしɺ܉事バランス
をͲのよ͏ にߟ る͑かとい͏ ໰୊΋͋ Γɺ؆
୯ͳ໰୊Ͱ͸ͳいɻ北朝鮮として͸ɺถ
国のఢͰ͸ͳいී通の発展్্国にͳͬ
とͨきにɺͦ のମ੍ ΋͕つかͲ͏ かɻ経済
を発展ͤ͞ɺର֎։์を進Ίつつɺମ੍
をҡ࣋するとい͏ 統࣏ٕज़を΋つࣗ৴͕͋
るかͲ͏ かɻࣗ ৴͸͋ると͕͏ࢥ ɺ速౓調
અをすると͏ࢥ ɻͦ Ε Ͳ́؆୯にٸ速ͳ市
৔経済΁のҠߦ͸Ͱきͳいɻ
·ͣ 国際社会の஥ؒにͳるとい͏ と͜に
͕࣌ؒかかると͏ࢥɻしかしɺͦ のաఔ
͸ɺޙࠓの北東アジア経済の統合のաఔ
に౰て͸·るとࢥ の͏Ͱɺ࣌ ؒ͸かかるけ
ΕͲ΋ָ ߟతに؍ て͑いいのͰ͸ͳいかと
ߟ て͑いるɻ30年ޙɺ50年ޙに͸朝鮮൒
ౡにమಓ͕通Γɺಓ࿏͕通Γɺ高速ಓ࿏・
高速మಓ͕通 てͬいる可能性͸ͦΕ Ͳ́
௿͘ ͳいと͏ࢥ ɻ

ʻՏ߹ਖ਼߂ʼ
֤パωϦストに࣭໰を͞ ͤていͨͩ͘ ɻ
ϖトϦࢯに͸ɺถ中の貿易ઓ૪͕࠷΋ਂ
かけらΕ͕ࡋ化するとɺ2000ԯドルの੍ࠁ
る可能性͕高いと͕͏ࢥ ɺถ中の貿易ઓ
૪をऴଉͤ͞るͨ Ίに͸Կ͕ඞཁかɻ
パクࢯに͸ɺ経済統合のࢦඪを࡞ てͬ

アジアの中Ͱの経済統合のఔ౓をධՁし
てい͘ とい͏ とͩ͜ ͕ɺ͜ の経済統合のࢦ
ඪ͸ͦΕͩけの໨తͰ༗༻ͳのかɻͦ Ε
Ҏ֎の໨తͰ΋༗༻にͳるのかɻͦ Ε͸
ͳͥ༗༻ͳのかɻ
Ԟాࢯに͸ɺ国と国のؒͰέーブルを

Ҿ͘ ときにɺ本౰にॏཁにͳるの͸Ͳ͏ い͏
と͜ Ζͳのかɻ国と国のؒの৴པ関͕܎
Ͳ͏ い͏ ҙຯͰॏཁにͳるのかɺ͋ るい͸
Կ͕Ұ൪ॏཁͳのかɻ
トΡグルドΡルࢯに͸ɺGTIの׆動の中
Ͱ࠷΋進ΜͰいる΋のɺͦ の໨ඪ͕࠷΋達
成 Ε͞ている΋の͸Ͳの෼໺Ͱɺ達成 Ε͞
ていͳい΋の͸Ͳの෼໺ͳのかɻ達成 Ε͞
ていͳいとすΕ͹ɺͦ Ε͸Ͳ͏ い͏ 理༝によ
る΋のかɻ
新井ࢯに͸ɺ中国とϩシアのమಓをෑ

いͨけΕͲ΋࢖ΘΕていͳいの͸ɺ۩ମ
తに͸Կ͕ͰきていͳいからͳのかɻͲ͏
し らͨ動͘ のかɻ
高ࢯに͸ɺパイプライン͸ඇৗにॏཁͩ

しɺスーパーグϦッドの࿩΋͋ ͬͨ ͕ɺ国と
国との৴པ͕ײͳ͘ て΋Ͱきるのかɻϩシア
とドイπ͕NorE�Stream�2Ͱパイプライン
をつͳ͙ とい͏ ࿩͕͋るɻϩシアとドイπの
ؒに͸े෼ͳ৴པײ͸ͳいと͏ࢥ ͕ɺパイ
プライン͕ͰきているɻNorE�Stream�1͸
る͋しɺ2をつ͘ るとい͏ と͜ͰɺͲのఔ౓の
৴པ͕͋ײΕ͹Ͱきるのかɻࠓの日本と
中国のؒの৴པײのఔ౓ͰͰきるのかɻ
΋ͬ と進Μͩ৴པ͕ײඞཁにͳるのかɻ
三村ࢯに͸ɺ北朝鮮͸東アジアの中Ͱ

地理తに中心తͳと͜ Ζに͋ͬてɺ北朝
鮮͕国際社会に෮ؼして͜ ͳいとɺ韓国
とͦ ΕҎ֎の北東アジアに連݁する͜ と
͕Ͱきͳいとい͏ ໰୊͕ る͋ɻ30年ɺ50年
とい͏ の͸૬౰ԕいকདྷͰɺࠓの࣌୅͸
΋ͬ と加速౓తに෺事͕進展する࣌୅ͩ
と͕͏ࢥ ɺ北朝鮮͕ҙܾࢥఆͰきͳいと
経済発展͸ͰきͳいͩΖ͏ しɺ·す·すप
ลの国のΪャップ͕ग़て͘ ると͏ࢥ ɻ30年と
い͏ ࣌ؒ͋Ε͹ɺ北朝鮮の国ຽの໰୊ҙ
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ࣝɺ֎からの৘報͕͸るかに進ΜͰい͘ の
Ͱ͸ͳいかと͕͏ࢥ ɺͲのよ͏ にߟ る͑かɻ
ΘΕ͕ͨɺ30年ɺ50年とい͏ݴతと؍ָ
の͸൵؍తにͨ͑ࢥɻ

ʻϖτϦ̓
೉しい࣭໰をいͨͩいͨɻͲのよ͏ にす

Ε͹貿易ઓ૪͕ऴΘるのかɻ୭に΋෼か
らͳいɺとい͏ の͕౴͑ͩɻ෼か てͬいる
と͜͸ɺถ国大統ྖ͸੓࣏తに৭ʑ͋る
のͰউͪͨいɻशۙฏ主੮΋੓࣏తにউ
ͨͳいとࠔるɻトランプ大統ྖ͸ɺ中ఔ౓
の合ҙͰऴΘͬて΋大উརをએݴするɻ
本人΋૬खଆ΋ͦ ΕͰೲಘしɺとΓ͋ ͑ͣ
関܎をଓけてい͘ ɻͦのよ͏ ͳऴ݁を๬
Ήɻͦ Ε͕可能とͳるの͸ɺトランプ大統
ྖとश国家主੮ Ͳ͕͜かͰ会いɺྫ ͑͹
APEC 会議Ͱट೴会談をߦ ͳ͏ͲɺԿら
かのܗͰ交বを࠶։ͤ͞るɻ中国͸ถ国
の΋のをͨ ͘͞ Μങ͏ ɻエωルΪーを輸ೖしɺ
೶࢈෺を輸ೖするとԿ౓かͬݴているɻ
Կらかの合ҙ͸可能か΋しΕͳいɻͨ ͩɺ
Ͳ͏ ͳるか୭΋Θからͳいɻ
5݄にステΟーブン・ムニϡーシン財຿長
中国ଆと交বしͨɻ中国͸ͦ͜Ͱৡ͕׭
าしɺถ国の天然ガス΍大౾ͳͲをങ͏ ͜
とを໿ଋしɺ஌త財ݖ࢈の法཯をվਖ਼す
ると໿ଋしͨɻしかしɺ中国͸「中国੡଄
2025（MaEe� in�China�2025）」のプϩグ
ラム͸見௚しをしͳいとݴいɺムニϡーシ
ン財຿長׭͸ͦΕͰいいと͕ͨͬݴɺͦ
のޙɺトランプ大統ྖ͕ͦΕͰ͸ͩΊ とͩ
ͨͬݴ ɻ中国ଆとして͸合理తͳৡาをし
ͨに΋かかΘらͣɺトランプ大統ྖ͸΋ͬ と
ཁٻするとい͏ ঢ়ͬͩگ ͨɻ
ϤーϩッパɺタイɺΧナダɺϝΩシコ૬ख
に͸ɺ大統ྖ͸ܹし͘ Җ֣しɺͦ のޙ交
ব͕͋ͬ てҰఆఔ౓のৡา͕ߦΘΕɺ大
統ྖ͸ೲಘしɺউͬͨ とͧએݴするɺとい
経͏աͩͬͨɻ中国͸ɺҧͬͨɻトランプ
大統ྖ͸お らͦ͘ 中国をライバルとしてΈて
いるɻ࣮֬ͳ͜ と͸ɺムニϡーシン長׭を
見ているとΘかるよ͏ にɺถ国の࢈業ք͸
͜の݌՞をして し́͘ ͳいとい͏ とͩ͜ ɻ中
国にରする൷൑͸ɺ஌త財࢈の໰୊΍
国༗企業のҐஔͮけͳͲɺਖ਼౰ͳ΋の΋
͋るɻしかし大統ྖ͸͜Ε·Ͱのと͜ Ζɺ
交বとい͏ アプϩーチをとͬ ていͳいɻ੓
࣏తͳউརͩけを͑ߟているɻ長ظతに

͸ɺถ中の関܎͸ɺԿとしてͰ΋༑޷త
ͰͳけΕ͹ͳらͳいɻڝ૪関܎に͋ͬ て΋ɺ
よいビジωス関܎ͰͳけΕ͹ͳらͳいɻ

ʻパΫ̓
։発しͨARCIIの༗༻性͸ɺ地域統

合のよ͏ ͳந৅తͳ΋のについてɺͦ の中
਎Ͱ る͋6つのଆ໘をよΓ਺ࣈͰఆྔ化͕
Ͱきる͜ とͰ る͋ɻ地域統合を਺ྔ化する
とɺよΓ࣮ 際తに地域統合のҙຯ͕見͑
て͘ るɻ経済׆動ɺ社会෱རްੜɺ所ಘ
্ঢɺ֨ ࠩॖখͳͲɺࢦඪを࢖ てͬ地域
統合のӨڹを見 ΋ੵる͜ と͕ Ͱきるɻ経済
成長にରするӨڹɺ所ಘ֨ࠩにରするӨ
の見ڹにରするӨࠔɺශڹ Γੵに࢖ てͬ
いるɻఆྔ化可能ͳࢦඪとしてɺ࢖いํ
͸ଞに΋ͨ ͘͞ Μ͋ると͏ࢥɻͦ Εによͬ て
地域統合の関͕܎਺ࣈͰ໨に見 る͑よ͏
にͳるɻ

ʻԞాʼ
光フΝイバーシステムを国ʑのؒͰ整備

するに͸ɺϋードとιフト྆ ํのଆ໘͕ඞ
ཁ とͩ͏ࢥ ɻ国によͬ て͸ɺྖ ౔の໰୊を
ղܾしͳけΕ͹インフラのऔΓ૊Έ͸Ͱき
ͳいݒ೦͕͋るɻすͳΘͪ੓࣏తͳ໰୊
のղܾ͕ඞཁͰ͋るɻྫ͑͹ɺ中国とω
パールのؒͰࠓ年中に整備 Ε͞るɻ光フΝ
イバー͕ώϚラヤ຺ࢁをӽ͑てҾかΕると
い͏ と͜͸ɺ南アジアにおける新ͨͳ関܎
のきͬ かけとͳる͜ とをҙຯしているɻ
ྖ౔ݖの໰୊͕ͳい国において͸ɺ੓

ɺ੍ཱنɺࡦ 法্の໰୊ɺϦスクの؅理
ํ法ͳͲ͕ڞ通఺とͳͬ ているɻྫ͑͹ɺ
αイバーセΩϡϦテΟのڴҖにͲのよ͏ にର
ॲするかɻऩೖの෼഑΍έーブルの؅理
についてҙ見のෆҰக͕ى Γ͜͏ る͕ɺ͜
Ε͸通ৗよ͘ る͋インフラに関しての໰୊Ͱ
Γ͋ɺରԠし΍すい໰୊ͰɺରԠするͨ
Ίのπール΋͋ るɻ

τ̒ΡάルυΡルʼ
ऴతに͸ɺ参加国にとͬ࠷ てのޮ཰త

ͳ੍౓ɺ地域協力૊৫を࡞ てͬいきͨ い
と͏ࢥ ɻ࠷΋議࿦͕Ͱきていると͜ Ζ͸ɺ貿
易・投資෼໺ͩɻଟ͘ の׆動͕ Γ͋ɺϝン
バー͕೤心にऔΓ૊ΜͰいるɻ参加国ɺ
国際機関ɺパートナーのαϙートをडけͳ
͕らೝ஌౓を高Ίɺ国ڥをӽ る͑औҾを

֦大する「シングル΢Οンド΢」を࣮ݱしͨ
いɻクϩスϘーダーのԁ׈化にフォーΧス
を౰てɺいΖいΖͳํ޲に׆動͕進ΜͰ
いるɻ΋͏ Ұつ加速しているの͸؍光ͩɻ
·͋Γ੓࣏͕関܎しͳいのͰ議࿦し΍す
いɻن໛͕খ い͞のͰɺ୹ظプϩジΣクト
Ͱ΋成Ռ্͕͕るɻ地ํ࣏ࣗମのࢧԉを
डけ؍光෼໺のΩャパシテΟビルデΟング
ߦ͏ ͳͲ׆発にͳΓつつ る͋ɻϝインテーϚ
͸ɺクϩスϘーダーのଟ໨త地πーϦζム
ͩɻ
͋·Γ進ΜͰいͳいセクター͸ɺ交通・
運輸ͩɻ交通・運輸とい͏ と大ن໛Ͱࠔ
೉ͳプϩジΣクトを͑ߟるɻଟ国ؒͰ経
済回廊を݁Ϳ と͜ͳͲࠓ͸進ΜͰいͳ
いɻGTIͰ͸ɺઓུを見௚しフォーΧス
する国をܾΊͨいと͑ߟているɻಛఆ
の෼໺ɺ横断エϦアにフォーΧスをߜる
と͕͜ͰきΕ͹ɺఏҊ΍プϩジΣクトをߟ
͑る と͕͜Ͱきɺͦ のޙプϩグラム化す
るɻڥ؀・エωルΪーɺ೶業͸いͣΕ΋
ಉ͡ϨベルͰɺ͋ ·Γ׆発Ͱ͸ͳいɻい
ͣΕの෼໺΋ݕ࠶౼͕ඞཁか΋しΕͳいɻ
調査・研究をͨͬߦ ͕5年Ҏ্経աしてい
るのͰɺ΋͏ 1回調査͕ඞཁͰɺઓུをߟ
͑௚すඞཁ͕ る͋ɻ

ʻ৽Ҫʼ
࣭໰͸中ϩమಓ͕ݐઃ͞Ε͕ͨར༻
Ε͞ていͳいの͸ͳͥかとい͏ とͩ͜ ͬͨ ɻ
શ͘ ΘΕていͳいΘけͰ͸ͳ͘࢖ ɺݐઃし
て通る͜ と͕ Ͱきる༰ྔよΓѹ౗తにར༻
͕গͳいとい͏ の͕ݱঢ়ͩɻͦ の理༝͸ɺ
੍౓の໰୊΍輸送業ऀの能力ɺノ΢ϋ΢
に͋るɻトΡグルドΡルࢯから成 しޭている
事ྫとして貿易のԁ׈化とい͏ よ͏ ͳ࿩͕
͋ͬͨ ɻྫ͑͹「シングル΢Οンド΢」の੍
౓を国ڥにおいて中国ଆとϩシアଆͰಉ͡
よ͏ に࡞るかɺͲ らͪかの国ڥͰチΣックを
すΕ͹国ڥを౉ͬͨ先Ͱ͸チΣックしͳ͘
ていいとい͏ ੍౓をつ͘ る͜ と͸ߟ ら͑Εる
と͏ࢥ ɻ
2015年にɺ中国の黒龍江省から中

ϩ国ڥを通ͬてϩシアのߓを࢖いɺ日
本·Ͱ運Ϳとい͏࣮ݧをしͨɻ中国か
らコンテナ՟෺をϩシアଆにग़すとき
にɺコンテナ2つを輸送し͕ͨɺׂΓ͹し
͕ೖ てͬい コͨンテナ͸す͙ に通աͰきͨ ɻ
΋͏ 1つɺू 成材をೖΕ ΋ͨのをಉ͡ ༷に
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運΅͏ とし͕ͨɺͦ らͪ͸ඞཁͳॻྨ͕ͳ
いとい͏ と͜ͰࢭΊらΕͨɻͦ のݪྉ͕本
౰に合法తにെ࠾ Εͨ͞໦材Ͱ͋るかを
ূ明するॻྨ͕ͳいとɺ中国から֎にग़
ͤͳいとい͏ とͩ͜ ͬͨ ɻ୭΋ͦ Μͳルール
͕͋る͜ とを੫関に࣋ͬてい͘ ·Ͱ஌らͳ
かͬͨɻ࣮͸ͦのݪྉ͸ϩシアから輸ೖ
し ΋ͨのͩͬͨ のͰɺϩシアから輸ೖし とͨ
きに෇いていͨূ明ॻをコϐーしてग़しͨ
らɺཌ日に͸खଓき͕ Ͱきͨ ɻࡉかいいΖ
いΖͳルール͕ Γ͋ɺ経ݧをੵΈɺノ΢ϋ
΢を஝ しੵていかͳけΕ͹ͳらͳいɻඇৗ
にଟ͘ の໰୊͕ιフトとい͏ 中に͸ؚ·Εて
いてɺϋードのインフラに෷ の͏とಉ͡ ら͙
いの஫ҙをιフトの部෼に΋෷ ඞ͏ཁ͕͋
ると͏ࢥ ɻ

ʻߴʼ
国際関܎΍国際੓࣏͸専門Ͱ͸ͳい

のͰɺݸ人తͳ経ݧͰݴ と͏ɺ੓࣏৴པ
͸エωルΪー෼໺Ͱとて΋ॏཁͩɻ10年
લɺ中国と日本の新エωルΪー࢈・ 業ٕज़
૯合։発機ߏ（NED0）͕ 協力してɺ࠶
ੜ可能エωルΪーの推進プϩジΣクトにつ
いて議࿦しͨɻ経࢈省΋協力しͨɻ֎交
関͕܎গしྫྷͨい関܎ とͩɺ投資家のҙ
ఆ͕೉しܾ͘ࢥ ͳるか΋しΕͳいɻ国際తɺ
地域తͳエωルΪープϩジΣクトに͸ɺ大
ྔの資金͕ඞཁͳのͰɺଟ͘ の省ிɺଟ
の͘セクターの連͕ܞඞཁͩɻ
ϩシアの天然ガスパイプライン͸యܕత
ͳ事ྫ とͩ͏ࢥ ɻϩシアと΢クライナ͸ɺҎ
લ͸ۙྡॾ国͕ガスをউखにとͬ てい とͨ
Ζ͜からՁ֨交বをしͨɻ਺ྔ調整͸೉
しい໰୊ͩɻコスト͕高いͳͲの理༝Ͱ
協力͕Ͱきͳいとい͏ と͜͸ɺڅڙଆɺফ
අଆ྆ํにとͬ てダϝージにͳるとߟ ら͑
Εるɻパイプラインに関してよい関܎をߏ
ஙするͨ Ίに資ݯ͸ॏཁͩɻϩシア͸Ϥー
ϩッパラインと北東アジアラインの2つの天
然ガスパイプライン͕ る͋ɻ資े͕ݯ෼Ͱ
͋Ε͹ɺϩシア͸成Ռ͕ݶఆతͰ΋͜ Εら
のバランスをとる͜ と͕ Ͱきるɻϩシア͸ɺͲ
らͪにͲΕͩけの資ݯを഑෼するかɺෆ
࣮֬性͕ る͋ɻҰൠతにɺエωルΪー協
力͸大きͳインフラプϩジΣクトͳのͰɺよい
関܎をҡ し࣋ɺ੓࣏৴པをޙԡしするの
Ͱ͸ͳいかと͏ࢥ ɻ

ʻࡾଜʼ
50年とい͏ の͸͑߇Ίす͗ͨか΋しΕͳ

い͕ɺ݁ ࢥ͸かかると͏ؒ࣌ߏ ɻとい͏ の
͸ɺྫ ͑͹ɺ北朝鮮͕ޙࠓର֎తに։์
してい͘ と࣌ͨ͑ߟにɺ·ͣ 統ܭをग़ͤるよ
に͏ͳらͳいといけͳいɻͦ Ε͸ٕज़తͳ
໰୊と国家機ີの໰୊͕͋ͬ てɺ統ܭを
ग़す と͜を൓ରする部ॺと統ܭをग़͞ ͳい
といけͳい部ॺのۦけҾき͕ ਺年͸かか
るɻ統ܭをग़してɺ国際通՟ج金（IMF）
΍ɺੈ ք貿易機関（8T0）に加 しໍɺア
ジア։発ۜߦ（ADB）΍ੈքۜߦɺアジ
アインフラ投資ۜߦ（AIIB）にೖるɻྫ͑
͹ɺੈۜ΍ADBにೖるときに͸ถ国の
ಠ੍͕ࣗࡋղআ Ε͞ていͳけΕ͹ɺถ国
͸ͦ͏ い͏ 加ໍに൓ରしͳけΕ͹ͳらͳい
とい͏ 法཯͕͋るɻ韓国と日本͸よ͘ てࣅ
いてɺถ国のإ৭を見てɺถ国の͕ݏる
と͜͸ͳかͳかͰきͳいとい͏ の͕ݱঢ়ͩ
と͏ࢥ ɻͦ い͏͏ ঢ়͕گଓいているݶΓ͸ɺ
北朝鮮͕安心して֩を์غͰきるよ͏ ͳ協
力ମ੍をつ͘ るの͸೉しいとい͏ と͜Ͱɺ30
年ɺ50年とͨͬݴ ɻ
韓国͕ɺమಓとಓ࿏の整備協力の։

通ࣜをࠓ年中にするとͨͬݴ ͕ɺ͜ Ε͸ถ
国΍国連܉司ྩ部͕൓ରしているɻ͜ Ε
͸国連੍ࡋͰࢭې Ε͞ている経済協力に
͋ͨるɻ協力͕進ΜͰい͘ と͕͜ 北朝鮮を
安心ͤ͞るͨΊに͸ۃΊてॏཁ͕ͩɺ韓
国͕ถ国の൓ରをԡし੾ てͬ·Ͱ南北の
༥࿨のͨΊにඞཁͩから΍Γɺ৔合によͬ
て͸ऴઓએݴをして国連܉͸ෆཁとい͏ と
Ζ͜·Ͱग़དྷるかとい͏ とɺ͜ Ε͸かͳΓ೉
しいɻ͜ Εによͬ てถ国から貿易ઓ૪の
ର৅に͞ ΕɺͻͲい໨に合͏͜ と·Ͱ֮ޛ
する͜ と͸かͳΓ೉しいとࢥ の͏Ͱ30年と
ͨͬݴ ͕ɺগͳ͘ と΋北朝鮮͕ී通の発展
్্国Ͱɺී 通に発展Ͱきるスタートライン
につ͘ ·Ͱに͸ɺগͳ͘ と΋5年ɺී 通にߟ
て͑10年かかると͏ࢥ ɻ
మಓ΍ಓ࿏͕連݁ Ε͞るの͸ɺଟ෼ૣ

いと͏ࢥɻདྷ年とか࠶དྷ年に͸ɺమಓ΍
ಓ࿏͸連݁ Ε͞る͕ɺ輸送ྔ͸ۃΊてগ
ͳ͘ ɺ৅௃తͳ΋のにとͲ·るɻͦ のޙɺమ
ಓ͕ෳઢ化ɺి 化しɺ大ྔのՙ෺を運
΂るインフラを࡞Γɺಓ࿏΋高֨نಓ࿏を
中国の国ڥ·Ͱ଄Γɺ高速ಓ࿏ɺ高速మ
ಓ·ͰとͳるとɺかͳΓ࣌ ͕ؒかかるɻ高
速మಓ͕։通すΕ͹ι΢ルから北京·Ͱ

6࣌ؒͰߦけるよ͏ にͳる͕ɺ10年͸ઈର
かかるとい͏ の͕ࢲの֮ײͰɺ15年ɺ20
年ͰͰきͨ らいいɺ30年͙ らいし らͨͰきる
のͰ͸ͳいかと͏ࢥ ɻ東南アジア΍Ϥーϩッ
パ΋͕࣌ؒかかͬͨ ɻมΘる࣌に͸速い
͕ɺมΘΓ࢝ Ίる·Ͱの͕࣌ؒ北東アジア
Ͱ͸͕࣌ؒかかると͏ࢥ ɻ

࣭ٙԠ౴

ʻϑϩア͔らの࣭໰ʼ
21ɿ経済׆動Ͱの金༥アクテΟビテΟに
ついてɺADBのパクࢯ΁࣭໰しͨいɻ
ADBͰ͸୯Ұ通՟の議࿦͸͞Εてい
ͳいと͏ࢥɻしかしɺARCII の৴པ性͕
ཱ֬ Ε͞ɺ金༥市৔Ͱ৴པをಘるとɺ࠷
ۙのフΟンテックによͬ て͞ ·͟ ·ͳコーデΟ
ωーション͕地域のؒͰ可能にͳると͏ࢥ
Ͳ͕͏ かɻ

22ɿ北東アジア経済統合とい͏ テーϚを
際にɺ中国ɺ日本ɺ韓国の3Χ国ͨ͑ߟ
を଍ͤ͹ GDP΋ถ国とۙいϨベル しͩɺ
TPP15ɺ16΍ RCEPɺ͋るい͸日中韓
FTAߟ る͑とɺ͜ の3Χ国を中心に発展す
る͜ と͸ؒҧいͳいɻ北東アジア͸೉しい
北朝鮮をؚΈɺ日本Ͱ͸日本ւ地域ɺ中
国Ͱ͸東北地域ɺϩシア΋東シベϦアを発
展ͤͨ͞いͳͲɺ೉しい地域をؚΉɻ͜ Ε
らを発展ͤ͞る͜ と͸૬౰インテンショナル
に֤国͕理ղを΋ͬ てྟΉඞཁ͕ Γ͋ɺͦ
に͜ଟ෼GTIのイニシアチブ͕Ωーにͳͬ
て͘ ると͕͏ࢥ ɺͦ Εͩけの೉しいチャϨン
ジを本౰に֤国͕ҙཉを΋ͬ て΍る͜ と͕
Ͱきるのかɺ͜ Εを進ΊるモテΟベーション
をͲ͏ ߟ て͑いるかɻ

2�ɿ統合のඞཁ性とい͏ の͸ඇৗによ͘
ΘかるɻしかしɺͲ͏ 推進してい͘ のかにつ
いて۩ମతͳ࿩͕ͳかͬͨ ɻ資金తͳ΋
のを૊Έ合Θͤてい͘ と͕͜大事 とͩ͏ࢥ
͕ɺ統合ࣗମにରして資金をڙ༩すると
い͏ と͜͸ɺ׭Ͱ͋ てͬ΋ຽͰ͋ てͬ΋ͳい
と͏ࢥ ɻ۩ମతにͲの資金ͰͲ͏ 推進する
かをͨ͑ߟ৔合ɺ統合͕進ΜͰいるの͕
貿易・投資 とͩい͏ ࿩ͩͬͨ ͕ɺͦ の資金
͸ຽؒの商業ベースの資金͕中心にͳͬ
ているɻ商業ベースの資金͕ग़るよ͏ にす
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るの͕ɺお らͦ͘ 公త部門の໾ׂͰ͸ͳ
いͩΖ͏ かɻྫ͑͹ɺ0DA΍貿易ৼڵɺ
投資ৼڵͳͲ公తフΝイナンスをͲのよ͏ に
༻い らͨ推進Ͱきるのかɺとい͏ と͜をͥͻ
ߟ て͑いͨ きͩͨ いɻ
͸モンゴルに10年Ҏ্ɺ中খ企業ࢲ
ҭ成のフΝイナンスをしてきͨ ͕ɺͦ の݁
Ռ͸貿易のଅ進ͩͬͨɻ輸ग़Ҏ্に輸
ೖ୅ସͩɻ輸ೖ୅ସに中খ企業͕ಇい
ていͨɻ΋͏ 1఺ɺඇৗにݙߩしているの
͕ɺ؍光ͩɻ中খ企業をҭ成する͜ とによ
る経済統合に޲けͨݙߩ͸ඇৗに大きͳ
΋の͕ る͋ɻインフラに関して͑ݴ͹ɺモン
ゴルの0DAͰ͸ɺۭ ઃ͕ඇৗにݐのߓ
大きかͬͨ ɻ͜ Ε͸明らかに統合をଅ進す
る΋のͩɻ૯合తにධՁしͳ ら͕ɺ統合を
Ͳのよ͏ に推進してい͘ かとい͏ と͜をɺアΧ
デミックͳ視఺を加͑てɺݕ౼してい͘ とい
͏͜ とඞཁ とͩ͏ࢥ ɻ

ʻパΫ̓
ARCII Ͱ͸ɺ資金と金༥の統合のଆ
໘͕͋ͬ ͨɻͦ に͜͸域಺の資金の流Εɺ
ϙートフォϦΦ投資を中心としͨΩャϐタル
フϩーɺ෺Ձ͕ۙͮいているかͲ͏ かɺ金
༥市৔における෺ՁのऩଋͳͲのインデΟ
έーター͕ೖ てͬいるɻ資金と金༥のアジ
アにおける統合͸ɺ投資・貿易ɺ地域バ
ϦϡーチΣーンとい͏ ଞのଆ໘にൺ΂ると·
ͩ஗ΕているɻಛにϤーϩッパϨベルとൺ
ֱするとɺ୯Ұ通՟͸プラス・Ϛイナス͕͋
Γɺಉ͡ 通՟Ͱ͋Ε͹΋ͪ ΖΜԁ׈化に͸
ͳる͕ɺ資金と金༥の統合のϝϦット͸Ͳの
よ͏ ͳ΋のͳのかɻྫ͑͹所ಘの֨ࠩにߩ
にͲΕͩけޮՌ͕ݮ࡟ࠔするのかɺශݙ
る͋のかといͬ ͨɺ࣮ ূతͳٙ໰͸·ͩ ࢒
るɻ

ʻϖτϦ̓
֤国͕ɺਖ਼しい と͜をするよ͏ に動機ͮ

け͕Ͱきるかɻつ·Γɺ੓࣏తͳҧいにつ
いてڞ通理ղに達するとかɺ投資家にର
して統合に投資をଅすͳͲ΋ಉ͡ ͩ޲ํ
とߟ る͑ɻ国際システム͸ɺ͏ ·͘ い てͬい
ͳいɻถ国の࢈業ք͸ࠓの事ଶ͕ ·͏͘
い てͬͳい と͜を෼か てͬいるɻ中国Ͱ͞
͑ɺଟ͘ の人͸աڈ਺年ؒ ·͋Γに΋ߗڧ
ͰアグϨッシブͳଶ౓をとͬ てきてɺ中国の
発展に長ظతに͸໾にཱͨͳかͬͨ と͜

をࣗ し֮つつ る͋ɻ͜ か͜ら΋ͬ と理ղ͕ਂ
·ͬ てɺERINAのよ͏ ͳ研究機関ɺ͋ る
い͸8T0ɺ地域の通商協ఆɺ͞ ·͟ ·ͳ
TPPͳͲग़དྷ্͕ てͬ͘ る΋の͕大きͳ໾
ׂをՌͨすのͰ͸ͳいかと͏ࢥɻ࢈業ք・
ຽؒ͸ɺ͜ Ͱ͜ॏཁͳ໾ׂをՌͨす と͕͜
Ͱきるɻ貿易を可能とするɺ֤ 国͕ະདྷ
に投資͕Ͱきるڥ؀をຽ͕ؒαϙートしͳ
けΕ͹ͳらͳいɻ֤国͕動機ͮけにͳΓɺ
΋ͬ と協力をすると͏ࢥ ɻ

ʻՏ߹ʼ
GTI͸ର࿩をଅ進しɺ੓ࡦ交流をଅ

進するɻ統合を推進するときにҰ൪大事
ͳの͸Կかɻお金かɺ੓࣏తͳコミットϝン
トかɻଞにҰ൪ॏཁͳ͜ と͸Կかɻ

τ̒ΡάルυΡルʼ
ͦΕらશ部ͩɻෳ਺の໘をߟ ͳ͑͘ て͸

ͳらͣɺいͣΕにして΋お金͸ඞཁͩɻ経
済ޮ཰͸高Ίͨいɻ資金をͲ͜から調達
するかɻGTIの視఺から͸ɺର࿩をଓけ
る͜ と͕ ॏཁ とͩ͏ࢥ ɻ਺年ؒ࿩͕ࢭ·ͬ
てし·ͬ ͨ෼໺΋͋ るɻͦΕ͸GTI ͕経
済తͳインパクトを͜ىす と͕͜Ͱきͳかͬ
ͨからͰ Γ͋ɺ資金の動員͕Ͱきͳかͬ
ͨɻࠓ΍GTIのଘଓ͕かか てͬいてɺͦ
΋ͦ ΋͜ し͏ͨシステム͕ඞཁͳのかɺଅ
進するのかɺ΋͏ ΍Ίるのかɺ哲学΍理೦
として らࣗのଘࡏҙٛを示 ͳ͞けΕ͹ͳら
ͳいɻGTIとして͸Ϣニークͳ఺を発شし
ͨいɻ࣮ 際తͳプϩジΣクト͕ ඞཁͰ Γ͋ɺ
資金を୳ ͳ͞けΕ͹いけͳいɻ投資プϩ
ジΣクトをԁ׈化しͳけΕ͹いけͳいɻΩャ
パシテΟビルデΟング͕ඞཁͰɺお金を見
つける能力΋ඞཁͩɻ

ʻ৽Ҫʼ
統合を進ΊるͨΊにඞཁͳ資金をͲ͏

調達するか͸ɺERINAͰ͸ ·͋Γਖ਼໘か
らとら͑ て΍ てͬきͨ と͜ͳいɻྫ͑͹ɺ輸
送インフラをͲ͏ ΍ てͬつͳ͛てい͘ かɻ日
本の0DAを࢖ る͑部෼͸モンゴルしかͳ
いのͰɺ輸送回廊の整備をͲ͏ ߟ る͑か
とい͏ とɺͦ ΕͧΕ֤国の༧ࢉͳΓɺ֤ 国
国಺の資金を࢖ と͏い͏ と͕͜૝ఆ Ε͞て
いるɻϩシアۃ東にమಓ΍ߓ࿷をつ͘ るの
͸ɺϩシア੓෎͕ͦのお金をग़すɻ中国
国಺のమಓ͸ɺ中国੓෎͕ग़すɻϩシア

Ͱ͸ɺプーチン大統ྖにͳͬてからۃ東
։発に力をೖΕɺϩシア੓෎͕インフラ投
資を進Ίてきͨ ɻ中国Ͱ΋東北ৼࡦڵͰɺ
ͦ に͜力をೖΕͨ地域ৼࡦڵを進Ίてい
るɻ֤国Ͱɺ国಺の地域։発をͲ͏ 進Ί
てい͘ かɻ進Ίていきͨ い੓ࡦをͰきΕ͹
国家ؒͰ調整しͳ ら͕進ΊていけΕ͹ɺよ
Γ༗ޮに統合͕進ΉのͰ͸ͳいかɺとい͏
の͕զʑのج本తͳスタンスͩɻͦ のҙ
ຯͰ͸ɺGTI͕΍ てͬいる͜ と͸ɺզʑ͕
ている͑͜ߟ とにかͳΓۙ いとࢲ͸理ղし
ているɻ
΋͏ Ұ఺ ERINA͕΍ てͬきͨ と͜を঺
հするとɺERINAの中に͸経済交流部
͕͋るɻඇৗにখ͞い૊৫Ͱ͸͋る͕ɺ
地ํの中খ企業ಉ࢜ɺྫ ͑͹新ׁの中
খ企業とϩシアの企業ɺ͋ るい͸中国の
企業ɺ韓国の企業ɺモンゴルの企業との
ؒͰɺビジωスϚッチング΍৘報ఏڙをし
ているɻ

ʻࡾଜʼ
北朝鮮ɺ中国東北ɺϩシアのシベϦア

のと͜ࠓ東͸ɺۃ Ζ市৔経済の力͕ඇৗ
にऑいɻࢲ͸ɺ北朝鮮ɺ中国東北ɺシベ
ϦアのॱͰ市৔経済͕͘ڧ ͳͬ てい͘ 可能
性͕ڧいとࢥ てͬいてɺͦ い͏͏ ҙຯͰ朝
鮮൒ౡ͸経済ブーム͕དྷる可能性͸高
いɻͦ の経済ブーム͕中国東北にඈびՐ
をしていけ͹ɺ中国東北に͸ॏް長大ܕ
の࢈業͕ଟ͘ Γ͋ɺ中খ企業͕੝Μに׆
動する中国南ํɺ্ ւपล΍広東省と
͸ҧͬͨ ϝンタϦテΟ͕ ͋ると͏ࢥɻ市৔経
済の流ΕにՐをつける͜ と͕ Ͱきͨ らɺ大
きͳม化にͳるのͰ͸ͳいかとظ଴してい
るɻϩシア東部͸人͕ޱগͳいしɺシベϦ
ア΍ۃ東にॅΜͰいる人ͨͪ͸ɺ金໥け
するよΓ΋のΜびΓしͨい人͕ଟいとい͏ ؾ
͕する͕ɺඇৗに໘ੵ͕大きいのͰɺ人
͕΍ てͬ͘ るよ͏ ͳ地域にͳΕ͹มΘ てͬい
ɻͦ͘ い͏͏ ҙຯͰɺ朝鮮൒ౡ໰୊をղܾ
してい͘ と͜によͬ てɺ北東アジアશମに新
しい経済ブームをདྷるɺͦ い͏͏ チャンス͕
る͋とࢥ てͬいるɻ
ERINA͸ɺ新ׁに͋ てͬͦのよ͏ ͳ׆

動をしている͕ɺ東京Ͱ΋北東アジアにର
していΖいΖͳ͜ とをߟ て͑΋ら͏ 機会を΋ͬ
とͬ࡞てい͘ と͕͜ॏཁͩと͏ࢥɻͦΕに
成ޭして日本΋北東アジアとの関ڧ͕܎
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化 Ε͞ていけ͹ɺྫ ͑͹ɺパϩアルト（ถΧ
Ϧフォルニアभ）にスタンフォード͕͋るよ͏
にɺ新ׁに͸ERINA͕͋るとい͏ と͜に
ͳるɻ北東アジアの͜ とͳら新ׁに͘ߦ ɺと
い͏ よ͏ ͳ研究機関に成長していけ͹ɺ新
ׁ県のͨΊに΋ɺ日本のͨΊに΋ɺ北東ア
ジアશମのͨΊに΋ͳるとࢥ てͬいるɻ

ʻՏ߹ʼ
ERINA͸「؀日本ւ経済研究所」と

い͏ ໊લ͕ͩɺӳޠͰ͸北東アジア経済
研究所とͳるɻඇৗに೉しい地域͕ͩɺ
ඇৗにチャϨンジングͳ͜ とを΍ てͬいきͨ
いとߟ て͑いるɻ日本と中国の関܎をͲ͏ ͏
·͘ ϚωージしɺͲ͏ 協調తに΍ てͬ͘ߦ か
とい͏ ໰୊΋͋ るしɺ日本とϩシア͕エωル
Ϊーを通͡ をͲ͏܎関׬ิͨ ·͏͘ ΍ てͬい
けるのかとい͏ ໰୊΋͋ Γɺ北朝鮮の໰୊
΋͋ るɻお金͕͋Ε͹Ͱきるかとい͏ とɺͦ
ΕͩけͰ͸ଟ෼Ͱきͳいɻ֤国͕北東ア

ジアの経済統合にコミットしていきͨ いとݴ
いɺいΖいΖͳニーζ͕ग़てきてɺお金͕
動いてい͘ の とͩ͏ࢥɻͦ い͏͏ ఺からɺ؍
͸ɺ交通の໰୊ɺエωルΪーの໰ͪͨࢲ
୊ɺICTの໰୊をऔΓ্ ͛ɺGTIとಉ͡ よ
ͳ͏؍఺から͞ ·͟ ·ͳ෼໺について協力
を進Ίているɻ֤国ؒに৴པをҭててい͘
と͜ͳしに͸経済統合͸進·ͳいとࢥ の͏
Ͱɺ͜ Εから΋ܧଓしていきͨ いɻ

ERINA REPORT PLUS No.145 2018 DECEMBER



ւ֎ビジωス৘報

70 ERINA�REP0RT�PLUS

˙ϩシΞۃ౦ɹɹɹɹɹɹɹɹ

ϩ極東に༗໊େ学の分͕ߍͰ͖る
ʢ極東։ൃল )P �݄�日ʣ
　ϩシアۃ東に国಺༗໊大学6ߍの෼ߍ
։ઃߍ12͕ Ε͞るɻ
೦ϩシアه年とདྷ年にɺグープΩンࠓ　
国ཱ石༉ガス大学͕෼ߍを3つ։ઃす
るɻαϋϦン国ཱ大学（αϋϦンभ）に͸
石༉޻学ɺଠฏ洋国ཱ大学（ϋバϩフス
ク地ํ）に͸化学ٕज़・石༉޻学ɺアムー
ル国ཱ大学（アムールभ）に͸化学ٕज़
に関する෼͕ߍͰきるɻ
　モスクワۭߤ大学（国ཱ研究所）͸年
಺にɺアムール国ཱ大学にϩέットシステ
ムɺӉ஦ඈߦ学ɺϩέットٴびӉ஦ϩέット
システムのઃܭ・੡࢖・࡞༻関連の෼ߍを
つ͘ るɻ͞ らに2020年にコムιモϦスク・ナ・
アムーϨ国ཱ大学（ϋバϩフスク地ํ）に
関連の学科をつ࡞機・ϔϦコプター੡ۭߤ
る͘ɻ
　M.K.アモーιフه೦北東連๜大学に
͸ɺۃ東連๜؅۠のॏཁ経済部門޲け
人材ҭ成連๜プϩグラムにԊ てͬɺ༗໊
大学2ߍの෼͕ߍ։ઃ Ε͞るɻ2020年に
͸αンクトϖテルブルク国ཱ৘報ٕज़・機
ց・光学大学の෼͕ߍͰきるɻͦ Ͱ͜͸৘
報セΩϡϦテΟとԠ༻෺理学ํ໘の専門
家͕ཆ成͞Εるɻ2021年に͸国ཱ研究
大学高౳経済学院の経済ɺ人材Ϛωジϝ
ントを専門とする෼͕ߍ։ߍするɻ
　2021年に͸αンクトϖテルブルク国ཱ
৘報ٕज़・機ց・光学大学͕プϩグラム޻
学ɺ৘報セΩϡϦテΟの෼ߍをɺϋバϩフ
スク地ํのଠฏ洋国ཱ大学とԊւ地ํ
のۃ東連๜大学に։ઃするɻ
　 ら͞に高౳経済学院͕経済学ܥの෼
を΋͏ߍ Ұつɺ2019年にۃ東連๜大学に
։ઃするɻ
　2020年に͸モスクワ国際関܎大学͕
ɺ֎国研究関܎東連๜大学に国際関ۃ
連の෼ߍを։ઃしɺଠฏ洋国ཱ大学に͸
ήルπΣンه೦ϩシア国ཱ教ҭ大学͕教
ҭ学の෼ߍを։ઃするɻ
　֤大学の෼ߍ͸ɺۃ東ॏཁ経済部門
人材ҭ成・࿑ಇ市৔एऀࢧԉプϩグラム

（2025年·Ͱ）の࿮಺Ͱ։ઃ͞Εるɻ͜
のプϩグラム͸2018年8 1݄8日にϝドベー
ジΣフट૬のঝೝをಘͨɻ

ウϥジΦͰ
日ϩट೴͕Ϛπμの工৔を視察

ʢRIA �݄1�日ʣ
　プーチン大統ྖと安ഒट૬͕日ϩ
エンジン޻ ৔「MAZDA�S0LLERS�
Manufacturing�Rus」を視察しͨɻ޻৔
Ͱ͸྆ट೴のཱ会いのԼɺϚπダं༻エ
ンジン੡଄プラント͕ 動きग़しͨɻ
　安ഒट૬͸΢ラジΦストクͰの東ํ
経済フォーラム（EEF）にग़੮に合Θͤ
て๚ϩしͨɻ会談に先ཱͪɺ྆ट೴͸
޻ ৔を๚ΕͨɻMAZDA�S0LLERS�
Manufacturing�Rus（MSMR）͸Ϛπダ
と᷂ιラーζ（ϩシア）の合ห企業Ͱ2011
年に50ର50のग़資ൺ཰Ͱ΢ラジΦストク
にઃཱ͞Εͨɻ2012年から2017年·Ͱ
の5年ؒͰɺMSMRのੜ࢈台਺͸18ສ
8325台にͳͬ ͨɻࣗ 動ं੡଄プϩジΣクト
͕ॱ調に展։しɺϚπダにとͬ てのϩシア
市৔͕༗๬Ͱ る͋͜ とからɺ΢ラジΦストク
の޻৔͸エンジン੡଄ڌ఺として΋ݕ౼͞
Εͨɻ͜ し͏てɺプϩジΣクトの第2フΣー
ζ͸Ұ連のϚπダंのモデルチΣンジとϚ
πダのSK:ACTI7�G エンジンの੡଄ܕ
（日本のࣗ社޻৔΁の輸ग़を視໺にೖΕ
ͨϚシニングɺ૊ཱ౳）をؚΜͰいるɻ
　͜Εをडけɺ2016年9݄に EEF Ͱ
MSMRとϩシア連๜࢈業商຿省͕ಛผ
投資ܖ໿ॻにॺ໊ɻ͜ ΕにैいɺϚπダ
͸20ԯルーブルを投͡てɺ年ؒ2ສ台の
SK:ACTI7�G エンジンを੡଄する新ܕ
৔をઃ޻ しཱɺϚπダ6ɺϚπダC9�5ɺϚ
πダC9�9のϦニϡーアルバージョンを੡଄
しɺ600人Ҏ্のޏ༻を૑ग़するٛ຿を
ෛͬͨ ɻ

ϋόۭߓλーミナルビルݐ設ࣄ業
日本のا業࿈߹͕ࢀը

ʢΠンλーϑΝΫス�݄11日ʣ
　日本の૒日ɺJ0INɺJATC0による企
業連合のϋバϩフスクۭ ターミߓの新ۭߓ
ナルビルݐઃ・運ӦプϩジΣクト΁の参画

໛についてɺϩシアと日本͕合ҙしͨ͜ن
とをɺ؅理運Ӧ会社 K0MAKS 広報部
͕発දしͨɻ
　「2018年9 1݄0日ɺ΢ラジΦストクͰɺ૒
日の藤本ণٛ୅දऔక໾社長ɺ᷂ ϋバ
ϩフスクۭߓのコンスタンチン・バシϡク会
長͕ϋバϩフスク国際ۭߓ（ノーブイ）新
ઃ・運ӦプϩジΣクトݐターミナルビルߓۭ
のڞಉ࣮ࢪに関する֮ॻにॺ し໊ͨ」と
広報資ྉに͞هΕているɻಉ資ྉによる
とɺॺ໊ࣜ͸プーチン大統ྖと安ഒ৾三
ट૬のྟ੮の΋とɺ東ํ経済フォーラムの
৔ͰߦΘΕͨɻ
　広報部によΕ͹ɺ͜ の文ॻ͕ཪ෇
ける合ҙにैいɺ日本の૒日ɺJ0INɺ
JATC0による企業連合͕ɺ᷂ ϋバϩフ
スクۭߓの100ˋࢠ会社Ͱ͋る᷂ϋバϩ
フスク国際ۭߓ（MAKh）のઃཱにग़
資するܗͰ合ห会社͕ઃཱ͞Εるɻ日
本の企業連合͸౰ॳɺMAKhのࣜג
の10ˋن໛のݖརを֫ಘするɻ͜ の֮
ॻによΓɺखଓき͸2018年12 3݄1日·Ͱ
にߦΘΕる͜ とにͳ てͬいるɻग़資金͸ɺ
ϋバϩフスクۭߓ（ノーブイ）国಺ઢの
新ཱྀ٬ターミナルݐઃඅに࢖ΘΕるとい͏ ɻ
ら͞にɺΦプションとしてɺMAKhにおける
日本ଆのݖ益の25ˋɹ Ͱの֦大͕·ג1
見ࠐ·Εているɻ
事の第1ஈ֊Ͱɺ૒ํ͸国಺ઢ新޻　
ターミナルビルݐઃプϩジΣクトを࣮ࢪする
と͜にしておΓɺ͞ らにɺϋバϩフスクۭߓ
の国಺ઢ新ターミナルビルとɺطଘの国際
ઢターミナルビルの྆ํの؅理運Ӧをڞ
ಉͰߦ てͬい͘ ํ਑ͩɻকདྷతに͸ɺ૒
ํ͸国際ઢの新ターミナルビルをݐઃする
可能性΋視໺にೖΕているɻ
　K0MAKSによΕ͹ɺࡏݱɺϋバϩフ
スク国際ۭߓ（ノーブイ）Ͱ͸ɺ「ϋバϩフ
スク」先ߦ社会経済発展۠の࿮಺Ͱɺ国
಺ઢ新ۭߓターミナルビル（2ສ6000ฏํ
ϝートルɺ年ؒの৐߱٬औѻ能力300ສ
人）のݐઃ͕進ΜͰいるɻプϩジΣクトの
投資ֹ͸49ԯルーブルɻ͜ の͏ ͪ39ԯルー
ブル͸։発ର֎経済ۜߦ（7EB）とۃ東
発展ج金からの༥資ɺ10ԯルーブル͸投
資家のෛ୲とͳͬ ているɻݩ੥会社͸トル

ւ֎Ϗδωε৘ใ
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コの企業連合「LimakMarashstroy」ɻ
຤に༧ظઃの։業͸2019年第3࢛൒ࢪ
ఆ Ε͞ているɻ

日本ا業
ϩ極東にૹి用έーϒル工৔ݐ設΁

ʢ極東։ൃল�݄11日ʣ
　東ํ経済フォーラムにおいてɺۃ東投
資༠க・輸ग़ࢧԉエージΣンシーと日本の
東京੡͕᷂ߝ協ఆॻにॺ໊しͨɻॺ໊
ࣜ͸ϩシアのϢーϦー・トルトωフ෭ट૬݉
୅දとアϨクαݖ東連๜؅۠大統ྖશۃ
ンドル・コζϩフۃ東։発大ਉのྟ੮のԼ
ͰߦΘΕͨɻ
　東京੡ߝ͸ɺϩシアۃ東にɺࣗ 社͕ಛ
ઃすݐ৔を޻を΋つ送ి༻έーブルのڐ
るํ਑ͩɻ༧૝͞Εる投資金ֹ͸78ԯ
ルーブルɻ80人のޏ༻͕૑ग़͞ Εる見ࠐ
Έͩɻ

モンゴルࠃ௨঎୅ද෦
ウϥジΦに։設΁

ʢ極東։ൃল�݄12日ʣ
　モンゴルのバトトルガ大統ྖ͸ɺ΢ラジΦ
ストクにモンゴルの通商୅ද部を։ઃする
プランについてɺプーチン大統 とྖの会談
Ͱઆ明しͨɻ
　ϩシアとモンゴルの協力にとͬ ての新ͨ
ͳチャンスを։͘ の͕ɺ東ํ経済フォーラム
（EEF）ͩ とモンゴル国大統ྖ͸͑ߟて
いるɻバトトルガ大統ྖ͸EEFに͸2回໨
の参加ͩɻಉ大統ྖ͸ɺモンゴル͕ରϩ
関܎を༏先しているとड़΂ͨɻ「զʑ͸ઓ
ུతパートナーシップのڧ化とͦ Εに新し
い಺༰を加 る͑͜ とに賛成ͩ」とモンゴル
の大統ྖ͸ؾޠをڧΊͨɻࡢ年のEEF
Ͱ૒ํ͕合ҙし 「ͨモンゴル・ϩシアイニシ
アテΟブ2018」͸ॱ調に推進 Εͨ͞ɻ·ͨ ɺ
EEF2017Ͱ͸ɺ྆ 国のઓུతパートナー
シップの֦大にとͬ てॏཁͳɺమಓ՟෺の
トランジット輸送৚݅に関する੓෎ؒ協ఆ
͕ॺ໊ Εͨ͞ɻ「͜の協ఆॻのॺ໊によͬ
てɺモンゴルにとͬ て新しい協力の可能性
͕։けͨ」とバトトルガ大統ྖ͸明ݴしͨɻ

極東࿈๜େに ICT アカデミー
ϑΝーウΣΠ͕։設΁

ʢ極東։ൃল )P �݄12日ʣ
　東ํ経済フォーラム2018の৔Ͱɺϩシ

アのϢーϦー・トルトωフ෭ट૬݉ۃ東連
๜؅۠大統ྖશݖ୅දのྟ੮の΋とɺ学
಺における新ͨͳICTアΧデミーઃཱに
関するۃ東連๜大学と中国の)UA8EI
（フΝー΢Σイ）の協ఆॻ͕ॺ໊ Εͨ͞ɻ
　新しい国際 ICTアΧデミー͸ɺۃ東連
๜大デジタル経済学部ɺ「ルースΩー」޻
業団地とີۓに連ܞして׆動するɻෳ
਺の教ҭプϩジΣクト͕ 東連๜大ࣗ然ۃ
科学学部をڌ఺に࣮ࢪ Ε͞る͜ とにͳるɻ
フΝー΢Σイ͸ɺ「データのอଘとॲ理の
ϋード΢Σア)CNA�Storage」をテーϚに
学शにඞཁͳઃ備をఏڙするɻ͜ の ICT
アΧデミー͸2018ʙ2019年౓に΋新しい
教ҭコースをスタート͞ ͤるɻ
　「専門人材のΈͳらͣɺۃ東連๜大͕
໨ඪを࣮ߦするのを助けて͘ Εるビジωス
パートナーをݺびࠐΉ͜ と͸ɺզʑにとͬ て
ඇৗにॏཁͩ」とニΩータ・アニシモフ学
長͸આ明しͨɻಉ学長によΕ͹ɺ大学͸
フΝー΢Σイとのఏܞにલ޲きͩ ɻ「IT 市
৔͸ͲΜͲΜ成長しておΓɺ͜ の෼໺の専
門家のधཁ͸ϩシアશ国Ͱඇৗに高いɻ
しかしɺۃ東連๜大のະདྷのଔ業ੜͨͪ
͕͜の地にཹ·るよ͏ にɺզʑ͸ϩシアۃ
東ಠࣗのڧΈをつ͘ らͳけΕ͹ͳらͳい」と
アニシモフ学長͸ड़΂ͨɻ
　トルトωフ෭ट૬͸「プーチン大統ྖ͸
զ͕国の࠷高学෎͕ੈքのトップの࠲に
つ͘ ͨΊの໨ඪをઃఆしͨɻզʑ͸ࠓ日ɺ
͜のํ޲΁ ら͞にҰาを౿Έग़しͨ」とड़
΂ͨɻプーチン大統ྖ͸͜ Ε·Ͱにɺルー
スΩーౡの։発コンセプトをىҊɺঝೝしɺ
ౡ಺における国際学ज़教ҭ・ٕ ज़։発ク
ラスターの૑ઃに備 る͑よ͏ ɺ੓෎にࢦ示
しているɻಛにɺルースΩーౡのۃ東連
๜大をڌ఺にɺطに国際学ज़教ҭセン
ターɺ「ルースΩー」޻業団地͕機能しɺ
デジタル経済学部΋։ઃ Ε͞ているɻ

東海େ学と極東࿈๜େ
૬ޓΦϑィスを։設

ʢ極東։ൃল )P �݄1�日ʣ
　日本の東ւ大学͕ۃ東連๜大学にग़
ுΦフΟスを։ઃしͨɻ͜ Ε͸ಉ大学のϩ
シアॳのग़ுΦフΟスͩ ɻ
　東ւ大のৗઃΦフΟスの׆動によͬ てɺ
૒ํ͸よΓ׆発に教ҭ・研究協力を֦大
する͜ と͕Ͱきるɻۙい͏ ͪにɺ東京の東

ւ大Ωャンパス಺に΋ۃ東連๜大のΦフΟ
ス͕։ઃ Ε͞るɻಛにɺ྆ 大学ࢦಋ部͸
よΓू 中తに学ज़交流ɺ科学研究を推し
進Ίɺ新しいڞಉ教ҭΧϦΩϡラムを࡞る
ํ਑ͩɻ
　 の͜ϩシアΦフΟス͸東ւ大学のւ֎ग़
ு事຿所として͸6つ໨ɻ
化しڧを܎東連๜大学͸日本との関ۃ　
ているɻ40ߍҎ্の日本の大学΍学ज़
研究センターとパートナー協ఆをక݁しɺ
学ੜٴび教ࢣの交׵ɺڞಉ研究ɺڞಉ
会議の։ߦ͕࠵ΘΕɺ学ज़࿦文͕発ද
Ε͞ているɻ北ւಓに͸1994年からۃ東
連๜大学の෼͕ߍ る͋ɻ͜ Ε͸日本Ͱ།
Ұのϩシアの大学の෼ͩߍɻ

Ԋ海஍ํ஌ࣄબ
ܾબ౤ථ݁果͕औりফしに

ʢΠンλーϑΝΫス�݄2�日ʣ
　ϩシア連๜中ԝબ؅ڍ理ҕ員会のエッ
ラ・パンフΟϩワҕ員長͸ɺԊւ஌事બڍ
のऔΓফしとい͏ 地ݩબ؅ҕのܾఆをࢧ
し࣋ɺͦ Ε͕།Ұɺ可能ͳ΋のͩͬͨ とධ
Ձしͨɻ
　「 のܾ͜ఆ͸合法తͩɻݱঢ়Ͱผの݁
࿦͸ Γ͋͑ ͳかͬͨ 」とパンフΟϩワҕ員長
͸20日ɺインターフΝクスにͨͬޠɻಉҕ
員長によΕ͹ɺ2ສ4000人༨Γのબڍຽ
͕投ථする͸ͣͩͬͨ Ұ部બ۠ڍに関し
てɺ਺͑௚し͕Ͱきͳかͬͨ ͨΊɺબڍຽ
のҙࢤを׬શにɺਖ਼֬にධՁする͜ と͸
ෆ可能ͩɻ「投ථ༻ࢴ͸؅理 Ε͞ていͳ
かͬͨ からɺͦ ΕらをͲ͏ にͰ΋Ͱきͨ ɻͦ
Εらを਺͑௚しに࢖ てͬ͸いけͳい」とパン
フΟϩワҕ員長͸明ݴしͨɻ
　パンフΟϩワҕ員長͸ɺ「΍る΂きߦ動を
とͬ ͨ」とԊւ地ํબ؅ҕのϝンバーにײ
ँのݴ༿をड़΂ͨɻ「 のܾ͜ఆによΓɺউͬ
ͨの͸Ԋւ地ํのબڍຽͩ」とҕ員長͸
݁࿦෇けͨɻ中ԝબ؅ҕ͸ɺԊւ地ํ
஌事બ΍Γ௚し͕公ਖ਼にɺಁ 明にߦΘΕ
るよ͏ ɺͰきるݶΓの͜ とをするํ਑ͩɻ
　中ԝબ؅ҕのシヤフシャフ・Ϛゴϝドフ୅
ද͸ऀه団にରしɺԊւ地ํのアンドϨイ・
タラセンコ஌事୅͕ߦ΍Γ௚し஌事બڍ·
Ͱଓ投する͜ とを発දしͨɻ
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ϋϦンभ஌事をԊւ地ํの஌事୅ߦに任
し໋ͨɻ
　भબ؅ҕのϚϦーナ・アンドϦヤノワॻه
͸27日ɺαϋϦンभ஌事のલ౗しબڍの
投ථ日͕2019年9 8݄日に༧ఆ Ε͞ている
と͜をɺ「インターフΝクスۃ東」に఻͑ͨɻ
　ͳおɺコジΣミャコԊւ地ํ஌事୅ߦ
͸ɺԊւ地ํ஌事બڍにແ所ଐͰग़അ
する͜ とを27日ɺ国ӦテϨビ「ϩシア24」の
ニϡースͰද明しͨɻ

アムールभの৽஌͕࢝ࣄ動
ʢΠンλーϑΝΫス�݄2�日ʣ
　27日にਖ਼ࣜにब任しͨアムールभのワ
シーϦー・Φルϩフ஌事͸ɺभͰ࢝·ͬ ͨ਺
ଟ͘ のプϩジΣクトをޙ任ऀにҾき͙ܧ と͜
ͳ͘ 成ͤͨ͞いɺとසൟͳ地ํのट長׬
交୅に関するϚスコミの࣭໰に౴͑ͨɻ
޻΋ॏཁͳの͸ガス加࠷໛తにɺن」　
プラントɺ͞ らにݸ人తにظ଴している
SIBUR͕ݐઃするガス化学コンビナート
ͩɻ௚ۙͰ͸アムール川の޻؛ޢ事にண
खしɺϩープ΢Σーのݐઃを։࢝するɻࣗ
動ं橋（ブラゴベシチΣンスクɻ 黒Տ）͕
ݐ成しつつ͋るしɺ中国΁のమಓ橋の׬
ઃܭ画΋͋ る」とΦルϩフ஌事͸ड़΂ͨɻ
஌事͸͞ らにɺブラゴベシチΣンスク΁の
θヤ川ࣗ動ं橋のݐઃを্ख͘ ணͤ͞޻
ͨいとߟ て͑いるɻ
　௚ۙͰ͸ɺ新஌事͸ɺब任ࣜͰϢー
Ϧー・トルトωフ෭ट૬݉ۃ東連๜؅۠大
統ྖશݖ୅දからख౉͞ Εͨ大統ྖ෎の
「ϨッドフΝイル」の಺༰に໨を通 ͳ͞けΕ
͹ͳらͳいɻ「フΝイルの中਎͸ϩシア連๜
大統ྖɺ੓෎からのアムールभの発展に
関する໋ྩͩɻす΂き͜ と͕·ͩͨ͘ Μ͞
ઃ͕ࢪڞていてɺभ಺Ͱ͸32の公͑߇
ઃ中ͩɻスϘϘドψイ地۠を։発しͳけݐ
Ε͹ͳらͳいɻͦ ͜Ͱ͸大ܕの޻৔͕ݐ
ઃ中͕ͩɺ市͸͋Εͩけの਺の新しいॅ
ຽɺै 業員をडけೖΕる༻ҙ͕Ͱきてい
ͳい」とトルトωフ෭ट૬͸આ明しͨɻ
　27日に͸ɺಘථ཰55.6ˋͰ౰બしͨΦ
ルϩフ஌事のब任͕ࣜߦΘΕͨɻ

αϋڞ࿨ࠃの৽ट௕͕࢝動
ʢΠンλーϑΝΫス�݄2�日ʣ
　27日ɺアイセン・ニコラエフ͕ࢯαϋڞ
࿨国（ヤクーチア）の新ट長にब任しͨɻ

ϓーνンେ౷ྖ͕Ԋ海஍ํ஌ࣄղ೚
ࣄαϋϦンभ஌ݱ೚͸ޙ

ʢϕυモスν�݄2�日ʣ
　プーチン大統ྖ͕αϋϦンभのΦϨグ・
コジΣミャコ஌事をԊւ地ํの஌事୅ߦ
に任 し໋ͨɻ大統ྖ͸ɺクϨムϦンͰのコ
ジΣミャコࢯとの࣮຿会談のંに͜の と͜
を࿩しͨɻ「αϋϦンभの৘੎͸֓Ͷྑ޷
Ͱɺϩシア連๜のۃ東΄かɺଟ਺のߏ成
主ମと͸ྑいҙຯͰҟͳͬ ている」と大統
ྖ͸ࢦఠしͨɻ
　コジΣミャコࢯ͸ෳࡶͳ੓৘の中ɺԊ
ւ地ํを任͞ΕͨɻԊւ地ํબ؅ڍ理
ҕ員会͸先िɺモスクワからのק告をड
けてɺଟ਺のҧ൓を理༝にಉ地ํ஌事
બڍの݁ՌをऔΓফしͨɻܾબ投ථͰউ
རしͨ౰࣌のアンドϨイ・タラセンコ஌事୅
年͜の৬຿にࡢ͸ɺプーチン大統ྖ͕ߦ
任 し໋ͨɻタラセンコࢯのライバル͸࢈ڞ
ౘのアンドϨイ・イシチΣンコࢯͰɺ։ථ཰
99̀ の࣌఺·ͰタラセンコࢯをϦードしてい
ͨɻ࠷ऴతにɺ྆ ީิのಘථࠩ͸Θͣ
か7650ථɻタラセンコީิのಘථ཰͸
49.55̀ ɺイシチΣンコࢯ͸48.06̀ ͩͬͨ ɻ
྆ީิ͸ɺબڍຽをങऩし とͨしておޓ
いをඇ೉ɻ΍Γ௚しબڍ͸年಺にಉ地ํ
ͰߦΘΕる͜ とにͳͬ ているɻ
　 の͜会談ͰコジΣミャコࢯ͸ɺԊւ地ํ
஌事બڍ΁のग़അのڐ可を大統ྖにٻ
Ίͨɻ大統ྖ͸「൓ରしͳいɻͲ͏ ͧ」と
౴͑ͨɻ
　コジΣミャコࢯ͸4地域（Ԋւ地ํҎ֎
にɺアムールभɺαϋϦンभɺطにଘࡏし
ͳいコϦャークࣗ ࣏؅۠）を主ಋしͨॳΊ
ての஌事ͩɻ൴͸2015年ɺલ任ऀɺアϨ
クαンドル・ϗϩシャビンのԚ৬によるࣦ٭
をडけɺαϋϦンभ஌事に任໋ Εͨ͞ɻ

αϋϦンभの஌ࣄ৬
౰໘͸ݱभट૬͕୅ߦ

ʢΠンλーϑΝΫス�݄2�日ʣ
　αϋϦンभ஌事の৬੹͸ɺベーラ・シ
チΣルビナभट૬͕୅ߦする͜ とをɺαϋ
Ϧンभ੓෎͕インターフΝクスۃ東に఻͑
ͨɻ
のと͜ࠓ」　 Ζɺभ஌事の৬຿͸シチΣル
ビナभट૬͕୅ߦしている」と広報୲౰
ऀ͸࿩しͨɻطに報͡ らΕ よͨ͏ にɺプー
チン大統ྖ͸26日ɺΦϨグ・コジΣミャコ・α

2つの஍Ҭの஌ࣄબڍͰ
野ౘܥ候ิऀ͕উར

ʢϩシースカϠ・Ψθーλ�݄2�日ʣ
ʢRIA �݄2�日ʣ
　2地域の஌事બܾڍબ投ථの݁Ռɺ
࢑ఆ৘報によるとɺLDPR（ࣗ༝ຽ主ౘ）
のީิऀ͕༏੎ͩɻϋバϩフスク地ํͰ
͸セルήイ・フルガルࢯɺ΢ラジミルभͰ͸
΢ラジミル・シϐャΪンࢯɻબڍ͸ڝ૪બ
Ͱɺ݁ڍ ՌにٙΘしい部෼͸ͳいとɺ中
ԝબ؅ڍ理ҕ員会Ͱ発ද͞Εͨɻউར
をಀしͨݱ৬の஌事ͨ ΋ͪɺ市ຽのҙࢥ
ද明の݁ՌをೝΊる͜ とをද明しͨɻ
　ϋバϩフスク地ํ஌事બڍͰ͸LDPR
のセルήイ・フルガル͕ࢯಘථ཰69.57ˋ
Ͱউརɻ2009年からݱ৬のビャチΣスラ
フ・シϙルト஌事͸27.97ˋͩͬͨɻಉ࣌
にɺ投ථ཰͸1回໨（36.09ˋ）よΓ΋高い
47.49̀ ͩͬ ͨɻ
　஌事બग़のޙɺ新しい地ํ੓෎͕૊
৫ Ε͞るɻフルガルࢯ͸طに׆動ܭ画͕
る͋と࿩しておΓɺ大෯ͳ人事ସ͑͸ͳ͘ ɺ
新಺ֳ͸஌事ब任ࣜ2ޙिؒҎ಺に明
らかにͳると໿ଋしͨɻセルήイ・フルガル
͸24日のブϦーフΟングͰɺϋバϩフスクࢯ
地ํのҩྍの֦ॆにॏ఺͕ஔかΕる͜ と
を໿ଋしͨɻ
　΢ラジミルभの஌事બڍͰ͸ɺभ議会
LDPR 会೿のࢦಋऀɺ΢ラジミル・シϐャ
Ϊン͕ࢯಘථ཰57.03ˋͰউརɻ༩ౘの
推すݱ৬のスベトラーナ・Φルϩワ஌事͸
37.46̀ ͩͬ ͨɻܾબ投ථの投ථ཰͸1回
໨32.96ˋɺܾબ投ථ38.29ˋͩͬͨɻಉ
भ社会院のナタϦア・Ϣジナ議長͸ɺܾ બ
投ථの投ථ཰͕高かͬͨ と͜͸બڍ΁の
৴པを઎Ίるྑい਺஋ とͩコϝントしͨɻ
　2人の࣍ظ஌事͸LDPR ౘ員Ͱಉい
年（48ࡀ）ɻフルガルࢯ͸Լ院議員をෳ
਺ظ຿Ίているɻ2005年にϋバϩフスク
地ํ議会議員に౰બɺ2007年にLDPR
からԼ院議員にબग़͞ΕͨɻシϐャΪン
͸΢ラジミルभ議会ࢯ LDPR 会೿会長ɻ
2013年にभ議会議員にબग़͞Εɺ೶業
੓ࡦ・ࣗ 然ར༻・ڥ؀ҕ員会を཰いͨɻ
　28日ɺϋバϩフスク市Ͱセルήイ・フルガ
ルࢯのಉ地ํ஌事ब任͕ࣜߦΘΕɺ͜
のॠؒからಉࢯ͸஌事の৬຿にबいͨɻ



73ERINA�REP0RT�PLUS

「Rona」͕ ॳΊてɺ北ۃւߤ࿏を੢か
ら東΁ߦߤしͨɻ「Rona」͸ഉਫྔ2600
トンɺ৐員17໊ɺߤଓ力30日ɻ͜ のフラン
スのધഫ͸๷ණ૷ஔ͕ͳいのͰɺધのߤ
͸ҰఆのϦスクを൐ߦ てͬいͨɻϩシアの
北洋ୂ؋とଠฏ洋ୂ؋のఁ察機ʑ͕؅
を؂視していߦߤ域಺Ͱ෹ધഫの۠׋
ͨɻϩシアւฌ͸ɺフランスւฌをٹ助す
る৔合に備 て͑଴機していͨɻ
　「Rona」͸ࢧԉ・ٹ೉ધに૬౰しɺ܉
備͸ͳ͘ ɺタグϘートとして࢖ΘΕɺւ܉部
ୂ΍જਫ؋にਵߦしɺւ೉ٹ助࡞業を
しɺڥ؀Ԛછॲ理をしɺߓ܉Ͱ࡞業する
と͕͜ Ͱきるɻ
　 ͳͪΈにɺ9݄຤に͸࠷ॳのコンテナધ
͕北ۃւߤ࿏をॱ調に通աしͨɻデン
Ϛークのધ「7enta�Maersk」͕ ΢ラジΦス
トクからαンクトϖテルブルク·Ͱ͜のߤ࿏
をߦߤしͨɻ

μΠϠモンυ࢈業Ͱのྗڠの֦େ
ҹϩ͕前向͖

ʢ極東։ൃল )P 1�݄5日ʣ
　ニϡーデϦーͰの第10回年࣍ट೴会談
Ͱɺプーチン大統ྖとインドのモデΟट૬
͸ダイヤモンド࢈業Ͱの連ܞについて࿩し
合ͬͨ ɻ
　྆ट೴のڞಉ੠明によΕ͹ɺ૒ํ͸ダ
イヤモンド࢈業Ͱの連ܞの౸達౓ɺಛに
アルϩαのݪ石をインド企業΁輸ग़する新
ͨͳ長ܖظ໿のక݁ɺムンバイͰのアル
ϩαறࡏ事຿所の։ઃを高͘ ධՁしͨɻ
アルϩαとインドๅ石・ジϡエϦー輸ग़ଅ進
協議会によるɺ国際ダイヤモンドੜऀ࢈協
会（IDMA）のインド市৔౳Ͱの研ຏダイ
ヤモンドのビジϡアルϚーέテΟングプϩグ
ラムの֦大に܎る׆動΁のڞಉग़資͕
ධՁ Εͨ͞ɻ
　૒ํ͸ۙ࠷のインド企業のϩシアۃ東
のダイヤモンド加޻業΁のग़資について
コϝントしͨɻ΢ラジΦストクࣗ ༝ߓͰ͸ੈ
քతに༗໊ͳๅ石研ຏ・ジϡエϦー大ख
のKGK͕ࣗ社のプϩジΣクトを࣮ࢪして
いるɻࡢ年9 に݄͸KGK͸΢ラジΦストク
市಺に࠷ॳのダイヤモンド研ຏ޻๪を։
ઃしͨɻ第3回東ํ経済フォーラム会ظ中
にプーチン大統ྖのग़੮ͰՔಇه೦ࣜ
య͕ߦڍ Εͨ͞ɻ͜ のプϩジΣクト΁の投
資金ֹ͸ɺݪ石ߪೖにඞཁͳ資金΋ؚ Ί

投資家「ZEDデベϩップϝント」社と交୅
するɻऀޙのఫୀの理༝͸明らかに͞ Ε
ていͳいɻ
　ブラゴベシチΣンスクから中国の国ڥ
都市・黒Տ΁޲か͏ ϩープ΢Σーのݐઃに
関する合ҙॻ͸2012年にॺ໊͞Εてい
るɻݐઃの主ཁ໨త͸ɺϩシア人΍֎国
人（ಛに؍光٬）͕ 国ڥを௒ る͑際のར
ศ性の֬อͩɻϩープ΢Σーの長 ͸͞໿1
Ωϩɺ所ཁ࣌ؒ͸3෼Ҏ಺ɻશ天ީܕϩー
プ΢Σー͸1࣌ؒ͋ Γͨ࠷大2000人を輸
送Ͱきるɻ

ウϥジΦࢢ௕͕ૣظୀ೚をൃද
「モνϕーションܽ೗」をཧ༝に
ʢίϝルαンτ・デΠϦー1�݄2日ʣ
　΢ラジΦストクのビターϦ・ベルέエンコ市
長͕ૣظୀ任を発දしͨɻ本人のઆ明
によるとɺ「طに市の෱ࢱにऔΓ૊Ήモチ
ベーション͕ͳい」の とͩい͏ ɻベルέエン
コࢯのୀ任͸ɺΦϨグ・コジΣミャコ͕ࢯԊ
ւ地ํ஌事୅ߦに任໋ Εͨ͞਺日ޙの͜
とͩ ͬͨɻԊւ地ํの੓࣏ධ࿦家ら͸ɺ
͜͜ に͸௚઀తͳ関連͕͋るとΈているɻ
コジΣミャコࣗࢯ਎͸ɺ市長のܾ断を「ෆ
可ղ」としているɻ
　ビターϦ・ベルέエンコࢯ͸Facebookに
「本日ɺ΢ラジΦストク市議会にਃ੥ॻを
ఏग़しͨɻ10 1݄0日·Ͱにஆ๪シーζンと
市શ域のౙに޲けͨ४備をྃ׬するɻ10
1݄1日にݸ人తر๬によΓɺ市長の৬を
ࣙすɻ市の෱ࢱにऔΓ૊Ήମ力͸ る͕͋ɺ
にモチベーション͕ͳいɻ市ॅຽ΁のط
の΢ラジΦストク΁のѪணを͜ࢲҙとܟ Ί
てɻͰ͸ɻベルέエンコ」とهしͨɻ
　市໾所の公ࣜαイトに͸ɺ市長のୀ任
に関する発ද͸ͳいɻ市໾所によΕ͹ɺ
市議会͕11日に൴のਃ੥ॻについて৹
議する͜ とにͳͬ ているとい͏ ɻ
　΢ラジΦストク市議会͕ TRKプϦ
モーϦエ・Ϧング社とテクノϗールテΟング
SUM0TRI 社のビターϦ・ベルέエンコ社
長をಉ市の市長にબग़しͨの͸ɺࡢ年12
2݄1日の͜ とͩ ͬͨ ɻ

NATO のધഫ͕ॳΊて北極海ߤ࿏
を௨ա

ʢ極東։ൃল )P 1�݄�日ʣ
　フランスւ܉のࢧํޙԉ׆動ઓ

ヤクーチア中ԝબ؅ڍ理ҕ員会のアϨク
セイ・エフΟモフҕ員長͕ڞ࿨国ट長બڍ
݁Ռを発දしɺબڍの成ཱをঝೝしͨ͋
とɺニコラエフ͕ࢯೋΧ国ޠͰએ੤しͨɻ
　新ट長͸͞ らにɺࡏݱɺ੓෎のલに͸
経済の大ن໛ͳ࡮新࢈ɺ 業ৼڵの՝୊
͕͋るとड़΂ͨɻ「ڞ࿨国の発展Ͱのॏ
ཁͳ໰୊͸ɺϨナ川のՍ橋にͳる͸ͣͩɻ
զʑ͸͜の਺ੈ୅にΘͨるヤクーチアॅ
ຽのເ͕࣮ݱするよ͏ 力をਚ͘ す」とニコラ
エフट૬͸ड़΂ͨɻ
　ニコラエフट長によΕ͹ɺヤクーチアの
࠷ޙに関するट長ྩ͕ɺब任ࢱ෱ڥ؀
ॳにॺ໊する໋ྩにͳるとい͏ ɻ「͜のट
長ྩ͸ڥ؀΍ڞ࿨国のきΕいͳ৿ ・ྛՏ
川のอશɺ޻৔の׆動によるڥ؀ଛ֐の
域における安શ۠ॅډ࿨国のڞɺݮܰ
Ͱշదͳڥ؀のৢ成ɺ社会શମのエコ
Χルチャーのܗ成に܎るํࡦをఆΊる΋の
ͩ」と新ट長͸明ݴしͨɻ
　すͰに報ಓ Ε͞ よͨ͏ にɺアイセン・ニコ
ラエフࢯ͸༩ౘ「統Ұϩシア」からट長
બڍにཱީิしɺಘථ཰71.41 （̀22ສ
9314ථ）Ͱ౰બしͨɻ

アムールभ―中ࠃϩーϓウΣーݐ設
2�1�年にண工

ʢλス௨৴1�݄2日ʣ
　アムール川を横断してϩシアのブラゴベ
シチΣンスクと中国の黒Տのؒにかかる
ϩープ΢Σーのݐઃ͕2019年4 に݄࢝·る
と͕͜2日ɺアムールभ੓෎の公ࣜαイト
Ͱ発ද Ε͞ているɻ
　「企業グループh ϨΪΦン （ɦ企業投資
家）͕ ɺ2019年4݄のண޻のҙࢤをද明
しͨɻࠓ日ࡏݱɺプϩジΣクトのର৅ࢪઃ
のコンセプトɺٕ ज़ ・্ઃ্ܭのιϦϡーショ
ン͕ݕ౼͞Εている࠷中ͩ」と広報資ྉ
に͸ه Ε͞ているɻ
　アムールभのワシーϦー・Φルϩフ஌事͸
投資家らとの໘談Ͱɺϩープ΢Σー΁の進
ೖಓ࿏の઀ଓ図のཱҊをॏ視しɺエωル
Ϊーインフラに܎るす΂ての໰୊をద࣌に
ॲ理するඞཁ͕ る͋とड़΂ͨɻ
　タス通৴͸͜ Ε·Ͱにɺアムールभ੓෎
͕9݄の東ํ経済フォーラムの࿮಺Ͱɺア
ムール川横断ϩープ΢ΣーݐઃプϩジΣク
トを࣮ߦする新ͨͳ投資家との合ҙに達
しͨ͜ とを報͡ ͨɻϨΪΦン社͸͜ Ε·Ͱの
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28ԯルーブルとධՁ͞Εているɻ޻๪の
能力͸໿3000Χラット޻石加ݪの݄ؒࡏݱ
（年ؒ3ສ6000Χラット）とͳͬ ているɻ
　ϩシアとインド͸ ら͞にɺๅ石ɺ߭ ෺資
໦をؚΉ໦ݪおよびݯ۷ɺ天然資࠾のݯ
材のར༻の෼໺Ͱの協力の可能性を୳
る͜ とͰ合ҙしͨɻ͜ のベースとͳるの͕ɺ
投資ϙテンシャルɺੜࢪ࢈ઃɺ加޻機材
の統合とɺ高౓ٕ能࿑ಇ力の׆༻にͳる
とΈらΕているɻ

ίジΣミϟίԊ海஍ํ஌ࣄ୅ߦ
「ウϥジΦをϩ極東の中৺౎ࢢに」
ʢΠンλーϑΝΫス1�݄�日ʣ
　Ԋւ地ํのΦϨグ・コジΣミャコ஌事୅
東の中心都ۃ͸΢ラジΦストクをϩシアߦ
市にする͜ とをఏএしͨɻ
東の中ۃ͸ϋバϩフスク͕ϩシアࡏݱ　
心都市ͩɻ「Ԋւ地ํ͕ۃ東のट都にͳ
る΂きͩ とɺৗʑࢥ てͬいるɻϋバϩフスク
Ͱ͸ͳ͘ ΢ラジΦストク͕ɻͦ ͳ͏る͜ と͸ɺ
·ͣɺզʑにとͬ てステータスͰ Γ͋ɺͦ し
て資金Ͱ Γ͋ɺ஫໨ͩ ɻզʑ͸ϗスϐタϦテΟ
に෋Έɺ͋ らΏる人をܴ͑ೖΕるͩ Ζ͏ 」と
୅ߦ͸6日ɺ報ಓਞにड़΂ͨɻ
　コジΣミャコ୅ߦによΕ͹ɺ΢ラジΦストク
͸地域の中心都市にͳる資͕֨ る͋ɻ「͜
Ε͸ɺਖ਼ৗͳɺ公ฏͳɺਖ਼しいܾ断にͳ
るͩΖ͏ ɻ͜ ͜Ͱ͸大きͳ会議（東ํ経済
フォーラム）͕ ΘΕておΓɺ֤ߦ 国のट೴
͕΍ てͬ͘ る」と୅ߦ͸ड़΂ͨɻ
　コジΣミャコ୅ߦ͸9 2݄8日ɺԊւ地ํ
੓෎の৬員に新しい஌事୅ߦとして঺հ
͞Εͨɻ΍Γ௚し஌事બڍの日ఔ͸·ͩ
発ද͞Εていͳいɻ͜ のܾఆ͸10 1݄6日
のԊւ地ํ議会のྟ࣌会合Ͱܾ·る見
通しͩɻ

఺の౷ׅஂ体ڌ情報ޫ؍
ϩシアͰॳΊて極東にൃ଍

ʢAdvis�ru 1�݄�日ʣ
　Ԋւ地ํ؍光৘報センター͕発ى人と
ͳΓɺ地ํの؍光৘報ڌ఺を統ׅするϩ
シアॳの؍光৘報ڌ఺協会͕発଍しͨɻ
͜の団ମ͸ϩシアۃ東の5つの؍光৘報
センターを統 しׅͨɻԊւ地ํɺϋバϩフ
スク地ํɺϚガダンभɺαϋϦンभɺチϡ
クチ࣏ࣗ؅۠の؍光৘報センター͕関連
協ఆॻにॺ し໊ͨɻ

　公ࣜ文ॻ「ۃ東؍光৘報センター協会
ઃཱن໿」のॺ໊͸ɺϖトϩパブϩフスク・
ΧムチャπΩーͰ։かΕͨۃ東連๜؅۠
ΘΕͨɻ国಺֎の市৔ߦ光΢ΟークͰ؍
Ͱの統Ұ؍光発展ํ਑としてのɺϩシア
光ϙテンシャルの։発・展։ઓ؍東のۃ
ུをࡦఆする͜ と͕ɺ協会のج本తͳ໨
తにͳるɻ
　ダϦヤ・΢セワԊւ地ํ؍光৘報セン
ター長͕ɺϩシアॳͰ།Ұの؍光৘報セ
ンター協会の会長୅ߦにҰ࣌తにब任し
ͨɻ「զʑ͸ଞのϩシアۃ東の地ํに΋協
会加ໍをݺびかけͨɻ͜ Εらの地域͕す
΂て協会の会員にͳͬ てから࠷ऴ投ථ͕
ΘΕɺͦߦ の݁Ռにै てͬৗ任の会長͕
બग़ Ε͞る」Ԋւ地ํ؍光৘報センター
ଆ͸આ明しͨɻ
　「The�Eastern�Ring�of�Russia」（ϩ
シア東部のϦング）とい͏؍光ブランドの
展։をଅ進するͨΊのϩۃ東のڞ通ج
൫のઃཱ͸ɺ2018年の第4回ଠฏ洋؍
光フォーラムͰのԊւ地ํ؍光৘報セン
ターの発議Ͱ力఺͕ஔかΕていͨɻԊ
ւ地ํ؍光৘報センターによΕ͹ɺϩシア
成࡞ಉڞઓུのڵ業のৼ࢈光؍東のۃ
͸ɺͦ Εをϩシアの؍光商品にೖΕるͨ Ί
にඇৗにॏཁͩɻ
　ダϦア・グセワ会長୅ߦによΕ͹ɺ力の
݁ूによͬ てɺϩシアۃ東の国಺؍光の
ৼڵɺ「The�Eastern�Ring�of�Russia」ɺ
౳のブランドの展։΁のऔ「東ྉ理ۃ」
Γ૊Έの࣭を高Ίる͜ と͕ Ͱきるとい͏ ɻ協
会のϝンバー͸ɺ会議・見本市౳のイベン
ト΁のڞಉ参加ɺ؍光ルートの։発ɺ関
連৘報資ྉの࡞成ɺインターωット΍SNS
্Ͱの連ܞɺ交通໰୊΍ඪࣝのઃஔ౳ɺ
東に΋ͬۃ光٬をϩシア؍ とདྷ΍す͘ する
ͨΊのఏݴの·とΊを͏ߦ と͜にしているɻ
　·΋ͳ͘ 協会に専༻のインターωット公ࣜ
αイト͕ Ͱきɺͦ ͜Ͱϩシアۃ東ཱྀߦに関
する ら͋Ώる৘報をೖखする͜ と͕Ͱきる
よ͏ にͳるとい͏ ɻઃཱن໿にし͕ͨいɺ協
会のਖ਼໊ࣜশ͸ɺۃ東؍光৘報センター
協会ɺNational�Association�of�Tourist�
Information�Centers�of� the�Far�East
（NATIC）とͳるɻ

アムール઒ԣஅ中ϩమڮ
中ࠃଆ͕׬成

ʢϩシースカϠ・Ψθーλ1�݄1�日ʣ
　中国͕アムール川横断మ橋の୲౰部
෼を׬成ͤͨ͜͞ とをɺ国Ӧ「中国中ԝి
視台」（CCT7）͕ 報͡ ͨɻ
　͜の橋͸ニジニϨニンスコエ（Ϣダヤࣗ
࣏भ）とಉ江（黒龍江省）を݁Ϳɻ橋͸中
ϩؒのమ橋の第1߸とͳるɻ橋の։通͸
2019年に༧ఆ Ε͞ておΓɺϩシア部と中国
部のドッΩング͸͜のळに΋࢝·るɻ౰ॳ
͸ɺమ橋͸年಺に։通する΋のと༧૝͞
Εてい͕ͨɺ͞ ·͟ ·ͳ໰୊によΓ࡞業͕
೉にͳͬࠔ ていͨɻ
　橋のશ長͸2209ϝートルɺϩシアଆ͸
309ϝートルͩɻ橋の年ؒの՟෺輸送力
͸໿2100ສトンɻプϩジΣクトඅ༻͸໿90
ԯルーブルɻ中国ଆとのݐઃ合ҙ文ॻ͸
2013年6݄にॺ໊͞Εͨɻ資金͸ϩシア
金（25ˋ）ɺϩシア௚઀投資ج東発展ۃ
͕金と中国投資公社（CIC）ج ઃ しཱ ϩͨ
中ج金（75̀ ）͕ ఏڙしているɻ
　橋の։通によͬ てɺϩシアۃ東と中国東
北部の経済と通商のଅ進͕可能にͳると
ΈらΕているɻಛにɺ橋の։通͸૒ํの
՟෺輸送コストをԼ͛るɻ͞ らにɺ「Ұଳ
Ұ࿏」のߏ成ཁ素のҰつとͳΓ͏ るɻ

ςΫϊパーΫ設ஔのたΊ
ルースΩー島に特ผͳ஍Ґをݕ౼

ʢEastaRussia 1�݄15日ʣ
　プーチン大統ྖ͸ɺԊւ地ํのルース
Ωーౡにಛผͳ法཯্の地Ґを༩ る͑໰
୊をݕ౼するよ͏ ɺ੓෎にࢦ示しͨɻͦ Ε
͸ɺౡ಺におけるテクノパークઃஔɺ͞ ら
にϩϘットɺҩྍɺバイΦテクノϩジーɺແ
人交通機関ɺւ্交通機関ɺエコϩジー
の෼໺のイノベーションプϩジΣクトのཱҊ
と࣮ߦɺ先୺ٕज़のテストとݧࢼಋೖの
ͨΊにඞཁෆ可ܽͩɻ
　ঝೝ Εͨ͞東ํ経済フォーラムの݁Ռ
にԊͬͨ ໋ Ϧྩストによるとɺϩシア੓෎͸
2019年8 1݄日·ͰにɺルースΩーౡにデジ
タル։発センターをઃཱする໰୊΋ݕ౼し
ͳけΕ͹ͳらͳいɻͦ Ͱ͜͸ɺビッグデータ
のॲ理΍৘報セΩϡϦテΟの෼໺のιフト
の։発͕ߦΘΕるɻ
　੓෎と新プϩジΣクト推進ઓུతイニシ
アテΟブ・エージΣンシー（ASI）͸ࠓ年12
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཮送 Ε͞るɻಉ͡ 日ɺߓڥにग़ՙするͨ Ί
に長य़からβルビノߓに事લにಧいͨ೶
品のೖͬͨ࢈ ྫྷౚコンテナ͕ɺフΣϦーに
ੵΈࠐ·Εͨɻߓ広報室によΕ͹ɺ՟෺
の通関खଓき͸1࣌ؒҎ಺にऴΘͬͨ とい
ɻ͏
　՟෺輸送の૊৫ऀ͸ௗऔ県ɺ՟෺୅
理ళ͸日本通運᷂ɻフΣϦー「Eastern�
Dream」߸（՟෺ੵ4000ྔࡌトン）͸韓
国のDBS�Cruise�Ferryに所ଐしているɻ
　9 1݄4日にMPBT 社 「͕プϦモーϦエ
2」の࿮಺Ͱ新しいコンテナルート「ᘦय़
（中国）―βルビノ（ϩシアԊւ地ํ）―
ೡ೾（中国）」を։ઃしͨ と͕͜ɺすͰに
報ಓ͞Εているɻ·ͨ ɺߓのインフラを所
༗するMPBT社͸ɺߓのઃ備ߋ新とվ
म޻事をߦいɺ՟෺ੵସ と͑中ܧ༻՟෺
のखଓきに܎るαービスの਺を૿΍すํ
਑ とͩい͏ と͜΋報͡ らΕͨɻ

ϩ極東ೋྗڠؒࠃϓϩάϥムのࡦఆ
ϩシア͕日本にఏҊ

ʢ極東։ൃল )P 1�݄2�日ʣ
　ϩシアଆ͸ϩシアۃ東Ͱの日ϩの貿易
経済・投資協力プϩグラムをࡦఆする͜ と
をఏҊしͨɻϩシアのϢーϦー・トルトωフ
෭ट૬݉ۃ東連๜؅۠大統ྖશݖ୅ද
弘成ϩシア経済෼໺協力୲౰大ߞੈ͕
ਉとの会談を૯ しׅてɺ͜ のよ͏ にड़΂ͨɻ
年9݄の第4回東ํ経済フォーラムࠓ　
に中ϩट೴のྟ੮の΋とɺアϨクαンドル・
コζϩフۃ東։発大ਉと中国の৉ࢁ商
຿部長 「͕ϩシアۃ東における中ϩ貿易
経済・投資協力ڧ化プϩグラム（2018ʙ
2024年）に関する૬ޓ理ղ」の֮ॻにॺ
໊しͨɻ͜ のプϩグラムͰ͸༏先త協力
部門・協力プϩジΣクト͕ ಛఆ Ε͞ɺ関連
省ிに۩ମతͳ՝୊͕ઃఆ Ε͞ているɻ
ϩシアଆ͸ɺ日本ଆと΋͜ のよ͏ ͳプϩグラ
ムをక݁する͜ とをఏҊしているɻトルトω
フ෭ट૬によΕ͹ɺͦ の中にೋ国ؒ協力
にとͬ て༗ҙٛͳプϩジΣクト͕੝Γࠐ·
Εɺ૒ํからのͦΕらのࢧԉํ͕ࡦઃఆ
Ε͞る͜ と͕ ॏཁ とͩい͏ ɻ
ఆして第5回東ํࡦಉプϩグラムをڞ」　
経済フォーラムにىҊしॺ໊する͜ と͕ ఏ
Ҋ Εͨ͞ɻզら͕日本のಉ྅ͨͪ͸໨Լɺ
するͨ౼ݕ） Ίの）タイムア΢トをऔͬͨ 」と
トルトωフ෭ट૬͸ड़΂ͨɻ

Ͱ௃ऩする͜ と͸ɺ߇ る͑΂きͰ͋Ζ͏ 」と
Ԋւ地ํの社会経済発展に関する会議
Ͱɺトルトωフ෭ट૬͸࢈業・商຿省関܎
ऀにରしてड़΂ͨɻ
業・商຿省のアϨクαンドル・モϩκフ࢈　
͸४備͞Εるɺとݴ͸ɺ関連するఏ׭࣍
ड़΂ͨɻ
　Ԋւ地ํのΦϨグ・コジΣミャコ஌事୅
ड़΂ͨよ͏͕ߦ にɺ機材ઃஔඅ͕2018
年4 1݄日よΓɺ2ສ8000ルーブルから3ສ
3000ルーブルに஋্ Γ͕しͨͨΊにɺԊ
ւ地ํॅຽ͸いͬͦ の͏ग़අをڧいらΕ
ているɻ「 Ε͜͸ɺฏڅ݄ۉの金ֹͩɻ͜
のछのࣗ動ंをߪೖする人ʑ͸通ৗɺ金
મతに༨༟͕ͳいɺඇৗにつつ·し͘ ฻ら
している人ʑͰ Γ͋ɺͦ い͏͏ 人͕大੎い
る」とコジΣミャコ୅ߦ͸ड़΂ͨɻ

A-ROSA のେཻμΠϠのڝച
ウϥジΦͰ࢝·る

ʢ極東։ൃল )P 1�݄1�日ʣ
　10 2݄2日から11 2݄日·Ͱ ALR0SA
社͕΢ラジΦストクͰ大ཻダイヤݪ石（10.8
Χラットڧ）のڝചを࣮ࢪするɻऔҾに͸
166ཻのๅ০༻ダイヤɺ2607ܭΧラット͕
ग़品͞Εるɻ12.92ΧラットのフΝンシーΧ
ラー・ダイアモンド（ライトイエϩー）΋1ཻɺ
ग़品 Ε͞るɻ
　「໿80社をট଴してɺ΢ラジΦストクͰ౰
社のࠓ年4回໨のڝച͕スタートするɻ素
੖らしい品ͧΖ͑ ͕参加ऀを·ͬ ているɻ
զʑ͸2018年にϩシアۃ東ͰߦΘΕてき
ͨ͜Ε·ͰのΦークションよΓ΋গし品਺を
૿΍しͨ」とɺALR0SA統ׅൢച会社の
エグήーニー・アグϨエフ社長͸ड़΂ͨɻ

τϩΠπΝ࿷ߓ
日本͔ら中ࠃ΁の2ճ໨のݧࢼ༌ૹ

ʢΠンλーϑΝΫス1�݄2�日ʣ
　トϩイπΝ࿷ߓ社（Ԋւ地 トํϩイπΝ࿷
͕（事業主ମɺMPBTߓ 国際輸送回廊
「プϦモーϦエ2」の࿮಺Ͱ日本から中国
΁の2回໨のݧࢼ輸送を࣮ࢪしͨɻ
　トϩイπΝ࿷ߓ広報室͕インターフΝクス
に఻͑ とͨ͜ Ζによるとɺ先िɺMPBT社
͕フΣϦー「Eastern�Dream」߸のೖߓ
をऔΓѻいɺ日本のߓڥからの中ܧ༻の
՟෺（デジタル機ث༻部品ɺ大ऺফඅ財）
のՙԷしをͨͬߦ ɻ՟෺͸中国の長य़に

1݄日·Ͱにɺۃ東連๜؅۠のߦ੓機関
と企業޲けのデジタル経済における経Ӧ
෼໺の教ҭプϩジΣクトをɺۃ東連๜大学
をڌ఺に࣮ࢪする໰୊をݕ౼しͳけΕ͹
ͳらͳいɻౡͰ͸͞ らにɺϝガαイエンスڃ
の学ज़ઃ備のઃஔとՔಇ͕ܭ画 Ε͞てい
るɻ͜ Ε͸ɺ෺理学ɺༀࡎ学ɺ材ྉ学ɺ
化学ɺੜ෺学の෼໺における新ͨͳૅج
త・Ԡ༻త՝୊の達成にඞཁͩɻ
　͜の΄かɺルースΩーౡに͸ϩスアトムɺ
ϩスコスモスɺガスプϩムɺϩスωフチɺ統
Ұۭߤ機੡଄会社ɺϩシアン・ϔϦコプター
ζの޻学関連セクションɺ研究։発ڌ఺
͕Ͱきるɻ

τルτネϑ෭ट૬「Ԋ海஍ํのं྆
「௨報シスςムの設ஔを೚ҙにٸۓ

ʢλス௨৴1�݄1�日ʣ
　Ԋւ地ํॅຽ͸ɺӈϋンドルの輸
ೖंにं྆ٸۓ通報システム「ERA�
GL0NASS」をઃஔす΂きかͲ͏ かɺࣗ ෼
ͰܾΊる͜ と͕ ͰきるɻϢーϦー・トルトωフ
෭ट૬݉ۃ東連๜؅۠大統ྖશݖ୅ද
͕17日ɺ΢ラジΦストクͰの会議Ͱ͜ のよ͏
にड़΂ͨɻ෭ट૬͸͞ らにɺ1ʙ2िؒҎ
಺に関連ఏݴをى૲するよ͏ 業商຿省࢈
にࢦ示しͨɻ
　2017年から͞ߦࢪΕている関੫ಉໍ
ٕज़نଇ「ं྆の安શについて」にै
いɺશての新ंɺ͞ らにϩシアに輸ೖ Ε͞
るࣗ 動ं͸ं྆ٸۓ通報システムERA�
GL0NASSを౥ࡌしͳけΕ͹ͳらͳいɻ
Ԋւ地ํͰ͸͜Ε͕ɺ日本から輸ೖ Ε͞
る中ंݹの஋্ Γ͕と૷ஔのෆ۩合（࡞
動しͳい৔合͕͋る）をটいͨɻ輸ೖ中
を੫関͕ొ࿥Ͱきるよ͏ंݹ ɺ専༻のҰ
࣌తߦ動खॱ͕ࡦఆ͞Εɺͦ のݶظ͸
2019年7 1݄日にຬྃするɻ
　「ERA�GL0NASSのͳいӈϋンドルं
を輸ೖするݖརを人ʑ͕1Χ݄ 中にಘらΕ
るよ͏ にɺ1िؒɺ࠷大2िؒͰす΂てを
ղܾするよ͏ ுるɻ͜ؤ Ε͸ɺࣗ ෼Ͱしか
る΂き機材をߪೖしてઃஔするとい͏ 人ݸ
のݖརを൱ఆする΋のͰ͸ͳい͕ɺ͜ のख
ଓき͸任ҙͳ΋のにͳる΂きͩ ɻコジΣミャ
コԊւ地ํ஌事୅ߦに賛成ͩɻզ͕国
のӈϋンドルंの大部෼͸中ंݹͰ Γ͋ɺ
ͦΕら͸ࡏݱɺ国ຽの௿所ಘ૚͕ߪೖし
ていてɺ൴らから3ສルーブル༨Γを௥加
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本・タイ・パΩスタン・アフガニスタンͳͲ60社
༨Γͩ ͬͨ ɻ
回のത覧会の大きͳ見Ͳࠓ Ζ͜͸「第

Ұॻهの੡品 PR」コーナーͩͬͨɻ省
಺の 「֤第Ұॻه」15໊͕֤村のಛ৭
͋るグϦーン೶࢈を঺հしɺ大きͳ൓ڹを
Μͩɻݺ

ϑϑϗτ、ॳの中Ԥ൝列։௨
ʢ಺モンゴル日報�݄5日ʣ
9 4݄日ɺフフϗト・ϗϦンήル新۠の中Ԥ

൝ྻ͕中国మಓフフϗトूہ団༗ݶ公司
のࠫྑ෺流Ԃ۠からग़発しͨɻ͜ の中Ԥ
൝ྻ͸41ݸのコンテナͰฤ成 Ε͞ɺ૯ֹ
໿1000ສݩに૬౰する機ցઃ備とࣗ 動
ं部品をͤࡌɺྟ ઢを経て新ᙜのコルࡦ
ガス؛ޱからग़国しɺ運ڑߦ཭9000Ωϩ
ϝートル༨Γɺ15日ؒをかけてΧβフスタン
ͳͲの中ԝアジアॾ国に౸ணしɺւ্輸
送よΓ20日ؒ୹ॖͰきるɻ

ϋルビンのޫ؍ϓϩモーション
Ϛスίッτ「ᖛෂ」ॳお໨͑ݟ

ʢߐཾࠇ日報�݄1�日ʣ
「๛かͳϋルビンの؍光資ݯ」「ଟ͘ の
光٬͕h؍ ණ৓Ն都（ණとՆの都）ɦを๚
໰」―ɻ先日։࠵ Ε͞ 「ͨණ৓Ն都」の
光঺հイベントͰɺ՚΍かͳライブステー؍
ジ΍ಠಛのプϩモーションɺ๛෋ͳ؍光
資ݯの展示Ͱɺ省಺֎のདྷ๚ऀから「い
いͶ」をಘͨɻ
イベント会৔のೖޱͰ͸ɺ360౓のパノ

ラϚө૾͕ଟ の͘؍光٬をͻきつけͨɻ
ө૾͸ϋルビンのඒし͞ ͕၆ᛌ Ε͞ɺྡ の
大スクϦーンͰ͸ණઇ都市の෩ܠɺ࣪ 地
公Ԃɺ৿ྛ公ԂͳͲ4つのテーϚͰ「ණ
৓Ն都」のඒしい෩ܠをөしग़しɺདྷ৔
ऀ͸タッチパωルͰܠউ地域を経ݧする͜
と͕Ͱきͨ ɻ2018ʙ2019年のౙ͕ق·΋
ͳ͘ ๚Εるͨ Ίɺౙقの؍光΍ණઇ·つΓ
΋いͪૣ͘ PRしͨɻ
ら͞にɺ2018年ϋルビンཱྀߦ商品૑࡞

デβイン大会Ͱೖ৆しͨ࡞品΋お໨見 し͑
ͨɻ「ϋルビン大ܶ院ブルートΡース・スϐー
Χー」͕ ࣮෺部門の金৆を֫ಘしͨɻණ
ઇとライラックͰϋルビンのಛ௃を఻ る͑খ
ͳ͞ઇͩる·「ᖛᖛ（ビンビン）」΋؍光Ϛ
スコットとͳΓɺଟ͘ の؍光ه٬͕೦ࡱӨし
ていͨɻ

࣏ࣗ۠のᢳྷ՚෭主੮͕会৔を視察しɺ
಺モンゴル؍光࢈業発展フォーラムにग़੮
しͨɻ
光発展ҕ員؍回のത覧会͸࣏ࣗ۠ࠓ

会とแ頭市੓෎͕主࠵する࣏ࣗ۠ॳの
શ国త؍光ത覧会Ͱɺ಺モンゴル؍光
業の発展成Ռをू中తに展示するͩ࢈
けͰͳ͘ ɺ国಺֎の؍光業քと協力する
プラットフォームͰ΋͋ るɻ
ग़展エϦアの໘ੵ͸3.7ສฏํϝートルɺ

中に͸省・市؍光ҳ品ؗɺ಺モンゴル؍
光テーϚؗɺスϚート؍光ମؗݧɺ文化
財ҳ品ؗɺ「ҰଳҰ࿏」国際ҳ品ؗの5
つの室಺展示۠域と1つの室֎展示۠域
͕ઃけらΕているɻ会ظ中に͸モンゴル
଒ҥ૷展示会ɺ「಺モンゴルのຯ」ඒ৯
会ɺ؍光࢈業঺հͳͲのイベント͕ Θߦ
Εているɻ
回のത覧会͸·ͨɺ国಺Ͱ஌໊౓ࠓ

の高い؍光専門家をট଴しɺ「文化؍光
༥合の新࣌୅・イノベーション発展の಺モ
ンゴル」をテーϚとする2018年಺モンゴル
ɻ಺モン࠵業発展フォーラムを։࢈光؍
ゴル؍光࢈業発展の࣮ݱҊを協議しͨɻ

2�1�年北東アジアӽࢠిڥビジネス
໊඼തཡ会ดນ

ʢ٢ྛ日報�݄�日ʣ
9 2݄日ޙޕɺ3日ؒの2018年北東アジア

（ӽڥ）ి ビジωス໊品ത覧会͕ดນࢠ
しͨɻ合100ܭ社 ·͋Γの企業ɺバイヤーɺ
αービス企業͕ઓུ協力協ఆに調ҹしɺ
ͦの৔ͰのऔҾֹ͸650ສݩɺܖ໿ҙ޲
ॻֹ͸3ԯݩに্ͬͨ ɻ
ಋの΋とɺࢦ回のത覧会͸商຿ிのࠓ

中国貿易ଅ進会長य़市ҕ員会と吉ྛ日
報社͕主࠵しɺ長य़ᏵҰ文化ϝデΟア༗
公司ɺ長य़国際コンベンションセンターݶ
ू団ɺ吉ྛ省吉ྛ日報文化ϝデΟア༗ݶ
公司͕࠵ڞしͨɻത覧会͸「ލ・ڥލք・
回ؼ」をテーϚとしɺ国ڥをӽ͑ͨ商品の
Φンライン・Φフライン展示を݁びつけɺ「֎
資༠க・ւ֎進ग़」を推進しɺ吉ྛ省の
ӽڥ商品貿易の流通をଅしɺ「ҰଳҰ
࿏」イニシアテΟブの࣮ࢪと北東アジア地
域の経済貿易の発展をଆ໘ࢧԉしͨɻ
回のത覧会に͸国಺֎から400社͋ࠓ

·Γの企業͕参加しɺͦ の͏ͪ 輸ग़ೖ関
連企業͕200社ۙ͘ ɺ国֎企業͸韓国・日

　 ら͞に日本ଆに͸ɺϩシアۃ東ビジωス
PRΩャンϖーンを日本Ͱ࣮ࢪする͜ と΋ఏ
Ҋ͞Εͨɻ「ϩシアۃ東の投資ڥ؀͸௚
ۙの5年ؒͰม化しͨɻ30݅Ҏ্の連๜
法と150݅༨Γのϩシア連๜੓෎の法ྩ
୒࠾͕ Εͨ͞ɻしかしɺଟ͘ の投資家͕͜
の新しいチャンスについて஌らͳいのͩɻ
大ਉ͸͜ߞੈ のఏҊに賛ಉして͘ Εͨ」と
トルトωフ෭ट૬͸ͨͬޠ ɻ
　トルトωフ෭ट૬͸ࡏݱɺ日本を࣮຿
๚໰中ɻ๚໰ॳ日に͸ɺ国際協力ۜߦ
（JBIC）のલాڡ史෭૯ࡋɺ東京੡ߝ
᷂のࠤ藤࿨ن専຿औక໾と໘談ɻ͞ らに
東京Ͱ͸ۃ東連๜大学の東ւ大学ΦフΟ
スの։所͕ࣜߦڍ Εͨ͞ɻ

ウϥジΦのࢢڕ৔に日本ਓग़ऀࢿ
τルτネϑ෭ट૬͕会ஊ

ʢϘスτΫ・ϝディア1�݄��日ʣ
　΢ラジΦストクのچ市֗地にڕ市৔をつ
る͘プϩジΣクトの投資૯ֹ͕7ԯ7000ສ
ルーブルにͳる͜ とをϘストク・ϝデΟア͕報
͡ているɻ
東։発省広報室Ͱ͸ɺϩシアのϢーۃ　
Ϧー・トルトωフ෭ट૬݉ۃ東連๜؅۠大
統ྖશݖ୅දと᷂ت୅村の໦村ਗ਼୅ද
औక໾社長͕ɺ東京ͰプϩジΣクトのৄ
について࿩し合ͬͨࡉ と発දしているɻ韓
国の)anaro�)olEings（ڝΓの運Ӧ会社）
と日本の᷂ت୅村͕ڞಉग़資 とऀͳるɻ
୅村͸日本の大खण司チΣーンを運ت　
Ӧɻ΢ラジΦストクɺモスクワɺαンクトϖテ
ルブルクͰの࿨৯Ϩストランの։業΋視໺
にೖ てͬいるɻ
　Ϙストク・ϝデΟア͕先に報͡ よͨ͏ にɺ΢
ラジΦストクͰのڕ市৔։ઃߏ૝͸かͳΓ
ݹ͘ から͋ͬͨɻԊւ地ํと市の౰ہ͸
਺年にΘͨ てͬ͜ の࿩をしているɻྫ͑͹
2݄ͩけͰɺ΢ラジΦストクに3つのڕ市৔
͕໿ଋ Εͨ͞ɻͦ Εらのݐઃに͸ɺࠓ回
のよ͏ にɺ֎国人投資家͕関心を示して
いͨɻ

˙த国౦๺�

ୈ1ճ಺モンゴル࢈ޫ؍業ത։࠵
ʢ಺モンゴル日報�݄�日ʣ
9 2݄日ɺ第1回಺モンゴル؍光࢈業ത
覧会͕แ頭市Ͱ։࠵ Εͨ͞ɻ಺モンゴル
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加しているɻ
北東アジア中ҩༀത覧会の会ظ中にɺ

中ҩༀ国際交流協力会΋ಉ࣌に։͞࠵
Εͨɻ·ͨ ɺଟ͘ の中ҩༀ企業・団ମ͸ݱ
৔ͰҰ連の協力プϩグラムに合ҙしͨɻ

ۭߤߐཾ
ϋルビン―ॏܚ௚ߦศबߤ

ʢߐཾࠇ日報�݄1�日ʣ
先ࠒɺ龍江͕ۭߤϋルビンとॏܚを݁

Ϳ௚ߦศをबߤしͨɻ北京ɺਂ 㡕ɺ成都
ͳͲの都市を݁Ϳ国಺ઢ΋ۙ日中にबߤ
する見ࠐΈͰɺ؍光٬によΓଟ͘ のબ୒ࢶ
をఏڙͰきるよ͏ にͳͬ ͨɻ
関ऀ܎によるとɺϋルビンとॏܚを݁Ϳ

௚ߦศ͸ि7ศ運ߤ Ε͞ɺԟ࿏のศ໊͸
LT4309ɺຖि ・݄Ր・ਫ・໦・金・日༵日の
7࣌55෼にϋルビンを཭཮しɺ11࣌50෼
にॏܚにண཮するɻ౔༵͸7࣌40෼にϋ
ルビンを཭཮しɺ11࣌35෼にॏܚに౸ண
するɻ෮࿏のศ໊͸LT4310ɺຖ日13࣌
40෼にॏܚからग़発しɺ18࣌00෼にϋル
ビンに౸ணするɻ
龍江ۭߤ͸運ߤ։࢝ҎདྷɺすͰに合

ංɺचւɺབཅɺ北ւͳͲの都市を݁Ϳ
࿏ઢを։通ͤ͞ɺൺֱత高い౥৐ۭߤ
཰をҡ࣋しているɻࠓ回ɺϋルビン―ॏ
࿏ωットワーߤのۭߤ͸龍江ߤઢのबܚ
クを֦大しɺϋルビンとॏܚのϋブ都市ߤ
࿏ωットワークのݐઃに助力しͨɻ

2�1�ྒྷೡ―日本๵қ঎ஊ会
ᖟཅͰ։࠵

ʢྒྷೡ日報�݄2�日ʣ
9 1݄9日ɺྒྷ ೡ省商຿ிɺྒྷ ೡ省商業

連合会ɺ中国ۜྒྷߦೡ省ࢧళͳͲ͕ڞ
ಉͰ主࠵する「2018ྒྷೡ―日本貿易商
談会」͕ ᖟཅͰ։࠵ Εͨ͞ɻ省಺650社
༨Γの企業の୅ද͸日本からきͨ 17のۜ
および110社の企業の୅ߏビジωス機・ߦ
දとҰରҰͰ໘談しɺϚッチングをߦいɺ
に商機を୳Γɺ協力を図ͬͨڞ ɻ
日本͸ྒྷೡ省のॏཁͳ貿易パートナー
ͩɻࠓ年1݄から7 ·݄Ͱɺྒྷ ೡ省のର日
輸ग़ೖ૯ֹ͸609.05ԯݩͰɺલ年ಉظ
ൺ10.23̀ の৳びとͳͬ ͨɻྒྷ ೡ省͸ॳ։
の中国国際輸ೖത覧会の४備事業に࠵
協力しɺ૒ํの貿易交流をਂΊɺ貿易協
力プϩジΣクトを推進しɺྑ ࣭ͳফඅ財の

貿易協力についてҙ見交׵するɻ͜ の事
業の։࠵͸「中ϩ੨年ى業インΩϡベー
ション交流プϩグラム」͕ Ӧޱ市Ͱண࣮に
ࢪ࣮ Εͨ͜͞ とをҙຯしているɻ
「中ϩ੨年ى業インΩϡベーション交流
プϩグラム」͸中՚શ国੨年連合会とϩシ
ア੨年連ໍ͕2016年にڞಉͰఏএし イͨ
ノベーションܕ੨年経済・貿易交流プϩグ
ラムͩɻಉプϩグラム͸ى業教ҭと経済・
貿易協力をझࢫとしɺى業しよ͏ とする੨
年の૬ޓ೿ݣのܗͰ中ϩ྆国の੨年ϝー
Χーと大学ੜのى業஌ࣝɺイノベーション
能力΍協力経ݧͳͲを高Ίɺ中ϩ経済・
貿易協力の人材をҭ成しɺ྆ 国の人త
交流の಺༰を͞ らにॆ࣮͞ ͤる͜ とを໨తと
しているɻ
౰プϩグラム͸すͰに南京΍ॏܚͳͲ

の都市Ͱ࣮ࢪ Ε͞ているɻӦޱをࠓ回の
交流都市にࢦఆしͨ͜ と͸ɺӦޱ市の「Ұ
ଳҰ࿏」の発展成Ռを示しɺӦޱ市とϩ
シアの都市との経済・貿易協力の交流を
力にଅ進する͜ڧ と͕ Ͱきるɻ

北東アジア中ҩༀതཡ会։ນ
ʢ٢ྛ日報�݄1�日ʣ
9 1݄4日ɺ2018中国（吉ྛ）北東アジア

中ҩ（ํ׽）ༀおよび݈康ཆੜ࢈業ത覧
会（北東アジア中ҩༀത覧会）͕ 長य़Ͱ
։ນしͨɻ中国―北東アジアത覧会の࢞
ຓ展示会としてɺ北東アジア中ҩༀത覧
会͸吉ྛ省貿易ଅ進会͕主࠵しɺ吉ྛ
省科ٕிɺ吉ྛ省中ҩༀ؅理ہɺ長य़
市੓෎と連ܞして։࠵しͨ展示会Ͱɺ「中
ҩༀ文化を఻ঝしɺ中ҩༀ事業を発展͞
ͤる」͜ とをझࢫとしɺ北東アジア中ҩༀ
および݈康ྍཆ࢈業の専門తͳ交流プ
ラットフォームのߏஙに力を஫いͰいるɻ
回のത覧会͸࿡つのಛ৭展示エϦࠓ

アをઃけɺ中ҩༀ࢈業における川্から
川Լ·Ͱの੡品と関連事業をશ໘తにΧ
バーしているɻ展示エϦア͸およͦ 3ສฏ
ํϝートルɺ460ܭ社༨Γの企業͕ग़展す
るɻ
会৔Ͱ͸ɺ延ลᏉ東ɺ通化東ๅɺम

ਖ਼ༀ業ͳͲの地ݩ企業の΄かɺ北京ɺ্
ւɺ江ોͳͲの国಺20省（࣏ࣗ ・۠௚׋
市）の༗໊企業΋展示しているɻ·ͨ ɺ日
本ɺ韓国ɺ北朝鮮ɺタイɺϚϨーシアͳͲ
をؚΉ10Χ国・地域からの企業・団ମ΋参

Ҍࢁ、「ҰଳҰ࿏」ݐ設に༏۰੓ࡦ
ϑΥーνϡン5ا��業に最5ߴ��ສݩ

ʢྒྷೡ日報�݄12日ʣ
Ҍࢁ市商຿ہによると先ࠒɺҌࢁ市͕

「શ໘తͳ։์の新ߏஙを加速しɺશ
໘తͳৼڵをݗҾする͜ とに関する࣮ࢪ
ҙ見 （ɦҎԼ「ҙ見」）を発දしͨɻ「ҙ
見」によΕ͹ɺҌࢁ市͸「ҰଳҰ࿏」ݐ
ઃに参加する͜ とを໨ඪにɺ༏۰੓ࡦ・ા
ஔの׬備ɺ։์システムの࠷ద化・グϨー
ドアップɺ։์ۙܕ୅త࢈業システムの
36߲໨にܭઃͳͲをؚΉ9つの෼໺ɺݐ
力をೖΕɺશ໘తͳ։์を通͡ てશ໘త
ͳৼڵを成し਱͛るɻ
Ҍࢁ市͸「૒ট૒Ҿ」（企業と人材

を༠கする）༏۰੓ࡦを׬備しɺ国際協
力のプラットフォームをे෼にར༻しɺプϩ
ジΣクトの༠கと高い発展を࣮ݱするͨ Ί
にڧ力ͳࢧԉをఏڙするɻ֎資プϩジΣク
トをର৅とする財੓ࢧԉを֦大しɺ֎資
企業の資金ਃ੥をੵۃతにαϙートする
とಉ࣌にɺ市の財੓ࢧԉ੓ࡦをண࣮に
するɻ2018年から2020年にかけてɺߦ࣮
フォーチϡン500社の企業͕ҌࢁͰઃཱ
するઃཱ年の֎資࣮際投資ֹ͕500ສド
ルを௒ る͑੡଄業とۙ୅తαービス業の
プϩジΣクト（ෆ動࢈ɺ金༥プϩジΣクト͸
আ͘ ）ɺઃཱ年の֎資࣮際投資ֹ͕3000
ສドルを௒ る͑新しいプϩジΣクトɺͳらび
にઃཱ年の֎資࣮際投資ֹ͕2000ສド
ルを௒͑る૿資プϩジΣクトにରしɺ市͸
ઃཱ年の֎資࣮際投資ֹの2̀ よΓ௿͘ ͳ
いׂ合Ͱ࠷大500ສݩ·Ͱの財੓ࢧԉを
ߦ͏ ɻ
ͦの΄かɺଟ国੶企業͕本社をҌࢁ

にઃஔしɺ関܎৹査に合֨しɺ·ͨ ɺઃ
ஔ年の֎資࣮際投資ֹ͕1000ສドルを
௒ る͑΋のに͸ɺ市͸ઃஔ年の֎資࣮際
投資ֹの2 よ̀Γ௿͘ ͳいׂ合Ͱ300ສݩ
·Ͱの財੓ࢧԉをするɻ

ϩシアのϝーカー、ӦࢢޱͰަྲྀ
ʢྒྷೡ日報�݄1�日ʣ
9 9݄日ɺӦޱ市͕ϩシアの੨年ϝー

Χーɺ੨年企業家Ͱߏ成 Εͨ͞交流団を
ܴ͑ͨɻϩシアの੨年͸Ӧޱ๚໰の1ि
ؒͰɺى業交流・企業見学・文化ମݧイ
ベントに参加しɺଠཅ光発ిɺੜ෺科学
ٕज़ɺ੨Ռ化޻ͳͲの෼໺における経済・
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しͨɻͦの͏ͪ 10 7݄日のཱྀ٬਺͸2.8ສ
人Ͱɺ։通Ҏདྷの1日のཱྀ٬਺の࠷高を
࿥しͨɻه

ޫ؍ࢁՋの௕നٳઅܚࠃ
記࿥をߋ৽

ʢ٢ྛ日報1�݄�日ʣ
国ܚઅٳՋظ （ؒ10 1݄ʙ7日）ɺ長ന

光٬਺͸18.36ສ؍উ۠を๚Εͨܠࢁ
人ɺલ年ಉظൺ4.91̀ ૿ͩͬ ͨɻͦ の಺ɺ
第ೋ؍ظ光ׂҾ੍౓Ͱ๚Εͨ؍光٬਺
͸1.96ສ人Ͱɺશମの10.46 を̀઎Ίͨɻ
৔所ผͰ͸ɺ北ܠউ۠の؍光٬਺͸12
ສ人Ͱલ年ಉظൺ2.56ˋ૿ɺ੢ܠউ۠
の؍光٬਺͸6ສ人Ͱલ年ಉظൺ3.45̀
と૿ͳͬ ͨɻ
光Ͱ͸࣍のよ͏؍中のؒظ ͳಛ௃͕Έ

らΕͨɻ第Ұにɺܠউ۠の؍覧݊のωッ
ト༧໿を࣮ࢪしɺ࣌ ؒผೖ৔੍によΓܠ
উ۠の؍光٬のࠞࡶを؇࿨しɺܠউ۠
の؍光डೖ਺を࠷大3.8ສ人に੍ݶしͨ
（北ܠউ۠͸2.5ສ人ɺ੢ܠউ۠͸1.3
ສ人ɺ南ܠউ۠͸3000人）ɻϐーク͸10
4݄日Ͱ؍光٬਺͸3ສ7361人ͩͬͨɻ
第ೋにɺ10 1݄日から؍覧݊のՁ֨を125
ݩ৐ं݊を34͑׵にɺ৐Γݩから105ݩ
から24ݩに஋Լ し͛ɺ1ຕのチέットͰ3日
ؒɺ2Χ所の؍光༏଴੍౓を࣮ࢪしͨɻ
覧݊のऩ؍覧݊Ձ֨の஋Լ͛によΓɺ؍
ೖ͸328.8ສݮݩগしɺ৐Γ͑׵৐ं݊
஋Լ͛によΓɺ北ܠউ۠の؍光ऩೖ͸໿
62.86ສݩのݮগとͳͬ ͨɻ第三にɺؒظ
中ɺܠউ۠಺のランクの高いϗテルの॓
ധ཰͸80ˋҎ্Ͱɺ吉ྛ省΍पลの省
市からの؍光٬͕主に॓ധしɺݸ人ཱྀߦ
のׂ合্͕ঢしͨɻ第࢛にɺܠউ۠શ
域の؍光ޮՌ͕͞ らにݱΕɺ「長ന্ࢁɺ
࿢ɺܠউ۠಺ɺܠউ۠֎」શ域の؍光
ͨ·成しͨɻܗ業チΣーンを࢈ ɺ長നࢁの
ಛ৭ る͋村ɺͨ と͑ ͹஑北۠ೋಓനՏ௟
の「খ௟খܠ（খ ͳ͞村のܠ৭）」といͬ
ͨಛ৭͕人ؾをूΊɺ「ຫߦɺຫٍɺຫ
ੜ׆（Ώͬͨ ΓࢄาしɺαイクϦングしɺ଺
する）」といͬͨࡏ Ϧκートؾ෼をຬ٤して
いͨɻ
中ԝి視台の「ࢁ্ࢁԼ྆ॏ天（্ࢁ

と࿢のೋつのੈք）」をテーϚとするݱ地
報ಓͰ͸ɺ長നࢁのळ・ౙのඒしいܠ৭
΍ɺ国ܚઅؒظの長നܠࢁউ۠の؍光

の日本企業͸ͦΕͧΕの先୺త省エω・
ज़ઃ備を঺հしɺٕͦޢอڥ؀ のޙɺ中
日૒ํの企業͸グループ͝とに۷ΓԼ͛
ͨ交流と商談をߦいɺ協力ҙ޲を示しͨ
企業͸連བྷ先を交׵しͨɻ

中ϩେ学、ෳ߹ܕਓࡐのҭ成にྗڠ
ʢߐཾࠇ日報1�݄�日ʣ
先ࠒɺ中ϩ大学教ҭ協力・ಛ৭の͋る

発展フォーラム͕黒Տ市Ͱ։࠵ Ε͞ɺ中ϩ
྆国の15大学の主ཁ୲౰ とऀ専門家・学
ऀ͕黒Տ市にू·Γɺ新しい࣌୅における
中ϩ大学ؒの教ҭ・文化໘Ͱの新しい協
力モデルを議࿦しͨɻ
回のフォーラムに参加しͨϩシアଆのࠓ

東国ཱ೶業大学ɺアムール国ཱ大学ɺۃ
ϋバϩフスク国ཱ文化学院ɺ中国ଆのア
モイ大学ɺ্ ւࢣ範大学ɺ東北೶業大
学ɺ黒Տ学院ͳͲをؚΉ15大学͸協力し
てɺ国際協力のҙࣝを࣋ͪɺ国際ྫ׳を
ख़஌しɺ国際ڝ૪力を༗するෳ合ܕ人材
をڞಉͰҭ成するɻ͜ Εを౿Έ台としてɺ
大学運Ӧ協力ɺ科学研究ɺ社会ไ࢓ͳ
Ͳの໘Ͱମ੍を࡮新しɺ中ϩ教ҭ交流の
新しいັ力を࡞Γ্ ͛ɺ中ϩ大学協力の
新しいプラットフォームをߏஙしɺ中ϩ人材
ҭ成の新しいߏ଄をܗ成しɺ中ϩ大学ؒ
の教ҭ・文化෼໺における協力の͞ らͳる
発展をଅ進するɻ

Ջٳઅܚࠃ
ϋルビンమಓのཱྀ٬਺���ສਓ

ʢߐཾࠇ日報1�݄�日ʣ
10 7݄日ɺ10日ؒの国ܚઅٳՋのమಓ

輸送業຿͕ऴ しྃͨɻమಓ部ہからの৘
報によΕ͹ɺ中国మಓϋルビンूہ団༗
中ɺྟؒظ公司͸ݶ ཱྀ࣌٬ྻंを222本
૿ศしɺ٬ंं྆͸2630྆૿΍しɺཱྀ
٬਺͸399ສ人とͳΓɺલ年ಉظൺ16ສ
人૿ɺ4.2ˋの৳び཰とͳΓɺաڈのಉ࣌
新しͨɻߋ࿥をه高࠷のཱྀ٬਺Ͱ史্ظ
10 1݄日͸ཱྀ٬਺のϐークͰ51.3ສ人

ͩͬͨ ɻͦ の͏ ͪɺϋルビン東Ӻと੢Ӻの
輸送ཱྀ٬਺͸ͦΕͧΕ7.5ສ人ɺ8.2ສ人
Ͱɺと΋に新ه࿥を達成しͨɻ
運ߦを։ し࢝ͨ͹かΓのᄒՂ（ϋルビン

―ジャムス）మಓ͸ɺཱྀ ٬のҠ動࣌ؒを
大෯に୹ しॖͨͨΊɺ޷ධをതしͨɻظ
ؒ中ɺᄒՂమಓ͸22.2ສ人のཱྀ٬を輸送

輸ೖを֦大ͤ͞ɺྒྷ ೡのৼڵと発展をଅ
進する͜ とを੹຿としているɻ
௠྘ฏ・ྒྷ ೡ省෭省長͕商談会にग़੮

しɺѫࡰのݴ༿をड़΂ͨɻ日本றᖟཅ૯
ྖ事ؗ石௩ӳथ૯ྖ事΋商談会にग़੮
しͨɻ

中モؒͰॳ
೶࢈඼の௨ؔ༏ઌルーτ։௨

ʢ಺モンゴル日報�݄2�日ʣ
9 2݄0日ɺエϨンϗト؛ޱͰɺ中国とモ

ンゴルؒͰॳの೶࢈品の通関༏先ルート
͕։通しɺ྆ 国の੫関Ͱ೶࢈品輸ग़ೖ
の༏先తͳॲ理・通関͕࣮ࢪ Ε͞るよ͏ に
ͳͬ ͨɻ͜ Ε΋「ҰଳҰ࿏」のݐઃを推進
しɺ֎国貿易の成長と通関のརศ化をଅ
進するͨ ΊのҰ連のॏཁͳાஔͩɻ
༏先ルートの։通͸ɺ輸ग़企業͕෺流

と࣌ؒのコストをઅ໿する͜ と͕Ͱきる͜ と
をҙຯしているɻエϨンϗトの੫関վֵ͸
૔ݿͰ଺ཹする͜ とͳ͘ ɺ40ඵͰ輸ग़ख
ଓをऴྃするࢼΈを推進しɺ೶࢈品の輸
ग़をศརにしͨɻエϨンϗト੫関のཱུੈݩ
෭所長によΕ͹ɺ੫関͸؂ಜ؅理ݱ৔に
専門の॓௚৔をઃཱしɺ੨Ռのݕ査ݕ
Ӹを༏先తにߦいɺखଓきをऴྃ͞ ͤるよ
に͏し とͨಉ࣌にɺモンゴルのβミン΢ド੫
関とڞಉͰ؂ಜ؅理のͨΊのੵ Ϧ̔ストを
૬ޓೝূする͜ とを通͡てɺ؂ಜ؅理と
通関のޮ཰を大෯に্ͤ͞޲ とͨい͏ ɻ

中日লエネ・ؔڥ؀࿈ا業技術設උ
ަྲྀ঎ஊ会、ᖟཅͰ։࠵

ʢྒྷೡ日報�݄2�日ʣ
先ࠒɺ2018中日省エω・ڥ؀関連企業
ٕज़ઃ備交流商談会͕ᖟཅͰ։࠵ Ε͞
ͨɻ19社の日本企業と100社༨Γのྒྷೡ
省಺の企業͕商談会に参加しɺ協力の
商機を୳Γɺྒྷ ೡ省の省エω・ڥ؀อޢ
に推進しͨɻڞ業の発展を࢈
国際省エω・ڥ؀อޢのٕज़交流と協
力のϋイエンドプラットフォームをߏஙする
ͨΊにɺ日本の省エω・ڥ؀อٕޢज़と中
国企業のधཁをϚッチングする交流会͕
2016年からຖ年ɺ中国ͰߦΘΕているɻ
主࠵͸国家発展վֵҕ員会と「ҰଳҰ
࿏」ݐઃଅ進センターおよび日本の経済
年͸ᖟཅ市ࠓ業省と日中経済協会Ͱɺ࢈
͕։࠵をҾきडけͨɻ商談会౰日ɺ19社
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公司ɺϋルビンమಓグループɺᖟཅమಓ
およびຬऱཬ੫関ͳߓグループɺ大連ہ
Ͳの部ॺ͕協力をڧ化しɺ通ྒྷ市の「中
Ԥ」ೖ国൝ྻの։通をと΋にଅ進しɺ「通
ຬԤ」国際コンテナ൝ྻ։通からଓいて
いͨؼ࿏に輸送する՟෺͕ͳいঢ়گをղ
しܾͨɻ݄ ຤લにɺ通 「ྒྷ中Ԥ」൝ྻ͸
輸ग़・輸ೖ྆ྻंの運ߦを࣮ݱしɺ11݄
に͸1िؒに1回の通ৗ運ߦを։࢝するɻ
ϗルチン۠͸ϩシアの൘材ɺアルミの輸
ೖをܖ機としてɺ՚北地域との෺流αー
ビスシステムを͞ らに整備しɺ大連・Ӧߓޱ
と઀ଓするとಉ࣌にɺ՚東・՚南のߓ·Ͱ
෺流を֦大ͤ͞てい͘ と͜にしているɻಉ
࣌にɺ企業΍資本の༠கをશ໘తにڧ化
しɺアルミ材加޻ɺ໦材加࢈޻業につい
てॏ఺తͳ地域΍企業にରする企業༠
கをߦいɺϋイエンドͰ高෇加Ձ஋加޻
の企業をϗルチン޻業Ԃ۠にूΊɺ貿易・
加޻・中ܧ・ू Ұମとͳ͕ͬࢄ ͨ૯合తͳ
ϋブをܗ成しɺ東北地域にϋイϨベルͳ
໦材・アルミڅڙチΣーンの෺流ج地΍ϋ
イエンドͳ࢈業のੜ࢈੡଄ج地をݐઃす
るɻ

エネルギーڅڙ৽ϓϥッτϑΥーム
「Πンλーネッτϓϥス」૑設
ʢ٢ྛ日報1�݄2�日ʣ
先ࠒɺ長೤グループのエωルΪーڅڙ

に関するऀه会見Ͱɺ2018年にスϚート
エωルΪーڅڙを࣮ࢪしɺਖ਼֬ͳデータɺ
合理తͳ調અにͮجいてɺݱ୅తͳ先
進ٕज़をஆ๪ੜ࢈に૊ΈೖΕɺϙンプス
テーションのແ人؂視を࣮ݱすると発දし
ͨɻ企業コストを༗ޮにݮ࡟しɺ業຿の
ޮ཰を大෯に্ͤ͞޲るɻ
ɺ長೤グループ͸スϚートエωルࡏݱ

Ϊーωットワークの第1ظ・第2޻ظ事をす
Ͱにऴ͑ɺ投資ֹ8000ສݩ༨ΓͰ長य़
市۠のスϚートエωルΪーステーション500
Χ所のվ଄͕ߦΘΕͨɻ͞ らにɺ省಺΁
の省֎ϙンプステーションのࣗ動化վ଄プ
ϩジΣクトのݐઃに4700ສݩを投͡ るɻ
長೤グループ͸շదͰ安ఆしͨஆか͞

を࡞Γग़すͨΊにɺエωルΪーωットワーク
システムをઃஔしてɺޚ部にࣗ動化੍ࢧ
શωットワークの司ྩセンター͕す΂ての
ωットワーク؂視Ͱきるよ͏ にしͨɻ͞ らにシ
ステムの੍ޚ能力を高Ίɺ調અ؅理Ϩベ

協調ห公室にվ૊࡞޻߲ Εͨ͞ɻ࣍にɺ
੓ࡦ法نとج४ମܥを֬ しཱɺビッグデー
タのن範΍発展をอূする関連法͕ن
17ཱ݅Ҋ͞Εͨɻ しͦてɺ人材の༠க・
ҭ成とװ部の܇࿅を進Ίɺ13大学とアϦ
ババɺフΝー΢ΣイɺインテルͳͲの企業と
のؒͰビッグデータ教ҭ࣮श܇࿅ج地͕
つ͘ らΕͨɻ
アϦババɺバイドΡɺテンセントɺフΝー΢Σ

イɺ中ڵ通ਜ（ZTE）ɺࢵ光ɺ࿘ைグルー
プͳͲ஌໊౓の͋る企業͕࣍ʑに಺モン
ゴル࣏ࣗ۠にறࡏしɺ͞ らにフΝー΢Σイɺ
京東ɺ中国Ӊ஦科学ٕज़グループेೋ
研究院ɺ࿘ைグループɺࢵ光Ӣ਺（クラ΢
ド）グループɺ中ి科学ೈ （݅ιフト）৴
ଉ公司ɺ国家発展վֵҕ員会国際協力
センターͳͲとઓུ協力協ఆを調ҹしͨɻ

中ϩ྆ࠃの学ऀによるԻָจ化ަྲྀ
ϋルビンͰ

ʢߐཾࠇ日報1�݄21日ʣ
10 2݄0日ɺϋルビンԻָ学院Ͱ「2018

ϋルビン第3回中ϩԻָ交流国際学ज़シ
ンϙジ΢ム」͕ ੝大に։࠵ Εͨ͞ɻ
シンϙジ΢ムに͸ɺϩシアのαンクトϖテ
ルブルクԻָ学院ɺモスクワ・チャイコフス
ΩーԻָ学院ɺグルーシンԻָ学院ɺΧ
βンԻָ学院の専門家ɺ中国国಺11の
Իָ専門学ߍおよび૯合大学の中ϩԻ
ָ交流を専門とする研究ऀɺϩシアཹ学
経ݧの͋る中国国಺のԻָ家ͳͲ合ܭ
100人 ·͋Γ͕ 参加しͨɻ
会ظ͸2日ؒͰɺ60人͋·Γの専門家

͕中ϩԻָ交流のྺ史΍ࡏݱの進展ɺ
中ϩؒをϘーダϨスに׆動するຽ଒Իָ
のフΟールドワーク΍理࿦ɺԻָの૑࡞・
ԋग़・ඒ学についての෼ੳ΍૬ޓの研究ɺ
「ҰଳҰ࿏」の຺の΋とͰの中ϩԻָ文
化࢈業の協力成Ռ΍কདྷ性ͳͲɺ4つの
テーϚについて౼࿦と交流͕ߦΘΕͨɻ

௨ྒྷࢢの中Ԥ൝列、ਖ਼ࣜに։௨
ʢ಺モンゴル日報1�݄22日ʣ
先ࠒɺϩシアの൘材をੵΜ 「ͩҰଳҰ

࿏」の「中Ԥ൝ྻ」͕ ಺モンゴル࣏ࣗ۠
通ྒྷ市ϗルチン۠にೖΓɺ「中Ԥ」ೖ国൝
ྻ͕ਖ਼ࣜに։通しͨɻ
年のॳΊからɺϗルチン۠Ͱ͸中మࠓ

コンテナ公司ɺ中మ国際ෳ合Ұ؏輸送

खҾきͳͲ͕報ಓ Εͨ͞ɻ

ཹ学生、େ࿈Ͱྟচޢ؃を͏ڝ
ʢྒྷೡ日報1�݄1�日ʣ
10 1݄3日ɺ第2回ཹ学ੜྟচߟ察・ٕ
能大会͕大連ҩ科大学Ͱ։͞࠵Εɺશ
国30120໊ߍのྟচҩ学専門の学部ཹ
学ੜ͕ྟচٕ能の࣮ફڝ૪を൸࿐しͨɻ
回の大会に参加しͨબख͸28Χ国ࠓ

からのཹ学ੜͰɺ༧બとܾউに෼かΕͨ
日ఔͰڝい合いɺ಺科・֎科࢈・ ්人科・
খࣇ科・ײછ঱・ٸٹҩྍͳͲの科໨をΧ
バーしɺͦ の಺༰に͸心ഏોੜɺෲڸߢ
खज़ɺখࣇҩྍͳͲ͕ Γ͋ɺܾ উઓ͸交
通事ނの໛ٖߦ͕ٸٹΘΕͨɻ
ɺ中国΁のҩ学ཹ学ੜの人਺͸ࡏݱ
ཹ学ੜ૯਺の4෼の1ۙ͘ を઎Ίているɻ
回の大会͸ཹ学ੜのྟচٕ能Ϩベルࠓ
を্ͤ͞޲ɺ「ҰଳҰ࿏」の΋とͰの国際
ҩ学教ҭの発展と交流をଅ進する͜ とに
ͳるͩ Ζ͏ ɻ

ビッάデーλの༗໊ا業
಺モンゴルに࣍ʑに進ग़

ʢ಺モンゴル日報1�݄1�日ʣ
9 2݄9日ɺ಺モンゴル・ビッグデータ発展
؅理ہɺ಺モンゴル金༥ห公室ɺᔳ商
・भͰ「2018಺モンゴルߌ͸ɺᔳ江省ߦۜ
ビッグデータ࢈業発展ߌभଅ進会」を։
しͨɻアϦババɺ)IK7ISI0N（ϋイクビ࠵
ジョン）ɺᔳ江大՚ٕज़ͳͲ230社 ·͋Γの
長江デルタ地域のビッグデータ企業͕ू·
Γɺ૯ֹ60.5ԯݩにの΅る29݅の協力協
ఆを݁Μͩɻ
6 9݄日に͸ɺ಺モンゴル・ビッグデータ発
展؅理ہɺフΝー΢Σイٕज़༗ݶ公司ɺ
ਂ㡕市 IoTスϚートٕज़Ԡ༻協会͕ਂ
㡕Ͱ「2018಺モンゴル・ビッグデータ࢈業
ਂ㡕֎商༠கଅ進会」を։࠵しておΓɺ
ͦ͜Ͱ͸૯ֹ54ԯݩにの΅る10݅の協
力協ఆ͕݁͹Εͨɻ
͜͜ ਺年ɺ಺モンゴル࣏ࣗ۠Ͱ͸ビッグ
データ発展のͨΊのڥ؀を整 る͑੓ࡦを
౓とͳ͘ز ɺ࢈しࢪ࣮ 業͕ू中し発展する
ͨΊの高地をߏஙし͸͡ Ίているɻ·ͣɺ
੍౓整備としてɺ2017年に࣏ࣗ۠主੮͕
グループϦーダーとͳるࣗ ࣏۠ビッグデータ
発展ࢦಋグループをઃ しཱɺࠓ年͸࣏ࣗ
۠૯合経済ࢦಋグループビッグデータ専
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πォグトバータル֎૬͸10日ɺϋバϩフス
ク地ํワニノߓのװ部΍ಉߓͰ׆動する
企業のװ部と໘談するɻ

モンゴルと北朝鮮
όスέッτϘールのৼڵͰྗڠ

ʢMONTSAME �݄1�日ʣ
エルデω国会議員を団長とする୅ද団

͕9 8݄ʙ11日ɺ北朝鮮࿑ಇౘのটきͰฏ
৕を๚໰しͨɻ୅ද団͸金Ӭ南・࠷高人
ຽ会議ৗ任ҕ員会ҕ員長΍ɺ朴ହ成・北
朝鮮࿑ಇౘ෭ҕ員長と໘会ɻͦ Ͱ͜のҙ
見交׵のॏཁͳ࿩୊͸ɺ༑޷関ٴ܎び
協力の֦大についてͩͬ ͨɻ
๚朝中にɺバスέットϘールのৼڵ΍経

Ͱの協力に関する֮ॻ͕ॺ໊͞׵の交ݧ
Εͨɻ北朝鮮ଆを୅දしてɺバスέットϘー
ル連ໍの会長を຿Ίる李༰ߒ֎૬͕֮
ॻにॺ し໊ͨɻ
୅ද団͸北朝鮮ݐ国70प年のॕլߦ

事にग़੮しɺࡏ北朝鮮モンゴル国૯ྖ事
ؗ΍ͦのଞの国のߦ੓機関ɺ྆ 国のྺ史
に܎るه೦の地を๚Εͨɻ

߭業ল͕࣍׭ K�Petro のؔऀ܎と
໘ஊ

ʢMONTSAME �݄1�日ʣ
モンゴルのナンデΟンドジャルガル߭業・
ॏ޻業省࣍18͕׭日ɺ韓国石༉؅理院
（K�Petro）のৗ຿औక໾を団長とする
୅ද団と໘談しͨɻ
ナンデΟンドジャルガル࣍׭͸͜の໘談
Ͱɺ߭ ෺資ݯ・石༉ிとK�Petroの協力
֮ॻの࿮಺Ͱのೋ国ؒ協力のॱ調ͳ進
展にຬ଍のҙをද明しͨɻ࣍׭͸ɺモン
ゴルにおける石༉੡品品࣭؅理૯合シス
テムのߏஙͰの協力をఏҊしɺ石༉੡品
の品࣭؅理ݧࢼ室΁のٕज़ࢧԉをཁ੥
しͨɻK�Petro ଆ͸ɺ2016年からଓ 協͘
力の範ғͰ࣮ࢪ Ε͞る༧ఆの׆動につい
てɺ࣍ にઆ明しͨɻ׭
K�Petro のスタッフ͸モンゴル߭業・ॏ

業省ɺ߭޻ ෺資ݯ・石༉ிと協力しɺ「韓
国の経ݧɿ೩ྉの品࣭؅理システムとテク
ノϩジー」とい͏ テーϚの研मをͬߦてお
Γɺ国家機関΍ຽؒ企業・団ମの関ऀ܎
120໊༨Γ͕ 参加しているɻ

てのターミナル͸ɺフΣϦー଴合室のݐ֊5
΄かɺ॓ ധࢪઃɺショッϐングɺҿ৯ɺ෺
流഑送ɺ市಺交通とのシームϨス৐ܧシ
ステムɺ૯合Ҋ಺αービスͳͲの機能΋
と13Ωߓ備しているɻターミナル͸新ۭ׬
ϩϝートルɺ大連北Ӻと11.5Ωϩϝートルに
Γ͋ɺ֤ छ交通खஈとつͳ͕る地理త༏
Ґ性を΋ͬ ているɻ

˙Ϟンΰϧ�

1�݄1日͔ら
学ߍͰのスϚϗの使用を੍ݶ

ʢMONTSAME �݄5日ʣ
9 5݄日のֳ議Ͱɺ中౳学ߍおよびͦの

ଞ教ҭ機関の所۠ࡏ域ͰスϚートフォン
の࢖༻を੍ݶする͜ と͕ ܾ·ͬ ͨɻ͜ の੓
෎ܾఆ͸ࠓ年10 1݄日からߦࢪ Ε͞るɻ
データによるとɺࡏݱモンゴル国಺の8
ʙ17ࡀのڙࢠの71.8ˋ͕ੵۃతにܞଳ
ి࿩を࢖ てͬおΓɺͦ の͏ ͪの54.6̀ ͕イン
ターωットにアクセスしているɻ
研究ऀٴびҩྍ関ऀ܎͸ɺ12ࡀະຬ

のڙࢠにスϚートフォンを࢖Θͤͳいよ͏ ק
Ίているɻ高प೾のి࣓೾͸ڙࢠの݈康
にѱӨڹをٴ΅すͨΊͩɻ

モンゴル外૬
ϋό஍ํ஌ࣄとҙ׵ަݟ

ʢMONTSAME �݄1�日ʣ
ϩシアのۃ東連๜؅۠を๚໰中のモン

ゴルのπォグトバータル֎຿大ਉ͕9日ɺϋ
バϩフスク地ํのビャチΣスラフ・シϙルト஌
事と会談しͨɻ͜ の会談Ͱ૒ํ͸কདྷత
ͳ協力のํ޲性についてҙ見交׵しɺモ
ンゴルとϋバϩフスク地ํの交流の֦大ɺ
しͨɻಛにɺٴݴ化の෯広い可能性にڧ
྆ऀ͸モンゴル࢈の߭෺੡品のରアジア
ଠฏ洋ॾ国輸ग़Ͱの協力について協議
しɺ۩ମత協力の։࢝に関するఏݴを協
力して·とΊる͜ とͰ合ҙしͨɻシϙルト஌
事͸ɺ͜ の࡞業を推進する͏ ͑Ͱのܙޓత
協力のαϙートとڧ化にɺલ޲きͳ࢟੎を
調しͨɻڧ
૒ํ͸͞ らにɺϋバϩフスク地ํ΁のモ

ンゴル࢈の৯೑・೑加޻品の輸ग़ྔを֦
大しɺ文化ɺ教ҭɺスϙーπɺҩྍ෼໺Ͱ
のೋ国ؒ協力をڞに֦大ɺڧ化する可能
性について協議しͨɻ

ルを࠷ద化しͨɻ͜ のシステムによΓ఻統
తͳ人త؅理から科学ٕज़にସ͑ɺビッ
グデータによる૯合෼ੳを࣮ݱしɺシステ
ムの科学性・高ޮ཰性・安ఆ性によΓશ国
のエωルΪーڅڙ業քのトップの࠲を֫
ಘするとಉ࣌にɺ఻統తͳエωルΪー資
ͩ·͕ݯ いつ͘࢖ ͞Εていͳいとい͏ ໰୊
をଧ しഁͨɻ

େܚ༉ాのӦ業ऩೖとརӹ૯ֹ
աڈ�年ؒͰ最ߴ

ʢߐཾࠇ日報1�݄2�日ʣ
大ܚ༉ా公司のੜ 経Ӧ会議によΕ・࢈

͹ɺ大ܚ༉ా公司͸վֵをઈ͑ͣਂΊɺ
科学ٕज़のイノベーションを࣋ݎしͨ と͜
Ͱɺࠓ年第1ʙ第3࢛൒ظのੜ 経Ӧ・࢈
ঢ়گ͸安ఆしɺ国಺֎の石༉・天然ガス
ੜ࢈౰ྔ͕3086.8ສトンを達成しͨɻͦ
の͏ ͪɺ国಺のݪ༉ੜྔ࢈͸2388.87ສ
トンɺ天然ガス͸30.95ԯཱํϝートルͰɺ
Ӧ業ऩೖとར益૯ֹ͸2015年Ҏདྷの࠷
高ਫ४とͳͬ ͨɻ
༉ా公司͸hܚ年ɺ大ࠓ 大ܚ༉ాৼ
ཁߝ発展ڵ おɦよび関連ࡦࢪを࣮֬に࣮
ɺ品࢈しɺ石༉・天然ガスੜߦ ・࣭ޮ Ռ޲
্ɺվ ・ֵイノベーションɺ市৔։発ͳͲの
֤事業͕ண࣮に進展しておΓɺ༧૝Ҏ্
の業੷をऩΊͨɻ

େ࿈࿷૯߹ަ௨ϑΣϦーλーミナル
ӡӦ։࢝ݧࢼ

ʢྒྷೡ日報1�݄�1日ʣ
10 2݄6日ɺ٬ધ「Ӭڵౡ」͕ 新し͘ ॡ޻

しͨ大連ߓ大連࿷૯合交通フΣϦーター
ミナルをग़ߓしɺ大連࿷フΣϦーターミナル
͕ਖ਼ࣜにݧࢼ運Ӧのஈ֊にೖͬͨ ɻ͜ の
プϩジΣクト͸ւ্ཱྀ٬輸送ɺ長ڑ཭ཱྀ
٬輸送ɺ市಺公ڞ交通ͳͲの֤छ交通
खஈを༗機తに༥合しɺθϩڑ཭৐׵・
シームϨス都市ཱମ交通ωットワークをܗ
成しɺ大連の新ۭߓと北Ӻと合Θͤて「三
ҐҰମ」（ւɺۭ ɺమಓ）の地域૯合交
通ターミナルとしɺ大連市ศຽ޻ఔ（རศ
性֦大プϩジΣクト）の新しいランドϚーク
とͳͬ ͨɻ
大連࿷૯合交通フΣϦーターミナル͸大
連ߓ大連࿷۠ߓにҐஔしɺ૯ෑ地໘ੵ
7.14ϔクタールɺ૯ݐங໘ੵ3.7ສฏํ
ϝートルɺ投資૯ֹ͸3.7ԯݩに্ͬͨɻ
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モンゴル঎工会議所
େࢢࡕの୅දऀと会ஊ

ʢMONTSAME �݄2�日ʣ
モンゴル商޻会議所のΦϢンテグシ事
຿ہ長͸9 2݄5日ɺ大ࡕ商޻会議所を中
心とするビジωス୅ද団にԠରしͨɻ
ΦϢンテグシ事຿ہ長͸日本の୅ද団
の๚໰にँײのҙをද明しɺモンゴルの
企業ɺಛに中খ企業の経Ӧऀ͕日本モン
ゴル経済連ܞ協ఆ（日モEPA）の࿮಺Ͱ
のର日輸ग़の֦大を๬ΜͰいる͜ とをड़
΂ͨɻ「日モEPAにैいɺモンゴルのର日
輸ग़品໨に͸೶業企業の׬成品（フΣルト
モΧシンɺൽֵ੡品ɺチャチャルガン（αー
ジ）ジϡースͳͲ）͕ ؚ·Εている」と事຿
長͸ड़΂ɺ྆ہ 商޻会議所ؒの連ܞと協
力֦大のํ法を໛ࡧするॏཁ性をڧ調し
ͨɻ
の࣌఺Ͱɺ໿40社にରظ年্൒ࠓ

しɺモンゴル商޻会議所16ࢧ部を通͡ て
1050݅の࢈ݪ地ূ明ॻ͕交෇͞Εͨɻ
ˋ地ূ明ॻの30࢈ݪ業部門ผͰ͸ɺ࢈
Χシミア੡品ɺ΢ール੡品ɺニット੡品͕ڧ
の輸ग़ɺ໿10̀ ޻速ྫྷౚഅ೑と൒加ٸ͕
品の輸ग़༻ͩͬ ͨɻ
モンゴル商޻会議所෇ଐモンゴル・日
本ビジωス協議会のチンκϦグ事຿ہ長
動についてઆ明しɺ׆の協議会のࡏݱ͕
2017年に׆動を࠶։しͨಉ協議会͕ࠓ
年ɺҰ連の事業ɺಛに第8回׭ຽ合ಉ協
議会ɺモンゴル国֎૬の公ࣜ๚日ɺモン
ゴル国ビジωス୅ද団の「FooEeY�Japan�
2018」΁の೿ݣを成ޭͤͨ͜͞ とを発දし
ͨɻチンκϦグ事຿ہ長によΕ͹ɺ協議会
͸ࡏݱɺ中খ੡଄業ऀら͕ࠓ年11 1݄4
ʙ16日に東京Ͱ։͞࠵Εる第21回࢈業
交流展΁参加Ͱきるよ͏ 動いているɻ

߭業・ॏ工業େਉ͕モスΫϫを๚໰
ʢ7OICE of MON(O-IA �݄2�日ʣ
モンゴルのιミヤバβル߭業・ॏ޻業大
ਉ͕ϩシアを࣮຿๚໰中ͩɻ๚໰の໨త
͸第4回東ํ経済フォーラム（EEF）のೋ
国ؒ協議Ͱ࿩୊とͳͬ ͨෳ਺のఏݴの࣮
業の協議と企画ཱҊͩɻ͞࡞る܎にݱ ら
にɺϩシアの石༉੡品のモンゴル΁の輸ग़
に܎る໰୊のݕ౼΋༧ఆ Ε͞ているɻ
EEFの࿮಺Ͱモンゴルのバトトルガ大
統ྖ͸ۙྡॾ国のट೴とɺ΢ランバートル

మಓのۙ୅化΍モンゴルを経༝するガス
パイプラインのෑઃɺ೶業部門Ͱの協力
に܎るҰ連のॏཁͳ໰୊について協議し
ͨɻ

モンゴルの࿝ฮڇೕ工৔
ϩシア੡特घं྆をಋೖ

ʢMONTSAME 1�݄1日ʣ
΢ランバートル中心部の広৔Ͱ1日ɺモン

ゴルの「ス΢（Suu）」（ミルクのҙ）社΁のϩ
シア੡ミルクタンΧーGAZon�NeYt（ڇೕ
輸送ं྆）2台のೲ品͕ࣜߦΘΕͨɻゴー
ϦΩーࣗ動ं޻৔（GAZ）のモンゴルの公
ࣜ୅理ళNorteks社のアントン・プϩセΩン
専຿औక໾͕ɺス΢のガントΡルガ社長に
2018年੡の新ंのΩーをख౉しͨɻ
モンゴルͰ࠷ॳにͰきͨ ミルク޻৔ス΢

͸1958年૑ཱɻ޻৔に͸ຖ朝ɺミルクタ
ンΧー͕౸ணするɻ͜ Ε͸ɺ国಺֤地の
2500༨Γのཙ೶家からೖるڇೕͩɻ1990
年୅·Ͱɺڇೕの輸送に͸ι連੡のं྆
「GAZ�51」͕ ΘΕていͨɻ1990年୅࢖
Ҏ߱ɺڇೕ輸送ं྆͸日本 （ं日໺ࣗ動
ंɺ三ඛ）に୅Θͬͨ ɻしかしス΢経Ӧਞ
͸2018年から࠶びɺϩシア੡ミルクタンΧー
「GAZon�NeYt」をબΜͩɻ͜ の新ܕミル
クタンΧー͸GAZのं྆をベースにタンク
（༰ྔ4.2ཱํϝートル）͕ ઃஔ͞Εɺ長
࣌ؒɺ中֎Թ౓͕ࠩ大きい ΋࣌ӷମのԹ
౓をҡ࣋する͜ と͕ Ͱきるɻ

モンゴル͸
年ؒ2ສڧجのήルを༌ग़Ͱ͖る

ʢMONTSAME 1�݄1�日ʣ
モンゴル੡଄業ऀ連ໍのΦトゴンプϨブ
会長によΕ͹ɺモンゴルͰ͸ࡏݱɺ2000
༨Γのήル͕輸ग़͞ج ΕておΓɺ国಺༻に
ج6000 Ͳ͕́ੜ࢈ Ε͞ているɻ
ΦトゴンプϨブ会長によΕ͹ɺ国಺Ͱ͸
؍ɺ企業ɺऀ׆ɺ༡຀೶家ɺ都市ੜࡏݱ
光ڌ఺ɺϨストラン޲けɺ͞ らにଃΓ෺΍ച
Γ෺としての輸ग़༻のήルのϝーΧー150
社༨Γ͕ 動しているɻήルのαイζに͸׆
いΖいΖ͋ てͬɺパーテーション（น）3連ࣜ
から32連ࣜ·Ͱ る͋ɻ
ϝーΧー͸ɺ੡଄に先୺ٕज़をಋೖしɺ
·͟͞ ·ͳϋイテク素材を͏࢖ と͜Ͱҙ見͕
Ұகしているɻ͞らにɺ൴ら͸モンゴルの఻
統తॅډͰ͋るήルを֎国Ͱఆணͤ͞る

と͜のॏཁ性をࢦఠしͨɻ
データによるとɺ国಺に͸年ؒ2ສج༨

Γのήルを輸ग़するͩ けのϦιース͕ る͋ɻ
ɺ国಺のΈͳらͣɺଟۙ͘࠷ のॾ֎国Ͱ
΋ήルߪೖの関心͕高·Γつつ る͋ɻ͜ Ε
͸ɺήル͕ɺݐஙのͨΊのಛผͳ४備をඞ
ཁとしͳいɺ΋ͬ と΋エコͳॅ୐ͩからͩ ɻ

金༥෦໳͕ిࢠॺ໊シスςム΁Ҡߦ
ʢMONTSAME 1�݄11日ʣ
中ԝۜߦ͸10日ɺ新しい金༥機関޲け
ॺ໊システムをҰൠ社会に঺հするࢠి
໨తͰ「デジタル・トランβクション」Ωャン
ϖーンの։࢝をએݴしͨɻ
͜の事業のҰ؀Ͱ金༥機関にిࢠॺ
໊システムの「ݤ」の఻達͕ࣜ͞ߦڍΕ
ͨɻࡏݱのデジタル࣌୅にٕज़イノベー
ション͕ۜߦ΍金༥商品・αービスに෯広
ಋ͘ೖ Ε͞ているɻͦ Ε͸ɺ٬ސ΍市ຽに
෯広いۜߦ金༥αービスを΋ͬ とϦーζナ
ブルͰ࣮֬Ͱɺ安શͳ৚݅Ͱఏڙする͜ と
を໨తとしているɻ
「զʑ͸ɺ金༥αービスをよΓޮ ཰తに
するフΟンテックの׆༻に関する৘報を社
会に঺հするͨΊのΩャϖーンを։࢝す
るɻ͜ の໨తͰɺ中ԝۜߦ͸ɺ金༥෼໺Ͱ
フΟンテックを展։するチャンスをIT企業
にఏڙする」と中ԝۜߦのルϋグバスϨン
෭૯ࡋ͸コϝントしͨɻ
の͜事業Ͱ͸ɺి ॺ໊システムを։発ࢠ

しɺ「金༥部門΁のデジタルインフラಋೖ」
プϩジΣクトを࣮ࢪし トͨϦドΡムEセΩϡϦ
テΟ社͕ɺਖ਼ࣜにɺルϋグバスϨン中ۜ෭
૯ࡋにిࢠॺ໊システムの࠷ॳの「ݤ」
（eTokenɺイートークン）をख౉しͨɻ

アジアख़議ຽ主主ٛ研究所設立΁
ʢMONTSAME 1�݄15日ʣ
国಺֎の研究ऀɺ学ज़研究機関ɺ大

学ɺ੓෎機関ɺNG0のװ部ら120໊༨Γ
͕ग़੮しͨ国際学ज़会議「アジアのख़議
ຽ主主ٛの経ݧ」͕ ΢ランバートル市Ͱด
ນしͨɻ
「ຽ主主ٛの࣭」ɺ「アジアのख़議ຽ主
主ٛの経ݧ」ɺ「地ํの༧ࢉฤ成における
ख़議ຽ主主ٛの׆༻」と୊しͨ3つのશମ
会議の΄かɺ「ख़議ຽ主主ٛと৘報通৴
ٕज़」と୊しͨ෼科会͕ߦΘΕͨɻ会議Ͱ
͸ɺアϝϦΧɺ日本ɺ韓国ɺ中国の୅දऀ͕۩
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ମతͳテーϚにԊ てͬ報告をするͳͲɺ15
݅のプϨθンテーションと協議͕ߦΘΕͨɻ
モンゴルのβンダンシャタル಺ֳ׭๪長
調しɺ「会議ڧ͸ɺ会議のॱ調ͳดນを׭
の成ޭのҰつ͕ɺモンゴル国ཱ大学と経
ӦアΧデミーにෟଐするアジアख़議ຽ主
主ٛ研究所のઃཱのܾఆͩ」とड़΂ͨɻ
会議にग़੮し֤ͨ県議会ɺ΢ランバートル
市議会の議長ͨͪ͸ɺ国಺֎の地ํ༧ࢉ
ฤ成࣌のख़議ຽ主主ٛの経ݧについて
学Μͩɻ会議͸಺ֳ׭๪とモンゴル国ཱ
大学͕主࠵しͨɻ

ΦϒχンスΫྗࢠݪେ学Ͱ
モンゴルのઐ໳Ոをཆ成

ʢMONTSAME 1�݄1�日ʣ
国Ӧモンアトムのװ部ɺ国Ӧ通৴社
M0NTSAMEऀهͰߏ成するモンゴル
୅ද団͕13日ɺϩシアのΦブニンスクに౸
ணしɺϩスアトム東アジアのアϦーナ・クζω
πォワPRϚωージャーとڞにɺモスクワ෺
理޻科大学国家研究ࢠݪ力大学෼ߍΦ
ブニンスクࢠݪ力研究所を๚Εͨɻ
୅ද団の๚໰の໨త͸ɺΦブニンスク・

Ωャンパスの教ҭ・࣮ ફڌ఺の見学とɺ学
ੜおよび教৬員ɺモンゴル人ཹ学ੜとの交
流ͩͬͨ ɻࢠݪ力෼໺のϩシアの先୺ٕ
ज़のϝϦットについてモンゴルの主ཁ大学
に৘報ఏڙするͨ Ίの資ྉを࡞成するɻ
Φブニンスク・Ωャンパスの৬員͕大学
の׆動を঺հしͨɻ͞ らにɺ୅ද団͸Ωャ
ンパスを見学しɺҩ学部の์ࣹༀ学セン
ターɺシミϡϨーションセンターの׆動ɺࢠݪ
力発ి所੍ޚのج本ૢ࡞トϨーニングを
見学しͨɻ
見学のޙɺ୅ද団͸Φブニンスク・Ωャン

パスͰ͞ ·͟ ·ͳํ໘Ͱ学ΜͰいるモンゴ
ル人ཹ学ੜͨ とͪ໘会しͨɻಉΩャンパス
Ͱ͸ࡏݱɺ5人のモンゴル人学ੜ͕学ΜͰ
いるɻࠓ年3 に݄͸ɺモンゴル人（2໊）とト
ルコ人の学ੜ͕ॳΊてɺΦブニンスク・Ωャ
ンパスをଔ業しͨɻΦブニンスクͰ学Μͩモ
ンゴル人ॳのɺͦ してͦΕにଓ͘ 学ੜͨͪ
͕ɺੈ քのࢠݪ力෼໺Ͱϩシアを୅දす
るϩスアトムとの連ܞのॏཁͳߏ成員とͳ
る͜ と͕ ଴ظ Ε͞るɻ

モンゴルا業
೑෭࢈෺を中ࠃに༌ग़

ʢMONTSAME 1�݄1�日ʣ
「Ϛフ・Ϛーέット」社͕ɺ10ສ頭のώπジ
とヤΪのϋラル౅சと加޻の際にग़ͨ೑
෭࢈෺500トンをɺ中国に輸ग़しているɻಉ
社͸5छྨの೑෭࢈෺（第Ұңɺਛଁɺ
ॏหңɺഏͳͲ）を෼ しྨて加޻しているɻ
ٕज़࢜のエンフトヤࢯによΕ͹ɺ会社͸ࠓ
年ɺ10ສ頭のώπジ΍ヤΪを౅சする༧ఆ
とͩい͏ ɻ
৯ྉ・೶຀業・ܰ 業省のエンフバト࣍޻

シ޻෺加࢈けの೑෭޲͸ɺಉ省͕輸ग़׭
ステムをࢧԉしているとコϝントしͨɻ「ଟ͘
の৔合ɺզʑ͸ॲ理৔͕ͳいͨΊに೑෭
してきͨغ෺をഇ࢈ ͕ɺࠓͰ͸ɺ͜ のよ͏ ͳ
͸ม化しͨɻফඅگとと΋にঢ়ݱ৔のग़޻
ऀ͸೑෭࢈෺͕ମにいい と͜を஌ てͬい
るのͰɺզʑ͸ͦΕらを෼ྨɺ加޻して市
৔にڅڙしɺแ૷に഑ しྀͳけΕ͹ͳらͳ
い」とɺエンフバト࣍ しͨɻݴ͸明׭
ச࢈品を流通ͤ͞るͨ Ίにɺモンゴル͸

ຖ年ɺ500ສ頭のώπジを౅சしているɻಉ
࣌にɺຖ年10ສトンの೑෭࢈෺͕ഇ͞غ
Εているとい͏ ਺͕ࣈ る͋ɻ

11݄͔ら�݄いっͺい
Թࣨの໷ؒのి気୅͕ແྉに

ʢMONTSAME 1�݄2�日ʣ
10 2݄4日のֳ議Ͱɺ「ౙのԹ室」プϩ

ジΣクトの࣮ܾ͕ࢪ·ͬ ͨɻバトκϦグ৯ྉ・
೶຀業・ܰ 業大ਉにରしɺి޻ ྉ金のؾ
໔を໨తとしͨ͜ݮ のプϩジΣクトの࣮͕ࢪ
示ࢦ Εͨ͞ɻ
11 1݄日から4 1݄日·Ͱの໷ （ؒ22࣌か

らཌ朝6࣌·Ͱ）ɺԹ室経Ӧऀ͸ແྉͰి
͏࢖をؾ と͕͜ Ͱきるɻࢉࢼによるとɺ͜ のプ
ϩジΣクトの࿮಺Ͱɺ20ϔクタールのԹ室
ࡊഓ໺࠿ͰきるとΈらΕているɻԹ室͕܈
のऩ֭ྔ͸6450トンにͳる見ࠐΈͩɻ

中モ෺ྲྀセンλー͕ఱ௡にͰ͖る
ʢMONTSAME 1�݄2�日ʣ
モンゴルと中国のؒͰɺ天௡ߓの10ϔク

タールのෑ地に合หの෺流センターをݐ
ઃするプϩジΣクトの࣮ࢪ協ఆॻ͕ॺ໊͞
Εͨɻ
͜のセンターのઃஔ໰୊͸ɺ྆ 国の関
連機関のؒの2009年からのݒҊͩͬͨ ɻ

合หのセンター運Ӧ会社͸2019年্൒
中にઃཱظ Ε͞る見通しͩɻ
ϋルタルಓ࿏・運輸։発෭大ਉによΕ

͹ɺセンターのݐઃ޻事͸2019年第2࢛
൒ظに࢝·Γɺಉ年಺·Ͱに׬成するとい
ɻ͏大ਉ͸ɺ「合หセンターのӦ業։ と࢝と
΋にɺզ͕国の企業にとͬ てࣗ社੡品を国
֎市৔に輸ग़しɺ中国Ͱの੡品の੡଄と
ൢചを࠷ద化するͨΊの࣮ݱతͳチャン
ス͕ੜ·ΕるͩΖ͏ ɻプϩジΣクトをॱ調に
推進するͨ Ίに͸ɺ4800ສドルن໛の資
金͕ඞཁͩɻ͜ の中に͸ɺ౔地の֬อか
らセンター։業から50年の௞ିඅ·Ͱɺす
΂てのඅ༻ؚ͕·Εているɻ͜ Εに関連し
てզʑ͸ɺプϩジΣクトのඞཁ資金を調達
するͨ Ίに中国ଆと交ব中ͩ」とड़΂ͨɻ

Ԥभに
モンゴルのχッτ੡඼ショッϓ։ళ

ʢMONTSAME 1�݄2�日ʣ
先ि຤ɺヤクとラクダのໟの高ڃ

ニット੡品Ͱ༗໊ͳモンゴルのブランド
「B0DI0ʟS」のショップ͕ɺブダϖストに
Φープンしͨɻޙࠓɺブダϖスト市ຽと؍光
٬͸͜ のモンゴルのショップを๚Εɺ΍Θら
かい্ۃのヤクの࢈ໟから࡞るニットをങ
͏͜ と͕ Ͱきるɻ
バヤラグ・΢ζジー社͸1991年ɺヤクのࣂ
ҭ਺͕શ国Ұのモンゴル南੢部のバヤン
ϗンゴル県にઃཱɻಉ社͸2003年からヤク
とラクダのໟのҰ࣍加޻とɺ「B0DI0ʟS」
とい͏ ブランド໊Ͱニット੡品の੡଄にै事
しているɻブダϖストの中心部に る͋新しい
ショップの։ళࣜに͸றϋンガϦー・モンゴ
ル大࢖ͳͲのདྷෂ͕ग़੮しͨɻ
モンゴル͸ヤクを家சとする਺গͳい国

のҰつͩɻヤクニット͸ɺמらͣ にᑃきとͬ ͨ
ヤクの࢈ໟから࡞らΕ ΋ͨのをࢦすɻूΊ
らΕͨݪྉ͸ͨ͘ Μ͞のଠいໟをؚΜͰい
るɻ࣍のஈ֊Ͱ͸͜ のヤクのໟを加޻しɺ
ଠいໟをআき࢈ɺ ໟͩけを࢒すɻஸೡにॲ
理する́ Ͳɺ׬成品の品 ΋࣭高͘ ͳるɻ
B0DI0ʟSの޻৔Ͱ͸ɺ通ৗ͸2ɺ3޻ఔ

のと͜ Ζɺ8つのߦఔͰ࢈ໟをॲ理しているɻ
Θͤるɺඇৗに७౓のࢥのΧシミアをࡉۃ
高いヤクの࢈ໟ と͕Εるɻݪྉを͜ のよ͏ に
ॲ理する際ɺ౰ॳのྔの൒෼Ҏ্のໟ͕
ഇغ Ε͞るͨΊɺݪໟきͪ Μとॲ理すΕ͹
する́ Ͳɺ੡品のՁ஋と஋ஈ͸্͕るɻ
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モンゴルのҩ学生͕
ແঈͰ日本にཹ学Ͱ͖る

ʢAsia Russia Daily 1�݄�1日ʣ
ʢࡍࠃҩྍ෱ࢱେ学 )Pʣ
日本の大学教ҭ͸׬શに༗ྉ͕ͩɺモ

ンゴルのҩ学ཹ学ੜ͸͏͜޲ 5年ؒɺ日本
の大学Ͱɺ学අ（ੜ׆අ౳ؚΉ）をશֹΧ
バーする঑学金をडけͳ ら͕学Ϳ と͕͜ Ͱ

きるɻモンゴルのπォグκルϚー教ҭ・文化・
科学・スϙーπ大ਉɺ日本の国際ҩྍ෱ࢱ
大学の高໦๜֨理事長͕10 3݄0日ɺ֮
ॻにॺ し໊ͨɻ
͜の֮ॻの࿮಺Ͱɺຖ年ɺ࠷大10໊
のモンゴル人ҩ学ཹ学ੜ͕঑学金をड
ける͜ と͕ Ͱきるɻ͜ の֮ॻ͸ɺ先進国Ͱ
学Ϳ学ੜの਺のഒ૿を໨తとする2016ʙ

2020年モンゴル੓෎プϩグラムの࿮಺Ͱ
ॺ໊ Εͨ͞ɻ国際ҩྍ෱ࢱ大学Ͱ学Ϳモ
ンゴル人ཹ学ੜ͸9つの専門෼໺（ޢ؃
学科ɺ理学ྍ法学科ɺ࡞業ྍ法学科ɺݴ
ௌ֮学科ɺ視機能ྍ法学科ɺ์ޠ ࣹઢ・
৘報科学科ɺༀ学科ɺҩ学ݕ査学科ɺҩ
ྍ෱ࢱ・Ϛωジϝント学科）に෼かΕて学Ϳ
と͕͜ Ͱきるɻ
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˙ळాݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ळాߓ、େܕΫルーζધ૿ߓد
ઐ用列ंにߴいධՁ

ʢळాտ৽報�݄1�日ʣ
パナϚધ੶の大ܕクルーζધ「MSCス

プϨンデΟダ」͕ དྷ年ɺळాߓに6回ߓد
する見ࠐΈとͳͬ ͨɻ東北と新ׁ県΁のク
ルーζધ༠கにऔΓ૊Ή東北経済連合会
（東経連ɺઋ台市）のখ໺৾ৗ຿理事
͸ɺಛにクルーζધ޲٬けの専༻ྻंの
運͕ߦπアー企画会社から高いධՁをಘ
ているとࢦఠするɻ
本県のよ͏ にɺߓから市֗地΁と௚ߦ

する専༻ྻं͕運ߦする地域͸શ国త
に௝しいとしɺ「クルーζྻंを࢖ てͬɺळ
ాӺを経༝して新װઢͳͲͰ地ํの؍光
໊所΁スムーζにߦけるの͸大きͳັྃ
ͩ」との見ํを示すɻ

ࠊେに本֦ࡐਓࠃ外、ݝ
࿈བྷڠ設立、技能࣮श੍౓周஌΁

ʢळాտ৽報1�݄5日ʣ
県಺企業Ͱ人खෆ଍͕ਂࠁ化する

中ɺळా県͕֎国人࿑ಇऀのडけೖΕ
֦大のݕ౼に৐Γग़しͨɻ商޻ɺݐઃɺ
෱ࢱɺ೶業ͳͲ֤業ք団ମの୅දऀらと
と΋に「֎国人材׆༻ଅ進連བྷ協議会」
を4日にઃཱɻશ国తにडけೖΕ͕૿͑
ている֎国人ٕ能࣮शੜの੍౓につい
てɺ県಺企業΁のप஌にޙࠓ力をೖΕる
ํ਑を֬ೝしͨɻ
連བྷ協͸ɺ֎国人ޏ༻のݱঢ়を೺Ѳ

しɺ۩ମతͳରࡦにつͳ͛るの͕໨తɻ
業ք団ମの୅ද らऀ31人Ͱߏ成するɻ

ळాߓ、ϩシアίンςナધߓد
ྉ༌ೖͰྟ࣌にࣂ

ʢळాտ৽報1�݄2�日ʣ
ϩシアのધ会社「フΣスコ」の国際コン
テナધ͕27日ɺळాߓにྟ࣌ߓدしͨɻ
東京の貿易会社਋೩コーϙϨーション（ࣲ
͕（明社長ڵా ɺ੨৿の大ن໛ཙ೶法
人޲けに大ྔの家ச༻ࣂྉを輸ೖする
ͨΊ࣮ݱしͨɻۃ東ϩシアと本県を݁Ϳ
通年のఆߤظ࿏͸ੵΈՙෆ଍から2014

年にഇ͞ࢭΕておΓɺ県͸新ͨͳ貿易͕
΁の஄Έにͳる͜׆࿏෮ߤ とをظ଴してい
るɻ
家ச༻ࣂྉ͸ɺϩシアԊւ地ํの೶

৔Ͱܖ໿ੜ࢈ Ε͞ コͨーンαイϨージ（ト΢
モϩコシのܪ΍༿ͳͲを発߬ͤ͞ ΋ͨの）
1560トンɻ40フΟートコンテナ60本にೖΕ
てळాߓに運͹ΕͨɻフΣスコのコンテナ
ધ͸通ৗɺ2िؒに1回のϖースͰઋ台ɺ
ਆށɺ෋ࢁͳͲ国಺6ߓにߓدɻࠓ回͸
ळా͕ߓ国಺࠷ॳのߓد地とͳͬ ͨɻ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹݝܗࢁ˙

٢ଜ஌ࣄ
中ࠃ・େ࿈ࢢͰܗࢁをアϐール

ʢܗࢁ৽ฉ�݄1日ʣ
吉村ඒӫࢠ஌事͸31日のఆྫऀه会

見Ͱɺ東北6県と新ׁ県の஌事らとڞに
参加して24日に࣮ࢪしͨ中国・大連市Ͱの
トップセールスについて報告しɺ「東北Ұ
ମとͳͬ ͨプϩモーション͸૒ํ޲の交流
֦大に޲けてҙٛ る͋औΓ૊Έͩͬͨ 」と
ͨͬޠ ɻ
トップセールス͸東北؍光推進機͕ߏ
主࠵しɺւ֎Ͱ͸2016年の台࿷ɺ17年
の߳ߓにଓいて3回໨ɻ25ʙ28日͸黒龍
江省ϋルビン市にҠ動しɺ県議会ɺ経済・
金༥関ऀ܎とڞにಉ省人ຽ੓෎΍人ຽ
୅ද大会ৗ຿ҕ員会を๚໰しͨɻಉ省と
の༑޷県省25प年のઅ໨につͳΈɺ協
力関܎の発展に޲け֮ͨॻを交Θしɺ県
ຽのつ͹͞๚中団をؚΉ໿80人Ͱه೦
ࣜయに参加しͨɻ

एखܦӦऀの海外展։ࢧԉ
�1日のセミナーൽ੾り、ݝ

ʢܗࢁ৽ฉ1�݄�日ʣ
ւ֎展։を໨ࢦす県಺中খ企業のए

ख経Ӧऀをॳظஈ֊からޙԡしする県の
「ॳΊてのւ֎プϩモーションࢧԉ事業」
͕ɺ31日のセミナーをൽ੾Γにスタートするɻ
2018年౓の新ن事業Ͱɺૅج஌ࣝのश
ಘɺւ֎Ͱのプϩモーション׆動ͳͲ֤ஈ
֊にԠ͡ 品の輸ग़࢈ԉを展։しɺ県ࢧͨ
֦大を໨ࢦすɻ

セミナーडޙߨɺւ֎プϩモーションに
参加ҙཉの͋る事業ऀからւ֎౉ߤඅ
ͳͲのิ助（ର৅経අの࣮ࢧग़ֹの2෼
の1Ͱ্50ݶສԁ）のਃ੥をडけ෇けɺ
10社ఔ౓をબఆɻདྷ年2 に݄͸߳ߓͰ商
談会とҰൠ޲けの展示ൢച会を܁Γ広͛
るɻ

のܗࢁ SAKE にਲ͏ཱྀ
य़અに߹Θͤ߳ߓにアϐール

ʢܗࢁ৽ฉ1�݄1�日ʣ
ඒ৯の ・֗߳ をターήットにɺ県಺のߓ

ञଂͳͲを८るཱྀߦをアϐールしよ͏ とɺ県
͸新ͨにSAKEπーϦζム৘報発৴༠٬
ଅ進事業に৐Γग़すɻPR動画を੍࡞しɺ
商品଄成をಇきߦ会社にཱྀߦ地のཱྀݱ
ֻけるɻインターナショナル・ワイン・チャϨン
ジ（I8C）の日本ञ部門৹査会͕5݄に
本県Ͱ։かΕͨ͜ とをܖ機としͨ事業Ͱɺ
新ञの࣌ظに合Θͤてౙقの༠٬֦大
を図 てͬい͘ ɻ
ੈք࠷大ڃのワイン品ධ会「I8C」の

日本ञ৹査会の本県։࠵ɺ߳ Ͱの日ߓ
本ञ人ؾの高·Γをडけɺདྷ年2݄のय़અ
に合ΘͤてSAKEٳ連ܕの大（ਖ਼݄چ）
πーϦζムをPRしてい͘ ɻ国の東北؍光෮
しܞ৓県と連ٶしɺ༺׆交෇金をࡦରڵ
てऔΓ૊ΉɻPR動画͸྆県のञଂͳͲの
ө૾を3෼ఔ౓に·とΊて8本੍࡞するɻ

୆࿷͔らνϟーλーୈ1ศ౸ண
2݄·Ͱ1��ศ、1ສਓདྷݝ
དྷ年2 ·݄Ͱ144ศ͕運ߤ Ε͞る台࿷と

本県との国際ఆظチャーターศの第1ศ
͕19日ɺ東ࠜ市のߓۭܗࢁに౸ணしɺ県
΍पล࣏ࣗମの関܎ らऀ͕ ܁事をߦܴ׻
Γ広͛ͨɻ৐٬͸149人Ͱຬ੮のঢ়ଶɻ
バス4台に෼かΕɺ本県ͳͲ東北を८る4
ധ5日のπアーにग़発しͨɻ20日に͸ঙ಺
中に໿1ؒظ΁の第1ศ͕౸ணしɺߓۭ
ສ人のདྷ県͕見ࠐ·Εているɻ
チャーターศ͸台࿷の中՚͕ۭߤ運
ɻ144ศ͸લ年౓の4.5ഒに౰ߤ Γͨɺա
に114ศɺঙ಺ۭߓۭܗࢁଟͰɺ࠷ڈ
؍に30ศ͕ඈͿɻԟ࿏Ͱ台࿷からのߓ
光٬͕དྷ県ɺ෮࿏ͰผのҰؼ͕ߦる༧

ྻౡϏδωεલઢ
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དྷ年2 1݄日から3 3݄0日·Ͱि5ԟ෮に૿
ศ͞Εると発දしͨɻࡏݱ͸ि3ԟ෮ͩ
͕ɺౙق͸スΩー΍Թઘを しָΉ֎国人
٬͕૿͑ると見ࠐΈܾఆしͨɻि5ԟ෮
͸͜ とし2݄Ҏདྷɺ1年ͿΓの෮׆とͳるɻ
している͕ɺߤ͸Րɺ໦ɺ౔༵に運ࡏݱ

૿ศޙ͸Րɺਫɺ金ɺ౔ɺ日༵の運ߤと
ͳるɻ

ϩシアに本ݝの৯を
ൢ࿏֦େ΁�ࣾ঎඼঺հ

ʢ৽ׁ日報�݄21日ʣ
ϩシアۃ東地ํのバイヤーに県࢈加޻
৯品をPRする商談会͕18日ɺ新ׁ市中
ԝ۠Ͱ։かΕͨɻしΐ͏ Ώ΍日本஡ͳͲを
ѻ 7͏社͕商談にྟΈɺϩシア市৔΁の
ൢ࿏֦大を໨ࢦしͨɻ
ϩシア貿易をखֻけるJSN（新ׁ市中
ԝ۠）͕ ɺ県のҕୗをडけて主࠵しͨɻ
ಉ社͸11݄ɺ΢ラジΦストクͰ໿2िؒに
Θ Γͨɺ県࢈৯材をͨͬ࢖ྉ理ͳͲをఏ
༧ఆͰɺ商࠵する「新ׁフΣア」を։ڙ
談会に͸フΣアに参加する企業の୅ද΍
調理୲౰ らऀ3社5人をটいͨɻ

հޢ෱࢜ࢱम学ࢿ金ି෇
外ࠃਓཹ学生に΋֦େ

ʢ৽ׁ日報1�݄12日ʣ
県͸2019年౓からɺհޢ෱࢜ࢱを໨

す人΁のम学資金ି෇事業のର৅をࢦ
֎国人ཹ学ੜに֦大するɻ県಺Ͱհޢ
৬員͕ෆ଍する中ɺհޢをඞཁとする人
͸ޙࠓ΋૿͑ると見ࠐ·Εるɻ県͸म学
資金のି༩Ͱཹ学ੜをݺびࠐΈɺ人材
֬อにつͳ͛ͨいͩ͑ߟɻ
੓෎͸հޢ෼໺Ͱの֎国人࿑ಇऀの

डけೖΕ֦大を໨ࢦしɺࡢ年9݄にཹࡏ
資֨に「հޢ」を加͑ͨɻ県によるとɺ県
಺に͸ཆ成͋ߍ11͕ߍる͕ɺ本年౓の
ཹ学ੜ͸1人のΈɻհޢ෱࢜ࢱを໨ࢦす
人΁のି෇事業͸ଟ͘ の都ಓ෎県͕࣮
しɺର৅にཹ学ੜを加ࢪ る͑動き΋広͕ͬ
ているɻ

中ࠃτΩ2Ӌࠤ、 ౉౸ண
ʢ৽ׁ日報1�݄1�日ʣ
中国からఏڙ Ε͞ トͨΩ2Ӌ͕17日ɺ成
センター໺ੜޢ౉トΩอࠤ経༝Ͱߓۭా
෮ؼステーション（ࠤ౉市）に౸ணしͨɻ

「෩ܠͳͲ新ׁのັ力を۷Γى し͜ɺ஌
໊౓を্͛ͨい」と๊ ෛをͨͬޠ ɻ
य़ळグループ͸中国࠷大のཱྀߦ会社

「্ւय़ळ国際ཱྀߦ社」΍ɺ中国࠷大
खの֨安ۭߤ会社（LCC）「य़ळۭߤ」
ͳͲを展։しているɻࠓ回の視察͸๚日
٬のϦϐーター޲けにɺ地ํを८るཱྀߦ商
品をつ͘ る͜ と͕ ໨తとい͏ ɻ

৽ׁ೶঎、シϕϦアమಓ׆用୳る
Ͱίϝ༌ૹݧল࣮ަࠃ

ʢ৽ׁ日報�݄1�日ʣ
新ׁ೶商（新ׁ市ळ༿۠）によるϩシア

΁の県࢈ถの輸ग़事業͕ɺシベϦアమಓ
のར༻ଅ進に޲けͨ国౔交通省の࣮ূ
にબ͹Εͨɻコϝ͸ۙ͘ݧ࣮ ಉమಓͰモス
クワに運͹Εる༧ఆͰɺ国交省͸輸送࣌
ؒ΍՟෺΁のӨڹを調΂るํ਑ɻಉ社
͸ɺ௿コストͳ輸送࿏の整備をظ଴してい
るɻ
新ׁ೶商͸7݄ɺモスクワのҿ৯ళ޲け

とҰൠফඅऀ޲けに県࢈コシώΧϦɺ͜ し
いͿきの輸ग़を։࢝ɻॳ回の7݄͸5トンɺ
にબఆݧ࣮ূ࣮ Εͨ͞ࠓ回͸8トンを送ͬ
ͨɻطにॳ年౓の༧ఆྔを্回Γɺॱ 調
ͳ׈Γग़しとͳͬ ているɻ

ண೚あい͞つ、ࣄ৽ׁϩシア૯ྖࡏ
「化Ͱ成果をڧ܎ؔ」
ʢ৽ׁ日報�݄1�日ʣ
新任のࡏ新ׁϩシア૯ྖ事にミϋイル・

セルήーエフ（49）ࢯ͕ 10日෇Ͱண任し
ͨɻ12日に͋い͞ つのͨΊ県ிにՖ֯ӳ
ੈ஌事を๚Ͷɺ本県とϩシアの関ڧ܎化
に޲けて「۩ମతͳ成Ռをग़ͦ͏ 」と੤い
合ͬͨ ɻ
લ任のセルήイ・ヤーセωフࢯ͸8 1݄5

日෇Ͱୀ任しͨɻセルήーエフࢯ͸ࡏ新
ׁϩシア૯ྖ事ؗͰ1995年から98年·
Ͱ෭ྖ事をɺ2012年と13年に୅理૯ྖ
事を຿Ίɺ本県Ͱ͸3回໨のۈ຿とͳるɻ
͜Ε·Ͱ͸ࡏ日ϩシア大ؗ࢖のྖ事部長
ͩͬ ͨɻ

৽ׁۭߓ、ιウル線ि5ԟ෮に
ౙのࠐݟ٬૿ޫ؍Ή

ʢ৽ׁ日報�݄2�日ʣ
県͸19日ɺ大韓ߤ （ۭ韓国）͕ 運ߤす

る新ׁ―ι΢ル（ਔ川）ઢのఆظศ͕ɺ

ఆɻ͜ の日の第1ศについて͸ࢁ新؍光
͕（市ܗࢁ） 主࠵するπアーͰ県಺から
30人の৐٬͕台࿷に޲かいɺア΢トバ΢ン
ド（ւ֎΁のཱྀߦ）に΋׆༻͞ Εͨɻ

௽Ԭの৯、ؖ Ͱアϐールࠃ
૑଄౎ࢢ推進ڠ、ྉཧਓを೿ݣ

ʢܗࢁ৽ฉ1�݄2�日ʣ
௽Ԭ市の௽Ԭ৯文化૑଄都市推進協
議会（会長・օ川࣏市長）͸ɺಉ市の「日
本ྉ理Θͨͳ΂」ళ主・౉部ݡ Μ͞を韓
国શभ市Ͱ։かΕる৯文化イベント（25
ʙ28日）にྉ理人として೿ݣするɻコϝɺ
ঙ಺֟ͳͲ௽Ԭの৯材をͨͬ࢖ ྉ理を൸
࿐するɻ
イベント͸શभビビンバࡇΓのҰ؀として
։かΕɺ྆ 市ͳͲ国連教ҭ文化機関（Ϣ
ωスコ）૑଄都市ωットワーク৯文化加ໍ
の6Χ国7都市͕参加しɺ఻統৯ͳͲを঺
հするɻ

中اࠃ業と業຿ఏܞ
௽Ԭの )MT

ʢܗࢁ৽ฉ1�݄25日ʣ
ώϡーϚン・ϝタϘϩーム・テクノϩジーζ

（)MTɺ௽Ԭ市ɺੁ ໺ོೋ社長）͸23
日ɺҩༀ品։発のͨΊの࣏ݧ業຿ͳͲを
डୗする「フΝーϚϨガシー・ラϘラトϦーζ」
（中国・্ ւ）とɺ中国市৔の৘報೺Ѳ
ͳͲに関する業຿ఏܖܞ໿をక݁し とͨ
発දしͨɻ
科学研究に力をೖΕている中国Ͱɺ主
力のϝタϘϩーム（୅ँ෺࣭）ղੳ事業を
本֨తに展։するの͕ૂいɻフΝ社のऔ
Ҿ先Ͱ る͋੡ༀ会社を中心に中国市৔の
٬঺հͳͲͰ協力をಘるとい͏ސ ɻҰํɺ
)MT͸日本の੡ༀ会社ͳͲを঺հしɺ
化してい͘ڧいにւ֎展։をޓ ɻ

˙৽ׁݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ݝάルーϓདྷ「य़ळ」ࠃ業の中ߦཱྀ
৽ׁにັྗをアϐール

ʢ৽ׁ日報�݄�日ʣ
中国Ͱཱྀߦ業΍ۭߤ業ͳͲをखֻける
य़ळグループ（্ւ市）の؍光視察団͕
3日ɺ本県を๚Εͨɻ5日·Ͱࠤ౉市΍新
ׁ市ͳͲの؍光地を८るɻ3日͸視察に
先ۦけて県ிͰՖ֯ӳੈ஌事と໘会しɺ
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৬ਓのঊਫ਼ਆܹࢗに
中ࠃのएखߴ、 Ԭ๚໰

ʢ北日本৽ฉ1�݄1�日ʣ
「第1回日中एख৬人交流事業」Ͱ中
国からདྷ日しͨ視察団͕15日ɺ高Ԭ市を
๚Εɺ఻統ܳ޻関連ࢪઃ΍؍光地を見
て回ͬͨɻ参加ऀ͸੡品΍展示෺のಛ
௃ͳͲについて୲౰ऀに࣭໰しɺ೤心に
ࣸਅをͨͬࡱ ɻ
交流事業͸日中ฏ࿨༑޷৚໿క݁40

प年をه೦しɺ中国中খ企業協会とɺ経
済࡞家のڿޖ೾͞Μ͕主࠻するෳ合ϝ
デΟア「ڿޖ೾チャンωル」͕ 主࠵しͨɻ
໿200人͕11日から東京Ͱフォーラム΍展
示会に参加ɻ高Ԭ͸東京と京都ɺ大ࡕと
と΋に視察先にબ͹Εͨɻ

େ࿈ศ、ि�ศスλーτ
๚໰ஂ、ར用ଅ進୳る͕ݝ

ʢ北日本৽ฉ1�݄��日ʣ
中国南ํۭߤの෋ࢁ―大連ศ͕29日

からि3ศに૿ศ Εͨ͞ɻ෋ࢁからの Γં
ฦしศͰ県の๚໰団͕大連市に޲かいɺ
運ߤ会社װ部とར༻ଅ進ࡦについてҙ
見交׵しͨɻਫɺ౔༵に加͑ɺ݄ ༵に新
ͨにศ͕ઃఆ Εͨ͞ɻظ଴͸͜ Ε·Ͱとಉ
͡121人৐Γのエアバス319を͏࢖ ɻ
大連ศ͸ࠓ年ɺब20ߤप年をܴ͑ͨɻ

ఈݎいビジωスར༻をഎܠにҰ࣌ɺि7
ศ化 Ε͕ͨ͞ɺ2013年9݄からि3ศଶ੎
ͩͬ ͨɻ

˙ੴ઒ݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

外ࠃਓ٬ޫ؍に5ˋݱ金ؐݩ
エムβͰ ΐ͖͏ ͔ら

ʢ北཮中日৽ฉ�݄1日ʣ
ඦ՟ళのΊいてつ・エムβ（金୔市）͸

๚日֎国人؍光٬（インバ΢ンド）΁のର
Ԡをॆ࣮ͤ͞るɻ9 1݄日からɺങい෺しͨ
ֹの5 を̀ݱ金Ͱฦすɻ年຤·Ͱݧࢼత
に࣮ࢪしɺ本֨ಋೖをݕ౼するɻエムβ
によるとɺ͜ し͏ͨऔΓ૊Έ͸北཮三県の
ඦ՟ళͰॳΊてɻ
֎国人؍光٬ Ϩ͕シートとパスϙートを

ళ಺の໔੫ҰׅΧ΢ンターにग़すとɺݱ
のফඅ੫෼の8̀ࡏ に5̀ を加͑ͨ13̀ܭ
෼をݱ金Ͱ΋ら͑ る࢓૊Έɻྫ͑͹ɺ1ສ
ԁのങい෺をすると1300ԁ͕ฦ てͬ͘ るɻ

୆࿷Ͱඒしい࿷Ϋϥϒ૯会
のັྗࢁ෋͕ࣄ෭஌࡚ࢁ PR

ʢ北日本৽ฉ1�݄1日ʣ
「ੈքͰ࠷΋ඒしい࿷クラブ」の第14回
૯会͕29日ɺ台࿷・ᖋބ（΄͏ ͜）県Ͱ։
かΕɺ෋ࢁ県の࡚ࢁ康ࢸ෭஌事͕プϨ
θンテーションͰ県಺のັ力を఻͑ɺདྷ年
10 の݄֎ࢁ૯会΁の参加をݺびֻけͨɻ
໾員վબͰ͸ɺ新ઃのアジア地域෭理

事長ิࠤに෋ࢁ࿷͕બग़͞ Εͨɻ26Χ国
1地域の44ܭ࿷͕加ໍする࿷クラブ͸ɺ
Ϣωスコ͕ޙԉするඇ੓෎૊৫Ͱɺ࿷を
ɻ෋͏ߦอશをݯと資ڵ光ৼ؍しͨ༺׆
࿷͸2014年10ࢁ に݄加 しໍͨɻ

෬໦෋ൃߓࢁ՟෺༌ૹ࣮ݧ
モスΫϫ·Ͱ1�日、໨ඪより�日஗れ

ʢ北日本৽ฉ1�݄11日ʣ
෬໦෋ߓࢁ発ϩシア・モスクワ޲けの՟

෺輸送の所ཁ日਺を調΂る県の2౓໨の
ऴ͕ݧ࣮ূ࣮ しྃɺモスクワӺ౸ண·Ͱ
の日਺͸19日ؒͩͬͨ と͕͜ ɺ10日෼かͬ
ͨɻఆߤظ࿏を࣋つϩシアのધ会社͕15
日ؒͰの୹ظ輸送にऔΓ૊ΜͰい͕ͨɺ
໨ඪよΓ4日஗Εとͳͬ ͨɻ
県ཱ地通商՝によるとɺ経༝地の΢ラジ

ΦストクߓͰの՟෺ݕ査に࣌ؒをཁしͨの
Ҽɻͨݪ͕ ͩɺ7 に݄ͨͬߦ 1౓໨の࣮ݧ΍
企業のฉきऔΓ調査を౿·͑ るとɺ安ఆత
に20日Ҏ಺Ͱ輸送 Ε͞ている͜ と͕ ֬ೝ͞
Εͨɻ

೶ྛਫ࢈෺の༌ग़ೖ֦େ
会、୆࿷と֮ॻڠ਌ળݝ

ʢ北日本৽ฉ1�݄1�日ʣ
県日台਌善協会（会長・中川஧ত県議）

͸12日ɺ日本の೶ྛਫ࢈省に૬౰する台
࿷ߦ੓院೶業ҕ員会と交流に関する֮
ॻをక し݁ͨɻ෋ࢁのコϝ΍ڕհといͬͨ
೶ྛਫ࢈෺ɺ台࿷࢈バナナ΍アップルϚン
ゴーͳͲの輸ग़ೖの֦大に޲けɺ׭ຽͰ
連ܞをਂΊてい͘ と͜を֬ೝしͨɻ
県議事ಊͰక͕݁ࣜ Γ͋ɺ中川会長の

΄かɺ台࿷のற日大࢖に౰ͨる台北ற日
経済文化୅දॲのँ長ఊ୅ද΍経済文
化ॲのމ஧Ұ೶ྐॺ長ら͕ग़੮しͨɻ

中国からのトΩఏڙ͸2007年Ҏདྷ11年Ϳ
ΓɻҨ఻తଟ༷性の֬อ΁ɺ2Ӌ͸ͦΕ
ͧΕࠤ౉Ͱࣂҭ Ε͞ているトΩとൟ৩に޲
けてϖアにͳる༧ఆͩɻ
Εͨの͸༤の͞ڙ省によるとɺఏڥ؀

「࿖࿖」とࣁの「関関」ͰɺいͣΕ΋2ࡀɻ
ಉセンターの金ྑࢠଇ्ҩ長͸「ؾݩ
Ͱɺ࿩し్ͨ୺にすͨすͨาいてɺバタ
バタしていͨɻͨ ͘͞ Μͻͳをҭてࢠଙをつ
ͬ͘ ていきͨ い」と࿩しͨɻ

౼ݕ͕ࠃ࿨、中؇੍ن
「৯඼༌ग़଴ͪ望Ή」஌ظ͕ࣄ଴ײ
ʢ৽ׁ日報1�݄�1日ʣ
Ֆ֯ӳੈ஌事͸30日ɺ県ிͰऀه会
見しɺ中国͕東京ి力෱ౡ第Ұݪ発事
にଓけている本県ͳͲの৯品の輸ޙނ
ೖ੍نについてɺशۙฏ国家主੮͕؇
࿨のੵۃతͳݕ౼をද明しͨ͜ とをडけɺ
「大มྑいニϡースɻ加޻品をؚΉ新ׁ
の৯品の輸ग़͕可能にͳる͜ とを଴ͪ๬
ΜͰいる」とڧいظ଴を示しͨɻ
中国͸2011年3 の݄ݪ発事ޙނɺ本県

ͳͲ10都県࢈の৯品とࣂྉの輸ೖをఀࢭ
しているɻश主੮͸26日の日中ट೴会談
Ͱ安ഒ৾三ट૬にରしɺ「科学తධՁに
ج きͮɺ؇࿨をੵۃతにͨ͑ߟい」とද明
していͨɻ

˙෋ݝࢁɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

෬໦෋ߓࢁఆظίンςナધ
࿏、ि�に૿ศߤࠃؖ

ʢ北日本৽ฉ�݄12日ʣ
෬໦෋ߓࢁと韓国・ߓࢁזを݁Ϳ新ͨ

ͳఆظコンテナધ͕ɺ݄ࠓबߤするɻシン
ガϙールのધ会社͕ि1ศͰ運ߤしɺז
しɺߓدɺ金୔のॱにࢁɺ新ׁɺ෬໦෋ࢁ
に໭るɻผ会社によるધと合Θͤるࢁז
とɺ෬໦෋ߓࢁと韓国を݁Ϳఆظコンテ
ナધ͸ि4ศମ੍とͳΓɺརศ性্͕޲
するɻॳศ͸13日にߓࢁזをग़発しɺ17
日に෬໦෋ߓࢁにߓدするɻ
シンガϙールのધ会社「9プϨス・フΟー

ダーζ」͕ ։ઃしɺ20フΟートࢉ׵Ͱ602
本のコンテナを౥ࡌͰきる「アΧシア・アϦ
エス߸」Ͱ運ߤするɻ9プϨス社͕日本
Ͱαービスを͏ߦ の͸ॳΊてɻ
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人٬）事業΍人材঺հ事業をखֻけるϗ
スϐタブル（෱Ԭ県෱Ԭ市）͕ ։͘ ɻಉ社
͸ɺ韓国の大学ͰϨベルの高い日本ޠ教
ҭをडけͨ学ੜらをઍ人Ҏ্ొ࿥しɺ関
੢ɺ東北ɺ۝भͳͲͰ॓ധ業΍貿易業を
中心にଟ਺の人材を঺հしているɻઆ明
会に͸ɺޠ学力͕高͘ 日本Ͱब৬する೤
ҙ͕͋るͳͲϗスϐタブル͕ ら͋か͡ Ίબ
ఆしͨ韓国の大学ੜら30ʙ40人͕དྷ県
する༧ఆɻग़展࿮͸20社ݶఆͰɺग़展
ྉ͸20ສԁ（੫ผ）ɻ

˙๺཮ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ަྲྀ会議ܧଓͰؖ日࢈業ྗڠ৆
北ܦ࿈͕ड৆

ʢ北཮中日৽ฉ1�݄5日ʣ
北཮経済連合会（金୔市）͸ɺ日本と

韓国の࢈業協力にد༩しͨ日韓の企業
΍団ମɺݸ人に韓国ଆからଃらΕる韓日
業協力৆をड৆しͨɻ北཮・韓国経済࢈
交流会議の։࠵を通͡ ͨ北཮3県と韓国
の日本ւଆ地域との交流のੵΈॏͶ͕
ධՁ Εͨ͞ɻ
৆͸日本の経済࢈業૬に૬౰する韓

国の࢈業通商資ݯ部長໊Ͱɺ9 1݄9日に
韓国・高ཅ市಺Ͱ͋ͬ ビͨジωス交流ଅ
進イベントの։会ࣜయの中Ͱ授༩ Εͨ͞ɻ
北経連によるとɺ日本ଆͰ͸աڈに۝भ
経済連合会΍大ࡕ商޻会議所ͳͲ͕ड
৆しているɻ

˙ௗऔݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

Έࠐ඼ചり࢈ݝ΁ௗऔߓ߳
展࢈ϑΣア΍෺ڇ஍Ͱ࿨ݱ

ʢࢁӄ中ԝ৽報�݄�日ʣ
ௗऔ県の೶ச࢈事業ऀら 「͕ඒ৯の

֗」として஌らΕる߳ߓ΁の県࢈品のചΓ
・࿏ઢۭߤظΈに力をೖΕるɻ国際ఆࠐ
ถߓ߳―ࢠศの։ઃに加͑ɺߪങ力͕
高͘ ɺ日本の࢈品͕޷·Εるݱ地ニーζ
を౿·͑ ͨ動きɻڇ೑΍απϚイモͳͲを
ചΓࠐΈつつɺ地ݩに؍光೶Ԃを新ઃし
「本৔」ͰຯΘ てͬ΋ら͏ けֻͮ͘࢓ ΓͳͲ
インバ΢ンドधཁをऔΓࠐΉܭ画΋進Ήɻ
औΓ૊Έに力͕ೖるの͸県࢈品のൢ࿏

֦大に加͑ɺ2016年9݄にबߤしͨถࢠ
ศをར༻しͨ๚日٬の૿加につͳߓ߳―

˙෱Ҫݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

の࣮शધ、খ඿の海にผれߴ࢈ਫچ
ຽؒにച٫、ϩシア΁

ʢ෱Ҫ৽ฉ�݄5日ʣ
शધとして県࣮ܕ高の大࢈খ඿ਫچ
಺ਫ࢈業の発展にݙߩし 「ͨӢ龍ؙ」
（499トン）͕ ɺ県からຽؒ企業にച٫͞
Εɺۙ খ͘඿ߓړを཭Εてϩシアに޲か
いਫ࢈業に׆༻͞Εる͜ と͕෼かͬͨɻ
1995年に׬成しɺ2014年·Ͱԕ洋ߤւ
の࣮शに࢖ΘΕͨ6୅໨Ӣ龍ؙ͸ધ໊΍
県のϚーク΋ͳ͘ ͳΓɺͻͬͦ Γとখ඿のւ
にผΕを告͛る͜ とにͳΓͦ ɻ͏
県財׆࢈༻ৼڵ՝ͳͲによるとࠓ年7

݄ɺ東京に本社をஔ͘ ຽؒ企業に1944ສ
ԁͰച٫͕ܾ·ͬ ͨɻߪೖしͨ会社による
とɺϩシアのਫ࢈関܎企業΁のൢച͕ܾ
·ͬ ておΓɺ韓国経༝Ͱϩシアに޲かいɺ
͞༺׆࠶業に࢈地Ͱ͸ਫݱ Εる見通しɻ

ਅ໊௽ञ଄ʢେ野ʣ金৆
中ࠃॳの日本ञ৹ࠪ会

ʢ෱Ҫ৽ฉ�݄�日ʣ
中国ॳの日本ञコンテスト͕ 8 2݄4ʙ26

日ɺ北京市Ͱ։かΕɺ大໺市のञ଄「ਅ
໊௽ञ଄」の७ถ大ۛ 「ৢਇӍʵsow」
͕ಘථ্ҐにଃらΕる金৆をड৆しͨɻ
ಉ社͸「͜Εを機に広͘ PRしɺ日本ञの
ັ力を国಺֎に఻͑ていきͨ い」としてい
るɻ
コンテスト「SAKE�China」͸日本と中
北の3つの৯品関連団ମ͕主࠵するಉ国
ॳの日本ञ品ධ会ɻਫ਼ถา合΍छྨ と͝
の5部門にɺ24෎県62ଂの137品໨͕ग़
品 Εͨ͞ɻಉ社͕ग़品し 「ͨ७ถ大ۛৢ
部門（ਫ਼ถา合50ˋҎԼ）」部門に͸44
ళ͕ͤ͞دΕɺプラチナ৆1఺と金৆13
఺͕બ͹Εͨɻ

業Ϛッνンάاのେ学生とࠃؖ
དྷ݄本ࣾͰ߹ಉब৬આ໌会

ʢ෱Ҫ৽ฉ1�݄12日ʣ
日本ޠ能力͕高͘ 日本Ͱのब৬をر๬
する韓国人大学ੜらをটいͨ合ಉब৬
આ明会͕11 2݄0日ɺ෱井新ฉ社・෩の৿
ϗール（෱井県෱井市）Ͱ։かΕるɻग़
展企業・団ମを10 2݄6日·Ͱื てͬいるɻ
韓国にಛ化しͨインバ΢ンド（๚日֎国

৯品΍Ұ部のブランド品ͳͲをআいてશ
商品͕ର৅ɻエムβのങい෺٬の国・地
域ผ͸ɺ中国͕໿6ׂを઎Ίɺ߳ ɺ台ߓ
࿷とଓ͘ ɻചΕる商品͸化হ品͕൒෼Ҏ
্Ͱɺ金ഩ（きΜͺ͘ ）ͳͲのܳ޻΍ࡶ՟
΋人ؾとい͏ ɻ

海外にੴ઒αポーλーళ
�カࠃにདྷ݄։設

ʢ北཮中日৽ฉ�݄�日ʣ
石川県の୩本ਖ਼ݑ஌事͸ɺ6日に։会

しͨ県議会9݄ఆྫ会のఏҊ理༝આ明
Ͱɺ県࢈品をऔΓѻ てͬいるւ֎4Χ国の
খചళͰ఻統ܳ޻品の展示΍؍光৘報
を発৴する「いしかΘαϙーターζショッ
プ」を10 に݄։ઃする͜ とを明らかにしͨɻ
モデル事業として2Χ݄ ؒɺݱ地のফඅऀ
に޲けて県のັ力をPRするɻ
ショップを։ઃするの͸シンガϙールɺ
中国・্ ւɺถ国・ニϡーϤークɺドイπ・
フランクフルトɻϨストランをซઃしͨΪャ
ラϦー΍৯ྉ品ళɺञൢళͰ県಺の
地ञ΍調ຯྉͳͲをऔΓѻ てͬいるとい͏ ɻ
֤ళฮにಛઃコーナーをઃけɺ৯ث΍ञ
といͬͨث テーブル΢エア関連ͳͲの఻統
品を展示ɺൢܳ޻ ചする́ かɺ؍光パン
フϨットを഑෍し Γͨɺ動画を์өし Γͨし
て県のೝ஌౓޲ ΋্図るɻ

ੴ઒とのྲྀަࡁܦに前向͖
λλルスλンେ౷ྖ͕஌ࣄと࠙ஊ

ʢ北཮中日৽ฉ1�݄1�日ʣ
ϩシア੢部・タタルスタンڞ࿨国のルスタ
ム・ミンニϋノフ大統ྖ͕དྷ県しɺ金୔市
಺のϗテルͰ石川県の୩本ਖ਼ݑ஌事と
࠙談しͨɻ大統ྖ͸県との経済交流の進
展にظ଴ɻ஌事͸「交流͕ܧଓͰきるよ͏
ͳঢ়گをつ͘ Γग़してい͘ と͕͜ 大事Ͱɺ大
きͳ଍ֻかΓをங͘ と͜にͳる」とԠ͡ ͨɻ
大統ྖ͸7日にདྷ日しɺ京都市Ͱ։か

Εͨ国際フォーラムにग़੮ɻ石川΁のདྷ
県͸日ϩؒの経済協力プランにͮ͘ج 地
域ؒ交流のҰ؀Ͱɺ৿ت࿕ݩट૬΋஌
事に協力をཁ੥していͨɻ
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͛るૂい͕͋るɻಉศ͸ຖ 2݄000人લޙ
の֎国人٬͕౥৐ɻ࿏ઢ։ઃに合Θͤ
て࢝Ί3年໨とͳͬ 回のフΣアͰ͸ɺ広ࠓͨ
東ྉ理Ϩストラン΋ซઃしɺௗऔ࿨ڇͳͲを
ͨͬ࢖ ྉ理Ͱདྷ৔ऀのңାをຬͨすɻ

ᘦय़༑޷౎25ࢢ周年
Ͱ記念展ߓڥ

ʢࢁӄ中ԝ৽報1�݄12日ʣ
都市޷市と中国のᘦय़市との༑ߓڥ
ఏ25ܞप年をه೦しͨࣸਅ展͕ɺߓڥ
市のւと͘ らしの史ྉؗͰ։かΕɺ྆ 市
のѪޓ͕ऀ޷いの地ݩの෩ܠͳͲをࡱӨ
しͨࣸਅ͕དྷ৔ऀの໨を しָ·ͤ ているɻ
ᘦय़市͸ௗऔ県の໿1.4ഒの໘ੵͰ人

ޓ市と͸৬員を૬ߓڥ͸໿25ສ人ɻޱ
に೿ݣするͳͲ交流しɺࣸ ਅ展͸ᘦय़市
΁の理ղをਂΊて΋らお͏ とɺߓڥ市のѪ
޷ らऀͰつ͘ る࣮ߦҕ員会͕企画しͨɻ

ถߓ߳―ࢠศ、૿ ศ΁
࣮੷ݎௐ、12݄͔らि�ԟ෮

ʢࢁӄ中ԝ৽報1�݄2�日ʣ
ௗऔ県͸23日ɺ߳ ߤߓ （ۭ本社・߳ （ߓ

のถߓۭࢠ（ߓڥ市ࠤ൹ਆொ）発ணの
ศ͕12݄Ҏ߱ɺि2ԟ෮からि3ԟߓ߳
෮に૿ศ Ε͞るํ޲Ͱ࠷ऴ調整にೖ てͬ
いると発දしͨɻࠓ 2݄8日からのౙダイヤ
Ͱ͸エアι΢ル（本社・韓国ι΢ル市）΋ถ
ι΢ルศをि5ԟ෮からि6ԟ෮に૿―ࢠ
ศɻݎ調ͳ国際ఆۭߤظ࿏ઢの౥৐࣮
੷から͞ らͳるधཁ͕見ࠐΊるとのۭߤ会
社ଆの൑断͕ Γ͋ɺ県͸๚日֎国人٬の
Ұ૚のར༻૿をظ଴するɻ
ศのि3ԟ෮化͸2019年3ߓ߳ 3݄0日

·ͰのݶؒظఆͰܭ画ɻߦݱのਫɺ౔
༵日の運ߤにՐ༵日͕加ΘるɻՐ༵の運
ɺߓ国際ۭߓલ11࣌45෼に߳ޕ͸ɺߤ
をͦΕͧΕग़ߓۭࢠ5࣌25෼にถޙޕ
発ɻ機材͸いͣΕ΋ैདྷとಉ͡ エアバス
社のA320（174੮）を͏࢖ɻ૿ศ͸ಉۭ
Ӵୂඒอۭࣗߤ૸࿏を؅理する׈のߓ
΍国౔交通省ͳ（市খࣰ௡ொߓڥ）地ج
Ͳとの調整ޙɺ࠷ऴܾఆとͳるɻ

ถߓۭࢠ、ιウルศ�ศスλーτ
ར用ଅ進΁݁ଋ੤͏

ʢࢁӄ中ԝ৽報1�݄2�日ʣ
ถߓۭࢠ（ௗऔ県ߓڥ市ࠤ൹ਆொ）

発ணͰ֨安ۭߤ会社エアι΢ル（本社・
韓国ι΢ル）͕ 運ߤするι΢ルศ͕ि6ԟ
෮に૿ศ͞Εるౙダイヤ͕28日スタートし
ͨɻಉۭߓͰه೦ࣜయ͕ Γ͋ɺࢁӄ྆県
のߦ੓ɺ経済関ऀ܎ら͕Նダイヤ（དྷ年
3݄຤ʙ）のศ਺ҡ࣋΍কདྷతͳデイϦー
（ຖ日）運ߤに޲けͨར༻ଅ進΁ ら͋ͨ
Ίて݁ଋを੤ͬͨ ɻ
2001年4݄बߤのಉ࿏ઢͰि6ԟ෮の

運ߤ͸ա࠷ڈଟɻ17年12݄Ҏ߱の5ԟ
෮の運ߤ日にਫ༵日を加͑て運ߤするɻ
૿ศ͸ि3ԟ෮から5ԟ෮にͳͬ ݎのޙͨ
調ͳར༻࣮੷を౿·͑ ɺऩ益性の高い࿏
ઢ展։を進Ίるエアι΢ル͕ܾఆɻ6ԟ෮
化ޙ͸౥৐཰80̀ を໨ඪとしているɻ

˙ౡࠜݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

඿ాߓ、ॳΊてシϟτルόスӡߦ
঎ళ֗に৐܁٬りग़す

ʢࢁӄ中ԝ৽報1�݄11日ʣ
イタϦアધ੶の大٬ܕધ「コスタ・ωΦϩ
ϚンチΧ」（৐٬ఆ員1800人ɺ5ສ7150
トン）͕ 10日ɺ඿ాߓにࠓ年ޙ࠷のߓد
をしͨɻ5݄のॳߓدから3回໨Ͱɺ৐ધ
٬の֗中ͰのফඅىשͳͲを໨తに׭ຽ
Ͱつ͘ る඿ాߓৼڵ会͕ॳΊてߓからJR
඿ాӺ·Ͱのシャトルバスを運ߦɻ地ݩの
経済׆性化を໨తとしͨクルーζધのड
けೖΕଶ੎ͳͲをূݕしɺ日本٬ધをؚ
Ήདྷ年Ҏ߱の༠கにつͳ͛るɻ
5 と݄7݄の࣌ߓد͸ఀധする෱井;頭

ۙ͘ の「し·Ͷおڕセンター」を৐ધ٬のड
けೖΕڌ఺としてい͕ͨɺ市中心部のӺ
をڌ఺にɺ商ళ֗Ͱのങい෺΍৯事ͳͲ
΋ しָΜͰ΋らお͏ とɺシャトルバスを運ߦし
ͨɻ

ߐभͰদߌ PR
༑޷౎ࢢఏ15ܞ周年記念

ʢࢁӄ中ԝ৽報1�݄2�日ʣ
দ江市と༑޷都市ఏܞする中国・ߌभ

市Ͱ͜の Ͳ́ɺদ江市をPRするイベント
「দ江の日」͕ Γ͋ɺし·Ͷ؍光大࢖らͰ
つ͘ るPR ୂ 「͕ԑ݁びの·ͪ 」をテーϚ
にɺ؍光地・দ江のັ力を発৴しͨɻ
໿ޱभ市͸ᔳ江省の省都Ͱɺ人ߌ

970ສ人のҰ大都市ɻ࣡ಓބと෩ܠ よ͕
光地と؍͕ބの੢࢈ք文化Ҩੈͨࣅ͘

して஌らΕるɻイベント͸ɺ༑޷都市ఏܞ
の15प年ه೦事業としてߌभ市͕։࠵ɻ
দ江市からদӜਖ਼ܟ市長΍৿࿬༐人市
議会議長ɺPR らୂ12ܭ人͕ग़੮しͨɻ

˙۝ɹभɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

෱Ԭ―佂ࢁϑΥーϥム
日ؖ߹ಉ、དྷՆ͔ら講࠲

ʢ੢日本৽ฉ�݄2日ʣ
෱Ԭ市と韓国・ࢁז市の࢈学քϦー

ダーによるఏݴ機関「෱Ԭ―ࢁזフォーラ
ム」の第13回会合͕1日ɺࢁז市Ͱ։かΕ
ͨɻ「交流協力のະདྷビジョン」をશମテー
Ϛとする౼࿦Ͱ͸ɺ྆ 地域の8大学͕ͦΕ
ͧΕの教員を೿ݣして࠲ߨをߦ 合͏ಉの
αϚースクールをɺདྷՆからࢁז市Ͱ։ߨ
するํ਑͕ܾ·ͬ ͨɻ۝भ大΍ࢁז大ͳ
Ͳ8大学の学ੜらをର৅としɺ૬ޓ理ղを
ਂΊて΋ら͏ ૂいɻ
ϝンバー͸ɺւと国ڥをڬΜͩ地域をଟ
໘తに研究する「日韓ւݍڦ学」の૑ઃ
΍ɺ྆ 地域のห࢜ޢ会͕૬ޓ国΁進ग़
する企業をࢧԉする࢓૊Έͮ͘ ΓͳͲをఏ
Ҋɻ「ビジョンから࣮ફ」をͨ͛ܝ議長૯ׅ
に͸ɺ2019年に྆市のߦ੓交流都市క
݁30प年をܴ る͑͜ とを౿·͑ 「૬ख都市
΁の理ղ΍਌ۙײをਂΊるप年ߦ事の
։࠵をظ଴する」とのݴ༿΋੝ΓࠐΜͩɻ

業Ո͕ަྲྀى಺外のࠃ
「ϫϥΫαミッτ」࢝ ·る
ʢ੢日本৽ฉ�݄1�日ʣ
国಺֎のى業家͕業छをӽ͑て交流

しɺビジωスチャンスを୳るイベント「ワラクα
ミット」͕ 15日ɺ෱Ԭ市中ԝ۠大໊の૑業
ͬ·ઃ「෱Ԭグϩースωクスト」Ͱ࢝ࢪԉࢧ
ͨɻ会৔に໿70のブース͕ฒびɺग़展ऀ
΍དྷ৔ऀ͕ҙ見を交Θしͨɻ
市಺のITى業家΍クϦエーターによる

ҟ業छ交流イベント「明੕࿨ָ」の࣮ߦ
ҕ員会と市͕主࠵しͨɻ11回໨のࠓ回͸
エストニア΍タイͳͲɺ市͕連ܞする9Χ国・
地域の૑業ࢧԉ団ମ΍ى業家΋参加ɻى
業家͕਎ͿΓを交͑てӳޠͰ会࿩する࢟
΋͋ Γɺؾ׆にຬͪͨ交流͕見らΕͨɻ会
৔Ͱ͸ɺ市͕台࿷੓෎の研究機関「台࿷
経済研究院」ɺスϖイン・バルセϩナの૑業
業ىԉ機関「バルセϩナアクテΟバ」とࢧ
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に推進するM0U（֮ॻ）のకޓԉを૬ࢧ
݁ ΋ࣜ͋ ͬͨ ɻ

APU、ླཱྀ 学生ೖࢼに「࿥ը໘઀」
海外͔らスϚϗ動ըͰճ౴

ʢ੢日本৽ฉ�݄1�日ʣ
໋ཱؗアジアଠฏ洋大（APUɺ大෼県
ผ෎市）͸2019年य़ೖ学のೖࢼからɺւ
֎からのཹ学ੜにରԠするͨΊɺ大学院
ೖ学ر๬ऀをର৅にパιコン΍スϚート
フォンの࿥画機能による໘઀ݧࢼをಋೖ
する͜ とをܾΊͨɻ࣌ ࠩにࠨӈ Ε͞ͳいͳ
Ͳडݧੜと໘઀ऀのෛ୲ܰݮにつͳ͛る
の͕ૂいͰɺ国಺ॳのऔΓ૊Έとい͏ ɻ

डݧੜ͸ɺ大学ଆ͕ઃఆし࣭ͨ໰に回
౴する動画をࣗ らࡱӨして専༻システムに
ొ࿥ɻͦ Εを໘઀ऀ͕֬ೝする࢓૊Έɻ
大学ଆ͸डݧੜの回౴をɺผの৔所にい
るෳ਺人ͰӾ覧してධՁする͜ と͕Ͱき
るɻAPUによるとɺ大学院ੜ190人の͏ͪ
97̀ ͕57Χ国・地域からのཹ学ੜɻ

ΩϟッシϡϨス֦େਤる
۝भͰ1�͕ࣾڞಉࣄ業体

ʢ੢日本৽ฉ1�݄5日ʣ
JR۝भ΍੢日本మಓɺ෱Ԭ地所ͳͲɺ

地৔企業を中心に17社Ͱߏ成する「۝भ
ΩャッシϡϨス؍光アイランド推進コンιー

シアム（ڞಉ事業ମ）」͕ 4日ɺ発଍しͨɻ۝
भશ域ͰΩャッシϡϨスܾ済システムの整
備を進Ίる͜ とͰɺ֎国人؍光٬の༠க
΍ফඅ֦大につͳ͛ɺ地域経済を׆性化
ͤ͞る͜ と͕ ໨తɻ3年ޙ·Ͱにɺ۝भの主
ཁళฮͰのܾ済システムಋೖ཰50 を̀໨
すɻࢦ
コンιーシアム͸ޙࠓɺ׆動に参画する
企業΍ళฮを広͘ Γืɺଞ地域Ͱのܾ済シ
ステムのಋೖ事ྫを学Ϳઆ明会ͳͲを։
ೋ会߃長に͸JR۝भの౜஑࠲するɻ࠵
長ɺ෭࠲長に͸αッΧーJ1の7.フΝーϨン
長࡚の高ా明社長͕ब任しͨɻ
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˔த国ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ���

生࢈৳ͼ཰の؇΍͔ͳॖখ
国家統ہܭ͸ɺ2018年10݄19日にϚ

クϩ経済ࢦඪを公දしͨɻ公ද஋による
と2018年1ɻ の࣮࣭経済成長཰͸ظ9݄
6.7ˋͰ Γ͋ɺ国಺૯ੜ ͸65ஹ（GDP）࢈
899ԯݩͰ る͋ɻ第1࢛൒6.8͕̀ظ ɺ第2࢛
൒6.7͕̀ظ Ͱ Γ͋ɺ第3࢛൒6.5͕̀ظ とい
推͏Ҡを示しているɻ三࣍࢈業ผͰ͸ɺ第
ൺ3.4̀ظ業Ͱલ年ಉ࢈1࣍ ૿の4ஹ2173
ԯݩɺ第2࣍࢈業Ͱಉ5.8̀ ૿の26ஹ2953
ԯݩɺ第3࣍࢈業Ͱಉ7.7̀ ૿の34ஹ5773
ԯݩͰ る͋ɻ
໛（年ؒചنをΈるとɺҰఆ࢈業ੜ޻
্高2000ສݩ）Ҏ্の޻業企業における
1ɻ 加཰͸ɺલ年૿࢈の෇加Ձ஋ੜظ9݄
ಉظൺͰ6.4ˋͰ͋ͬͨ ɻ企業ܗଶผにΈ
るとɺ国༗企業・国༗࣋ג企業͸ಉ7.0ˋ
૿ɺू 団企業͸ಉ1.4̀ 会社͸ಉࣜגɺݮ
6.6ˋ૿ɺ֎資ܥ企業͸ಉ5.7ˋ૿Ͱ Γ͋ɺ
国༗・国༗࣋ג企業の૿加͕࠷΋高かͬ
ͨɻ
投資に関するࢦඪとして1ɻ ݻのظ9݄
ఆ資࢈投資 （ֹ೶家をআ͘ ）をΈるとɺલ年
ಉظൺ5.4ˋ૿加の48ஹ3442ԯݩͰ͋ͬ
ͨɻ第1࣍࢈業の投資͸11.7ˋの૿加ɺ第

࢈業の投資͸5.2ˋの૿加ɺ第3࣍࢈2࣍
業の投資͸5.3̀ の૿加Ͱ͋ͬ ͨɻ·ͨ ɺෆ
動࢈։発投資͸ಉ9.9 と̀高い্ঢ཰を
示している（લ年ಉ統ܭ஋͸8.1̀ ૿）ɻ
ඪとして1ʵ9݄ࢦ人ফඅに関するݸ

ඪをΈるࢦの社会ফඅ品খച૯ֹのظ
と27ஹ4299ԯݩͰ Γ͋ɺલ年ಉظൺͰ
9.3̀ の૿加Ͱ る͋͜ とを示しͨɻফඅ地ผ
Ͱ͸ɺ都市部のফඅ͕ಉ9.1ˋ૿の23ஹ
4717ԯݩɺ೶村部のফඅ͕ಉ10.4̀ ૿の
3ஹ9582ԯݩͰ͋ͬͨ ɻফඅྨܕผͰΈ
るとɺҿ৯業におけるফඅ͸ಉ9.8̀ ૿の2
ஹ9763ԯݩɺ商品খച͸ɺಉ9.2̀ の24ஹ
4536ԯݩͰ͋ͬ ͨɻ
ফඅऀ෺Ձの৳び཰を示す1ɻ ظ9݄

のډຽফඅՁ֨のࢦඪ（CPI）をΈるとɺ
લ年ಉظൺͰ2.1̀ の্ঢ͕示 Εͨ͞ɻ商
品ผにՁ֨をΈるとɺ৯品・ͨ ͹͜ྨのՁ
֨͸ಉ1.6̀ ্ঢɺҥྨ͕1.2̀ の্ঢɺॅ
品͕1.6ˋの্༺׆の্ঢɺੜˋ2.4͕ډ
ঢͰɺ交通・通৴͕1.7ˋの্ঢɺ教ҭ・文
化・2.2ָ͕̀ޘ の্ঢɺҩ ・ྍอ݈͕5.0̀
の্ঢͰ͋るɻͦ のଞ༻品とαービス͕
1.1̀ の্ঢͰ Γ͋ɺҰ部商品のՁ֨Լམ
͕見らΕͨલ年統ܭとൺ΂てՁ্֨ঢの
示͕޲܏ Εͨ͞ɻ
1ɻ ظのର֎貿易૯ֹ͸લ年ಉظ9݄

ൺ15.6ˋ૿の3ஹ4319.3ԯドルͰ͋ͬͨ ɻ
಺༁͸ɺ輸ग़͕ಉ11.9̀ ૿の1ஹ8266.5ԯ
ドルɺ輸ೖ͕ಉ20.1ˋ૿の1ஹ6052.8ԯド
ルͰ る͋ɻ貿易ऩࢧ͸ಉ25.1̀ の2213.7ݮ
ԯドルとͳͬ ͨɻ֎資ಋೖについて͸ɺ1ɻ
9݄の新نೝ可݅਺（ۜߦ・ূ ݊আ͘ ）͸
લ年ಉظൺ95.1ˋ૿の45922݅Ͱɺ࣮ ߦ
ベースの֎資ಋೖֹ͸ಉ6.4ˋ૿の979.6
ԯドルͰ る͋ɻ2018年にೖΓܹٸに投資ೝ
可݅਺͕֦大している͕ɺ金ֹͰ͸͞ Ͳ́
৳び཰͕高͘ ͳͬ ていͳいとい͏ ಛ௃͕͋
るɻ

෇ՃՁ஋生࢈の৳ͼ೰Έと
ফඅऀ෺Ձの্ঢ
2017年1ʵ9݄ظのGDPの৳び཰͸

6.9ˋͰ Γ͋ɺ2017年શମを通して΋ಉ͡
6.9ˋͰ͋ͬͨ ɻ͜ の෇加Ձ஋ੜ࢈৳び཰
のॖখ͸ɺ経済શମͰ見らΕるɻ2017年1
9ɻ݄ظ統ܭと2018年1ɻ をൺֱܭ統ظ9݄
しͨ৔合ɺ޻業ੜ࢈৳び཰Ͱ6.7から6.4̀
΁の௿Լɺݻఆ資࢈৳び཰Ͱ7.5から
5.4ˋ΁の௿Լɺ社会ফඅ品খച૯ֹの
৳び཰Ͱ10.4から9.3ˋ΁の௿ԼͰ͋るɻ
中国͕ͦΕ·Ͱの௒高速成長から中高速
成長΁と଩を੾る中Ͱɺ޻業ੜ࢈΍ݻఆ
資࢈投資の৳び཰͕ಷ化するの͸੓ࡦ

๺౦ΞδΞಈ޲෼ੳ

（注）
ɾ લ೥ൺ、લ೥ಉظൺ。
ɾ ۀ޻੡඼৳ͼ཰はࠃ༗ٴۀاͼ೥ؒച্�00ߴສݩҎ্のඇࠃ༗ۀاの߹ܭのΈ。2011೥͔Βは೥ؒച্2ߴ
000ສݩҎ্のۀاの߹ܭである。
ɾ 2011೥͔Β、ݻఆ࢈ࢿ౤ֹࢿの౷ܭର৅はܭը౤�0ֹ͕ࢿສݩҎ্͔Β�00ສݩҎ্ʹҾ্͖͛ͨ。·ͨ、౎ࢢ෦ͱ೶ଜ෦Λ౷߹͠、ʮݻఆ࢈ࢿ౤ࢿ(೶Ոআ )͘ʯͱ͠ ͯ౷ͯ͠ܭ
͍る೶Ոのݻఆ࢈ࢿ౤ࢿʹ͍ͭͯはผ్ूͯ͠ܭ ͍る。
ɾ ֎՟४උߴは֤೥຤、݄ ຤の਺஋。
ɾ 200�೥Ҏ߱の௚઀౤ࢿʹは、ۜ ɾূߦ 。Λআ͘ۀ݊
ɾ 200�೥の࣮࣭(DP੒௕཰は、தࠃࠃՈ౷2011͕ہܭ೥1݄10೔ʹൃදͨ͠਺஋。2010೥の࣮࣭(DP੒௕཰は、தࠃࠃՈ౷2011͕ہܭ೥�݄�೔ʹൃදͨ͠਺஋。2011೥の
࣮࣭(DP੒௕཰は、தࠃࠃՈ౷201͕ہܭ�೥1݄�೔ʹൃදͨ͠਺஋。2012೥の࣮࣭(DP੒௕཰は、தࠃࠃՈ౷201͕ہܭ�೥1݄8೔ʹൃදͨ͠਺஋。201�೥の࣮࣭(DP੒
௕཰は201�೥�݄�೔ʹൃදͨ͠਺஋。
ɾ ༌出ɾ༌ೖ৳ͼ཰は঎຿෦ެද஋ΑΓͨ͠ࢉܭ΋のである。
ɾ 2018೥の֎՟४උߴは1Ȃ8݄のσʔλである。
（出所）தࠃࠃՈ౷ہܭ、தࠃ঎຿෦、தࠃਓຽۜߦ

୯Ґ 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
1ɻ 9݄

࣮࣭ GDP成長཰ ˋ 9.4 10.6 9.5 7.9 7.8 7.3 6.9 6.7 6.9 6.7
び཰（෇加Ձ஋ֹ）৳࢈業૯ੜ޻ ˋ 11.0 15.7 13.9 10.0 9.7 8.3 5.9 6.0 6.6 6.4
投資৳び཰࢈ఆ資ݻ ˋ 30.1 23.8 23.8 20.3 19.6 15.7 10.0 8.1 7.0 5.4
社会ফඅ品খച૯ֹ৳び཰ ˋ 15.5 18.3 17.7 14.3 13.1 12.0 10.7 10.4 10.2 9.3
ফඅՁ্֨ঢ཰ ˋ ˛�0.7 3.3 5.4 2.6 2.6 2.0 1.4 2.0 1.6 2.1
輸ग़ೖऩࢧ ԯドル 1961 1,831 1,551 2,311 2,592 3,825 5,945 5,100 4,225 2,214
輸ग़৳び཰ ˋ ˛�16.0 31.3 20.3 7.9 7.9 6.1 ˛�2.8 ˛�7.7 7.9 11.9
輸ೖ৳び཰ ˋ ˛�11.2 38.7 24.9 4.3 7.3 0.4 ˛�14.1 ˛�5.5 15.9 20.1
௚઀投資ֹ৳び཰�（࣮ߦベース） ˋ ˛�2.6 17.4 9.7 ˛�3.7 5.3 1.7 6.4 4.1 7.9 6.4
֎՟४備高 ԯドル 23,992 28,473 31,811 33,116 38,213 38,430 33,304 30,105 31,399 31,097
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の໨ࢦすと͜ Ζとඞ しͣ΋ໃ६しͳいとΈる
と͕͜ Ͱきる͕ɺফඅの৳び཰͕௿Լして
いる͜ と͸ɺ経済શମのॖখを示す と͜に
ͳるɻফඅ͸ɺࠓ年の所ಘͩけͰͳ͘ ੜ֔
所ಘによΓܾ ఆ Ε͞るとする経済理࿦͕͋

るɻফඅ৳び཰の௿Լ͸ɺকདྷの経済に
ରするෆ安を൓өする΋のͰ͋る可能性
͕͋るɻҰํͰফඅऀ෺Ձの্ঢ΋見ら
Εɺফඅ財にରするधཁの֦大を൐Θͳ
い෺Ձ্ঢ͸ɺੜ࢈අ༻の্ঢを示ࠦす

る΋のͰ る͋ɻ中国経済におけるੜ࢈ཁ݅
のม化に΋ɺҾきଓき஫໨す΂きͰ る͋ɻ

ERINA調査研究部研究員
� 南川高範

1�2018年第1・第2࢛൒ظおよび্൒ظのࢧग़໘GDPの֤ཁ素の໊໨ֹおよび成長཰͸ɺh ϩシア社会経済৘੎2018年9݄ （ɦ2018年10 3݄0日発ߦ）からಘらΕるɻ
ͨ しͩɺ૯஝ੵのߏ成ཁ素Ͱ る͋ݻఆ資本ܗ成に関して͸データ͕ ͳいͨΊɺRosstat΢Σブαイトの਺஋（2018年10 2݄日վగデータ）にج きͮࢉఆしͨɻ͜ の公ද஋
Ͱ͸ɺ2018年্൒ظの૯஝ੵのରલ年ಉظൺ成長཰͸2.6̀ Ͱݮ Γ͋ɺh ϩシア社会経済৘੎2018年9݄ よɦΓ΋एׯ௿いɻقઅ調整済ΈのGDPֹにͮ͘ج 成長཰
͸ɺ૯஝ੵ1.5̀ 成1.8̀ܗఆ資本ݻɺݮ と૿ͳるɻ
2�ϩシアにおいて׆動している日ܥ企業のײگܠについて͸ɺジΣトϩ΢Σブαイトのه事を参রɿ「ࡏϩ日ܥ企業ײگܠɺルーブル安をडけ2ظ連ଓͰ௿Լ」（2018年10
1݄日）ɺhttps���www.Ketro.go.Kp�bi[news�2018�10�fc40acc34a2b9b73.htmlɻ

˔ϩシΞʢۃ౦ʣɹɹɹɹɹɹɹ

2�1�年্൒ظのϩシアࡁܦ
新のデータ（2018年9݄10日）による࠷

とɺ2018年্൒ظにおけるGDP͸47ஹ
860ສルーブルɺถドルࢉ׵Ͱ7917ԯドル
（ϩシア中ۜの公ࣜҝସϨートؒظฏۉ
59.5ルーブルʗドル）とͳͬ ͨɻલ年ಉظൺ
におけるGDPの໊໨成長཰͸10.6ˋͰ͋
Γɺ࣮ ࣭తに΋1.7ˋ成長しͨɻϩシア経済
͸ɺ௿成長Ͱ͸ る͕͋ɺ2016年第4࢛൒ظ
から7ظ連ଓͰプラス成長を࣋ଓしている
と͜にͳるɻ
GDPߏ成ൺ͕大きいॱに֤࢈業部門

のରલ年ಉظൺ成長཰を見てい͘ とɺ商業
（Էച・খച౳ɺGDPの12.4ˋ）͸2018年
第1࢛൒ظにおいて0.0̀ ૿ɺ第2࢛൒ظに
おいて1.9ˋ૿とͳͬ ͨɻ商業に࣍いͰシΣ
ア͕大きい੡଄業（ಉ11.7̀ ）の成長཰͸
1.9ˋ૿および2.8ˋ૿ɺ߭ 業（ಉ11.3ˋ）͸
ͦΕͧΕ0.7ˋ૿および2.6ˋ૿とͳͬͨɻ
࢛൒ظผGDPの成長཰͕Ϛイナスとͳͬ
ͨ部門͸ɺෆ動࢈業（22ɺ1.5ˋݮ）ɺݐઃ
（21ɺ5.1ˋݮ）ɺ教ҭ（21・22と΋に0.4ˋ
業（21ɺ0.1̀࢈ɺ೶ྛਫ（ݮ ͳͲͰ͋（（ݮ
るɻ2018年্൒ظのରલ年ಉظൺ成長
཰͕Ϛイナス成長をه࿥しͨ࢈業部門
͸ɺਫಓ・Լਫॲ理・ഇغ෺（1.0̀ ઃݐɺ（ݮ
（1.6̀ ɺ教ҭ（0.4̀（ݮ ͳͲͰ（ݮ る͋ɻ
ੜ࢈の動޲に関連してɺ߭ を࢈業ੜ޻
見るとɺ2018年第1࢛൒ظのରલ年ಉظ
ൺ૿ݮ཰͸2.8̀ ૿ɺ第2࢛൒ظ͸3.2̀ ૿ɺ
্൒ظ͸3.0̀ ૿ɺ第3࢛൒ظ͸2.9̀ ૿ɺ1
9ɻ ·݄ͰͰ3.0ˋ૿Ͱ Γ͋ɺલ年の্൒ظ
3.3ˋ૿および1ɻ 9݄の3.7ˋ૿とൺ΂るとɺ
ੜ૿࢈加͕ಷ化する͕޲܏見らΕるɻ

߭業部門のੜ࢈動޲に関して͸ɺ2018
年্൒ظのରલ年ಉظൺ૿ݮ཰͕1.9̀
（૿લ年3.2ˋ૿）ɺ第3࢛൒ظ͸4.9ˋ૿

（ಉ2.5ˋ૿）ɺ1ɻ 9݄͸2.9ˋ૿Ͱ͋ͬͨɻ
石୸ɺݪ༉ɺ天然ガスɺ金ଐのੜֹ࢈
͸1ɻ 9݄ͰͦΕͧΕ34.6ˋ૿ɺ24.0ˋ૿ɺ
43.7̀ ૿ɺ13.8̀ ૿Ͱ͋ͬ ͨɻ·ͨ ɺ෺ྔ
ベースͰ見るとɺ2018年1ɻ 9 に݄おけるݪ
༉（ガスコンデンセートをؚΉ）のੜྔ࢈͸
લ年と́ ΅ಉਫ४（1.0ˋ૿）にとͲ·ͬ て
いる͕ɺ天然ガス͸6.1̀ ૿ɺ石୸͸7.4̀
と૿૿ 大しているɻ
੡଄業部門のੜ࢈͸ɺରલ年ಉظൺ

Ͱɺ্ ൒4.0ظˋ （૿લ年4.4ˋ૿）および
1ɻ 9 3݄.3ˋ （૿ಉ3.9ˋ૿）とͳΓɺલ年よΓ
΋௿い૿加཰とͳͬ ͨɻ2018年1ɻ 9 に݄お
いてੜݎ͕࢈調に૿加しͨ੡଄業部門
͸ɺࣗ 動 （ंରલ年ಉظൺ15.1̀ ૿）ɺҹ࡮
（ಉ13.6�૿）ɺࢴ・ࢴ੡品（ಉ12.9ˋ૿）ɺ
໦材・໦材੡品（ಉ8.6̀ ૿）ͳͲͰ る͋ɻͦ
の൓ରにɺֵ・ֵ ੡品（ಉ2ˋݮ）と৯ྉ品
（ಉ6̀ গしͨɻݮ͸࢈のੜ（ݮ
ग़໘からϩシアのGDPを見るとɺͦࢧ

の51.2 を̀઎Ίる家ܭফඅ͸ɺ2018年্
൒ظにおいてલ年ಉظから2.7ˋ૿加しɺ
19.5ˋを઎Ίる੓෎ࢧग़΋2.7ˋ૿加し
ͨɻ·ͨ ɺ輸ग़と輸ೖ΋ͦ ΕͧΕ6.9ˋおよ
び5.9ˋ૿加しͨɻ͜ ΕにରしてɺGDPの
19.3 を̀઎Ίる૯஝ੵ͸લ年ಉظとൺ΂
て2.4̀ গしɺϩシアの経済成長཰をҾきݮ
Լ͛ているɻ૯஝ੵ͸GDPの17.1̀ を઎Ί
るݻఆ資本ܗ成と2.2̀ を઎Ίるݿࡏม動
からߏ成 Ε͞るɻ͜ の಺ɺݻఆ資本ܗ成の
成長཰͸1.3̀ ૿Ͱ る͋ͨ Ί1ɺ૯஝ੵの成
長཰͸ݿࡏの大෯ͳݮগのӨڹをडけ
とͨߟ ら͑Εるɻ関連する統ܭとして2018

年্൒ظのݻఆ資本投資ֹ͸5ஹ9614
ԯルーブルͰ Γ͋ɺલ年ಉظൺͰ3.2ˋ૿
加し （ͨh ϩシアの社会経済৘੎2018年7
݄ ）ɦɻ͜Ε͸2017年্൒ظのରલ年ಉظ
ൺ3.6̀ と૿́ ΅ಉ͡ ਫ४Ͱ る͋ɻ
家ܭ໘を見るとɺখച商品ച্高͸6

࢛൒ظ連ଓͰ૿加しɺ2018年্൒ظおよ
び1ɻ 9݄のରલ年ಉظൺ૿ݮ཰͸ͦΕ
ͧΕ2.9̀ ૿および2.6̀ と૿ͳΓɺ2017年の
཰よΓ΋高͘（ͦΕͧΕ0.9ˋ૿およびݮ૿
0.5ˋ૿）ɺݎ調ͳঢ়گͰ͋るɻ2018年9݄
のফඅऀ෺Ձのม化཰（ରલ年12݄ൺ）
͸ɺ2017年の1.7̀ ૿を্回る͕ɺ2.5� と૿
ͳお௿いਫ४に る͋ɻ·ͨ ɺ࣮ ࣭՟ฎ可ॲ
෼所ಘ͸ɺ2017年において4࢛൒ظ連ଓ
Ͱݮগし͕ͨɺ2018年において͸3࢛൒ظ
連ଓͰ૿加しɺ2018年্൒ظにおいてର
લ年ಉظൺͰ1.6̀ （૿લ年1.8̀ ɺ1ɻ（ݮ 9
݄Ͱ1.1̀ （૿ಉ1.9̀ とͳͬ（ݮ ͨɻ
ର֎関܎に関して͸ɺ2018年্൒ظの

輸ग़ֹおよび輸ೖֹ͸ɺલ年ಉظとൺֱ
して24.9ˋ૿の2104ԯドルおよび18.7ˋ૿
の1208ԯドルと大き͘ ֦大しͨɻ

ϩシアのا業とফඅऀ͸ࡏݱとকདྷのϩシ
アࡁܦをͲのよ͏にධՁしている ɿ͔ײگܠ
Ҏ্の統ܭの֓؍から͸ɺϩシア経済

の成長͕ଓいているঢ়گとɺͦ の成長͕
ಷ化޲܏に͋るঢ়͕گ見てとΕるɻͨ ͩ
しɺ௿い཰と͸ݴ ϩ͑シア経済͕成長して
いるに΋かかΘらͣɺϩシアの企業΍ফඅ
ऀ͸ݱঢ়とকདྷに関してָ؍తͳ見通し
を࣋ てͬいるΘけͰ͸ͳい2ɻ
図にɺRosstat͕ຖ݄調査しているگܠ

ظを࢛൒「਺ࢦײ企業৴པ」ײ と͝にूܭ
（Ҡ動ฏۉ）し示しͨɻ͜ のࢦ਺͸ɺ企業
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3�ɇɟɡɚɜɢɫɢɦɚɹ ɝɚɡɟɬɚ �ȼɦɟɫɬɨ ɨɛɟɳɚɧɧɨɝɨ ɭɫɤɨɪɟɧɢɹ ɡɚɦɚɹɱɢɥ ɧɨɜɵɣ ɫɩɚɞ : ȼɥɚɫɬɢ ɧɚɞɟɸɬɫɹ ɧɚ ɪɚɡɝɨɧ ɷɤɨɧɨɦɢɤɢ ɞɨ ɤɨɧɰɚ ɝɨɞɚ, ɚ ɛɢɡɧɟɫ ± ɭɠɟ ɧɟɬ�,�
2018�10�28��http���www.ng.ru�economics�2018�10�28�2@7341@aktivnost.htmlɻ
4�ȼɟɫɬɢ �ɉɨɬɪɟɛɢɬɟɥɶɫɤɢɟ ɨɠɢɞɚɧɢɹ ɪɨɫɫɢɹɧ ɫɧɢɡɢɥɢɫɶ ɜ ,,, ɤɜɚɪɬɚɥɟ,��2018�10�5��https���www.vestipnance.ru�articles�108092ɻ

͕ビジωスのকདྷ展๬をͲのよ͏ にධՁし
ているかを൓өするࢦඪͰ る͋ɻアンέート
においてɺ企業͸ɺੜ といͬݿࡏ・धཁ・࢈
ͨ෼໺のকདྷをධՁするよ͏ にٻΊらΕ
るɻ֤ ෼໺の回౴݁Ռからɺ「ߠఆత」ͳ
ධՁと「൱ఆత」ͳධՁのൺ཰の͕ࠩܭ
਺͕ಋきग़͞ࢦײگܠΕɺ૯合తͳ͞ࢉ
Εるɻ「ߠఆత」ͳධՁ（回౴のൺ཰）͕
ଟけΕ͹ɺࢦඪ͸プラスの஋をとΓɺͦ のٯ
の৔合͸Ϛイナスとͳるɻ図に͸ɺ࢛ ൒ظ
ผGDP成長཰と੡଄業部門のࢦײگܠ
਺（݄࣍データを࢛൒ظデータにूܭ）の
示͕͞ۉのҠ動ฏظ4࢛൒ڈとաྻܥݪ
Εているɻ
図から明らかͳとおΓɺ੡଄業のگܠ
見͕޲܏に͸ϦーϚンショックҎ্߱ঢײ
らΕる͕ɺ2013年第4࢛൒ظに͸࠶び௿
Լ޲܏にస͡ ているɻ͜ Ε͸ɺGDP成長
཰͕௿໎するҎલにੜ͡ ているɻͦ してɺ
ϩシアにରする経済੍ࡋɺ༉ՁのԼམɺ

ルーブルのݮՁ͕ੜ͡ ͨ͜ ととيをҰにし
てɺ2014年から2015年において͜のࢦ
ඪ͸ٸ速に௿Լしͨɻͦ のޙɺ͜ のࢦඪ
͸ɺ2015年第4࢛൒ظにఈを͏ ͪɺ2016
年および2017年に͸վ善するํ޲に޲
かͬͨɻしかしɺ࢛ ൒ظผ GDP 成長཰
͕プラスͰ推Ҡしている2017年Ҏ߱にお
いて΋ɺ੡଄業企業のײگܠ͸ߠఆతͳ
か޲΁と޲ํ てͬいると͸い͑ɺϚイナス
の஋の··Ͱ Γ͋ɺͦ のվ善ࣗମ΋଺ てͬ
いるঢ়ଶ͕見てऔΕるɻ͜ のࢦඪ͸2018
年第2࢛൒ظにおいてϚイナス2.0Ͱ͋ͬ
͕ͨɺ第3࢛൒ظにϚイナス2.7に௿Լし
ͨɻ͜ のঢ়گ͸ɺ企業͕ɺࣗ 社の੡品に
ରするधཁのॖখɺ੫ෛ୲のॏ͞ɺϩシ
アのෆ࣮֬性を൵؍తにධՁしているঢ়
を൓өしている3ɻگ
ফඅऀのϚインドに関して΋ಉ༷のঢ়

「਺ࢦײ৴པ」るɻ図にɺফඅऀの͕͋گ
に૬౰するࢦඪ΋͋ Θͤてࡌܝしͨɻফ

අऀϚインド΋企業のײگܠ（「企業৴པ
਺」）と́ࢦײ ΅ಉ͡ ੻をඳいている͕ɺي
ͦのม動͸よΓ大きいɻফඅऀϚインド͸
2014年ޙ൒にܹٸに௿Լしɺ2016年に͸
ϦーϚンショック࣌にඖఢする Ͳ́௿い஋
を示しͨɻͦ のޙɺ2017年に͸ฏۉͰϚイ
ナス12.8΁とվ善し （ͨ2015ɻ 2016年͸Ϛ
イナス30ʙϚイナス20）ɻ·ͨ ɺ2018年第2
࢛൒ظ·Ͱにɺ͜ のࢦඪ͸Ϛイナス8΁と
վ善し͕ͨɺ第3࢛൒ظに࠶びϚイナス14
に·Ͱ௿Լしͨɻ͜ のফඅऀϚインドのྫྷ
Έ͸ɺࣦࠐ͑ 業཰（IL0ํࣜ）͕ ɺ2018年
第1࢛൒ظの5.1ˋから第3࢛൒ظの4.9ˋ
΁とվ善しͨ࣌ظにੜ͡ているɻ͜ の と͜
͸ɺফඅऀ͕ϩシア経済のݱঢ়とকདྷに
ରして൵؍తͳ見通しを࣋ てͬいる͜ とを
൓өしている4ɻ

ERINA調査研究部研究主任
׬ਔాࢤ
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ਤ　ا業とফඅऀのگܠの推Ҡ

出所：3osstat΢ΣϒαΠτのσʔλʹ͖ͮجචऀ࡞੒
注1：ݪσʔλͱաظ�ڈの࢛൒ظผσʔλのฏۉ஋Λͯ͠ࡌܝ ͍る。
注2：੡଄ۀのࢦײگܠඪͱ͠ 、࢈ੜ）گ਺（ɂɧɞɟɤɫ ɩɪɟɞɩɪɢɧɢɦɚɬɟɥɶɫɤɨɣ ɭɜɟɪɟɧɧɨɫɬɢ）Λࣔͨ͠。3osstatは、Ϗδωεঢ়ࢦײ৴པۀا、ͯ
धཁ、ݿࡏ）ʹ ੒ͯ͠࡞ඪΛࢦ߹૯、͠ࢪͲ͏ධՁ͢る͔ΞンέʔτௐࠪΛ࣮͕ۀا͍ͯͭ ͍る。ࢦඪは、ʮྑ ͳ͘るʯ（ʴ）ͱධՁ͢るճ౴のൺ
཰ͱʮѱ ͳ͘るʯ（ʵ）ͱධՁ͢るճ౴のൺ཰のࠩͱ͠ ͯ、ද͞Εる。
注�：ফඅऀϚΠンυͱ͠ ͯ、ফඅऀのظ଴（ɉɨɬɪɟɛɢɬɟɥɶɫɤɢɟ ɨɠɢɞɚɧɢɹ� ɂɧɞɟɤɫ ɩɨɬɪɟɛɢɬɟɥɶɫɤɨɣ ɭɜɟɪɟɧɧɨɫɬɢ）Λࣔͨ͠。ࡏݱのҰൠతͳ
΍ஷ஝ͳͲΛͲ͏ධՁ͢るگঢ়ࡁܦਓのݸ、گతঢ়ࡁܦ （͔ʮྑ͍ʯ、ʮѱ͍ʯ）ʹ ͍ͭͯ、Ξンέʔτௐ͕ࠪߦΘΕ͍ͯる。
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2012 2013 2014 2015 2016 2017
2017 2018
12 22 32 12 22 32

GDP・࣮ ࣭成長཰（ˋ）（1） 3.7 1.8 0.7 ˛�2.5 ˛�0.2 1.5 0.6 2.5 2.2 1.3 1.9 �

࣮・ఆ資本投資ݻ ཰（ˋ）（2）ݮ૿࣭ 6.8 0.8 ˛�1.5 ˛�10.1 ˛�0.2 4.4 1.4 5.0 2.2 3.6 2.8 �

࣮・高࢈業ੜ޻߭ ཰（ˋ）（3）ݮ૿࣭ 3.4 0.4 2.5 ˛�0.8 2.2 2.1 2.9 4.5 2.5 2.8 3.2 2.9

খചച্高・࣮ ཰（ˋ）（4）ݮ૿࣭ 6.3 3.9 2.7 ˛�10.0 ˛�4.6 1.3 ˛�1.6 0.9 2.0 2.4 2.9 2.6

࣮࣭՟ฎ可ॲ෼所ಘ・૿ ཰（5）ݮ 4.6 4.0 ˛�0.7 ˛�3.2 ˛�5.8 ˛�1.7 ˛�0.5 ˛�2.9 ˛�2.0 1.1 2.1 1.1
ফඅऀ෺Ձ
（લ年12݄ൺม化཰ɺ̀ ）（6） 6.6 6.5 11.4 12.9 5.4 2.5 1.0 2.3 1.7 0.8 2.1 2.5

෺Ձऀ࢈業ੜ޻
（લ年12݄ൺม化཰ɺ̀ ）（7） 5.1 3.5 6.3 12.1 7.5 8.4 3.8 1.4 4.9 0.3 9.1 11.1

輸ग़ （ֹ10ԯドルɺ通関データ）（8） 524.7 527.3 497.8 343.5 285.8 357.8 83.7 84.8 85.9 101.5 108.9 �

輸ೖ （ֹ10ສドルɺ通関データ）（8） 317.2 315.0 286.7 182.7 182.3 227.5 45.4 56.3 61.1 57.4 63.3 �

2017
1݄ 2݄ 3݄ 4݄ 5݄ 6݄ 7݄ 8݄ 9݄ 10݄

GDP・࣮ ࣭成長཰（ˋ）（1） � � � � � � � � �

࣮・ఆ資本投資ݻ ཰（ˋ）（2）ݮ૿࣭ � � � � � � � � �

࣮・高࢈業ੜ޻߭ ཰（ˋ）（3）ݮ૿࣭ 5.6 ˛�0.3 3.5 3.2 6.9 3.4 0.2 4.0 3.5 0.2

খചച্高・࣮ ཰（ˋ）（4）ݮ૿࣭ ˛�2.0 ˛�2.8 0.0 0.3 1.1 1.4 1.3 1.7 3.1 3.4

࣮࣭՟ฎ可ॲ෼所ಘ・૿ ཰（5）ݮ 8.9 ˛�3.8 ˛�4.0 ˛�7.8 ˛�0.5 ˛�0.1 ˛�4.0 ˛�1.0 ˛�0.9 ˛�1.4
ফඅऀ෺Ձ
（લ年12݄ൺม化཰ɺ̀ ）（6） 0.6 0.8 1.0 1.3 1.7 2.3 2.4 1.8 1.7 1.9

෺Ձऀ࢈業ੜ޻
（લ年12݄ൺม化཰ɺ̀ ）（7） 3.3 4.1 3.8 2.2 1.8 1.4 0.9 2.4 4.9 6.1

輸ग़ （ֹ10ԯドルɺ通関データ）（8） 25.9 26.1 31.7 26.3 28.5 30.0 25.1 29.6 31.2 31.8

輸ೖ （ֹ10ສドルɺ通関データ）（8） 12.9 14.7 17.8 17.4 18.9 20.1 20.0 21.6 19.5 20.6

2018
1݄ 2݄ 3݄ 4݄ 5݄ 6݄ 7݄ 8݄ 9݄

GDP・࣮ ࣭成長཰（ˋ）（1） � � � � � � � � �

࣮・ఆ資本投資ݻ ཰（ˋ）（2）ݮ૿࣭ � � � � � � � � �

࣮・高࢈業ੜ޻߭ ཰（ˋ）（3）ݮ૿࣭ 2.4 3.2 2.8 3.9 3.7 2.2 3.9 2.7 2.1

খചച্高・࣮ ཰（ˋ）（4）ݮ૿࣭ 2.9 2.0 2.2 2.9 2.6 3.3 2.7 2.8 2.2

࣮࣭՟ฎ可ॲ෼所ಘ・૿ ཰（5）ݮ ˛�6.8 4.2 4.6 5.6 0.2 0.5 2.4 ˛�0.9 ˛�1.5
ফඅऀ෺Ձ
（લ年12݄ൺม化཰ɺ̀ ）（6） 0.3 0.5 0.8 1.2 1.6 2.1 2.4 2.4 2.5

෺Ձऀ࢈業ੜ޻
（લ年12݄ൺม化཰ɺ̀ ）（7） 0.2 1.2 0.3 1.5 5.5 9.1 9.4 9.7 11.1

輸ग़ （ֹ10ԯドルɺ通関データ）（8） 33.6 31.3 36.6 36.0 36.6 36.4 34.4 37.4 �

輸ೖ （ֹ10ສドルɺ通関データ）（8） 16.7 19.1 21.6 20.8 21.4 21.1 21.0 21.6 �

（1）೥࣍੒௕཰は2018೥�݄�೔վగ஋、࢛ ൒ظผ੒௕཰は2018೥�݄10೔ൃද஋である。
（2）೥࣍σʔλは2018೥�݄1�೔վగ஋、࢛ ൒ظσʔλはh ϩγΞࣾձࡁܦ৘੎（2018೥1 ʀ݄�݄）ɦの਺஋である。
（�）201�೥·での਺஋はશϩγΞ׆ࡁܦಈ෼ （ྨO,7ED）ɾୈ1�1൛（201�೥1݄�0೔ߋ৽）である。201�೥Ҏ߱の਺஋はO,7EDɾୈ2൛（2018೥10݄1�೔ߋ৽）のۀ࢈෦໳
෼ྨʹچ。ͮ͘ج෼ྨʹͮج 2͘01�ʙ201�೥の૿ݮ཰はͦΕͧΕ1��ˋ૿、���ˋ1�1、ݮˋ૿。࢛ ൒ظɾ݄ ࣍σʔλは、hϩγΞのࣾձࡁܦ৘੎2018೥�݄߸ のɦ਺஋。

（�）201�೥·でのσʔλは2018೥�݄11೔վగ஋。201�ʵ2018೥の਺஋（قઅௐ੔ࡁΈ）はh ϩγΞࣾձࡁܦ৘੎（2018೥�݄）ɦ。201�೥の૿ݮ཰ではΫϦϛΞڞ࿨ࠃͱηό
ετϙϦྀ͞ߟ͕ࢢΕ͍ͯͳ͍。

（�）೥࣍σʔλは6*4*4σʔλ（2018೥�݄2�೔վగ஋）、࢛ ൒ظɾ݄ ࣍σʔλはh ϩγΞࣾձࡁܦ৘੎（2018೥�݄）ɦ。201�೥11݄22೔෇ୈ�8�߸࿈๜๏ʹ201͖ͮج�೥ʹࢧ
ͳ͍৔߹、201�೥1݄͓Αͼ2018೥1ྀ͠ߟ෇ΛڅΕͨҰ࣌͞څ （݄͓Αͼୈ1࢛൒ظ）のલ೥ಉظൺ૿ݮ཰はͦΕͧΕ1��ˋ ͓（ݮˋ��2૿） Αͼ0�0ˋ （૿���ˋ૿）ͱͳる。ಉ͘͡ 、
1-�݄の૿ݮ཰は201�೥ʹ͓͍ͯ2��ˋ2018、ݮ೥ʹ͓͍ͯ1��ˋ૿ͱͳる。

（�）࢛ ൒͓ظΑͼ݄࣍のมԽ཰は೥ॳ͔Β౰֘ؒظ·での਺஋。
（�）2012೥Ҏલの਺஋はO,7EDʹͮج （͘201�೥2݄2೔վగ஋）。201�೥Ҏ߱の਺஋はO,7EDɾୈ2൛ʹͮج （͘2018೥�݄�೔վగ஋ʀ省ிؒ౷Ұ৘ใ౷ܭγεςϜ：2018
೥10݄18೔ߋ৽）。

（8）201�೥·での਺஋は2018೥11݄1೔վగ஋、201�೥Ҏ߱の਺஋はh ϩγΞࣾձࡁܦ৘੎（2018೥�݄）ɦ。
（出所）ϩγΞ࿈๜ࠃՈ౷ܭி（ϩεελοτ）΢ΣϒαΠτ࠷৽஋ʀh ϩγΞのࣾձࡁܦ৘੎（2018೥1 ʀ݄� ʀ݄� ʀ݄� ʀ݄�݄）ɦ（ϩγΞ࿈๜ࠃՈ౷ܭி）ʀ省ிؒ౷Ұ৘ใ౷ܭγες
Ϝ（6*4*4σʔλϕʔε）
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ルݐてͰ͸ಉ͡ 1͘9.1ˋ্回 てͬいるɻҰ
ํɺ9݄຤の༥資࢒高͸16ஹ3000ԯトΡグ
ルグͰɺલ年ಉظを21.8̀ ্回 てͬいるɻถ
ドルݐてͰ͸લ年ಉظを19.4̀ ্回 てͬい
るɻ9݄຤のෆྑݖ࠴ൺ཰͸8.3̀ Ͱɺલ年
ಉظの8.7̀ をԼ回ͬͨ ɻ

外ࠃ๵қ
　2018年1ʙ9݄ظのモンゴルの貿易૬ख
国͸152Χ国Ͱɺ貿易૯ֹ͸96ԯドルͰ
͋ͬ ͨɻ輸ग़͸લ年ಉظを15.3̀ ্回る53
ԯドルͰɺ輸ೖ͸લ年ಉظを39.2̀ ্回る
44ԯドルͰ͋ͬ ͨɻ͜の݁Ռɺ貿易ऩࢧ͸9
ԯ3200ສドルの黒ࣈとͳͬ ͨɻ輸ग़の૿加
͸ɺ主に߭࢈෺とણҡ੡品の৳びによる΋
のͰ͋ͬͨ ɻ߭ ൺظ෺の輸ग़͸લ年ಉ࢈
21.3̀ ૿Ͱɺણҡ੡品͸ಉ23.7̀ ૿Ͱ͋ͬ
ͨɻಉ࣌ظに輸ೖ͸す΂ての߲໨Ͱ૿加
しͨɻ
　2018年1ʙ9݄ظの中国΁の輸ग़͸ɺશ
輸ग़の92.8ˋに͋ͨる49ԯドルͰ͋ͬͨ ɻ
Ұํɺ中国からの輸ೖ͸15ԯドルͰɺશ輸
ೖの34.5 と̀ͳͬ ているɻ韓国΁の輸ग़͸
લ年ಉظを90.3̀ ্回る550ສドルをه࿥

ͨɻ
　ফඅऀ෺Ձ（CPI）্ ঢ཰͸2018年第
3࢛൒ظにલ年ಉظൺ6.5ˋͰɺલظのಉ
6.4̀ から্ঢしͨɻ݄ ࣍Ͱ͸8 に݄લ年ಉ
݄ൺ6.0̀ ɺ9 に݄͸ಉ5.7̀ とͳͬ ͨɻCPI͸
通৴をআ͘ す΂ての部門Ͱ্ঢしているɻ
Ϩジャー༻品ɺϖットɺཱྀ びւٴڕ商品ɺߦ
΋高͘࠷෺の্ঢ཰͕࢈ ͳͬ ているɻ
　2018年第3࢛൒ظの通՟トΡグルグの
ରถドルฏۉҝସϨート͸1ドル́ 2411トΡ
グルグͰɺ9 ͸݄ಉ2503トΡグルグとͳͬ てい
るɻ
　2018年第3࢛൒ظの国家財੓ऩࢧ͸
2290ԯトΡグルグの黒ࣈɺ9݄͸1690ԯトΡ
グルグの੺ࣈɺ1ʙ9݄͸2420ԯトΡグルグ
の黒ࣈとͳͬ ͨɻ1ʙ9݄の財੓ऩೖ͸6ஹ
5000ԯトΡグルグͰɺࢧग़と७ିしग़しの
合ܭ͸6ஹ3000ԯトΡグルグͰ͋ͬ ͨɻಉظ
のે੫ऩೖ͸લ年ಉظを31.8ˋ্回る5
ஹ8000ԯトΡグルグͰ͋ͬͨ ɻ財੓ࢧग़͸
લ年ಉظを8.7̀ ্回ͬͨ ɻ
　2018年9݄຤の՟ฎڅڙ （ྔM2）͸17
ஹ9000ԯトΡグルグ（72ԯドル）Ͱ͋ͬ ͨɻ͜
Ε͸લ年ಉظを21.4ˋ্回 てͬいるɻถド

˔Ϟンΰϧɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

　モンゴルのϚクϩ経済ࢦඪのվ善޲܏
͸第3࢛൒ظにおいて΋ܧଓしておΓɺ財
੓ऩࢧ΋վ善しているɻしかしɺ߭ 業ੜ޻
の௿ԼͳͲい͘࢈ つかのࢦඪのѱ化͕見
らΕるɻ·ͨ ɺ通՟トΡグルグのݮՁ͸ଓい
ているɻ

ϚΫϩࡁܦ
　2018年第3࢛൒ظの߭޻業ੜֹ࢈の
৳び཰͸ɺ߭ 業部門のෆৼによͬ てલ年
ಉظൺ1.3̀ とͳͬݮ ͨɻ8݄の߭業部門の
ੜֹ࢈͸લ年ಉظを20.2̀ Լ回ͬͨ ɻしか
し1ʙ9݄の߭޻業ੜֹ࢈の৳び཰͸લ
年ಉظൺ1.1ˋ૿Ͱ͋ͬ ͨɻ1ʙ9݄の石୸ɺ
͸લֹ࢈༉ɺモϦブデンਫ਼߭ɺమ߭のੜݪ
年ಉظをԼ回ͬͨ ɻしかしಔਫ਼߭ɺܬ石ͳ
Ͳのੜ࢈͸લ年ಉظを1.7ʙ50.8̀ ্回ͬ
ͨɻ
　2018年9݄຤のొ࿥ࣦ業ऀ਺͸2ສ
5350人Ͱɺલ年ಉظൺ4.6ˋݮとͳͬ てい
るɻొ ࿥ࣦ業ऀの78.4ˋ͕高ଔٴび大ଔ
ऀͰɺ57.7ˋ͸15ʙ34ࡀのए年૚Ͱ͋ͬ

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2017年
12

2018年
12

2018年
22

2018年
32

2018年
8݄

2018年
9݄

2018年
1�9݄

࣮࣭ GDP成長཰
（ରલ年ಉظൺɿ�） 11.6 7.9 2.4 1.0 5.1 4.2 6.1 6.4 � � � �

ֹ࢈業ੜ޻߭
（ରલ年ಉظൺɿ�） 16.1 10.7 8.8 12.3 13.0 24.1 2.6 1.9 ˛�1.3 ˛�12.1 ˛�0.4 1.1

ফඅऀ෺Ձ্ঢ཰
（ରલ年ಉظൺɿ�） 10.5 12.8 1.9 1.1 4.3 2.2 6.8 6.4 6.5 6.0 5.9 6.6

ొ࿥ࣦ業 （ऀઍ人） 42.8 37.0 32.8 34.4 25.5 34.4 23.1 25.8 24.2 23.1 24.2 24.2
ରドルҝସϨート
（トΡグルグ） 1,526 1,818 1,971 2,146 2,441 2,475 2,408 2,411 2,477 2,464 2,503 2,432

՟ฎڅڙ （ྔM2）のม化
（ରલ年ಉظൺɿ�） 24 13 ˛�4.6 19.8 30.5 21.2 31.1 28.6 21.4 20.1 21.4 21.4

༥資࢒高のม化
（ରલ年ಉظൺɿ�） 54 16 ˛�6.4 6.1 9.6 7.1 11.5 19.3 21.8 20.2 21.8 21.8

ෆྑݖ࠴ൺ཰（�） 5.0 5.0 7.4 8.5 8.5 8.2 8.7 8.6 8.3 8.6 8.3 8.3
貿易ऩࢧ
（ඦສUSドル） ˛�2,089 538 872 1,559 1,863 524 352 470 110 18.2 62.5 932

　輸ग़
　（ඦສUSドル） 4,269 5,775 4,669 4,917 6,201 1,300 1,482 2,099 1,701 555 611 5,283

　輸ೖ
　（ඦສUSドル） 6,358 5,237 3,798 3,358 4,337 776 1,130 1,629 1,592 536 549 4,351

国家財੓ऩࢧ
（ेԯトΡグルグ） ˛�297 ˛�868 ˛�1,157 ˛�3,660 ˛�1,742 ˛�255 ˛�26 39 229 119 ˛�169 242

国಺՟෺輸送
（ରલ年ಉظൺɿ�） ˛�1.3 20.1 ˛�16.1 12.5 19.1 18.6 19.4 1.1 18.4 � � 12.9

国಺మಓ՟෺輸送
（ରલ年ಉظൺɿ�） ˛�0.5 2.8 ˛�8.0 8.3 8.7 ˛�0.7 37.7 3.3 5.6 ˛�1.7 9.9 13.7

成சࢮ๢਺
（ରલ年ಉظൺɿ�） 84.8 ˛�63.0 56.0 2.3 ˛�38.8 ˛�67.6 4.2 3.1 54.0 � � 2.5

（注）ফඅऀ෺Ձ্ঢ཰、ొ ࿥ࣦऀۀ਺、՟ฎྔڅڙ、༥ߴ࢒ࢿ、ෆྑݖ࠴ൺ཰はظ຤஋、ҝସϨʔτはظதฏۉ஋。
（出所）モンゴルࠃՈ౷ܭhہ モンゴル౷ܭ೥ؑ 、hɦモンゴル౷݄ܭใʱ֤ ߸ ΄͔



95ERINA�REP0RT�PLUS

9270ສドルͰલ年ಉظを31.9ˋ্回 てͬ
いるɻ8ɺ9݄に͸モンゴルと北朝鮮の貿易
͸ߦΘΕͳかͬͨ ɻ

ERINA調査研究部主任研究員
エンクバヤル・シャクダル

ドルͰલ年の1.5ഒとͳͬ ͨɻモンゴルの།
ҰのEPA૬ख国Ͱ る͋日本との貿易͸ଞ
の国よΓ΋৳びている͕ɺモンゴルの貿易
ऩࢧの੺ࣈ͸ଓいているɻ韓国΁の輸ग़
͸લ年2.4ഒの1480ສドルɺ輸ೖ͸1ԯ

しͨɻϩシア΁の輸ग़͸6320ສドルをه࿥
しɺલ年を35.1ˋ্回 てͬいるɻ輸ೖ͸લ
年を38.9ˋ্回Γɺશମの28.8 と̀ͳͬ ͨɻ
日本΁の輸ग़͸લ年の2.1ഒの1960ສドル
をه࿥しͨɻ日本からの輸ೖ͸4ԯ2420ສ

˔ؖɹ国ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ϚΫϩࡁܦ動向
韓国ۜߦ（中ԝۜߦ）͕ 10 2݄5日に公
දしͨ2018年第3࢛൒ظの成長཰（速報
஋）͸ɺقઅ調整஋Ͱલظൺ0.6 と̀ͳΓ
લظのಉ0.6ˋから横͹いͰ͋ͬͨ ɻधཁ
߲໨ผに見るとɺ಺धͰ͸࠷ऴফඅࢧग़
͸ಉ0.8ˋͰલظのಉ0.3ˋから্ঢしͨɻ
成͸ಉ˛4.5̀ܗఆ資本ݻ Ͱલظのಉ˛
2.9̀ からϚイナス෯を֦大しͨɻͦ の಺༁
Ͱ͸ɺݐઃ投資͸ಉ˛6.4ˋͰલظのಉ
˛2.1̀ からϚイナス෯を֦大しͨɻઃ備投
資͸ಉ˛4.7̀ Ͱલظのಉ˛5.7̀ からϚイ
ナス෯をॖখしているɻ֎धͰ る͋財・αー
ビスの輸ग़͸ಉ3.9ˋͰલظのಉ0.4ˋか
らݮগしているɻ
2018年第3࢛൒ظの߭޻業ੜࢦ࢈਺

の৳び཰͸قઅ調整஋Ͱ0.7ˋɺલظの
2.7̀ から௿Լしͨɻ݄ ࣍Ͱ͸ɺقઅ調整஋
Ͱ6 に݄લ݄ൺ˛0.7̀ ɺ7 に݄ಉ0.4̀ とͳͬ
ているɻ
2018年第3࢛൒ظのࣦ業཰͸قઅ
調整஋Ͱ4.0ˋͰ͋ͬͨ ɻ݄ ࣍Ͱ͸ɺ8݄͸
4.2̀ ɺ9 ͸݄4.0̀ とͳͬ ているɻ
2018年第2࢛൒ظの貿易ऩࢧ͸ɺ318ԯ

ドルの黒ࣈɺ݄ ࣍Ͱ8 に݄112ԯドルの黒ࣈ
とͳͬ ているɻ
2018年第3࢛൒ظのରドルҝସϨート

͸ɺ1ドル́ 1122΢ォンͰɺ݄ ࣍Ͱ͸8 に݄ಉ
1121΢ォンɺ9݄にಉ1120΢ォンɺ10݄にಉ
1133΢ォンと推Ҡしているɻ
2018年第3࢛൒ظのফඅऀ෺Ձ্ঢ

཰͸ɺલ年ಉظൺ1.6ˋ͋ͬͨ ɻ݄ ࣍Ͱ͸8
に݄લ年ಉ݄ൺ1.4ˋɺ9 に݄ಉ1.9ˋɺ10݄
にಉ2.0̀ と推Ҡしているɻ2018年第3࢛൒
෺Ձ্ঢ཰͸2.9̀ऀ࢈のੜظ Ͱ͋ͬ ͨɻ
݄࣍Ͱ͸8݄にલ年ಉ݄ൺ3.1ˋɺ9݄にಉ
2.7̀ Ͱ͋ͬ ͨɻ

2�1�年ٴͼ2�1�年のࡁܦ展望
韓国ۜߦ͸10 1݄8日に経済見通しを発

දしɺ2018年の成長཰を2.7̀ としલ回༧ଌ
（7݄）の2.9ˋからԼํमਖ਼しͨɻ·ͨ ͜Ε
͸2016年の࣮੷3.1 を̀Լ回る஋Ͱ͋るɻ
·ͨ ɺ2019年の成長཰͸2.7 と̀しているɻ
2019年の成長཰について͸ɺ年લ൒͕લ
年ಉظൺ2.7̀ ɺޙ൒͕ಉ2.6̀ としているɻ
2018年の成長཰をधཁ߲໨ผに見る

とɺ಺ध͸ຽؒফඅ͕2.7ˋͰ2017年࣮
੷の2.6̀ を্回るɻઃ備投資͸˛0.3̀ Ͱ
2017年࣮੷の14.6ˋから大き͘ ௿Լするɻ

ઃ投資͸˛2.3̀ݐ Ͱ2017年࣮੷の7.6̀
からϚイナスにసͣるɻ֎धͰ͋る輸ग़͸
3.5̀ Ͱɺ2017年࣮੷の3.8̀ から௿Լする
としているɻ2019年の成長཰をधཁ߲໨
ผに見るとɺ಺ध͸ຽؒফඅ͕2.7ˋɺઃ
備投資͸2.5̀ ɺݐઃ投資͸˛2.5̀ ɺ֎ध
Ͱ る͋輸ग़͸3.2̀ としているɻ
2018年のࣦ業཰について͸3.8ˋͰɺ

2017年の3.7ˋからѱ化すると༧ଌしてい
るɻޏ༻ऀ਺の૿加͸9ສ人Ͱɺ2017年
の32ສ人から大き͘ ॖখすると見ࠐΜͰい
るɻ2019年について͸ɺࣦ 業཰͸3.8̀ ɺޏ
༻ऀ਺の૿加͸16ສ人としているɻ
Ұํɺ2018年のফඅऀ෺Ձ্ঢ཰͸

1.6ˋͰɺ2017年の1.9ˋから௿Լすると༧
ଌしているɻ2019年について͸1.7 と̀して
いるɻ

௃用工ࡋ൑の݁果
10 3݄0日ɺ韓国の大法院（࠷高ࡋ൑所）

͸第ೋ࣍大ઓ中に੍ڧ࿑ಇ͞ らͤΕてい
ͨ4人の௃༻͕޻新日మॅ金をૌ͑てい
ͨૌুͰɺඃ告に4ԯ΢ォン（໿4ઍສԁ）
のࢧ෷いを໋ͣる൑ܾをԼしͨɻ日本੓෎
͸ઓ૪中の௃༻޻について͸1965年の日
韓੥ݖٻ協ఆͰղܾ済とのཱ৔をとͬ て

（注）ࠃ಺૯ੜ࠷、࢈ऴফඅࢧ出、ݻఆࢿຊܗ੒、߭ ຤஋ظ਺はࢦՁג、ൺ৳ͼ཰ظ෺Ձ、ফඅऀ෺Ձはલ೥ಉऀ࢈ൺ৳ͼ཰、ੜظ਺はલࢦ࢈ੜۀ޻
ɹɹࠃ಺૯ੜ࠷、࢈ऴফඅࢧ出、ݻఆࢿຊܗ੒、߭ ࣦ、਺ࢦ࢈ੜۀ޻ અௐ੔஋ق཰はۀ
ɹɹࠃ಺૯ੜ࠷、࢈ऴফඅࢧ出、ݻఆࢿຊܗ੒、ੜऀ࢈෺Ձ、ফඅऀ෺Ձは2010೥ج४
ɹɹ๵қऩࢧ、༌出ೖは*M'ํࣜ、༌出ೖは̵ ̱̾ Ձ֨

（出所）ؖ ிଞܭ౷、ߦۜࠃ

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 17年
10�12݄

18年
1�3݄ 4�6݄ 7�9݄ 8݄ 9݄ 10݄

࣮࣭国಺૯ੜ （ˋ）࢈ 3.0 3.3 2.6 2.8 3.1 ˛�0.2 1.0 0.6 0.6 � � �
（ˋ）ग़ࢧऴফඅ࠷ 2.2 2.0 2.4 2.9 2.8 0.9 1.1 0.3 0.8 � � �
（ˋ）成ܗఆ資本ݻ 4.2 3.1 3.8 5.2 8.6 ˛�1.2 2.0 ˛�2.9 ˛�4.5 � � �
（ˋ）਺ࢦ࢈業ੜ޻߭ 0.7 0.2 ˛�0.6 3.0 2.3 ˛�0.2 ˛�1.2 2.7 0.7 1.3 ˛�2.5 �
ࣦ業཰（ˋ） 3.1 3.5 3.6 3.7 3.7 3.7 3.6 3.8 4.0 4.2 4.0 �
貿易ऩࢧ（ඦສUSドル） 82,781 88,885 122,269 118,895 119,889 28,270 23,912 31,779 � 11,237 � �
輸ग़（ඦສUSドル） 618,157 613,021 542,881 511,947 577,381 146,089 149,739 157,543 � 53,268 � �
輸ೖ（ඦສUSドル） 535,376 524,135 420,612 393,052 457,493 117,819 125,826 125,763 � 42,032 � �
ҝସϨート（΢ォン�USドル） 1,095 1,053 1,132 1,160 1,130 1,105 1,072 1,080 1,122 1,121 1,120 1,133
ੜऀ࢈෺Ձ（ˋ） ˛�1.6 ˛�0.5 ˛�4.0 ˛�1.8 3.5 3.0 1.3 2.2 2.9 3.1 2.7 �
ফඅऀ෺Ձ（ˋ） 1.3 1.3 0.7 1.0 2.0 1.5 1.3 1.5 1.6 1.4 1.9 2.0
਺（1980.1.4ɿ100）ࢦՁג 2,011 1,916 1,961 2,026 2,467 2,467 2,446 2,326 2,343 2,323 2,343 2,030
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おΓɺࠓ回の൑ܾについてෆ౰としているɻ
·ͨ ɺ韓国のྺ୅੓ݖ΋௃༻޻໰୊͸ղ
ܾ済Έとのཱ৔をऔ てͬきͨ ɻࡏݱɺྨ ࣅ
のຽ事ૌু͸͜のଞに਺े社の日本企
業にରしてߦΘΕていると見らΕるɻ
൑ܾͰ͸ɺ1965年の協ఆ͕日本の২ຽ

地ࢧ഑のෆ౰性をલఏとしていͳい と͜
͕໰୊఺としてࢦఠ Ε͞ておΓɺͦ の࿦理
をෑᔤすΕ͹܉ଐͳͲଞのഛঈ໰୊に΋
೾ٴする可能性͕ࢦఠ Ε͞ているɻ൑ܾ
͸韓国の司法੍౓にରする日本企業の
৴པを௿Լͤ͞る΋のͰɺ日本企業による

ର韓国௚઀投資ͳͲにѱӨ͕ڹग़る͜ と
೦ݒ͕ Ε͞るɻ

ERINA調査研究部主任研究員
中ౡ๎ٛ

˔朝鮮民主主義人民共和国ʢ๺朝鮮ʣ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ฏ҆北ಓ਋島
を視察܊
����೥�݄��೔ൃɺಉ೥�݄�೔ɺ�೔ൃ

ʰே઱தԝ௨৴ にɦΑΕ͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿
ҕһ௕͕๺ே઱ͷ࠷੢୺にҐஔするฏ
҆๺ಓ਋ౡ܊ͱ৽ٛभԽহ඼޻৔ɺ৽
ٛभ๰৫޻৔Λ͠࡯ࢹ ͨɻ

ਫݯࢿ࢈଄成およͼอنޢఆ࠾୒
����೥� �݄೔෇h ே઱৽ใ にɦΑΕ͹ɺ
๺ே઱ͷ಺ֳ͕ۙ࠷ɺʮਫݯࢿ࢈଄੒͓
ΑͼอنޢఆʯΛ࠾୒͠ ͨɻ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕྆ߐಓࡾ஑෵
஑෵ジϟΨΠモคࡾ、೶৔ڵの中܊
工৔を視察
����೥�݄��೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦ

ΑΕ͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕྆ߐಓࡾ
஑෵܊ͷதڵ೶৔Λ͠࡯ࢹ ͨɻಉ೶৔͸
ジャガΠモͰ༗໊Ͱɺۚ ೔੒ओ੮΍ۚਖ਼೔
૯ॻه΋ͨ ͼͨͼ๚Ε͍ͯるɻ·ͨ ɺࡾ஑
෵ジャガΠモค޻৔にର͠ ͯ͸ɺ೥ؒ����
トンن໛ͷσンϓンੜ࢈ઃඋΛ৽ઃする
૝Λ࣋ͬͯߏ ͷͨΊに๚Εٞڠ ͱͨͷ ͱ͜
Ͱ る͋ɻ

朝鮮ຽ଒Ҩ࢈อجޢ金設立
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺฏ৕ࢢத۠Ҭ大ಉ໳ಎにே઱ຽ
଒Ҩ࢈อ͕ۚجޢઃཱ Εͨ͞ɻಉۚج͸
ॴɺஂ߸ه関ɺػ಺ͷࠃ ମͱެຽɺւ֎
ಉ๔ɺ֎ࠃͷஂମͱߏػࡍࠃɺݸਓ͔Βɺ
ྺ࢙Ҩ੻ͱҨ෺ɺඇ෺࣭Ҩ࢈ͷൃ۷ͱߟ
ূɺ໊ উ஍ͱఱવه೦෺ͷอଘɺྺ ࢙ത
෺ؗͱҨ੻஍にରする෮ݩͱอक Α͓ͼ
ϦχϡʔΞルɺւ֎にྲྀग़ͨ͠ྺ࢙Ҩ෺
ͷൖೖ౳ɺඞཁͳྺ࢙ࢿྉͱҨ෺ɺ෺ࢿɺ
にۀࣄޢอ࢈෇Λड͚ɺຽ଒Ҩدͷۚࢿ
する͜ݙߩ ͱΛ使命ͱ͠ ͍ͯるͱͷ ͱ͜Ͱ͋

るɻ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ᄎڸ北ಓのܦ
৔を視察ݱ設ݐ、設ࢪࡁ
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ᄎڸ๺ಓړ
࿠܊ͷړ࿠઒ൃిॴݐઃݱ৔ɺಉಓڸ
৓܊に る͋Ԙຍ௡ϗςルݐઃݱ৔Λ࡯ࢹ
͠ɺಉൃిॴͱಉϗςルΛ����೥�� �݄�೔
ʢே઱࿑ಇౘ૑هݐ೦೔ʣ·Ͱに޻׬す
るΑ͏ ৔ݱઃݐ࿠઒ൃిॴړɻͨࣔ͠ࢦ
Ͱ͸ɺ����೥ͷۚ೔੒ओ੮にΑるݐઃͷ
੒͍ͯ͠ͳ͍׬Β��೥Ҏ্͔ࣔࢦ ͱ͜Λ
ࣤ੹͠ ɺۀࣄओମΛ಺ֳ͔Βே઱࿑ಇౘ
தԝҕһձにަ୅するΑ͏ ࣔ͠ࢦ ͨɻಉಓ
ࢹཆॴΛٳԹᆙཬに͋るԹᆙ্܊৓ڸ
͠࡯ ɺͦ ͷڥ؀ͷෆඋΛࢦఠ͠ ͨɻಉಓਗ਼
௡ࢢに る͋ਗ਼௡Χバン޻৔Λ͠࡯ࢹ ɺ੡඼
ͷ࣭΍Ձ֨ͷෆඋΛࢦఠͨ͠ɻ·ͨ ɺʮ޻
大͖͕ྗࡏͷજۀ ͍ᄎڸ๺ಓ͕ݐઃ Ε͞
ͯ͜ Λ࣋ͬͯྗ׆͕ࡁܦͷશൠతͳࠃͦ
લਐͰ͖ るʯͱͨͬޠ ɻಉࢢਫೆ۠Ҭߓړ
ಎに る͋ਗ਼௡଄ધॴɺಉࢢཏೆ۠Ҭに͋
るཏೆ୸߭ػց࿈߹ۀاॴ� �݄೔ػց
ಎにࢁҬབ۠ؠ੨ࢢ৔ɺಉಓਗ਼௡޻ る͋
ே઱ਓຽ܉ୈ܉���෦ୂࡿԼͷབࢁւ
্αέཆۀࣄڕॴ Α͓ͼಉಓ෋ೡ܊ੴ
ນ࿑ಇऀ۠に る͋ੴນλΠηΠϤ΢αέछ
͠࡯ࢹ৔ͳͲΛڕ ͨɻ·ͨ ɺᄎڸ๺ಓに໺
ߨΛ͡ࡦઃするରݐԹࣨΛࡊ るΑ͏ ࣔ͠ࢦ
ͨɻ

ࢪ��周年を記念してେࣻの࣮ࠃݐ
����೥�݄��೔෇h ே઱৽ใ にɦΑΕ

͹ɺಉ೥� �݄೔͔Β大ࣻΛ࣮ࢪするͱͷ͜
ͱͩ ɻ͜ Εに関࿈するߴ࠷ਓຽձٞৗ೚
ҕһձͷ੓ྩ͕ಉ೥� �݄�೔にग़͞ Ε ͱͨ
ͷ͜ ͱͰ る͋ɻ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ݪߐಓཆබ৔を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ݪߐಓࢁݩ
ຑಎに৽͠׉ࢢ ઃݐ͘ Εͨ͞ݪߐಓཆබ
৔Λ͠࡯ࢹ ͨɻ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕朝鮮ਓຽ܉ୈ
525߸工৔を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ே઱ਓຽ܉
ୈ���߸޻৔ʢओに大౾ൃ߬඼Λੜ࢈す
る৯඼޻৔ʣΛ͠࡯ࢹ ͨɻ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕দ౭Ԃ૯߹৯
඼工৔およͼࢁݩӫ༪܉ਓカόン工
৔を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ݪߐಓࢁݩ
্ࢢ৔ͱɺಉ޻に͋るদ౭Ԃ૯߹৯ྉࢢ
ಎに͋るࢁݩӫ༪܉ਓΧバン޻৔Λɺཥ
ઇओ෉ਓͱͱ΋に͠࡯ࢹ ͨɻ

朝鮮ઓ૪ٳઓ�5周年を記念して、૆
ࠃઓ྽ุ࢜およͼ中ࢀղ์ઓ૪ࠃ
ਓຽ܉ئࢤ྽࢜ྕԂを๚໰
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͸ே઱ઓ૪ٳ
ઓ��प೥Λه೦͠ ͯɺฏ৕ࢢ੢৓۠Ҭに
る͋૆ࠃղ์ઓ૪ࢀઓ྽ุ࢜ͱɺฏ҆ೆ
ಓᐻ૔܊に͋るதࠃਓຽ܉ئࢤ྽࢜ྕ
ԂΛ๚໰͠ ͨɻ

ୈ5ճશࠃ࿝ฌେ会։࠵
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺୈ�ճશࠃ࿝ฌ大ձ͕ฏ৕ࢢͰ։
࠵ Εͨ͞ɻ

金ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕৽ܕの࿏໘ి
ंとτϩϦーόスを視察
����೥�݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͸ฏ৕トϩϦʔバ
ε޻৔ͱฏ৕バεमཧ޻৔͕࡞੒͠ ͨ৽
ͷ࿏໘ిܕ ͱंトϩϦʔバεΛ͠࡯ࢹ ͨɻ
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৬業技術ڭҭ๏͕࠾୒
����೥�݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺߴ࠷ਓຽձٞৗ೚ҕһձ ʮ͕৬
୒͠࠾ҭ๏ʯΛڭज़ٕۀ ͨɻ͜ ͷ๏཯͸�
ষɺ��৚Ͱߏ੒ Ε͞ɺ৬ٕۀज़ڭҭൃల
ͷͨΊͷجຊݪଇͱɺ৬ٕۀज़ڭҭػ関
Λ௨͡ ͨ৬ٕۀज़ڭҭͱɺੜݱ࢈৔Ͱͷ
৬ٕۀज़ڭҭに͓͍ͯकる΂͖͜ ͱ͕ن
ఆ Ε͍ͯ͞るͱͷ͜ ͱͰ る͋ɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、金ࢁӜԘਏ工৔を視察
����೥�݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ԫւೆಓᓵ
に܊܀ る͋ۚࢁӜԘਏ޻৔Λ͠࡯ࢹ ͨɻ

北朝鮮Ͱެऺ8i�Fi઀ଓαービスఏڙ
����೥� �݄೔෇h ே઱৽ใ にɦΑΕ͹ɺ
����೥͔Β๺ே઱Ͱ͸ެऺ8J�'JαʔϏ
εͷఏڙΛ४උ͠ ࢝Ίɺ��೥�݄͔Βఏڙ
Ε͍ͯ͞るͱͷ͜ ͱͰ る͋ɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、Ԇ๛ړྲྀ์ބ業ࣄ業
所を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕৽ͨにݐઃ͞
Εͨฏ҆ೆಓလ઒ࢢに͋るԆ๛ྲྀ์ބ
͠࡯ࢹॴΛۀࣄۀړ ͨɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、ฏ҆ೆಓཅಙ܊を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ฏ҆ೆಓཅ
ಙ܊に る͋Թઘ஍۠Λ͠࡯ࢹ ͨɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、ᷤࢁݩຑ海ޫ؍؛஍
৔を視察ݱ設ݐ۠
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕ݪߐಓࢁݩ
৔Λݱઃݐ஍۠ޫ؍؛ຑւ׉ࢁݩͷࢢ
͠࡯ࢹ ɺ��೥�� �݄�೔·Ͱに͠޻׬ Α͏ ͱݺ
ͼ͔͚ͨɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、ᄎڸ北ಓڸ৓܊Թᆙ
Թࣨ೶৔ݐ設४උࣄ業を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͸ɺલ݄にݐઃ
Λͨࣔ͠ࢦᄎڸ๺ಓڸ৓܊ԹᆙԹࣨ೶
৔ݐઃ४උۀࣄΛ͠࡯ࢹ ͨɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、྆ ݐの܊஑෵ࡾಓߐ
設ݱ৔を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͸ɺ� に݄๚໰͠
ࢹ౓࠶৔Λݱઃݐͷ܊஑෵ࡾಓߐ྆ͨ
͠࡯ ͨɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、ົ 工৔۩ثҩྍࢁ߳
を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͸ฏ҆๺ಓ߳
に܊ࢁ る͋ົ߳ࢁҩྍ޻۩ث৔Λ͠࡯ࢹ
ͨɻ

金ਖ਼Ըҕһ௕、Ԇ๛ړྲྀ์ބ業ࣄ業
所を視察
����೥� �݄�೔ൃh ே઱தԝ௨৴ にɦΑ

Ε͹ɺۚ ਖ਼Ըࠃ຿ҕһ௕͕৽にݐઃ Ε͞
ͨฏ҆ೆಓလ઒ࢢに͋るԆ๛ړྲྀ์ބ
͠࡯ࢹॴΛۀࣄۀ ͨɻ

&3*/"ௐࠪڀݚ෦ओ೚ڀݚһ
߂ଜޫࡾ　
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ERINA೔ࢽ
10 1݄日� �ERINA第4ظ中ܭظ画第1回֎部ҕ員会
10݄1日� 「ERINAઃཱ25प年ه೦シンϙジ΢ム」（ग࡝ϝッセ）
10݄1日� �「ERINAઃཱ25प年ه೦ॕլ会」（ϗテル日ߤ新ׁ）
10 1݄日� �ERINA 北東アジア研究૓ॻ8ר　新井洋史ฤஶ

ʰϩシア企業の૊৫と経Ӧ―Ϛイクϩデータによる東
੢地域ൺֱ෼ੳ （ɦ日本ධ࿦社）発ץ

10 1݄日� ERINA25प年ه೦ࢽ発ߦ
10݄1日� �「北朝鮮と国際社会͕す΂き͜ と」ïߘد）国際։発

ジャーナル社h 国際։発ジャーナル 1ɦ0݄߸（Տ合୅
ද理事）

10݄1日� �「国際ビジωス人材ҭ成にண࣮ͳ成Ռ」（ߘد）国
際։発ジャーナル社h 国際։発ジャーナル 1ɦ0݄߸
（三村主任研究員）

10 2݄日� ERINA運Ӧ協議会
10 3݄日� ຂ研究主任ɺถ・テωシー大学ɺʙ）ݣ研究೿֎ࡏ�

2019年9 3݄0日）
10 3݄ʙ4日� �ԏ三৚トϨードショ΢̡ ERINAޙԉ （r三৚市ɺ安達

経済交流部長）
10 4݄ʙ5日� �第15回北東アジア天然ガス・パイプライン国際会議

（αンクトϖテルブルクɺ新井調査研究部長΄か）
10 7݄日� �「国ڥを։いてʠ150年ʡ」（ߘد）ຖ日新ฉh ཱྀする

Χモϝ （ɦ新井調査研究部長）
10 1݄0ʙ12日� �吉ྛ省社会科学院୅ද団アテンド（南川研究員）
10 1݄1日� �所಺セミナー「ERINA・吉ྛ省社会科学院研究交

流会」
10 1݄4日� �第14回東京―北京フォーラム（東京ɺՏ合୅ද理事

΄か）
10 1݄6日� �日本ऀهクラブͰの発ද「朝鮮൒ౡのࠓを஌る�ᾗ

北朝鮮経済のݱঢ়」（東京ɺ三村主任研究員）
10 1݄6日� ղআͰ「ී通の発展్্国」に北東アジアࡋ੍」�

ຖ日新ฉग़൛h（ߘد）「のフϩンテΟアޙ࠷ िץエ
コノミスト 1ɦ0 1݄6日߸（三村主任研究員）

10 1݄7日� �؀日本ւ࠙談会װ事会ߨԋ（ANAクラ΢ンプラβϗ
テル新ׁɺాࢤ研究主任）

10 1݄8日� �中日ϝデΟア交流会（新ׁグランドϗテルɺ中村企画・
広報部長）

10 1݄8ʙ19日� �にい͕ͨBIZE9P0̡ ERINAޙԉ （r新ׁ市࢈業
ৼڵセンター）

10 1݄9日� �h ERINA�REP0RT（PLUS）ɦ�No.144発ߦ
10 2݄0日� �「ϩシア΁の経済੍ۃ��ࡋ東に΋Өڹ る͋໰୊」（د

新ׁ日報h（ߘ 北東アジアをಡΉ （ɦాࢤ研究主任）
10 2݄1日� �ग़લ授業「北東アジアの中の新ׁ―新ׁの国際交

流のաࡏݱ・ڈ・ະདྷを஌るͨ Ίに」（にい͕ͨ史༡
会ɺ中村企画・広報部長）

10 2݄4日� �ੈ ք省エωルΪー౳ビジωス推進協議会ษڧ会ࢣߨ
（東京ɺ三村主任研究員）

10 2݄9日� �東京֎ޠ大学h 国際社会をͻ΋と͘ B ɦࢣߨ「北東ア
ジアとϩシアの経済関܎」（෎中市ɺాࢤ研究主任）

10 2݄9ʙ30日� �2018年日中経済協力会議―ԙ北ւಓ̡ ERINAڞ
࠵ （rࡳຈ市ɺ安達経済交流部長΄か）

10 3݄1日� �ι΢ル大学公ߦڞ੓大学院「南北経済協力に関す
る国際会議」ࢣߨ（ι΢ルɺ三村主任研究員）

11 2݄日� �新ׁ県国際交流協会「ฏ成30年౓ཹ学ੜब৬ࢧ
ԉセミナー」̡ ERINA協力 rࢣߨ（ग࡝ϝッセɺ蔡経
済交流推進員）

11 2݄日� �国際৘੎研究所第4回「ϩシア研究会」（東京ɺ新
井調査研究部長）

11 5݄日� �韓日࢈業・ٕ ज़協力財団（KJCF）主2018」࠵日本
ब業ത覧会」̡ ERINA協力 （rࢁזɺ蔡経済交流
推進員）

11 5݄日� �吉ྛ大学東北亜研究院୅ද団දܟ๚໰（ؙࢁ業
຿ࣥߦ理事΄か）

11 6݄日� �ERINA賛助会セミナー「ϩシア企業アンέートの݁
ՌからΈ て͑͘ る΋の―ERINA北東アジア研究૓ॻ
8h ϩシア企業の૊৫と経Ӧ―Ϛイクϩデータによる東
੢地域ൺֱ෼ੳ のɦग़൛を機に―」についてプϨスϦ
Ϧース

11 7݄日� �韓日࢈業・ٕ ज़協力財団（KJCF）主2018」࠵日本
ब業ത覧会」̡ ERINA協力 （rι΢ルɺ蔡経済交
流推進員）

11 7݄日� �アルチョム市「ϩシアɺ朝鮮൒ౡɺ日本の૬ޓ経済交
流」ࢣߨ（ϩシア・アルチョム市ɺ新井調査研究部長ɺ
三村主任研究員）

11 9݄日� �石༉天然ガス・金ଐ߭෺資ݯ機ߏ（J0GMEC）第3
回「ϩシア・中ԝアジア研究会」（東京ɺ新井調査研
究部長）

11 9݄日� �ERINA・北཮AJEC 主࠵「ม༰する北東アジア―
北朝鮮の࠷新৘੎と北東アジア国際෺流のگݱ」
についてプϨスϦϦース

11 9݄日� �吉ྛ大学東北亜研究院主h࠵ 吉ྛ大学ل年վֵ
։์40प年哲学社会科学໊家࠲ߨ ɦߨԋ「h Ұଳ
Ұ࿏ ɦߏ૝とh ࣗ༝Ͱ։かΕ イͨンドଠฏ洋ઓུ 」ɦ
（長य़ɺՏ合୅ද理事）

11 1݄0日� �「韓・朝鮮൒ౡと法」研究会ࢣߨ（東京ɺ三村主任
研究員）

11 1݄0ʙ11日� �吉ྛ大学経済学院主࠵「ถ国貿易อޢ主 とٛ東ア
ジア経済のະདྷ」࠲談会（長य़ɺՏ合୅ද理事΄か）

11 1݄1日� �NEASE�Net�第13回フォーラム̱ 国際シンϙジ΢ム・
発ද（東京ɺ新井調査研究部長）

11 1݄1日� �日本テϨビ「ਅ૬報ಓバンΩシャ」ग़ԋ（三村主任研究員）
11 1݄2日� �ૣ Ҵా大学ɺ韓国・統Ұ研究院合ಉセミナーࢣߨ

（東京ɺ三村主任研究員）
11 1݄5日� �ERINA・北཮AJEC主࠵
� �「ม༰する北東アジア―北朝鮮の࠷新৘੎と北東

アジア国際෺流のگݱ」
� 会৔ɿϗテルグランテラス෋ࢁ
� ɿ新井調査研究部長ɺ三村主任研究員ࢣߨ

研　究　所　だ　よ　り
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ൃ ߦ ਓ� Տ߹ਖ਼߂
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ฤूҕһ� �৽Ҫ༸࢙ɹ҆ୡ༞࢘ɹ৽อ࢙ܙ
� ೆ઒ൣߴɹࡾଜޫ߂ɹޱࢁຬࢠت

ൃ �ߦ ެӹஂࡒ๏ਓ؀೔ຊւڀݚࡁܦॴ�
� �5IF�&DPOPNJD�3FTFBSDI�*OTUJUVUF�GPS�
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� �˟ ���ô����ɹ৽ׁࢢதԝ۠ສ୅ౡ�൪�߸
� ສ୅ౡϏϧ��֊
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�
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�$IVPrLV
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� ���r�����+"1"/

� 5FMɿ���r���r����ʢ୅දʣ
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� &�NBJMɿXFCNBTUFS!FSJOB�PS�KQ
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ൃ ߦ ೔� ����೥��݄��೔
ࡌແஅసې

お願い
ERINA REPORT（PLUS）の送付先が変更になりましたら、
お知らせください。

11 2݄0日� �新ׁ市国際交流協会理事会（中村企画・広報部長）
11 2݄1日� �新 ・ׁϋルビン༑޷市ຽの会「中国を࿩ͦ͏」ࢣߨ
� ïクϩスパル新ׁɺ蔡経済交流推進員）
11 2݄1日� �ERINA賛助会セミナー
� �「ϩシア企業アンέートの݁ՌからΈ͑て͘ る΋の―

ERINA北東アジア研究૓ॻ8h ϩシア企業の૊৫と
経Ӧ―Ϛイクϩデータによる東੢地域ൺֱ෼ੳ のɦ
ग़൛を機に―」

� 会৔ɿग࡝ϝッセ
� ɿ新井調査研究部長ࢣߨ
� 　　�新ׁ大学経済学部准教授　ಓ্ਅ༗
� 　　�事業૑଄大学院大学෭学長・教授　෋ࢁӫࢠ
11 2݄5日� �中国経済経Ӧ学会2018年౓શ国大会・発ද（東京ɺ

南川研究員）
11 2݄8日� �N)K「ニϡース7」ɺ「ニϡース΢ォッチ9」౳ग़ԋ（三村

主任研究員）
11 3݄0日� �新ׁ商޻会議所「第2回国際貿易ҕ員会」（安達経

済交流部長）






